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大阪府域市町村立図書館における「ビジネス支援サービス」

に関するアンケート調査報告 ～大阪府域市町村立図書館の現状と

府立図書館の取り組みについて 

 

 

  藤原 紀恵（大阪府立中之島図書館） 

 

1.はじめに 

 

大阪府立中之島図書館では、2004（平成 16）年 4 月に迎えた開館 100 周年を機に地

域の特性・利用の実態に合わせるべく、「ビジネス支援課」を開設し、営業や企画のた

めのデータを探している人、これから事業を始めようとする人、キャリアアップしよう

とする人、いわゆるビジネスパーソンに対して、必要な資料・情報を提供することを目

的に、「ビジネス支援サービス」を開始し、今年で 8年目を迎える。 

サービス開始以来、試行と模索を繰り返しながら「ビジネス資料室」「デジタル情報室」

「新聞室」(1)等を整備し、資料提供・レファレンスサービス・ビジネスセミナー等の開催

など、実績を積み重ねてきている。(2)また、様々なビジネス関連機関と協力事業・共催事

業等を行い、連携を図っている。(3) 

「ビジネス支援サービス」が全国的に拡がってきたのは 2000（平成 12）年以降であり、

サービス実施図書館数は最近 5年間くらいで激増している。ビジネス支援図書館推進協議

会注(1)が行った「ビジネス支援サービス全国アンケート報告」(4)(5)によると、サービス実施

館は 2006（平成 18）年に 121 館(うち 96館が市町村立図書館)だったのが、2008（平成 20）

年に 192 館(うち 164 館が市町村立図書館)に、2011（平成 23）年には 208 館に増加してい

る。新たに「ビジネス支援サービス」を実施しているのは市町村立図書館である。 

今回、大阪府域市町村立図書館での「ビジネス支援サービス」の現状を把握し、市

町村立図書館との今後の連携と大阪府立図書館としての中之島図書館がどのような施

策を行っていくべきかを探るために、アンケート調査を行った。本稿は、アンケート

調査結果及び当館での取り組みについて報告を行うものである。 
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2．調査概要 

 

調査の概要は以下のとおりである。  

 

・ 調査目的： 大阪府域図書館の「ビジネス支援サービス」の実態や各図書館から 

の要望を把握し、今後の連携を計るため 

・ 調査対象： 大阪府域市町村立図書館・図書室（以下、「市町村立図書館」とい 

う） 

・ 実施時期： 2011（平成 23）年 7月 22 日～8月 12 日 

          （当初の締め切りは 8月 12日としていたが、アンケートの精度をあげ 

るため、9月上旬までに延期した） 

・ 送付方法：  7 月 22 日にメーリングリストで電子媒体の調査票を送付した。 

・ 回収方法：  メール・ＦＡＸでの返送 

・ 配布数： 43（43 自治体） 

・ 回収数：     66（43 自治体+大阪市立図書館分館 23館） 回収率 100% 

当初は各自治体中央図書館１館より回答いただくようお願いしてい 

たが、「ビジネス支援サービス」を実施している図書館より直接回答 

される場合もあった。また、大阪市立中央図書館より、分館 23 館の 

回答をいただいた。ビジネス支援課で協議の結果、これらの回答は 

業務上参考になると考えられるため、今回の回収結果に含めること 

とした。 
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3．調査の質問と回答結果 

 

アンケートの集計結果については別紙「アンケート集計表」を参照のこと。「アンケート

集計表」は「合計(全体の合計)」「合計(大阪市分館を除いた)」「大阪市分館のみの合計」

をそれぞれ集計し、一覧表とした。以下質問について、回答結果と分析を記す。 

 

【質問 1】 「ビジネス支援資料」について（所蔵していますか？） 

「所蔵している（ビジネス関連資料を集めて別置している）」と回答したのは 30 館（う

ち大阪市立図書館分館（以下、「大阪市分館」という）は 23 館）で、これらの図書館は、

現在ビジネス支援サービスを実施しているサービス先行館と推測される。「所蔵しており、

一般書の分類の中で配架している」と回答したのは 32 館。「所蔵していない」と回答し

た 4館はすべて町立の図書室・図書館であった。 

 

【質問 2】 「ビジネス支援資料」をどのくらいお持ちかをご教示ください。 

ビジネス関連資料を集めて別置している図書館は資料数を把握しているが、一般書の分

類の中で配架している場合、資料数の把握は困難であった。サービス先行館では約 3000～

6000 冊位所蔵している。また、大阪市分館では 23 館それぞれの図書館が地域の状況に合

わせて「しごと支援コーナー」を設置し、資料を 50～200 冊位コーナー配架し利用に供し

ている。 

 

【質問 3】 「ビジネス支援資料」の収集について 

 「収集の努力をしている」と回答したのは 34 館（うち 23 館が大阪市分館）で、「積極的

な収集をしていない」と回答したのは、25 館で、「その他」と回答した 3 館は「ビジネス

支援資料の収集も他の分野と同じように収集している」とコメントしている。 

 

【質問 3-1】 ※【質問３】でア．「収集の努力をしている」 と回答した方にお尋ねし

ます。具体的な収集方針（資料の収集範囲・サービス対象等）をご教示ください。 

 「近辺の事業所に勤務するビジネスマンを想定して、その業務上必要になる資料や個人

のスキルアップ等に役立つ資料を収集している」(吹田市立江坂図書館)、「見計らいにおい

て、起業、中小企業関係など受入」(門真市立図書館)、「就職、起業、資格取得、プレゼン、
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交渉等、ビジネスの様々な場面で役立つ実用書を中心に、専門書、参考図書も含め幅広く

収集」(堺市立東図書館)などのように、それぞれの図書館でのサービス対象者や地域事情

により収集方針を立てている。大阪市立中央図書館では「ビジネス書コーナーは[ビジネ

ス・サプリ]をコンセプトに、文庫や新書のビジネス書、実用書をメインに収集し、[法

令][CSR] 注(2) [社史]の各コーナーを設置。さらに、[就労支援ミニコーナー]として、資

格取得のため資料、履歴書・エントリーシートの書き方などの資料も提供」している。前

述のように、大阪市分館 23 館では、就労支援・自立支援・生活再建も含めた資料について、

基本的に幅広い年齢層を対象に「しごと支援コーナー」を設置している。それぞれの地域

（区）の事情に合わせた形で、対象者や対象年齢等を細やかに設定して収集方針を定めて

いる図書館もあり、「地域に中小の製造工業が多いので、中小企業向けの総務・経理関係な

どの資料と、製造工業向けの技術書などを収集し、ビジネス講座や相談窓口、類縁機関等

のチラシ・パンフレット類、しごと支援につながるチラシ・パンフレット類を収集・配布

している」(大阪市立東成図書館)という取り組みを行っている図書館もある。 

 

【質問 4】 どのような「ビジネス支援資料」を提供していますか？（複数回答可） 

 多くの図書館がいわゆるビジネス書（図書）や参考図書類や電話帳・地図類、行政資料、

ビジネス関係の雑誌、就職活動関係資料の提供をしている。求人情報誌や資格試験のため

の参考書や問題集を提供している図書館は尐なかった。その他として「求人広告をファイ

ルして提供」(茨木市立中央図書館)、「CSR 報告書」注(2) (豊中市立千里図書館)、「就労支

援関係の団体・施設のリーフレット、関連事業のチラシ等」(大阪市立都島図書館)とお金

をかけないで資料を集め、工夫して提供している図書館もあった。 

 

【質問 4-1】 「ビジネス支援資料」に関して重点的に収集している資料があれば、ご

教示ください。 

無回答の図書館が多かった。回答のあった図書館は【質問 3-1】の収集方針に基づき

重点的に収集している。「実務に役立つものを中心に収集しているが、今後はもう尐し専門

性の高いものを収集する予定」(豊中市立千里図書館)、「就職支援に関する資料やパソコン

やプレゼンに関する資料」(堺市立東図書館)、「なるには BOOKS シリーズ」注(3)(和泉市立

和泉図書館)、「就職・資格に関連する本」(熊取町立熊取図書館)、「全国の電話帳を揃えて

いる」(大阪市立島之内図書館)などの回答があり、それぞれの図書館が地域の事情や利用
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者からの求めに応じた資料を収集していることが推測される。 

 

【質問 4-2】 ※【質問 4】で、ア．「参考図書類」 と回答した方にお尋ねします。回

答欄の参考図書で貴館が所蔵している資料はありますか？（複数回答可） 

中之島図書館ビジネス資料室で主に使用している参考図書類の所蔵状況を伺った。「会社

四季報(東洋経済新報社)」を所蔵している図書館が最も多く、57 館（うち 23 館が大阪市

分館）が所蔵している。以下「帝国データバンク会社年鑑(帝国データバンク)」を 28館（う

ち 14館が大阪市分館）、「日経市場占有率(日本経済新聞出版社)」を 15館(うち 2館が大阪

市分館）、「会社職員録(ダイヤモンド社)」を 14 館（うち 2館が大阪市分館）という順の所

蔵状況であった。 

 

【質問 4-3】 ※【質問 4】で、ウ．「ビジネス情報を収載した雑誌」 と回答した方に

お尋ねします。回答欄の雑誌で貴館が所蔵している資料はありますか？（複数回答可） 

25 館（うち 3館が大阪市分館）が「週刊ダイヤモンド（ダイヤモンド社）」を、23館（う

ち 2 館が大阪市分館）が「週刊エコノミスト（毎日新聞社）」を、23 館（うち 4 館が大阪

市分館）が「週刊東洋経済（東洋経済新報社）」を、23館（うち 5館が大阪市分館）が「日

経ビジネス（日経 BP社）」を所蔵・提供している。これらの雑誌はビジネス支援に限定さ

れることなく、広く利用されていることがうかがえる。 

 

【質問 4-4】 ※【質問 4】で、シ．「データベース・CD-ROM」 と回答した方にお尋ね

します。回答欄に貴館がビジネス支援用に所蔵・購読している資料はありますか？（複

数回答可） 

ビジネス支援サービスを行う上で有用であるデータベース・CD-ROM 類の所蔵・購入状況

を伺ったが、大阪市立図書館以外の図書館にではほとんど導入されていなかった。「日経テ

レコン 21」注(4)は 31館（うち 23 館が大阪市分館）が購入しており、大阪市立図書館以外

では 7館が購入。「その他」として「レクシスネクシスＪＰ」注(5)を購入している図書館が

１館（豊中市立千里図書館）ある。大阪市立中央図書館は「28種類のデータベース・ＣＤ

-ＲＯＭ資料を、ビジネス支援に限定せず提供」している。 

 

【質問 5】 「ビジネス支援資料」収集のための資料費は、どのようになっていますか？ 
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（複数回答可） 

61 館（うち 23 館が大阪市分館）が「図書館費内の一般的な資料費に含まれている」と

回答した。2館が「図書館費内でビジネス支援費を別枠で計上している」(大阪市立中央図

書館、堺市立東図書館)、24 館(豊中市立千里図書館と大阪市分館 23館)が一般的な資料費

とは別に「住民生活に光をそそぐ交付金注(6)でビジネス支援費を計上している。」と回答。 

 

【質問 5-1】 「ビジネス支援資料」収集のための資料費は、どのくらいですか？ 

 無回答あるいは不明と回答された館が多かった。「特に額を決めておらず、また実際に使

われている額も調査していない」ということであると推測される。 

 

【質問 6】 「ビジネス支援」の担当者を配置していますか？ 

34 館が「担当者を配置していない」と回答、27 館（うち 22館が大阪市分館）が「兼任

の担当者を配置」し、大阪市分館のうち 1館(大阪市立阿倍野図書館)が「専任の担当者を

配置」し、サービスを行っている。 

 

【質問 6-1】 ※【質問 6】で、アまたはイとお答えの方、配置人員構成及び人数をご

教示ください。 

大体、各図書館で 1 人～2 人の職員が担当としてサービスにあたっており、配置人員に

パートタイムスタッフが配置されているケースもある。 

 

【質問 7】 「ビジネス支援資料」について常設スペースで提供していますか？ 

35 館（うち 23館が大阪市分館）が「提供している」、26 館が「提供していない」と回答。

提供例としては、東大阪市立花園図書館では「[起業サポート情報ステーション]の名称で、

ビジネス関連資料をおいた展示コーナーを設置」している。その他の 1館(泉南市立図書館)

は「職業紹介、業種紹介本のみ常設スペースで別置し提供」している。 

 

【質問 8】 資料装備について伺います。「ビジネス支援資料」と他の資料と区別するた

めに、何か工夫をされていますか？ 

「特に区別はしていない」と回答したのが 31館で最も多く「背に区別できるよう、シー

ルを貼付している」図書館が 4館であった。実例として「ビジネス固有の区分をあたえて
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いる」(豊中市立千里図書館、堺市立東図書館)、「請求記号(ラベル)に別置記号を付与」(和

泉市立和泉図書館、熊取町立熊取図書館)、という工夫をしており、大阪市分館 23館では

「請求記号ラベルに[しごと支援]の表示」をしている。 

 

【質問 9】 「ビジネス支援資料」について、定期的に資料展示等を行ったことがあり

ますか？ 

定期的に資料展示等を「行ったことはない」のが 55 館（うち 21館が大阪市分館）で大

半の図書館が定期的に資料展示等を行ったことはない。（このうち展示コーナーを常設して

いると回答した図書館(東大阪市立花園図書館)あり）定期的に資料展示を「行ったことが

ある」と回答したのは 6館（うち 2館が大阪市分館）で、大阪市立中央図書館では「ビジ

ネス書コーナーに新刊棚を設置しているほか、ビジネス講座と連動して不定期に展示」を

行っている。 

 

【質問 9-1】 ※【質問 9】で、ア．「行ったことがある」 と回答した方にお尋ねしま

す。資料展示の期間・テーマなど具体的な内容をご教示ください。 

「月ごとに展示を変更「がんばれ！中小企業」など」(豊中市立千里図書館)、「特設コー

ナーで偶数月をビジネス関係の展示を行い、テーマは、マーケティング・広告・経済を読

む・チームワーク・発想法・手帳術など」(吹田市立江坂図書館)、「キャリアに役立つ資格

の本展(期間：約１週間) ビジネスの本展(期間：約１週間)等」(寝屋川市立中央図書館)、

「『ビジネス誌の書評に載った本展』と題して日経ビジネスに取り上げられた本を集めて展

示・貸出(期間：約 2カ月)」(大阪市立島之内図書館)、「単発で、就労支援を重視した形で、

ハローワークの方などの協力も得ての季節コーナーを設置」(岸和田市立図書館)など、展

示を行っている図書館は、それぞれ利用対象に対してユニークな切り口での展示を行って

いる。 

 

【質問 10】 「ビジネス支援」について利用案内・パンフレットを作成していますか？ 

 多くの図書館（38 館）で利用案内・パンフレットの作成を行っていない。「作成した「利

用案内・パンプレット」がある」のは 1館のみ（大阪市立中央図書館）で、「その他」と回

答した大阪市分館 23 館は「作成を予定」している。 
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【質問 10-1】 ※【質問 10】で、ア．「作成した「利用案内・パンフレット」がある」 

と回答した方にお尋ねします。どのように公開していますか？(複数回答可） 

回答のあった大阪市立中央図書館では、印刷して図書館等で配布・ホームページで公開

のほか、「区役所にて区内に転入された方へ渡す配布物の中に、図書館の利用案内とともに

組み込んでもらっている」ことにより、新規利用者の開拓も行っている。 

 

【質問 11】 「ビジネス支援」についてパスファインダー注(7)・資料リスト等を作成し

ていますか？ 

パスファインダー・資料リスト等を作成しているのは 27 館（うち 22館が大阪市分館）

で、大阪市分館では大阪市立中央図書館作成の資料を配布しており、多く（33館）の図書

館ではパスファインダー・資料リスト等を作成していない。「（大阪)府立図書館の案内やビ

ジネス関係資料をファイルして提供」を行っている図書館(富田林市立金剛図書館)もあっ

た。 

【質問 11-1】 ※【質問 11】で、ア．作成した「パスファインダー・資料リスト等」

があると回答した方にお尋ねします。どのように公開していますか？（複数回答可） 

公開方法は「印刷して図書館等で配付」と「ホームページで公開」であるが、回答した

図書館のほとんどが両方とも行っている。ホームページの公開については「コーナー開設

時、ホームページで関連リストの公開」をしている図書館(熊取町立熊取図書館)があった。 

 

【質問 11-2】 ※【質問 11】で、ア．作成した「パスファインダー・資料リスト等」

があると回答した方にお尋ねします。何種類くらいありますか？数を教えてください。 

作成は「1種類」(堺市立東図書館)(熊取町立熊取図書館)、「2種類以上（随時更新 追

加予定）」(八尾市立図書館)、「パスファイダー17項目」(泉佐野市立中央図書館)、「（ビジ

ネスに特化したものではない）28 種類のパスファインダー・資料リストを作成している」

(大阪市立図書館)であり、大阪市立中央図書館では「ビジネス関連のトピックをとりあげ

た[B・News]を不定期に発行。[B・News] の特別号として、テーマごとのリストや、年間

ベストセラーなどの紹介号を発行」している。 

 

【質問 12】 ビジネスについてのレファレンスサービスの過程で大学図書館や類縁機関

等へレファレンスを依頼したことはありますか？（中之島図書館も含む） 
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行ったことがあるのは 4 館のみで、ほとんどの図書館（62 館うち 23 館が大阪市分館）

では大学図書館や類縁機関等へレファレンスを依頼したことはなかった。 

 

【質問 12-1】 ※【質問 12】で、ア．「行っていたことがある」 と回答した方にお尋

ねします。行ったレファレンスの事例をご教示ください。 

「市の伝統産業の一つであるすだれの企業から、資料館創設の際にすだれに関する歴史

などの資料の調査依頼があった」(河内長野市立図書館)、「福祉関係の最低賃金の昭和 35

年からの変動について」「国際航空運送に関するワルソー条約の英文がみたい」(堺市立東

図書館)、「中国での起業」(熊取町立熊取図書館)、「プログラムソフトの中小企業向けの購

入支援制度についての問い合わせに対して、調査の過程で大阪産業創造館注(8)に確認し、

国の支援制度の紹介を行った。」(大阪市立中央図書館)などの事例の回答があった。 

 

【質問 13】 専門的なビジネス相談等については、別途専門機関の紹介等は行ったこと

がありますか？ 

行ったことがあるのは 7 館（うち１館が大阪市分館）で、多くの（59 館うち 22 館が大

阪市分館）図書館では行っていない。 

 

【質問 13-1】 ※【質問 13】で、ア．「行ったことがある」 と回答した方にお尋ねし

ます。行った紹介等の事例の具体的な内容をご教示ください。 

「中国でのセンサ市場についての調査（大手メーカーの名前、市場占有率、売り上げ順

位などまた近年のセンサ普及の推移などの統計）」(大阪市立北図書館)、「企業のＰＲ誌と

社内報を閲覧できる機関を教えてほしい」(大阪市立中央図書館)、「国内外の規格注(9)の閲

覧」(茨木市立中央図書館)などの依頼に対して、JETRO(ジェトロ)ビジネス・ライブラリー

注(10)、エル・ライブラリー注(11)、日本規格協会関西支部注(9)への紹介を行った事例の回答

があった。インターネットを使って「検索できる範囲の、業界団体（広報機関含む）の連

絡先等を案内した」図書館(岸和田市立図書館)もあった。 

 

【質問 14】 「ビジネス支援」に関して、セミナー、交流会、相談会、講習会等の催し

を企画・開催したことがありますか？ 

多くの（44 館うち 13 館が大阪市分館）図書館は「興味がなく、行う予定はない」と回
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答した。「興味があるが、今は行っていない」と回答したのが 19 館（うち 9館が大阪市分

館）で、行っていると回答したのが 2館（大阪市立中央図書館と大阪市立東成図書館）で、

「その他」の１館(河内長野市立図書館)は「毎年開催している「生活に役立つ図書館講座」

のテーマとして「特許のはなし」を予定している」と回答している。 

 

【質問 14-1】 ※【質問 14】で、ア．「企画・開催したことがある」 と回答した方に

お尋ねします。どのような催しを企画・開催されたのかをご教示ください。 

大阪市立中央図書館では「ビジネス講座」を開催している。また、大阪市立東成図書館

では「データベースで調べる情報収集入門講座・データベース提供会社による、データベ

ースの使い方講座（データベースの使い方講演及び実習）」を開催した。 

 

 【質問 15】 地元の企業や大学等と連携（産学官連携）や類縁機関（商工会議所、商

工会、中小企業診断士等）と連携して催し等を行っていますか？ 

連携して催し等を行っている図書館は 6館で、「興味があるが、今は行っていない」が一

番多く（41 館うち 17 館が大阪市分館）、取り組みへの関心は高い。「興味がなく、行う予

定はない」と回答した 15 館を含めて他機関との連携を行っていないと回答した図書館が

17 館あり、行っていない理由として「催しの場所の確保・連携する相手が居ない」と回答

した図書館もあった。その他として「催しまでは無理と考えるが、地元の企業や団体の資

料や配布用チラシは収集・配布につとめている」(大阪市立住之江図書館)との回答があり、

図書館でできることから尐しずつ取り組んでいる姿がうかがえる。また、「商工会議所から

の要請で、パネルディスカッションのパネラーとして出席」する取り組みを行っている図

書館(高槻市立中央図書館)もある。 

 

【質問 15-1】 ※【質問 15】で、ア．「行っている」 と回答した方にお尋ねします。

行っている連携の具体的な内容をご教示ください。 

事例として「観光協会等と組んでの観光コーナー（展示）の設置や、漁協の協力を得て

の子供向け行事の開催など、尐しやり始めた」(岸和田市立図書館)との回答があり、これ

から連携を目指す図書館にとって参考になるかと思われる。大阪市立中央図書館では他類

縁機関(NPO 法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク士業研究会)との共催で「ビジネ

ス講座」を開催している。 
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【質問 16】 「ビジネス支援」に関して所属している自治体の他部局との連携は行って

いますか？ 

行っていると回答した図書館は尐なく（5 館）、「興味があるが、今は行っていない」と

回答した図書館が多く（42 館うち 19 館が大阪市分館）、所属している自治体の他部局との

連携は、図書館にとってこれからの課題のひとつとして認識されている。「その他」と回答

した図書館の意見として「特別な連携はおこなっていないが、必要があれば案内あるいは

問い合わせる」(四條畷市立四條畷図書館)、「チラシ等を置いている」(東大阪市立花園図

書館)、「職員のつてを辿って行っている」(岸和田市立図書館)があがった。「興味がなく、

行う予定はない」と回答した図書館を含めて連携を行っていないと回答した図書館が 15

館であった。 

 

【質問 16-1】 ※ア．「行っている」 と回答した方にお尋ねします。行っている連携の

具体的な内容をご教示ください。 

事例として「光の交付金(住民生活に光をそそぐ交付金)を機に、地域経済課に選書の参

考となる情報をもらっている」(豊中市立千里図書館)、「役場関連部局からハローワーク情

報や就労関連のチラシ・パンフレットを提供してもらい、コーナーに設置」(熊取町立熊取

図書館)、「地域振興の関係機関を紹介してもらったり、発行されたチラシやパンフレット

類を図書館で配布」(泉南市立図書館)との回答があり、連携に関心のある図書館には参考

となる取り組みが行われている。大阪市立中央図書館では大阪市他部局(大阪産業創造館)

と共催し、「ビジネス講座」を開催している。 

 

【質問 17】 「ビジネス支援サービス」をはじめ、医療情報サービスや法情報サービス

など、特徴的なサービスを行っていますか？ 

いわゆる「課題解決型サービス」注(12)の実施状況について伺った。行っていると回答し

たのは 31館（うち 23 館が大阪市分館）、「興味があるが、今は行っていない」と回答した

図書館が多かった（27館）。「興味がなく、行う予定はない」と回答した 6館を含めて特徴

的なサービスを行っていないと回答した図書館が 7館であった。 

 

【質問 17-1】 ※【質問 17】で、ア．行っている と回答した方にお尋ねします。行
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っている特徴的なサービスを記入してください。 

分館があり、図書館サービス網が整っている自治体（豊中市・堺市）では地域の実情に

あわせて分館ごとに特徴のあるサービスを行っている。また、法情報・医療健康情報等、

利用者の要望等に特化した図書館サービスを行っている自治体（池田市・高槻市・大阪狭

山市・大東市・熊取町）もある。大阪市立図書館では全館で「商用データベース注(13)によ

るビジネス・医療・法情報等の提供」を行っている。 

 

【質問 18】 （「ビジネス支援」に限定しないで）利用者に対して、機器・無線 LAN 回

線・電源の提供をしていますか？（オンラインデータベースを除く）（複数回答可） 

「インターネット端末を提供している」が 23館、「持込パソコンの電源貸出を提供して

いる」15 館(うち 8 館が大阪市分館）、「無線 LAN を提供しているの」のが 3 館というよう

にそれぞれ対応している。「その他」として回答した 37館(うち 23 館が大阪市分館)のなか

で、大阪市立中央図書館では「LAN ケーブルを使用して、図書館のネットワークに接続で

きる情報コンセント注(14)を設置。限定した Web サイトへのアクセスのみ可能」という提供

を行っており、大阪市分館では「自己電源での持込パソコンの使用可。OPAC で有用サイト

閲覧可能」という提供を行っている。また、その他と回答した 37 館うちの 7館は「提供を

行っていない」、1館が「環境整備が出来ていない」と回答、5館が無回答であったが提供

は行っていないと推測され、回答を選択せず「提供していない」とコメントした図書館が

1 館あったため、合計の 14 館が「機器・無線 LAN 回線・電源等の提供を行っていない」と

推測される。 

 

【質問 19】 （「ビジネス支援」に限定しないで）利用者に対して、機器・無線 LAN 回

線・電源の提供等に関してルールを定めていますか？（オンラインデータベースを除く） 

「ルールを定めている」と回答した図書館が 45館（うち 22館が大阪市分館）で、「ルー

ルは定めていない」と回答した図書館が 17館（うち 1館が大阪市分館）だが、このうちの

14 館は前問の回答より「機器・無線 LAN 回線・電源等の提供を行っていない」を行ってい

ない図書館であると推測されるため、「ル-ルを定めていない」に該当する図書館は 3館と

なり、機器・無線 LAN 回線・電源の提供を行っている図書館のほとんどがルールを定めて

運用していると推定される。 
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【質問 19-1】 ※【質問 19】で、ア．「ルールを定めている」 と回答した方にお尋ね

します。どのようなルールなのか具体的にご教示ください。 

1 度の利用時間を 30 分以内と設定し指定している図書館が 12 館あった。待ちがなけれ

ば延長等できるが、1 日の利用回数を制限している図書館もある。インターネットに関し

て、ほとんどの図書館が「有害サイト閲覧・メール・チャット・ダウンロード・プリント

アウト」を不可としている。ただし「行政情報のプリントアウト」や「市政への意見投稿

のためのメール」は可としている図書館もあり、図書館が市民の市政への参加をバックア

ップしている現状がうかがえる。過去にトラブルがあり持込 PC を不可の図書館も 1館あっ

た。大阪市立図書館では（分館も含めて）「原則自己電源使用」として運用している。 

 

【質問 20】 スキルアップのため貴館職員は、「ビジネス支援」に関する研修等に参加

したことがありますか？ 

「参加したことがある」と回答したのが 39館（うち 23館が大阪市分館）で、「参加した

ことはない」と回答したのは 27 館であった。 

 

【質問 20-1】 ※【質問 20】で、ア．「参加したことがある」 と回答した方にお尋ね

します。どのような研修に参加してきましたか？具体的な内容をご教示ください。 

15 館（うち 3 館が大阪市分館）が「大阪公共図書館協会（OLA）注(15)より受託して当館

が行っている参考業務注(16)（ビジネス）研修」に参加している。「ビジネス支援図書館推進

協議会によるデジタルライブラリアン講習会」で研鑽をつんでいる図書館(堺市立東図書

館)もある。大阪市立図書館では（分館も含めて）「館内で商用データベース研修」を行っ

ている。 

 

【質問 20-2】 ※【質問 20】で、イ．「参加したことがない」 と回答した方にお尋ね

します。何故参加していないのですか？（複数回答可） 

「研修参加の費用がない」と回答したのが 4館（うち 1館が大阪市分館）で、もっとも

回答が多かったのが「研修に参加する時間がない、参加のために図書館を空けることがで

きない」の回答で 21館（うち 5館が大阪市分館）あった。これらの回答は昨今の予算・人

員削減の影響である推測される。「ビジネス支援に関する利用者の需要が見込めないため」

と回答したが 9館であった。その他の記述では「（図書館で）ビジネス支援サービスを行う
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方針がない（サービスを行う必要性がない）」と回答した図書館が 3館であった。 

 

【質問 21】 中之島図書館では所蔵している新聞資料に関して新聞目録（解題付）注(17)

発行しています。こちらを利用したことがありますか？（複数回答可） 

「知っているが、利用したことはない」との回答が 29館（うち 8館が大阪市分館）あり

もっとも多く、利用したことがあると回答したのは、Web 版が 15 館（うち 6館が大阪市分

館）、プリント版が 19 館（うち 11館が大阪市分館）であった。「利用したことがない(存在

を知らなかった)」と回答したのが 10 館（うち 3館が大阪市分館）であった。 

 

【質問 22】 中之島図書館では図書館での調査に役立つ図書・雑誌、Web 情報や、図書

館を活用した調査のヒントをテーマごとにご紹介した「調査ガイド」注(18)を作成してい

ます。こちらを利用したことがありますか？（複数回答可） 

「知っているが、利用したことはない」との回答が 31館（うち 13 館が大阪市分館）で

もっとも多く、利用したことがあると回答したのは、Web 版が 19 館（うち 7館が大阪市分

館）、プリント版が 10 館（うち 3館が大阪市分館）であった。「利用したことがない(存在

を知らなかった)」と回答したのが 11 館（うち 2館が大阪市分館）であった。 

 

【質問 23】 中之島図書館ではビジネス関連情報を掲載した「中之島図書館メールマガ

ジン」注(19)を発行していますが、購読していますか? 

「購読している」との回答が 31 館（うち 22館が大阪市分館）ありもっとも多く、「知っ

ているが、購読していない。」と回答したのが 22 館（うち 1 館が大阪市分館）であった。

「購読していない(存在を知らなかった)」と回答したのが 13館であった。 

 

【質問 24】 中之島図書館（大阪府立図書館）がビジネス支援に関して、レファレンス・

データベース等のセミナー・講座を企画・開催した場合、貴図書館は研修への参加を希

望しますか？ 

「セミナー・講座に関心があるが、参加できるかどうか分からない」との回答が最も多

く 36館（うち 18 館が大阪市分館）であった。「参加を希望する」との回答が 12館（うち

3 館が大阪市分館）で「出前セミナー・講座等、研修の形態により参加を希望する」との

回答が 6館あった。「セミナー・講座には関心はなく、参加しない」との回答が 11 館（う
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ち 2館が大阪市分館）であった。 

 

【質問 24-1】 ※【質問 24】で、ア・イ・ウ と回答した方にお尋ねします。セミナ

ー・講座についてうかがいます。どのような研修を希望されますか？希望する研修内容

を具体的に上げてください。 

多くの図書館より研修への希望についてご記入いただいた。各館の事情により希望する

研修内容は様々であるが、具体的なレファレンスや実際の業務での事例紹介等、また連携

のための企画・立案についてなど、実務に直結した研修への要望が強い。それぞれの研修

内容の実現については検討を要するが、大阪府立図書館は市町村立図書館員のスキルアッ

プの為、可能な限りのサポートを行っていかなければならない。 

 

（以下回答転記） 

 

・ビジネス参考資料の紹介や使い方、収集の方法 

・具体的事例に基づいた、検索実習のかたちの研修を希望します。 

・役立つ資料やサイトの紹介。その他、次のような研修があったらいいと思います。 

ビジネス支援が具体的に役立った事例の紹介 

企業への営業・ＰＲの仕方自治体内の他部署や商工会議所などとの連携のあり方 

（具体例などありましたら） 

・待っていないで利用者に積極的に働きかけるには？ 

・具体的なレファレンス内容及び、どのようなツールを使用し、回答に導かれたのかを知

りたいので、実務研修があれば受講してみたい。 

・実際に利用が多いレファレンス事例に基づいて、どういったツールで回答するのか教え

てもらいたいです。 

・レファレンス事例紹介（詳しく）など 

・ビジネス支援サービスを始める際の入門編の研修。他の図書館の取り組みについて 

・基本的な講座だけでなく、それらを受講した者を対象に、尐し発展的な内容のもの 

・そもそもどのような需要があるのか、それを知りたい。ビジネス支援という言葉だけが

独り歩きして、具体的に何をするべきなのかがわかりにくい。 

・選書について、ＰＲ方法について、地域との連携について （まずどこに話を持ってい
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けばいいのか等、最初の一歩について伺いたい） 

・ビジネス支援の利用体験を、利用された企業・団体から忌憚なく伺いたい。有名な事例

紹介はいらない。また、地元商店街や零細企業に対して考えられるサービスにどのよう

なものがあるか。その他、行政の他部門（経済局など市長部局の担当セクションや図書

館のサービス地域にある市区役所）との協働、折衝の仕方や、サービスの対外アピール

の方法など、それらを知り、考えることができるセミナー・講座を開いてほしい。 

・企画・立案のノウハウ、連携先開拓のノウハウ（実際の異業種交流会等でもよい） 

・(大阪)府立図書館でしか扱っていないデータベースの使い方講座 

・過去の調査例からどのような支援をされているのか。どう役立てることができるか示唆

が得られるようなもの 

・先進的な事例の紹介（テーマ：レファレンス、類縁施設との連携などについて） 

・データベースのかしこい使い方について（こういう検索すると良いといったような具体

的なものを教えていただけたらありがたいです） 

・具体的な希望はないが、どちらかいえばデータベースよりレファレンスについてがよい。 

・レファレンス・データベースの活用の仕方 

・起業支援の研修、小さな会社のつくり方など 

・需要が無かったため、具体例は思い浮かびませんが、将来必要になるかもしれないので、 

関心はあります。 

・中之島図書館所蔵の資料を使ったレファレンス研修 

・地域に合ったビジネス支援の進め方、資料の収集方法 

・コストをかけない効果的な手法などを具体的な実践例を交えて紹介してくれる研修など 

・ビジネス関係オンラインデータベースの利用方法 

・ビジネス業界のトレンドや、それに関連したレファレンス事例及び回答方法などの講座 

・人・お金がない中でも出来る工夫や、頼りになる情報源の提示など、新しくビジネス支 

援を始めていけるような土台作りの講座 

・先進館の実例など 

・自治体の規模や立地等で、求められる情報が違ってくるので、より地元に密着したサー 

ビスができるような研修を希望 

・予算及び職員数が尐ない館で、兼務でもはじめられるようなビジネス支援のイロハにつ 

いての研修 
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【質問 25】 「ビジネス支援」に関して、中之島図書館からどのような協力・支援を望

みますか？具体的にご教示下さい。 

各図書館から希望として上がっているのは、所蔵資料の提供、ビジネス支援サービスを

行うにあたっての実務上のノウハウの提供や業務上参考となる資料リスト・パスファイン

ダーの提供、レファレンス支援、類縁機関や専門機関との仲介、ビジネス支援情報の収集

及び発信等、また規模や地域によって違う図書館ごとの企画・立案等についてのアドバイ

ス等、様々である。 

ビジネス支援サービス先行館として、また大阪府域の図書館をまとめていく府立図書館

としての当館に対して(当館による)市町村立図書館への協力・支援に対する期待が大きい

と感じられる。 

 

（以下回答を転記） 

 

・府の発行している資料など、ビジネス支援に役立つものがあれば知らせていただきたい。 

・府のビジネス支援施設等に、府内の図書館でビジネス支援に力を入れているところを伝 

えていただきたい。（チラシ等の送付を促すなど） 

・大阪市域ばかりではなく、大阪府内全域（各市町村）についての情報を収集していただ 

けましたら、たいへんありがたいことだと思います。 

・当館資料で対応できないときの協力支援（資料収集の支援） 

・レファレンス時に紹介してもよい類縁機関・専門機関のリスト作成 

・今後、ビジネスについてのレファレンスがあった場合、e-レファレンスによる協力・支 

援を望みます。 

・ビジネスの講座等を企画したいが、予算等の都合もあり、講師の紹介をお願いしたい。 

・門真市に関する情報の共有 

・今のところ市民利用者からの要望があまりなく、人員・予算の関係上積極的なビジネス 

支援サービスは行っていないが、今後は増加するであろうニーズがあると考えるのでい

ろいろ教えていただきたいと思っております。 

・有用なデータベースの紹介、連携機関の紹介や仲介など 

・市町村立が助けを求めた時に単に答を返すだけではなく、市町村立でもこれだけのこと 
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ができるという指導（ツールやノウハウの伝授など）も合わせて、バックアップしてい

ただきたい。 

・Web で提供されている情報のよりいっそうの充実 

・府内の横断的な連携のノード的な支援 

・他府県の図書館が行っている特徴的なビジネス支援の事例をまとめて、情報提供してい 

ただきたい。 

・中之島図書館ホームページ「ビジネス支援サービス」コンテンツのさらなる充実 

・府下の情報を交換できる場になってほしい 

・レファレンス事例集、またはレファレンスまで行かないインフォメーション事例を見れ

るようにしてほしい。 

・自館でのビジネス支援サービスを構築するのに参考になる資料リスト・パスファインダ

ーの提供など 

・様々なビジネス専門分野の資料の貸出 

・インターネットでのレファレンス受付 相互貸出資料の範囲拡大 

・これまでもしていただいていますが、引き続き研修や情報提供をお願いします。 

・ビジネス支援を始めるにあたり、何から始めたらよいかを知りたい。 

・ビジネス支援で必須もしくはあると良い資料のおすすめブックリストのようなものがあ

れば参考にさせてもらいたい。 

・講座等行う場合の講師の紹介・ＨＰ上でのパスファインダーの追加 

・ブックリストなど資料情報の支援 

・大小様々な図書館の現況を見知る機会が多いかと思うので、こんなことが出来るのでは？

という具体的なアドバイスや提案を、図書館ごと（規模別など）の実情に沿わせた形で発

信いただけたら嬉しく思います。 

・有料ＤＢ等での調査を要するレファレンスを受けた場合のバックアップ（電話で申込み

でき、内容にもよりますが、速やかに回答いただけると有難いです。） 

・レファレンスサービスなど 
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4．まとめ ～調査結果と当館の取り組み 

 

今回のアンケート調査の結果、市町村立図書館での「ビジネス支援サービス」の現状

について様々なことが確認できた。 

多くの市町村立図書館で「ビジネス支援サービス」を行うために必要な資料の所蔵が

十分であるとは言えない。特に高度なレファレンスを行うための参考図書類の所蔵は尐

なく、専門的なデータベース・CD-ROM 等は、一部のサービス先行館を除いて、ほとん

ど導入されていなかった。担当者が配置されている図書館は尐なく、所蔵しているビジ

ネス関連資料の展示等や利用案内・資料リスト等の作成・配布も一部のサービス先行館

を除いて、ほとんど行われていなかった。類縁機関や専門機関との連携のもとで行うレ

フェラル・サービス注(20)に関しても多くの図書館で行われていない。また、大阪府域全

体の 1/4 強(14 館)の市町村立の図書館で「機器・無線 LAN 回線・電源等の提供」が行わ

れていないと推測される。 

とはいえ、一部のサービス先行館を除いて、「ビジネス支援サービス」が行われてい

ないということではない。回答からは、市町村立図書館が地域の身近な情報拠点として、

それぞれの地域での要望をくみ取り、工夫して出来ることからサービスを行っている現

状が読み取れ、「ビジネス支援サービス」が「課題解決型サービス」の一つとして市町

村立図書館で根付きつつある姿がうかがえる。また、レフェラル・サービス等を行って

いない図書館の多くは、他機関等との連携への強い関心を持っている。 

このような状況の中で大阪府立図書館は、来館者への直接サービス実施により、「ビジ

ネス支援サービス」未実施地域及び、専門的な資料が未所蔵のため市町村立図書館での回

答が困難な調査要求に答えていくことにより、大阪府域における「ビジネス支援サービス」

をカバーしていくことと、市町村立図書館それぞれが「ビジネス支援サービス」を行って

いく、もしくは立ち上げていくためのきめ細かな支援を行っていく必要がある。 

直接サービスについては、来館・非来館に関わらずこれまで以上にサービスを展開し、

利用者と利用者の求める情報を結びつけるための先進的な事業を行うことにより、「ビジネ

ス支援サービス」を充実させ、利用者の要求に応えて行きたい。 

市町村立図書館への具体的な支援となる施策として、継続して行っているのが研修であ

る。【質問 24-1】の回答にもあるように参考業務（レファレンス・サービス）に関する

研修の希望が多かった。当館は、「参考業務実務（ビジネス）研修」を大阪公共図書館協会
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（OLA）より受託・実施しているが、2012(平成 24)年 2 月に開催した「参考業務実務（ビ

ジネス）研修」の際、研修担当者が受講希望者に研修内容について事前に確認したところ、

大きく 2つの希望（初心者向け及び中級者向け）があった。「ビジネス支援サービス」自体

が新しいため、現場で何年も働いているベテラン職員が初めて業務を担当することもあり、

研修では「初心者向け」を希望するケースが多いが、一方でサービス実施館職員からの「中

級者向け」のニーズも高まってきており、この研修では 2種類の研修内容を設定した。今

後も研修内容については、対象者の実状に合わせた工夫を行っていくことが必要である。 

連携や催しについての企画・立案のノウハウ等を学びたいという希望も多かった。その

ため、2012 (平成 24)年 3 月に、参加各図書館での運営に役立てていただくことを目的と

し、費用・予算をかけずに他機関と連携して独自のサービスを実践している市町村立図書

館の現状報告を中心とした研修「中之島図書館 図書館職員スキルアップセミナー 連携

しよう！」を企画・開催した。注(21)  

研修に関しては、【質問 24】での「出前セミナー・講座等、研修の形態により参加を

希望する」の回答館（6館）だけでなく、【質問 20-2】の質問での「研修参加の費用がな

い(4 館うち 1 館が大阪市分館）」、「研修に参加する時間がない、参加のために図書館を空

けることができない(21 館うち 5館が大阪市分館)」との回答に対しても、当館で行ってい

るビジネス関連の「セミナー・講座」等の催しについて、市町村立図書館へ職員を講師と

して派遣して研修を行う「出前(出張)セミナー・講座注(22)」のような形態での研修を提案

していきたいと考えている。「セミナー・講座」の内容は、それぞれの図書館と協議して、

図書館の状況、地域の事情に合わせた形で作成するのが望ましいであろう。 

 また、研修等催しの開催だけでなく、当館での取り組みにより集積した情報や成果は、

市町村立図書館の「ビジネス支援サービス」をサポートするためにも、広く活用できるよ

う適切な情報伝達を行うとともに、情報の共有化を進めていきたい。 
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5．おわりに 

  

 市町村立図書館の多くはすべての分野を担う総合図書館であり、ある分野に特化した

専門的な図書館は非常に尐ない。所蔵する資料からも総合図書館が実施する「ビジネス

支援サービス」は専門的な図書館が行うサービスとは明らかに違っている。 

中之島図書館において実践してきた「ビジネス支援サービス」が立地上から市場調査

や企業調査、また利用者であるビジネスパーソンのキャリアアップ等に重きをおいた

「ビジネス支援サービス」であり、必ずしも市町村立図書館での「ビジネス支援サービ

ス」のニーズとは必ずしもマッチせず、モデルケースにはならないという部分があるか

もしれない。けれども、今回のアンケートの回答からは、サービス先行館としての経験

とビジネス関連情報の集積・提供に対する期待が強く感じられる。 

商都といわれる大阪では、今後もビジネスに関する資料や情報を必要とする人は尐なか

らず存在するであろうし、求められるサービス内容も多岐にわたっていくと推測される。

それに対して、今まで以上に府立図書館・市町村立図書館間でお互いが補完しあうような

連携・協力が重要であり、その上で新たな価値を生み出すような施策の立案が必要になっ

てくるであろう。 

今回の調査結果から、市町村立図書館での「ビジネス支援サービス」についての現状の

把握と改善・向上に資する様々な情報を得ることができた。今後はこの調査結果を踏まえ

た上で、大阪府域での「ビジネス支援サービス」の向上と市町村立図書館とのさらなる連

携をめざしていきたい。 
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注   

        

注(1)ビジネス支援図書館推進協議会 

ビジネス支援図書館推進協議会は図書館の持つ情報蓄積をベースに、Web やデータベース等を装備して IT

化を図り、これを運用する司書を養成して、図書館に創業とビジネスを支援する機能を付加した「ビジネ

ス支援図書館」が全国に生まれることを支援するために、2000(平成 12)年 12 月に設立された。 

【ビジネス支援図書館推進協議会ホームページ】 (Last access 2012.02.29) 

http://www.business-library.jp/index.html 

 

注(2)CSR、CSR 報告書 

CSR とは=Corporate Social Responsibility の略で、[企業の社会的責任]と訳される。 

CSR 報告書とは企業が、環境や社会問題等に関して倫理的な責任を果たすべきとする CSR の考え方に基づ

いて行う、社会的な取り組みをまとめた報告書。 

【リサーチ・ナビ CSR 報告書 （国立国会図書館）】 (Last access 2012.02.29) 

http://webcache.googleusercontent.com/search?hl=ja&gbv=2&gs_sm=c&gs_upl=1451l1451l0l3120l1l1l

0l0l0l0l312l312l3-1l1l0&q=cache:oMqPEba_kZIJ:http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/them

e-honbun-102598.php+csr%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%E3%81%A8%E3%81%AF&ct=clnk 

 

注(3)なるには BOOKS シリーズ 

現代社会の多くの職種をカバーする尐年尐女向け最大の職業ガイドシリーズ。発行はぺりかん社。 

【なるには BOOKS ホームページ （ぺりかん社）】 (Last access 2012.02.29) 

http://www.perikansha.co.jp/Search.cgi?mode=NARU&key=0&word=なるには Books 

 

注(4)日経テレコン 21 

日本最大級の会員制ビジネスデータベースサービス。過去 30 年分の新聞・雑誌記事から国内外の企業デ

ータベース、人物プロフィールなど、幅広いビジネス情報を収録している。 

【日経テレコン 21 ホームページ （日本経済新聞デジタルメディア）】 (Last access 2012.02.29) 

http://t21.nikkei.co.jp/public/guide/about/index.html 

 

注(5)レクシスネクシス(Lexis Nexis)ＪＰ 

http://www.business-library.jp/index.html
http://webcache.googleusercontent.com/search?hl=ja&gbv=2&gs_sm=c&gs_upl=1451l1451l0l3120l1l1l0l0l0l0l312l312l3-1l1l0&q=cache:oMqPEba_kZIJ:http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102598.php+csr%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%E3%81%A8%E3%81%AF&ct=clnk
http://webcache.googleusercontent.com/search?hl=ja&gbv=2&gs_sm=c&gs_upl=1451l1451l0l3120l1l1l0l0l0l0l312l312l3-1l1l0&q=cache:oMqPEba_kZIJ:http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102598.php+csr%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%E3%81%A8%E3%81%AF&ct=clnk
http://webcache.googleusercontent.com/search?hl=ja&gbv=2&gs_sm=c&gs_upl=1451l1451l0l3120l1l1l0l0l0l0l312l312l3-1l1l0&q=cache:oMqPEba_kZIJ:http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102598.php+csr%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%E3%81%A8%E3%81%AF&ct=clnk
http://t21.nikkei.co.jp/public/guide/about/index.html
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判例法令、行政審決、法律雑誌など多種多様な法律情報を収録した日本最大級の日本法総合データベース。 

【レクシスネクシスホームページ (レクシスネクシス・ジャパン)】 (Last access 2012.02.29) 

http://www.lexisnexis.jp/ja-jp/Products/lexisnexis-jp.page 

 

注(6)住民生活に光をそそぐ交付金  

「円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策～新成長戦略実現に向けたステップ２～」（2010 (平成 22)

年 10 月 8 日閣議決定）において、「新たな交付金を創設し、これまで住民生活にとって大事な分野であり

ながら、光が十分に当てられてこなかった分野（地方消費者行政、DV 対策・自殺予防等の弱者対策・自

立支援、知の地域づくり）に対する地方の取組を支援する」とされたことを踏まえ、平成 22 年度補正予

算において、地域活性化交付金（住民生活に光をそそぐ交付金）が創設された。 

【片山総務大臣閣議後記者会見の概要(2010 (平成 22)年 10 月 26 日 総務省)】 

(Last access 2012.02.29) 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/kaiken/36590.html 

【地方財政白書 平成 23 年版 第 3部 2 (2) エ (イ)住民生活に光をそそぐ交付金】 

(Last access 2012.02.29) 

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/hakusyo/chihou/23data/23czb3-2.html 

 

注(7)パスファインダー 

特定のテーマに関する文献、情報の探し方・調べ方の案内。提供方法としてはリーフレット形式(紙媒体

資料)や Web 上での公開などがある。 

【リサーチ・ナビ 公共図書館パスファインダー集 (国立国会図書館)】 (Last access 2012.02.29) 

http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/pubpath.php 

 

注(8)大阪産業創造館 

大阪市経済局の中小・ベンチャー企業支援拠点として 2001(平成 13)年開業、(財)大阪都市型産業振興セ

ンターが運営し、経営相談・セミナー・ビジネススクール・商談会・交流会など多種多様なサービスで中

小企業をサポートしている。 

【大阪産業創造館ホームページ】 (Last access 2012.02.29) 

http://www.sansokan.jp/ 

 

http://www.lexisnexis.jp/ja-jp/Products/lexisnexis-jp.page
http://www.soumu.go.jp/menu_news/kaiken/36590.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/hakusyo/chihou/23data/23czb3-2.html
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/pubpath.php
http://www.sansokan.jp/
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注(9)規格、(財)日本規格協会 

規格とは、主に産業や技術の分野において、製品・材料、または工程等に関して定義された基準のことで

ある。(財)日本規格協会は、工業標準化及び規格統一に関する普及ならびに啓発等を図り、技術の向上、

生産の効率化に貢献することを目的にしている。大阪市にある関西支部では国内外の規格の閲覧が可能。 

【(財)日本規格協会ホームページ】 (Last access 2012.02.29) 

http://www.jsa.or.jp/ 

 

注(10)JETRO(ジェトロ)ビジネス・ライブラリー 

日本貿易振興機構(ジェトロ)の海外事務所を通じて収集した世界各国の統計、会社・団体名簿、貿易・投

資制度などの基礎的資料、関税率表などの実務に直結する資料等を所蔵している国際ビジネス専門図書館。

東京と大阪に設置されており、各種データベースも利用可能。 

【ジェトロ・ビジネスライブラリーホームページ】 (Last access 2012.02.29) 

http://www.jetro.go.jp/library/ 

 

注(11)エル・ライブラリー(大阪産業労働資料館) 

大阪の産業、労働運動、労務、経営に関する歴史的資料を多数所蔵し、最新の労務管理情報・賃金データ

なども収集している専門図書館。社員研修用ビデオも利用できる。 

【エル・ライブラリーホームページ】 (Last access 2012.02.29) 

http://shaunkyo.jp/ 

 

注(12)「課題解決型サービス」 

「図書館をハブとしたネットワークの在り方に関する研究会」より、昨今の環境の変化などに起因する地

域や個人の課題を解決していくため、公立図書館を地域の情報拠点と位置づけた（ハブとした）地域公共

ネットワークの在り方と新しい「課題解決型のサービス」の提供についての提言が行われた。 

【地域の情報ハブとしての図書館（課題解決型の図書館を目指して）(文部科学省ホームページ)】 

(Last access 2012.02.29) 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/houkoku/05091401.htm 

 

注(13)商用データベース 

企業等が、特定の分野に関して集めた情報を、営利を目的として有償で利用者にデータベースを提供する

http://www.jsa.or.jp/
http://www.jetro.go.jp/library/
http://shaunkyo.jp/
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/houkoku/05091401.htm
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サービス。主にインターネットを経由してパソコンで利用される。 

【中之島図書館のオンラインデータベースの使い方】(Last access 2012.02.29) 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/guide/oldb_use.html 

 

注(14)情報コンセント 

建物内部に配線システム(LAN など)を付設し、PC などの端末をコンピューターネットワークに簡単に接続

できるよう、壁などに設けられた接続口(ソケット)のこと。 

 

注(15)大阪公共図書館協会（OLA） 

大阪公共図書館協議会は、大阪府域における 図書館事業の振興及び相互間の協力をはかることを目的に、 

域内の公共図書館により構成されている。 

 

注(16)参考業務(レファレンスサービス) 

利用者が研究・調査等のために必要な情報・資料を求めた際に、図書館員が情報そのものかそのために必

要とされる資料を検索・提供・回答することによってこれを助ける業務。調査相談(業務)とも称される。 

【調査相談(レファレンス)サービス (大阪府立中央図書館)】(Last access 2012.02.29) 

http://www.library.pref.osaka.jp/reference.html 

 

注(17)（中之島図書館）新聞目録 

中之島図書館ではビジネスパーソンをサポートするため、様々な「業界」を網羅した各種業界新聞を 400

誌以上所蔵している。これら業界新聞のほとんどが、各新聞社様からのご厚意により寄贈いただいたもの

である。新聞目録にはそれぞれの新聞の内容を解説する解題を添付している。 

【(大阪府立中之島図書館) 新聞室所蔵業界新聞業種別一覧】(Last access 2012.02.29) 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/busi/p_gyokai.html 

【(大阪府立中之島図書館) 新聞室所蔵新聞一覧】(Last access 2012.02.29) 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/busi/p_list.html 

 

注(18)（中之島図書館）調査ガイド 

利用者が図書館での調査する時に役立つ、図書・雑誌、Web 情報や、図書館を活用した調査のヒントをテ

ーマごとにご紹介してまとめたもの。中之島図書館では「ビジネス支援関連」「大阪資料・古典籍関連」

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/guide/oldb_use.html
http://www.library.pref.osaka.jp/reference.html
http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/busi/p_gyokai.html
http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/busi/p_list.html
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についての調査ガイドを作成(2012.03 現在 30 種)、館内での配布とともに、当館のホームページにて公

開している。 

【(大阪府立中之島図書館) 図書館調査ガイド】(Last access 2012.03.30) 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/guide.html 

 

注(19)中之島図書館メールマガジン 

月 2回テキスト形式で発行している中之島図書館発行のメールマガジン。当館のお知らせやセミナーや展

示会等の開催・申込案内、新着図書紹介、その他ビジネス支援に関するトピックを無料で配信している。 

【中之島図書館メールマガジン】(Last access 2012.02.29) 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/m_index.html 

 

注(20)レフェラル・サービス 

利用者が求める情報や資料に対して、その分野の適切な専門機関等に照会して情報を入手・提供するサー

ビス、また利用者を適切な専門機関等へ紹介・仲介するサービス。 

 

注(21)「中之島図書館 図書館職員スキルアップセミナー 連携しよう！」 

大阪府域の市町村立図書館と他機関等の連携におけるサービス実践報告により、参加各館での企画・運営

に役立てることを目的に企画された研修。下記 URL にて発表事例の説明用資料及び参加者アンケート結果

を PDF ファイルで公開している。  

【大阪府立中之島図書館 図書館職員スキルアップ研修 連携しよう！】（Last access 2012.03.30) 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/event/skillup2011.html 

 

注(22)出前講座 

大阪府立中央図書館では 2011(平成 23)年度より大阪府域市町村図書館に対して「情報検索出前講習会」

を実施している。 

 

 

 

 

 

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/guide.html
http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/m_index.html
http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/event/skillup2011.html
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「ビジネス支援サービス」に関するアンケート集計表

質問 回答 合計
合計（大阪市
分館を除く）

合計（大阪市
分館のみ）

ア．所蔵している。（ビジネス関連資料を集めて別置している　） 30 7 23

イ．所蔵しており、一般書の分類の中で配架している。 32 32 0

ウ．所蔵していない→【質問　１２】へ 4 4 0

【質問　２】
「ビジネス支援資料」をどのくらいお持ちかを
ご教示ください。

ア．収集の努力をしている。 34 11 23

イ．積極的な収集をしていない。 25 25 0

【質問　３-１】
※【質問３】でア．「収集の努力をしている」 と
回答した方にお尋ねします。
具体的な収集方針（資料の収集範囲・サービ
ス対象等）をご教示ください。

ア．参考図書類 53 31 22

イ．いわゆるビジネス書（図書） 62 39 23

ウ．ビジネス情報を収載した雑誌 42 33 9

エ．社史類　（地元企業等） 16 16 0

オ．新聞資料（地方版、地方新聞、業界紙、チラシ等） 21 19 2

カ．行政資料 44 21 23

キ．電話帳・地図類 50 31 19

ク．就職活動関係 36 22 14

ケ．資格試験のための参考書・問題集 9 4 5

コ．求人情報誌（フリーペーパーを含む） 5 5 0

サ．ビジネス関連の漫画本 10 10 0

シ．データベース・CD-ROM等 29 7 22

【質問　４-１】
「ビジネス支援資料」に関して重点的に収集し
ている資料があれば、ご教示ください。

1．帝国データバンク会社年鑑(帝国データバンク) 28 14 14

２．東商信用録(東京商工リサーチ) 8 5 3

３．会社四季報(東洋経済新報社) 57 34 23

４．日経会社情報(日本経済新聞社) 6 6 0

５．日本金融名鑑(日本金融通信社) 1 1 0

６．会社職員録(ダイヤモンド社) 14 12 2

７．業種別審査事典(金融財政事情研究会) 8 8 0

８．業種別業界情報(経営情報出版社) 10 8 2

９．TDB業界動向(帝国データバンク) 3 3 0

１０．日経市場占有率(日本経済新聞出版社) 15 13 2

１１．日本マーケットシェア事典(矢野経済研究所) 3 3 0

１２．日経MJトレンド情報源(日本経済新聞出版社) 8 8 0

１３．工場ガイド(データフォーラム) 1 1 0

１４．海外進出企業総覧(東洋経済新報社) 6 6 0

１５．外資系企業総覧(東洋経済新報社) 5 5 0

１６．日経経営指標(日本経済新聞出版社) 5 5 0

１．日経ビジネス（日経BP社） 23 18 5

２．週刊ダイヤモンド（ダイヤモンド社） 25 22 3

３．週刊東洋経済（東洋経済新報社） 23 19 4

４．週刊エコノミスト（毎日新聞社） 23 21 2

【質問　1】
「ビジネス支援資料」について（所蔵していま
すか?）

【質問　４-２】
※【質問　４】で、ア．「参考図書類」 と回答し
た方にお尋ねします。
回答欄の参考図書で貴館が所蔵している資
料はありますか？
（複数回答可）

【質問　４-３】
※【質問　４】で、ウ．「ビジネス情報を収載し
た雑誌」 と回答した方にお尋ねします。
回答欄の雑誌で貴館が所蔵している資料は
ありますか？
（複数回答可）

【質問　３】
「ビジネス支援資料」の収集について

ウ．その他 3 3 0

【質問　４】
どのような「ビジネス支援資料」を提供してい
ますか？
（複数回答可）

ス．その他 4 2 2

28



「ビジネス支援サービス」に関するアンケート集計表

質問 回答 合計
合計（大阪市
分館を除く）

合計（大阪市
分館のみ）

１．日経テレコン 31 8 23

２．日経BP記事索引サービス 24 1 23

３．TKC経営指標（CD-ROM) 0 0 0

４．TSR企業情報ファイル(CD-ROM) 0 0 0

５．CD-Eyes50(CD-ROM) 0 0 0

ア．図書館費内の一般的な資料費に含まれている。 61 38 23

イ．図書館費内でビジネス支援費を別枠で計上している。 2 2 0

ウ．住民生活に光をそそぐ交付金でビジネス支援費を計上
 　　している。

24 1 23

【質問　５-１】
「ビジネス支援資料」収集のための資料費
は、どのくらいですか？

ア．専任の担当者を配置 1 0 1

イ．兼任の担当者を配置 27 5 22

ウ．担当者を配置していない。 34 34 0

【質問　６-１】
※【質問　６】で、アまたはイとお答えの方、配
置人員構成及び人数をご教示ください。

ア．提供している。 35 12 23

イ．提供していない。 26 26 0

ア．背に区別できるよう、シールを貼付している。 4 4 0

イ．特に区別はしていない。 31 31 0

ア．行ったことがある。 6 4 2

イ．行ったことはない。 55 34 21

【質問　９-１】
※【質問　９】で、ア．「行ったことがある」 と回
答した方にお尋ねします。
資料展示の期間・テーマなど具体的な内容を
ご教示ください。

ア．作成した「利用案内・パンプレット」がある。 1 1 0

イ．「利用案内・パンフレット」は作成していない。 38 38 0

ア．印刷して図書館等で配布している。 1 1 0

イ．ホームページで公開している。 1 1 0

ア．作成した「パスファインダー・利用案内」がある。 27 5 22

イ．「パスファインダー・資料リスト」は作成していない。 33 33 0

ア．印刷して図書館等で配布している。 27 4 23

イ．ホームページで公開している。 28 5 23

【質問　１１-２】
※【質問　１１】でア．作成した「パスファイン
ダー・資料リスト等」がある と回答した方にお
尋ねします。
何種類くらいありますか？　数を教えてくださ
い。

【質問　１０-１】
※【質問　10】で、ア．「作成した「利用案内・パ
ンフレット」がある」 と回答した方にお尋ねしま
す。
どのように公開していますか？(複数回答可）

【質問　１１-１】
※【質問　１１】でア．「作成した「パスファイン
ダー・資料リスト等」がある 」と回答した方に
お尋ねします。
どのように公開していますか？
（複数回答可）

【質問　６】
　「ビジネス支援」の担当者を配置しています
か？

【質問　９】
「ビジネス支援資料」について、定期的に資料
展示等を行ったことがありますか？

【質問　４-４】
※【質問　４】で、シ．「データベース・CD-
ROM」 と回答した方にお尋ねします。
回答欄に貴館がビジネス支援用に所蔵・購読
している資料はありますか？
（複数回答可）

【質問　７】
「ビジネス支援資料」について常設スペースで
提供していますか？

６．その他 3 3 0

【質問　５】
「ビジネス支援資料」収集のための資料費
は、どのようになっていますか？
（複数回答可）

エ．その他 0 0 0

ウ．その他 1 1 0

【質問　８】
資料装備について伺います。「ビジネス支援
資料」と他の資料と区別するために、何か工
夫をされていますか？

ウ．その他　(下記欄に記入をお願いします。） 27 4 23

ウ．その他 1 1 0

【質問　１０】
「ビジネス支援」について利用案内・パンフ
レットを作成していますか？
　

ウ．その他 23 0 23

ウ．その他　(下記欄に記入をお願いします。） 24 1 23

【質問　１１】
　「ビスネス支援」についてパスファインダー・
資料リスト等を作成していますか？

　 ウ．その他 2 1 1

ウ．その他 1 1 0
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「ビジネス支援サービス」に関するアンケート集計表

質問 回答 合計
合計（大阪市
分館を除く）

合計（大阪市
分館のみ）

ア．行ったことがある。 4 4 0

イ．行ったことがない。 62 39 23

【質問　１２-１】
※【質問　１２】で、ア．「行っていたことがあ
る」 と回答した方にお尋ねします。
行ったレファレンスの事例をご教示ください。

ア．行ったことがある。 7 6 1

イ．行ったことがない。 59 37 22

ウ．その他 0 0 0

【質問　１３-１】
※【質問　１３】で、ア．「行ったことがある」 と
回答した方にお尋ねします。
行った紹介等の事例の具体的な内容をご教
示ください。

ア．行っている。 2 1 1

イ．興味があるが、今は行っていない。 19 10 9

ウ．興味がなく、行う予定はない。 44 31 13

【質問　１４-１】
※【質問　１４】で、ア．「企画・開催したことが
ある」 と回答した方にお尋ねします。
どのような催しを企画・開催されたのかをご教
示ください。

ア．行っている。 6 6 0

イ．興味があるが、今は行っていない。 41 24 17

ウ．興味がなく、行う予定はない。 15 11 4

【質問　１５-１】
※【質問　１５】で、ア．「行っている」 と回答し
た方にお尋ねします。
行っている連携の具体的な内容をご教示くだ
さい。

ア．行っている。 5 5 0

イ．興味があるが、今は行っていない。 42 23 19

ウ．興味がなく、行う予定はない。 13 9 4

【質問　１６-１】
※【質問　１６】でア．「行っている」 と回答した
方にお尋ねします。
行っている連携の具体的な内容をご教示くだ
さい。

ア．行っている。 31 8 23

イ．興味があるが、今は行っていない。 27 27 0

ウ．興味がなく、行う予定はない。 6 6 0

【質問　１７-１】
※【質問　１７】で、ア．行っている と回答した
方にお尋ねします。
行っている特徴的なサービスを記入してくださ
い。

【質問　１２】
ビジネスについてのレファレンスサービスの
過程で大学図書館や類縁機関等へレファレン
スを依頼したことはありますか？
（中之島図書館も含む）

【質問　１３】
専門的なビジネス相談等については、別途専
門機関の紹介等は行ったことがありますか？

【質問　１５】
地元の企業や大学等と連携（産学官連携）や
類縁機関（商工会議所、商工会、中小企業診
断士等）と連携して催し等を行っています
か？

【質問　１７】
「ビジネス支援サービス」をはじめ、医療情報
サービスや法情報サービスなど、特徴的な
サービスを行っていますか？

【質問　１４】
ビジネス支援に関して、セミナー、交流会、相
談会、講習会等の催しを企画・開催したことが
ありますか？

エ．その他 1 1 0

エ．その他　(下記欄に記入をお願いします。） 4 2 2

【質問　１６】
「ビジネス支援」に関して所属している自治体
の他部局との連携は行っていますか？

エ．その他 6 6 0

エ．その他 1 1 0
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「ビジネス支援サービス」に関するアンケート集計表

質問 回答 合計
合計（大阪市
分館を除く）

合計（大阪市
分館のみ）

ア．インターネット端末 23 23 0

イ．無線LAN 3 3 0

ウ．持込パソコンの電源貸出 15 7 8

ア．ルールを定めている。 45 23 22

イ．ルールは定めていない。 17 16 1

【質問　１９-１】
※【質問　１９】で、ア．「ルールを定めている」
と回答した方にお尋ねします。
どのようなルールなのか具体的にをご教示く
ださい。

ア．参加したことがある。 39 16 23

イ．参加したことはない。 27 27 0

【質問　２０-１】
※【質問　２０】で、ア．「参加したことがある」
と回答した方にお尋ねします。
どのような研修に参加してきましたか？具体
的な内容をご教示ください。

ア．研修参加の費用がない。 4 3 1

イ．研修に参加する時間がない、参加のために図書館を空ける
　　ことができない。

21 16 5

ウ．ビジネス支援に関する利用者の需要が見込めないため 9 9 0

ア．利用したことがある。（Web版) 15 9 6

イ．利用したことがある。（プリント版) 19 8 11

ウ．知っているが、利用したことはない。 29 21 8

エ．利用したことがない。（存在を知らなかった） 10 7 3

ア．利用したことがある。（Web版) 19 12 7

イ．利用したことがある。（プリント版) 10 7 3

ウ．知っているが、利用したことはない。 31 18 13

エ．利用したことがない。 （存在を知らなかった） 11 9 2

ア．購読している。 31 9 22

イ．知っているが、購読していない。 22 21 1

ウ．購読していない。　（存在を知らなかった） 13 13 0

ア．参加を希望する。 12 9 3

イ．出前セミナー・講座等、研修の形態により参加を希望する。 6 6 0

ウ．セミナー・講座に関心があるが、参加できるかどうか
　　分からない。

36 18 18

エ．セミナー・講座には関心はなく、参加しない。 11 9 2

【質問　２４-１】
※【質問　２４】で、ア・イ・ウ と回答した方にお
尋ねします。
セミナー・講座についてうかがいます。どのよ
うな研修を希望されますか？希望する研修内
容を具体的に上げてください。

【質問　２５】
「ビジネス支援」に関して、中之島図書館から
どのような協力・支援を望みますか？具体的
にご教示下さい。

【質問　２０】
スキルアップのため貴館職員は、「ビジネス支
援」に関する研修等に参加したことがあります
か？

【質問　１９】
（ビジネス支援に限定しないで）利用者に対し
て、機器・無線LAN回線・電源の提供等に関
してルールを定めていますか？
（オンラインデータベースを除く）

【質問　１８】
　（ビジネス支援に限定しないで）利用者に対
して、機器・無線LAN回線・電源の提供をして
いますか？（オンラインデータベースを除く）
（複数回答可）

エ．その他 37 14 23

エ．その他　(下記欄に記入をお願いします。） 4 4 0

【質問　２４】
中之島図書館（府立図書館）がビジネス支援
に関して、レファレンス・データベース等のセミ
ナー・講座を企画・開催した場合、貴図書館
は研修への参加を希望しますか？

オ．その他 1 1 0

【質問　２１】
中之島図書館では所蔵している新聞資料に
関して新聞目録（解題付）発行しています。こ
ちらを利用したことがありますか？
（複数回答可）

【質問　２２】
中之島図書館では図書館での調査に役立つ
図書・雑誌、Web情報や、図書館を活用した
調査のヒントをテーマごとにご紹介した「調査
ガイド」を作成しています。こちらを利用したこ
とがありますか？
（複数回答可）
【質問　２３】
中之島図書館ではビジネス関連情報を掲載
した「中之島図書館メールマガジン」を発行し
ていますが、購読していますか?

【質問　２０-２】
※【質問　２０】で、イ．「参加したことがない」
と回答した方にお尋ねします。
何故参加していないのですか？
（複数回答可）
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図書館資料としての旅行案内書（二）

門上 光夫（中央図書館）

第四節 旅行案内書の<カタチ>

「図書館資料としての旅行案内書（一）」において、第一節では、図書館にとって旅行案内

書が重要な資料であることを指摘し、第二節と第三節で、旅行案内書からさまざまなことが

読み取れることを紹介した。しかし、「旅行案内書」とは何か、について明確にしてこなかっ

た。というよりも、そもそも旅行案内書を定義付けるのは非常に困難である。

旅行案内書は「旅行に際して必要な情報が掲載された資料」と説明することができるかも

しれない。だが、このような簡単な説明では、あらゆる資料が旅行案内書になってしまう。

個人的な経験ではあるが、先年、鳥羽の神島を訪れた時、島への観光客のほとんどが小さ

な本を手にしていた。それはどうやら三島由紀夫の『潮騒』の文庫本らしかった。神島は『潮

騒』の舞台である歌島のモデルとなった島であり、三島が筆にした光景をそこかしこに見る

ことができた（1）。

また、山本光正は「旅行案内書の成立と展開」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 155 集

（2010 年 3 月）で、「一時期和辻哲郎の『古寺巡礼』を片手に奈良の古寺を歩く旅行者が多

くいた」と書いている（112 頁）。

『潮騒』も『古寺巡礼』のいずれもがその土地を旅行する者にとっては、重要な情報を載

せた資料といえる。このように「旅行をする立場からみれば、旅行のための案内書とは（中

略）旅行のために出版されたものとは限らない。紀行文・名所図会、時には随筆や小説等も

旅行の案内書となりうるものである」（山本 前掲 112 頁）と言える。しかし、小説や随筆

は「旅行の案内書」と成り得ても、これを旅行案内書と呼ぶことはできないであろう。

大塚幸男は「フランスの旅行案内書」『学鐙』第 55 巻第 4 号（丸善 1958 年 4 月）で『ヌ

ーヴェル・リテレール』1956 年 6 月 21 日号に掲載された旅と読書との関係を論じたミシェ

ル・デオンの一文を挙げ、小説や随筆と旅行案内書をきっぱりと区別している。

「われわれは旅に書物を携えて行つて、実地と照らし合わせてみたいとの望みを抱きがち

である。（中略）スタンダールの『散歩』をローマで、（中略）しかし、これはかなり危険な

誘惑である。どんな美しいテキストも現地ではその生命を失う恐れがある。それぞれの著者
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がわれわれに押しつける影像は、目庇（まびざし）附きの帽子をかぶつたガイドの、のべつ

幕なしのおしやべりとほとんど同様にわれわれをいらいらさせる。それよりも、旅人にとつ

て必要かつ有益な唯一の本は旅行案内書である。旅行案内書の無味乾燥な、いや、客観的な

淡々たる記事は、想像をほしいままにする余地をわれわれに残しておいてくれるからだ」（45

頁）。

旅行案内書がどのようなものかについては、観光学関係の辞典でも明確に定まっていない。

岩田晋典は「渡航自由化以降に出版された海外旅行ガイドブックに関する基礎的研究」『立

教大学観光学部紀要』第 12 号（2010 年 3 月）で、観光学等の辞典に「旅行案内書」の項目

はあっても、「有名なガイドブック・シリーズの創始者や『旅行用心集』などの個別事例しか

紹介されていない」という（6頁）。また、金子直樹も「国内観光とガイドブックの変遷」（神

田孝治編著『観光の空間 視点とアプローチ』（ナカニシヤ出版 2009 年 10 月）所収）で刊

行された数が膨大で、その体系的な把握が困難なために書誌学的な検討は充分なされてこな

かったと指摘する（125 頁）（2）。

例えば、『現代交通観光辞典』（広岡治哉/監修 創成社 2004 年 5 月）53-54 頁の古賀学が

執筆した「観光ガイドブック」の項目では、旅行案内書の事例の説明にはなっているが、何をも

って旅行案内書とするかの説明はなされていない。

「観光情報を専門に提供している媒体が、観光ガイドブックである。民間の旅行関連出版社が

出しているのが主流であるが、地域の観光協会等においても、観光宣伝媒体として作成している

ところもある。以前は、情報が固定的で全集的に網羅したガイドブックが主流であったが、利用

者の志向の移り変わりが激しく、それに合わせて地域情報も大きく変わっていくため、新たな情

報がタイミングよく提供できる雑誌的情報誌（ムック版）などが観光ガイドブックの主流となっ

てきている。それに伴い情報の内容も、観光資源・施設の内容が最小限となり、宿泊施設や飲食

店、土産品、交通機関などの民間企業に関する情報が主流となってきている。また、露天風呂、

ペットと行く旅など、テーマを絞ったガイドブックも多くなっている。ミシュランなどの自動車

向け観光ガイドブックに掲載されたホテル・レストランの星の数による評価はよく知られており、

簡便なガイドブックが主流の中、わが国においても、このような利用者にとって選択の目安にな

るような信頼性の高いガイドブックの作成も必要とされている」。

『現代観光学キーワード事典』（前田勇/編著 学文社 1998 年 4 月）は 15 頁に「旅行案内書

（Guide Book）」という項目を有している。橋本俊哉による執筆で、「旅行関連情報を提供する

ことを目的とした出版物のことで、通常、自然・歴史・文化など旅行目的地を理解するために必
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要とされる情報に加え、交通・宿泊・飲食・土産品・観光ルートなど、観光を行う際に必要とさ

れる情報が掲載される」と書かれ、以下、ヨーロッパにおける旅行案内書の誕生と発展を概観す

る。

しかし、18 頁の「旅行案内書（江戸期の）（Guide Books in Edo Era）」の項では橋本は、

江戸時代の旅行案内書の個別事例とその流れを記述している。「わが国の旅行案内書の嚆矢」を

明暦元（1655）年に刊行された東海道の案内書である『明暦板道中記』と、ほぼ同じ時期に出版

されたという中仙道の案内書『きそ通名所尽』とし、「これらはともに携帯しやすい小冊子であ

った」とするが、その後に「机上で楽しむ」ことを目的とした中川喜雲『京童』（1658）と浅井

了意『東海道名所記』（1659）を紹介する。

また、旅行案内書の白眉として名高い『東海道巡覧記』（1745）を挙げ、「一般的な旅行につ

いての注意や迷信的記述の一切ない実用本意のもの」、「江戸時代も後期になり、庶民の旅がよ

り一般的なものとなると、旅行時の注意書きが詳細にまとめられた『旅行用心集』（1810）など

が刊行された」とする。しかし続けて、名所図会や、『道中膝栗毛』シリーズのような滑稽本を

例に挙げて「各地の名所や風物に関する情報が、さまざまな媒体を通して庶民層に浸透してゆく」

と書く。

橋本によるこの項は、先の「旅行案内書（Guide Book）」に挙げた「旅行関連情報を提供する

ことを目的とした出版物」と、滑稽本なども含む「実際に旅に出なくても読めば旅をした気分に

させられる本」が混同している。旅行案内書と小説や随筆が区別されていない。

もっとも判りやすいものが細野光一の執筆した『観光事典』（日本観光協会 1995 年 3 月）

の「ガイドブック guidebook」であろう。細野は「わが国でガイドブックといえば旅行関連

のものを指すほど観光ガイドブックは旅行にとって欠かせないものとなっている」とし、「各

地の観光資源・施設を軸に、宿泊施設や飲食店、土産品、特産品など、また、交通関係の情

報などから構成されている。地域別に編集されたものが主流であるが、スキーや温泉といっ

た活動別に的を絞ったものも多数みられるようになってきている。

わが国の市販のものでは、JTB のポケットガイドや新日本ガイド、実業之日本社のブルー

ガイドなどが歴史を有する」と書く。

「観光ガイドブックは旅行にとって欠かせないもの」といった目的に加えて、「各地の観

光資源・施設を軸に、宿泊施設や飲食店、土産品、特産品など、また、交通関係の情報など

から構成されている」といった旅行案内書の<カタチ>を明示した上で具体的な旅行案内書を

挙げている。
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このように、旅行案内書がどういうものかについては、「旅行に使われる資料」といった

目的的観点からだけではなく、その<カタチ>＝記載方法や体裁、内容構成にも着目する必要

がある。

岩田は前掲の論文で、『現代観光学キーワード事典』における橋本の「旅行案内書」の定

義を出発点に紀行文や旅行記と比較して旅行案内書の特徴を以下のようにまとめている。

①形式

紀行は著者の旅行のプロセスに沿って記述が進み、体験談、印象、思索が物語られる。

一方、ガイドブックは、当該国への移動、入国方法、地域の概要、見どころ、宿泊施設な

ど対象とする分野の関連情報を記事として多数の項目にまとめ、体系順に整然と配列したも

ので、『図書館情報学用語辞典』（日本図書館情報学会用語辞典編集員会/編 2007 年）の記

述を用い、特定の項目を容易に調べることができるようにしたレファレンスブックであると

する。

②内容

紀行は、特定の地域を取り上げても、記述は作者の関心のある特殊・限定的なもので、「著

者の専門の事物が中心的に取り上げられる」（13頁）。

一方、ガイドブックは、「汎用的な情報を包括的に提示することが目指され」、事実の解説

や案内の指示の正確さが求められる「実用的」なものである。

③著者

紀行は著名な作家によるものが多いが（3）、ガイドブックは無名的である。「ガイドブック

の場合、有名な人が作ったガイドブックを挙げることの方が困難」（14 頁）である。

④書籍の類型

紀行は、一度のみの単独で出版される単行物が目立つが、ガイドブックはシリーズ物が多

い。速報性・多様性・雑多性・広告志向のある雑誌とも分けることができる。

⑤図書館での扱われ方

ガイドブックは「基本的に図書館に保存されない」「“使い捨て”の出版物」である。

そこで岩田のまとめに従って旅行案内書を「実際に旅行するために当事者にとって必要と

される情報を不特定多数の人々に対して包括的・汎用的に提供するレファレンス的書籍」で

「シリーズ的なものが多いという特徴や、有名な人物が著者になることが少ない傾向、さら
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には、図書館に保存されることが少ないという傾向をもつ」（14頁）書籍と定義する。

そして、以下において近世以来「旅行案内書」と称されてきた書籍を射程に加えて、改め

て、＜カタチ＞から旅行案内書とはどのようなものかについて考察しておきたい。

前掲の山本の論文によれば、「旅の時代（近世から明治中期までの徒歩による移動が中心の

時代－引用者註）における旅行案内書の中心は道中記である」とする（113 頁）。徒歩による

移動では、旅人が全行程中のどの辺りにいて、次の宿までどのくらいか知る必要があった。

そのために「街道全域を案内する旅行案内書＝道中記」が不可欠だったからである。

そして今井金吾の研究（『道中記集成』全 47巻（大空社 1996 年 6 月－1998 年 7 月））に

依拠して、道中記がいつ頃から出版されたのかは定かではないが、刊記のある最古の道中記

を『明暦板道中記』とする（4）。

『明暦板道中記』の刊記には「明暦元乙未仲秋吉祥日 小嶋弥兵衛開板」とあるから、1655

年の刊行となる。4 丁表、日本橋より始まって三条大橋までが記述される。26 丁。タテ 13.8

センチ×ヨコ 9.8 センチで携帯が可能な道中記である（『道中記集成』第一巻所収 三井文庫

所蔵本 高陽 2039）。

また、『明暦板道中記』よりも前に出版されたと考えられているものとして『日本道中名

所尽』（『きそ通名所尽』）がある。改丁後 1 丁表に「江戸よりきそ通京大坂西国方々江道名

所尽」とあって、19 丁裏までが中仙道の記述で、後に西国方面への里程が記されている。タ

テ 13.5 センチ×ヨコ 9.5 センチの道中記である（『道中記集成』第一巻所収 個人所蔵本）。

『日本道中名所尽』『明暦板道中記』共、実際に旅行する当事者にとって必要な情報を掲載

し、道順に短いながらも名所（観光資源）を記載する携帯が可能なレファレンス的書籍であ

る。山本は、『明暦板道中記』に主な橋の長さが記載されていることに注目し、旅の主要な見

物対象が建造物であり、橋もそうした見物対象としての要求に応えて記述されたであろうと

推測している（114 頁）。

道中記の基本は、明暦期（1655-58 年）に成立し、延宝期（1673-81 年）に完成したとする

（115 頁）。しかし、識字率の低さや価格、旅が大衆化していない時期であり、道中記は武家

やある程度の教養を持った富裕層に利用が限られていたと考えられるという（120 頁）。

近世の旅行案内書といわれるものには名所記もある。

万治 3（1660）年の浅井了意『東海道名所記』は東洋文庫（平凡社）の朝倉治彦の解題に

よると、大本 6冊で、朝倉の見たものでは東京都立中央図書館加賀文庫本のタテ 27.1 センチ
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×ヨコ 17.8 センチが最大で、東海道各所の名所を和歌や俳句を添えて記述している。この名

所記は地域ごとに名所（観光資源）を記述した書籍ではあるが、楽阿弥という僧と大坂の手

代である男の二人が旅する物語として記述されている。

道中記の完成した延宝期に入って、大坂で最初の名所記が刊行される。

延宝 3（1675）年の『蘆分船』は一無軒道冶による名所記で、全 7 冊であり、名所が地域

別に記されている。巻一 28 丁に難波京、堀江、今宮夷、逢坂清水、一心寺、安居天神など、

巻二 15 丁に住吉、津守、飛田など、巻三 23 丁に難波御坊、津守御坊、座摩、道頓堀など、

巻四 20 丁に玉造稲荷、生玉、高津など、巻五 13 丁に難波嶋、茨住吉、野田など、巻六 22

丁に曽根崎、堂嶋、天満宮など、附録 10 丁で構成される。タテ 25.5 センチ×ヨコ 18.7 セ

ンチの書籍である（大阪府立中之島図書館所蔵本 甲和 206）。

また、延宝 8（1680）年『難波鑑』も一無軒道冶によるもので、巻三が 19 丁、巻四が 15

丁。タテ 27.4 センチ×ヨコ 19.0 センチであり、大坂各地の名所や祭事の解説が記述され、

『蘆分船』共に、物語として語られてはいない（大阪府立中之島図書館所蔵本 甲和 994）。

上杉和央は「17世紀の名所案内記にみえる大坂の名所観」『地理学評論』第 77 巻第 9号（日

本地理学会 2004 年 8月）で、『蘆分船』と『難波鑑』を比較し、『難波鑑』には過去の出来

事に由来する名所が『蘆分船』より少なく、「祭事の子細や繁華な様子といった『現在』の

状況に重点を置いた記述が圧倒的に多い」と指摘する（601 頁）。

また、商工諸職案内といったジャンルの書物も延宝期に刊行されている。

『難波雀』は刊記「延宝七年己未歳三月吉日 小嶋屋長右衛門 古本屋清左衛門」で 86

丁。タテ 8.0 センチ×ヨコ 19.3 センチ（大阪府立中之島図書館所蔵本 甲和 391）。『難波鶴』

は刊記「延宝七年己未歳七月吉日 京はん木屋 伊右衛門板」で 129 丁。タテ 8.5 センチ×

ヨコ 19.3 センチである（『古版大阪案内記集成』／定本は慶応義塾大学図書館所蔵本）。

共に観光資源である名所を案内したというよりも、大阪城代、諸大名御屋敷（場所、留守

居役の名前、名代）、諸国船印、公儀橋、商店（問屋、風呂屋）、医者など都市の生活に必要

な事項が記載されている。

上杉は延宝期における大坂の名所記や商工諸職案内刊行の背景に、出版文化の定着と近世

的都市の確立があったとしている（595-597 頁）。

その後、1750年代から60年代にかけて集中的に優れた道中記が出版されるようになった。

その理由は旅の大衆化と安価で手軽な道中記が求められるようなったことにあるという（山

本 前掲 123 頁）。
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延享 3（1746）年の盧橘堂適志による『東海道巡覧記』は凡例に「旅行の袖に携て益有や

うに輯録す」とあって、実際に旅行の際に携帯した旅行案内書として刊行されたことを明記

する。75 丁でタテ 11.2 センチ×ヨコ 16.6 センチ。61 丁表まで京都から江戸の名所、神社、

仏閣、古戦場を記した道中記である（『道中記集成』第八巻所収 今井金吾所蔵本）。

寛延 4（1751）年の『伊勢道中行程記』は今井によれば、旅に携帯できる実用的道中絵図

の最初で、タテ 17.0 センチ×ヨコ 8.9 センチの折本である（『道中記集成』第九巻所収 今

井金吾所蔵本）。

続いて大本の名所記も充実し、いわゆる名所図会が誕生する。安永 9（1780）年には秋里

籬島による『都名所図会』が刊行され、『大和名所図会』『摂津名所図会』と続いていく。

これら、名所図会はしばしば近世のガイドブックとして紹介されている（5）。たしかに「各

地の観光資源」の情報は掲載されているが、前述のとおり大本、複数冊で旅行の際に携帯す

るのは困難な名所図会が旅行する当事者にとって実用的な書籍だったかどうか疑問がある。

西野由紀「先達はあらまほしき－『名所図会』と旅人－」『国文学論叢』第 52 輯（龍谷大

学国文学会 2007 年 2月）では、清河八郎の日記より、京都に同行した清河の母親が『都名

所図会』を購入し、祇園祭や西本願寺についてこの本を参照したと記している。「八郎たちが

『都名所図会』そのものを携帯して名所巡りをしていたのかどうかについては不明である。

しかし、少なくとも名所に関する情報源としてこれを活用し、且つ、日記で省略した情報を

補完するものとして利用していた」（87頁）という。

また、徳川家茂の警備員として二条城に配備された萩原貞宅は、非番の日に京都市中や近

郊に遊び、その名所に関する日記の記述が『都名所図会』と近似の上、雨の日にこの本を広

げて、次はどこに行こうか検討していたらしい。

西野は、「土地に不慣れな場合、まず『名所図会』によって土地の情報を得、その予備知識

をもとにして現実の京都に遊ぶ。その際の留意点などを『名所図会』の本文の記述や挿図か

ら心得として学び、旅を実践していたのである。こうして旅人は土地に関する情報を獲得、

実践しながら、いわば、旅を演出する道具として『名所図会』を利用していたのだといえよ

う」という（88 頁）。これまでの地誌類との決定的な違いが名所図会の実景としての「風景

画の妙」にあったとして、人々の旅への欲望を駆り立て、実践的に旅の情報を得ることがで

きた「『名所図会』は単なる地誌、名所案内書を超えた、より実践的な旅の行為を導く手引

書として活用されうる本だったのである」と結論づけている（89 頁）。

名所図会は実際に携帯できなかったとしても充分に旅行案内書としての機能を果たしてい
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たと考えられる。

大阪府立図書館の所蔵する近世の「旅行案内書」を見る限り、天保期（1830-44 年）に入

ると、道中記だけでなく、土地の名所記の「軽量化」が見られる（6）。これは、山本が 1800

年代に入って道中記の出版が増加し、その要因を特定できないとしながらも識字率向上、旅

行人の増加、講の成立と講中による道中記の出版に求めたことと相応すると思われる。以下

の資料はいずれも大阪府立中之島図書館所蔵本である。

大坂・伏見の船宿のリストと淀川の両岸の案内図を載せた『増補登舩独案内』（松川半山画

天保 8（1837）年）。タテ 7.0 センチ×ヨコ 16.2 センチ。

大坂を訪れた遠方の人が案内人なく見物できるように作成された『難波巡覧記』（天保 8

（1837）年）。タテ 7.0 センチ×ヨコ 16.0 センチ。

大坂から江戸までの道中絵図と江戸・京都・大坂の名所名物を記した『道中細見定宿帳』

（嘉永 4（1851）年）。タテ 7.1 センチ×ヨコ 15.3 センチなどである。

明治にはいっても、初期は近世のスタイルを踏襲しており、1879（明治 12）年刊行の品川・

横浜間に汽車の絵が入っている 1 枚刷の『大坂改正浪花講』がある。

近世においても、道中記、名所記、名所図会にみられるように「実際に旅行するために当

事者にとって必要とされる情報を不特定多数の人々に対して包括的、汎用的に提供するレフ

ァレンス的書籍」は刊行されていた。しかし、無名的な書籍であったとは言い難いところが

ある。

やがて、装丁が和装から洋装へ変わるが、その中で、1899（明治 32）年の宇田川文海『南

海鉄道案内』や 1910（明治 43）年の田山花袋『新撰名勝地誌』が刊行されている。このよ

うに明治期まで、著者は必ずしも「無名的」ではない。これは第三節「『中之島』イメージ

の変遷」で紹介した旅行案内書でも同じような傾向を見ることができる。

しかし、大正期頃よりシリーズ化された無名的な旅行案内書が登場する。

無名的な旅行案内書は主に鉄道院→鉄道省やジャパン・ツーリスト・ビューロー→JTB 及

び自治体によって作成され始めており、その内、全国的な組織を持つ鉄道院→鉄道省やジャ

パン・ツーリスト・ビューロー→JTB がシリーズ化した旅行案内書を刊行している。

鉄道院→鉄道省は、大正期を通じて『鉄道旅行案内』を刊行している。「鉄道に頼って旅

行せられむとする大方に向って其探勝遊覧の栞に供せんが為に発行した」もので（出版年不

明、大阪府立図書館の受入印は大正三年七月九日）、日本全国の鉄道沿線の名勝地を 1 冊に

記述し、他に銀行、会社や都市における各種娯楽施設、主要な物産、名物を掲載している。
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1929（昭和 4）年からは『日本案内記』が刊行される。東北篇より始まって、毎年、関東

篇、中部篇と地方ごとに 1 冊づつ、全 8 冊が出された。各地方の名勝地だけでなく、概説、

年中行事、方言、歴史や建築物の構造の解説もあり、鉄道旅行案内の頂点であるとされる。

一方、ジャパン・ツーリスト・ビューロー→JTB は、前掲の金子論文が「戦前からの系譜」

として簡潔にまとめているのでそれに拠る。

『旅程と費用概算』は 1919（大正 8）年から毎年一巻ずつ刊行されたもので、モデルコー

スの提示と所要時間、値段、名所・旧蹟が記載される。1940（昭和 15）年に休止となったが、

1952（昭和 27）年に『旅程と費用』で復刊し、1970－79 年には『全国旅行案内』として刊

行されていた。

『ツーリスト案内叢書』は 1935（昭和 10）年から数十頁程度の携帯可能な旅行案内書と

して出されたもので、縦書きで地図・写真は最小限に抑えられ、地誌的内容も記述するヨー

ロッパ起源のガイドブックの系統という。1941（昭和 16）年に『東亜旅行叢書』となるが、

戦時下の影響で簡略化される。『旅行叢書』『新旅行案内』として 1976（昭和 51）年まで刊

行されたシリーズである。

1962（昭和 37）年に出た国内版『ガイド・シリーズ』は「従来のガイドブックの概念を変

える画期的な商品」で、本文を横組みとし、地図、イラストを多用した視覚要素を重視した

レイアウトであった（『日本交通公社七十年史』 1982 年 377 頁）。これは後の『ポケット・

ガイド』シリーズにつながっている。『東京（ポケット・ガイド 11）』（日本交通公社 1970

年 11 月）は全 119 頁で広告が続く。各地域別に分けられ、その内が「食事」「喫茶」「ショ

ッピング」「散歩道」で見所の紹介がされる。しかし、例えば皇居の記述は少なく、皇居前

広場は「正式には皇居外苑という。昔は諸大名の屋敷のあった所だが、今は修学旅行生や観

光客で賑わっている。アベックの多いことでも有名」としか書かれていない。

以上みてきたことを先述した定義に当てはめてみると次のように言えるだろう。

旅行案内書とは、実際に旅行する当事者が必要とする各地の観光資源、観光施設、宿泊施

設、飲食店、土産品、特産物、交通等の情報について指示・解説が客観的に記述され、かつ

体系順に配列された実用書である。それゆえに新しさや正確さが強く求められている。

確認できるわが国最初の旅行案内書は明暦元（1655）年に刊行された『明暦板道中記』で

ある。庶民に旅が浸透していく中で、寛延 4（1751）年には絵図の入った『伊勢道中行程記』

という道中記が出される。
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また、近世的な都市や街道の成立により実用的な名所記が延宝期頃より発生し、安永 9

（1780）年には鳥瞰図を多用した名所図会が誕生した。これらの名所記や名所図会の類は大

本で複数冊から構成されるため、携帯に適しておらず、これらを実際に手にして旅がなされ

たかは不明だが、旅行案内書として使用されていたことが伺える記述が近世の人々の日記か

ら確認することができる。

明治に入って以降のしばらくは、近世的な旅行案内書のスタイルが継承されていたが、鉄

道省（鉄道院）やジャパン・ツーリスト・ビューロー（JTB）など旅行案内書を発行する全

国的規模を持つ組織が成立し始めた大正期頃より日本全国を対象とした『鉄道旅行案内』『日

本案内記』『旅程と費用概算』といったシリーズものが生まれた。

戦後期には旅行案内書はシリーズものが中心となり、ある特定の著者が旅行案内書を執筆

する傾向は極めて少なくなる。

第五節 観光パンフレットについて

旅行案内書に類するものの一つに逐次刊行物（旅行雑誌／地域情報誌）がある。逐次刊行

物については、図書館学の教科書において、図書館が収集、整理、保存して提供する基本的

な資料として位置づけられており、その重要性については多言を要しないであろう。

旅行雑誌について、森正人は『昭和旅行誌 雑誌『旅』を読む』（中央公論新社 2010 年

12 月）で、1924（大正 13）年から 2004（平成 16）年まで JTB から発行されていた旅行雑誌

『旅』を読み解くことで、昭和における日本人の旅行と旅行観を考察している。

森によれば、『旅』は創刊号から旅行を通じて日本人を「啓蒙」する目的を掲げ、「茶代問

題」「日本を代表する景勝地」「旅行者のモラル向上」、戦後には「さまざまな旅行のスタイル

の提案」や「旅行で見るべきものなど」を「紹介してきた」という。しかし、情報が断片化

し、カタログ化するなかで、「事物や情報の価値を決定する『大きな物語』の失効とでも呼び

うる事態」が「啓蒙」を掲げていた『旅』の社会的役割を失わせたと述べている（269-273

頁）（7）。

旅行案内書に類するもののもう一つに観光パンフレットがある。観光パンフレットは、実

際に旅行する当事者に必要な情報を載せたもので、観光案内所や交通機関等で多種多様に頒

布され、小冊子もしくはちらしや畳物などの 1 枚物も多い印刷物である（8）。

内容は、各地の観光資源や宿泊施設、飲食店、土産物、交通機関の情報などを記載するが、
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旅行案内書と比べて、掲載するスペースに限りがあるので、地域やテーマが限定された情報

が載せられている。また、形式的には旅行案内書のようなレファレンス的な体系には配列さ

れず、地図や図版、写真を大きく配して、一目で内容や地域の全貌がわかるように工夫され

ているものがある。書誌事項（書名・出版者・出版年）が明記されていないものも多い。

このような観光パンフレットは、その形態から、網羅的な収集が難しく、旅行案内書以上

に「捨てられる運命」にある資料といえる。

しかし、観光協会や交通機関などアピールする主体が作成することが多く、そのアピール

度は、第三者である編集者が介在する旅行案内書より大きいといえ、それと「なまざし」の

交差点を読み解くことのできる重要な資料でもある。例えば、第一節で紹介した観光艇「水

都」のアナウンスも「水都」を運行していた大阪市が発行した観光パンフレットに掲載され

ていたものである。

以下、観光パンフレットをテクストに用いた、又はテクストに用いる意義を説いた研究成

果を挙げて、観光パンフレットも資料的価値をもつ重要な図書館資料であることを指摘して

いきたい。

浅川雅美・岡野雅雄の「与那国島の観光パンフレットの訴求内容分析」『湘南フォーラム 文

教大学湘南総合研究所紀要』No.12（文教大学 2008 年 3 月）は、観光パンフレットが旅行

目的地の魅力をどう訴求しているかを、与那国島をモデルケースとして検討した論文である。

『与那国島-Dr.コトー診療所ロケ地マップ』（与那国町役場・与那国町観光協会発行）とい

う観光パンフレットを対象に、テキスト・マイニングの手法を用いて、パンフレットに使用

された語（訴求内容）の頻度を分析している（9）。旅行案内書に記述された語を分析する点

において、第二節で見た小長谷論文や今野らの論文と基本的に同じものである。

さらに浅川らは「離島の観光パンフレットに対する反応の分析-与那国島の場合-」『島嶼研

究』第 9号（日本島嶼学会 2009 年 9月）で、このパンフレットを見た消費者の受容内容の

分析を行い、どのようなパンフレットにすれば観光活性化の効果が高かまるかという実証的

な分析を試みている。

訴求分析では、パンフレットに使用された名詞を「自然資源」「文化資源」「ドラマ関連」

「地名」「その他」に分類したところ、「島」「海」「自然」「日本最西端」といった「自然資源」

に関する記述が多く、次いで「コトー先生」「シーン」といったドラマに関する記述が多かっ

たという。逆に「文化資源」に関する記述は「墓」の 1つで 4 回使われただけであった。
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ここから浅川らは旅行目的地として「ロケ地」が「その土地の魅力を高める要因として無

視できない」新しい「文化資源」として立ち現れていることを指摘している。

また形容詞から、与那国島が沖縄本島とは違った独自性を持った島で、目的地で期待する

経験では「冒険的・刺激的」という面を訴求していると分析している（144-145 頁）。

対して、受容分析においては 125 名の与那国島を訪れたことのない学生に当該パンフレッ

トを配布して、600 字以内の感想を記述してもらい、上記同様にテキスト・マイニングの手

法を用いて分析を行っている（10）。

結果的には、与那国島が独自性を持った刺激的な観光地という「パンフレットで訴求して

いるこの 2特性が消費者に伝わっていることが確認できた」という（26頁）。

その一方で、推察の域を出ないとしながらも、「南国」に対するイメージの影響のためか、

「リラックス」を求める結果も得ており、もし与那国島に対する消費者の志向が「刺激的」

より「リラックス」な場合には、「『刺激的』を訴求するよりも『リラックス』イメージに結

びつくことを強く訴求する方が、効果は高いであろう」とする（29頁）。

浅川らは「与那国島の観光パンフレットの訴求内容分析」のはじめにおいて、公共事業の

見直し・削減とそれに伴う人口流出の歯止めの一つに観光の活性化を挙げて、訴求の重要性

を説いている。そして後者の論文において、より効果的なパンフレットとはどのようなもの

かを体系的に明らかにできれば、今後は、観光パンフレットだけでなくインターネット広告

にも応用できるという。さらに受容内容の分析についても「ホームページ・電子掲示板・ブ

ログなどの評判分析などとともに、重要性が増してくるものと考える」と結んでいる（29 頁）。

鈴木涼太郎の「観光研究における方法論的認識に関する一考察 旅行パンフレットを対象

としたイメージ研究をめぐって」『立教観光学研究紀要』第 6 号（立教大学大学院観光学研究

科 2004 年 3月）は、観光研究が学際的であると言われながらも既存の学問領域からの概念

や方法をほとんど修正せずに適用してきたことへの反省から、「ツーリストの行動やイメージ

形成において影響を与えるものとして頻繁に対象化されている」観光パンフレットを取り上

げて、「パンフレットとそのイメージに関する研究が、研究対象をいかなるものとしてとらえ

て来たのか、その認識を整理し、そのような方法論的検討から、観光研究における新たな研

究の可能性について考察すること」を目的とした論文である（51 頁）。

観光パンフレットが「潜在的なツーリストが、ツーリストとなるプロセスにおいて非常に

重要な意味を持つメディア」（51 頁）であり、また「観光地のイメージを生み出すためのメ

ディア」（52 頁）でもあることを踏まえ、その認識整理において観光パンフレットを使った
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先行研究に数多く言及している。そしてこれらの観光パンフレットが研究において重要な位

置にあり、度々取り上げられてきた理由を「どこにでも存在し誰もが手にすることができる、

あるいは誰もが一度は手にするメディア」であるからだとしている（53頁）。

トロントに事務所を構える 21の政府観光局からパンフレットを収集し、そこに掲載された

写真を景観や文化に類型化し、それぞれの国ごとにどの類型の写真が多く使われたかを分析、

それぞれに優勢なイメージが存在することを示した研究や、イギリスで発行された 11のパン

フレットの全 1470 頁、5172 点の写真を分析して、ツーリストと現地の人々との出会いは、

パンフレットの中で既にある種の制約を受けており、観光パンフレットがツーリストの行動

に強い影響を与えるメディアであるとする研究が紹介される。

また、イギリスの 6つの旅行会社が 1983 年に発行したパンフレットから、表層的なレベル

においては旅行商品を売るための媒体にすぎないパンフレットが、消費者によって日常の現

実から逃避するためのイメージを創り出しているとする研究、イギリスの 4 つの旅行会社が

発行したものに加えて、見本市会場で収集した東南アジア方面のパンフレットの写真と言語

メッセージから、パンフレットのイメージを消費すること自体が自己目的化しているとする

研究も紹介している。

これらから鈴木は、「パンフレットが、観光地・旅行会社とツーリストを結び付ける媒体で

あると同時に、観光地のイメージや現代消費社会の『神話』を創りだす媒体でもある」と指

摘する（53 頁）。

なお、鈴木はこれまでの観光パンフレットを用いた観光研究が、パンフレットというメデ

ィアが表象する観光地のイメージは観光地の現実に即したものではなく、ある種のステレオ

タイプの存在を明らかにする視点や、観光地を表象する行為それ自体が持つ権力性、政治性

を指摘する論議に傾いていることを批判する。

そして、観光パンフレットのメディアとしての働きにおける新しい視座として、メディア

としてのパンフレットの持つ独自性を考察する研究の必要性、パンフレットがどのような存

在として生み出され、消費されているか、を強調する。

それは、観光パンフレットを、それを取り巻く社会的・文化的な文脈から切り離さないこ

とが重要であり、潜在的なツーリストの手にとられ、読まれ、消費されていくプロセスへの

問いである。さらにパンフレットに掲載されたすべてのメッセージを全体的に対象化する必

要性。例えば写真だけを取り上げるのではなく、旅行条件の説明や料金一覧などパンフレッ

トの内容との関係の中からいかにして写真が存在しているかの問いがあるとする。
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これらの研究を通じて「既存の研究の蓄積を整理し、ツーリストのイメージをより立体的

なものとして描き出すための基礎となると考えられるのである」と述べている（57頁）。

高嶋竜平は「車窓の魅力に関する研究－大正・昭和初期の観光パンフレットを手がかりと

して－」『日本観光研究学会第 17 回全国大会論文集』（日本観光研究学会 2002 年 12 月）で、

箱根登山鉄道と駿豆鉄道（現、伊豆箱根鉄道）の発行した観光パンフレットを用いて、両社

の箱根への観光客誘致の方法について考察している。

箱根登山鉄道発行の『本邦唯一の山岳鉄道箱根登山電車』という観光パンフレットから、

同鉄道では「利便性」が売りであり、小田原から「早く箱根の観光対象に到達できること」

が強調されていることを読み取っている（214 頁）。

一方、箱根の観光開発で遅れをとった駿豆鉄道発行の観光パンフレットは、自社資本の開

発した自動車専用道路を走るバスを売り込むために「車窓」という「新しい風景体験」を打

ち出している。熱海からのバス路線図を立体的に描き、「意図的にコースを山の裏側に消失さ

せるような描き方をすることで、高い山の尾根を超えながら箱根を目指す同社コースの魅力

を強調している」という（216 頁）。

高嶋はさらに一歩進めて、「観光パンフレットの史料としての価値に関する考察」『立教観

光学研究紀要』第 10 号（立教大学大学院観光学研究科 2008 年 3 月）で、観光パンフレッ

トが歴史史料として重要なものであることを論じている。

歴史学において公的文書中心では充分に反映できなかった庶民の生活や文化が史料の多様

化（庶民の生活を描いた図像の分析）の中で積極的に議論されていることを指摘し、「観光と

いう庶民が多く参加した活動の歴史整理を行う際も」、観光パンフレットが大いに参考になる

という（30 頁）。

観光史における図像史料には、記念写真、絵葉書、ガイドブックの挿絵があるが、とりわ

け観光パンフレットは「図像が大量に印刷され、ある観光地に対する庶民の共通理解を形成

するのに強い影響力を持っていたと考えられ」るので、大正・昭和初期の「観光パンフレッ

トの史料としての特性を整理する必要がある」という（30頁）。

発行目的が「観光者に対して自社沿線の観光の魅力をアピールすることにあり、内容は観

光者の具体的な行動、興味関心に即したもの」なので、「開発者と観光者の心理のやりとりが

成立」し、観光者の心理（＝感性、嗜好）を読み取ることが可能である（30 頁）。

しかし、これまでは、博物館における展示での扱いから、文献史料で明らかになった史実

を補足する史料という位置づけであり、一次史料としての分析方法について充分に議論でき
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ていないとする。しかし、先に挙げた高嶋自身の論文（「車窓の魅力に関する研究」）から、

「図像、テキストなど観光パンフレットが複合的なメディアであるということに注目しなが

らそこに記録された情報を抽出し、必要に応じて文献史料にもあたるなど、観光史研究にお

ける多様な史料の 1つとして位置づけることに、観光パンフレットの史料としての価値があ

る」とし、「ケーススタディを重ねることによってその有効性を証明していくことが必要であ

る」と結論づけている（32 頁）。

以上、5 本の観光パンフレットをテクストに用いた論文を紹介した。観光パンフレットに

おいても、旅行案内書と同様に、ある地域が持つイメージの形成を探るツールとなりうるこ

とが明らかになったと思う。そしてそれは、観光パンフレットが「観光という庶民が多く参

加した活動」（高嶋）において、「どこにでも存在し誰もが手にすることのできる」（鈴木）も

の故に、研究材料として重要なのである。

さらに高嶋は、観光パンフレットの発行目的を自社沿線の魅力をアピールすることと言い、

大量に印刷されたことが資料として重要であるとする。旅行案内書の場合は大手の出版者が

刊行するものも多くあり、これが必ずしも「自ら」の沿線もしくは観光地をアピールするた

めに刊行されたものでない点で両者を区分する大きな要素といえるかもしれない。

浅川ら、そして鈴木の論文では、観光パンフレットに記載された記述や写真が観光研究に

おいて基本的な分析対象であった。特に浅川らの 1 つのパンフレットをめぐる「訴求内容」

と「受容内容」の分析は「アピール」と「なまざし」の交差点のマッチングをテーマに据え

た論文である。

なお、鈴木も高嶋も共にのべているように、観光パンフレットを用いた研究においては、

今後のより深化した展開が必要であるとする点には注目しなければならない。

鈴木は、観光パンフレットとは何かということが充分に検討されないまま研究の分析対象

となってきたことを指摘している（51 頁）。高嶋も、観光パンフレットが図像とテキストか

らなる複合メディアであることを認識し、「多様な史料の 1 つとして位置づける」必要性を説

いている（32頁）。

このことは、第四節で指摘した、観光学の辞典においてもその明確な定義がなされていな

い旅行案内書についても同じ指摘ができると思う。

研究のさらなる展開のためには旅行案内書や観光パンフレットを自明のものとせず、これ

らの資料がどのようなメディアであるかについて追求していかなければならない。
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おわりに

最後に、筆者が図書館資料としての旅行案内書に着目した理由を二点述べて本論を締めく

くりたい。

一つは、「観光」が現在重要な産業として注目されている点にある。

製造業と違って観光業は「生産・雇用が国内で行われるため、『空洞化』とは無縁の産業」

で、「旅館・ホテル業だけでなく、運輸、飲食、娯楽・レジャー産業まで含む裾野の広さを

持っているため、経済に対する波及効果が大きい」と期待されている。さらに外国人旅行客

が日本を観光することは「海外の人々の自国（日本―引用者註）に対する理解を深めるとい

う効果も持っているため、広義の安全保障の面からも注目を集めている」という（山崎治「観

光立国に向けて」『レファレンス』第 54 巻第 10 号 通巻 645 号（国立国会図書館 2004 年

10 月）81 頁）。

グローバル化と高齢化社会が急速に進む中、経済力の低下が現実化している日本において、

観光はその回復の起爆剤として期待されている。もっとも、低迷する国内経済の打開策とし

て観光が注目されるのは、今が初めてのことではない。第二次世界大戦後の日本再建策の一

つとして輸出の増大が叫ばれた際、外国人旅行者を誘致し、外貨を得る「風光の輸出」が議

論されたこともあった。そして、その背景には円の暴落の中で外国人旅行者が急増し、観光

が「外貨獲得第四位」を占めた恐慌後の 1934（昭和 9）年から 1936（昭和 11）年の実績が

あったという（『旅行ノススメ 昭和が生んだ庶民の「新文化」』（白幡洋三郎/著 中央公論

社 1996 年 6月）92-93 頁）。

人が旅行先を選ぶのに欠かせないものが観光地イメージである。『大阪ブランド戦略活動

記録（2004 年 9 月-2007 年 3 月）』（大阪ブランドコミッティ ［2007］）は、外国における

大阪のイメージ調査において、6 カ国の旅行案内書に記載された大阪イメージを分析してい

る（62-76 頁）。

本論では、浅川らの与那国島の旅行案内書（観光パンフレット）を用いた訴求内容と受容

内容を分析している論文を紹介した。また、観光地イメージの歴史的な変遷については、小

長谷論文による函館の例と今野らの論文による日光の例を挙げた。

その土地のイメージをどのように形成するか、また、「アピール」と「まなざし」をいか

にマッチングさせるかを知る手がかりとしても旅行案内書を利用することができるのであ

る。
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もう一点は、「弊履のように捨てられる資料」という旅行案内書に対する見方への打開を試

みたかった点にある。この点は、第一節でも触れたところであるが、もう少しそのバックボ

ーンについて考察していきたい。

図書館資料（書籍）は、「発信者のメッセージ」と、紙という「モノ」とが結び付いたもの

である。この図書館資料からは、三つの情報が発信される。

一つは、資料を構成する一つである発信者のメッセージである。いわば書籍の内容で、書

かれたもの、著者なり編者が自らの頭の中に描いたメッセージを文字という記号に置き換え

て情報発信したものである。読み手はこのメッセージを読書という行為を通して受信する。

しかし、このメッセージは発信者の一方的な意思に拘束されるわけではない。あくまで受

信者の意図に委ねられるものである。ロジェ・シャルチエは『書物から読書へ』（みすず書房

1992 年 5月）の序言で「読み手はそれぞれ、個人的ないし社会的な、また歴史的ないし実存

的な、みずからに固有な参照体系をもとに、程度の差はあるが、独特であったり、ありきた

りであったりする一つの意味をテクストに付与し、それをもってテクストをみずからのもの

にする」と述べる（4 頁）。

何より新しい情報が求められる旅行案内書の場合、発信者は最新の旅行の情報を伝えよう

とするが（アピール）、それはさまざまな読み（まなざし）にさらされる。そして、そのさま

ざまな読みはさらにさまざまな読みにさらされることで、時を経て内容が現状に即さない陳

腐なものになっても、本論で紹介したようにジェンダー表現、民族的マイノリティ、植民地

朝鮮等を分析する有効なテクストとして存在することができるのである。

図書館の資料が発信する二つ目は、資料を構成するモノが発する情報である。紙の原料や

活字、本の大きさや状態など書かれたもの以外が情報となる。

三点目は、その資料が存在する、ということによって生じる情報である。いつ発行された

のか、発行された際の類書の刊行点数はどのくらいか、どこに所蔵されているのかというこ

と自体が情報となる。

1964（昭和 39）年から 2008（平成 20）年までに刊行された海外旅行案内書を分析した岩

田の論文は、一点一点のテクストの内容ではなく、いつ頃からどの地域の旅行案内書が刊行

されたのかを追った、メタレベルでの研究である。

こうした三つの情報を組み合わせることで、「あらゆる出版物はその時代なり社会なりの切

り口を見せてくれるものであって、出版物を通してそれが出版された時代の人々の、報道・

教育・評論・娯楽などに対する社会的ニーズを探」る（『なにわ出版事情』（大阪市立博物館



49

1989 年） 序）ことが可能となる。

「アピール」と「まなざし」が交差する旅行案内書も然りであり、観光地イメージの分析

はもちろんのこと、今後もさまざまな＜読み＞が試みられることを期待したい。

また、それに応えるためにも図書館は旅行案内書を重要な資料と位置づけ、収集、整理、

保存して後世にまで提供していく責務を負っているのである。

【註】

（１）「眺めのもっとも美しいもう一つの場所は、島の東山の頂きに近い燈台である。▽燈台の立っている

断崖の下には、伊良湖水道の海流の響きが絶えなかった。伊勢海と太平洋をつなぐこの狭窄な海門は、

風のある日には、いくつもの渦を巻いた。水道を隔てて、渥美半島の端が迫っており、その石の多い

荒涼とした波打際に、伊良湖崎の小さな無人の燈台が立っていた」（三島由紀夫『潮騒』 新潮社 6頁）

という描写は 50 年を過ぎた時点でもそのままであった。

（２）金子は「戦後のガイドブックが、戦前のそれと比較して」と前置きしているが、刊行された数が膨大

なために書誌学的検討が充分になされなかったのは、戦前戦後を通じて言えるのではないか、と考え

る。

（３）岩田は、旅行案内書には「著者個人の名が奥付に記されていない」ものが一般的と書く（114 頁）。こ

こに、「無名でも著者が明記されているもの」という文言を加えておきたい。

（４）現在のところ三井文庫所蔵のものが知られているだけであり、冒頭の数丁が欠けているために、三井

文庫では『明暦板道中記』とし、今井は『道中記』とする（山本 前掲書 114 頁）。ここでは、刊

行年がわかるということで『明暦板道中記』とする。

（５）例えば、「企画展 お江戸のガイドブック 江戸名所図会でたどるすみだの名所」2003 年 9 月 20 日-11

月 9 日 すみだ郷土文化資料館。「所蔵資料展 名所が語る江戸・東京の歴史」2003 年 10 月 6 日-10

日 東京都文書館。「江戸時代の観光ガイドブック展」2009 年 10 月 14 日-11 月 23 日 市立枚方宿鍵

屋資料館。

（６）山近博義は「近世名所案内記類の特性に関する覚書-『京都もの』を中心に-」『地理学報』第 34 号（大

阪教育大学地理学教室 1999 年）で「小型案内記」は 18 世紀初頭より表われるとしている。

（７）「『旅』は現在、古本屋をとおしても手に入れにくい状況にある。また、公立図書館は一定年数が経過

した雑誌類を廃棄することが少なく」ない、と述べている（274 頁）。

（８）ユネスコでは、パンフレットを「表紙を除いて、4ページから 48 ページの非定期刊行の印刷物」と定

義し、1 枚ものの印刷物をリーフレットと呼ぶが（図書館問題研究会図書館用語委員会/編『図書館
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用語辞典』（角川書店 1982 年 10 月））、旅行のためのこうした小冊子および 1 枚物をここではまと

めて「観光パンフレット」と呼ぶこととする。

（９）「Dr.コトー診療所」は 2003 年 7 月から 9月、2006 年 10 月から 12 月まで CX で放送されたテレビドラ

マ。2004 年の 1月と 11 月にも特別編が放送されている。

（10）浅川らのこの論文では、配布した観光パンフレットが『凛として佇む日本最西端の島、与那国島- Dr.

コトー診療所ロケ地マップ』とある。出版者については記載されていない。
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趙
陶
斎
の
随
筆
『
息
心
筆
記
』
翻
刻
（
そ
の
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
弥
生
・
大
北
智
子
（
中
之
島
図
書
館
） 

 

三
才
丸 

此
薬
を
服
す
る
と
き
、
こ
こ
ろ
に
お
も
ふ
こ
と
に
は
、
脩
身
斉
家
、
正
心
誠
意
、
孝
弟
忠
信
、
仁
義
礼
智
、

勧
善
懲
悪
、
衆
善
奉
行
、
此
十
六
字
を
一
心
不
乱
に
念
誦
す
べ
し
。
奉
公
人
忠
義
第
一
、
人
の
子
と
し
て

ハ
孝
順
、
少
者
ハ
長
者
を
う
や
も
ふ
。
農
工
商
の
い
と
な
み
、
そ
の
品
を
わ
す
れ
て
こ
ゝ
ろ
に
お
ご
り
あ

れ
バ
、
二
三
代
に
し
て
家
お
と
ろ
ふ
。
商
人
な
ど
ハ
、
か
い
て
を
大
客
人
と
し
て
、
丁
寧
を
つ
く
し
、
よ

ろ
づ
い
ん
ぎ
ん
に
し
て
無
礼
な
き
を
長
人
の
基
と
す
。
小
あ
き
人
、
小
職
人
な
ど
の
、
無
礼
に
し
て
、
よ

ろ
づ
ふ
つ
ゝ
か
な
る
ハ
殃
多
し
。
人
の
信
心
と
い
ふ
ハ
、
こ
ゝ
ろ
に
ま
こ
と
あ
る
を
い
ふ
な
り
。
人
の
に

く
む
も
の
に
ハ
、
神
ほ
と
け
の
擁
護
な
し
。
い
か
ほ
ど
い
の
る
と
い
ふ
と
も
、
災
ま
す
の
み
に
し
て
、
福

祥
な
し
。
お
そ
る
べ
し
。 

士
徳
後
室
へ
申
き
く 

寒
ハ
さ
む
し
、
暑
ハ
あ
つ
し
、
年
々
と
し
の
つ
も
る
を
見
れ
バ
、
眼
横
鼻
直
な
く
が
わ
ろ
ふ
が
、
さ
し
た

る
不
思
議
も
な
し
と
す
べ
し
。
正
心
誠
意
ハ
不
老
不
死
。
脩
身
斉
家
ハ
子
孫
繁
昌
。
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
ハ

無
量
壽
尊
。
片
時
も
ゆ
た
か
に
、
こ
ゝ
ろ
し
づ
か
に
、
よ
を
長
く
、
ま
つ
り
を
い
と
な
み
た
ま
へ
。 

も
ろ
こ
し
の
風
ハ
、
天
の
こ
と
、
地
の
こ
と
、
人
の
こ
と
を
詳
に
記
伝
し
、
一
朝
一
朝
ハ
い
ふ
に
及
バ

ず
、
三
皇
五
帝
こ
ろ
よ
り
今
の
よ
ま
で
、
各
々
そ
の
史
あ
り
て
、
そ
の
君
、
其
臣
、
そ
の
治
、
そ
の
乱
、

そ
の
聖
、
そ
の
賢
、
そ
の
愚
、
そ
の
悪
、
千
百
年
の
間
、
あ
ら
ゆ
る
吉
事
凶
事
の
考
ふ
べ
き
に
い
た
る
ま

で
、
是
を
詳
に
記
載
し
、
そ
の
外
、
朝
廷
仕
進
の
文
徳
あ
る
も
の
、
其
人
其
家
の
集
め
り
て
、
是
を
千
歳

に
つ
ど
ふ
。
よ
ろ
づ
の
事
、
学
士
大
夫
の
史
書
に
、
詳
に
逸
民
遺
老
の
筆
記
に
及
ぶ
ま
で
、
是
を
そ
の
朝

に
え
ら
び
も
と
め
た
も
ふ
と
い
ふ
ほ
ど
の
事
に
き
こ
へ
侍
る
。
婦
人
女
子
の
琑
々
た
る
事
ま
で
、
人
道
に

益
あ
る
こ
と
の
、
人
の
教
と
な
る
べ
き
を
、
も
の
し
た
も
ふ
こ
と
な
し
と
い
ふ
。
此
方
に
て
も
か
く
あ
る

こ
と
に
や
、
昔
の
も
の
が
た
り
物
な
ど
を
た
づ
ね
も
と
め
て
、
一
々
よ
む
べ
し
。
み
な
聖
世
の
人
の
善
道

を
専
要
と
し
侍
る
事
な
り
。
み
な
勧
善
懲
悪
の
道
理
、
衆
善
奉
行
の
事
に
し
て
、
民
の
父
母
た
る
の
御
慈

念
な
れ
ば
、
な
に
と
な
く
風
調
雤
順
、
民
安
楽
を
の
み
、
戸
ざ
ゝ
ぬ
御
代
と
い
ふ
。
御
誓
願
被
為
成
御
事

に
き
こ
ゆ
。
民
も
ま
た
、
其
御
洪
恩
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
。
つ
ゝ
し
み
お
も
ふ
べ
き
こ
と
な
り
。 

人
ハ
忙
し
き
を
よ
し
と
す
。
ひ
ま
な
る
ハ
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
小
人
間
居
し
て
不
善
を
な
す
と
あ
り
。
百

丈
禅
師
、
馬
祖
大
師
な
ど
も
此
事
を
い
へ
り
。
一
日
な
さ
ず
バ
一
日
食
ふ
べ
か
ら
ず
と
あ
り
。
富
に
し
て

貧
な
る
人
も
多
く
、
貧
に
し
て
富
な
る
人
も
す
く
な
か
ら
ず
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
読
書
写
字
、
て
す
き

あ
ら
バ
、
是
を
こ
の
む
こ
と
な
り
。
文
学
の
こ
の
み
あ
り
て
、
昔
の
こ
と
を
き
ゝ
、
も
じ
見
を
し
、
師
を

択
び
、
友
を
も
と
め
て
、
人
の
人
た
る
道
理
を
詳
に
す
る
事
な
り
。
人
の
い
の
ち
ハ
、
高
貴
卑
賤
を
差
別

し
て
、
長
短
あ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
ま
こ
と
に
少
水
の
魚
の
ご
と
し
。
あ
し
た
ゆ
う
べ
の
す
こ
し
の
間
に

灰
と
な
り
、
土
と
な
る
。
せ
ハ
し
き
も
の
ゝ
ゆ
だ
ん
な
ら
ざ
る
命
な
り
。
太
平
の
よ
に
生
る
こ
と
難
し
と
、

仏
ハ
と
き
給
へ
り
。
今
ハ
太
平
の
御
代
、
是
を
聖
代
と
も
い
ふ
べ
し
。
実
に
戸
ざ
ゝ
ぬ
み
よ
と
い
ふ
、
是

な
り
。
人
々
そ
の
業
を
た
の
し
み
て
、
一
日
々
々
を
安
楽
に
お
し
う
つ
り
侍
り
な
り
。
は
な
ハ
だ
ゆ
た
か
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な
り
。 

身
没
し
て
家
さ
か
ゆ
る
も
あ
り
、
身
あ
り
て
家
お
と
う
る
も
あ
り
、
身
も
家
も
同
じ
く
お
と
ろ
へ
、
身

も
家
も
同
じ
く
ほ
ろ
び
は
て
ぬ
る
も
す
く
な
か
ら
ず
。
天
下
の
大
よ
り
末
々
の
も
の
に
至
る
迄
、
こ
の
盛

衰
、
こ
の
興
亡
、
む
か
し
よ
り
数
も
か
ぎ
り
も
な
き
こ
と
に
し
て
、
そ
の
小
ハ
さ
た
に
及
バ
ず
、
そ
の
大

ハ
み
な
そ
の
記
伝
あ
り
。
天
下
の
人
々
み
な
こ
れ
を
よ
む
な
り
。
是
を
詳
に
し
る
な
り
。
そ
の
善
悪
を
後

の
よ
の
人
々
、
其
記
を
よ
み
て
勧
善
懲
悪
の
道
理
を
し
る
か
、
こ
り
つ
ゝ
し
む
と
、
善
道
を
す
ゝ
め
し
と

ふ
と
、
よ
き
師
を
、
よ
き
友
を
た
づ
ね
も
と
め
て
、
そ
の
事
を
よ
み
も
し
、
き
ゝ
も
し
、
な
ら
い
も
し
て
、

誠
意
正
心
、
脩
身
斉
家
、
よ
ろ
づ
の
事
、
人
心
を
う
し
な
い
侍
ら
ず
。
ゆ
た
か
に
日
月
を
拝
み
奉
り
、
た
ヾ

子
孫
の
光
栄
を
い
の
り
奉
る
こ
ゝ
ろ
の
み
な
ら
ば
、
さ
の
み
あ
し
き
こ
と
ハ
あ
る
ま
じ
き
に
、
自
由
な
れ

バ
人
と
ハ
な
ら
ず
、
人
と
な
る
ハ
自
由
な
ら
ず
と
、
も
ろ
こ
し
人
の
つ
ね
に
こ
れ
を
子
共
に
教
へ
侍
る
。

女
な
ど
の
、
よ
ろ
づ
己
が
か
し
こ
く
て
、
一
も
二
も
く
ハ
ぬ
と
い
ふ
自
ま
ん
つ
ら
な
る
ハ
、
か
な
ら
ず
家

を
ほ
ろ
ぼ
す
。
男
を
そ
ま
つ
に
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
あ
れ
バ
、
み
や
う
が
を
う
し
な
い
侍
る
な
り
。 

 

人
間
世
、
毀
誉
の
二
つ
な
り
。
そ
し
る
ほ
め
る
の
ふ
た
つ
、
彼
我
と
も
に
是
な
り
。
あ
ち
で
も
こ
ち
で

も
、
た
ヾ
こ
の
二
字
な
り
。
毀
バ
か
り
も
な
く
、
誉
バ
か
り
も
な
し
。
人
を
し
る
も
な
し
、
し
ら
ぬ
も
な

し
。
我
が
分
際
ハ
ど
う
じ
や
、
よ
む
か
、
か
く
か
、
人
の
道
理
を
し
る
か
、
我
バ
か
り
よ
き
か
、
人
ハ
ど

う
じ
や
、
位
ハ
ど
う
じ
や
、
全
体
の
人
柄
ハ
、
な
ん
と
す
べ
て
の
脩
行
な
ど
ハ
ど
う
じ
や
。
孝
弟
忠
信
ハ

い
ハ
ず
と
人
の
自
然
な
る
に
、
千
に
ひ
と
つ
も
不
届
も
の
、
誠
意
正
心
ハ
学
び
て
い
で
く
る
も
の
に
ハ
あ

ら
ず
。
是
も
人
の
自
然
に
し
て
、
よ
き
に
よ
き
を
教
へ
侍
る
ハ
、
錦
上
に
花
を
鋪
く
道
理
、
あ
し
き
も
よ

き
に
交
り
て
、
よ
き
事
を
き
ゝ
、
も
じ
見
も
し
す
る
と
き
ハ
、
ふ
と
よ
き
に
う
つ
る
も
あ
り
、
又
も
と
よ

り
あ
し
く
な
る
も
あ
り
、
へ
ん
く
つ
も
の
を
き
ろ
ふ
な
り
。
た
ゞ
我
の
み
を
よ
し
と
定
め
て
、
人
を
バ
そ

し
る
。
我
が
定
木
の
い
が
み
た
る
を
直
な
り
と
こ
ゝ
ろ
へ
、
人
の
直
な
る
を
い
が
み
た
り
と
お
も
ふ
ハ
、

い
か
に
か
ね
も
ち
の
愚
人
よ
り
、
貧
乏
人
の
智
者
ハ
い
か
ん
。
そ
れ
も
、
ゆ
だ
ん
ハ
な
ら
ぬ
も
の
な
り
。

よ
か
ら
ぬ
こ
と
を
工
夫
し
て
、
か
ね
ほ
し
が
る
ハ
ど
う
じ
や
。
そ
れ
を
山
師
と
は
い
ハ
ぬ
か
な
。
世
に
山

と
ハ
い
ゝ
し
ぞ
。 

も
ろ
こ
し
の
風
、
山
林
草
野
の
才
徳
兼
備
の
士
の
逸
し
た
る
を
詳
に
迅
問
し
、
或
ハ
、
と
こ
ろ

ぐ
の

刺
史
県
令
、
そ
の
人
を
問
い
も
と
め
て
是
を
朝
に
奏
し
奉
る
。
一
々
え
ら
び
た
ゞ
し
て
、
挙
任
及
第
、
直

に
一
職
補
任
、
一
族
光
栄
、
た
と
へ
牛
ひ
き
柴
に
な
ふ
夫
と
い
ふ
と
も
、
是
を
も
ら
し
、
す
て
さ
せ
給
ふ

こ
と
な
し
。
此
事
に
す
こ
し
も
お
こ
た
り
あ
れ
バ
、
は
や
そ
の
こ
と
を
な
げ
き
て
、
中
原
に
麟
鳳
の
祥
瑞

な
き
に
志
も
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
皇
家
あ
み
を
む
す
ぶ
の
あ
ら

く
し
く
て
、
皆
も
れ
い
で
侍
る
な
ど
い
ふ

こ
と
を
調
咏
し
、
こ
の
詩
句
い
つ
と
な
く
、
皇
家
の
御
き
ゝ
に
達
し
、
是
を
御
一
代
の
は
ぢ
と
し
給
ふ
こ

と
な
れ
バ
、
操
行
高
潔
の
学
識
あ
る
、
あ
ら
ハ
れ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
こ
の
陳
公
ハ
、
選
挙
の
こ
と
を

録
せ
ず
。
た
ヾ
郡
守
厳
譔
が
こ
ゝ
ろ
み
に
逢
い
侍
る
も
、
遺
憾
と
す
べ
き
か
。
小
妾
蓮
花
よ
も
す
が
ら
左

右
し
侍
る
に
、
つ
い
に
こ
れ
を
納
め
ず
。
是
非
な
く
詩
を
献
じ
て
辞
し
侍
る
。
不
便
と
い
ふ
べ
し
。
蓮
花

の
き
よ
き
す
が
た
、
尚
書
、
是
を
珍
重
し
、
陳
公
に
納
る
べ
き
こ
ゝ
ろ
あ
り
て
来
り
侍
る
に
、
処
士
巫
峡

の
梦
を
な
し
給
ハ
ず
。
む
な
し
く
陽
台
を
下
り
侍
る
が
、
な
ど
の
愁
も
恨
も
な
に
と
な
く
ふ
く
み
侍
る
。

是
、
処
士
ま
こ
と
に
ふ
か
く
、
文
君
が
な
さ
け
を
無
に
し
侍
る
。
深
愧
と
い
ふ
べ
き
所
な
り
。
ゆ
へ
に
、
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操
行
高
潔
、
央
を
て
ら
し
侍
る
な
り
。
人
の
慎
と
す
べ
き
所
な
り
。 

 

五
代
盧
文
紀 

後
唐
廃
帝
択
相
、
悉
書
清
望
官
名
、
納
琉
璃
瓶
内
、
祝
天
以
筋
筴
之
。
前
得
盧
文
紀
、

次
姚
頴
帝
、
素
奇
其
才
同
升
相
位
。 

 

も
ろ
こ
し
の
諺
に
将
相
無
種
、
い
づ
れ
と
い
ふ
わ
か
ち
も
な
く
人
才
を
択
バ
る
。
清
望
人
柄
の
す
ぐ
れ

た
る
と
官
名
と
を
書
て
、
琉
璃
の
瓶
に
こ
れ
を
い
れ
、
天
に
祈
誓
し
、
其
人
其
官
に
忚
じ
、
朝
廷
の
輔
佐

万
国
請
治
人
民
安
堵
す
べ
き
の
天
意
に
か
な
い
た
る
を
と
い
ふ
の
誠
意
、
は
し
を
入
て
そ
の
名
札
を
は
さ

み
と
り
上
ゲ
侍
る
。
か
ね
て
叡
聞
に
達
し
、
も
と
よ
り
そ
の
才
を
慕
ひ
給
ふ
に
、
す
な
ハ
ち
そ
の
二
人
是

を
得
給
ふ
。
是
天
也
と
い
ふ
べ
し
。 

人
の
世
に
処
す
る
無
我
無
心
な
ど
い
ふ
こ
と
を
、
称
義
す
る
や
う
に
き
こ
へ
侍
る
。
是
は
禅
僧
な
ど
の

迷
悟
の
さ
た
よ
り
、
い
ゝ
い
で
し
こ
と
に
し
て
、
毒
に
も
薬
も
な
ら
で
、
た
ゞ
朝
夕
の
つ
と
め
を
正
直
に
、

そ
の
す
が
た
を
殊
勝
な
り
な
ど
ゝ
い
ゝ
、
も
て
は
や
し
、
一
人
の
饑
寒
を
た
や
す
く
、
犬
馬
の
齢
を
た
も

ち
は
て
侍
る
の
み
の
こ
と
に
し
て
、
よ
に
も
人
に
も
繊
芥
の
利
益
な
く
、
一
生
を
無
我
無
心
、
臨
済
ハ
こ

れ
ら
を
繁
驢
橛
な
ど
い
ふ
も
の
に
た
と
へ
侍
る
。
馬
を
つ
な
ぎ
侍
る
杭
を
い
ふ
な
り
。
馬
を
つ
な
ぐ
バ
か

り
の
用
に
し
て
、
く
ち
侍
る
な
り
。
又
、
担
板
漢
な
ど
ハ
、
大
板
を
せ
を
い
て
、
一
生
こ
れ
を
は
な
ち
や

る
こ
と
を
し
ら
ず
、
し
や
ち
は
り
か
へ
る
を
い
ふ
。
又
、
焜
酒
逆
漢
な
ど
ハ
、
一
生
酒
の
か
す
に
く
ら
ひ

醉
た
る
も
の
ゝ
、
醇
酒
の
あ
ぢ
を
し
ら
で
、
す
み
は
て
侍
る
を
い
ふ
。
臨
済
和
尚
の
時
、
す
で
に
か
ゝ
る

僧
行
な
れ
バ
、
其
後
の
こ
と
を
、
さ
つ
し
お
も
ふ
べ
し
。 

下
の
者
の
、
み
だ
り
に
寺
院
を
建
立
せ
し
な
ど
ハ
、
金
銀
あ
る
に
ま
か
せ
て
、
驕
慢
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
、

是
を
結
構
し
侍
る
。
多
ハ
家
を
ほ
ろ
し
、
子
孫
を
た
ち
侍
る
。
達
磨
大
師
の
無
功
徳
と
い
ゝ
し
が
、
梁
武

も
ほ
ど
な
く
よ
を
う
つ
し
侍
る
な
り
。
つ
ゝ
し
む
べ
し
。
又
し
か
た
も
あ
る
べ
き
事
な
り
。 

天
地
陰
陽
の
正
を
み
な
転
倒
し
侍
る
ゆ
へ
の
事
な
り
。
お
そ
る
べ
し
。
つ
ゝ
し
む
べ
し
。
人
の
道
理
の

正
明
な
る
ハ
、
こ
ゝ
ろ
さ
ハ
や
か
に
し
て
、
口
し
づ
か
な
り
。
一
黙
雷
の
ご
と
し
な
ど
い
ふ
所
あ
り
て
、

よ
ろ
づ
い
ハ
ね
ど
も
、
人
々
お
そ
れ
つ
ゝ
し
む
所
あ
り
。
こ
ゝ
ろ
く
も
り
て
口
の
さ
ハ
が
し
き
、
よ
ろ
づ

か
ま
ひ
す
ぐ
て
、
後
に
ハ
な
き
ハ
め
く
。
人
々
も
て
あ
つ
か
ふ
様
に
な
り
ゆ
き
侍
る
。
い
き
な
が
ら
鬼
に

な
り
侍
る
ぞ
な
ど
、
ゆ
き
か
ふ
人
々
の
う
ハ
さ
に
、
た
ゞ
こ
の
女
の
こ
と
を
は
づ
か
し
き
こ
と
な
り
。
家

も
ほ
ろ
ぼ
し
、
児
孫
も
た
つ
べ
し
。
神
ほ
と
け
も
見
は
な
ち
た
も
ふ
ゆ
へ
の
事
な
り
。
ふ
か
く
つ
ゝ
し
み

あ
る
べ
し
。 

害
も
ま
た
多
き
も
の
な
り
。
そ
の
人
を
弁
じ
、
わ
か
つ
こ
と
、
な
か

く
常
流
の
た
や
す
く
是
を
得
べ

き
事
に
あ
ら
ず
。
我
が
正
心
誠
意
よ
り
自
然
と
分
明
不
思
議
の
こ
と
あ
る
も
の
な
り
。
慎
独
の
み
や
う
が

な
り
。
よ
き
を
見
し
り
て
、
し
と
ふ
こ
ゝ
ろ
あ
れ
バ
、
是
非
に
あ
し
き
は
益
な
し
と
い
ふ
こ
と
を
、
詳
に

し
る
な
り
。 

（
原
本
に
脱
あ
り
） 

な
り
。
そ
の
こ
ゝ
ろ
あ
れ
バ
、
ふ
と
し
て
五
も
じ
、
な
ゝ
も
じ
、
は
な
の
い
ろ
ハ
う
つ
り
に
け
り
な
、

と
い
ふ
ま
じ
き
も
の
に
も
あ
ら
ず
。
鳥
の
こ
へ
し
て
函
谷
関
を
い
つ
か
ハ
り
侍
る
と
も
、
此
逢
坂
の
関
ハ
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な
か

く
ひ
ら
く
ま
じ
き
に
と
い
ふ
。
女
の
つ
ゝ
し
み
、
た
し
な
み
、
す
こ
し
の
事
な
り
。
大
事
な
り
。

男
ハ
百
行
、
女
ハ
一
貞
と
い
ふ
所
を
し
る
べ
し
。
お
も
し
ろ
き
事
な
り
。 

八
つ
の
ま
つ
り
ご
と
、
食
よ
り
は
じ
む
と
い
ふ
。
又
、
い
か
を
ハ
か
り
て
、
い
つ
、
此
に
給
す
と
あ
り
。

こ
れ
を
経
済
と
も
い
ふ
が
、
此
事
に
こ
ゝ
ろ
な
き
も
の
ハ
、
は
な
ハ
だ
危
し
。
学
も
ん
ハ
、
た
ゞ
こ
の
こ

と
を
大
事
と
す
る
な
り
。
脩
身
斉
家
と
い
ふ
も
外
な
し
。
学
者
な
ど
の
世
事
人
事
に
う
と
し
な
ど
い
ふ
は
、

無
学
に
お
と
り
た
る
も
の
と
す
べ
し
。
孝
弟
仁
義
の
道
理
を
い
ふ
に
、
世
事
人
事
を
は
な
る
べ
き
や
。
正

心
誠
意
、
脩
身
斉
家
ハ
、
み
な
人
事
な
り
。
み
な
世
事
な
り
。
僧
な
ど
の
世
事
人
事
に
く
は
し
か
ら
ざ
る

を
、
道
人
な
ど
い
ふ
も
あ
や
ま
り
侍
る
な
り
。
む
か
し
の
知
識
達
、
各
々
数
学
に
も
達
し
侍
り
。
臨
海
徳

山
の
法
道
、
そ
の
清
規
、
作
法
の
次
第
、
一
々
是
を
か
き
あ
ら
ハ
し
、
其
職
位
を
定
め
て
、
金
銀
米
銭
諸

道
具
に
い
た
る
ま
で
是
を
詳
に
上
帳
し
て
、
諸
堂
よ
り
小
部
屋

く
に
い
た
る
ま
で
、
是
を
見
廻
り
、
脩

理
の
事
、
改
作
の
事
、
両
序
の
執
事
を
あ
つ
め
て
是
を
其
主
に
申
て
、
評
議
正
く
、
そ
の
上
に
て
そ
の
こ

と
を
と
り
行
ふ
。
有
力
の
檀
那
あ
り
て
、
そ
の
檀
那
へ
是
を
申
て
、
そ
の
事
を
な
し
と
げ
侍
る
も
あ
り
。

寺
領
あ
り
、
又
、
祠
堂
金
な
ど
あ
る
は
、
其
内
に
て
そ
の
事
を
取
斗
ふ
。
み
だ
り
に
す
ゝ
め
こ
と
な
ど
を

よ
き
事
に
し
て
、
信
施
を
費
し
侍
る
を
禁
じ
侍
る
な
り
。
故
に
経
済
の
こ
ゝ
ろ
な
く
、
よ
ろ
づ
し
ど
け
な

く
経
を
よ
み
、
座
禅
を
す
れ
ば
す
み
侍
る
な
ど
、
一
決
、
人
の
道
理
を
し
ら
で
、
破
家
散
財
の
外
道
を
い

む
な
り
。
ゆ
へ
に
、
才
を
量
て
職
を
補
ふ
な
ど
い
ふ
文
字
を
こ
ゝ
ろ
と
し
、
其
人
其
職
の
相
忚
し
て
よ
ろ

づ
つ
ま
づ
き
な
き
様
に
、
二
時
の
粥
飯
、
三
時
の
座
禅
、
朝
暮
の
読
経
、
天
下
太
平
の
御
祈
祷
、
国
恩
仏

恩
を
至
心
に
奉
謝
し
侍
る
こ
と
な
り
。
み
な
、
正
心
誠
意
、
脩
身
斉
家
を
離
る
に
は
あ
ら
ず
。
よ
き
寺
の

住
持
し
て
、
あ
た
ゝ
か
に
衣
服
し
、
む
ま
く
飲
食
し
て
、
元
来
を
失
脚
し
侍
る
僧
の
為
に
、
古
徳
の
示
し

あ
る
を
見
る
に
、
檀
那
の
水
を
の
む
こ
と
を
得
ざ
れ
。
水
を
の
む
ハ
血
を
の
む
が
ご
と
し
。
阿
蘭
若
に
住

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
住
所
は
墓
を
守
が
ご
と
し
。
た
ゞ
何
ご
ゝ
ろ
な
く
住
持
し
侍
る
も
の
ハ
、
つ
か
を

守
り
て
血
を
の
む
も
の
ぞ
と
い
ふ
。
畏
る
べ
き
事
な
り
。
中
遊
山
玩
水
ハ
身
分
相
忚
す
。
も
の
見
と
い
ふ

ハ
、
見
物
の
事
な
り
。
人
の
す
る
や
う
に
、
こ
れ
を
た
の
し
み
侍
る
が
よ
し
。
よ
き
を
う
ら
や
む
こ
ゝ
ろ

あ
れ
バ
、
お
ご
り
を
か
さ
ね
侍
る
な
り
。
人
数
ほ
ど
の
わ
り
子
を
た
づ
さ
へ
、
こ
ゝ
ろ
し
づ
か
に
、
山
の

す
が
た
流
の
き
よ
き
を
、
花
鳥
風
月
の
自
然
と
、
こ
ゝ
ろ
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
趣
を
感
じ
入
る
ほ
ど
の
こ
ゝ

ろ
あ
れ
バ
、
何
と
な
く
、
や
さ
し
き
こ
ゝ
ろ
生
じ
侍
る
。 

 

唐 

盧
儲
挙
進
士
投
巻
謁
尚
書
李
翺
。
翺
置
文
巻
几
案
間
、
長
女
及
笄
閲
其
巻
、
謂
小
青
衣
曰
、
此
人

必
為
状
元
。
翺
乃
招
為
婿
、
明
年
果
首
唱
。
成
婚
之
夕
、
儲
作
催
粧
詩
曰
、
昔
年
曽
向
玉
京
遊
、
第
一
仙

人
許
状
頭
、
今
日
己
成
秦
晋
約
、
早
教
鸞
鳳
下
粧
楼
。 

 

李
翺
の
長
女
、
盧
儲
の
詩
及
文
を
見
て
、
其
侍
婢
に
い
ふ
。
此
人
か
な
ら
ず
状
元
た
ら
ん
。
其
言
を
父

の
李
翺
、
是
を
き
ゝ
其
意
を
感
得
し
、
す
な
ハ
ち
招
き
て
、
む
こ
と
し
侍
る
。
明
年
は
た
し
て
壮
元
の
首

唱
い
ち
ふ
て
な
り
。
此
女
も
よ
く
人
才
を
見
届
侍
る
。
小
青
衣
ハ
、
日
本
腰
も
と
な
ど
い
ふ
侍
女
な
り
。

文
才
を
一
と
し
て
、
容
陣
を
次
に
す
。
学
才
を
一
と
し
、
身
代
を
二
と
す
。
女
子
と
い
ふ
共
、
こ
の
こ
と

を
詳
に
す
。
是
が
文
国
の
風
儀
な
り
。
卓
王
孫
の
女
、
文
君
司
馬
相
如
が
学
才
に
め
で
ゝ
、
し
バ
ら
く
貧
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苦
を
堪
へ
侍
る
も
こ
れ
な
り
。 

文
武
と
い
ふ
と
き
に
、
文
ハ
文
バ
か
り
、
武
ハ
武
バ
か
り
と
、
人
に
決
し
た
る
こ
と
に
ハ
あ
ら
ず
。
文

武
ハ
鳥
の
両
翼
の
ご
と
し
と
い
ふ
。
そ
の
一
片
、
か
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。
む
か
し
の
名
高
き
名
将
勇
士
の

詩
あ
り
、
文
あ
り
。
み
な
今
に
伝
ハ
り
て
千
百
年
の
ゝ
ち
人
々
是
を
し
る
。
実
に
不
朽
の
盛
事
な
り
。 

一
年
三
百
六
十
日
の
日
数
ハ
、
多
き
や
う
な
れ
共
、
瞬
息
の
間
に
し
て
は
や
明
年
と
な
り
侍
る
。
し
か

ら
バ
、
五
十
年
百
年
と
ま
つ
ほ
ど
も
な
く
、
人
々
そ
の
寿
を
た
も
ち
得
べ
き
こ
と
に
、
百
歳
の
間
に
百
歳

の
人
あ
る
こ
と
を
見
ず
。
花
前
に
し
て
、
こ
ゝ
ち
よ
く
酔
る
こ
と
も
、
生
涯
の
間
に
い
か
ほ
ど
あ
る
こ
と

ぞ
。
酒
銭
を
ゝ
し
ま
ず
、
貧
し
き
こ
と
を
い
ハ
ず
し
て
、
は
る
の
は
な
を
た
の
し
み
て
、
よ
を
ゝ
も
し
ろ

く
過
し
、
は
づ
べ
き
道
理
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
あ
ら
バ
人
の
み
ち
に
た
が
ハ
ず
。
よ
く
よ
く
人
と
の
道
理
を
さ

と
り
侍
る
人
な
れ
バ
こ
そ
。 

人
々
怨
尤
の
二
字
ハ
免
る
べ
か
ら
ず
。
賢
愚
共
に
こ
れ
あ
る
べ
し
。
人
を
う
ら
み
つ
、
人
を
と
が
め
侍

る
。
喫
茶
喫
飯
の
間
も
た
ゞ
人
の
事
の
み
を
い
ふ
が
、
彼
も
か
く
、
此
も
か
く
と
、
家
々
人
々
黙
々
た
る

ハ
あ
る
ま
じ
。
た
ゞ
善
を
い
ふ
こ
と
を
こ
の
み
て
、
悪
を
い
ハ
ぬ
が
よ
し
と
決
定
す
べ
し
。
そ
の
善
悪
を

分
明
に
決
定
し
侍
る
を
、
殊
に
よ
し
と
定
む
べ
し
。
い
づ
れ
も
自
省
し
て
、
よ
き
を
慕
ひ
悪
を
あ
ら
た
む

る
こ
と
な
り
。
窮
し
て
ハ
、
猶
更
よ
を
恨
み
人
を
う
ら
む
る
や
う
に
、
こ
ゝ
ろ
ひ
が
み
て
、
我
バ
か
り
よ

き
に
い
か
な
る
ゆ
へ
に
、
貧
苦
に
せ
ま
り
侍
る
ぞ
。
ま
づ
し
か
る
べ
き
も
の
ハ
、
な
に
ゆ
え
ま
づ
し
か
ら

ぬ
ぞ
な
ど
ゝ
お
も
ふ
す
が
た
、
明
々
と
あ
ら
ハ
れ
侍
る
。
見
る
人
こ
れ
を
見
る
、
知
る
人
是
を
し
る
。
は

づ
べ
し
。 

文
士
に
し
て
徹
骨
の
貧
な
り
と
い
ふ
と
も
、
花
鳥
風
月
の
時
々
た
の
し
み
あ
る
に
、
詩
を
い
ゝ
、
う
た

を
い
ふ
ほ
ど
の
余
情
も
な
く
、
た
ゞ
貧
を
の
み
く
る
し
み
て
、
よ
を
う
ら
み
、
人
を
恨
み
て
天
理
も
人
理

も
わ
す
れ
は
て
侍
る
。
人
々
命
と
分
と
す
で
に
定
り
侍
る
を
、
露
程
も
是
を
省
せ
ず
、
な
に
と
な
く
こ
ゝ

ろ
み
だ
れ
、
た
ゞ
そ
の
い
か
り
の
け
し
き
の
み
。
人
々
是
を
見
て
、
是
を
畏
ち
慎
み
侍
る
な
ど
ハ
、
一
向

に
人
の
和
を
う
し
な
い
侍
る
が
、
い
よ

く
濫
し
て
、
い
よ

く
窮
す
と
い
ふ
に
な
り
は
て
侍
る
。
人
は

そ
の
時
そ
の
時
の
模
様
を
見
は
か
ら
い
、
自
身
は
自
身
、
こ
れ
を
救
ふ
も
の
ぞ
と
こ
ゝ
ろ
へ
、
そ
の
貧
苦

の
骨
に
徹
せ
ざ
る
や
う
に
こ
ゝ
ろ
へ
あ
る
べ
し
。 

 

人
も
ほ
と
け
、
あ
み
だ
も
ほ
と
け
、
し
や
か
も
ま
た
、
人
の
ほ
と
け
ぞ
、
名
づ
け
て
あ
け
る
、
人
の
品
数

と
あ
れ
ど
、
み
な
人
の
人
の
な
か
に
て
、
人
ハ
さ
だ
ま
る
。 

  

こ
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
平
野
翠
氏
（
奈
良
大
学
非
常
勤
講
師
）
の
御
教
示
を
受
け
た
。 
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加
藤
景
範
著 

『暇
日
筆
記
』翻
刻 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
庙
立
中
央
図
書
館 

読
書
支
援
課 

 

佐
藤
敏
江 

は
じ
め
に 

底
本
は
大
阪
庙
立
中
之
島
図
書
館
蔵 

（甲
和
一
三
一
一
） 

加
藤
景
範
筆 

一
冊
（二
四
、
六×

一
七
、
一
ｃ
ｍ
）  

 

表
紙
表
裏
各
一
、
本
文
二
二
、
白
紙
二
丁 

江
戸
時
代
後
期
の
大
阪
で
旧
派
歌
人
の
流
れ
を
引
き
、
代
々
歌
道
を
教
授
し
た
二
家
の
内
の
一
つ
が
加
藤
家

で
あ
る
が
、
加
藤
家
が
そ
の
地
位
を
し
め
る
に
至
っ
た
の
は
加
藤
景
範
の
代
で
あ
る
。 

加
藤
景
範
は
、
江
戸
時
代
の
歌
人
・和
学
者
。
近
世
の
大
坂
で
い
う
と
こ
ろ
の
町
人
学
者
で
あ
る
。 

父
親
の
影
響
で
幼
時
か
ら
和
歌
に
親
し
み
、
烏
丸
光
栄
門
下
の
松
井
政
豊
に
師
事
、
ま
た
懐
徳
堂
に
学
び
、

後
学
为
の
三
宅
春
楼
・中
井
竹
山
に
協
力
し
て
懐
徳
堂
の
最
盛
期
を
築
い
た
。 

ま
た
和
歌
・和
学
で
名
声
を
高
め
、
歌
道
を
門
人
に
教
授
し
た
他
、
著
作
に
励
ん
だ
。
著
作
物
は
、
雑
学
的
な

傾
向
が
強
く
、
多
数
に
及
ぶ
。
（
加
藤
景
範
に
つ
い
て
は
、
多
治
比
郁
夫
氏
に
よ
る
当
館
紀
要
第
八
号
、
『
京
阪

文
藝
史
料
第
二
巻
』
「加
藤
景
範
年
譜
」に
詳
し
い
） 

『
暇
日
筆
記
』
は
平
成
一
九
年
度
に
収
集
し
た
加
藤
景
範
の
自
筆
資
料
で
あ
る
が
、
か
つ
て
、
大
阪
に
お
け
る

古
書
店
の
老
舗
で
あ
っ
た
鹿
田
松
雲
堂
の
『
古
典
聚
目
』
八
四
号
（
大
正
五
年
一
〇
月
）
の
写
本
国
書
の
項
に
、

「『暇
日
筆
記
』浪
花 

加
藤
景
範
自
筆 

随
筆
稿
仮
冊 

一
冊
」と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。 

景
範
が
耳
に
し
た
雑
多
な
巷
間
の
噂
話
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、
作
品
と
し
て
の
完
成
度
は
低
い
が
、
各
所
に

書
き
直
し
が
み
ら
れ
、
推
敲
の
跡
が
窺
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

尚
、
中
之
島
図
書
館
で
は
、
こ
の
作
品
以
外
に
も
、
景
範
『森
銑
三
著
作
集
九
巻
』
「金
蘭
斎
」の
冒
頭
で
「た
い

へん
よ
い
も
の
」と
紹
介
さ
れ
た
手
稿
本
『間
思
随
筆
』を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
（本
館
紀
要

一
二
号
に
多
治
比
郁
夫
氏
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
た
後
、
『日
本
随
筆
大
成
五
巻
』に
も
翻
刻
） 

  

    

  

表紙 

８丁裏～９丁表 

14 丁裏～15 丁表 
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中
之
島
図
書
館
所
蔵
加
藤
景
範
著
作
物 

「間
思
随
筆
」
（手
稿
） 

「教
訓
十
五
條
」
（烏
丸
光
栄
著 

加
藤
景
範
注
・筆
） 

「竹
葉
露
」
（手
稿
）加
藤
景
範
／
中
井
竹
山
／
履
軒
各
自
筆 

「竹
葉
露
」
（手
稿
） 

「何
世
話
」
（写
） 

「國
雅
管
窺
」 

「蔵
山
集
」 

懐
徳
堂
・関
西
大
学
・大
阪
市
立
大
学
等
他
機
関
で
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
複
製
（１
９
点
） 

凡
例 

収
載
に
あ
た
っ
て
は
底
本
の
形
を
尊
重
し
、
修
正
の
部
分
な
ど
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 

加
筆
さ
れ
た
文
章
は
青
字
で
表
示
し
た
。 

異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

句
読
点
な
ど
は
適
宜
こ
れ
を
施
し
た
。 

解
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
表
示
し
た
。 

確
定
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
（ヵ
）を
付
し
て
表
示
し
た
。 

訂
正
の
部
分
は
取
り
消
し
線
を
引
き
、
右
側
に
小
字
で
表
示
し
た
。 

 

暇
日
筆
記 

宝
暦
乙
亥
春 

□
□
□
□
□ 

五
□
□ 

 

□
□ 

珍 

加
藤
景
範
疇
手
稿
本 

暇
日
筆
記 

○
鍋
釜
な
と
の
い
か
け
し
て
よ
を
わ
た
る
お
の
こ
、
松
嶋
の
ほ
と
り
に
て 

磯
近
き
あ
ま
の
苫
や
の
烟
に
て
名
に
こ
そ
た
て
れ
塩
か
ま
の
う
ら 

○
あ
る
士
瞽
者
を
ゐ
て
、
さ
ら
し
な
の
月
見
に
ま
か
り
け
り
。
月
出
る
程
い
た
く
め
て
ゝ
、
哥
は
い
て
す
や
と
瞽

者
に
い
ひ
け
れ
は 

わ
か
心
な
く
さ
め
か
ね
つ
更
科
や
姨
棄
山
に
澄
月
を
み
て 

と
す
し
け
り
。
そ
れ
は
古
哥
也
と
い
ひ
け
れ
は
、
そ
の
月
を
み
て
の
へも
し
、
留
り
て
わ
か
に
す
ん
と
い
ひ
け
り
。 

○
伊
豫
の
大
洲
し
ろ
し
め
す
遠
江
の
守
加
藤
の
き
み
、
鎗
の
術
に
て
な
ら
ふ
人
も
な
か
り
し
か
、
み
つ
か
ら
猶
心
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ゆ
か
ぬ
事
あ
り
と
思
し
召
け
る
。
其
頃
蟠
渓
和
尚
に
逢
給
て
、
ふ
と
鎗
の
事
語
り
出
給
ふ
に
、
和
尚
笑
て
さ
こ

そ
思
す
ら
ん
。
つ
く

〱
君
の
や
う
を
み
侍
る
に
猶
予
の
究
ぬ
所
あ
り
。
い
さ
心
み
給
へ
と
て
、
か
た
み
に
扇
を

わ
か
前
に
置
て
、
聲
を
か
は
し
て
ひ
と
し
く
あ
ふ
き
み
給
へと
て
、
や
と
い
ふ
聲
と
ゝ
も
に
取
あ
く
る
に
、
君
は
取

て
開
き
給
ふ
に
、
和
尚
は
す
て
に
十
度
あ
ふ
か
れ
た
り
。
又
鎗
に
て
つ
き
て
み
給
へと
て
立
あ
ひ
給
ふ
に
、
わ
さ
の

か
き
り
尽
し
給
ふ
を
、
扇
に
て
あ
ひ
し
ら
ひ
て
一
度
も
身
に
う
け
す
。
わ
れ
此
わ
さ
露
弁
へ
侍
ら
ね
と
、
受
は
ら

ふ
程
い
と
い
と
ま
多
し
と
い
へる
と
そ
。 

○
上
野
下
野
改
か
み
つ
け
し
も
つ
け
と
よ
む
は
、
草
を
毛
と
い
ふ
よ
り
。
野
は
草
の
生
る
な
れ
は
、
野
の
多
き
か

草
の
よ
く
生
る
か
の
心
に
て
、
け
の
国
と
言
な
る
へし
。 

○
大
石
良
雄
の
山
科
に
お
は
す
程
、
内
人
は
安
藝
の
国
に
あ
つ
け
置
れ
け
り
。
ね
た
み
心
あ
る
人
也
け
る
。
あ
る

時
良
雄
の
方
よ
り
白
き
帛
を
や
り
て
、
衣
に
縫
て
よ
と
い
ひ
お
く
ら
れ
し
に
、
其
比
良
雄
の
妾
に
か
る
と
い
ふ
女

有
。
内
人
こ
れ
や
少
し
ね
た
か
り
け
ん
、
そ
な
た
に
て
か
る
に
こ
そ
ぬ
は
す
給
ふ
へけ
れ
と
て
返
し
遣
は
す
り
。
其

後
い
く
ほ
と
な
く
復
仇
事
遂
給
り
。
か
の
衣
は
其
際
の
れ
う
と
し
ら
れ
ぬ
。
内
人
こ
よ
な
う
悲
し
み
て
、
露
さ
る

心
つ
き
た
ら
ま
し
か
は
、
さ
る
む
ら
い
の
わ
さ
は
す
ま
し
き
物
を
、
死
す
と
も
此
う
ら
み
は
る
へ
き
か
は
と
な
け

き
思
し
け
る
と
な
ん
。
其
き
わ
め

に

用

衣へ
き

を
内
人
の
手
に
ぬ
は
す
ん
と
思
し
け
る
は
、
い
と
ふ
か
き
心
有
け
め
と
心
あ

る
し
れ
る
人
の
ほ
め
け
る
と
そ
。 

○
わ
か
き
男
労
症
の
や
う
に
て
薬
治
す
れ
と
し
る
し
な
か
り
し
か
は
、
く
す
し
の
手
を
は
な
れ
て
、
日
こ
と
に
そ

こ
と
な
く
あ
そ
ひ
あ
り
き
し
に
、
坊
間
に
て
大
な
る
布
袋
の
木
像
を
み
て
出
た
り
。
妙
工
の
作
に
や
有
け
ん
。
ゑ

め
る
顔
の
い
ひ
し
ら
す
お
か
し
く
覚
え
て
買
取
て
も
て
帰
り
け
る
。
あ
か
ら
め
も
す
す
打
向
ひ
を
る
に
、
何
と
な

く
心
地
よ
け
に
打
ゑ
ま
れ
て
い
つ
し
か
少
し
も
な
や
ま
し
け
な
る
時
は
、
か
の
顔
を
み
れ
は
、
と
み
に
さ
は
や
く

心
ち
し
け
り
。
か
く
す
る
程
に
い
つ
と
な
く
す
く
よ
か
に
成
に
け
る
と
な
ん
。 

○
道
行
人
の
中
に
、
ふ
と
た
れ
に
か
よ
く
お
ほ
え
た
る
と
思
ふ
人
あ
り
。
其
人
は
た
れ
に
か
と
思
出
る
に
、
親
し

く
物
言
し
に
も
あ
ら
て
打
み
し
り
た
る
計
の
人
也
。
ま
こ
と
や
、
其
人
此
比
み
さ
り
け
り
と
思
ふ
も
、
思
へ
ば
久

し
く
成
に
た
り
。
○

年
の
程
を
思は

か

ふる

に
、
今
は
お
さ

（
マ
マ
）

〱
な
く
成
に
け
ん
よ
と
思お

ふ
に

ほ
え

て

す
ゝ
ろ
に
物
あ
は
れ
也
。 

○
近
き
世
よ
り
、
伊
豆
の
海
に
鯛
か
渕
と
名
付
る
所
あ
り
。
海
の
底
に
い
と
大
き
な
る
岩
あ
な
に
て
、
其
中
に
あ

る
あ
は
ひ
は
こ
と
方
の
に
ま
さ
り
て
、
其
あ
た
り
に
は
め
て
た
き
物
の
数
に
す
め
り
。
い
と
多
か
れ
と
、
と
り
う
る

事
ま
れ
也
。
い
か
に
と
な
れ
は
、
其
穴
の
中
は
い
と
ひ
ろ

〱
と
し
た
る
か
に
、
え
も
い
は
す
大
き
な
る
鯛
一
ツ
あ

り
。
其
鯛
の
お
く
の
方
に
向
ひ
た
る
ひ
ま
を
う
か
ゝ
ひ
て
、
そ
と
入
て
と
る
也
。
も
し
は
か
り
た
か
へ
ぬ
れ
は
、
其

鯛
に
の
ま
る
ゝ
と
也
。
か
の
鯛
小
き
程
其
中
へ
入
て
あ
る
ま
ゝ
に
大
き
に
成
て
年
へた
る
か
、
今
は
其
穴
を
出
得
ぬ

成
へし
と
其
浦
の
あ
ま
の
か
た
り
け
る
と
な
ん
。 

○
二
条
京
極
の
あ
た
り
に
、
大
石
良
雄
の
妾
あ
り
け
り
。
良
雄
あ
す
関
東
へう
ち
立

お

も

む

なか

ん
と
す
る
よ
ひ
の
日
、
か
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の
妾
の
か
り
行
れ
け
る
に
、
打
み
る
よ
り
、
あ
な
心
得
す
。
君
の
お
も
ゝ
ち
常
な
ら
す
。
何
事
の
お
は
す
に
や
と

と
ふ
。
良
雄
さ
ら
ぬ
さ
ま
に
て
、
此
比
い
さ
ゝ
か
心
地
あ
し
か
り
つ
る
。
け
に
や
と
ま
き
ら
は
し
て
酒
打
の
み
、
琴

ひ
き
よ
す
少
し
か
き
合
す
る
に
、
妾
大
き
に
驚
て
さ
り
や
た
ゝ
な
ら
ぬ
御
け
し
き
と
み
し
か
、
今
の
し
ら
への
か
は

り
け
る
事
よ
。
君
か
り
初
の
事
に
さ
し
も
遊
る
き
給
ひ
な
ん
や
。
こ
は
大
事
の
出
来
に
け
る
に
こ
そ
、
さ
計
の
事
、

今
ま
て
露
も
ら
し
給
は
ぬ
は
、
御
つ
ゝ
し
み
の
深
き
な
め
り
な
。
け
に
御
こ
と
は
り
と
思
給
へ
な
か
ら
、
か
つ
う
ら

み
な
きく

に
し
も
え
あ
ら
す
。
何
事
に
ま
れ
、
ほ
の
か
す
め
給
へ
と
か
こ
ち
け
れ
は
、
良
雄
今
は
つ
ゝ
む
も
い
と
ひ
ん

な
き
心
ち
し
て
、
あ
る
や
う
ほ
き
こ
え
た
り
。
妾
い
と
嬉
し
と
涙
落
し
て
、
や
か
て

を

ら

外
に
出
た
り
。
其
さ
ま
な
と

や
ら
ん
。
心
得
ぬ
さ
ま
成
け
れ
は
、
よ
ひ
け
れ
と
い
ら
へも
す
す
。
あ
や
し
と
出
て
求
る
に
、
大
き
な
る
松
の
枝
に

か
ゝ
り
て
く
ひ
れ
死
し
け
り
。
こ
は
な
そ
や
と
い
た
き
お
ろ
し
、
心
の
限
り
尽
さ
れ
と
し
る
し
な
し
。
や
か
て
か
れ

か
父
を
め
し
て
、
た
ゝ
何
の
故
と
も
知
ら
ぬ
よ
し
す
う
ら
み
か
ほ
に
み
え
し
か
、
さ
る
事
あ
ら
ん
と
も
は
か
け
て

も
し
ら
す
。
今
は
す
ん
す
へな
し
。
日
比
う
ら
な
く
も
の
し
つ
る
物
を
、
何
の
う
ら
む
る
ふ
し
を
も
あ
か
さ
て
か
く

は
し
つ
る
な
ら
ん
さと

は
い

き

こ

へえ

とけ

れ
は
、
翁
か
し
ら
ふ
り
て
、
か
れ
日
比
君
を
神
た
う
と
み
て
あ
り
し
物
を
、
た
と
ひ

ふ
と
恨
る
筋
あ
り
と
て
。
か
ゝ
る
わ
さ
す
へ
き
に
あ
ら
す
。
こ
は
な
へ
て
な
ら
む
事
も
こ
そ
出
来
つ
る
な
め
れ
。
む

す
め
は
君
に
奉
り
た
れ
は
死
す
と
も
い
か
に
か
す
ん
。
唯
其
事
を
つ
ゝ
み
給
ふ
か
、
心
に
か
ゝ
り
侍
る
と
言
。
良
雄

も
胸
ふ
た
か
り
て
、
猶
か
く
し
た
ら
ん
は
中
〻
あ
し
か
り
な
ん
と
、
残
り
な
く
か
た
り
聞
え
た
り
。
翁
さ
そ
と
よ

ろ
こ
ひ
て
、
か
れ
お
の
こ
な
ら
ま
し
か
は
い
つ
こ
迄
も
後
れ
侍
ら
ん
や
、
女
の
す
へ
き
や
う
な
く
、
は
た
を
の
れ
か

口
よ
り
も
れ
な
ん
事
も
こ
そ
と
君
か
お
ほ
さ
ん
も
心
く
る
し
さ
に
、
御
心
落
為
さ
す
ん
と
て
、
さ
は
し
つ
る
な
め

れ
。
さ
る
上
は
を
の
れ
も
年
比
御
恵
う
け
つ
る
身
な
れ
は
、
娘
の
か
は
り
に
御
供
す
ま
し
の
数
に
ゆ
る
し
給
は
ヽ

此
世
の
思
出
な
ら
ん
と
す
ち
に
ね
か
ひ
け
れ
は
、
良
雄
さ
し
も
心
の
そ
こ
み
つ
る
上
は
倶
し
て
下
ら
ま
ほ
し
け
れ

と
、
し
か

〱
事
定
ぬ
る
上
に
、
又
人汝

を
加
へた
ら
ん
は
、
人
々
の
思
は
ん
所
も
い
か
に
そ
や
、
覚
束
な
け
れ
は
、

唯
か
れ
か
あ
と
後
の
わ
さ
、
ね
も
こ
ろ
に
い
と
な
み
む
へし
。
そ
も
わ
か
す
へき
事
な
る
を
、
汝
に
か
は
り
て
よ
く
つ

と
め
よ
と
さ
と
さ
れ
け
れ
は
、
翁
と
か
く
思
く
れ
て
な
く

〱
帰
り
け
る
と
そ
。 

○
野
會
盡
（ヵ
）
と
い
ふ
は
陽
煖
（
ヵ
）
の
義
に
は
あ
ら
て
、
や
ま
と
の
訓
にを

雅漢

字
をに

て

さ
る
へ
き
き
文
字
に
あ
て
た
る

な
る
へし
。 

○
大
坂
舟
越
丁

浮

談

不

可

に 記

八
百
や
あ
り
。
一
人
の
子
あ
り
。
名
を
音
と
い
ふ
。
い
と
わ
ろ
者
に
て
親
を
苦
し
め
、
人
を
あ

さ
む
き
、
さ
ま

〱
よ
か
ら
ぬ
事
の
み
つ
も
り
け
れ
は
、
後
は
公
の
戒
を
受
、
終
に
は
父
母
ま
て
罪
を
得
て
か
ら

き
め
や
み
ん
と
お
そ
れ
つ
き
て
け
れ
は
、
な
く

〱
公
に
出
て
親
子
の
義
を
絶
て
お
ひ
は
な
ち
ぬ
。
其
際
に
、
母

陰
に
い
ま
し
め
て
、
汝
心
と
か
ゝ
る
う
き
め
を
み
る
。
露
悔
る
心
あ
ら
は
吾
一
言
を
き
け
、
今
よ
り
い
か
に
は
ふ

れ
ま
よ
ふ
と
も
盗
を
は
か
ま
つ
て
す
へ
か
ら
す
。
大
坂
に
あ
ら
ん
限
り
は
ひ
そ
か
に
あ
り
所
を
吾
に
告
よ
。
思
ふ

心
あ
り
と
い
ふ
。
其
後
あ
り
所
き
ゝ
て
折
々
徃
て
銭
を
袖
に
し
て
行
て
あ
た
へけ
る
か
、
い
く
ほ
と
な
く
其
所
を
も
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去
て
、
い
つ
ち
行
て
ん
し
ら
す
成
け
り
。
程
へ
て
親
の
家
近
き
所
へ盗
三
人
来
り
。
其
为
を
の
男
を
き
り
、
物
と
り

て
帰
り
け
る
か
中
に
、
や
か
て
あ
く
る
朝
と
ら
は
れ
て
、
罪
重
し
と
て
き
ら
れ
て
梟
首
す
ら
れ
け
る
。
人
見
知
て

其
中
の
一
ツ
は
か
の
音
な
る
者
其
中
也
と
い
ひ
あ
へり
。
親
き
ゝ
て
や
か
て
行
み
る
に
、
ま
か
ふ
へく
も
な
き
わ
か

し

子

也
。
浅
ま
し
と
く
れ
ま
と
ひ
て
、
三
日
過
て
其
首
を
求
め
つ
く

〱
み
る
に
、
左
の
耳
の
下
の
ほ
く
ろ
猶
ま
か
ふ
へ

く
も
な
き
し
る
し
也
け
れ
は
、
な
く

〱
寺
に
も
て
行
て
埋
み
、
後
の
わ
さ
し
け
り
。
其
明
の
年
江
戸
よ
り
と
て
、

か
の
八
百
や
へ
文
も
て

な

き
た
る

け

い
れ
た
る
者
あ
り
。
と
り
て
み
れ
は
、
か
の
音
か
も
と
よ
り
の
文
也
。
い
と
奇
し
と

み
な
か
ら
開
き
て
み
る
に
、
は
な
た
れ
し
後
母
の
一
言
す
ん
す
へ
な
く
て
江
戸
に
下
り
、
薩
摩
の
君
の
下
部
の
数

に
入
て
日
を
送
り
し
程
、
庖
丁
の
わ
さ
よ
く
す
と
し
ら
れ
て
、
今
は
く
り
や
の
を
つ
と
む
る
め
て
侍
る
。
さ
て
も

年
比
の
過
思
ふ
に
や
る
方
な
く
悲
し
く
侍
る
。
罪
ゆ
る
し
給
は
ら
は
立
帰
り
、
い
さ
ゝ
か
も
と
の
罪
あ
か
な
ふ
計

の
つ
か
へ
を
た
に
す
ま
ほ
し
と
あ
り
。
父
も
母
も
露
あ
や
し
と
も
、
思
は
す
是
は
盗
の
か
ま
へ
な
め
り
。
遠
か
ら
ぬ

程
に
あ
や
し
き
事
も
そ
あ
ら
ん
、
心
ゆ
る
す
な
と
い
ひ
を
れ
り
。
二
年
過
て
の
春
、
よ
ひ
の
間
に
ふ
と
入
来
る
者

あ
り
。
た
れ
そ
と
み
る
に
か
の
音
也
。
こ
は
い
か
に
そ
、
夢
に
や
、
こ
た
ま
の
わ
さ
に
や
と
、
か
つ
は
あ
や
し
み
は
た

お
そ
ろる

し
。
音
は
物
を
も
い
は
す
た
ゝ
う
つ
ふ
し
て
泣
、
や
ゝ
あ
り
て
あ
り
し
事
つ
ふ
さ
に
語
る
。
父
母
も
何
と
も

思
ひ
わ
か
す
な
か
ら
あ
る
や
う
い
ひ
て
、
つ
らく

〱
み
、
つ
く

〱
き
ゝ
、
な
て
み
さ
す
り
み
、
其
夜
あ
け
み
る

ま
ゝ
に
う
た
か
ふ
へく
も
な
し
。
人
に
も
語
ら
す
猶
忍
は
す
て
明
て
み
暮
て
み
こ
ゝ
ろ
み
し
。
か
く
て
是
真
の
音
也

け
れ
は
に
て
心
さ
ま
は
あ
り
し
に
引
か
へ
て
心
さ
ま
ま
め
成
を
の
こ
に
成
け
る
と
そ
、
う
れ
し
と
は
更
也
。
此
比

人
に
も
語
り
相
知
方
へも
つ
れ 

○
一
人
の
博
徒
あ
り
。
父
す
ち
に
う
れ
へて
い
か
に
い
ま
し
め
き
こ
ゆ
れ
と
う
け
い
れ

や

ま

す

す
、
父
の
友
に
ま
め
人
あ
り

け
る
をに

、
父
、
子
の
事
を
す
ち
に
た
の
み
け
り
。
其
よ
り
か
の
男
か
よ
な

〱
出
行
比
を
か
う
か
へて
、
忍
ひ
て〱
後

に
つ
き
て
、
男
か
入
る
家
の
外
に
立
て
、
暁
帰
る
に
又
つ
き
て
そ
れ
か
家
迄
見
送
り
け
る
。
月
日
重
ね
て
か
く
し

け
る
か
、
後
か
の
男
ふ
と
心
付
て
こ
ゝ
ろ
む
る
に
や
む
事
な
し
。
い
と
あ
や
し
□く

□
て
足
と
く
引
か
へ
し
み
れ
は
、

か
の
父
の
友
也
。
驚
き
て
其
ゆ
へ
を
と
ひ
け
れ
は
、
其
事
よ
汝
か
博
好
む
事
い
か
に
す
れ
と
も
止
す
。
父
い
た
く

う
れ
へ
て
わ
れ
に
よ
す
聞
へ
た
り
。
こ
れ
は
博
す
る
は
今
は
や
む
る
□
を
や
め
さ
す
よ
と
に
は
あ
ら
す
。
汝
必
博

徒
の
交
ら
ひ
に
争
し
出
て
い
か
な
る
あ
や
ま
ち
を
か
し
出
ん
す
ら
ん
。
そ
れ
を
心
そ
え
よ
と
の也

。
吾
汝
か
父
と
年

を
忘
る
ゝ
の
友
也
。
父
齢
た
か
く
、
今
は
い
く
ほ
（
ヵ
）
と
も
あ
ら
ぬ
に
さ
る
う
れ
へ
い
た
き
た
る
。
い
と
哀
に
す
て

か
た
く
て
、
い
た
く
な
な
け
き
そ
。
わ
れ
よ
く
守
り
て
ん
と
、
う
け
お
ひ
ぬ
。
さ
る
そ
れ
よ
り
か
く
は
つ
き
ま
と
ふ

也
ひ
て
、
い
つ
こ
に
ま
れ
、
争
ひ
な
と
の
お
と
き
こ
へは
や
か
て
引
帰
ら
ん
物
を
と
思
ふ
也
と
い
ひ
け
れ
は
、
か
の
男

大
に
感
じ
、
と
み
に
夢
の
さ
む
る
心
地
し
て
博
を
も
や
め
心
を
改
め
け
る
を
な
ん
。 

○
榊
原
の
君
姫
路
播
州
を
越
後
へ
貶
す
ら
れ
給
ひ
し
。
罪
状
七
ツ
あ
り
。
其
中一

ツ

に
書
写
の
僧
正
に
道
に
遇
給
ひ
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し
時
、
僧
正
こ
し
に
の
り
な
か
ら
行
れ
し
を
怒
り
て
、
先
を
と
ゝ
め
、
こ
し
よ
り
引
お
ろ
さ
す
ら
れ
し
事
あ
り
と

な
ん
。
又
い
つ
の
比
に
か
松
平
出
羽
の
君
か
り
た
ち
出
さ
す
給
ひ
し
時
、
大
社
の
さ
う

国

国祖

北
嶋
イ
ン
ゲ
両
家
ア
リ
イ
ツ

レ
ナ
リ
ケ
ン
こ
し
ゝ
て
遥
の
向
ふ
を
通
ら
れ
し
か
、
君
の
あ
と
よ
り
い
た
り
給
ふ
をと

も

し
ら
す
や
有
け
ん
。
の
り
な
か
ら

さ
ら
ぬ
さ
ま
に
て
行
れ
し
を
、
君
怒
り
給
ひ
て
か
れ
は
さ
う

国

こ
く

祖

と
覚
ゆ
。
な
と
わ
か
さ
き
の
り
は
す
る
そ
。
か

れ
引
お
ろ
し
てす

と
の
り
給
へ
は
、
従
者
廿
人
計
や
つ
て
か
け
出
た
り
。
其
時
近
う
ま
い
り
け
る
何
か
し
と
か
い
ふ
わ

か
人
君
の
前
に
つ
と
出
て
、
下
部
の
や
つ
こ
は
や
り
て
あ
や
ま
ち
をも

そ
あ
ら
ん
。
を
の
れ
に
仰う

付
給

け

給

へは

とり

い
ふ
候

は
ゝ
や
と
こ
ふ
。
さ
は
そ
く
ゆ
け
と
の
給
ふ
。
や
か
て
は
り

［マ
マ
）

り
出
し
先
にの

者
と
も
め
し
あ
り
と
て
皆
返
し
、
唯
一

人
追
か
け
さ
う

国

こ
く

祖

の
す
さ
の
中
つ
と
か
け
ぬ
け
、
や
ゝ
と
い
ひ
て
こ
し
に
手
を
か
け
し
か
、
い
か
ゝ
し
け
ん
あ
を

の
け
に
そ
り
た
ふ
れ
ぬ
。
こ
は
何
者
そ
、
い
か
な
る
ゆ
へに
や
と
、
す
さ
と
も
驚
き
さ
は
け
と
、
も
の
を
も
い
は
す
。

こ
は
故
こ
そ
あ
ら
め
、
た
ゝ
と
く
ゆ
け
や
と
て
は
る
か
に
行
過
に
け
り
。
や
ゝ
有
て
君
い
た
り
給
ふ
に
先
お
ふ
者
驚

て
、
こ
は
な
そ
、
何
か
し
よ
、
そ
れ
か
し
よ
と
呼
け
る
に
、
か
の

辛

者う

心
つ
き
て

し

て

目
を
開
き
た
り
。
君
い
か
に
そ
い
か
に

と
問
給
ふ
。
や
う

〱
起
あ
か
り
て
、
あ
や
し
き
事
に
侍
る
□
哉
。
を
の
れ
さ
う
国
の
の
り
も
の
に
手
を
か
け
引

お
ろ
さ
ん
と
す
し
程
□
く
ら
目
く
れ
心
地
ま
と
ひ
し
か
、
さ
る
後
は
物
も
覚
え
侍
ら
す
と
か
し
こ
ま
り
い
ふ
。
君

あ
き
れ
給
へ
る
気
色
に
て
、
さ
う
こ
く
は
神
の
た
す
け
も
そ
付
く
に
み
た
り
に
を
か
す
へ
か
ら
す
と
の
給
ひ
て
怒

も
こ
ゝ
に
と
け
に
け
り
。
長
な
る
人
か
れ
か
心
も
ち
ひ
を
は
か
り
し
り
、
ひ
そ
か
に
感
し
其
事
と
な
く
君
に
す
ゝ

め
ね
か
へ給
へり
と
な
ん
。 

○
藤
堂
の
御
家
に
い
か
者
に
次
郎
衛
門
事と

い
ふ
人
有
。忍

の
わ
さ
す
る
者
を

伊
賀
衆
甲
賀
衆
ト
言 

と
り
者
の
上
手
也
け
り
。
同
じ
御
家
に
重
き

罪
人
有
け
る
か
、
事
あ
ら
わ
れ
ん
と
す
し
時
、
い
つ
ち
へ
か
迯
か
く
れ
け
ん
。
の
こ
る
方
な
く
も
と
め
さ
す
ら
れ
け

れ
と
し
れ
す
。
後
に
そ
れ
の
や
か
た
に
か
く
れ
を
る
と
告
る
者
あ
り
。
や
か
て
使
を
遣
は
し
、
か
の
者
さ
る
罪
あ

り
。
さ
て
置
か
た
け
れ
は
、
罪
な
□は

ん
と
す
。
引
出
し
給
は
り
け
ん
と
書
送
り
給
ひ
け
れ
は
、
さ
し
も
聞
定
め
給

へ
る
上
は
隠
す
へ
き
に
あ
ら
す
。
さ
れ
と
罪
あ
れ
は
こ
そ
吾
陰
に
を
頼
み
来
り

よ

り

候
な
れ
は
、
無
下
に
わ
た
し
参
ら

す
ん
も
あ
ま
り
に
い
ひ
か
ひ
な
く
、
二
日
（ヵ
）得
し
も
参
ら
す
ま
し
く
候
、
た
ゝ
同
じ
く
は
罪
な
た
め
給
て
ん
こ
そ

な
た
ら
か
に
候
へ
と
て
、
う
け
ひ
く
へ
う
も
あ
ら
す
。
つ
ゐ
に
公
に
訴
ぬ
れ
は
、
公
よ
り
出
し
や
る
へ
き
御
命
下
り

け
り
。
さ
る
上
は
そ
む
く
へき
に
あ
ら
す
と
て
、
日
を
定
め
て
其
所
ま
て
お
く
り
出
す
へし
。
と
り
て
を
出
さ
れ

さ
る
へ
し

と

い
ひ
送
ら
れ
け
り
。
さ
て
、
か
の
者
に
あ
る
や
う
さ
と
し
聞
え
し
ら
さ
て
い
か
に
も
し
て
き
り
ぬ
け
迯
へ
し
。
こ
な

た
よ
り
も
心
を
添
て
ん
と
い
ひ
け
れ
は
、
か
の
者
お
こ
の
剣
術
し
れ
者
な
れ
は
、
心
得
候
と
う
け
か
ひ
ぬ
。
こ
な
た

に
も
、
こ
た
み
の
と
り
も
の
は
い
と
晴
の
わ
さ
也
。
心
ゆ
る
み
し
て
は
か
ら
れ
た
ら
ん
恥
也
と
て
、
次
郎
右
衛
門

を
初
め
覚
え
の
者
御
迎
出
た
り
。
あ
す
と
い
ふ
こ
よ
ひ
、
か
の
次
郎
右
衛
門
か
ひ
く
れ
に
み
え
す
。
こ
は
な
そ
、
か

れ
を
こ
そ
た
れ
も

〱
た
の
み
思
ひ
つ
る
に
と
い
ふ
も
有
。
お
く
し
て
の
か
れ
た
る
な
と
そ
し
る
も
あ
り
。
君
も

大
に
怒
り
給
へと
、
更
に
今
す
ん
す
へも
な
し
。
夜
待
ぬ
れ
は
彼
所
に
皆
至
る
。
む
か
ふ
の
方
よ
り
も
彼
者
を
具
し
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て
来
る
□
方
よ
り
聲
を
か
け
く
る
程
こ
そ
あ
れ
。
あ
は
や
今
と
ら
は
れ
や
す
ん
、
し
そ
ん
し
て
に
か
し
や
す
ん
と

手
に
汗
す
へ
し
。
む
か
ふ
よ
り
聲
を
か
け
、
か
の
者
を
引
出
か
と
み
し
か
、
う
し
ろ
よ
り
と
ら
へつ
と
聲
か
け
て
□

ふ
を
、
縄
を
か
け
事
な
く
引
立
た
る
者
を
み
れ
は
、
次
郎
右
衛
門
也
。
こ
は
い
つ
こ
よ
り
出
け
り
と
け
り

（
マ
マ
）

と
も
み

え
す
。
た
ゝ
鬼
神
の
わ
さ
と
舌
ふ
る
ひ
す
ぬ
は
な
し
。
や
か
て
引
返
り
君
に
し
か
聞
え
上
け
れ
は
、
か
つ
驚
き
、
か

つ
よ
ろ
こ
ひ
給
て
、
い
か
な
る
か
ま
え
そ
と
問
給
へ
は
、
此
比
忍
ひ
て
さ
き
の
あ
な
ゐ
を
う
か
ゝ
ひ
つ
る
に
、
し
か

〱
い
ひ
合
す
ぬ
。
さ
る
は
た
ゝ
に
と
ら
へ
か
へ
て
も
あ
ら
ね
は
、
む
か
ふ
の
人
数
の
内
へ
か
く
れ
て
、
か
く
は
は
か

り
し
ぬ
と
い
ひ
け
る
と
そ
。 

○
紀
州
社
宮
の
湊
の
川
一
年
二
年
計
かに

程可

ニ至

一
夜
の
間
に
川
の
底
高
く
上
る
事
あ
り
。
其
さ
ま
堤
を
つ
き
上
た

ら
ん
や
う
也
。
あ
は
ひ
四
懸
計
か
程
也
。
あ
る
は
五
六
日
十
日
計
も
さ
て
あ
る
と
也
。
其
間
は
水
は
地
の
下
を

く
ゝ
り
流
る
ゝ
也
。
よ
し
の
河
の
水
上
に
も
さ
る
所
有
と
也
。 

○
賀か

ゝ

守
大
久
保
矦
の
御
家
に
桃
井
平
四
郎
武
田
十
郎
衛
門
と
て
鎗
の
上
手
あ
り
。
桃
井
は
す
や
り
、
武
田
は

十
文
字
や
り
也
。
武
田
の
門
人
、
武
田
に
す
や
り
十
文
字
の
利
不
利
を
問
け
る
に
、
武
田
言
、
い
つ
れ
も
其
利

あ
る
中
に
、
物
を
引
よ
す
迯
る
を
か
け
と
む
る
事

た
く
ひ

十
文
字
の
利
ま
さ
れ
り
と
い
ふ
。
桃
井
か
門
人
此
を
聞
て
又

師
に
問
。
桃
井
言
い
つ
れ
も
利
あ
り
。
□
の
唯
上
手
ま
さ
れ
り
。
器
に
よ
ら
す
と
聞
ゆ
。
此
事
を
門
人
た
か
ひ
に

あ
ら
そ
ひ
け
る
か
、
こ
れ
は
両
師
の
し
あ
ひ
あ
ら
は
明
ら
か
に
事
定
る
へし
。
い
か
て
さ
あ
ら
な
ん
と
家
の
長

に
な
る
人
に

人
〻
ね
か
ひ
す
ゝ
め

こ

ひ

け
り
。
あ
る
時
長
事
の
序
に
此
事
を
君
に
聞
え
け
り
。
君
い
と
よ
か
ら
ん
と
て
し
あ
わ
す
よ

と
お
ほ
す
け
り
。
さ
て
日
を
定
め
双
方
の
門
人
あ
る
限
左
右
に
つ
と
めふ

。
両
人
立
あ
ひ
聲
合
す
る
か
と
み
し
か
、

桃
井
は
る
か
に
ま
さ
る
と
み
え
て
武
田
三
た
ひ
つ
か
れ
た
り
。
君
聲
を
あ
け
給
て
勝
負
分
れ
た
り
、
ひ
け
や
と
の

給
ひ
て
け
れ
は
、
さ
て
や
み
に
け
り
。
武
田
の
門
こ
そ
り
て
い
き
と
ほ
り
、
あ
る
は
師
を
う
と
み
け
り
こ
れ
と
武
田

露も

い
と
口
惜

心

う

き

き
事
に
思
ひ
て
、
い
か
て
桃
井
を
う
た
は
や
と
思
ひ
定
め
け
り
。
さ
れ
は
中
〻
い
き
と
ほ
る
色
も
み

え
す
。
か
□
て
桃
井
にか

術
い
か
計
と
も
知
さ
り
し
に
、
今
そ
か
れ
の
能
を
し
り
ぬ
。
を
の
れ
か
立
な
ら
ふ
へき
に
あ

ら
す
益
友
を
得
た
り
と
て
在
し
よ
り
も
親
し
み
て
い
と
へ
た
て
な
く
萬
ね
を
こ
ろ
に
む
つ
ひ
け
り
。
桃
井
も
か
れ

か
口
惜
し
と
も
思
は
す
ぬ
を
感
し
て
、
か
た
み
に
隔か

く

な
く

な

く

交
ら
ひ
け
り
。
桃
井
常
に

折

々

大
磯

此

里

の

のな
か

妓
館
に
か
よ
ひ
け
る

か
、
明
る
年
の
五
月
二
日

あ

る

の夜

夜に

大
磯

妓

館

へ
ま
か
る
と
聞
え
け
れ

て

は
、
武
田
ひ
そ
か
に
用
意
し
、
唯
一
人
か
れ
か
返帰

り

道
に
か
く
れ
て
待
け
る
。
さ
り
と
も
し
ら
て
夜
更
て
、
桃
井
や
ゝ
醉
う
つ
ひ
た
る
さ
ま
に
て
帰
り
け
る
を
、
武
田

う
か
ゝ
ひ
て
よ
り
、
聲
か
け

を

も

た
ら
ん

か

け

す

に
は
し
そ
ん
し
や
も
や
す
ん
と
後
よ
り
飛
か
ゝ
り
て
唯
一
□刀

に
討
た
ふ
し
け

る
。
桃
井
も
つ
か
に
手
は
か
け
け
れ
と
ぬ
き
た
に
得
は
な
た
て
や
み

〱
と
討
れ
け
り
。
武
田
閑
に
ふ
え
か
き
ゝ

り
て
帰
り
ぬ
。
夜
明
ぬ
れ
は
そ
の
所
に
て
桃
ゐ井

き
ら
れ
た
り
と
い
ひ
出
て
限
り
な
く
さ
は
き
た
り
。
此
時
桃
ゐ井

か

子
平
二
郎
と
い
ふ
か
三
才
也
。
家
の
子
に
千
草
久
兵
衛
と
い
ふ
者
幼
よ
り
は
く
ゝ
ま
れ
て
武
藝
を
も
お
さ

〱

習
ひ
知
け
る
。
桃
井
き
ら
れ
ぬ
と
聞
て
、
□物

ても

か
の

覚

え

處す

に馳

走
り
行

い

た

る

け
れ

に

と
の
と
ふ
え
さ
へ
か
ゝ
れ
け
れ
は
す
ん
す
へ
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な
く
足
す
り
し
さ
け
ひ
泣
け
れ
と
す
ん
す
へな
し
。
す
め
て
仇
の
ゑ
に
し
と
す
へき
事
を
た
に
得
は
や
と
、
そ
こ
ら

見
ま
は
り
け
る
に
小
柄
刀
あ
り
。
地
を
洗
て
み
れ
は
、
柄
の
表
は
赤
銅
に
七
字
打
た
る
に
、
膳
所
の
城
の
形
を
彫

た
り
。
刀
の
銘
は
、
す志

わ津

の
三
郎
と
あ
り
。
是
を
し
る
し
に
求
め
け
れ
と
、
し
る

こ
と

に

へく
も

見

知

れ
る

あ
ら
す

人

も

な

し

。
さ
る
程
に
士
の

闇
打
す
ら
れ
た
る
。
さ
て
置
か
た
しき

と
て

例

也

。
禄
召
は
な
た
れ
に
け
り
。
さ
て
久
兵
衛
は
こ
と
に
身
を
よ
す
へ
き
方

も
な
く
て
桃
井
の
桃
田

（
マ
マ
）

の
母
其
妻
其
子
を
い
さ
な
ひ
て
小
田
原
の
町
の
か
た
つ
か
た
に
幽
か
成
宿
し
め
、
無
用
の

調
度
み
な
う
り
て
金
百
両
計
あ
り
け
る
け
る
け
り
。
な
り
は
ひ
に
野
菜
を
う
り
て
、
か
の
三
人
を
、
い
と
ま
め

〱
し
く
は
た
ら
き
つ
か
へ
た
り
。
さ
て
、
仇
の
事
露
忘
れ
す
。
神
に
ね
か
ひ
佛
に
い
の
り
猶
も
下
者
に
さ
へ問
け

る
に
○
野
菜
を
も
て
あ
り
き
て
近
き
わ
た
り
は
更
に
も
い
は
す
國
を
こ
え
さ
か
い
を
こ
え
て
町
〻
里
〻
を
め
く
り

て
、
○
心
を
尽
し
こ
れ
は
武
士
な
ら
は
復
仇
也
。
其
仇
ハ
甲
信
ノ
間
ニ
ア
ラ
ン
ト
言
ケ
レ
ハ
ヤ
カ
テ
甲
斐
信
農
の
間

に
わ
た
り
ぬ
○
聞
け
れ
と
、
た
と
る
計
の
事
た
に
聞
得
す
。
其
後
武
田
か
妻
、
君
の
近
く
つ
か
え
け
る
。
扈
従
何

か
し
と
か
や
に
密
通
の
聞
え
あ
り
。
い
つ
と
な
く
も
て
さ
は
か
れ
て
、
君
も
聞
給
ひ
、
各
と
も
に
、
さ
て
置
か
た
し

と
て
所
を
追
は
な
た
れ
に
け
り
。
其
後
久
兵
衛
は
甲
斐
の
国
へ
立
こ
え
、
こ
ゝ
に
し
て
さ
す
ら
ふ
る
程
何
と
か
言

所
に
て
、
と
あ
る
家
に
入
た
る

て

お

にく

□の

、
方
を
み
れ
は
、
武
田
机
に
よ
り
ゐ
た
り
。
み
あ
は
す
て
、
共
に
お
と
ろ
き
し

か
、
久
兵
衛
い
へら
く
、
こ
は
い
か
て
、
か
ゝ
る
所
に
ま
か
り
給
ふ
そ
と
問
。
武
田
言
し
か

〱
の
事
あ
り
て
、
此
比

こ
ゝ
に
移
り
た
り
。
汝
は
何
故
に
か
こ
ゝ
に
至
り
ぬ
る
と
問
。
さ
り
や
お
の
れ
下
臈
に
は
侍
れ
と
、
目
の
前
に
为
を

討
す
、
い
か
て
さ
て
過
し
な
ん
や
。
仇
報
ひ
て
は
あ
ら
し
物
を
と
志
し
て
、
か
く
遠
き
境
ま
て
さ
す
ら
ひ
侍
れ
と
、

い
ま
た
仇
の
名
を
た
に
知
得
侍
ら
す
と
か
た
る
。
武
田
大
に
感
し
た
る
さ
ま
に
て
、
汝
さ

あ

計な

の
義
人
と也

は
し
ら
さ

り
き
。
さ
計
心
を
尽
し
た
ら
ん
と
い
か
て
ほ
ゐ
遂
す
や
は
あ
ら
ん
。
天
道
の
助
も
そ
添
給
は
ん
。
心
長
く
求
め
よ
。

近
き
渡
り
に
も
あ
る
程
な
ら
は
、
必
わ
れ
に
し
ら
す
よ
。
助
け
て
ほ
ゐ
遂
さ
す
ん
す
と
、
い
と
ま
め
た
ち
て
い
ふ
。

さ
て
、
程
へ
け
れ
と
聞
出
る
事
も
な
く
て
帰
り
ぬ
。
か
く
す
る
程
に
大
方
宿
に
を
る
稀
也
け
れ
は
、
か
く
て
は
三

人
の
人
々
、
常
に
水
汲
米
か
し
き
、
辛
き
目
み
給
へん
も
心
う
くく

き
事
に
思
ひ
け
れ
は
仇
に
逢
ん
事
も
い
つ
の
限

り
も
し
ら
ね
は
、
今
は
、
妻
を
迎
へて
わ
れか

□
な
る
あ
と
の
つ
か
へさ
す
ん
と
思
ひ
て
、
か
く
と
こ
ひ
け
れ
は
、
と
ま

れ
か
く
ま
れ
汝
心
の
ま
ゝ
に
す
と
ゆ
る
す
り
。
近
き
あ
た
り
に
さ
る
へき
女
迎
出
て
妻
と
す
り
。
妻
に
い
へら
く
汝

を
迎
ふ
る
は
、
吾
に
代
り
て
、
此
三
人
に
つ
か
へ
し
め
ん
た
め
な
れ
は
、
吾
を
は
後
に
し
て
、
唯
三
人
の
御
も
と
を

心
と
す
よ
と
い
ふ
。
妻
も
そ
の
こ
と
は
を
守
り
、
い
と
ま
め
や
か
に
つ
か
へ
け
れ
は
、
三
人
の
人
も
い
と
う
れ
し
と

思
ひ
、
久
兵
衛
も
う
ら
な
く
物
し
け
り
。
久
兵
衛
つ
ね
に
外
よ
り
帰
る
こ
と
に
、
三
人
の
人
々
待
事
あ
り
。
顔
に

て
さ
す
か
に
そ
れ
と
打
出
る
こ
と
は
な
く
て
み
そ
か
に
い
か
に
や
な
と
問
。
あ
る
は
お
く
の
方
に
打
よ
り
て
、
忍

ひ
や
か
に
物
語
し
、
妻
い
た
れ
は
さ
り
け
な
き
さ
ま
に
ま
き
ら
は
す
物
か
ら
、
み
な
涙
く
め
る
さ
ま
也
。
妻
い
と

い
ふ
か
し
と
み
て
、
ひ
そ
か
に
久
兵
衛
に
と
ふ
。
を
の
れ
か
く
か
た
み
に
う
ち
と
け
て
物
し
給
ふ
に
、
唯
さ
る
事
の

わ
れ
に
の
み
つ
ゝ
ま
し
け
に
し
給
ふ
か
、
い
と
さ
ゝ
か
心
を
き
給
ふ
と
思
ふ
□に

、
い
と
悲
し
く
こ
そ
侍
れ
と
い
ふ
。
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久
兵
衛
い
ふ
。
汝
か
く
迄
心
を
尽
し
つ
か
ふ
る
に
、
何
の
隔
つ
る
事
あ
ら
ん
。
さ
る
は
い
に
し
への
悲
し
き
物
語
す

也
。
聞
て
も
無ふ

よ

□う

の
事
也
と
い
ふ
。
さ
て
も
猶
あ
り
し
さ
ま
に
の
み
み
え
け
れ
は
、
又
重
ね
て
す
ち
に
問
け
れ
は
、

さ
の
み
さ
し
も
心
つ
く
し
て
物
す
め
る
に
つ
ゝ
ま
ん
も
中
〻
隔
て
あ
ら
ん
あ
し
か
ら
ん
と
思
ひ
て
、
今
は
心
の
お

く
み
つ
れ
は
か
た
る
へ
し
。
努
人
に
も
ら
す
な
と
て
仇
報

あ

る

の
や
う

事ほ

い
ひ

の

出
た
り

め

か

す

。
妻
聞
も
あ
へ
す
、
そ
の
仇
、
わ
れ
よ

く
し
り
ぬ
。
な
と
ゝ
く
聞
え
給
は
ぬ
そ
と
い
ふ
に
、
久
兵
衛
大
に
驚
き
つ
と
起
あ
か
り
て
、
こ
は
誠
か
、
そ
も
た
そ

や
た
そ
と
と
ふ
に
、
さ
は
聞
給
へ
。
を
の
れ
十
四
五
計
の
程
武
田
の
家
に
つ
か
へして

と有

の
に,

、
内
人
の
そ
は
は
な
れ

す
つ
か
う
ま
つ
り
し
か
、
あ
る
夜
市
郎
衛
門
夕
さ
り

暮

よ
り
常
の
さ
ま
に
も
あ
ら
す
。
唯
一
人
行
先
を
も
し
ら
す

す
出
ら
れ
し
か
、
亥
子
の
時
過
て
も
帰
ら
れ
す
。
相
知
る
方
残
り
な
く
た
つ
ね
求
る
れ
と
お
は
さ
す
。
い
か
に
そ

と
内
人
ね
も
や
ら
て
待
れ
し
に
、
丑
過
る
程
、
表う

よ
り

ら

も道

の
戸
た
ゝ
く
。
を
の
れ
出
て
引
明
た
れ
は
、
市
郎
衛
門

つ
と
入
て
音
な
す
そ
と
て
、
や
を
ら
す
の
こ
の
上
に
上
れ
る
を
み
れ
は
、
衣
あ
け
に
染
た
り
。
内
人
も
驚
き
て
、
こ

は
い
か
成
事
に
か
と
問
れ
し
を
、
音
な
す
そ
と
て
、
衣
を
か
へ
て
茶
を
く
め
と
て
、
や
つ
か
れ
を
つ
き
の
方
へ出
し
、

内
人
の
耳
に
口
を
よ
す
て
、
こ
よ
ひ
桃
井
を
思
ふ
ま
ゝ
に
こ
ろ
し
ぬ
と
語
ら
れ
し
。
い
と
み
そ
か
言
な
り
け
れ
と
、

物
に
ま
き
れ
ぬ
比
な
れ
は
、
お
さ

〱
聞
○

と
り
侍
し
。
か
く
て
茶
も
て
出
け
る
か
、
又
飯
を
と
て
、
閑
か
に
打

く
ふ
と
す
ら
れ
し
か
、
つ
と
立
あ
か
り
、
や
ゝ
誤
り
て
け
り
。
こ
は
い
か
ゝ
す
ん
小
柄
刀
を
落
し
た
り
と
て
、
と
色

を
か
へ
て
ら
れ
け
り
。
内
人
其
小
刀
人
見
知
た
り
や
と
問
れ
し
に
、
い
な
此
比
求
め
つ
る
程
に
、
知
人
は
な
し
。

さ
は
何
条
事
の
侍
ら
ん
と
い
は
れ
し
に
、
少
し
色
な
を
り
て
、
や
か
て
ね
ら
れ
ぬ
。
内
人
は
か
の
血
衣
を
み
つ
か
ら

す
ゝ
き
て
、
汝
ゆ
め
此
事
を
も
ら
し
そ
。
外
に
知
人
な
け
れ
は
、
も
れ
た
ら
ん
に
は
汝
か
罪
そ
。
命
お
し
く
は
命

と
ら
る
な
と
き
く
口
か
た
め
す
ら
れ
し
也
、
と
語
る
。
久
兵
衛
悦
ひ
に
た
へす
。
今
迄
つ
ゝ
み
つ
る
か
猶
口
惜
と
い

ひ
て
、
お
く
に
入
て
三
人
の
人
々
を
よ
ひ
て
と
く
お
き
出
給
へ
と
く

〱
と
お
と
ろ
し
ぬ
る
に
、
何
事
の
出
来
ぬ

る
そ
と
驚
て
は
ひ
出
ら
る
。
し
か

〱
も
ら
すし

て
、
あ
な
た
ゆ
み
や
、
さ
り
と
も
し
ら
て
、
武
田
に
逢
て
迯
よ
と

い
は
ぬ
計
心
の
限
か
き
う
つ
し
ぬ
る
愚
さ
よ
、
今
は
た
い
つ
こ
に
も
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん
。
さ
は
れ
先
行
て
ん
と
て
歯

を
か
み
て
夜
の
明
る
も
ま
た
す
甲
斐
に
は
お
も
む
き
け
る
。
も
と
あ
り
し
方
に
行
け
る
に
、
早
人
か
は
り
て
い
つ

ち
ゐ
に
け
ん
も
し
ら
す
。
天
に
さ
け
ひ
て
足
す
り
す
れ
と
、
す
ん
す
へ
な
く
て
又
年い

をた

む
な
し
く

つ

ら

し
て

に

帰
り
ぬ
、

二
婦
人
、
こ
は
天
地
三
宝
に
も
す
て
ら
れ
た
る
にな

め

やり

。
見
し
時
は
し
ら
す
。
し
れ
は
□
あ
ら
す
と
悲
し
め
り
。
久

い
へ
ら
く
、
さ
な
く
し
給
ひ
そ
。
月
日
ふ
る
こ
そ
よ
か
め
る
物
を
そ
の

そ

は

詞何

と
い
ふ
こ
と
そ
、
程
ふ
る
か
よ
か
め
る
と

は
う
ら
め
し
と
す
め
ら
れ
け
れ
は
、
平
二
君
や
ゝ
人
と
な
り
給
ひ
ぬ
。
剣
術
な
と
をよ

く

□

〱
を
し
え
聞
え
ぬ
る

を
、
御
心
さ
と
く
お
は
し
て
、
術
も
や
ゝ
懇
し
給
へれ
は
、
今
は
刃
先
を
な
ら
へて
こ
そ
仇
を
は
う
ち
侍
る
へき
と
い

へ
り
。
さ
て
あ
る
程
に
蓄
へ
し
物
も
尽
な
ん
と
す
め
れ
は
、
か
ち
荷
持
と
い
ふ
事
を
さ
へし
け
り
。
一
日
小
田
原
に

あ
り
し
に
、
東
よ
り
よ
き
武
士
の
荷
物
と
み
え
て
四
ッ
花
菱
の
紋
降
た
る
霞
す
る
長
ひ
つ
七
ツ
人
あ
ま
た
添
て
来

る
。
久
兵
衛
よ
り
付
て
其
荷
物
も
た
す
給
へ
、
目
出
た
き
御
よ
そ
ひ
と
こ
そ
み
れ
。
わ
か
如
き
浅
ま
し
き
者
は
、



 

65 
 

か
ゝ
る
御
役
に
た
に
つ
か
は
れ
て
あ
ゝ
物
に
す
ま
ほ
し
と
、
し
は

〱
乞
求
め
畑
走
（
ヵ
）
行
に
な
り
ぬ
。
さ
て
こ
れ

は
い
つ
こ
よ
り
の
御
荷
物
に
侍
る
そ
と
問
け
れ
は
、
こ
れ
は
も
と
は
こ
の
所
に
つ
か
へ
給
ひ
し
武
田
の
何
か
し
殿
の

荷
物
よ
。
こ
ゝ
に
お
は
す
る
程
は
わ
つ
か
に
三
百
石
と
り
給
ひ
し
を
、
こ
た
ひ
は
千
石
に
て
本
多
唐
之
助
殿
へ
め

さ
る
ゝ
也
。
さ
る
に
て
も
物
の
上
手
計
有
難
き
者
は
あ
ら
し
。
か
の
人
こ
ゝ
を
去
て
よ
り
近
き
国
々
に
さ
ま
よ
ひ

て
よ
き
つ
か
へも
な
か
り
け
る
に
や
。
近
比
浅
草
の
坊
に
伯
父
の
お
は
す

坊

の

も

る
か

と

に

も
と
に
や
と
り
て
お
は
す
し
か
、
唯

一
間
な
る
所
に
こ
も
り
て
軍
軍
学
に
の
み
こ
こ
ろ
を
い
れ
お
さ

〱
外
に
も
出
す
。
か
り
に
前
栽

庭

に
出
る
に
も

刀
を
は
は
な
ち
給
は
す
守
り
ゐ
給
へる
さ
ま
を
、
伯
父
の
坊
も
大
に
感
し
て
人
に
も
語
り
給
へ
る
に
と
わ
か
为
君

傳
へ聞
給
ひ
し
よ
り
、
さ
る
大
禄
を
賜
は
る
也
と
語
る
。
久
兵
衛
か
つ
喜
ひ
か
つ
驚
き
猶
と
ふ
江
戸
ゐ
給
ふ
や
と

問
、
七
日
先
にた

ち
て
お
は
し
と
い
ふ
。
心
も
空
に
て
畑
へも
て
つ
け
天
を
あ
ふ
き
神
を
拝
し
、
か
け
り
に
か
け
り
て

小
田
原
に
帰
り
、
三
人
に
か
く
と
つ
け
、
こ
た
ひ
は
平
二
君
を
の
お
供
し
て
こ
そ
と
て
、
か
ね
て
身
を
は
な
た
さ

り
し
金
十
両
と
り
出
て
、
両
为
婦
に
み
す
平
二
に
ま
い
ら
す
此今

年
は
先
君
の
十
三
年
也
。
い
か
に
も
し
て
此
五

月
二
日
の
御
忌
日
過
さ
す
首
と
り
て
帰
ら
ま
ほ
し
け
れ
と
、
道
も
は
る
か
也
。
武
田
は
た
用
意
た
ゆ
ま
す
そ
あ

ら
ん
な
れ
は
、
心
の
ま
ゝ
に
も
得
あ
ら
し
。
帰
ら
ん
期
後
る
と
も
露
心
な
尽
し
給
ひ
そ
。
を
そ
く
と
も
仇
の
首
は

必
と
り
て
ん
と
い
ふ
。
平
二
も
す
ゝ
み
に
す
ゝ
み
、
両
人
乞
食
の
さ
ま
に
成
て
父
の
刀
を
こ
も
に
つ
ゝ
み
、
祖
母
、

母
の
事
久
兵
衛
か
妻
に
返
す

〱
こ
と
よ
す
て
、
か
つ
悲
し
み
且
喜
ひ
て
立
出
け
り
。
其
際
の
心
つ
か
ひ
思
ひ
や

る
へし
。
さ
て
天
か
け
る
心
地
し
て
大
和
郡
山
に
い
た
り
、
武
田
か
家
を
う
か
ゝ
ふ
に
、
こ
と
に
用
意
す
と
み
え
て

立
よ
る
へき
□
々
に
は
人
多
く
集
り
ゐ
て
近
き
あ
り
き
に
も
従
者
数
多
具
す
め
れ
は
、
う
か
ゝ
ひ
よ
ら
ん
た
よ
り

も
な
し
。
さ
る
は
と
み
に
事
遂
へ
き
に
も
あ
ら
す
と
て
、
郊
外

里
は
な
れ

の
池
の
堤
に
乞
食
め
く
こ
や
さ
し
て
、
久
兵
衛
は

か
れ
も
見
知
た
れ
は
、
昼
は
平
二
を
町
に
出
し
、
暮
れ
は
久
兵
衛
そ
出
け
る
。
本
多
の
御
家
に
鷺
坂
甚
内
と
い

ふ
者
あ
り
。
貪
婪
不
義
の
を
の
こ
也
。
此
れ
庙
下
に
あ
る
民
、
政
宗
の
刀
も
た
り
し
か
、
一
日
鷺
坂
か
か
り
ま
か

り
て
、
か
の
刀
を
出
し
、
こ
れ
を
君
に
奉
ら
ま
ほ
し
く
覚
侍
る
。
よ
き
に
は
か
ら
ひ
て
給奉

□
り
給
はは

ら
は
、
其
價

十
か
二
を
君
に
奉
ら
ん
と
聞
え
け
れ
は
、
は
や
も
其
利
に
心
う
こ
き
て
、
と
み
に
か
け
給
ひ
ぬ
。
同
し
家
の
士
に

山
形
宮
内
と
て
剣
の
を
よ
く
見
る
人
あ
り
。
刀
剣
の
う
た
か
は
し
き
あ
れ
は
、
た
れ
も
此
人
の
定
め
を
う
け
ゝ
る
。

さ
る
程
に
鷺
坂
や
か
て
此
人
の
も
と
へ
も
ち
行
て
し
か

〱
の
事
也
。
ま
こ
と
の
物
に
侍
ら
は
君
に
も
う
し
す
ゝ

め
給
へと
こ
ふ
。
山
形
つ
く

〱
み
て
、
い
と
よ
き
利
刀
也
。
さ
れ
と
君
に
は
今
こ
と
に
求
め
給
ふ
に
も
あ
ら
す
。

も
と
よ
り
よ
き
政
宗
も
あ
な
れ
は
不
用
の
物
也
。
唯
さ
て
帰
し
給
へと
い
へり
。
鷺
坂
と
か
く
い
ひ
て
や
ま
す
。
さ

は
あ
れ
と
、
か
ゝ
る
古
刀
き
れ
の
程
こ
ゝ
ろ
み
て
は
覚
束
な
し
。
囚
の
き
ら
る
へき
折
待
給
へと
い
ふ
。
さ
は
よ
き
心

み
あ
り
。
此
比
そ
こ
の
池
の
堤
に
新
乞
食
の
ゐ
た
る
。
か
れ
を
き
り
て
ん
と
す
ゝ
む
。
あ
な
物
く
る
を
し
。
乞
食
な

れ
は
と
て
罪
な
き
を
い
か
て
と
い
へ
と
、
唯
は
や
り
に
は
や
り
て
、
こ
よ
ひ
行
て
き
り
て
ん
。
い
さ
給
へ
と
い
ふ
け
し

き
、
さ
て
止
ま
し
き
さ
ま
な
れ
は
か
れ
獨
ゆ
か
は
必
き
り
つ
へ
し
、
さ
は
共
に
行
て
救
は
ゝ
や
と
思
ひ
つ
れ
て
か
の
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所
に
至
る
。
鷺
坂
や
か
て
す
ゝ
み
よ
り
か
の
こ
や
の
外
よ
り
か
れ
引
出
す
と
て
や
か
て
き
ら
ん
と
す
。
山
形
と
ヽ

め
て
先
事
の
よ
し
知
ら
す
て
後
こ
そ
と
い
ふ
に
さ
は
と
て
引
出
す
と
て
、
引
出
す
し
は
、
平
二
郎
こ
は
何
の
御
め
し

に
侍
る
や
ら
ん
。
い
さ
り
て
い
ふ
。
鷺
坂
つ
と
よ
り
て
、
汝
か
身
に
も
人
に
乞
る
ゝ
物
あ
る
に
、
刀
の
こ
ゝ
ろ
み
に
い

の
ち
わ
れ
に
得
さ
す
よ
と
い
ふ
に
、
平
二
驚
き
て
、
あ
る
か
ひ
も
な
き
身
の
お
し
か
る
べ
き
に
は
侍
ら
ね
と
、
身
に

志
す
事
の
侍
る
な
れ
は
、
今
と
て
は
得
参
ら
す
ま
し
く
侍
る
。
志
の
義
果
し
た
ら
ん
時
こ
そ
い
か
に
も
思
の
ま
ゝ

に
な
り
侍
ら
ん
と
い
ふ
。
汝
か
こ
と
き
身
に
何
条
志
す
志
す
事
と
は
何
事
そ
、
い
ひ
出
る
上
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ

き
ら
て
は
あ
ら
し
。
舌
な
う
こ
か
し
そ
と
て
、
す
て
に
刀
ぬ
か
ん
と
す
。
山
形
を
し
と
ゝ
め
、
か
れ
か
風
情
な
れ
は

と
て
志
す
事
の
な
か
る
へき
に
あ
ら
す
、
さ
る
願
の
あ
ら
ん
を
、
し
ゐ
て
き
ら
ん
も
無
下
に
心
な
き
わ
さ
也
と
い
へ

る
に
、
何
条
さ
る
偽
に
は
か
ら
る
へ
き
、
そ
も
誠
な
ら
は
其
し
る
し
み
す
よ
と
す
む

す
り
か
ゝ
る
に

、
心
得
た
り
と
て
、
膝
の
下

よ
り
こ
も
つ
ゝ
み
と
り
出
す
か
と
み
し
か
、
氷
の
如
く
な
る
物
す
と
ぬ
き
出
し
鷺
坂
か
目
の
先
へ
ぬ
き
出
し

さ

し

つ

け

、
こ
れ

そ
し
る
し
見
給
ふ
や
と
い
ふ
さ
ま
ま
な
こ
ゐ
お
も
ゝ
ち
お
そ
ろ
し
く
鷺
坂
は
色
も
な
し
。
山
形
大
に
感
じ
、
あ
は

れ
も
の
ゝ
ふ
や
、
志
の
筋
も
お
さ

〱
立
に
し
、
さ
こ
そ
心
を
尽
す
ら
ん
事
、
武
士
の
よ
き
か
ゝ
み
也
、
い
さ
ゝ
か

志
を
た
す
け
ん
と
て
、
と（

マ

てマ
）

方
金
二
枚
取
出
し
、
い
さ
ゝ
か

あ

た

へ

今
は
刀
を
も
お
さ
め
よ
。
わ
れ
も
帰
ら
ん
と
い
ふ
に

鷺
坂
平
二
は
先
刀
を
納
め
恵
の
辱
き
を
拝
し
て
、
い
と
あ
り
か
た
き
物
か
ら
、
か
ね
て
の
そ
な
へ
も
少
し
く
侍
れ

は
事
た
ら
す
し
も
侍
ら
す
と
て
、
さ
ゝ
け
て
帰
し
け
る
。
鷺
坂
大
に
の
り
て
さ
ら
は
し
は
ら
く
預
り
置
ん
。
用
あ

ら
ん
時
取
に
こ
よ
。
わ
か
家
は
そ
の
所
也
と
い
ふ
。
鷺
坂
い
か
り
て
、
乞
食
よ
、
汝
に
や
り
た
る
物
を
返
す
は
と
て

と
り
い
る
へき
か
は
、
た
く
は
へあ
る
と
い
ふ
も
偽
な
ら
ん
。
た
く
は
へ
あ
る
身
に
て
何
条
さ
る
浅
ま
し
き
さ
ま
に
は

あ
ら
ん
。
偽
な
ら
す
は
出
し
み
よ
と
の
る
。
平
二
は
何
心
も
な
く
、
唯
い
き
と
ほ
り
に
た
へか
ね
て
、
又
金
を
出
し

て
み
す
。
山
形
胸
つ
と
ふ
た
が
り
て
、
あ
な
浅
ま
し
、
わ
か
き
心
地
にの

い
た
り
な
さ
に
、
さ
る
貪
欲
の
お
の
こ
にと

も

し
ら
て
、
さ
は
物
す
る
に
こ
そ
、
是
に
そ

か

な

□ら

す
禍
を
招
く
へし
と
思
へ
り
。
さ
る
は
不
や
う
の
長
居
也
。
い
さ
帰
り

給
へ
と
て
つ
れ
て
帰
り
ぬ
。
山
形
は
帰
り
て
も
猶
心
を
ち
す
。
鷺
坂
か
金
に
心
う
つ
り
て
は
必
さ
て
見
過
さ
し
。

も
し
こ
よ
ひ
の
程
に
又行

を事

も
そ
あ
る
ゆ
か
は
必
危
う
し
と
思
ひ
て
、
や
を
ら
か
の
所
に
行
ぬ
。
山
形
の
は
か
る
に

た
か
は
す
、
鷺
坂
か
の
金
い
か
て
と
ら
は
や
の
心
や
ま
す
帰
り
も
い
ら
す
引
返
し
け
り
。
平
二
今
少
し
年
た
け
た

ら
は
や
か
て
そ
こ
に
は
い
ぬ
ま
じ
き
に
、
わ
か
き
け
の
思
ひ
至
ら
て
、
又
も
と
の
こ
や
に
入
て
ふ
し
た
る
を
、
鷺
坂

う
か
ゝ
ひ
よ
り
て
、
や
を
ら
刀
ぬ
き
は
な
ち
、
外
よ
り
刀
の
か
き
り
つ
き
け
る
に
、
平
二
腹
を
横
さ
ま
に
つ
ら
ぬ
か

れ
、
あ
つ
と
叫
ひ
し
か
、
や
か
て
心
も
き
え
ぬ
る
を
お
さ
へ
て
、
か
の
金
う
は
ひ
取
て
帰
り
け
り
。
し
は
し
あ
り
て

山
形
来
り
、
こ
や
の
内
に
入
ら
ん
と
し
て
か
は
と
す
へり
た
ふ
れ
ぬ
。
あ
や
し
雨
も
ふ
ら
ぬ
に
何
の
水
に
か
と
さ
つ

る
に
、
な
め
ら
か
成
手
さ
く
り
、
血
と
覚
え
た
り
。
あ
な
猶
あ
や
し
く
て
乞
食
あ
り
や
、
さ
き
の
山
形
そ
と
打
入

た
る
に
、
い
ら
へも
す
す
ふ
し
た
る
さ
ま
た
ゝ
な
ら
ぬ
け
は
ひ
つ
と

に

、
む
ね
にさ

は
か
れ
て
い
た
き
お
こ
す
に
、
た
ゝ
血

に
ま
み
れ
て
息
は
絶
に
け
り
。
口
惜
し
と
は
さ
ら
に
も
い
は
す
。
わ
れ
後
れ
た
り
。
い
た
き
て
池
の
ほ
と
り
へ
出
、
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薬
な
と
口
に
入
れ
、
き
つ
を
さ
く
り
く
ゝ
り
な
と
す
る
程
、
久
兵
衛
は
帰
り
た
る
こ
や
の
外
よ
り
、
今
帰
り
さ
ふ

ら
ふ
と
い
ふ
に
音
す
す
。
打
入
た
る
に
平
二
は
な
く
て
血
く
さ
く
、
そ
こ
ら
に
な
か
れ
た
る
さ
ま
に
大
に
驚
き
、

こ
は
な
そ
と
見
め
く
ら
す
に
、
水
影
に
す
か
し
て
み
れ
は
二
人
組
合
た
る
影
あ
り
。
そ
も
何
者
そ
と
刀
ぬ
き
も

ち
、
や
か
て
き
り
か
け
ん
と
す
。
山
形
や
ゝ
誤
な
す
そ
と
て
、
二
刀
を
は
と
も
に
指
出
し
聞
候
へと
、
よ
ひ
よ
り
の

さ
ま
つ
ぶ
さ
に
か
た
る
に
、
久
兵
衛
は
目
く
れ

心

く

た

心け
意

も
う
す
て
、
天
に
叫
ひひ

な

地き
に

にい
か

ふ
し

り

の
る

。
お
と
り
上
り

〱
歯
を
か

み
て
泣
た
ふ
れ
ぬ
。
山
形
さ
る
は
す
ん
す
へ
な
し
。
き
り
た
る
鷺
坂
は
た
や
す
く
う
つ
へ
し
。
先
う
か
ゝ
ふ
仇
は
こ

そ
久
兵
衛
し
か

〱
と
告
、
さ
は
心
安
し
う
つ
へき
た
よ
り
あ
り
。
先
心
し
つ
め
ら
れ
よ

て

わ

か

と家

へ
来
る
へし
。
い
へ
る
さ

ま
い
と
ま
こ
と
し
く
覚
え
け
れ
は
、
さ
る
上
は
お
ほ
す
に
こ
そ
従
ひ
侍
ら
め
と
い
ふ
。
さ
は
此
人
お
ひ
て
来
り
給
へ

と
て
家
に
帰
り
、
人
に
も
知
ら
す
す
お
く
の
一
間
に
入
わ
か
妻
子
に
の
み
万
ま
か
な
ひ
あ
つ
か
は
す
、
親
族
の
医

師
む
か
へ
、
と
か
く
療
し
け
れ
と
生
つ
き
は
絶
て
つ
ゐ
に
う
す
に
け
り
。
久
兵
衛
悲
し
み
い
は
ゝ
愚
か
に
そ
成
ぬ
へ

き
、
さ
て
山
形
仇
う
つ
へき
た
よ
り
求
る
程
、
士
中
の
博
徒
相
つ
と
ひ
て
家
を
め
く
り
て
博
打
す
。
山
形
も
其
當

に
い
さ
な
わ
れ
け
れ
と
、
も
と
よ
り
好
ま
ぬ
わ
さ
な
れ
は
、
と
か
く
か
こ
つ
け
て
出
会
さ
り
し
か
、
こ
よ
ひ
は
鷺
坂

か
家
に
あ
り
、
武
田
も
其
當
に
て
有
る
な
れ
は
、
こ
よ
ひ
そ
両
人
つ
て
に
て
う
つ
へし
。
我
先
至
り
て
待
へし
。
虎
の

半
計
そ
よ
き
折
な
ら
ん
。
か
れ
か
家
に
は
こ
と
に
川
守
者
も
な
し
。
か
た
め
の
木
は
つ
し
置
ん
、
内
の
あ
な
い
し
か

〱
也
と
を
し
へ
、
暮
待
て
ま
か
り
ぬ
。
久
兵
衛
年
頃
の
ほ
ゐ
こ
よ
ひ
こ
そ
か
な
ふ
へ
き
と
す
ゝ
み
に
す
ゝ
み
、
用

意
の
こ
り
な
く
と
ゝ
の
へ○
寅
の
時
待
つ
け
て
有
り
、
や
を
ら
忍
ひ
入
、
物
の
ひ
ま
よ
り
う
か
ゝ
ふ
に
、
ま
と
ゐ
を
る

上
の
坐
に
武
田
そ
ゐ
た
る
。
た
ゝ
ち
に
つ
き
い
り
武
田
を
き
と
に
ら
ま
へ
、
久
兵
衛
そ
忘
る
ま
し
き
物
を
、
年
頃
の

ほ
ゐ
多
そ
と
く
る
そ
と
て
一
う
ち
に
う
ち
け
る
か
、
武
田
か
刀
ぬ
き
も
果
さ
す
す
は
刀
を
ぬ
き
た
る

な

か
ら

肩
先
よ
り

き
り
つ
け
て
、
床
の
板
迄
そ
き
り
さ
け
た
る
。
一
坐
肝
を
け
し
、
さ
と
に
け
ち
り
ぬ
。
久
兵
衛
聲
を
あ
け
、
为
出

給
へ
、
申
へき
事
あ
り
と
い
ふ
。
鷺
坂
わ
な
ゝ
く

〱
は
ひ
出
て
、
を
の
れ
そ
为
に
侍
る
。
何
にを

かか

聞
へ給
ふ
そ
と
い

ふ
。
久
兵
衛
か
さ
ま
、
ま
な
し
り
さ
け
、
か
み
ゆ
る

た

ち

ひぬ

をへ

の
こ

し

よ
。
や
と
う
盗
人
よ
よ
く
も
わ
か
为
人
を
は
き
り

つ
る
其
報
し
れ
、
盗
人
よ
と
て
言
聲
の
□
唯
一
刀
の
下
に
二
ツ
に
分
て
た
ふ
れ
け
る
。
や
か
て
山
形
し
ら
ぬ
さ
ま

に
て
、
事
の
よ
し
を
も
名
を
も
聞
定
め
君
に
申
あ
け
ゝ
れ
は
、
君
も
感
し
お
ほ
し
て
、
や先

か
て
山
形
に
よ
す
ら
れ

や
か
て
大
久
保
家
に
事
の
よ
し
お
ほ
す
遣
は
さ
れ
、
や
か
て
物
多
く
た
ひ
、
人
あ
ま
た
添
て
お
く
り
や
り
給
へり

け
れ
は
、
大
久
保
候
む
か
へと
り
給
ひ
、
世
の
か
ゝ
み
に
も
な
れ
よ
と
て
、
桃
井
の
蹟
二
百
五
十
石
其
ま
ゝ
に
給
は

り
け
り
。
両
母
も
子平

のニ

か
事
は
悲
し
き
物
か
ら
二
人

そ

のの

仇仇

を
さ
へう
ち
た
れ
は
、
わ
す
か
に
な
く
さ
め
□
つ
久
兵

衛
は
孝
の
道
を
さ
へ尽
し
て
よ
ろ
こ
ひ
を
い
た
し
け
る
と
そ
。
桃
井
か
き
ら
れ
し
は
元
禄
□

戌
寅
の

年
の
□五

月

□二
日

果
し

の

夜

た
る

は
十
三
年
の
後
な
れ
は
宝
永
庘
寅
の
冬
な
る
へし
。 

 
 

 

別
紙 

小
田
原
家 

ス
ヤ
リ 

桃
井
平
四
郎
御
届
五
十
石 
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仇
（ヵ
）は
懇
失
ア
ル
故
追
放 

甲
州
へ逃 

武
田
十
郎
左
衛
門
三
百
石 

 
平
四
郎
子
平
二
郎 

三
才 

 

家
来
千
草
久
兵
衛 

元
禄
十
一
年
寅
年 

本
田
□
之
助
殿
忠
村
家
中 

山
形
九
内 

鷺
坂
甚
内 

小
刀
赤
胴
十
ヽ
□
脇(
ヵ)
□
形 

 

裏
金
銅
銘
志
津
三
郎 

 

○
家
居
は
膝
を
ゐ
る
ゝ
に
て
た
れ
る
を
、
大
廈
廣
屋
を
求
る
は
居
を
あ
ん
す
ん
と
に
は
あ
ら
て
、
目
を
悦
は
し
め

ん
と
す
也
。
又
下
さ
ま
の
貧
富
に
従
ひ
て
や
ゝ
廣
く
も
狭
く
も
立
ま
し
り
た
る
。
廣
き
と
い
ふ
も
一
町
に
過
す
、
狭

き
は
ま
こ
と
に
膝
の
外
な
し
。
そ
れ
を
を
の
れ

〱
わ
か
也
と
拂
ひ
清
め
、
わ
つ
か
成
前
栽
め
く
物
市
木
ニ
木
の
草

木
を
わ
さ
と
風
情
あ
る
へく
う
へ
な
と
し
た
る
。
さ
る
へき
事
に
は
あ
れ
と
墻
一
重
を
限
り
て
、
わ
か
よ
人
の
よ
と

思
ひ
し
め

へ

た
る

た

て

、
あ
る
は
寸尺

尺
のの

境
を
争
ひ
な
と
し
出
る
こ
そ
い
か
な
る
心
そ
や
鳥
獣
も
あ
さ
ま
し
と
み
る
へ

き
。 

○
三
日
月
の
細
く
さ
や
か
な
る
は
い
つ
も

大
方
は
い
と

あ
か
す
身
に
し
む
め
る
を
、
初
秋
の
三
日
の
比
夕
さ
り
近
き
の
を

行

に

さ
す
ら
ひ
し
に

、
西
の
山
き
は
紅
を
さ
し
た
ら
ん
や
う
に
て
、
夕
附
日
の
匂
ひ
すひ

き

空た
る

に
ふ
と
三
日
月
見
出
た
る
□
□
□

こ
よ
な
う
覚
え
し
。
影
は
ほ
の
か
に
て
少
し
青
み
た
る
カに

月
の
あ
か
き
空
に
か
ヽ
り
た
る
に
か
た
つ
か
た
に
星
晴
一

ツ
あ
る
か
な
か
き
か
に
み
出
た
る
ふ
と
し
も
物見

もつ
け

覚か

え
す
み
を
る

た

き

そ

い
ひ
し
ら

ぬ

程や

。
や
ゝ
空
の
色
収
り
月
も
星
も
光
そ
ひ
ゆ

く
こ
そ
。
今
た
ゝ
し
は
し
さ
て
す
て
あ
ら
ま
ほ
し
く
覚
え
し
か
さ
や
か・

な
る
な
り
行
は
い
と
興
な
く
そ
覚
え
し
。 

○
草
庵
集
の
詩
句
題
を
を
の
れ
も
ま
ね
ひ
て
ん
と
思
ひ
て
、
冬
の
部
ま
て
よ
み
た
り
し
か
、
一
首
た
に
よ
み
か
な

へ
た
り
と
思
ふ
は
な
し
。
さ
れ
と
は
し
め
は
い
と
か
た
き
事
に
思
ひ
し
か
、
さ
は
な
く
て
思
ひ
め
く
ら
す
に
、
よ
り

所
あ
る
心
地
す
め
り
。
い
か
か
（
ヵ
）成
故
そ
と
思
ふ
に
、
題趣

のは

文
字

題

に

多
き

定

ま

り

故
に

た

れ

は

中こ

〻と
な

趣る

は筋

求
め
出
へく
も
あ
ら
す
。

題
に
趣
は
定
ま
り
た
り
さ
る
上
に
は
た
ゝ
題
の
文
字
の
ゆ
る
か
ぬ
や
う
に
と
心
を
入
て
よ
む
故
に
、
中
〻
力
い
れ

安
し
。
こ
れ
に
つ
き
て
思
ふ
に
、
わ
か
年
比
の
題
詠
二
文
字
三
字
の
結
題
を
、
先
其
文
字
を
は
な
た
し
と
と
り
も

ち
て
は
心
得
あ
し
か
り
け
り
、
唯
其
文
字
の
ゆ
る
か
ぬ
や
う
に
す
る
を
、
題
詠
の
よ
み
か
た
と
心
得
し
は
あ
し
か

り
け
り
。
さ
心
得
て
よ
む
時
は
、
詩
句
題
に
ひ
と
し
く
て
力
や
す
し
。
さ
て
哥
の
本
意
は
そ
む
け
た
り
。
さ
ら
は

朝
露
を
朝
霞
、
夕
の
雰
を
夕
雰
と
よ
む
共に

文
字
た
ら
て
、
さ
よ
ま
ん
事
は
い
ふ
に
た
ら
す
。
全
句
朝
露
の
心
に
て

よ
め
ら
ん
に
は
朝
露
と
よ
み
た
ら
ん
に
何
条
事
か
あ
ら
ん
。
中
〻
題
を
一
句
に
よ
み
て
全
句
其
題
意
に
た
か
は

さ
ら
ん
は
中
〻
高
名
た
る
へし
。
是と

は思
ひ

人し
も

の又

皆
知
事

ひ

か

こ

と

也也

。
□
さ
も
朝
露
と
○

題
の
冬
字
を
一
句
に
よ
み
て
外
に
其

題
意

こ

ゝ

ろ

あ
ら
は
に
な
く
共
わ
か
思
ひ
こ
め
た
る
所
、
初
よ
り
其
題
の
心
に
て
よ
み
出
し
た
ら
ん
に
は
人
は
い
か
に
い

ふ
共
わ
か
心
に
は
ゆ
る
し
て
ん
と
○

今
は
覚
ゆ
る
也
。 

○

もた

と
よ
み

と

へ

た
り

は

し
夜
鹿
と
い
ふ
題
に
て

を

と

よ
ひ
〱
は

り

た

り

し

しに

の
ふ
道
か
や
、
と
よ
み
た
り
し
か
と
今
思
ふ
に
鹿
は
大
や

唐 
 

之 
 

助 
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う
夜
な
く
物
な
れ
は
鹿
と
い
ふ
一
字
、
題
に
て
も
夜
鹿
に
成
へ
し
。
さ
は
夜
と
い
ふ
字
に
の
う
こ
か
ぬ
や
う
に
と

思
ひ
て
よ
る

〱
は
暮
の
ゝ
ま
ゝ
、
こ
の
一
二
の
句
に
て
夜
の
字
や
ゆ
る
か
さ
ら
ん
と
思
ひ
た
り
し
。
今
思
ふ
に
此

哥
文
字
を
よ
み
た
る
に
て
、
鹿
を
よ
む
本
ゐ
にを

あ
ら
す

う

し

な

ふ

。
又
初
花
の
題
に
て
、
哀
て
ふ
こ
と
を
一
木
か
中
に
し
も

あ
ま
た
に
や
ら
ぬ
枝
の
初
花
、
又
庭
初
雪
を
、
迹
つ
け
て
と
へ
か
し
と
思
ふ
人
も
又
人
や
侍
ら
ん
。
庭
の
初
雪
、

是
は
題
を
一
句
に
よ
み
た
れ
と
、
其
句
を
は
な
ち
て
も
句
〻
皆
題
意
を
ふ
く
む
や
う
に
と
思
ひ
て
よ
み
た
り
し
。

た
ゝ
か
う
や
う
に
よ
み
た
り
し
は
、
皆
文
字
よ
み
に
て
ね
ん
し
出
す
所
に
て
、
す
て
に
哥
の
さ
か
ひ
を
は
な
れ
た

り
と
い
ふ
へし
。 

○
京
に
何
か
し
と
か
言
瞽
者
あ
り
け
り
。
は
や
う
よ
り
何
れ
の
君
に
か
め
さ
れ
て
あ
り
け
る
か
、
さ
て
後
も

折
々
東
に
め
さ
れ
け
る
あ
る
。
一
年
の
下
り
に
君
待
う
け
給
て
、
い
か
に
道
の
哥
は
と
の
給
ひ
け
れ
は
、
所
〻
に

て
よ
め
る
を
、
書
付
て
上
り
け
る
。
其
中
に 

東
路
の
瀬
田
の
長
橋
こ
え
わ
ひ
ぬ
み
し
か
き
す
ゝ
の
よ
を
渡
る
と
て

と
い
ふ
哥
を
み
給
て
、
こ
と
は
り
也
。
今
よ
り
心
ま
ゝ
に
す
を
や
し
な
へと
て
又
め
さ
ゝ
り
け
る
と
そ
。 

○
本
多
大
貮
膳
所
の
家
臣
と
い
ふ
人
有
。
扇
に
松
と
竹
と
雪
ふ
り
た
る
方
を
み
つ
か
ら
書
て
、
そ
の
哥
を
か
い
つ

け
、 

時
し
ら
ぬ
松
と
竹
と
の
色
も
猶
白
キ
を
後
の
雪
に
み
す
ら
ん
と
い
ふ
哥
を
よ
み
て
書
そ
え
た
る
を 

武
者

小
路
の
か
み
み
給
ひ
て
、
い
た
く
め
て
給
ひ
け
る
と
な
ん
。
此
人
娘
を
嫁
す
る
時 

 

な
れ
も
又
み
を
く
る
親
に
と
く
成
て
子
を
思
ふ
道
の
哀
し
ら
な
ん 

と
よ
み
て
や
り
け
る
と
そ
。 

○
源
氏
物
語
に
い
ひ
さ
し
て
心
を
ふ
く
め
た
る
詞
あ
り
。
た
と
へ
は
何
と
し
て
何
と
す
る
と
言
こ
と
を
何
し
て
な

ん
と
言
。
か
く
し
て
こ
そ
か
く
す
め
と
言
事
を
、
か
く
し
て
こ
そ
と
い
ひ
と
め
た
る
あ
り
。 

末
摘
に
み
つ
か
ら
の
う
れ
へ
は
か
し
こ
く
と
も
先
こ
そ
○

は
こ
れ
は
い
と
き
こ
え
さ
す
に
く
ゝ
な
ん
と
ー
。 

○
宝
永
五
年
の
春
京
都
火
災
に
て
内
裏
炎
上
し
、
公
卿
殿
上
人
の
亭
里
の
こ
り
な
く
焼
失
た
り
し
に
、
清
水
谷

の
大
納
言
实
業
卿
風
早
参
議
公
長
卿
も
火
に
あ
ひ
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
に
さ
ま
よ
ひ
給
ひ
け
る
か
、
二
人
道
に
て
行

逢
給
ひ
て
实
業
卿 

風
早
と
聞
も
恐
ろ
し
今
日
の
日火

や 
 

と
の
給
ひ
け
れ
は
、
公
長
卿 

 

清
水
谷
と
て
、
や
け
も
の
こ
ら
す
と
こ
た
へ給
ひ
し
と
か
や
。
右
太
宰
得
衛
門
か

獨
言
に
記
す
。 

○
月
や
あ
ら
ぬ
の
哥
、
諸
説
い
つ
れ
か
と
き
得
た
り
と
み
ゆ
る
も
な
し
。
つ
く

〱
思
ふ
に
、
月
や
昔
の
月
に
あ

ら
め
、
春
や
昔
の
春
に
あ
ら
ぬ
と
思
へ
は
、
月
も
春
も
昔
の
春
也
。
然
る
に
あ
り
し
に
も
あ
ら
す
覚
ゆ
る
は
、
我

身
にの

去
年
に
か
は
る
事
あ
る
か
と
尋
ね
れ
は
、
わ
れ
も
も
と
の
身
也
。
わ
れか

身

は
も
と
の
身
な
れ
と
も
、
わ
か
昨
年

を
思
ひ
な
け
く
。
心
は
昨
年
に
は
引
か
へて
悲
し
き
也
。
月
と
春
はと

は

昔
の
ま
ゝ
に
て
、
わ
れか

身

も
昔
の
わ
れ
か
身
也
。

然
れ
共
、
我
は
月
と
春
と
の
昔
の
ま
ゝ
な
る
に
は
か
は
り
て
、
悲
し
ひ
の
心
は
昔
に
は
あ
ら
ぬ
わ
か
心
と
也
。 
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○
南
部
信
濃
守
殿
内
大
藤
佐
次
尾
崎
冨
衛
門
在
着
し
、
使
者 

 

○
南
部
信
濃
守
殿
交
代
し
て
帰
国
の
む
ね
奏
す
ら
る
ゝ
に
使
と
し
て
よ
り
、
公
へ
例
あ
る
あ
り
て
献
物
献
す
ら

る
ゝ
に 

佐
藤
大
治
、
屋
崎
富
衛
門
の
二
人
に
命
す
ら
る
。
二
人
公
へ
出
け
る
に
例
御
坊
为
取
次
て
、
老
中
出
合

給
ふ
。
折
節
他
家
の
使
あ
り
け
る
に
め
す
成
為
に
カ
、
南
部
の
御
使
は
次
の
間
へ
つ
め
ら
れ
申
は
い
ふ
に
、
使
い
ふ
。

わ
か
家
の
例
此
は
隣
に
て
茶
有
つ
る
、
取
次
に
堀
江
荒
四
郎
出
遅
れ
け
る
に
、
何
の
た
か
ひ
め
あ
り
て
か
、
ふ
と

あ
ら
そ
ひ
に
成
て
、
二
人
や
ゝ
言
あ
ら
く
の
ゝ
し
り
け
る
。
、
堀
江
大
に
怒
り
、
殿
中
を
は
ゝ
か
ら
す
過
言
す
し
条
、

老
中
へ
申
上
け
る
。
老
中
其
外
あ
り
あ
ふ
人
々
あ
つ
ま
り
評
す
ら
る
。
其
事
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
上
を
は
ゝ
か

ら
ぬ
条
ゆ
る
し
か
た
し
。
重
き
罪
に
落
て
罰
も
重
く
申
付
る
に
評
議
一
決
す
。
西
常
隠
岐
守
殿
初
よ
り
一
言
を

も
い
は
す
つ
ら
つ
へ
つ
き
て
お
は
し
け
る
を
、
堀
田
相
模
守
殿
い
ふ
か
り
て
、
い
か
に
や
隠
岐
と
の
か
何
と
面
々
の

議
す
る
事
を
よ
そ
け
に
は
な
し
給
ふ
は
、
別
に
思
し
め
く
ら
さ
る
ゝ
議
論
こ
そ
あ
る
ら
め
、
さ
ら
は
今
た
ゝ
聞
え

給
へと
の
給
ふ
。
隠
岐
矦
い
は
く
、
初
よ
り
の
評
論
委
し
く
承
り
ぬ
。
上
を
重
ん
す
ら
る
ゝ
条
こ
と
は
り
い
た
れ
り
。

さ
れ
と
わ
か
思
ふ
に
、
民
の
害
に
な
ら
ぬ
す
ち
は
忘
給
（
ヵ
）
て
咎
む
へ
き
に
あ
ら
す
。
百
論
の
類
は
た
ゝ
其
理
を

取
て
非
を
弁
給
へん
事
廣
き
政
と
言
へし
。
か
の
両
人
は
返
申
に
て
過
言
を
は
と
ゝ
め
ら
る
へき
は
初
よ
り
知
事
也
。

さ
る
身
の
そ
れ
を
忘
れ
て
し
か
の
り
し
は
、
为
をの

家
格
を
お
と
さ
し
と
思
へ
は
也
。
今
重
く
と
か
め
給
は
ゝ
信
濃

守
上
のを

お
そ
れ
て
か
の
二
人
を
き
り
つ
へし
。
わ
か
た
め
に
身
を
忘
れ
て
争
ひ
し
も
の
を
、
に
く
し
と
に（

く
し

マ

マ

と）

思

ひ
て
ん
や
。
其
上
今
に
て
も
、
も
し
い
つ
こ
に
ま
れ
誡
徒
（ヵ
）
お
こ
ら
ん
時
、
諸
侯
を
す
へて
追
伐
を
さ
す
ら
れ
ん

に
、
さ
る
争
ひ
を
も
す
ぬ
た
し
め
、
そ
の
武
士
い
く
ら
君
と
て
事
の
用
に
立
な
ん
や
。
さ
は
さ
ら
は
さ
る
者
を
重

く
罪
給
ふ
は
上
の
用
に
立
へき
も
の
を
ほ
ろ
ほ
す
也
。
た
ゝ

さ

は

上
の
御
為
に
も
こ
た
ひ
は
か
る
く
い
ま
し
め
給
は
ん
事

然
る
へし
と
の
給
ひ
け
れ
は
、
満
座
感
し
合
給
ひ
て
百
の
議
論
空
し
く
成
て
此
一
言
に
決
し
ぬ
。 

○
宝
治
哥
合
の
作
者
の
内
蓮
性
は
宇
津
宮
入
道
也
。
為
家
の
舅
也
。 

○
い
つ
の
比
越
後
高
田
の
町
の
中
へ
龍
の
落
た
る
事
有
。
三
日
か
内
う
こ
か
す
其
侭
有
し
。
四
日
と
い
ふ
は
天
陰

雲
む
ら
か
り
来
る
と
み
し
か
、
彼
龍
う
こ
き
出
る
と
み
る
程
、
雲
気
あ
た
り
に
み
ち
ふ
た
が
り
て
、
龍
の
ほ
り
さ

り
ぬ
と
そ
。 

○
今
清
の
都
は
盛
景
と
言
匈
奴
の
地
也
。
南
京
北
京
は
藩
守
と
な
れ
り
。
北
京
は
い
に
し
へ
の
燕
国
也
。
南
京
は

呉
也
。 

○
か
ら
さ
け
の
、
海
よ
り
川
に
の
ほ
る
は
と
人
、
の
い
ひ
し
を
た
ふ
る
ゝ
は
か
り
わ
ら
ひ
し
か
、
枳
花
を
枳
殻
の
花

と
詩
に
造
れ
る
も
お
も
へは
此
た
く
ひ
と
お
ほ
ゆ
。 

○
ら
い
山
か
子
規
の
句
に
、
郭
公
鳥
と
成
て
明
に
け
り
。 

○
安
見
三
輪
先
生
へ、
慎
獨
の
心
を
問
け
れ
は
、
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花 

の
う
た
の
心
を
思
ひ
み
る
へ
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し
と
こ
た
へ給
ひ
し
と
そ
。 

○
秋
年
々
風
あ
り
て
た
な
つ
物
そ
こ
な
は
れ
け
る
比
、
霊
元
上
皇
の
御
哥
也
と
て
、 

吹
風
も
さ
は
り
あ
ら
す
な
し
な
の
は
へ君
か
し
め
遊
ふ
長
田
さ
な
た
哉 

○
徂
徠
政
談
乞
食
の
頭
善
七
と
言
者
の
先
祖
は
景
晴
の
家
来
に
車
丹
晴
と
言
者
な
る
か
、
御
草
履
取
と
成
て 

東
照
君
を
ね
ら
ひ
手
引
、
を
の
れ
か
家
来
を
は
皆
江
戸
へ
つ
れ
来
り
、
乞
食
の
内
へ
入
置
た
る
を
、
事
顕
れ
た
る

時 

東
照
君
御
免
有
て
乞
食
の
頭
と
成
た
る
よ
し
。
茂
卿
政
談
に
書
す
り
。 

○
日
本
国
中
惣
高
二
千
萬
石
に
し
て
、
日
本
の
武
者
の
惣
数
三
万
餘
騎
也
。
右
は
日
本
の
惣
軍
兵
三
十
三
萬

騎
と
言
た
る
に
は
十
分
一
に
成
た
り
と
同
書
に
言
。 

○
戸
籍
と
言
は
、
人
別
帳
の
事
也
。
さ
れ
共
今
の
代
の
人
別
帳
の
こ
と
き
に
は
非
す
。
今
代
の
人
別
帳
は
誠
の
人

別
帳
に
あ
ら
す
。
着
到
帳
の
類
也
。
人
別
帳
と
言
は
其
村
所
の
家
別
を
記
て
、
其
家
〻
の
亭
为
を
始
め
家
内
の

人
数
を
譜
代
の
者
迄
不
レ

残
記
レ

之
、
よ
め
取
は
之
を
記
し
、
養
子
を
す
れ
は
こ
れ
を
記
し
、
婦
に
他
へ
行
は
除
レ

之
、
子
生
れ
は
年
月
日
記
レ

之
、
死
れ
は
何
月
幾
日
に
死
す
と
記
レ

之
、
出
家
な
と
す
れ
は
、
其
子
細
を
記
し
て

除
レ

之
。
其
師
の
寺
の
人
別
帳
に
載
レ

之
、
出
替
奉
公
人
を
は
の
す
す
。
是
は
其
者
の
出
所
の
人
別
帳
に
有
故
也

と
同
所
に
言
り
。 

○
靏
取
ハ
張
付
ニ
カ
ク
ル
ト
言
ハ
、
年
始
ニ
禁
裡
ヘ靏
献
上
ト
言
事
有
ヨ
リ
重
キ
取
サ
ハ
キ
ニ
ナ
ル
ニ
ミ
ユ
。
水
戸
ノ
義

公
ノ
時
、
水
戸
ニ
靏
取
ア
ツ
テ
御
耳
ニ
立
タ
レ
ハ
、
重
キ
法
ヲ
破
リ
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
、
御
自
身
成
敗
ナ
サ
ル
ヘキ
ト
也
。

夫
ヨ
リ
折
々
申
上
レ
ト
モ
、
ナ
ニ
カ
御
隙
入
ニ
テ
延
引
ス
。
後
ニ
ヒ
タ
モ
ノ
伺
タ
レ
ハ
、
サ
ラ
ニ
斬
ン
御
庭
ニ
引
マ
セ
ハ
、

御
自
身
刀
ヲ
取
テ
二
三
度
切
ン
ト
シ
タ
マ
フ
カ
刀
ヲ
ス
テ
ヽ
内
ニ
入
玉
フ
。
其
後
人
伺
ヘハ
、
ト
カ
ク
御
自
身
切
ラ
ル

ヘキ
ト
ノ
事
ニ
テ
延
タ
ル
内
ニ
彼
者
何
方
ヤ
ラ
ン
。
逃
テ
事
ヤ
ミ
タ
リ
ト
ナ
ン
。  

 

随
筆 

○
あ
か
は
ぢ
か
く
と
は
赤
耻
也
。
左
傳
に
莟
垢
と
い
へる
は
耻
を
し
の
ふ
事
也
。 

○
昔
の
烏
帽
子
を
見
し
に
、
小
た
る
一
重
を
黒
漆
に
て
す
り
、 

こ
の

（端
ヲ
五
部

や
う
に

計
折
て
つ
け
た

折
る
也
）

目
付
た
る
物
也
。
こ
れ
が
左
折
に
も
右
折
に
にも

風
折
に
も
士
ゑ

ほ
し
に
も
な
る
也
。
其
時
〻
の
衣
装
に
随
て
色

〱
に
す
し
也
。
こ
れ
は
延
徳
手

間
の
物
に
て
、
い
な
か
の
農
家
に
傳
は
り
し
よ
し
、
し
る
し
す
り
。
み
し
か
き
紐
一

方
に
一
筋
つ
く
。
こ
れ
は
い
か
に
す
る
に
か
、
さ
と
り
か
た
し
。 

○
夏
日
の
長
き
を
愛
す
と
い
へる
は
、
ま
こ
と
に
炎
熱
の
く
る
し
き
を
し
ら
ぬ
な
る
へし
。
眉
山
の
翁
の
詞
を
た
す

る
は
、
か
の
風
の
勝
（ヵ
）を
も
と
ゝ
す
る
に
て
、
い
と
む
ね
ふ
か
き
あ
る
筆
の
す
さ
み
な
る
か
し
。 

一
有
栖
川
都
に
安
村
搤
校
と
い
ふ
瞽
者
あ
り
。
霊
を
よ
く
す
と
い
ふ
事
を
有
栖
川
の
宮
聞
め
し
て
、
人
し
て
め

さ
れ
け
れ
は
、
吉
村
こ
よ
な
う
有
か
た
き
事
と
よ
ろ
こ
ひ
て
や
か
て
参
り
ぬ
。 
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一
堀
部
弥
兵
衛
、
安
兵
衛
を
養
子
に
定
め
し
時
、
め
あ
は
す
ん
と
思
へは
女
子
十
四
也
。
江
戸
に
て
の
事
な
れ
は
、

互
に
お
も
て
を
し
ら
す
。
後
に
安
兵
衛
赤
穂
へ
下
れ
る
時
安も

弥い

兵
衛

か

な

る

事
に
か
、
か
の
む
す
め
に
あ
は
す
。
程
な
く

事
お
こ
り
て
堀
部
父
子
自
刃
す
り
。
か
の
娘
母
に
つ
か
へて
つ
ゐ
て
に

又
人
に
ゆ
る
さ
す

。
江
戸
泉
岳
寺
の
邊
に
尼
に
な
り
て
す
め
り
。

其
ほ
と
浅
野
家
の
祀
絶
し
を
い
た
く
悲
し
ひ
て
、
か
す
か

お

ほ

け

にな

て
も

く

も

为
君
の
御
跡
た
て
た
ま
は
ら
ん
事
を
廿
五
度

（
ヵ
）
ま
て
公
に
う
た
へ
出
た
り
。
廿
五
度
と
い
ふ
に
時
の
奉
行
給
ひ
け
る
は
、
汝
し
は

〱
の
う
た

ね

か

ひ

出
る
事
な
れ

と
、
是
は
い
く
た
ひ
ね
か
ふ
と
も
、
と
て
も
き
こ
し
め
し
あ
け
ぬ
筋
な
れ
は
、
今
よ
り
思
ひ
と
ま
る
へし
。
を
の
こ
な

ら
は
と
ら
へと
か
め
給
ふ
へけ
れ
と
、
女
と
み
ゆ
る
し
置
給
へる
也
。
又
も
ね
か
ひ
出
は
う
た
ひ
罪
か
る
か
ら
し
と

仰
出
さ
れ
給
へる
。
よ
り
て
其
ね
か
ひ
は
思
ひ
と
ま
り
ぬ
。
さ
て
朝
夕
わ
か
持
佛
に
む
か
ひ
て
、
君
の
父
の
夫
の
後

世
の
た
め
と
は
露
に
け
す
。
人
の
力
も
て
か
な
は
ぬ
事
な
れ
は
、
と
は
只
仏
の
力
を
た
の
む
外
な
し
。
只
か
の
ま
つ

り
給
ぬ
る
を
仏
に
な
な
け
き

つ

つ

ま

す
給
へと
の
み
ね
か
へる
と
そ
。
さ
る
事
た
れ
か
れ
や
こ
と
な
き
か
聞
し
め
さ
れ
て
、

あ
は
れ
と
思
し
て

も
い
み
じ
と
も

思
し
て
め
さ
る
ゝ
方
々
も
多
く
、
き
ぬ
な
と
給
は
る
お
り
も
あ
り
け
れ
と
、
さ
る
物
は
皆
相
し

れ
る
か
た
へ
を
く
り
て
、
わ
か
身
は
一
生
麻
も
め
ん

布

の
外
に
身
に
ふ
れ
さ
り
し
と
そ
。
こ
と
し
九
十
一
才
に
て
二

月
廿
五
日
に
身
ま
か
れ
り
。
遺
言
し
て
、
泉
岳
寺
義
士
の
墓
の
か
た
は
ら
に
し
る
し
を
た
て
け
る
と
な
ん
。 

一
枕
草
子
昔
覚
え
て
ふ
よ
う
な
る
物
と
言
条
下
に
、
七
尺
の
か
づ
ら
の
赤
く
成
た
る
と
有
。
官
女
の
験
に
髪
長

く
、
す
そ
に
引
た
る
は
つ
ぎ
た
る
か
つ
ら
な
る
へし
。 

一
新
勅
撰
秋
部
日
法
性
寺
入
道
殿
の 

す
そ
の
よ
り
み
ね
の
梢
に
移
り
き
て
さ
か
り
久
し
き
秋
の
色
哉 

と
あ
る
は
实
ニ
そ
む
け
り
。
是
は
女
御
の
内
屏
風
の
う
た
故
秋
を
女
御
に
た
と
へ
、
入
内
を
す
そ
の
よ
り
み
ね
に

移
る
と
よ
ま
れ
し
也
。
故
な
き
紅
葉
の
哥
に
こ
れ
を
證
と
す
へか
ら
す
。 
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翻
刻
『
浪
華
之
記
行
』『
大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
』『
御
支
配
所
勘
定

太
田
直
次
郎
様
御
宿
一
件
』 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館 

小
笠
原 

弘
之
・
八
木 

美
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

大
阪
府
立
中
央
図
書
館 

 
 

北
川 

敬
子
・
日
置 

将
之
・
苗
村 

昌
世
・ 

山
田 

瑞
穂
・
佐
藤 

敏
江 

 

は
じ
め
に 

今
回
は
、
大
坂
に
関
係
し
た
幕
府
御
用
に
関
す
る
文
書
三
点
、
藩
主
の
大
坂
城
代
着
任
の
た
め
の
先
遣

隊
の
道
中
記
（
元
治
年
間
）、
幕
臣
の
長
崎
着
任
の
道
中
（
享
和
年
間
）
、
大
坂
城
で
の
任
務
に
関
す
る
資

料
（
天
保
年
間
）
の
三
点
を
取
り
上
げ
た
。 

 

一
浪
華
之
記
行
（
二
二
三
．
六
‐
一
四
八
） 

 

底
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵 

一
冊
（
十
三
・
五×

二
〇

㎝
）
表
・
裏
表
紙
各
一
、
本
文
五
十
六
丁 

 

同
書
は
、
常
陸
笠
間
藩
主
牧
野
越
中
守
貞
明
が
大
坂
城
代
職
を
拝

命
、
先
用
役
を
命
じ
ら
れ
た
笠
間
藩
士
が
著
し
た
大
坂
へ
の
往
還
記

で
あ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
二
十
日
に
江
戸
を
出
立
、

翌
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
月
五
日
に
大
坂
に
到
着
、
六
日
に
入

城
、
前
任
で
あ
る
三
河
吉
田
藩
と
の
引
き
継
ぎ
業
務
を
開
始
、
十
五

日
昼
に
は
藩
主
一
行
の
着
坂
を
受
け
、
約
一
年
の
大
坂
城
勤
務
の
後
、
江
戸
長
詰
を
拝
命
往
路
で
立
寄
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
名
所
を
観
光
し
な
が
ら
笠
間
を
経
由
し
て
江
戸
日

比
谷
屋
敷
へ
到
着
、
江
戸
詰
の
任
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
紀
行
文
を
終

え
て
い
る
。
大
坂
城
勤
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
途
『
御
用
日
記
』
を
認
め

て
い
た
ら
し
く
割
愛
さ
れ
て
い
る
。 

本
文
は
、
大
部
分
を
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で
の
往
路
の
道
中
に
割
き
、
帰
路

に
つ
い
て
は
、
往
路
で
立
寄
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
名
所
観
光
に
留
め
、

朋
輩
と
と
も
に
、
道
中
の
土
地
の
名
物
、
名
所
を
堪
能
し
、
昔
日
に
思
い
を

馳
せ
、
一
句
を
ひ
ね
る
な
ど
、
封
建
下
で
の
人
々
に
と
っ
て
の
旅
の
在
り
方

が
窺
え
る
と
共
に
、
幕
末
の
東
海
道
の
名
所
案
内
の
態
を
な
し
て
い
る
。 

因
に
、
牧
野
越
中
守
貞
明
は
こ
の
後
、
戊
辰
戦
争
で
幕
府
軍
が
敗
れ
る
と
、
大
坂
城
を
脱
出
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
一
月
二
十
日
に
大
坂
城
代
を
辞
任
し
、
最
後
の
大
坂
城
代
と
な
っ
た
。 
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二 

大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書 

（
文
書
二
三
四
） 

「
大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
」（
目
録
後
掲
）
は
、
丹
波
篠
山
藩
の
青
山
家
の
家
臣
市
瀬
家
の
宝
暦
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
五
代
藩
主
青
山
因
幡
守
忠
良
の
大
坂
城
代
時
代
の
仕
事
に

関
す
る
記
録
の
内
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
青
山
因
幡
守
忠
良
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一

月
三
日
か
ら
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
大
坂
城
代
を
勤
め
た
。
前
掲
「
浪
華
之
記

行
」
の
最
後
の
大
坂
城
代
・
笠
間
藩
主
牧
野
貞
直
か
ら
数
え
て
八
代
（
二
十
年
）
前
に
当
た
る
。 

 

大
坂
城
内
に
は
、
行
政
官
僚
で
あ
る
大
坂
城
代
の
他
、
城
代
補
佐
役
の
京
橋
口
・
玉
造
口
両
定
番
、
大

坂
城
守
衛
業
務
担
当
と
し
て
旗
本
で
構
成
さ
れ
る
大
番
衆

に
加
勢
す
る
四
加
番
（
山
里
丸
・
青
屋
口
・
中
小
屋
・
雁

木
坂
）
と
、
常
時
あ
わ
せ
て
六
名
の
大
名
が
自
ら
の
家
臣

も
率
い
て
勤
務
し
て
い
た
。 

 

城
内
を
い
く
つ
か
の
区
域
に
分
割
し
て
常
時
こ
れ
ら
の

武
士
が
詰
め
、
本
丸
と
二
之
丸
南
側
を
東
西
大
番
頭
お
よ

び
大
番
衆
が
、
本
丸
北
側
の
山
里
丸
と
二
之
丸
東
側
一
帯

は
加
番
が
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
敷
（
小
屋
）
を
構
え
警
固
し
て

い
た
。
ま
た
、
城
内
か
ら
外
部
に
通
じ
る
大
坂
城
の
追
手

口
・
京
橋
口
・
玉
造
口
の
三
口
に
は
そ
れ
ぞ
れ
城
代
、
両

定
番
上
屋
敷
が
構
え
ら
れ
、
そ
の
配
下
の
武
士
が
周
辺
を

警
固
し
て
い
た
。 

 

大
坂
城
代
上
屋
敷
は
、
城
内
と
大
坂
三
郷
の
町
人
地
に
向
け
て
開
い
た
江
戸
期
大
坂
城
の
表
玄
関
で
あ

る
追
手
門
の
内
部
に
あ
っ
た
。『
摂
営
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
城
代
の
管
理
区
域
に
は
、
見
附
番
所
が
二
ヶ
所
、

札
改
番
所
が
三
ヶ
所
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
上
屋
敷
か
ら
追
手
門
や
南
仕
切
門
へ
の
順
路
の
分
岐
点
に
見
附

大
御
番
所
、
京
橋
口
定
番
の
守
衛
地
と
の
境
に
あ
る
北
仕
切
門
に
見
附
番
所
が
あ
り
、
追
手
門
桝
形
の
周

辺
に
は
、
城
内
出
入
管
理
の
た
め
鑑
札
を
確
認
す
る
張
番
所
、
桝
形
番
所
、
足
軽
番
所
が
あ
っ
た
。
本
文

書
内
に
登
場
す
る
市
瀬
大
次
郎
は
、
者
頭
な
ど
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
他
の
記
録
か
ら
も
、
市
瀬
家
の
人
々

は
こ
う
し
た
番
所
に
勤
務
し
、
徒
士
・
足
軽
な
ど
を
束
ね
て
い
た
平
士
身
分
の
武
士
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。 

 
(

一)

『
大
番
交
代
時
之
出
役
覚
』
（
文
書
二
三
四
‐
二
） 

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
八
月
の
大
番
大
交
代
の
際
の
追
手
口
に
お
け
る
業
務
記
録
で
あ
る
。 

大
坂
在
番
の
武
士
の
う
ち
、
行
政
官
僚
で
あ
る
大
坂
城
代
や
両
定
番
お
よ
び
東
西
両
奉
行
に
は
は
っ
き
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り
と
し
た
任
期
は
無
い
が
、
軍
役
の
大
番
・
加
番
に
つ
い
て
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）

に
制
度
化
さ
れ
て
以
降
、
任
期
は
一
年
と
な
っ
て
い
た
。
目
付
も
半
年
交
代
で
、
こ
れ
ら
短
期
任
務
の
交

代
を
一
斉
に
八
月
頭
か
ら
中
旬
に
か
け
て
行
っ
て
い
た
。
年
に
よ
っ
て
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
も
の
の
概
ね

日
割
が
決
ま
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
八
月
朔
日
ま
で
に
着
坂
の
上
、
二
日
に
は
追
手
口
か
ら
加
番
衆
が
仮

御
城
入
。
三
日
京
橋
口
よ
り
山
里
御
加
番
、
四
日
追
手
よ
り
青
屋
口
御
加
番
、
五
日
玉
造
口
よ
り
中
小
屋

御
加
番
、
六
日
玉
造
口
よ
り
雁
木
坂
御
加
番
が
交
代
。
重
ね
て
五
日
追
手
口
よ
り
東
御
番
頭
が
仮
御
城
入
、

七
日
玉
造
口
か
ら
御
城
入
。
十
日
に
追
手
よ
り
西
御
番
頭
が
仮
御
城
入
、
十
二
日
に
追
手
よ
り
御
城
入
。

両
番
頭
の
御
城
入
の
間
に
、
大
番
衆
の
小
交
代
も
行
わ
れ
る
。 

早
朝
よ
り
行
わ
れ
る
交
代
の
儀
式
は
、『
金
城
聞
見
録
』
に
「
其
行
装
甚
厳
に
し
て
且
花
麗
也
。
此
日
市

中
の
男
女
袖
を
連
ね
廣
原
に
出
て
見
物
す
。」
と
あ
る
様
に
、
豪
華
で
威
厳
が
あ
り
、
大
坂
市
中
の
人
々
は

こ
ぞ
っ
て
大
手
門
に
見
物
に
訪
れ
、
江
戸
後
期
に
は
大
坂
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
根
付
い
て
い
た
。 

 

 
(

二)

『
玉
造
口
御
門
定
番
御
城
入
之
節
御
固
人
数
并
絵
図
面
』
（
文
書
二
三
四
‐
三
） 

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
、
玉
造
口
定
番
と
し
て
着
任
す
る
出
羽
長
瀞
藩
・
米
津
越
中
守
政
懿
の

御
城
入
の
儀
式
の
参
考
と
し
て
、
前
任
の
越
前
敦
賀
藩
・
酒
井
右
京
亮
忠
毘
が
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四

一
）
に
御
城
入
し
た
際
の
記
録
が
公
用
方
よ
り
回
覧
さ
れ
、
そ
れ
を
書
写
し
た
も
の
。
後
半
に
は
出
火
の

際
、
御
番
所
勤
務
者
が
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
の
心
得
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。 

 
(

三)

『
大
坂
御
城
御
番
所
勤
方
大
格
』
（
文
書
二
三
四
‐
六
） 

前
二
点
の
資
料
と
違
い
、
記
録
で
は
な
く
手
引
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
門
の
開
閉
、

追
手
門
内
の
城
代
上
屋
敷
と
各
御
番
所
の
取
次
方
法
、
大
坂
城
に
出
入
り
す
る
鑑
札
の
確
認
方
法
、
問
題

が
起
こ
っ
た
時
の
対
処
な
ど
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
加
番
衆
の
内
、
大
交
代
の
際
に
唯
一
追
手
口
か
ら

御
城
入
す
る
青
屋
口
御
加
番
の
交
代
の
手
順
に
つ
い
て
最
後
の
か
な
り
の
部
分
を
割
い
て
い
る
事
か
ら
、

八
月
の
大
交
代
が
大
坂
城
勤
務
者
に
と
っ
て
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

参
考
文
献 

「
大
坂
城
誌
」
小
野
清
編
著 

名
著
出
版
復
刻 

昭
和
四
十
八
年
（
三
七
八
‐
八
七
九
） 

「
大
坂
城
の
歴
史
と
構
造
」
松
岡
利
郎
著 

名
著
出
版 

昭
和
六
十
三
年
（
七
二
九
‐
八
九
三
） 

「
摂
営
秘
録
」
中
村
勝
利
校
注 

日
本
古
城
友
の
会
城
郭
文
庫 

昭
和
五
十
三
年
（
三
七
八
‐
一
二
七
九
） 

「
金
城
聞
見
録
」
政
芩
著
（
甲
和
‐
七
一
六
） 
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三 

御
支
配
所
勘
定
太
田
直
次
郎
様
御
宿
一
件
（
三
二
八
‐
二
九
二
‐
一
四
八
） 

一
綴 

本
文
書
は
、
薬
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
道
修
町
の
元
禄
～
明
治
初
年
に
わ
た
る
各
時
代
約
八
六
〇

点
の
資
料
群
で
、
当
時
の
三
丁
目
住
人
の
人
口
動
態
・
経
済
の
動
き
・
町
内
の
取
締
・
警
備
・
行
事
・
諸

規
定
を
網
羅
し
た
町
方
文
書
―
「
道
修
町
文
書
」（
三
二
八
‐
一
〇
二
～
二
九
二
）
―
の
内
の
一
点
で
、
幕

臣
大
田
直
次
郎
の
長
崎
勤
務
赴
任
時
の
道
中
の
大
坂
宿
泊
時
の
記
録
で
あ
る
。 

大
田
南
畝 

寛
延
二
年(
一
七
四
九)

～
文
政
六
年(

一
八
二
三) 

名
は
覃
、
通
称
直
次
郎
の
ち
七
左
衛
門
、
号
、
南
畝
・
四
方
赤
良
・
四
方
山
人
・
蜀
山
人
・
寝
惚
先
生
・

杏
花
園
等
。
幕
府
の
役
人
で
あ
っ
た
が
、
幕
臣
と
し
て
よ
り
も
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
黄
表
紙
、

噺
本
、
洒
落
本
、
滑
稽
本
、
狂
詩
集
等
の
著
作
が
あ
る
が
、

南
畝
の
名
前
を
高
ら
し
た
の
は
狂
歌
で
、
天
明
狂
歌
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
天
明
七
年
狂
歌
・
戯
作
と
絶
縁
、
因

み
に
、
こ
の
後
寛
政
の
改
革
に
よ
り
、
朋
誠
堂
喜
三
二
や
蓬

莱
山
人
帰
橋
の
止
筆
命
令
、
恋
川
春
町
の
自
殺
、
門
人
宿
屋

飯
盛
の
江
戸
払
い
、
山
東
京
伝
の
手
鎖
の
刑
、
版
元
蔦
屋
重

三
郎
の
身
代
半
減
等
、
受
難
時
代
を
迎
え
る
事
と
な
る
。 

 

江
戸
の
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
南
畝
と
大
坂
の
関
係
を
み
て
い
く
と
、 

享
和
元
三
月
～
二
年
三
月
、
大
坂
勘
定
と
し
て
大
坂
銅
座
に
滞
在
、
在
坂
の
様
子
は
「
葦
の
若
葉
」（
日
記
）

「
遡
遊
従
之
」
（
中
之
島
図
書
館
蔵 

翻
刻
有
）
等
で
窺
え
る
。
「
遡
遊
従
之
」（
問
答
書 

自
筆
）
は
、
南

畝
の
質
問
に
木
村
兼
葮
堂
が
答
え
た
も
の
で
、
兼
葮
堂
は
南
畝
へ
答
書
を
持
参
後
間
も
な
く
（
享
和
二
年

一
月
）
没
し
て
い
る
。
兼
葮
堂
と
共
に
、
当
時
の
大
坂
の
地
で
、
必
見
と
言
わ
れ
た
住
吉
へ
も
参
詣
し
て

お
り
、
本
文
書
の
献
立
控
中
の
追
加
文
に
来
客
と
し
て
出
て
く
る
か
ぶ
ら
ほ
（
蕪
坊
、
佐
伯
重
甫
）
と
、

住
吉
の
浦
で
合
う
約
束
を
し
た
が
、
か
け
違
っ
て
会
え
ず
、
茶
店
の
柱
に
和
歌
一
首
を
書
い
て
帰
っ
た
と

い
う
話
も
こ
の
前
後
で
あ
る
。（
住
吉
大
社
の
境
内
に
句
碑
有
） 

「
改
元
紀
行
」（
往
路
）「
壬
戌
紀
行
」（
帰
路
）
は
こ
の
時
の
紀
行
文
で
あ
る
。 

南
畝
が
、
蜀
山
人
を
号
し
た
の
は
、
こ
の
在
坂
中
で
、
銅
の
異
名
が
「
蜀
山
居
士
」
で
あ
る
事
に
よ
り
、

住
友
家
の
私
家
版
「
鼓
銅
図
録
」（
享
和
年
間
刊
）
に
は
、
蜀
山
人
の
題
字
が
入
っ
て
い
る
版
が
あ
る
。 

南
畝
の
交
遊
範
囲
は
広
く
、
南
畝
を
中
心
と
す
る
狂
歌
グ
ル
ー
プ
四
方
連
に
は
、
五
世
市
川
団
十
郎
（
花

道
つ
ら
ね
）
始
め
江
戸
歌
舞
伎
役
者
が
揃
っ
て
お
り
芝
居
好
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
大
の
三
津

五
郎
贔
屓
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
上
方
役
者
の
代
表
格
と
も
い
え
る
三
代
目
歌
右
衛
門
を
嫌
っ
て
い
た
が
、

後
年
贔
屓
と
な
り
、
「
梅
玉
余
響
」（
天
保
九
年
猿
笠
著
）
に
は
、「
狂
歌
は
蜀
山
人
に
と
ひ
し
が
浪
花
に
か
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へ
り
て
よ
り
鶴
廼
屋
翁
ま
た
は
六
々
大
人
に
随
ふ
て
ま
な
ぶ
」
と
記
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 

余
談
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
大
坂
の
商
売
名
鑑
「
商
工
技
芸
浪
華
の
魁
」「
浪
花
諸
商
獨
案
内
」
に
、
菓

子
「
せ
ん
べ
い 

ね
ぼ
け
」（
大
江
橋
北
詰
）
の
名
が
で
て
い
る
が
、
雑
誌
「
上
方
」
に
よ
れ
ば
、
大
江
橋

北
詰
に
、「
ね
ぼ
け
堂
」
と
い
う
菓
子
屋
が
あ
り
、
南
畝
の
句
を
焼
き
つ
け
た
煎
餅
を
売
っ
て
い
た
と
の
事
、

狂
歌
作
者
大
田
南
畝
（
ね
ぼ
け
は
号
）
の
名
の
大
坂
の
地
へ
の
浸
透
ぶ
り
が
窺
え
る
。 

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
長
崎
奉
行
所
詰
を
命
じ
ら
れ
、
赴
任
す
る
が
、「
御
支
配
所
勘
定
太
田
直
次
郎

様
御
宿
一
件
」
は
、
長
崎
へ
の
道
中
（
月
日
～
九
月
十
日
）
で
、
道
修
町
三
丁
目
に
宿
泊
し
た
時
の
接
待

の
記
録
で
あ
る
。
文
中
に
「
御
見
舞
人
多
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
上
田
秋
成
も
そ
の
一
人
で
、
八
月
十

五
日
に
道
修
町
の
宿
舎
を
訪
問
し
た
事
が
、「
胆
大
小
心
録
」
（
一
〇
八
条
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
秋
成
と

は
気
が
あ
っ
た
と
み
え
、
長
崎
滞
在
中
に
、
秋
成
の
「
藤
□
冊
子
」
の
後
序
を
作
成
、
ま
た
帰
路
（
文
化

二
年
一
一
月
五
日
）
に
は
、
京
都
の
西
福
寺
に
隠
棲
し
た
秋
成
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
ロ
シ
ア

艦
隊
（
レ
ザ
ノ
フ
使
節
）
長
崎
に
寄
港
し
て
お
り
、
南
畝
が
対
応
し
て
い
る
。

尚
、
長
崎
へ
の
旅
は
、「
革
令
紀
行
」（
往
路
）
、「
小
春
紀
行
」
」
（
帰
路
）
に
詳

し
い
。 

本
文
書
は
、
既
に
「
大
田
南
畝
全
集
第
八
巻
」（
岩
波
書
店
）
の
月
報
に
、
多

治
比
郁
夫
氏
に
よ
り
一
部
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
夏
の
大
坂
ら
し
い
献
立
、
そ

の
献
立
一
つ
に
も
、
御
用
宿
を
勤
め
る
側
の
様
子
が
窺
え
る
事
か
ら
紹
介
す
る

事
と
し
た
。 

 

参
考 

「
遡
遊
従
之
」（
甲
和
‐
八
四
二
）
木
村
兼
葮
堂 

大
田
南
畝
書 

享
和
二
年 

影
印
版
「
遡
遊
従
之
」（
大
阪
資
料
叢
刊
一
） 

大
阪
府
立
図
書
館 

昭
和

四
十
六
年
刊 

「
鼓
銅
図
録
」（
甲
和
‐
三
五
五
・
七
六
三
・
七
六
四
・
八
五
一
・
一
一
四
三
）
増
田
綱
著 

享
和
年
間 

住

友
家
私
家
版 

凡
例 

本
書
は
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
一
部
漢
詩
を
除
き
、
返
り
点
、

句
読
点
を
施
し
た
。 

反
復
記
号
「
ゝ
」「
ゞ
」「
〻
」
「

〱
」
は
底
本
の
ま
ま
で
表
記
し
た
。 

異
体
字
に
つ
い
て
は
標
準
の
字
体
に
改
め
た
。 
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本
文
に
お
い
て
朱
で
記
さ
れ
た
部
分
は
そ
の
ま
ま
朱
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
本
文
に
お
い
て
行
の
横
に
補

記
さ
れ
た
部
分
は
青
で
表
記
し
た
。 

付
箋
は
、
指
示
さ
れ
た
個
所
に
書
き
入
れ
た
。 

判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
表
記
、
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
文
字
の
し
た
に
ヵ
を
付
し
た
。 

活
字
の
な
い
文
字
は
□
に
ル
ビ
で
表
記
し
、（ 

）
内
に
文
字
の
説
明
を
付
し
た
。 

 

大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
目
録 

      
 

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

略
会
席
料
理
献
立 

御
給
仕
方
心
得
書 

〔
諸
事
勤
方
〕
心
得 

口
達
之
覚 

〔
御
固
所
詰
交
代
ニ
付
通 

達
〕 

大
坂
御
城
御
番
所
勤
方
大
格 

御
城
近
辺
出
火
之
節
下
馬
先
御
固
メ
人

数
操
出
行
列 

八
町
四
方
出
火
之
節
火

消
人
数 

三
ヶ
寺
（
天
王
寺
・
建
国
寺
・

専
念
寺
） 

大
坂
市
中
出
火
之
節
以
上 

忠
良
公
御
城
代
中 

三
御
寺
御
参
詣 

市
中
御
巡
見 

遠
方
御
巡
見 

両
町
奉

行
御
出 

御
下
屋
敷
江
御
出
之
節
御
門

操
出
惣
御
人
数
割 

玉
造
口
御
門
御
定
番
御
城
入
之
節
御
固

人
数
并
絵
図
面 

 

付
）
出
火
之
節
役
々

心
得
方
其
外
御
番
所
心
得
方
大
略
記 

大
番
交
代
時
之
出
役
覚 

御
城
入
之
日
上
旅
使
宿
直
勤
并
市
中
巡

見
御
城
外
御
行
列 

 
 文

政
7
年
借
用
写

置 文
政

2

年

10

月

中
旬 

 
 4
月
12
日 

 
 

 
 壬

寅
7
月
改 

天
保
15
年
3
月 

天
保
12
年
8
月 

天
保
12
年
閏
正
月

27
日 

小
納
戸 

市
瀬 

 
 

 
 市

瀬

大

次

郎

あ

て 

鈴
木
幸
右
衛
門
・
堀
内

弾
右
衛
門
出 

箕
浦
又
市
殿
ニ
貰
之 

市
瀬
正
誼 

松
田
久
右
衛
門
よ
り

貸
写
置 

斎
藤
控 

御
供
頭
控
借
写 

御

地
目
付
：
近
藤
半
助 

市
瀬
正
応
控 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 御

狩
之
儀 
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22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12－6 12－5 12－4 12－3 12－2 12－1 

〔
明
治
維
新
規
律
改
正
ニ
付
再
触
写
〕 

大
赦
ニ
付
御
咎
御
免 

蓋
簪
会
規
約 

〔
鹿
児
島
県
下
騒
憂
ニ
付
笹
山
士
族
会

開
催
通
知
等
下
書 

乍
恐
御
窺
書 

 

笹
山
藩
藩
士
録 

〔
宝
物
目
録
〕 

〔
城
内
宝
物
等
目
録
〕 

目
録 

〔
大
名
家
格
覚
〕 

交
肴
一
尾 

五
色
毛
氈
之
内 

到
来
之
鳥
子
紙 

先
□
申
し
付
候 

 
 

六
日 

・
・
・
塩
鮭
之
内
い
ぶ
し
鮭
・
・
・ 

小
納
戸
よ
り
差
出
物
品
状 

明
治

6

年

7

月

2
日 

辰
2
月 

〔
明
治
〕 

明
治
10
年
3
月 

 
 

 
 10

月
25
日 

 
 文

化

7

年

2

月

～
8
年
10
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貫
属
区
長 

元
八
上
新
村
出
生 

当
時
無
宿 

記
助

代
人 

笹
山
士
民
学
芸
之

会 笹

山

士
族

あ
て 

安
藤 

 
 

 
 

 
 

 
 奉

書 
奉
文 

御

内
書
写 

 
 小

納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

 
 

 
 擁

翠
書
楼
蔵
用
箋
使

用 

 
 領

内
倹
約
ニ
付
伊
勢

講
并
ニ
愛
宕
講
改
正

借 

銀
済
方
仕
法 

 
 堀

内
主
殿
持
ち
帰
り 

善
右
衛
門
持
ち
帰
り 

 
 初

官
位
家
格
等 
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38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 

書
簡 

書
簡 

書
簡
（
法
事
お
知
ら
せ
） 

麻
疹
処
方
書 

〔
多
葉
粉
代
銀
覚
〕 

〔
覚
〕 

〔
法
事
覚 

22
年
5
月
12
日
〕 

〔
端
午
之
祝
儀
目
録
〕 

御
歓
帳 

到
来
物
帳 

隆
興
君
拝
賜
御
服
添
書
（
包
紙
共
） 

日
々
〔
覚
〕 

〔
御
役
履
歴
〕 

御
屋
敷
絵
図
面 

由
緒
書
仮
写 

〔
小
学
校
寄
付
申
出
書
〕 

弐
番
組
定
約
証 

12
月
10
日 

11
月
15
日 

4
月
14
日 

文
政
7
年
孟
春 

 
 

 
 

 
 

 
 文

政
元
年
～
７
年 

宝
暦
13
年 

明
治

12

年
～

18

年 天
保
12
年
～
明
治

3
年 

文
化

7

年

9

月

2
日 

 
 12

月
16
日 

明
治

9

年

11

月

29
日 

旦
那
あ
て 

つ
き
出 

市
瀬
家
内
一
同
あ
て 

馬
場
先
御
門
番
所
桝

形 

〔
市
瀬
〕
大
次
郎

出 沢
井
充
中
・
一
瀬
順
吉

郎
・
市
瀬
□
三
郎
・
松

田
大
右
衛
門
・
田
塩
お

と
ら
あ
て 

市
瀬
寅

太
郎
出 

 
 

 
 

 
 

 
 板

倉
佐
渡
守 

鶴
三
郎
・
平
三
郎
関
係 

 
 市

瀬
大
次
郎 

市
瀬

寅
太
郎 

 
 市

瀬
四
郎
右
衛
門 

 
 弐

番
組
組
惣
代
市
瀬

寅
太
郎
等
8
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 高

田
先
生
関
係 

22
年
5
月
12
日
（
旧

4
月
13
日
当
日
） 

 
 

 
 宝

暦
8
年
大
坂
城
代

拝
命
ニ
付
賜
服 

隠
居
願 

買
物
覚
等 

 
 文

化
七
年
九
月
二
日

願
差
出
ル
取
払
并
切

□
建
継
絵
図
面 

市
瀬
正
誼
と
そ
の
子

供
（
三
男
児
） 

 
 家

禄
奉
還
ニ
付
倹
約

之
社
結
成 
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53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 

書
簡 

書
簡
下
書 

実
三
郎
病
死
ニ
付
遺
留

物
品
御
下
渡
之
為
上
阪 

書
簡
包
紙
（
15
件
） 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

書
簡
（
包
紙
共
） 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

書
簡
（
年
始
状
） 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

7
月
13
日 

 
 

 
 極
月
21
日 

9
月
12
日 

8
月
9
日 

4
月
12
日 

3
月
28
日 

2
月
11
日 

2
月
2
日 

正
月 

 
 8

月
23
日 

正
月
5
日 

1
月
26
日 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

石
田
五
三
郎
出 

砲
兵
第
四
連
隊
あ
て 

市
瀬
大
次
郎
代
市
瀬

寅
太
郎 

市

瀬

大

次

郎

あ

て 

青
山
惣
左
衛
門 

吉

原
六
左
衛
門 

堀
内

弾
右
衛
門
鈴
木
幸
右

衛
門 

 

蜂
須
賀
小

平
太
等
出 

大
次
郎
あ
て 

市
左

衛
門
出 

市

瀬

大

次

郎

あ

て 

甲
賀
安
定
出 

市
瀬
大
次
郎
あ
て
御

藤
□
□
を
出 

市

瀬

大

次

郎

あ

て 

堀
内
弾
右
衛
門
・
鈴
木

幸
右
衛
門
出 

一

瀬

大

次

郎

あ

て 

鈴
木
鍋
五
郎
出 

市
瀬
大
次
郎
あ
て
須

藤
幸
左
衛
門
出 

一

瀬

大

次

郎

あ

て 

甲
賀
又
左
衛
門
出 

市
瀬
平
馬
・
大
次
郎
あ

て 

甲
賀
彦
三
郎
（
季

綱
）
・
又
左
衛
門
（
道

煕
）
出 

市
瀬
四
郎
右
衛
門
あ

て 

寺
井
伊
兵
衛
教

寛
出 

市
瀬
四
郎
右
衛
門
あ

て 

河
合
次
郎
太
夫

（
重
徴
）
出 

市

瀬

御

三

方

あ

て 

わ
か
む
ら
忠
治 

市
瀬
あ
て 

小
林
與

惣
治
出 

 
 裏

面
：
受
領
書
見
本
書 

 
 

 
 前

破
損 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



82 

 

  
 

71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 

野
調
（
漢
詩
） 

漢
詩
（
山
陽
七
言
） 

奉
寿 

前
藩
主
八
旬
華
甲(

漢
詩
） 

加
茂
社
御
奉
納
之
御
製 

古
々
路
覚 

高
砂 

五
段
の
次
第 

〔
謡
演
目
〕 

長
寿
養
生
覚 

書
簡
（
刃
傷
一
件
下
書
） 

書
簡
下
書 

書
簡 

書
簡 

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
様
子 

書
簡
（
悔
状
） 

書
簡 

書
簡(

見
舞
状
） 

書
簡
包
紙
（
5
件
） 

書
簡 

書
簡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 4

月
5
日 

4
月
26
日 

文
政
8
年
冬 

 
 

 
 

 
 正

月
4
日 

極
月
7
日 

 
 4

月
25
日 

 
 明

治
23
年
1
月

2
日 

8
月
19
日 

市
瀬
強
斎
生
実
所
持 

 
 市

瀬
正
居 

関
白
輔
熙
煕 

中
務

卿
幟
仁
親
王
等 

 
 

 
 

 
 青
山
凌
善
御
隠
居
ニ

借
用
写
置 

 
 岸

本
治
右
衛
門
・
御
内

室
あ
て 

市
瀬
一
同

出 

 
 

 
 お

万
寿
あ
て 

平
内

出 祖
母
あ
て 

こ
ま 

市
之
瀬
平
太
郎
あ
て 

岸
本
出 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

石
田
五
三
郎 

蜂
須

賀
弼
之
丞 

堀
内
弾

右
衛
門
等
出 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

今
井
史
夫
出 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

今
井
史
夫
出 

 
 

 
 七

絶 

 
 明

治
天
皇
御
製
并

名
家
和
歌 

 
 4

月
26
日 

岩
井

宅
ニ
テ 

 
 

 
 

 
 後

破
損 

残
暑
強

く 
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79－3 79－2 79－1 78 77 76 75 75 74 73 72 

財
産
取
調
ニ
付
上
申
用
付
下
書 

〔
下
書
〕 

〔
府
県
職
員
等
級
表
等
覚
〕 

戯
歌 

風
呂
場
の
障
子
に 

鳧
の
先
な
る
わ
ら
ひ
草
序
歌 

歳
旦 

 

歳
旦 

詠
草
二
首 

市
瀬
氏
賢
母
尼
公
八
十

と
せ
の
賀
を
祝
し
侍
り
て 

詠
草
二
首 
長
月
の
末
つ
か
た
高
野

村
に
や
と
り
て
鹿
の
声
を
き
ゝ
て 

漢
詩
・
詠
草
下
書 

漢
詩
・
詠
草
下
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 正

月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 さ

□ 

源
正
武 

精
益
□ 

廣
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 市

瀬
正
誼
君
今
歳
華

旦
の
春
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 漢

詩
・
和
歌
の
添
削 
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浪
華
之
記
行 

頃
は
元
治
元
甲
子
年
極
る
月
の
末
の
廿
日
、
浪
華
て
ふ
都
に
旅
立
の
い
わ
ひ
せ
ん
と
筆
を
取
ツ
て
、
お
ろ
か

な
る
紀
行
を
口
す
さ
み
、
只
后
の
旅
路
の
一
助
に
も
と
、
寸
志
の
功
を
残
す
も
の
は
松
凮
軒
の
主
し
琴
主 

 

こ
た
ひ
君
公 

大
君
の
召
に
お
ふ
せ
て
、
霜
の
月
朔
日
に
登
営
あ
り
し
に
、
斗
か
ら
ん
や
、
浪
華
金
城
鎮
護
の
命
を
請
け
給

ひ
、
吉
田
の
城
主 

松
平
刑
部
大
輔
殿
也
に
打
交替

り
て
守
れ
よ
と
の
仰
言
に
て 

君
は
更
な
り
。
下
と
し
て

も
い
つ
れ
も
万
歳
を
唱
へ
怡
わ
ぬ
は
な
か
り
け
り
し
。
亦
附
属

ふ

そ

く

せ
る
や
か
ら
に
は
、
い
つ
れ
も
新
な
る
職
事

し
よ
く
じ

を
蒙か

ふ

り
御
供
せ
る
有
か
た
さ
、
須
弥
山

し
ゆ

み

せ
ん

よ
り
高
く
蒼
海

そ
う
か
ひ

よ
り
も
深ふ

か

ク
、
拙せ

つ

等
も
こ
の
内
に
た
つ
さ
わ
り
て
、

ま
つ
た
先
用
の
命
を
う
け
、
彼
の
地
に
至
り
て
は
悪
さ
な
せ
る
人
立
の
軽
重

け
い
ち
う

を
別わ

か

ち
闇あ

ん

照せ
う

を
別わ

け
て
し
て 

君
に
力
を
添
う
べ
し
と
あ
れ
は
、
元
よ
り
お
ろ
か
も
の
に
し
て
所
置

し

よ

ち

に
惑ま

ど

ふ
事
多
け
れ
は
、
莵
せ
ん
か
ふ
せ

ん
と
あ
ん
し
い
な
ま
ん
と
せ
し
か
、
そ
れ
も
本
意
な
ら
ん
と
心
付
き
て
、
事
を
な
せ
る
文
を
書
写
し
、
ま
た

我 

君
に
こ
た
ひ
心
を
添
へ
給
ふ
は
、
宮
津
の
城
主 

松
平
伯
耆
守
様
也
は
格
老
の
内
に
し
て
、
い
と
ね
も

こ
ろ
に
事
を
傳
へ
ら
れ
、
拙
等
も
彼
方
の
待じ

臣し
ん

た
ち
に
教お

し
へ

を
受
け
末
事
成
ら
せ
る
に
、
吉
田
衆
ゟ
早
ふ
登

坂
せ
よ
と
の
来
状
ニ
て
、
俄に

わ

に
支
度
取と

り

整
と
ゝ
の

へ 

君
を
初
め
重
臣
た
ち
、
亦
友
と
ち
等
に
暇

い
と
ま

を
乞
ひ
、
又
合

部
屋
の
朋
友

と
も
と
ち

に
は
暫
時

し

ば

し

別わ
か

れ
の
酒
造

さ

け

汲く

ま
ん
と
、
紙
屋

酒

店

ニ
向
け
し
見
當

僕

名

字

を
少
し
廻
し
て
西
廼

肴
や
（
カ
）

宮
ひ
る

ゑ

ひ

こす

ぬ
や

う
に
夕
方
と
言 い

ゝ

付
や
り
て
、
荷
の
支
度
取
、
始
末
さ
へ
と
ゝ
の
へ
て
、
待
ッ
間
程
な
く
、
持
た
ら
せ
ツ
ヽ
掻か

き

き
集
め
た
る
海
山

さ
ん
か
ひ

の
料
理
程
に
は
あ
ら
ね
と
も
、
な
ま
く
さ
う
を

鮮
ア
サ
ラ

ら
け
き
魚を

の
皿
盛
り
に
て
、
先
ッ
杯
を
起

し
ツ
ヽ
、
家
内
の
う
ち
も
睦む

つ

ま
し
う
汲く

み

終
り
し
は
亥
中

い

な

か

過
、
臥ふ

し
戸ど

を
や
を
ら
お
し
建
て
ゝ
暫
時

し

ば

し

ま
と
ろ
み

眼め

を
覚さ

ま

し
卯ほ

う

時じ

と
起お

こ

す
。
寅と

ら

の
時

朝

餉

あ
さ
げ 

か
れ
い
の
事

支
度
の
其
内
に
再
ひ
起
す
。
盃
は
又
も
別わ

か

れ
の
名
残

な

ご

り

と
て
膳ぜ

ん

に

向む
か

へ
は
梅む

め

干
の
浮
塩

う
き
し
ほ

咲
き
て
見
事
さ
は
是
旅た

び

立
の
真
事
な
ら
ん
と
筆
取
ツ
て 
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年
の
内
に
春
来き

に
けけ

り
と
お
も
ふ
か
な
波
の
華
に
も
梅
か
香
そ
す
る 

相
部
屋
の
人
〻
に
對
し
て 

楽た
の

し
さ
や
一ひ

とと

坂
越
へ
て
あ
わ
す
顔か

ほ 

魁
さ
き
か
け

か
け
て
浪
華

な

に

は

に
開ひ

ら

け
む
め
の
華 

と
か
く
し
て
支
度
も
と
ゝ
の
へ
は
、
馬
被
義
と
共
に
や
り
を
持
た
ら
せ
平
井
に
音
信
、
連
立
ち
て
、
馬
荷
は

跡
に
少
し
遅
れ
、
残
れ
る
も
の
に
頼
み
置
き 

御
屋
敷
を
出
立
。
六
ツ
ニ
近
し
。
数
奇
屋
橋
御
門
を
通
り
、

山
下
御
門
通
り
南
鍋
町
よ
り
尾
張
町
ニ
出
て
、
東
西
に
向
ひ
品
川
通
り
、
札
の
辻
辺
ニ
而
夜
明
ヶ
切
る
。
大

木
戸
よ
り
高
輪
に
懸
ツ
て
天
気
よ
ろ
し
く 

○

高
輪

た
か
な
は

や
旭ひ

の
筋す

ぢ

通と
う

る
青
海
原

お

ふ
な

ば
ら 

と
し
て
、
五
ツ
時
よ
り
早
ふ
●

品
川
駅
に
着
。
爰
に
て
荷
物
改
め
の
ひ
ま
あ
れ
は
来
る
を
待
ち
、
あ
た
り
の

茶
店
に
立
寄
り
て
一
杯
を
催
し
朝
風
殊
ニ
寒
け
れ
は 

汐
風
に
吹
か
れ
て
寒
し
●

袖品
川

かノ
海

浦
ヲ
言
し 

蛤
は
ま
ぐ
り

鍋な
べ

に
ぬ
く
む
一
杯 

無
レ

程
〆
月
改
め
出
来
し
て
、
馬
の
支
度
も
調
ふ
ま
ゝ
少
し
く
先
に
牽
か

せ
、
我
々
は
関
門
の
改
め
あ
れ
は
、
印
鑑
を
取
出
し
て
引
合
せ
、
番
所
を

過
き
て
馬
に
打
乗
り
、
東
の
海
●

を
詠
め
な
か
ら
つ
く

〱
と
か
た
る
へ

み
れ
は
、
は
や
此
月
も
十
日
ニ
過
す
し
て
、
明
る
と
は
夢
に
も
知
ら
ね
と

心
に
は
知
れ
て
、
何
国
の
驛
場
に
て
年
の
坂
を
越
る
か
と
を
も
ひ
、
我
は

心
易
け
れ
と
残
る
も
の
を
お
も
出
し
て 

我
は
只
旅た

び

に
心
の
易
け
れ
と
内
て
は
暮
を
な
ん
と
●

品
川 

 

と
少
し
く
内
の
事
抔
お
も
ひ
や
り
て
、
無
レ

程
大
森
の
駅
ニ
継
き
、
此
處
ニ
而
東
海
の
名
産
海
苔
を
調
ふ
。

價
若
干
一
帖
一
朱
也
。 

名
物
に
ち
と
乗
込
ん
て
買か

ふ
た
れ
は
才
布
の
口
を
銭
か
●

大
森 

無
レ

程
六
郷
渉
し
に
で 

馬
よ
り
は
ま
た
足
腰

あ
し
こ
し

も
や
す
ら
ひ
て
お
も
し
○

六
く郷

に
渡
し
守
か
な 

越
へ
て
直
ニ
川
崎
に
つ
き
昼
食
事
す
。
少
し
落
付
を
得
し
ま
ゝ 

落
付
を
得
し
は
昨
日
に
引
か
へ
て
心
持
ま
て
●

川
崎
の
驛 
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支
度
調
、
無
レ

程
生
麦
に
出
、
此
辺
衢

ち
ま
た

ニ
蛤
の
貝
多
く
有
し
。 

な
ま
む
き
も
濁
ら
す
よ
め
は
な
ま
む
き
と
よ
む
は
む
き
身
も
ひ

さ
く
故
か
と 

と
一
句
し
て
、
神
無
川
に
近
き
、
右
は
山
左
に
は
海
、
横
濱
開
湊か

ふ

に
し

て
景
色
よ
ろ
し
。 

日
の
本
に
と戎

つ
く

異

人

に
人び

と

も
●

神
奈
川
と
首く

び

う
な
た
れ
て
頼
む
交
易 

と
し
て
、
爰
は
馬
上
な
か
ら
に
打
過
き
、
無
レ

程
し
て
程
ヶ
谷
に
近
き 

 

急
き
た
る
に
程
ヶ
谷
あ
り
て
、
安

〱
と
ま
だ
く
た
ひ
れ
も
せ
ぬ
ヲ
着

と
は
と
し
て
、
馬
を
継
か
へ
廿
八
丁
を
過
さ
て
境
木
と
い
へ
る
に
着
き
、
武
蔵
相
模
の
境
堺
と
聞
、
此
間
中

〱
ニ
遠
し 

鎌
倉
の
御
代
納
り
し
其
后 の

ち

は
む
蔵
の
国
か
長
く
●

境
さ
か
い

木 

爰
も
馬
に
て
乗
過
し
、
境
木
よ
り
廿
三
丁
と
聞
て
戸
塚
へ
着
く
。
爰
ニ
泊
。 

姦
か
し
ま

し
う
飯
賣

浮

女

ふ
な 

う
か
れ
め
の
事
か

か
呼
留
て
●

戸
塚
ま
へ
て
は
放は

な

ち
こ
そ
す
れ

す

れ 

此
處
に
○

一
泊
、
初
泊
な
れ
は
珍
ら
し
く
案
着
の
祝
酒
を
催
し
、
夜
分
殊
に
冷

へ
け
れ
は

働
は
た
ら
き

の
お
ふ
な
炬
燵
し
て
温ぬ

く

ま
せ
く
れ
蘇
生

よ
み
か
へ
り

せ
し
心
持

こ

ゝ

ち

そ
し
て
寝

む
け
を
催
し

も
よ
ふ
し

、
床と

こ

を
延
へ
さ
せ
ま
と
ろ
み
、
間
な
く
起
出
し
て
朝
餉

あ

さ

け

も
早
ふ

と
う

た

へ

へ
り
。
出
立
の
支
度
出
来
て
宿
り
を
出
て
少
し
行
け
は
、
戸
塚
の
松
並

に
草
は
有
り
。
爰
ニ
て
不
二
を
初
め
て
近
く
見
る
。 

な
れ
と
半
腹
に
は
雲
を
覆

お
ゝ
ひ

ひ
、
梺

ふ
も
と

は
雪
白
妙た

へ

の
よ
そ
ほ
ひ
、
是
三
国
一
と
初
て 

雲
晴
れ
て
旭

あ
さ
ひ

に
照て

ら
す
冨
士

ふ

じ

の
根ね

はは

三
国
一
の
空
の
白
妙

し
ろ
た
へ 

此
臺
、
水
無
月
ゟ
文
月
近
し
間
、
茶
や
懸
り
て
賑
ふ
よ
し
、
往
来
人
に
小
女
出
て
自
然
生
の
ほ
や

〱
を
賣

ふ
。
價
ニ
ッ
ひ
ら
と
言
し
。 

ふ
た

天
保
二
枚

ひ
ら

ヲ
言
し
か

の
お
わ
し

銭

を

言

か

に
妹案

内

か
あ
な
へ

直
案
内
か

と
行
く
は
自
然

し

ぜ

ん

に
出
来
る
や
ま
の
妹 い

も

か

 

芋

な 

 
 

＜神奈川臺ヨリ横濱遠望之図＞ 
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と
た
わ
れ
言 こ

と

を
吐は

い

て
爰 こ

ゝ

ゟ
廿
三
丁
を
過
て
影か

け

取と
り

と
い
ふ
至
り
、馬
の
上
に
て
寝
む
け
を
催
し
か
け
取
て
聞
く
。 

気
安
さ
や
今
年
は
旅
の
暮く

れ

に
し
て
其
●

か
け

影

取

取
も
傍
示

ほ

う

じ

杭く
ひ

か
な 

と
気
安
き
旅
を
馬
の
上
、
廿
八
町
ニ
し
て
無
レ

程
●

藤
澤
ニ
着
く
。
右
之
方
に
遊
行
寺
清
浄
光
寺
、
寺
中
に

小
栗
判
官
之
墓
所
、
續
て
照
天
姫
十
二
の
殿
原
立た

ち

の
石
碑

せ

き

ひ

有
り
。
宝
物
荒
増

ほ
う
も
つ
あ
ら
ま
し

に
一
覧

い
ち
ら
ん

な
す
。
本
堂
の
大
造そ

う

言

し
も
更
な
り
。 

み
ち
る
し
の
有
る
な
れ
は
こ
そ
名
も
廣
く
日
本
国
を
遊
行

ゆ
ぎ
ょ
う

上
人 

此
馬
を
下
ツ
て
町
中
に
江
の
嶋
弁
財
天
の
花
表

と

り

ゐ

あ
り
。
参
詣
は
帰
路
に
譲
る

ゆ

づ

る

。
朝
早
ふ
通
行
し
て
南
郷

な

ご

の
松

原
に
懸
る
。
景
宜
敷
、
冨
士
を
右
ニ
見
、
往
昔
は
刑
場
と
言
し
。
衢

ち
ま
た

に
子

供
等ら

多
く
出
て
か
し
を
あ
き
の
ふ
。 

頼
朝
公
鎌
倉
柳
都

り

う

と

の
頃 こ

ろ 

我わ
れ

は
只た

だ

馬む
ま

に
し
あ
る
を
子
供
等
は
笑
ひ
も
せ
ぬ
に
お
か
し

御

菓

子

か買

ふ
と
は 

見
飽あ

か

か
ぬ
に
○

南
郷

な

ご

り
の
惜お

し

し ゝ

冨
士
の
景 

と
し
て
馬
上
な
か
ら
に
爰
を
打
過
ぎ
爰 (

を マ

過
て

マ

）

●

馬
入
川
与
い
ふ
此
渡
し

を
渉
り
て
、
平
塚
の
駅
に
近
し
。
○

昼
食
事
を
遣
ひ 

程ほ
ど

も
よ
し
飯め

も
茶ち

や

も
よ
し
菜さ

い

も
よ
し
●

平
塚
な
ひ
か
玉
の
疵き

ず

か
な 

壱
人
前
百
ト
四
十
八
匁
に
し
て
支
度
も
取
廻
、
次
な
る
宿
大
磯
江
急
か

い

そ

か

ん

と
せ
し
。
平
塚
の
外
れ
に
田
な
歩

た

ん

ぼ

あ
り
。
冨
士
の
景
宜
敷
を
見
て 

 

爰
を
過
て
無
レ

程
●

大
磯
ニ
出
て
継 つ

き

か
へ
、
彼か

の
往
昔

む

か

し

名
た
ゝ

（
マ
マ
）

り
し
虎と

ら

少
将

の
由
来
を
尋
ね
ん
と
虎
子

と

ら

こ

石
一
見
せ
ん
と
、
寺
院
に
音を

と

侭 つ
れ

開
扉

か

い

ひ

を
頼

た
の
む

。
然
ニ
る
に

(

マ
マ
）

僧
出
て
由
来
を
説と

く
、

 

＜南郷松原ヨリ不二眺望之図＞ 

 

＜平塚宿出口ヨリ冨士遠望之図＞ 
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右
之
僧
瘡
毒

そ
う
ど
く

ニ
て
鼻
抜

は
な
ぬ
け

些ち
と

見
苦
し
。
如
何
敷
体て

ひ

な
り
。
右
僧
の
曰
、
虎
少
将
は
虎
子
弁
才
天
之
化
身

け

し

ん

に
し
て
、

容
顔
美
麗

ひ

れ

い

玉
の
如
し
与
て
、
曽
我
十
郎
祐
成

す
け
な
り

通
ひ
給
ひ
て
契ち

ぎ

り
を
結
ひ
、
な
き
后
も
虎
少
将
尼
と
成
る
よ
し
、

い
さ
ゝ
か爰

に

虎
は
、
祐
成
の
打
死
の
後
に
尼
と
成
り
て
所
の
翁
を
案
内
に
て
、
井
手
の
屋
形
祐
成
の
最
期
の
迹

は
爰
か
と
斗
い
と
ゝ
涙
に
沈
み
ツ
ヽ 

柄

(

マ
マ
）

要 

露ツ
ユ

と
の
み
消
に
し
跡
を
来
て
み
れ
は
尾
花
か
袖
に
秋
風
そ
吹
く 

右
の
歌
を
吟
し
て
悟
り
し
と
な
ん
。
虎
出
生
は
相
模
国
緒
越
の
里
に
て
生
れ
た
り
。
よ
り
て
乳
名
を
お
菟
と

唱
し
也
。
後
に
虎
と
改
る
。
其
故
を
尋
る
に
、
を
と
ゝ
は
異
国
楚
之
国
の
言
葉
ニ
て
虎
の
事
也
。
又
緒
越
の

里
緒も

ろ

越 こ
し

の
原
共
に
相
模
の
名
所
ニ
而
、
和
哥
に
は
諸
越
を
唐
山
に
か
け

て
よ
め
る
も
多
し
。
人
丸
家
集
に 

あ
つ
まま

路
の
も
ろ
こ
し
の
里
に
を
り
て
た
つ
き
ぬ
を
さ
か
ら
の

衣
と
言
ふ
ら
ん 

是
等
の
事
あ
れ
は
、
浮
女
と
讃
と
も
中

〱
凡
人
の
及
よ
と
あ
ら
ん

と
か
ん
し
ツ
ヽ
い
わ
れ
を
問
ふ
に
、
僧
敢
て
唱
を
不
レ

為
、
只
少
将
此

石
を
籠
巻
せ
し
よ
し
、
十
郎
五
郎
の
矢
疵
あ
り
、
太
刀
疵
あ
り
と
講

し
け
れ
共
證
と
し
か
た
し
。 

右
を
一
覧
し
て
十
二
臣
の
開
扉
料

か
い
ひ
り
よ
う

を
祝
し
て
此
寺
を
出
、
門
前
ニ
虎
子
石
と
丸
石

ま
る
い
し

ニ
彫
入

ほ
り
い
れ

た
る
有
る
な
り
。

な
て
て
た
し
め
に
一
句
口
す
さ
む
。
恋
之
言
葉
に
て 

曽
我

そ

が

中
に
秘
蔵

ひ

さ

う

に
し
た
る
虎
子
石
肌は

だ

な
め
ら
か
に
手
さ
わ
り
も
よ
く 

此
宿
内
に
花
不
見
は
し
、
け
わ
ひ
坂
も
有
り
。
寺
外
れ
左
り
傍
に
幸
福
寺
と
言
寺
あ
り
。
西
行
法
師
鴫
立
澤

の
故
跡
ニ
て
立
寄
り
見
れ
は
、
い
と
ゝ
淋
し
し
秋
の
夕
く
れ
な
と
お
も
ひ
や
り
て 

○
西
行
ノ
杖
且
碑
名
等
は

略
レ

之 

（
欄
外
）
西
行
は
本
名
ヲ
佐
藤
兵
衛
行
清
ト
言
し
。
北
面
ノ
侍
ニ
而
常
ニ
大
内
ニ
殿
居
あ
り
し
か
、
風
与
二
条
ノ
后
を
垣
間
見
て

恋
慕
之
心
発
り
い
ろ

〱
と
申
入
し
か
、
先
ニ
も
武
夫
の
こ
ゝ
ろ
哀
と
や
思
召
け
ん
。
今
夜
大
内
の
外
庇
ま
て
竊

に
忍
び
待
べ
し
と
申
送
ら
れ
け
れ
は
、
行
清
疆
り
無
レ

之
怡
ひ
暮
る
ゝ
を
ま
ち
て
、
差
圖
の
所
ま
て
忍
侍
し
か
、
后

は
更
に
来
ら
す
。
餘
り
待
侘
て
思
わ
す
ま
と
ろ
み
し
に
后
来
り
給
ひ
て
見
し
に
、
行
清
ま
と
ろ
み
て
有
を
見
て
○

我
な
ら
は
鳥
の
鳴
に
て
待
へ
き
に
お
も
わ
ね
は
こ
そ
君
は
ま
と
ろ
む 

か
く
よ
み
給
ひ
帰
ら
ん
と
せ
し
時
行
清
目

 

＜虎子石 弁天像＞ 
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を
覚
し
て
○
よ
ひ
は
ま
ち
夜
中
は
う
ら
み
嘯
し
は
夢
に
や
み
ん
と
し
ば
し
ま
と
ろ
む 

と
返
し
け
れ
は
、
后
も
哥

の
心
を
か
ん
し
て
是
よ
り
互
に
深
き
中
と
な
り(

カ)

、
后
よ
り
毎
度
哥
よ
み
送
れ
と
も
行
清
一
向
哥
心
知
れ
ず
。
行

清
お
も
ひ
け
る
は
、
わ
れ
弓
矢
を
取
ツ
て
は
人
の
下
に
出
す
と
い
へ
と
も
、
今
哥
之
道
に
て
女
に
及
は
さ
る
こ
そ

残
念
と
て
髪
を
そ
り
、
名
西
行
と
改
哥
修
行
せ
し
と
な
ん 

○

黄
昏
は
さ
そ
や
鴫
立
ツ
澤
の
跡
落
葉
に
水
の
滴
な
か
れ
る 

 
 

青
好 

爰
を
過
て
、
吾
妻
の
森
宮
と
い
ふ
あ
り
。
鎌
倉
御
代
ニ
は
此
邊
、
大
分
賑
わ
し
よ
し
。
七
ツ
半
に
近
く
し
て

小
田
原
ニ
着
く
。
當
宿
大
久
保
矦
の
御
城
下
往
昔
北
条
の
古
城
、
是
は
今
の
城
郭
ニ
非あ

ら

ら
さ
る
よ
し
。
○

此

泊
万
屋

よ
ろ
つ
や

と
い
ふ
ニ
宿
る
。
不
事
馴
に
し
て
不
都
合
而
己
也
。
飯
蛸
梅
干
等
の
名
物
を
題
し
て 

すす

き
腹は

ら

に
喰く

ふ
塩
辛

し
ほ
か
ら

の
味
も
よ
く
お
ふ
い
り
蛸
と
あ
た
ま
て
ん

〱 

入
れ
立
て
の
煮
花

に

は

な

に
添そ

へ
し
赤
積
を
茶
受

ち
ゃ
を
け
か

ヶ
一
と
ツ
梅む

め

ほ埋
か

ふ
し
か
な 

此
宿
早
ふ
出
立
し
て
、
山
さ
か
下
ら
ん
と
支
度
取
急
き
歩
行
と
な
り
、
出
懸
ヶ
に
う
ゐ
ろ
ふ
の
店
八
方
の
る

梁
作

む
ね
づ
く
り

り
を
一
見
し
て 

功
能
を
世
間
に
廣
く
○

う
ゐ
ろ
ふ
と
今
に
其
名
を 

虎
屋
藤
右
衛
門 

僅
わ
つ
か

に
し
て
此
宿
を
出
外は

づ

れ
、
無
レ

程
山
に
懸
り
け
れ
は
、
名
に
し
逢
ふ
礆
砠

け

ん

そ

第
一

た
い
い
ち

な
る
筥
根

は

こ

ね

に
し
て
、
聞
し

に
増ま

さ(

カ)

る
難
所

な
ん
じ
よ

言
ふ
も
更
也
。
大
久
保
矦
の
御
領
且
江
川
氏
の
御
預
り
所

あ

つ
か

り

し

よ

ニ
し
て
、
小
田
原
ゟ
二
里
に
し

て
湯
本
へ
着
く
。
此
處
轆
轤

ろ

く

ろ

細
工

さ

い
く

等
名
物
数
多

あ

ま

た

な
り
。
爰
に
北
条
氏
早さ

う

雲う
ん

入
道
の
安
置

あ

ん

ち

、
早
雲
寺
と
言
ふ
寺

あ
り
。 い

に
し
へ
の
咄
し
も
今
に
○

早
雲
寺

さ

う

う

ん
じ

只
時

た
ゝ
と
き

よ
り

よ

り

もも

時
節

じ

せ

つ

な
る
ら
ん 

爰
ゟ
追
〻
坂
に
懸
り
、
大
阪
ニ
ツ
三
ツ
を
越
へ
て
畑は

た

江
出
る
。
此
處
宿
や
数
多
あ
り
。
象
煮
餅

そ
う

に
も

ち

を
ひ
さ
ぐ
。

呼
留
る
声 こ

ゑ

か
ま
ひ
す
し
。 

○

箱
寝
な
り
文
箱
枕
て
あ
ろ
ふ
の
に
客
呼
留
て
ざ
う

蔵

を
煮
る
と
は 

な
と
た
わ
れ
言
を
は
き
出
し
て
、
一
杯
の
酒
と
丁
子
を
替
へ
て
い
そ
か
わ
し
く
爰
を
出
、
又
山
に
懸
り
て 

先
か
け
て
愛め

で
度
足
も
○

箱
根
山

運

ふ

か

其
ね
き

願

事

か

事
も
叶
ふ
な
る
へ
し 
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息 い
き

を
入
れ
、
且
気
を
養
ひ
か
り
臘
月

く

れ

と

と
い
ふ
と
も
、
身
に
汗あ

せ

し
て
峠

と
う
げ

に
登

の
ぼ
り

り
、
権
現

こ
ん
げ
ん

江
参
詣
せ
ん
と
道
を

急
く
。
右
之
方
ニ
駒
ヶ
嶽

こ
ま

か

た

け

と
い
ふ
大
山
見
や
る
。
又
八
合
メ
程
ニ
し
て
甘
酒

あ
ま
さ
け

や
と
い
ふ
銘
物

め
い
ぶ
つ

、
小
女
出
て
年

中
商

あ
き
の

ふふ

よ
し
。
此
坂
ゟ
向む

か

ひ
に
は
け ゛

ゝ
ル

山
有
り
。
大
石
悉

こ
と
〱

く
落
懸
り
て
見
へ
る
。

昔
そ
の
か
み

之
北
条
合
戦

か

せ

ん

の
節
芭は

か
り

か

り

事ご
と

ニ
而
石
ニ
突 つ

き

扣か

へ

を
か
け
し
よ
し
言
ゝ
傳
ふ
。
い
か
に
も
お
き
た
る
石
に
ひ
と
し
。
變 へ

ん

替
石

か
ひ
い
し

と
い
ふ
と

也
。 

夏
冬
の
隔
て

へ
た

て

もも

あ
ら
す
此
小
屋
に
て
も
美
く
し
き

う

つ

く

し

き

○

あ
ま

小

女

酒
を
う
る 

と
し
て
峠

と
う
げ

に
至 い

た

り
、
権
現
江
参
詣
せ
ん
と
近
道
し
て
、
右
江
切
れ
無
レ

程
町
江
出
る
。
家
数

や

か

つ

仮
成

か

な

り

ニ
有
レ

之
。

弐
之
鳥
居

と

り

い

際
に
年と

し

歴 へ

た
る
大
釜か

ま

あ
り
。
三
ツ
有
て
古
代

こ

だ

い

の
よ
し
。
爰 こ

ゝ

を
出
て
湖 こ

水

脇
き
わ 

際

に
出
る
。
道
幅は

ゞ

狭せ
ま

き

場
所
に
俳
諧
歌

は

い
か

い
し

の
碑
名
あ
り
。
桃
李

と

う

り

園
桃

ゑ
ん
も
ゝ

人ん
ど

与
有
レ

之
。 

逢お
ゝ

事
に
鳥
の
空そ

ら

事
い
つ
わ
ら
は
舌し

た

や
抜ぬ

か
れ
ん
関せ

き

の
釘く

き

抜ぬ
き 

爰
を
過
て
金
剛
王
院
前
江
出
る
。
森
〻
た
る
樹
建
石
の
松
は

を
帯
ひ
、
社
頭
の
古
ひ
し
事
、
今
に
往
昔

を
お
も
ひ
出
し
け
り
。 

 

（
欄
外
）
筥
根
両
所
権
現
は
伊
弉
諾

イ

サ

ナ

ギ

伊
弉
冉
ノ
應
作
也 

坂
下
左
り
に
曽
我
の
社
有
り
。
又
行
者
の
堂
あ
り
。
本
殿
に
至
り
三
拝
九
拝
し
て
御
礼
を
仰
け
、
無
レ

程
下

山
、
斎
の
河
原
ニ
出
る
。
空
海
上
人
作
物
之
地
蔵
尊
数
多
有
し
。
爰
に
石
の
花
表
有
り
。
不
二
の
景
尤
よ
し
。

湖
水
の
眺
望

ち
ょ
う
ぼ
う

又
宜
敷
、
水
清
く
し
て
魚
住
ま
す
と
言
ふ
も
此
処
な
る
へ
し
。
四
里
の
峠

と
う
げ

を
登
り
て
一
里
に

餘
れ
る
湖
水
有
。
是
日
本
随ず

い

一
之
関
所
な
る
へ
し
。
是
ゟ
杉
山
を
越
し
て
無
レ

程
宿
に
出
る
。
本
陣
○

石
内

太
郎
左
衛
門
与
や
ら
ん
。
往
昔

そ
の
か
み

ゟ
御
出
入
な
る
よ
し
ニ
而
、
迎
し
者
兼
而
出
し
置
御
関
所
前
ニ
懸
り
て
掻
羽

織
着
用
ニ
而
、
主
人
代
罷
出
て
万
事
取
斗
呉
是
ニ
頼
ム
。
爰
を
過
て
石
内
ニ
立
寄
休
息
、
昼
餉

ひ

る

げ

を
出
し
酒
魚

も
出
せ
し
。
ま
た
爰
に
て
傾
け

か
た
む
け

、
同
家
裏
坐
敷
冨
士
の
景
別
に
よ
ろ
し
く
、
前
ニ
廣
〻
た
る
湖
水
、
向
ふ
は

不
二
の
高
嶽

た

か

ね

ニ
し
て
尽
語
に
延
へ
か
た
し
。 
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湖
に
そ
の
影
移
す
冨
士
か
ね
は
是
三
国
に
一
の
風
景 

 

琴
主 

と
し
て
爰
を
出
立
、
主
従
六
人
○

食
事
茶
代
と
も
に
○

弐
百
匁
を
置
て
出
立
。
馬
荷
は
爰
ニ
て
継
替
、
又
歩

行
と
な
り
て
無
レ

程
西
平
に
出
る
。
此
處
不
二
の
景
宜
敷
、
西
行
法
師
の
山
の
上
な
る
山
は
爰
を
言
ふ
と
あ

れ
は
、 又

山
の
上
に
不
二
見
る
筥
根
か
な 

青
好 

此
山
梺
に
曽
我
五
郎
の
乗
た
る
石
橋
の
馬
蹄
と
言
ふ
あ
り
。
線
香
等
を
上
ヶ
て
足
の
願
叶
ふ
と
言
し
。
左
ニ

い
さ
ゝ
か 

尾
花
毛
の
駒
も
藐
姑
峯
の
す
ゝ
き
か
な 

は
せ
を
成
べ
し 

よ
み
人
し
ら
す 

朝
鮮
人
之
詩
ニ 

○

獨
立
巍
〻
白
王
蠻 

 
中
天
積
雪
夏
猶
寒 

 

五
雲
佳
気
連
金
闕 

 

雄
鎮
扶
桑
萬
歳
安 

 朝
鮮
張
應
斗 

 

右
等
之
冨
士
の
詩
有
り
。
実
二
三
国
一
の
風
景
な
る
へ
し
。
爰
よ
り
三
ツ
谷
且
○

山
中
と
い
へ
る
に
着
く
。

此
宿
に
山
中
熊
蔵
と爰

二

言茶

し代

も一

の朱

あ
り
。 

大
君
御
上
洛
あ
り
し
時
、
敷
石
奉
納
せ
し
よ
し
ニ
て
、
下
り
坂
中

〱
礆
砠
な
り
。
尤
他
力
を
頼
ま
ず
一
人
の
力
ニ
て
無
願
ニ
て
い
た
せ
し
よ
し
ニ
て
一
旦
は
地
頭
よ
り
叱
り

を
受
け
し
よ
し
。 

石
を
敷
気
は
山
中
に
聞
ゆ
れ
と
褒
美
取
気
は
と
ん
と
く
ま
蔵 

爰
よ
り
手
前
山
中
に
か
ぶ
と
石
と
い
ふ
あ
り
。
道
中
に
有
し
。
爰
を
下
り
て
三
嶋
宿
に
近
シ
。
三
嶋
の
明
神

江
参
詣
。
ま
た
地
震
后
普
請
中
ニ
て
近
拝
を
許
さ
れ
す
。
●

此
宿
梅
木
や
と佐

助

言ト

ふ言
し

ニ
○

泊
す
。
夜
前
ニ
引
換
へ

て
殊
之
外
ニ
よ
ろ
し
く
。 

そ
ち
こ
ち
と
心
を
附
ヶ
て
取
成
せ
は
昨
日
の
穴
を
今
日
て
●

梅
木
や 

爰
を
早
ふ
ニ
打
立
、
並
松
を
過
て
無
レ

程
●

沼
津
へ
着
き
、
水
野
出
羽
守
殿
御
城
下
拝
し
、
此
城
大
手
よ
り

僅
ニ
し
て
大
海
に
近
し
。
馬
上
な
か
ら
に
打
過
て
●

原
に
出
ル
。
景
色
よ
ろ
し
く
、
此
日
よ
り
風
吹
出
し
て
、

冨
士
雲
を
覆
ひ
朝
ま
の
景
無
し
与
て
い
そ
く
か
爰
に 

大
山
祖
の
女
木
花
開
耶
姫
尊
浅
間
と
こ
へ
の
侭
に
よ
む
は
、
信
州
の
浅
間
と
混
ぜ
さ
る
為
な
る
べ
し
。
又
伊

勢
に
あ
さ
ま
山
あ
り
。
う
た
に
は
あ
さ
へ
ま
と
よ
め
り
。
案
す
る
に
朝
熊
も
共
に
朝
隈
の
義
に
し
て
、
字
は

借
り
た
る
の
み
。
む
ら
さ
き
の
筑
波
と
言
ふ
も
、
山
際
の
隈
む
ら
さ
き
立
た
る
を
誉
て
言
し
。 

摘
要 

冨
士
の
農
男
と
言
し
弁 

四
五
月
の
頃
、
冨
士
の
雪
消
へ
残
り
た
る
か
、
宝
永
山
の
辺
凹
な
る
處
に
、
人
の
形
ち
の
如
く
雪
の
残
る
事

あ
り
。
是
を
農
男
と
名
く
。
こ
の
残
雪
見
ゆ
る
年
も
有
。
ま
た
見
へ
さ
る
年
も
あ
り
。
田
子
の
土
人
の
日
、
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農
男
み
ゆ
る
年
は
か
な
ら
す
五
穀
熟
す
と
。
又

混
（
マ
マ
）

陽
漫
録
ニ
載
す
る
處
の
冨
士
の
根
か
た
、
水
田
中
に
麦

熟
す
と
言
し
。
是
を
水
入
麦
と
い
ふ
。
是
雪
水
菌
と
な
り
て
麦
み
の
る
と
言
し
。
冨
士
の
眺
望
は
、
駿
州
有

渡
郡
大
野
村
府
中
よ
り
三

里 
 

 

龍
飛
寺
の
本
堂
よ
り
見
る
を
第
一
と
す
。
清
見
寺
是
ニ
次
く
。
原
吉
原
の
間
又
好
景
也
。

三
嶋
沼
津
よ
り
見
れ
は
、
又
大
に
ひ
き
て
見
ゆ
る
。
岩
渕
薩
陀
峠
よ
り
見
れ
は
胸
に
つ
か
へ
る
や
う
に
て
凄

し
。
藐
姑
峯
は
斎
の
河
原
よ
り
一
の
平
ま
て
冨
士
を
右
に
見
る
景
尤
よ
ろ
し
。
ま
た
朝
毎
に
雲
起
り
て
傾
き

を
覆
ふ
。
土
俗
こ
れ
を
笠
雲
と
言
し
。
そ
の
雲
西
へ
行
く
時
は
三
日
を
出
す
し
て
雨
あ
り
。
東
へ
行
く
時
は

快
晴
す
と
言
し
。 

馬
上
ニ
て
は
烈
風
に
無
レ

殊
ニ
、
難
儀
し
て
一
句
一
詠
も
出
す
し
て
、
さ
か
は
松
山
ニ
續
て
海
原
な
り
。
右

は
冨
士
足
高
山
を
見
晴
ら
し
、
晴
天
な
れ
と
も
風
故
ニ
や
ん
こ
と
な
く
や
み
ぬ
。
此
邊
ニ
は
せ
を
の
碑
あ
り
。

馬
上
な
か
ら
に 

○
少
し
つ
ゝ
時
ニ
残
し
て
冨
士
の
雪 

は
せ
を 

原
の
宿
に
て
馬
継
替
へ
、
江
川
矦
御
支
配
所
ナ
リ
。
冨
士
絶
景
な
れ
は
、 

と
ふ
見
て
も
形
か
面
白
し
不
二
の
山 

爰
を
過
て
吉
原
ニ
継
く
。
一
里
半
と
聞
く
。 

て
た
ら

出

足

ら

め
か

め
の
句
は
○

吉
原
を
お
も
へ
と
も
景
色
よ
さ
に
止
め
ら
れ
も
せ
し 

又
気
を
興
し
て
紀
行
し
ツ
ヽ
早
く
も
●

藤
川
ニ
着
き
て
、
川
邊
を
詠
め
や
る
に
急
流
ニ
し
て
凄
こ
し
。
石
は

角
洒
れ
て
丸
く
成
り
、
実
ニ
船
越
し
は
気
味
悪
し
き
渡
し
也
。
此
川
上
信
州
ゟ
落
下
と
言
し
。
又
冨
士
大
石

寺
と
言
し
寺
川
上
ニ
有
り
て
、
此
處
ゟ
川
海
苔
を
出
ス
。
絶
品
也
。
禁
賣
買
芝
川
海
苔
ト
言
し
。
少
し
雪
解

水
ニ
而
水
に
こ
り
け
れ
は 

一ひ

と
二
タ
日
温ぬ

く

み
に
冨
士
の
雪
解と

け
て
空
に
知
ら
れ
ぬ
水
増ま

さ

り
希
理

け

り 

向
の
岸
を
岩
渕
と
言
し
。 

○

不
二
川
も
首
尾
能
く
船
て
此
岸
に
岩
渕
な
ら
ぬ
洲
か
渕
に
着
く 

○

岩
渕
は
船
に
迸
ふ
る
も
の
な
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
口
て
栗
の
粉 

（
欄
外
）
栗
は
西
木
ト
書
ト
テ
行
基
モ
一
生
杖
二
突
レ
シ
ト
云
〻 

此
岩
渕
の
名
物
栗
の
粉
餅
ノ
名
物
有
り
口
す
。
西
ノ
木
と
書
て
西
方
浄
土
に
便
あ
れ
は
、
少
し
く
心
を
用
ひ

て
爰
に
讀
入
れ
、
此
茶
店
甲
州
の
雨
端
硯
多
く
出
ル
。
拙
も
一
硯
ヲ
求
。
爰
を
出
、
無
レ

程
三
軒
茶
屋
と
言

し
あ
り
。
今
は
数
軒
に
及
へ
り
。
前
の
田
子
の
浦
、
後
ろ
は
冨
士
の
根
か
た
に
し
て
、
往
昔
者
人
の
古
事
な

と
お
も
ひ
出
し
て 

冨
士
影
の
浦
に
呼
子
欤
田
子
の
海 

白
妙
の
ふ
し
か
根
青
ふ
よ
こ
せ
し
と
し
き
り
に
洗
ふ
田
子
の
浦
波 

忘
れ
て
は
波
に
も
雪
の
積
る
か
と
晴
れ
て
影
見
る
田
子
の
海
面 

是
よ
り
●

江
尻
迄
の
濱
辺
を
●

田
子
の
浦
と
言
ふ
。
蒲
原
を
早
ふ
出
立
し
て
ま
た
く
ら
き
に
通
ル
。
大
方
町

続
き
也
。
尤
塩
は
ま
ニ
て
、
あ
わ
ひ
さ
ゝ
ひ
の
名
物
な
り
。
波
音
な
と
高
く
明
り
六
ッ
前
に
過
候
。
宿
は
●
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羽
田
や
万
右
衛
門
ト
言
し
に
泊
り
、
由
井
ニ
向
て
仮
成
と
言
し 

よ
き
妹
か
来
た
る
あ
わ

逢

ふ

ひか

と
ま
ち
か
ね
て
○

由
井

結

立

か

立
髪
を
か
き

掻

き

付
て
待
ツ 

な
と
し
て
一
笑
し
、
一
杯
を
愈
し
三
人
し
て
程
よ
く
呑
也
。
は
や
く
も
草
臥
の
出
て
来
て
何
事
も
打
忘
れ
て

一
ト
寝
入
し
、此
宿
海
際
ニ
て
山
上
を
○

さ
つ
た
峠
親下

は

知
ら
す
子
知
ら
ず
ら
す

(

マ
マ
）

と
言
ふ
難
所
も
あ
れ
は
と
お
も
ひ
に

近
頃
は
親
も

知
り
子
も
知
り

と
な
れ
る
欤 

大
樹
公
御
上
洛
あ
り
し
。
其
后
は
海
邊
を
通
行
故
、
人
馬
共
に
爰
に
通
に
、
此
所
よ
り
塩
焼
洲
河
あ
り
。
向

ひ
を
み
れ
は
三
保
の
松
原
海
中
に
み
へ
、渡
る
に
當
ツ
て
不
二
山
見
ゆ
る
。此
日
風
あ
り
て
雲
霊
空
に
出
る
。 

時
雨
る
ゝ
や
傾
き
覆
ふ
ふ
し
の
雲
落
葉
に
水
の
別
か
ぬ
小
な
か
れ 

倉
沢
を
行
く
も
あ
わ
び
の
片
お
も
ひ
さ
ゝ
ひ
の
亮
に
灯
は
と
も
す
と
も 

右
手
前
に
僅
小
村
あ
り
。
●

倉
澤
と
い
ふ
あ
わ
ひ
さ
ゝ
ひ
の
銘
物
也
。
爰
は
朝
故
空
し
く
打
過
き
、
無
レ

程

し
て
●

興
津
ニ
出
る
。
爰
ニ
て
馬
を
継
く
。
其
内
清
見
寺
江
詣
て
聞
し
眺
望
、
庭
前
に
這
梅
有
り
。
爰
ニ
て

一
詠 

海
を
吹
く
風
の
便
り
に
気
を
も
み
て
梅
か へ

か

姿
を
松
に
隠
す
か 

右
之
梅
這
ひ
た
る
所
十
七
間
と
い
ゝ
、
往
昔
は
○

清
見
か
関
と
言
ゝ
あ

り
し
よ
し
、
家
道
永
應
院
と
言
し
。 

鞍
壷
に
寝
ツ
起
ツ
し
て
詠
む
れ
は
波
よ
り
低
く
○

三
保
の
松
原 

向
ひ
は
三
保
、
左
り
に
當
り
て
冨
士
の
景
色
見
ゆ
。
此
日
風
は
は
け
し
。

少
し
く
時
雨
し
て
い
と
寒
く
、
ま
た
三
保
の
影
別
ニ
よ
ろ
し
け
れ
は 

疑
ふ
や
波
に
も
雪
の
積
る
か
と
は
れ
て
あ
ら
わ
に
○

三
保
の
松
原 

 

此
清
見
寺
坂
下
よ
り
馬
ニ
乗 の

り
、
次
の
江
尻し

り

り
へ
と
い
そ
く
。
一
り
と

二
町
故ゆ

へ

無
レ

間
●

江
尻
江
着 つ

き
、
此
所
は
馬
少
く
し
て
車

く
る
ま

ニ
て
荷
を
運は

こ

ひ
、
人
は
駕
籠

か

こ

ニ
て
継 つ

き

立
る
。
此
處

と
こ
ろ

に

川
有
。
橋は

し

を
ち
こ
は
し
と
言
し
。
此
橋
ゟ
三
保
江
行
く
、
よ
き
風
景

ふ
う
け
い

也
。
ま
た
久
能

く

の

う

山
へ
の
道
も
あ
り
。
爰

を
過
て
中
ノ
郷ご

う

ま
た
○

小
吉
田
と
い
ふ
て
間
の
宿
に
銘
物
の
酢す

し
有
て
桶を

け

ツ
ヽ
に
積 つ

け

る
賣う

る
。
一
と
桶お

け

三
十

弐
欤
。 一

桶

ひ
と
を
け

は
す
も
し
な
れ
と
も
是 こ

れ

まま

傳で

と
茶ち

や

に
し
て
我わ

れ

は
○

足樽

る
事 こ

と

と
知
る

し

る 
 

爰
よ
り
は
又
歩
行
と
な
り
道
宜
敷
、
此
邊
に
櫳
躅

つ

ゝ

じ

の
名
所
ア
リ
。
ま
た
あ
し
く
ほ
の
茶
出
る
。
無
レ

程
●

府

 

＜清見寺ヨリ三保眺望之図＞ 
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中
に
出
る
。
此
處
〆
日
改
め
な
れ
は
な
れ
は

(

マ

マ

）

、
脇
●

本
陣
望
月

も
ち
つ
き

清せ
い

右
衛
門
与
い
ふ
に
て
暫
時
休
息
な
し
、
○

昼
食
事
髪
月
代
等
い
た
し
●

御
城
拝
見
大
手
先
ゟ
御
堀
廻
り
一
覧
致
ス
。
名
に
し
お
ふ
今
川
公
築
か
せ
給
ひ

し
郭
ニ
て
言
し
も
更
な
り
。
拝
見
相
済
而
本
町
ゟ
阿
部
川
へ
之
近
道
ニ
懸
り
、
荷
物
は
槍
持
に
打
任
せ
て
、

無
レ

程
川
端
に
出
る
。
此
處
ニ
而
川
札
を
出
す
。
肩
車
ニ
て
渡
ス
。
荷
物
は
連
臺
ニ
て
越
ス
。
當
城
は
聞
處
田

中
城
主
本
多
伯
耆
守
殿
守
ら
せ
給
ひ
し
よ
し
。
月
ニ
十
五
日
定
の
交
替
な
る
よ
し
。
川
岸
に
出
て
見
れ
は
、

両
脇
に
名
物
○

あ
へ
川
餅
を
あ
き
の
ふ
。
形
牡
丹
餅

ほ
た
ん
も

ち

の
如
し
、
あ
つ
き
の
あ
ん
を
附
る
。 

乗
ツ
た
ら
は
首
持
ち

く

び

も

ち

あ
け
て
へ
ツ
た
り
と
○

あ
ん
こ
ろ
ん

あ

ゝ

か

た
ら
ほ
ん
に
た
ま
ら
す
と 

先
ツ

〱
無
事
に
爰
を
打
越
し
、
直
に
丸
子
宿
に
着
き
、
と
ろ
ゝ
名
物
は
た
べ
つ
し
て
只
見
し
の
み 

摺
鉢
の
中
を
や
た
ら
に
小
す
り
小
木
ぬ
ら
り

〱
と
す
る

摺

る

と
ろ
ゝ
汁 

爰
を
通
り
過
し
て
無
レ

間
○

宇
都
谷
峠
に
近
し
。
此
梺
に
○

御
羽
織
や
と
言
し
あ
り
。
太
閤
秀
吉
公 

神
君

様
其
他
将
軍
家
ゟ
御
羽
折
を
拝
領
し
て
今
に
所
持
な
し
。
且
馬
の
屈

沓
ク
ツ

を
半
足
ツ
ヽ
御
城
代
江
献
上
古
例
の

よ
し
。
是
ゟ
少
し
ツ
ヽ
坂
と
な
り
、
坂
上
に
自
然
生
寒
水
冨
士
の
雪
酒
を
賣
る
。
ま
た
十
団
子
と
て
小
サ
き

団
子
を
糸
に
通
し

漸
（
マ
マ
）

に
釣
し
て
あ
き
の
ふ
。
是
を
か
ふ
て
峠
の
観
音
に
献
す
と
い
ふ
。 

手
遊
ひ
の
珠
数
よ
う

ち
ゅ
づ
に
よ
う

似
た
白
玉

し
ら
た
ま

は
な
ん
し
や
と
馬
士
に
○

問
ふ十

団
子

た

ん

ご

哉か
な 

爰
よ
り
●

宇
都
谷
峠
に
登
り
、
殊
ニ
礆
砠

け

ん

そ

な
る
事
言
し
も
更
な
り
。
半
腹ふ

く

に
過す

き

す
し
て
馬
よ
り
下
り
歩
行
と

な
る
。
此
邊
裏
白
沢
山
に
生
茂
り
見
事
な
り
。
宇
都
山
越
へ
と
て
往
昔
業
平

な
り
ひ
ら

朝
臣

あ

そ

ん

東
都

あ

つ
ま

に
下
ら
せ
給
ひ
し
時

蔦 つ
た

生を
い

茂
り
御
歩
行
悪あ

し
、
け
に
御
杖 つ

ゑ

ニ
て
切
ら
せ
給
ひ
し
よ
し
。
今
日

い

ま

蔦 つ
た

切
れ

〱
に
繭も

ゑ

出
る
と
言
し
。 

心
に
は
や
た
け
に
そ
れ
と
は
や
れ
と
も
高
き
に
胸
を
○

宇
都
の
山
越 

た
と
る

〱
蔦
の
細
道
踏ふ

み

わ
け
て
う
つ
ゝ
に
歩
行
山
越
へ
の
旅 

右
の
山
を
下
り
て
無
レ

程
●

岡
部
に
着
く
。 

は
や
年
の
終
り
に
近
き
旅
な
れ
は
問
や
か(

カ)

馬
子
に
手
を
●

岡置
か

部
宿 

爰
を
継
か
せ
宿
を
出
、
枩
並
左
の
方
に
駿
州
田
中
の
城
有
り
。
道
ゟ
左
り
日
暮
候
に
お
よ
ん
て
●

藤
枝
に
継

く
。
爰
に
●

一
泊
。
此
處
に
連
歌
師
巣
兆

さ
う
て
う

の
旧
地
ア
リ
。
竹
の
花
活 い

け

其
他
寄
物
を
出
す
。
ま
た
此
宿
に
か
ら
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し
堂
ほ
と
ゝ
き
す
と
言
し
与
て 

冬
で
さ
へ
う
つ
か
り
口
ニ
入
た
ら
ば
盲
目

め

し

い

て
も
泣
く
○

ほ
と
ゝ
き
す
哉 

爰
を
は
早
ふ
出
立
し
て
無
レ

程
瀬
戸
に
着
く
。
染
飯

そ
め
い
ゝ

の
銘
物
を
商
ふ
。 

ゆ
ツ
た
り
と
腰
打

こ
し
う
ち

付
け
て
御
茶
う
け
に
た
べ
た
け
れ
と
も
道
を
○

赤
飯

急

ク

か 

爰
ゟ
三
軒
家
村
と
い
ふ
有
り
。
爰
を
過
て
大
井
川
に
近
し
。
●

搗
田
宿
に
着
て
、
従
レ

是
は
肩
車
と
聞
き
気

味
悪
く
お
も
ひ
、
先
ツ
一
杯
を
汲
て
気
を
付
け
ん
と
茶
店
に
立
寄
り
、
無
レ

間
汲
修
り
て
爰
を
出
、
●

大
井

の
神
社
を
拝
し
無
事
を
願
ふ
。
肩
車
に
乗
り 

 

一
杯
の
酒
に
心
も
○

大
井
川
其
川
越
も
無
事
て
め
て
た
く 

右
川
水
丈
は
さ
程
ニ
あ
ら
ね
と
、
急
流
ニ
し
て
人
足
の
苦
労
お
も
ひ
や
る
べ
し
。
此
川
を
渉
り
て
無
レ

程
●

金
谷
に
越
す
。
僅
に
し
て
山
に
懸
り
金
谷
坂
と
言
し
。
大
井
川
は
駿
州
遠
州
の
境
也
。
坂
上
を
不
二
見
臺
と

言
し
ア
リ
。
下
に
大
井
川
を
見
渡
し
、
向
ひ
に
不
二
を
見
る
。 

見
渡
せ
は
晴
れ
て
心

も
に
叶
ふ
か

○

大
井

金

谷

川坂

原
に
不
二
を
見
越
し
て 

爰
に
茶
店
ア
リ
。
不
二
見
茶
屋
と
言
し
。
大
坂
余
程
有
レ

之
。
右
を
下

り
て
●

菊
川
と
言
し
宿
ア
リ
。
い
と
淋
し
き
谷
間
の
や
う
に
見
ゆ
る
。

僅
な
れ
は
此
宿
を
過
き
、
無
レ

程
菊
川
峠
に
懸
り
、
爰
を
佐
与
の
中
山

与
言
し
。
長
き
峠
ニ
て
い
と
飽あ

き

果
け
ら
し

け

り

。
峠
に
子
育
て

そ

た

て

観
世
音

か

ん

を

ん

あ
り
。

脇
に
夜
鳴
松
あ
り
。
峠
に
茶
店
あ
り
。
こ
れ
ニ
て
飴
を
商
ふ
。
飴
の
餅

家
毎
に
ひ
さ
く
。 

○

そ
よ
と
吹
風
も
淋
し
き
松
の
聲 

と
し
て
爰
を
打
過
き
、
衢

ち
ま
た

に
夜
鳴
の
石
と
い
ふ
ア
リ
。
其
丸
き
中
程

に
南
無
阿
弥
陀
仏空

海

と上
人

彫
入

ト

言

し

た
り
。 

 
 西

行
上
人 

と
し
を
経
て
ま
た
越
へ
き
と
お
も
ひ
き
や
い
の
ち
也
け
り
小
夜
の
中
山 

う
た
の
命
は
身
命
の
い
の
ち
発
句
の
い
の
ち
は
時
の
間
の
い
の
ち 

い
の
ち
な
り
さ
よ
の
中
山
に
て
あ
わ
ん 

 

は
せ
を 

又
越
ん
佐
夜
の
中
山
に
て
あ
わ
ん
わ
か
松
ゑ 

 

は
せ
を 

 

 

  

＜無間山小夜ノ中山ヨリ眺望ノ図＞ ＜小夜ノ中山家毎二飴ノ餅ヲ賣ル＞ 
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是
空
海
上
人
の
筆
跡
と
言
し 

小
夜
更
け
て
人
音
ま
れ
に
成
る
時
は
い
し
も
も
の
言
し
○

中
や
ま
の
驛坂 

あ
わ
れ
さ
を
夜
な

〱
聞
や
ま
つ
の
こ
ゑ 

と
し
て
爰
よ
り
下
り
、
向
ひ
に
見
渡
ス
山
は
○

無
間
山
と
言
し
。
謂
は
長
け
れ
は
略
レ

之
。
夜
鳴
石
化
鳥
刃

や
い
ば

の
雉
子

き

ゝ
す

孕
は
ら
み

婦
を
ゝ
な

男
子
音を

と

八
親
の
あ
た
討
の
事
は
此
處
の
商

し
ょ
う

本
に

譲
ゆ
つ
り
て

て
爰
に
略
せ
る
也
。 

沈
し
つ
み

み
て
も
其
名
は
朽く

ち

す
釣
鐘

つ
り
か
ね

のも

今
井
の
底所

処

に
あ
り
と
答
へ
ん 

 

爰
を
下
り
て
●

日
坂
に
出
る
。
爰
ニ
て
昼
食
事
を
調
ふ
。
蕨
餅

わ
ら
ひ
も
ち

の
名
物
あ
り
。
茶
店
食
事
の
給
仕
に
、
ま
た

二
八
に
至
ら
さ
る
兄
弟
の
美
人
ア
リ
。
妹
は
姉
に
増
り
、
顔
色
小
町
嬉
批

き

ひ

の
再
来
か
と
あ
や
し
ま
れ
け
り
。

い
つ
れ
も
眼
を
傾
け
け
り
与
て 

な
る
へ
く
は
夕今

宵

餉
もは

爰 こ
こ

て
一
ト

ひ

と

泊
り
妹 い

も

に
手
足
を
さ
わ
ら
び
の
餅も

ち 

た
わ
言
を
残
し
て
馬
を
継
か
せ
、
次
な
る
●

掛
川
へ
と
い
そ
く
。
昼
後
に
過
行
道
を
い
そ
く
ま
ゝ
、
家
毎
に

葛
布

く

ず

ふ

を
商

あ
き
な

へへ

と
も
壱
に
り
も
せ
て
、
馬
を
継
か
へ
し
而
巳
ニ
て
、
●

原
川
と
い
ふ
を
早
ふ
打
越
さ
ん
と
一
句 

○

原
川
を
越
へ
て
今
宵
は
○

袋
井
と
馬
に
は
鞭
を
打
て
○

掛
川 

と
し
て
急
し
ま
ゝ
日
暮
る
ゝ
に
お
よ
ん
て
●

袋
井
へ
着
く
。
●

株か
ふ

や
と
い
ふ
に
一
泊
。
此
夜
酒
を
慎
し
む
。

早
〻
ま
と
ろ
み
て
ま
た
明
け
ぬ
に
見
付
へ
附
き
、
此
処
冨
士
の
見
納
の
な
り
よ
し
。
又
上
方
よ
り
来
り
し
者

は
爰
ニ
て
初
て
不
二
を
見
初
め
る
言
し
与
て
、
言
葉
を
仮
り
て 

一
と
夜
さ
に
出
た
と
は
あ
ま
り
迎
山

き
よ
う
さ
ん

な
是
は
ほ
ん
ま
な

本

ノ
事

ヲ
言

し
か

●

御
冨
士
様
か
と 

と
し
て
馬
を
継
く
。
爰
に
冨
士
見
臺
と
い
ふ
あ
り
と
言
し
。
所
の
も
の
物
語
り
せ
し
也
。
ま
た
加
茂
川
橋
と

言
し
有
り
。
爰
ゟ
●

池
田
宿
を
外
し
て
天
龍
へ
の
近
道
有
り
。
是
は
往
昔
神
祖
御
通
行
の
場
所
故
、
今
に
往

来
を
咎
め
ず
。
天
龍
は
○

大
天
龍
○

小
天
龍
と
言
し
二
瀬
有
る
よ
し
。
二
タ
瀬
共
に
渉
し
ニ
て
渡
る
。 

水
上
は
空
に
も
近
き
○

天
龍
の
登
り
下
り
の
船
の
す
る
と
さ 

と
し
て
川
ゟ
上
り
、
川
端
を
抜
ヶ
て
無
レ

程
松
原
に
出
、
濱
松
江
の
往
還
也
。
並
松
の
結
構
は
言
し
も
更
な

り
。
東
海
道
一
之
松
並
と
言
し
。
長
き
道
を
通
り
過
て
●

濱
松
城
下
江
出
る
。
町
並
殊
ニ
賑
わ
ひ
け
ら
し
。

町
半
に
○

五
社
明
神
の
社
有
り
。
爰
ゟ
右
者
大
手
御
門
ニ
而
名
に
し
お
ふ
名
城
ニ
て
、
今
も
お
も
ひ
や
ら
れ

け
ら
し
。
今
○

井
上
矦
御
城
主
ニ
て
六
万
石
也
。
此
處
ニ
而
昼
食
事
を
と
ゝ
の
へ
●

篠
原
と
言
し
間
の
宿
あ
り
。

遠
き
や
う
に
覚
ゆ
。
漸
に
し
て
●

舞
坂
に
出
る
。
爰
ニ
て
○

船
渡
し
に
懸
る
故
、
少
し
く
手
間
取
有
レ

之
よ
し
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ニ
て
、
暫
時
御
出
入
之
旁
江
立
寄
、
支
度
之
間
待
合
せ
し
也
与
て
、
銘
物
之
の
り
ニ
て
一
杯
を
催
し
、
茶
代
弐 ニ

朱
遣
ス
。 

新
磯
を
乗
り
越
へ
ん
と
て
一
杯
の
酒
に
心
も
○

舞
坂
の
駅 

と
か
ふ
す
る
息
ニ
支
度
出
来
、
荷
物
積
ま
せ
主
従
六
人
乗
組
し
て 

 

新
居
ノ
渡
舞
坂
ヨ
リ
一
里
今
切
ト
モ
云
し 

 

 
今
切
之
御
関
所 

遥
ナ
レ
ト
モ
見
通
故
カ
此
処
ニ
而
立
な
か
ら
小
便
ヲ
製
禁
ス 

 

 

一
里
の
渡
し
を
ま
と
ろ
む
間
に
越
へ
て
、
御
関
所
前
に
着
す
れ
は
、
●

新
井
の
宿
御
出
入
の
よ
し
ニ
て
○

中
山
屋
孫
次
郎
と
い
ふ
も
の
来
り
。
御

関
所
ゟ
之
手
形
等
持
参
、
案
内
よ
ろ
し
き
旨
ニ
而
通
行
、
右
中
山
屋
ニ

て
酒
肴
出
し
、
挨
拶
等
見
斗

一
朱
遣
ス

、
道
を
急
き
て
国
須
賀
江
い
そ
く
。
此
所

之
御
関
所
、
松
平
刑
部
大
輔
殿
七
万
石
也
。 

船
中
ニ
て
の
詠 

新
磯
に
く
た
く
る
波
や
冬
の
海
船
縁
到
る
風
の
間
に

〱 

此
宿
を
い
そ
き
て
無
レ

程
山
に
懸
り
、
余
程
の
山
有
り
。
此
山
中
に
一

軒
の
茶
屋
あ
り
。
是
を
汐
見
峠
と
い
ふ
。
絶
景
な
り
。 

茶
屋
有
て
暫
時
休
ら
ひ
て 

遠
波
の
真
白
に
高
し
汐
見
坂 

水
や
空
寒
に
流
る
ゝ
帆
の
影
を
霞
の
中
に
見
る
○

汐
見
坂 

空
低
う
見
る
や
長
閑
な
海
の
果 

日
暮
し
に
近
け
れ
は
、
急
き
て
山
を
下
り
け
れ
は
、
●

国
須
賀
驛
●

岡
田
や
と
言
し
に
一
泊
し
、
爰
を
早
ふ

出
立
し
て
次
な
る
二
タ
川
に
移
る
。
此
二
タ
川
と
い
ふ
ゟ
吉
田
迄
の
間
、
夕
さ
り
に
當
り
て
、
山
中
に
巖
の

観
音
と
い
ふ
ア
リ
。
往
昔
池
田
殿
先
祖
、
国
須
賀
驛
江
御
宿
陣
あ
り
り

(

マ
マ
）

し
折
節
、
御
夢
に
今
宵
は
大
難
生
る

故
、
供
廻
り
早

〱
引
上
ヶ
有
哉
ニ
と
御
造

(

マ
マ
）

あ
り
与
て
、
何
事
や
ら
ん
と
人
数
取
纏
メ
山
上
ニ
引
上
り
け
れ

は
、
無
レ

程
津
波
大
山
の
如
く
に
上
り
来
り
。
国
須
賀
驛
一
時
に
波
ニ
洩
か
れ
し
由
、
然
ル
に
池
田
家
御
人

数
壱
人
と
し
て
難
な
く
、
是
観
音
の
教
え
給
ひ
し
故
也
と
て
、
即
時
に
使
者
を
立
ら
れ
し
に
、
巖
の
内
に
壱

寸
八
分
の
観
音
御
座
ま
し

〱
け
れ
は
、
直
に
拝
礼
あ
り
て
爰
に
祭
り
、
今
に
巌
の
観
世
音
と
い
ふ
。
又
山

上
に
一
丈
有
餘
の
観
音
を
立
せ
給
ひ
、
御
前
立
と
し
て
、
遠
州
灘
を
守
ら
せ
給
ふ
よ
ふ
な
さ
し
め
給
ふ
と
な

ん
聞
ぬ
。元
は
国
須
賀
梺
に
あ
り
し
よ
し
、其
此
に
新
居
の
関
所
山
抜
し
て
今
切
と
言
し
名
の
残
り
し
よ
し
。

無
レ

程
吉
田
城
下
に
近
き
町
並
、
殊
の
外
ニ
宜
敷
由
申
傳
と
な
ん
。
七
万
石
●

松
平
刑
部
大
輔
殿
へ
向
ツ
て

 

＜汐見峠ヨリ遠州灘眺望之図＞ 

 

＜今切之御関所図＞ 
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右
之
方
に
御
城
有
レ

之
。
右
町
を
馬
ニ
て
乗
越
へ
、
町
外
れ
ニ
豊
橋
と
い
ふ
大
橋
有
り
。
三
州
一
の
大
橋
な

り
。
長
サ
百
廿
間
有
る
と
言
し
。
爰
ゟ
勢
州
白
子
江
之
船
出
し
。
此
邊
近
郊
の
老
若
男
女
共
に
伊
勢
参
宮
、

春
先
殊
ニ
賑
わ
し
き
よ
し
。
ま
た
娶
り
前
の
者
は
参
宮
し
て
神
を
引
合
せ
を
願
ふ
と
い
ふ
。 

伊
勢
へ
行
く
と
の
ね
へ
さ
ん
も
色
○

白
子

白

子

器
量
○

吉好

田
と
人
に
○

豊問

川 

と
し
て
、
爰
を
打
過
き
●

稲
お
と
い
ふ
に
一
里
半
よ
と
聞
く
。
い
と
淋
し
く
や
う
や
う
に
し
て
、
爰
よ
り
ま

た
一
里
廿
四
丁
を
過
て
●

赤
坂
と
い
ふ
に
着
き
、
馬
を
継
か
せ
宿
ノ
中
邊
也
。 

 

旅
の
連
兄
弟

は
ら
か
ら

よ
り
も
気
安
と
互
に
心
○

赤
阪

あ
か
さ
か

の
驛 

と
し
て
次
な
る
宿
江
●

法
蔵
寺
と
言
し
。 

 

神
君
御
手
跡
御
学
文
あ
り
し
御
寺
ニ
て
御
朱
印
地
、
且
御
羽

織
御
机
御
文
庫
等
も
今
に
あ
る
よ
し
咄
し
に
承
る
。
爰
ニ
て
法
蔵
寺
取
縄
と
て
、
名
物
を
賣
る
。
其
謂
神
祖

御
幼
童
た
り
し
時
、
徒
被
レ

遊
、
朋
友
し
は
り
奉
り
し
は
、
御
運
開
か
れ
給
ひ
て
御
あ
や
か
り
た
し
と
て
、

今
に
家
毎
に
賣
る
。 

其
縒き

も

の
あ
る
な
れ
は
身
も
○

法
蔵
寺

法
黨
ノ
コ
ト
ヵ

年
経

と

し

へ

ぬ
れ
と
も
縄

朽

名
ハ 
な
わ
く
ち

も
せ
し 

右
法
蔵
寺
を
過
て
右
に
當
り
、 

神
君
御
伯
母
子
様
御
旧
跡
、
今
に
連
め
ん
た
り
。
ま
た
少
し
く
行
く
。
左

り
に
、
三
州
山
中
御
宮
と
言
し
有
り
。 

 

神
君
門
徒
与
御
合
戦
之
折
柄
、
御
身
隠
れ
の
山
故
、
御
難
所
岩

屋
穴
ア
リ
。
爰
よ
り
山
鳩
舞
上
り
し
故
、
御
無
難
に
御
遁
れ
遊
は
さ
れ
し
故
、
神
骸
を
舞
上
り
八
幡
宮
と
言

し
。
御
陣
所
跡
、
御
手
植
の
檜
且
御
手
植
の
竹
等
今
に
有
し
。
岡
崎
ゟ
之
近
道
あ
り
。
ま
た
左
り
に
吉
良
道

と
あ
る
は
、
同
州
西
尾
松
平
主
水
正
殿
城
下
へ
之
道
ナ
リ
。
五
里
と
言
し
。
直
く
に
行
き
て
岡
崎
城
下
江
近

し
。
●

本
多
美
濃
守
殿
城
下
ニ
而
城
至
て
見
事
、
櫓
数
数
多
見
ゆ
。
町
並
も
能
〻
日
暮
ニ
近
く
し
て
●

三
ツ
漏

(

マ
マ
）

や
と
い
ふ
に
泊
る
。
一
杯
を
催
し
て
少
し
く
面
白
う
な
ら
ん
と
せ
し
時
、
飯
盛
の
全
盛
両
三
輩
来
ッ
て
頻
り

に
伽
を
進
メ
け
れ
と
も
、
受
け
引
か
ね
は
、
雇
人
し
て
頻
り
に
進
メ
与
て
よ
き
程
に
姦
り
ち
ら
し
て
臥
り
に

け
れ
は
一
句 

な
ふ
り
見
る
其そ

の

口
先
は
●

み蜜

ツ
漏

裏

や
三
筋

三

百

ヵ

て
こ
ろ
ふ
岡
崎
の
女
郎 

な
ふ
ら
れ
る
事
と
も
知
ら
て
飯
盛
は
こ
れ
○

岡
崎
の
宵
女
郎
衆
か
な 

な
と
戯
れ
事
し
て
打
臥
、
早
ふ
爰
を
立
つ
て
●

矢
作

ヤ
ハ
キ
大
橋

ニ
懸
る
。
今
は
渉
し
二
て
渡
る
。
橋
は
右
に
見
る
。
今

僅
に
残
り
け
る
欤
。
是
日
本
の
一
な
る
べ
し
。
彼
の
太
閤
ま
た
幼
名
か
り
し
時
、
蜂
須
加
ニ
出
會
あ
り
し
古

事
な
と
お
も
ひ
出
し 

あ
な
取
ツ
て
道
連
に
せ
し
夜
働
き
子
供
に
は
ぢ
を
○

蜂
須
賀

蜂

須

賀
古

六

の の

ぢ
ゝ

古

事 

爰
を
過
て
無
レ

程
大
濱
と
い
ふ
に
着
き
、
間
の
宿
に
し
て
い
と
淋
し
く
●

知
立

チ

リ

ウ

辺
の
道
を
い
そ
く
。
此
宿
に
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は
ま
た
●

池
鯉
鮒
大
明
神
と
言
し
あ
り
て
、
口
は
み
む
し
の
災
難
を
免
れ
し
神
有
り
。
依
而
参
拝
、
爰
二
て

昼
の
食
事
を
と
ゝ
の
へ
、
右
の
手
前
に
業
平
手
作
の
観
音
有
り
。
爰
に
●

往
昔
八
ツ
橋
有
り
と
言
し
。
今
は

名
の
み
也
。 

そ
の
か
ら
の
ゆ
か
り
や
筆
て
か
き
つ
ば
た 

池
鯉
鮒
は
遠
慮
し
て
、
蛤
鍋
ニ
て
昼
の
支
度
し
け
れ
は 

名
に
め
て
ゝ
○

池
鯉
鮒
は
少
し
五
は
さ
う

ま

む

し

与
て
蛤
鍋
て
昼
餉

ひ

る

け

と
う
へ
る 

 

三
州
尾
州
の
境
な
る
。
少
し
道
を
急 い

そ

き
し
に
、
越
前
敦
賀

ツ

ル

ガ

よ
り
戻
り

の
歩
兵
大
勢
に
出
合
。
道
幅
狭
け
れ
ば 

常
な
ら
は
直
と
行
へ
き
道
な
る
に
歩
兵
に
道
を
○

前
後
す
る

と
は 

と
し
て
前
後
と
い
ふ
を
過
き
、
先
な
る
●

桶
桶
狭
間

狭

間

焼
ノ
瀬
戸
モ
有
之

江
立
寄
ら
ん

と
い
そ
き
し
所
、無
レ

程
し
て
そ
こ
に
出
、右
な
る
田
中
に
義
元
公
、

左
り
の
平
原
ニ
は
諸
士
討
死
の
墓
所
〻
に
有
レ

之
、
い
と
淋
し
く
物

あ
わ
れ
也
。 

 
 其

他
登
、
高
原
の
碑
文
あ
れ
と
も
誰
も
知
る
處
、
ま
た
事
長
け
れ
は

略
レ

之
。
元
治
元
年
十
二
月
廿
八
日
爰
ニ
参
詣
、
有
様
を
お
も
ひ
出

し
て 

ほ
ろ
り
す
る
涙
を
継
く
や
矢
建
墨 

 

青
好 

右
ニ
當
り
て
松
一
木
あ
り
。
是
義
元
公
鎧
懸
の
松
と
言
し
。
今
に
駒

寄
せ
の
掛
り
て
有
り
。
又
た 

  

         

   

＜今川上総介義元討死塚図＞        ＜尾州桶狭間之図＞ 
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桶
狭
弔
古
碑 

登
リ
テ

二

高
原
ニ

一

眇
ミ

レ

遠
キ
ヲ 

慨
一

歎
レ
ハ

興-

敗
ヲ

于 

前
跡
ニ

何
國
二
カ

蔑
ナ
カ
レ

レ

有
余
獨
悲
ム
事

二

此
ノ 

桶
峡
ヲ

一

云
記
二

曰
永
禄
三
年
駿 

矦
西
征
シ

五
月
十
九
日
陣
桶 

峡
ノ

山
北
織
田
公
以
奇
兵
襲
レ 

之
駿
矦
義
元
滅
ヒ
メ

夫
駿
強
國 

也
方
リ
テ

其
啚
覇
相
甲
請
ヒ

二

以
賦 

従
尾
人
亦
往
生
送
リ
て

レ

款
拎
レ

是 
大
挙
入
リ

レ

尾
ニ

攻
鷲-

津
丸
根
抜
ク 

之
ヲ

レ

曰
明
且
屠
ト
メ

二

清
州
ヲ

一

而
朝
食
セ
ン
ト 

衆
皆
賀
シ

置
二

酒
ス

軍
中
ニ

會
‐
黒
色雲 

    

起
ク

西
北
ニ

一

風
雨
暴
發
シ

敵
人
鼓 

聲
亦
従
レ

背
震
フ

皆
不
レ

意
ハ

其
猝 

至
ル
ヲ

中
軍
大
亂
格
闘
死
者
二 

千
五
百
餘
人
夫
自
リ

二

足
利
氏
ノ 

失
ヒ
シ

一

鹿
四
海
戦
場
ト
ナ
リ

周
ハ

以
侈
亡 

甲
以
暴
滅
ヒ
ヌ

而
未
有
下

若
此
ノ

一 

戦
メ

而
跌
シ
カ

者
上

也
勝
敗
ハ

如
化
誰
カ 

知
其
極
ヲ

但
勝
ハ

之
不
可
保
矧
ヤ 

可
驕
ヤ

哉
悲
イ

也
カ

夫
雖
然
或
聞
テ 

軍
敗
ル
ト

自
先
鋒
還
リ

闘
ツ
テ

與
二

其
乎 

二
百
人
一

皆
死
或
守
リ
テ

二

孤
城
不 

走
請
主
尸
ヲ

而
帰
リ
ヌ

若
斯
類
ノ

一

者 

 



101 
 

  

 

  

 

 

累
世
所
養
ヒ
シ

豈
不
皆
忠
烈(

カ)

ナ
ラ

哉 

籍
―
使
ヒ

後
人
有
テ

二

庸
主
之
村
一

外 

結
強
ヒ

援
ヲ

内
用
若
カ
ク
ノ
事
キ

士
ヲ

師
徒
雖 

虧
ケ
タ
リ
ト

駿
遠
之
地
尚
全
猶
足
以 

向
テ

西
報
伐
ス
ル
二

也
游
蕩
メ

忌
讐
ヲ

卒
二 

以
播
遷
セ
ク

悠
々
蒼
天
此
レ

何
カ
ナ
ル

人 

哉
今
生
平
世
眇
歎
ス
レ
ハ

前
跡
己 

歴
タ
リ

二
百
五
十
年
ヲ

時
雖
邈
ナ
リ
ト

事
ハ 

猶
昨
則
後
人
吊
フ
モ

万
レ

亦
猶
レ

今 

也
キ
サ
ハ

則
是
千
萬
世
亦
何
有
極
リ 

請
建
碑
以
記
サ
ン

レ

之
銘
曰 

三
軍
覆 

野
茫
茫 

 
 

孰
有 

    

後 
 

孰
カ

孤
傷
ス
ル 

亂
之
思
治 

己
値
ヒ
ヌ

二

今
時
一 

建
テ

二

片
碑
ヲ 

 

酹 

古
邱
一 

来
吊
ヘ

レ

之 
 

干
萬
秋 

治
不
レ

忌
亂 

視
舊
跡
碑 

文
化
巳
己
夏
五
月 

 
 

尾
張
儒
宦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秦
鼎
撰 

 
 
 
 
 
 
 

 

大
坂
天
満
邸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
西
融
書 

 

碑
陰
記 

此
碑
ヤ

也
豊
‐
長
カ

輩
有
ヲ

レ

所
感
ス
ル

而
建 

之
碑
文
所
載
先
鋒
ヨ
リ

還
リ

闘
フ
ト
ハ

在
テ
モ

二

他 

人
猶
且
扼
腕
ス

況
ム
ヤ

於
ヤ

二

豊
長
輩
ニ

一 
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斯
く
の
碑
有
て
、
平
原
に
は
義
元
公
を
初
め
奉
り
、
諸
勇
士
等
討
死
の
墓
処
ア
リ
。
右
碑
文
を
以
て
知
る
へ

し
。
又
此
少
し
く
先
に
至
り
て
●

有
松
村
と
言
し
有
り
。
何
れ
も
今
川
の
落
人
の
よ
し
。
世
に
鳴
海
絞
と
言

し
是
也
。 

今
川
の
流
の
末
のも

有
松
に
君
を
待も

た
て
し
ほ
り
す
る
か
な 

向
の
よ
き
絞
り
か
た
ん
と
有
ま
つ
と
登
り
下
り
の
人
に
か
わ
せ
る 

爰
を
過
て
無
レ

程
鳴
海
に
近
し
。
今
宵
は
宮
泊
り
と
い
そ
き
、
漸
に
し
て
宮
に
至
り
泊
ら
ん
と
せ
し
か
、
折

節
●

松
前
豆
州
矦
京
都
ゟ
御
下
向
ニ
て
、
同
宿
殊
の
外
に
混
し
け
れ
は
、
一
軒
と
し
て
宿
す
る
へ
ふ
も
あ
ら

し
。 

 
 

（
欄
外
）
宮
人
の
懸
た
る
罠
に
か
ゝ
る
人
は
浮
世
く
る
ひ
に
踏
ま
よ
ふ
な
り
と 

依
而
●

無
二

餘
義
一

問
屋
へ
申
請
し
て
、
馬
を
出
さ
せ
て
荷
物
を
付
替
、
佐
谷
へ
廻
ら
ん
と
、
供
揃
わ
す
れ
は

連
立
、
●

馬
被
義
之
槍
持
、
爰
ニ
失
た
り
与
て
、
そ
ち
こ
ち
と
尋
ね
け
れ
と
も
更
ニ
別
ら
す
。
せ
ん
す
へ
な

く
お
も
ひ
て
打
遣(

ヵ)

り
、
同
所
ゟ
尾
州
街
道
ニ
懸
り 

（
欄
外
）
熱
田
神
社
ハ
祭
神
五
坐
第
一
天
照
大
神
第
二
素
盞
鳴
尊
第
三
日
本
武
尊
第
四
宮
簀
姫
命
第
五
建
稲
種
命
神
躰
草
薙

宝
釼
ト
云
々 

●

熱
田
宮
居
を
右
に
見
て
、
此
邊
の
茶
店
に
立
寄
り
一
杯
を
催
し
て
、
こ
の
し
ろ
の
魚
田
楽
と
し
や
れ
て
、

茶
碗
酒
に
気
を
附
け
、
爰
を
打
立
、
凡
半
道
程
も
来
り
し
頃
、
左
り
に
切
れ
佐
谷
海
道
、
松
原
と
成
り
、
其

處
ゟ
右
ニ
は
伊
吹
山
、
向
ひ
に
は
北
陸
道
の
山
〻
、
い
つ
れ
も
雪
降
積
り
て
寒
き
こ
と
言
斗
り
な
し
。
ま
た

夕
陽
に
む
か
つ
て
名
古
屋
城
の
鯱
鋒

シ
ャ
チ
ホ
コ

輝
き

カ
ヽ
ヤ
キ

渡
り
、
い
と
見
事
な
れ
は 

落
る
日
に
登
る
ひ
か
り
や
鯱
の
鯐(

ヵ) 
 
 

青
好 

と
し
て
い
そ
け
と

〱
中
〻
に
、
道
遠
く
し
て
や
る
せ
な
く
、
弐
里
に
し
て
漸

く
（
マ
マ
）

●

岩
塚
と
言
し
に
着
き
、

乎
観
テ

二

其
坆
レ

而
弔
ヒ

レ

古
矚
テ

其
蹝 

而
襂
マ
シ
ム

レ

目
ヲ

是
二

情
レ

何
ソ

歇
マ
シ

故
願
フ

レ

不
ラ
ン
事
ヲ

レ

使
メ

二

前
跡
シ
メ

徒
ニ

蕪
也
後
来
有
ラ
ハ

懐 

舊
君
子
二

與
レ

我
同
フ
ス
ル

レ

志
亦
将
レ

有 

慼
于
慈
ニ

一

秦
士
鉉
作
リ

銘
中
西 

仲
長
書
レ

之
皆
我
尾
張
國 

臣 

也 
 

津
島
神
主 

 
 
 

氷
室
豊
長
建 

桶
峡
弔
古
碑 

本
碑 

高
五
尺 

径
リ

二
尺
五
分 

厚
サ

一
尺
二
寸
五
分 
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爰
に
宿
ら
ん
と
せ
し
か
、
差
支
し
由
ニ
而
餘
儀
な
く
川
を
越
へ
、
●

万
場

マ

ン

バ

と
言
し
に
着
き
、
●

桔
梗
や
と
言

し
に
て
●

一
泊
を
乞
ふ
。
見
懸
よ
り
ては

よ
き
宿
、
し
か
し
伊
勢
参
宮
の
頃
な
ら
て
は
、
多
分
に
宿
借
も
の
も

な
か
り
し
由
物
語
る
。
是
も
旅
の
一
ツ
咄
し
な
ら
ん
と
、
一
杯
を
催
し
猪
肉
を
も
ふ
け
、
温
み
を
入
れ
、
一

と
寝
入
す
。 

○

万婆
〻

場
さ
ん
か
そ
ち
こ
ち
世
話
を
す
る
な
れ
と
と
ん
た
難
儀
に
大
晦
日
か
な 

こ
れ
も
長
途
事
な
れ
は
、
是
非
ニ
及
は
ず
。
爰
よ
り
は
荷
物
を
車
に
附
ヶ
人
共
に
打
乗
り
て
、
佐
谷
へ
越
る

途
中
、
●

神
守
と
言
し
宿
有
り
。
爰
ニ
尾
張
●

津
嶋
牛
頭
天
王
日
本
最
初
の
宮
居
ア
リ
。
是
は
衢
よ
り
拝
礼

し
て
通
り
行
き
●

佐
屋
江
着
き
、
今
日
は
大
晦
日
な
る
に
、
斯
く
安

〱
と
車
ニ
て
、
年
の坂

越
る
も
旅
に
し

あ
れ
は
こ
そ
と
、
我
身
を
祝
し
て 

人
は
皆
越
る
に
あ
し
き
年
の
坂
を
気
安
く
我
は
御
車
て
越
す 

●

伏
見
や
と
言
し
ニ
て
、
●

昼
食
事
支
度
せ
し
處
、
御
出
入
の
よ
し
ニ
而
、
酒
肴
出
レ

之
与
て
為
二

挨
拶
一

と
○

金
百
疋
為
レ

取
候
處
、
殊
之
外
為
二

異
配

音

義

一

且
渡
舟
場
近
し
。
世
話
等
厚
致
し
呉
、
尤
此
宿
は
尾
州
矦
御
領
に

し
て
船
場
近
し
。
運
生
賃
之
由
、
往
昔
ゟ
仕
来
り
の
よ
し
申
聞
、
且
名
物
大
根
を
三
人
江
為
二

土
産
一

到
来
与

て 

○

伏
見
や
な
暮
る
土
産
は
甲
子
の
是
こ
そ
年
の
○

尾
張
大
根 

と
し
て
暫
時
砂
河
原
を
歩
行
、
此
邊
砂
白
き
事
雪
の
如
く
い
と
見
事
、
木
の
根
半
ほ
と
は
砂
ニ
う
つ
み
有
し
。

木
曽
川
の
末
と
言
し
。
爰
を
船
ニ
て
乗
り
越
へ
、
八
ツ
を
過
る
に
●

桑
名
宿
へ
着
き
、
京
屋
小
兵
衛
ニ
な
ん

宿
る
。
海
際
に
伊
勢
太
神
宮
の
花
表
あ
り
。
爰
よ
り
上
る
。
十
万
石
松
平
越
中
守
殿
御
城
下
ニ
而
、
町
並
い

と
見
事
な
り
与
者
大
江
戸
に
近
し
。
大
晦
日
な
れ
は
、
や
く
払
ひ
等
衢
に
多
し
与
て
為
レ

払
二

一
笑
に
一

、
又

泊
屋
の
取
な
し
昨
日
に
替
り
て
丁
寧
な
り
与
て 

昨
日
に
は
ま
た
引
か
へ
て
今
日
こ
そ
は
都
合
よ
き
め
に
大
晦
日
か
な 

年
の
終
り
に
斯
く
よ
き
事
の
あ
れ
は
、
翌
年
も
ま
た
能
か
ら
ん
と
臥
戸
に
入
り
、
酒
肴
な
と
取
寄
せ
小
魚
あ

じ
小
は
だ
等
の
小
魚
、
い
と
見
事
の
料
理
、
ま
た
道
引
を
よ
び
て
、
揉
ま
せ
な
か
ら
に
白
波
と
共
に
、
枕
を

付
ヶ
て
年
を
明
に
し
与
見
れ
は
、
は
や
快
晴
に
て
、
元
治
二
乙
丑
年
と
代
る
。
初
に
斯
く
天
気
の
能
き
も
芽

出
度
け
れ
は
、 

は
つ
東
風
に
今
年
の
顔
を
吹
か
せ
け
り 

唯
向
く
も
東
の
方
や
旭
の
恵
み 

是
よ
り
爰
を
立
て
は
●

小
向
ひ
と
言
し
に
行
ヶ
ば 

明
る
か
と
お
も
へ
は
馬
に
乗
初
め
の
都
の
方
に
最
早
小
迎
ひ 

爰
ニ
て
家
礼
の
よ
し
ニ
て
、
屠
蘇
象
煮
餅
を
出
し
、
殊
の
外
之
馳
走
に
逢
ひ
、
ま
た
き
に
大
に
過
し
芽
出
度
、

爰
を
旅
立
に
小
向
ひ
を
過
き
て
、
●

冨
田
と
言
し
に
着
き
、
爰
は
名
に
し
お
う
蛤
の
名
物
、
松
の
蓋
を
以
て
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焼
き
皿
に
載
せ
て
出
し
、
人
呼
て
桑
名
の
焼
蛤
と
言
し
は
是
也
。
立
寄
り
て
一
杯
を
命
し
賞
翫
ス
。 

ま
つ
か
さ
に
温
め
ら
れ
た
る
蛤
は
水
沢
山
て
○

冨
田
よ
い
味
ち 

一
と
皿
價
百
匁
と
言
し
、
早
き
故
打
立
ち
て
次
宿
●

四
日
市
と
言
う
に
向
ふ
。
爰
に
至
り
て
昼
の
食
事
を
支

度
に
、
家
号
●

太
田
や
と
言
に
付
ヶ
て
飯
盛
と
題
し
て
、 

岡
眼

外

目

か

か
ら
見
た
れ
は
と
ん
た
二
ツ
山
抱

し
や
く

子
の
顔
に
太
田
山
出
し 

な
と
た
わ
れ
言
そ
し
て
、
食
事
を
仕
舞
追
分
て
ふ
に
て
、
天
照
ら
す
お
ほ
ん
神
の
御
花
表
を
不
斗
拝
し
、
参

宮
せ
し
心
持
そ
し
て 

元
日
や
斗
ら
す
伊
勢
の
花
表
先 

拝
伏
は
丁
度
恵
方
や
伊
勢
の
神 

 （
欄
外
） 

は
せ
を 

い
せ
に
詣
て
ゝ
何
の
木
の
花
と
は
し
ら
す
匂
ひ

を
（
マ
マ
） 

西
行
上
人
の
哥
に 

 

何
事
の
お
わ
し
ま
す
か
は
し
ら
ね
と
も
か
た
し
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
ゝ 

は
せ
を 

 

四
日
市
よ
り
馬
ニ
乗
り
て
杖
突
坂
引
き
上
る
に
荷
打
返
し
て
馬
よ
り
落 

○
歩
行
な
ら
は
杖
突
坂
を
落
馬
哉 

名
所
な
れ
は
二
段
切
ニ
て
も
論
な
し
と
か
や 

烏
丸
光
廣
卿
の
紀
行
ニ 

 

草
臥
て
歩
行
よ
り
通
る
旅
人
は
み
な
杖
突
の
里
と
こ
そ
見
れ 

爰
を
立
ち
て
無
レ

程
●

石
薬
師
と
言
し
に
着
き
馬
を
継
き
、
恐
な
か
ら
馬
上
な
か
ら 

尊
と
さ
や有

都難
や

に杖
突

近
き

か

て

越

此
里

す

坂

の

は上

石
も
薬
師
に
替
る
芽
出
た
さ 

（
欄
外
）
○
此
石
薬
師
の
東
な
る
此
坂
二
杖
突
ノ
名
ア
る
事
ハ
日
本
武
尊
醒
ヶ
井
ノ
御
足
ヲ
三
重
縣
曳
ま
す
時
佩
な
く
る
所

の
御
釼
ヲ
と
き
は
し
め
て
杖
二
突
給
ふ
よ
り
三
千
年
の
今
迄
も
呼
事
也
ト
言
し 

爰
を
い
そ
き
て
次
な
る
●

庄
野
の
驛
に
い
そ
く
に
一
里
也
。
此
邊
牛
多
く
し
て
さ
も
い
か
め
し
き
出
立
也
。

七
ツ
過
る
頃
に
着
す
れ
は
、
爰
に
留
め
ん
と
問
屋
の
も
の
懸
入
け
れ
と
も
、
我

〱
は
先
へ
超
へ
ん
と
お
も

ふ
心
あ
れ
は
、
と
う

〱
馬
を
か
さ
せ 

と゛

う
○

庄
野

し
ょ
う
の

か
ふ
庄
野
と
は
し
た
れ
と
も
今
宵
は
馬
之
登
る
○

亀
や
ま 

と
し
て
、
日
く
る
ゝ
に
及
ん
て
、
●

亀
山
ニ
着
く
。
六
万
石
石
川
保
之
助

宗

十

郎

殿(

カ)

城
下
也
。
地
邊
高
き
處
ニ

て
い
と
よ
ろ
し
。
●

伊
勢
や
と
言
に
着
く
。
元
日
の
事
ニ
し
て
屠
蘇

酴
酥
ト
ソ

等
出
し
い
て
な
に
与
て
祝
し
て
曰 

亀
山

蓬

莱

も

な
れ
は 

蓬
莱
に
臥
す
の
も
旅
の
恵
様(

カ)

か
な 

 

○

亀
山
に
臥
す
や
斗
ら
ぬ
花
の
旅
明
く
れ
は
早
く
霞
さ
わ
た
る 

な
と
し
て
爰
を
明
け
早
ふ
立
ち
、
荷
人
共
に
車
に
乗
り
け
れ
は
、 
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乗
り
越
る
其
○

亀
山
も
心
持
よ
く
車
の
音
も
吉

〱
と
鳴
る 

爰
ゟ
一
里
に
し
て
、
殊
の
外
に
早
ふ
●

関
の
宿
に
着
き
打
乗
。
然
ル
に
當
宿
に
名
高
き
地
蔵
尊
有
り
。
ま
た

関
の
戸
と
言
し
菓
子
の
あ
り
け
り
。 

日
の
本
に
あ
ま
た
お
は
せ
と
そ
の
中
に
こ
れ
こ
そ
○

関
の
地
蔵
成
ら
む 

此
宿
僅
の
宿
に
し
て
出
抜
ヶ
、
少す

し こ

ツ
ヽ

し

の
山
あ
り
。
間

〱
を
登
り
て
四
五
漸

(

マ
マ
）

の
茶
屋
有
。
向
ひ
に
狩

野
古
法
眼
元
信
●

筆
捨
や
ま
と
言
し
あ
り
。
景
別
に
見
事
な
れ
は 

○

往
昔

そ
の
か
み

の
繪
師
さ
へ
筆
を
投な

け

か
れ
し
筆
捨
や
ま
に
筆
を
取
と
は 

憚
り
て
口
繪
を
止
む
。
淋
し
き
道
を
抜
け
て
●

坂
の
下
と
言
に
着
く
。
ま
た
馬
を
替
て
、
爰
よ
り
は
●

鈴
鹿

山
と
言
し
に
懸
り
ぬ
。
宿
外
る
ゝ
頃
に
至
り
て
、
右
の
山
梺
に
、
坂
上
軍
将
田
村
丸
、
鈴
鹿
鬼
神
退
治
の
折
、

一
と
度
抜
出
給
へ
は
千
の
矢
先
と
化
し
、
観
世
音
の
應
譲
あ
り
し
を
祭
り
給
ひ
し
。
●

清
水
の
観
音
巖
石
を

鑿う
か

ち
て
爰
に
祭
り
て
有
る
。
参
詣
す
。 

○

放は
な

ツ
矢
の
千
筋

ち

す

じ

と
な
り
て
飛
散
る

と

び

ち

る

は
是
観
音
の
妙
智
力
か
な 

爰
を
超
へ
て
青
人
中

(

マ

マ

）

の
家
五
七
軒
も
過
て
、
●

鈴
鹿
太
神
宮
の
宮
居
あ
り
。
此
社
前
に
置
て
下
馬
し
歩
行

か

ち

と

成
り
、
馬
は
背
を
軽
ふ
し
て
登
山
さ
せ
、
彼
の
唄
を
思
ひ
出
し
て
、 

○

昔
そ
の
か
み

はは

馬
さ
へ
物
を
言
し
と
あ
れ
は
○

鈴
鹿

す

ゝ
か

に
曳
ヶ

ひ

け

と

て
慈
悲
を
く
わ
へ
ん 

殊
の
外
に
礆
砠

け

ん

そ

な
り
。
此
辺
の
杉
数
十
丈
に
伸 の

ひ
、
い
と
見
事
也
。
登
り
詰
る
に
山
上
に
茶
店
あ
り
。
越
へ

て
左
り
ニ
至
り
、
田
村
大
明
神
の
社
あ
り
。
山
下
り
際
に
至
り
て
大
な
る
石
燈
籠
あ
り
。
金
毘
羅
江
寄
進
の

よ
し
也
。
山
を
下
り
て
●

一
と
お
あ
り
。
蟹か

に

か
澤
と
言
し
。
そ
の
か
み
大
蟹
出
て
人
を
取
与よ

てて

飴あ
め

を
以
て
是

を
取
、
今
に
●

水
飴
ま
た
竹
の
皮
に
宮
餅
程
ニ
な
ら
へ
て
賣
る
。 

 

（
欄
外
）
○
あ
め
の
水
も
う
る
也 

水
飴
に
つ
ゐ
ほ
た
さ
れ
て
横
這

よ
こ
ば
う

に
出
て
取
ら
れ
た
る
蟹か

に

か ゛

騒澤
か

き
は 

少
し
く
下
ツ
て
、
田
村
川
と
言
し
あ
り
。
渡
り
て
檜ひ

原
あ
り
。
山
中
に
田
村
大
明
神
を
祭
り
有
レ

之
。
宮
作

り
結
構
ナ
リ
。
無
レ

程
し
て
土
山
の
宿
に
出
る
。
名
物
お
六
漉
櫛
を
賣
る
。
三
ヶ
月
や
と
言
し
家
号
多
し
。 

○

土
山
に
ち
ら
と
見
初
め
し
三
ヶ
月
や
宵

能
イ
カ

か
ら
一
ツ
召
し
て
行
か
ん
せ 

 
 

琴
主 

爰
ニ
て
ま
た
継
か
へ
、
左
へ
と
て
次
な
る
御
城
下
、●
加
藤
左
京
大
夫
殿
也
。
無
レ

程
し
て
●

水
口
宿
に
着
き
、

し
つ
か 
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゛ 

●

京
や
と
い
へ
る
宜
敷
爰
ニ
て
亀
や
ま
伊
勢
や
りよ

り

の
添
手
紙
持
参
し
て
、
依
而
付
扣
置
、
ま
た
爰
ニ
謡よ

ふ

兆
ち
よ
ふ

た

る
一
婦
あ
り
。
年
夢
物
と
承
り
、
三
日
之
内
な
れ
は
早
ふ
爰
ニ
着
き
、
髪
月
代
を
い
た
し
て
、
暮
際
ニ
湯
ニ

入
。
然
ル
に
例
の
五
右
衛
門
、
殊
ニ
ヲ
き
の
強
さ
に
は
し
や
き
て
入
り
し
内
に
、
水
の
も
る
事
、
さ
る
の
如

し
与
て
、
手
廻
し
て
三
人
そ
ろ

〱
に
入
湯
。
然
ル
に
夕
餉
の
支
度
も
調
ふ
ま
ゝ
酒
を
盃
し
、
一
杯
を
傾
け

ん
と
せ
し
は
、
三
元
日
の
事
ニ
て
屠
蘇

と

そ

を
出
し
、
ま
た
殊
の
外
に
取
繕
ひ
て
、
鯛
の
味
噌

積
（
マ
マ
）

其
他
珍珎

味
も

出
し 

存
外
に
酔
て 

上
方
ノ
言
葉
○

め
ツ
そ
う
な
御
馳
走
物
に
う
か
さ
れ
て
○

御
免
や
す

〱
呑 つ

く

酒
の
し
や
く 

夜
四
ッ
過
る
頃
床
ニ
入
り
一
と
寝
入
し
て
、
早
ふ
爰
を
起
出
し
支
度
取
調
ふ
て
、
馬
ニ
打
乗
り
少
し
く
行
け

は
川
有
。
●

横
田
川
と
言
し
下
流
ニ
し
て
左
り
の
山
上
に
庚
申
有
。
又
岩
不
動
有
り
。
い
と
淋
し
き
山
陰
也
。

右
之
方
に
向
ツ
て
●

三
上
山
と
言
し
あ
り
。
笠
を
ふ
せ
し
こ
と
く
の
山
二
し
て
見
事
也
。
●

遠
藤
但
馬
守
殿

領
分
也
と
聞
く
。
世
人
是
を
百
足
山

む
か
て
山
と
言
し

と
言
し
鍔誤

り
也
。
少
し
小
川
を
越
し
て
●

万
里
小
路
藤
房
公
古
跡
妙
勧

寺
村
と
言
う(

ヵ)

に
有
り
。
此
辺
城
跡
殊
ニ
多
し
。
又
観
音
寺
妙
勧
寺
等
其
他
七
十
防
、
往
昔
は
、
之
處
信

長
公
放
火
あ
り
し
よ
し
言
傳
、
今
残
る
處
僅
四
五
寺
、
又
此
邊
の
川
往
来
ゟ
高
し
。
往
来
す
る
處
は
水
門
の

如
く
成
所
あ
り
。
江
州
●

家
の
梁
川
と
言
し
。
雪
解
等
の
砌
一
時
に
落
来
り
し
よ
し
也
。
爰
を
越
れ
は
無
レ

程
●

所
部

石

部

の
宿
に
継
き
馬
を
継
く
。
彼
の
お
半
長
右
衛
門
の
一
事
な
と
お
も
ひ
出
し
、
今
●

ま
て

ま

て

は
ま

は

ま

や
と

言
し
あ
り
。
伊
勢
の
帰
り
は
さ
そ
や
お
半
も
十
五
や
十
六
な
れ
は 

草
臥
て
○

前
後
も
知
ら
す
寝
る
時
は
堅
ひ
○

石
部
の
枕
知
ら
ず
に 

此
前
、
石
部
与
水
口
の
間
の
宿
に
、
加
茂
の
長
明
の
故
跡
あ
り
。
爰
を
立
ち
て
間
の
宿
●

梅
の
木
と
言
し
に

着
く
。
薬
宿
数
多
あ
り
。
和
中
散
と
言
し
看
板
出
し
有
也
。
前
に
薬
師
如
来
を
祭
り
有
レ

之
。 

衢
ち
ま
た

に
も
二

薬
師
や
一

匂
ふ
三

無
和
中
散 

 
 

爰
を
過
き
、
よ
程
過
き
て
漸
く
草
津
に
出
る
。
此
處
○

竹
根
鞭
の
名
物
、
ま
た
は
乳
母
か
餅
と
言
し
を
賣
る

●

家
居
あ
り
。
見
事
成
家
作
与
て
悪
口
を 
 

○

草
津
と
は
扨
た
ま
ら
ぬ
と
旅
人
の
袖
引
た
れ
と
○

乳
母
か
餅
賣
る 

此
●

草
津
も
許
は
布
薩
な
る
よ
し
、
光
照
ほ
さ
つ
布
薩
を
受
け
給
ひ
し
時
よ
り
此
名
初
ま
り
し
を
、
あ
や
ま

り
て
く
さ
つ
と
い
ふ
よ
し
也
。
爰
に
て
昼
の
食
時
を
と
ゝ
の
へ
、
然
る
に
矢
走
渡
し
を
馬
士
の
進
メ
に
任
せ

て
渉
り
、
此
処
の
習
に
し
て
、
賃
は
馬
士
よ
り
払
ふ
と
言
し
。
暫
時
乗
り
合
の
晦
に
雨
気
を
催
し
、
少
し
ツ
ヽ

降
り
出
せ
と
も
、
余
語
の
海
の
絶
景
言
し
斗
り
な
く
筆
を
起
し
て
八
景
を 

矢
走
帰
帆 

真
帆
か
け
て
矢
走
に
着
く
や
帰
船 

唐
崎
一
ツ
松 
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雨
に
些な

を

淋
し
く
見
る
や
一
ツ
ま
つ 

夕
雨
に
景
色
の
添
ふ
や 

三
井
晩
鐘 

年
の
内
の
春
ら
し
眠
る
三
井
の
鐘 

勢
田
夕
照 

水
か
け
の
扨
長
橋
や
勢
田
の
景 

粟
津
晴
嵐 

偶た
ま(

ヵ)

に
洩
る
日
に
景
色
添
ふ
粟
津
哉 

比
良
暮
雪 

照
り
返
す
日
に
雪
見
る
や
比
良
の
嶽 

消
へ
残
る
雪
や
比
良
野
〻
夕
景
色 

 
 
 
 
 

石
山
秋
月

の
飽
の
尽 

芋
影
の

湖
に
長
く
さ
し
入
り
て
麓梺

の
岸
に
船
着
を
見
る 

堅
田
落
雁 

友
し
と
ふ
夕
部
や
雁
の
堅
田
浦 

な
と
ゝ
近
江
の
八
景
を
一
と
処
よ
り
見
し
お
も
ひ
を
口
〻
述
て
、
無
レ

間
大
津
の
川
岸
に
着
き
、
荷
物
は
軽

子
の
持
運
ひ
て
、
あ
た
り
の
軒
下
に
休
ら
ひ
置
。
宿
は
問
屋
の
近
く
に
と
り
て
●

一
泊
を
乞
ふ
。
繁
昌
東
都

に
續
く
。
此
處
の
名
産
源
五
郎
ふ
な
、
且
大
津
画
等
は
家
毎
に
見
へ
、
古
風
今
に
顕
わ
れ
牛
車
は
江
戸
に
陪

す 牛
ノ
鳴
聲
も 

○

最
ふ
爰
に
来
た
か
と
お
も
ふ
登
り
坂
牛
の
歩
行
の
よ
り
お
そ
く
と
も 

（
欄
外
）
○
膳
所
一
体
は
お
も
の
と
言
し
と
か
や
。
文
字 

供
御 

御
膳
温
飯
如
レ

此
ナ
リ
。
を
も
の
は
粟
津
の
濱
を
い
ふ
と

か
や
。
む
か
し
禁
裏
へ
鮮
魚
を
日
次
に
貢
せ
し
よ
し
も 

○
と
ゝ
こ
ほ
る
時
も
あ
り
し
な
あ
ふ
み
な
る
お
も
の
ゝ
濱
の
蜑
の
日
つ
き
は 

御
土
産
に
一
枚
召
し
て
行
か
さし

や

ん
せ
大
津
画

府

は志

江
戸

ヱ
ト
ヘト
通
ス

に
出
る
ほ
と 

（
欄
外
）
○
義
仲
寺
三
井
石
山
ノ
話
ハ
帰
り
ノ
記
行
ニ
譲
テ
出
サ
ズ 

此
處
遊
女
殊
に
多
し
。
字
を
お
茶
様
と
言
し
と
か
や
。 

膳
居
へ
て
客
待
ち
う
け
の
●

御
茶
様
は
一
と
口
物
に
ほ
ふ
の
や
け
と
う 

な
と
た
わ
れ
事
言
ふ
て
早
ふ
ふ
せ
り
。
翌
は
伏
見
て
ふ
夜
船
ニ
て
愈
登
坂
と
な
れ
は
、
京
一
覧
の
望
み
起
り

早
ふ
荷
物
は
巻
荷
と
し
て
先
へ
廻
し
、
我
〻
三
人
り
は
歩
行
と
な
り
て
追
分
て
ふ
ニ
い
た
り
、
家
毎
に
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十
六
盤

そ

ろ

ば

ん

を
商
ふ
中
に
、
一
里
塚
前
の
庄
兵
衛
と
い
ふ
宜
し
と
言
し 

京
と
う
へ
登
り
下
り
の
い
と
さ
ん

少
女
を
言
し 

幼
か

の
玉好

ヲ

を言
カ

算
し
て
く
ら
す
○

庄商

兵
衛

賣

カ 

此
処
右
の
山
上
に
関
大
明
神
と
言
し
有
り
。
蝉
丸
を
祭
て
彼
の
こ
れ
や
こ
の
ゝ
古
事
を
お
も
ひ
出
し
、
ま
た

関
の
清
水
と
言
し
あ
り
。
走
り
井
と
い
ふ
ニ
走
り
餅
を
商
ふ
。 

こ
れ
や
こ
の
讀
ま
れ
し
人
は

の
下
は
か
ら
つ
爰神

にわ

○

逢
坂
の
関 

走
り
井
ニ
て 

き
く
し
た
る
手
に
冷
え
退
か
ぬ
清
水
か
な 

従
レ

其
無
レ

程
坂
道
少
し
有
レ

之
。
右
も
左
り
も
山
々
ニ
て
景
色
殊
ニ
よ
ろ
し
く
、
又
た
山
科
の
里
に
近
よ
れ

は
、
天
智
帝
の
御
陵
た
な
ほ
を
過
き
て
大
き
成
山
有
レ

之
。
従
レ

是
三
条
通
り
と
言
し
。
左
り
の
山
は
東
山

と
い
ゝ
麓梺

に
東
山
御
防
彼
の 

蒲
団
着
て
寝
た
る
姿
や
ひ
か
し
山 

の
古
事
を
お
も
ひ
出
し
失
礼
を
不
レ

頻(

カ) 

鹿
の
子
ま
た
ら
に
茂
け
る
若
松 

従
レ

其
三
条
五
条
四
条
と
渡
り
所
〻
一
覧
、
祇
園
并
大
仏
参
詣
智
恩
院
一
見
、
折
節
焼
失
後
ニ
て
市
中
淋
敷
、

全
く
の
一
見
の
み
に
し
て
昼
を
過
れ
は
、
伏
見
街
道
に
出
て
昼
食
事
を
と
ふ
へ
り
て
、
●

伏
見
●

針
屋
庄
九

郎
と
い
ふ
に
着
く
。
爰
ニ
て
夕
食
事
、
船
の
支
度
も
調
ふ
て
乗
組
、
夜
舟
に
て
淀
川
を
く
た
り
、
彼
の
く
ら

わ
ん
か
の
商
ひ
船
も
出
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

初
夜
聞
て
知
ら
ぬ
里
と
ふ
夜
船
か
な
蒲
団
丸
め
て
なふ

せ
て
透
風 

な
と
し
て
明
け
る
七
ツ
過
る
頃
、
八
軒
家
て
ふ
●

和
泉
や
と
い
ふ
に
着
船
い
た
し
暫
時
休
息
、
夜
明
け
に
及

ん
て
髪
月
代
と
ふ
い
た
し
、
着
船
の
祝
酒
を
と
ふ
べ
り
て
五
軒
屋
敷
へ
案
内
せ
ん
と
せ
し
か
、
未
た
吉
田
衆

住
ひ
居
ら
れ
し
侭
、
當
時
者
御
門
と
や
ら
ニ
仮
り
住
ひ
故
、
爰
に
至
り
け
れ
は
、
御
長
屋
拝
借
被
二  

仰
付
一

一
寸
立
寄
り
、
平
井
氏
江
罷
出 

 

公
用
の
事
な
れ
は
万
事
同
氏
江
頼
み
、
部
屋
へ
引
取
、
長
途
之
労
を
休

め
け
り
。 

 
 

 

○
浪
花

大

阪

と
も
あ
れ
新
ら
し
や
今
朝
の
春 

 

旭
美 

是
ゟ
吉
田
衆
ゟ
之
挨
拶
を
待
ち
、
着
坂
之
由
は
平
井
氏
へ
頼
み
、
然
ル
に
翌
六
日
昼
後
ゟ
御 

城
入
い
た
し
、

御
上
屋
敷
江
可
二

罷
出
一

旨
被
二

申
越
一

有
ニ
付
、
相
應
及
二

應
答
一

、
翌
日
ニ
至
り
九
ツ
を
待
ち
て
支
度
調
ひ
、

三
人
連
立
ち
て
御
上
屋
敷
江
出
、
御
内
玄
関
ゟ
案
内
を
乞
ひ
、
御
廣
間
御
取
頭
取
次
を
得
て
、
鎗
之
間
て
ふ

に
通
り
、
吉
田
様
衆
類
役
江
逢
、
一
別
以
来
之
應
接
相
済
、
案
内
ニ
て
御
小
書
院
と
言
し
に
曳
て
、
暫
時
休

息
、
従
レ

其
代
〻
類
役
罷
出
傳
達
有
レ

之
。
御
帳
記
之
引
合
等
目
録
書
ニ
て
引
合
、
御
吸
物
御
酒
御
飯
等
迄

出
レ

之
、
委
曲
御
用
日
記
ニ
譲
て
略
レ

之
。
従
レ

其
日
〻
御
上
屋
敷
江
罷
出
、
又
仮
屋
敷
を
取
立
ツ
て
日
〻
勤

こ
け 
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番
、
然
ル
に
十
五
日
昼
時
ニ
至
り
て
、 

殿
様
御
着
阪
万
事
一
陣
ニ
譲
ル
。
従
レ

其
御
受
取
後
御
城
入
廿
一
日
也
。
我
々
も
同
日
引
越
役
處
受
取
、
甲

乙
番
を
建
て
、
万
事
無
レ

滞
相
勤
、
然
ル
に
明
く
る
寅
と
な
り
て
、
正
月
十
一
日
御
用
有
レ

之
罷
上
候
処
、
別

勤
を
被
二

仰
付
一

。
江
府
長
詰
、
家
族
も
召
連
候
哉
。
御
宅
従
日
数
ニ
而
出
立
之
旨
、
御
番
頭
ゟ
達
し
有
レ

之

候
得
共
、
又
江
戸
へ
之
御
用
被
二

仰
付
一

、
御
用
済
迄
之
御
有
餘
申
立
済
寄
ニ
而
、
廿
三
日
浪
華
出
立
、
夕
七

ツ
時
を
過
て
、
八
軒
家
ゟ
乗
船
、
伏
見
て
夜
明
ヶ
朝
餉
を
と
ふ
べ
り
。
従
レ

其
竹
田
街
道
ニ
懸
り
、
大
津
江

四
ッ
時
頃
ニ
着
く
。
爰
ニ
て
昼
之
支
度
を
と
ゝ
の
へ
、
又
三
井
寺
の
参
詣
ニ
望
あ
れ
は
歩
行
ニ
て
登
り
、
所

〻
遥
望
、
奥
の
院
弁
慶
の
引
摺
り
鐘
を
見
て
、 

湖
に
響
き
巡
る
や
三
井
の
か
ね 

従
レ

其
参
詣
果
て
大
津
ニ
出
、
銘
産
大
津
画
を
と
ゝ
の
へ
、
ま
た
堂
を
求
め
て
彼
の 

大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
仏 

 

は
せ
を 

 

（
欄
外
）
右
ノ
句
意
三
日
閉
口
題
四
日
ト
ア
リ
。
一
書
ニ
大
津
ノ
乙
州
か
新
宅
ニ
而
越
年
ノ
句
也
。
三
ヶ
日
モ
過
テ
ノ
口
ひ
ら

き
殊
ニ
處
ノ
物
煩
ナ
レ
は
欠(

カ)

句
に
し
給
へ
り
。
四
日
の
事
な
れ
は
何
仏
と
居
玉
ふ
。
滑
稽
感
す
る
に
絶
た
り
。
大
津
絵
は

岩
佐
と
言
し
人
始
た
り
と
言
し 

な
と
を
思
ひ
出
し 

土
佐
く
さ
と
い
わ
れ
て

る
又
兵
衛
か
書
き
廣
め
た
る
大
津
繪
の
具
に 

 

此
宿
中
を
過
て
粟
津
原
ニ
掛
ら
ん
と
い
そ
け
は
、
右
に
義
仲
寺
と
有
り
。
彼
の
朝
日
将
軍
の
御
墓
并
兼
平
手

植
之
松
等
今
日
残
れ
り
。
相
並
ん
て
笣
蕉
翁
の
牌
あ
り
。
大
坂
ニ
お
ゐ

御

堂

前

花

屋

に

て

給
ひ
白
骨
は
此
義
仲
寺
ニ
納
入
給
ひ

し
よ
し
。
ま
た
碑
名
は
晋
其
角
の
書
と
言
也
。
爰
ニ
て
揚
雲
雀
を
見
て 

な名

を
高
う
○

粟
津
か
原
や
揚
雲
雀 

 
 

青
好 

彼
の
片
隅
ニ

翁
庵
居
之
跡
ア
リ
。
爰
ニ
て
の
吟
の
よ
し
。 

（
欄
外
）
大
坂
花
屋
庵
ニ
而
欤 

辞
世
は
旅
に
病
て
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る 

は
せ
を 

木
曾
殿
と
背
中
合
せ
の
寒
さ
か
な 

折
々
ニ
伊
吹
を
見
て
や
冬
籠
り 

當
院
ニ
、
今
翁
の
像
を
祭
ル
堂
あ
り
。
誰
人
の
詠
る
し
れ
す 

時
鳥
雀
に
首
を
上
け
さ
せ
て 

庵
主
に
呼
へ
は
罷
出
、
其
角
の
短
尺
又
者
翁
の
真
蹟
等
あ
り
。
い
つ
れ
も
石
山
幻
住
庵
ち
ろ

〱
の
清
水
を

巳(

カ)

て
製
す
と
あ
り
。
爰
を
出
て
松
並
ゟ
右
者
粟
津
、
左
り
は
湖
水
ニ
て
眺
望
よ
ろ
し
く 

は
る
か
せ
や
な
に(

カ)

路
の
み
ゆ
る
水
の
面 

 

青
好 

従
レ

其
膳
所
の
城
下
に
出
、
水
に
移
る
城
、
日
に
移
る
余
語
の
湖 

凧
の
尾
を
白
眼

ニ

ラ

ム

て
居
る
や
鯱

シ
ヤ
チ

頭 
 
 

は
や
彼
是
昼
を
過
れ
は
、
い
そ
き
石
山
ニ
参
詣
せ
ん
と
い
そ
き
、
連
も
な
う
唯
獨
り
漸
に
し
て
山
門
に
出
る
。

麓
に
湖
水
縁
ニ
は
茶
店
、
夏
月
は
蛍
の
名
所
ニ
て
賑
ふ
よ
し
。
門
内
に
入
れ
は
紅
葉
の
若
は
也
。
ま
た
桜
の

ド
モ 
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含
（
マ
マ
）

み
今
日
も
開
か
ん
と
す
る
。
即
夜
境
内
き
ら
ひ
や
か
、
岩
の
間
ゟ
吹
出
す
水
、
龍
頭
ゟ
出
る
。
爰
ニ
て

口
そ
ゝ
き
石
の
担

(

マ
マ
）

を
上
り
て
庭
の
結
構
、
け
に
石
山
の
名
顕
れ
け
り
。
鐘
楼
并
鞁
楼
も
あ
り
。
又
も
檀
を
揚

り
て
端
風
作
り
の
所
あ
り
。
是
を
源
氏
の
間
と
言
し
。
往
昔
紫
式
部
五
拾
四
帖
を
爰
ニ
て
書
顕
せ
し
處
也
と

言
し
。 は

や
花
の
ゆ
か
り
見
ゆ
る
や
石
山
寺 

従
レ

其
観
音
寺
へ
拝
礼
果
て
裏
山
へ
廻
り
月
見
堂
へ
近
寄
ら
ん
と
す
る
。
庭
上
に
翁
の
碑
あ
り
。
膳
所
に
泊

り
、
暁
石
山
寺
に
詣
て
、
彼
の
源
氏
の
間
を
見
て 

曙
は
ま
た
む
ら
さ
き
に
ほ
と
ゝ
き
す 

 

は
せ
を 

月
見
堂
一
覧
湖
水
爰
よ
り
見
ゆ
る
。
麓
は
人
家
勢
田
も
見
ゆ
る
。
沽 

は
し
影
の
ひ
は
湖
に
長
し
宵
の
月 

 

青
好 

従
レ

其
下
山
左
り
の
方
に
撞
鐘
あ
り
。
是
者
諸
人
ニ
つ
く
事
を
免
す
。
龍
宮
ゟ
揚
り
し
よ
し
。
三
井
の
鐘
に

準
し
又
岩
に
穴
悉
く
有
レ

之
。
い
つ
れ
も
縁
結
者
一
国
に
有
し
。 

か
ん
お
ん
に
縁
を
誓
ひ
の
石
山
は
男
に
堅か

た

ひ
契
り
成
へ
し 

そ
こ
ゝ
こ
一
覧
、
此
尊
体
は
山
城
国
清
水
を
移
し
奉
る
と
あ
る
。
願
主
は
當
国
北
郡
浅
井
備
前
守
長
政
息
女

淀
殿
、
秀
頼
公
来
世
の
為
と
て
、
御
誓
願
伽
ら
ん
御
建
立
と
あ
り
。
堂
構
の
古
ひ
物
淋
し
く
覚
ゆ
。
下
山
元

の
道
を
返
り
て
勢
田
ニ
で
る
。
此
時
八
り
下
り
な
れ
は
、
都
の
方
を
返
り
見
て 

我
か
け
も
は
や

ち

と

長
橋端

ヵ

や
勢
田
の
夕 

爰
ゟ
餘
程
原
道
を
過
て
●

野
路
村
と
言
し
あ
り
。
田
の
中
に
往
昔
玉
川
の
跡
あ
り
。
只
萩
も
名
の
み
、
水
も

枯
れ
て
少
く 

萩
も
枯
れ
水
さ
へ
沽涸

れ
て
只
爰
に
名
に
し
●

近
江
に
野
路
の
●

玉
川 

 

爰
を
過
て
兼
平
の
塚
あ
り
。
無
レ

程
し
て
草
津
に
出
る
。
登 

坂
の
紀
行
に
あ
れ
は
爰
に
略
せ
り
。
駿
河

す

る

が

洲州

に
入
り
て
府
中
中
程
ゟ
久
能
山 

御
宮
江
と
望
生
し
、
相
廻
り
て
参
詣
致
し
、
御
宮
柱(

ヵ)

之
結
構
ま
た
言

し
も
更
な
り
。
絶
頂
よ
り
麓梺

を
見
る
に
、
十
二
町
と
言
し
上
ニ
三
防
あ
り
。
井
戸
あ
り
。
容
害
の
宜
し
き
は

二
ツ
と
な
き
土
地
な
る
よ
し
。
一
ツ
井
を
勘
介
井
戸
と
言
也
。
甲
州
山
本
勘
介
近
国
之
砌
ゐ
堀
見
候
よ
し
如

何
成
日
照
り
に
も
水
満
〻
た
る
よ
し
。
従
レ

其
下
山
、
海
原
を
過
て
三
保
の
片
側
を
通
る
。
興
津
に
出
て
爰

に
泊
る
。
ま
た
三
州
ニ
出
て
山
中
之 

御
宮
と
言
し
に
参
詣
、
神
組
御
開
運
、
舞
上
り
八
幡
宮
と
言
し
。
御

守
り
等
も
爰
ゟ
書
る
。
ま
た
藤
沢
に
来
り
て
鴫
立
沢
へ
立
ち
寄
り
、
従
レ

其
江
の
嶋
参
詣
の
念
生
し
て
、
彼

所
江
罷
出
、
暮
る
頃
恵
ひ
寿
屋
と
言
し
に
泊
ル
。
翌
日
参
詣
御

厳
（
マ
マ
）

迄
不
レ

残
拝
礼
相
済
、
七
里
か
濱
を
過
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て
腰(

カ)

越
村
江
来
り
、
切
り
通
し
を
過
て
星
の
井
戸
一
覧
、
従
レ

其
案
内
を
得
て
八
幡
宮
江
参
詣
、
雪
の
下

ニ
て
昼
食
事
い
た
し
、
ま
た
案
内
を
得
て
五
山
等
江
参
詣
、
従
レ

其
●

保
土
ヶ
家
宿
に
泊
り
、
翌
六
日
江
戸
へ

帰
、
御
用
取
始
末
い
た
し
、
十
三
日
出
立
、
十
五
日
笠
間
江
案
着
、
家
内
之
歓
ま
た
言
し
も
更
な
り
。
家
事

取
始
末
相
整
へ
、
四
月
朔
日
出
府
、
日
比
谷
御
屋
敷
江
着
。
今
之
職
事
無
二

油
断
一 

薮養
父

入
の
心
て
う
れ
し
寅
の
春 

 

旭
美 

 
 

元
治
元
甲
子
年
極
月
廿
日
ゟ
慶
應
二
丙
寅
至
正
月
撰
レ

之 
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『
大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
』 

 

『
大
番
交
代
時
之
出
役
覚
』 

八
月
四
日
、
六
日
、
七
日
、
十
二
日
大
交
代
之
節
、
内
外
固
御
人
数
并
御
番
所
出
役
之
面
〻
暁
八
ツ
半
時
御

下
屋
敷
江
相
揃
、
七
時
前
御
門
前
へ
立
揃
七
ツ
時
相
圖
有
レ

之
、
御
武
器(

カ)

ゟ
繰
出
、
土
橋
江
相
詰
立
揃
候

事
。 

但
靭
腰
附
御
鉄
炮
玉
込
切
火
縄
之
事
。 

一
内
固
御
城
入
御
人
数
も
御
番
所
出
役
之
御
物
頭
、
御
番
士
、
御
長
柄
奉
行
、
御
徒
目
付
、
御
徒
長
柄
小
頭
、

御
長
柄
之
者
、
足
軽
小
頭
、
立
番
足
軽
、
帳
順
之
通
御
番
目
付
跡
押
い
た
し
、
土
橋
張
御
番
所
前
ゟ
一
行

ニ
立
、
張
御
番
所
前
ニ
而
御
城
入
人
別
相
改
候
事
。 

但
御
人
数
證
文
御
番
目
付
持
参
致
候
事
。 

一
御
破
損
役
之
者
両
人
共
土
橋
江
八
ツ
半
時
罷
出
、
出
役
之
番
頭
江
御
使
相
届
七
ツ
時
相
圖
臺
提
灯
附
揃
、

内
固
御
破
損
役
壱
人
は
御
人
数
引
連
御
城
入
、
臺
提
灯
内
固
御
人
数
立
揃
候
段
、
大
御
番
所
江
相
届
候
事
。 

但
御
破
損
役
御
人
数
通
證
文
帳
御
番
所
江
持
参
候
事
。 

一
御
破
損
役
御
城
入(

カ)

之
儀
、
御
上
屋
敷
御
家
老
江
案
内
申
達
出
役
是
有
。
當
番
之
御
番
頭
、
御
目
附
、
舛

形
御
番
士
壱
人
立
合
、
冠
木
御
門

明
よ
り
内
外
棒
突
足
軽
両
人
宛
差
出
、
御
人
数
相
改
御
城
入
相
済

〆
候
事
。 

但
御
家
老
直
大
御
番
所
江
出
役
、
尤
御
鍵
左
之
通
御
徒
目
付
為
レ

持
候
事
。 

大
御
門
扉 

 

御
鍵 

冠
木
御
門
扉

 

御
鍵 

北
仕
切
御
門
扉 

 

御
鍵 

右
御
家
老
出
役
候
は
ゝ
、
北
仕
切
出
役
之
物
頭
、
同
所
扉
御
鍵
御
家
老
ゟ
請
ニ

取
之
一

、
北
仕
切
江
相
詰
、
御

交
代
相
済
引
取
、
大
御
番
所
江
御
鍵
持
参
之
御
家
老
江
相
納
候
事
。 

但
右
御
物
頭
北
仕
切
江
出
役
之
節
、

御
鍵
致
二

持
参
一

候
事
。 

一
内
固
御
人
数
并
御
番
所
出
役
之
面
〻
明
ヶ
七
ツ
時
過
、
御
城
入
ニ
付
通
證
文
御
番
目
付
、
張
御
番
江
差
出
、

通
詞
番
相
添
、
大
御
番
所
江
差
越
、
早
速
三
番
所
江
触
出
、
御
家
老
、
御
番
頭
、
御
番
目
付
、
桝
形
之
御

番
士
壱
人
立
會
、
冠
木
御
門

明
レ

之
、
御
門
内
外
棒
突
立
番
足
軽
両
人
ツ
ヽ
差
出
改
候
事
。 

一
舛
形
出
役
之
御
家
老
、
御
番
頭
、
御
番
目
付
御
城
入
、
即
刻
御
家
老
、
御
番
目
付
大
御
番
所
へ
罷
越
、
冠

木
御
門
扉
御
鍵
并

御
鍵
大
番
所
江
出
役
之
御
家
老
ヨ
り
請
ニ

取
之
一

舛
形
江
持
参
候
事
。 

但
御
鍵
御
徒(

カ)

目
付
ニ
為
レ

持
候
事
。 

一
御
加
番
京
極
甲
斐
守
様
、
青
屋
口
御
小
屋
請
取
御
人
数
御
城
入
通
證
文
、
張
御
番
所
江
持
参
、
大
御
番
所

ゟ
公
用
方
へ
差
出
候
。
公
用
方
ゟ
御
下
知
之
旨
、
早
速
大
御
番
所
江
申
達
、
桝
形
出
役
之
御
家
老
、
御
番

頭
、
御
番
目
付
、
御
番
士
壱
人
立
會
、
冠
木
御
門

明
ケ
内
外
棒
突
立
番
足
軽
両
人
ツ
ヽ
出
候
事
。 

但
御
證
文
引
合
御
人
数
操
入
候
事
。 

一
右
御
人
数
北
仕
切
御
門
通
候
ニ
付
、
同
處
出
役
之
御
物
頭
、
御
番
士
壱
人
立
會
、

明
候
事
。 

但
御
小
屋
請
取
御
人
数
青
屋
口
案
内
足
軽
壱
人
差
出
、
提
灯
持
中
間
壱
人
、
旦
夜
中
右
場
所
通
用
之
儀
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御
番
頭
ゟ
前
日
以
二

書
付
ヲ
一

相
断
候
事
。 

一
内
外
御
固
不
レ

残
立
揃
候
段
、
内
外
御
破
損
役
ゟ
大
御
番
所
江
御
断
、
即
刻 

殿
様
大
御
番
所
へ
御
出
之

御
案
内
、
出
役
之
御
家
老
ゟ
公
用
人
迄
手
紙
ニ
而
申
遣
候
事
。 

一
明
七
ツ
時
過 
殿
様
御
平
服
ニ
而
井
戸
脇
御
路
次
ゟ
御
出
、
直
ニ
外
固
為
二

御
見
聞
一

、
土
橋
迄
御
出
、
此

節
大
御
番
所
當
番
之
御
目
付
御
先
立
ニ
而
、
同
處
出
役
之
御
家
老
公
用
人
御
供
之
事
。 

一
殿
様
外
固
為
二

御
見
分
一

被
レ

遊
二

御
出
一

候
ニ
付
、
舛
形
出
役
之
御
家
老
、
御
番
頭
、
御
番
目
付
、
御
番
士

壱
人
立
會
、
冠
木
御
門

開
レ

之
、
御
城
相
済
御
門
〆
舛
形
江
引
取
候
事
。 

一
殿
様
大
御
番
所
江
被
レ

遊
二

御
立
帰
り
一

御
出
役
之
御
目
付
様
江
宜
敷
旨
御
案
内
、
使
公
用
人
取
斗
遣
レ

之

御
使
御
供
之
御
徒
ゟ
差
遣
候
事
。 

但
山
里
御
目
付
様
、
西
御
目
付
様
江
御
出
故
、
山
里
江
之
御
使
ニ
不
レ

及
、
即
刻
御
目
付
様
方
大
御
番

所
江
御
出
御
挨
拶
相
済
、
外
固
為
二

御
見
分
一

、
土
橋
迄
御
出
て
御
先
立
大
御
番
出
役
之
御
家
老
可
二

相

勤
一

事
。 

一
右
御
目
付
様
御
城
之
節
、
舛
形
出
役
之
面
〻
前
条
之
通
立
會
、
冠
木
御
門

并
閉
之
事
。 

一
御
目
付
様
外
固
御
見
分
相
済
大
御
番
所
江
御
立
帰
り
、
平
日
之
明
六
ツ
時
弐
寸
五
分
程
早
〆
御
大
鞁
打
同

様
御
下
知
ヲ
以
、
公
用
人
ゟ
通
詞
番
足
軽
南
仕
切
御
門
迄
申
遣
、
同
所
ゟ
御
大
鞁
櫓
江
通
詞
即
刻
御
大
鞁

相
成
、
打
切
も
時
分
見
合
公
用
人
ゟ
申
遣
打
切
候
事
。 

但
六
ツ
打
出
時
分
見
斗
、
御
番
頭
ゟ
差
図
ニ
お
よ
ひ
提
灯
消
し
候
。
拍
子
木
御
門
下
ニ
而
為
レ

打
、
提

灯
并
燭
臺
共
為
レ

引
候
事
。 

一
明
六
ツ
時
御
大
鞁
打
出
シ
大
御
番
所
出
役
之
御
家
老
、
當
番
之
御
番
頭
、
御
番
目
付
大
御
門
江
罷
越
、
御

大
鞁
打
切
両
扉
開
レ

之
、
此
節
舛
形
出
役
之
御
家
老
、
御
番
頭
、
御
番
目
付
、
御
番
士
壱
人
例
之
通
り
立

會
、
冠
木
御
門
両
扉
開
レ

之
、
御
蝦
も
刎
建
寄
置
、
両
御
門
江
立
會
て
、
面
〻
向
〻
者
番
所
江
引
取
候
事
。 

但
舛
形
御
番
所
者
大
御
番
所
ゟ
之
見
通
ニ
相
成
候
間
、
御
家
老
始
下
座
敷
へ
下
り
罷
在
事
。 

一
北
仕
切
御
門
出
役
之
御
者
頭
、
御
番
士
立
會
、
南
扉
開
之

、
御
蝦
刎
建
寄
置
、
登
り
御
加
番
様
御
通

り
相
済
候
は
ゝ
開
候
節
之
通
立
會
、
御
門
〆

は
平
日
之
通
り
明
置
候
事
。 

一
右
北
仕
切
出
役
之
御
物
頭
、
内
外
固
引
取
候
比
御
鍵
持
参
候
間
、
大
御
番
所
江
引
取
、
扉
御
鍵
御
蝦
共
御

番
頭
江
相
納
候
事
。 

一
青
屋
口
下
り
御
加
番
内
藤
因
幡
守
様
御
小
屋
迄
、
大
番
所
脇
出
役
之
御
使
者
役
御
案
内
、
御
使
者
公
用
人

ゟ
申
談
相
勤
候
事
。 

御
口
上 

御
人
数
勝
手
次
第
御
操
出
候
様
被
二

仰
遣
一

候
事
。
右
御
使
者
北
仕
切
御
番
所
迄
相
越
居
、
御
門
明
キ
即
刻

青
屋
口
江
罷
越
御
使
者
相
勤
、
口
上
御
返
答
之
趣
公
用
人
江
申
達
候
事
。 

但
継
上
下
着
用 

御
使
者 

若
堂
壱
人 

草
り
取
壱
人 

一
内
藤
因
幡
守
様
御
人
数
段
〻
御
操
出
、
引
續
因
幡
守
様
御
出
、
大
御
番
所
江
御
立
寄
、 

殿
様
御
挨
拶
等

有
レ

之
、
御
熨
斗
塗
三
方
出
レ

之
。
尤
御
近
習
勤
レ

之
直
御
城
出
御
家
老
始
不
レ

残
下
座
之
事
。 
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一
下
り
御
加
番
様
、
京
極
甲
斐
守
様
土
橋
先
江
御
扣
、
右
御
場
所
迄
大
御
番
所
脇
御
使
者
役
御
案
内
、
公
用

人
ゟ
申
談
相
勤
候
事
。 

御
口
上 

御
人
数
御
勝
手
次
第
御
操
入
候
様
被
二

仰
遣
一

候
事
。 

右
御
返
答
公
用
人
申
被
レ

達
候
事
。 

御
使
者 

 
若
堂
壱
人 

鑓
持
壱
人 

草
り
取
壱
人 

登
り
御
加
番
京
極
甲
斐
守
様
御
人
数
御
操
入
、
引
續
御
同
人
様
御
城
入
大
御
番
所
江
御
立
寄 

殿
様
御
挨
拶

等
有
レ

之
、
御
熨
斗
塗
三
方
出
レ

之
。
尤
御
近
習
勤
レ

之
相
済
、
甲
斐
守
様
青
屋
口
江
御
引
取
、
御
家
老
始
不

レ

残
下
座
之
事
。 

但
御
人
数
青
屋
口
御
小
屋
迄
、
為
二

御
案
内
一

足
軽
壱
人
土
橋
中
程
ゟ
御
先
立
致
し
、
甲
斐
守
様
御
城
之

節
は
土
橋
中
程
ゟ
御
供
目
付
壱
人
御
先
立
致
し
罷
越
候
事
。 

一
御
交
代
相
済
、
甲
斐
守
様
被
レ

成
二

御
引
取
一

候
は
ゝ
大
御
門
江
御
家
老
へ
御
番
頭
、
御
目
付
罷
出
両
扉
〆
レ

之
、
大
御
番
所
江
引
取
、
此
節
冠
木
御
門
へ
者
、
舛
形
之
御
家
老
、
御
番
頭
、
御
番
目
付
、
御
番
士
壱
人

立
會
、
両
扉
〆
レ

之

明
置
引
取
候
事
。 

一
冠
木
御
門
扉
〆(

カ)

立
會
之
御
番
頭
、
外
固
為
二

引
取
一

可
レ

申
段
、
御
家
老
江
申
置
候
。
張
御
番
所
出
役
之

御
番
目
付
、
外
固
不
レ

残
引
取
候
様
御
門
継
ニ
而
相
達
、
夫
ゟ
舛
形
内
御
長
柄
奉
行
へ
相
達
為
二

引
取
一

候

事
。 

一
御
門
〆
之
上
、
御
番
頭
罷
出
御
交
代
相
済
候
段 

殿
様
へ
申
上
候
事
。 

一
御
出
役
之
御
目
付
様
大
御
番
所
御
引
取
、
即
刻 

殿
様
最
前
之
通
御
路
次
ゟ
被
レ

遊
二

御
引
取
一

候
事
。 

但
内
固
御
人
数
引
取
御
城
出
之
節
者
、
常
之
通
御
門
札
ニ
而
罷
出
候
事
。 

一
固
之
面
〻
御
人
数
引
取
之
儀
、
御
番
頭
案
内
有
レ

之
、
御
中
屋
敷
江
行
烈
ニ
而
引
取
可
レ

申
事
。 

一
面
〻
箱
提
灯
者
草
り
取
ニ
為
レ

持
可
レ

申
事
。 

一
固
之
面
〻
着
服
羽
織
袴
之
事
。 

一
足
軽
小
頭
以
下
服
立
取
候
事
。 

一
固
之
諸
士
始
、
御
目
付
様
、
御
加
番
様
御
通
之
節
、
手
明
之
者
下
座
致
候
事
。 

一
六
日
鴈
木
坂
御
加
番
様
御
交
代
之
節
、
内
外
固
御
次
第
前
ニ
同
。
南
仕
切
江
出
役
之
御
者
頭
、
大
御
番
所

ゟ
築
違
并
南
仕
切
御
門
御
鍵
御
番
頭
ゟ
請
取
罷
越
、
右
御
両
御
門
共
開
レ

之

御
蝦
も
刎
建
寄
置
、
登
御

加
番
様
御
通
り
相
済
、
開
候
節
之
通
立
會
、
御
門
〆

平
日
之
通
明
ケ
置
候
事
。 

但
御
鍵
納
〆
方
前
ニ
同
。 

一
七
日
東
御
加
番
様
御
交
代
之
節
、
内
外
固
右
同
前
、
北
仕
切
江
御
番
頭
不
レ

及
二

出
役
ニ
一
、

南
仕
切
江
罷
出
、

御
門
両
扉
開
閉
之
儀
北
仕
切
同
様
取
斗
可
レ

申
事
。 

一
十
二
日
西
御
番
頭
様
御
交
代
之
節
、
固
等
諸
事
同
様
、
南
仕
切
江
御
者
頭
不
レ

及
二

出
役
一

候
事
。 

但
於
二

大
御
番
所
一

御
熨
斗
蚫
者
御
精
進
日
ニ
は
不
二

差
出
一

候
事
。 

一
御
武
器(

カ)

其
外
諸
士
下
〻
迄
雨
具
且
夜
明
提
灯
引
候
節
取
集
之
筋
ゟ
世
話
可
レ

被
レ

致
候
事
。 
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一
大
交
代
節
若
雨
天
ニ
候
は
ゝ
、
侍
固
之
者
手
傘
半
合
羽
下

駒
（
マ
マ
）

相
用
、
尤 

殿
様
、
御
目
付
様
方
大
御
番

所
江
御
出
席
ニ
付
、
御
見
通
し
相
成
候
場
所
者
、
下
駄
不
二

相
用
一

候
事
。 

但
御
先
立
致
候
者
は
手
傘
半
合
羽
相
用
、
下
駄
者
不
二

相
成
一

候
事
。 

上
書 

天
保
十
二
辛
丑
年 

四
日 

六
日 

七
日 

十
二
日 
大
交
代
ニ
付
出
役
之
面
〻
次
第
書
帳 

御
交
代
日
割 

追
手
御
門
ゟ 

一 

二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
加
番
様
方
仮
御
城
入 

追
手
ゟ 

一 

四
日 

 

下
り 

 
 
 
 

内
藤
因
幡
守
様 

 
 
 
 
 

 

登
り 

 
 
 
 

京
極
甲
斐
守
様 

同 一 

五
日 

東
御
番
頭 

 
 
 

曽
我
伊
豫
守
様
仮
御
城
入 

同 
 

一 

六
日 

鴈
木
坂
下
り 

 
 

山
口
周
防
守
様 

 
 
 
 
 

 

登
り 

 
 
 
 

稲
葉
兵
部
小
輔
様 

追
手
ゟ 

一 

七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

戸
田
隼
人
正
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

曽
我
伊
豫
守
様 

同 一 

八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
交
代 

一 

九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

一 

十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

一 

十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

同 

追
手
ゟ 

一 

十
二
日 

西
御
番
頭
下
り 

建
部
内
匠
守
様 

 
 
 
 
 

 

登
り 

 
 
 
 

大
岡
紀
伊
守
様 

 

『
玉
造
口
御
門
御
定
番
御
城
入
之
節
御
固
人
数
并
絵
図
面 

 
 

付
）
出
火
之
節
役
々
心
得
方
其
外
御
番
所
心
得
方
大
略
記
』 

 <

表
紙>

 

天
保
十
五
年
辰
三
月
写
置 

玉
造
口
御
門
御
定
番
御
城
入
之
節(

カ)

御
固
人
数
并
繪
圖
面 

 
 



116 

 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

口
付 

出
火
之
節(

カ)

役
〻
心
得
方
其
外
御
番
所
心
得
方
大
略
記 

市
瀬
正
應
扣 

<

本
文>

 

天
保
十
二
丑
年
十
一
月
大
御
番
所
御
者
頭
日
記
書
抜 

一
明
後
六
日
、
酒
井
右
京
亮(

カ)

様
玉
造
口
ゟ
御
城
入
ニ
付
、
同
所
為
二

御
固
一

當
役
壱
人
、
御
目
付
壱
人
、

御
馬
廻
り
三
人
出
張
相
勤
候
様
、
公
用
方
よ
り
御
達
在
レ

之
候
間
、
相
心
得
候
様
、
御
番
頭
ゟ
通
達
有
レ

之
。
尤
當
日
着
服
、
當
役
御
目
付
両
人
者
継
上
下
、
平
士
者
平
服
之
旨
、
固
場
所
都
而
繪
圖
面
之
通
。 

一
前
文
出
役
之
者
御
番
合
都
合
も
有
レ

之
候
。 

席
〻
申
談
候
而
可
二

相
勤
一

旨
、
是
又
公
御
用
所
達
し
之
旨
、
御
目
付
吉
原
新
七
郎
ヨ
り
通
達
有
レ

之
候
事
。 

一
申
談
ニ
而
栗
林
季
十
郎
今
暁
玉
造
口
為
二

御
固
一

出
役
ニ
付
、
長
谷
川
居
残
相
勤
。 

一
今
朝
玉
造
口
御
定
番
酒
井
右
京
亮(

カ)

様
御
城
入
ニ
付
、
為
二

御
固
ノ
一

出
役
之
面
〻
、
御
者
頭
代
栗
林
季

十
郎
、
御
目
付
加
藤
利
兵
衛
、
御
□
人
木
下
幸
八
、
金
田
荒
太
、
石
橋
軍
治
、
御
徒
士
目
付
清
水
傳
太
、

着
服
供
連

焼
（
マ
マ
）

七
ツ
半
時
御
下
屋
敷
江(

カ)

相
揃
。 

東
雲
挑
灯
引
ニ
而
、
出
張
行
列
左
之
通 

 

一  
 
 
 

棒
突
足
軽
廿
五
人 

 
 

二 

御
者

騎

馬

頭 
 
 
 
 

鎗 

狭
箱 

草
履
取沓

籠 
 
 
 

 

馬 

三 

御
目

同

付 
 
 
 
 

鎗 

狭
箱 

草
り
取同 

 
 
 
 
 
 
 

 

馬 

四 

御
馬

同

廻
り 

若
當 

鎗 

狭
箱 

草
り
取同 

 
 

 
 

 

馬 

五 

御
馬

同

廻
り 

若
當 

鎗 

狭
箱 

草
り
取同 

 
 
 
 

馬 

六 

御
馬

同

廻
り 

若
當 

鎗 

狭
箱 

草
り
取同 

 
 
 
 

馬 

七 

御
徒
士
目
付 

草
り
取 

 

雨
具
持 

釣
臺 

弐
荷 

八 

才
領
壱
人 

天
保
十
五
辰
ノ
三
月 

米
津
様
御
城
入
節
固
出
役
之
名
前
左
ニ
記 

御
者

継

上

下

頭
市
瀬
大
次
郎
、
御同

目
付
大
塚
欣
兵
衛 

御
馬

平

服

廻
り
石
田
半
三
郎
、
一
井
栄
之
助
、
松同

代

田
傳 

御
徒
士
目
付
小
林
善
蔵
、
山
口

足

軽

小小
頭

右
衛
門 

稲
垣
藤
三
郎
也 

若
當 

若
當 

若
當 

若
當 

小
頭 

小
頭 
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玉
造
御
門 

  
 

与力  与力 

同心  同心 

 
 
 
 

京 

 
 
 

橋 

 
 

方 

 

固 

<
貼
紙>

 
此
圖
公
用
方
ゟ
相
廻
ル 

  

酒
井
右
京
亮
様 

 

固
場
処
如
レ

此 

御
口
屋
敷
ゟ 

御
城
入
ニ
付
也 

右
圖
面
者
天
保
十
二
丑
十
一
月
公
用
方
ゟ
相
廻
ル
圖
面
也 

 <

貼
紙
下>

 

天
保
十
五
甲
辰
年
三
月
廿
六
日
米
津
越
中
守
様 

御
城
入
之
節
固
圖
面 

 

御
堀 

小
頭 

 
 
 
 

町
口 

者
頭 

 
 

供 
 

馬 
 

 

目
付 

 
 

同 
 

同 

馬
廻
り 

 

同 
 

同 

同 
 
 
 

同 
 

同 

同 
 
 
 

同 
 

同 

徒
士
目
付 

同 

小
頭 

 
 
 

此
處
杦
林 

ミ
ソ 

石
橋
有 

京
橋
方
固 

同
心 

 
 

 

与
力 

玉
造
御
門
土
橋 

同
心 

 

与
力 

合
羽
籠
二
荷 

御
者
頭
上
下 

 
 

雨
具
釣
臺
二
荷 

才
領
壱
人 

九
人 

 
 

 
 

小
頭 

御
目
付 

 
 

右
ニ
同 

御
馬
廻
り 

上
下
八
人 

 
 

 
 

乗
馬 

御
馬
廻
り 

右
同
断 

 
 
 
 

 

同 

御
馬
廻
り 

右
同
断 

 
 
 
 

 

同 

御
徒
士
目
付 

上
下 

 
 
 
 

 

同 

弐
人 

 

小
頭 

 

同 

弐

人 
 

小
頭 

 

同 

 

弐

人 
 

小
頭 

 
同 
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此
度
玉
造
口
御
定
番
米
津
越
中
守
様 

御
城
入
、
都
而
天
保
十
二
丑
年
十
一
月
酒
井
様 

御
城
入
之
節
之
通

り
相
心
得
候
様
通
達
有
レ

之
。 

尤
固
場
先
例
之
通
り
例
之
繪
圖
面
与
者
京
橋
方
固
場
此
度
御
達
有
レ

之
候
与
相
替
り
候
申
立
付
為
二

心
得
一

、

尚
又
繪
圖
面
大
略
認
置
候
事
。 

一
右
御
城
入
之
日
限
相
知
、
公
用
方
ゟ
達
し
有
レ

之
候
は
ゝ
、
出
役
之
名
前
相
印
、
御
上
屋
敷
御
目
付
江
相
届

候
様
、
御
番
目
付
申
聞
候
ニ
付
、
名
前
認
差
出
候
處
、
翌
日
以
二

切
紙
一

御
家
老
被
二

仰
達
一

候
与
御
目
付

ゟ
執
達
有
レ

之
。 

一
朝
御
太
皷
六
ツ
時
ニ
而
出
張
、
四
ツ
半
過
御
城
入
相
済
、
御
門
〆
り
候
ニ
付
、
如
レ

元
行
列
ニ
而
引
取
。 

但
し
附
弁
當
也
。 

 

天
保
十
二
丑
年
四
月
十
八
日
被
二

仰
出
一

出
火
之
節
役
〻
心
得
方 

一
夜
中
出
火
遠
近
ニ
不
レ

拘
、
七
人
番
所
不
寝
番
ゟ
凡
何
筋
何
邊
与
張
番
所
江
申
継
候
は
ゝ
、
早
速
非
番
之
公

用
人
小
屋
并
御
目
付
ニ
為
レ

知
、
五
軒
屋
敷
御
門
迄
申
越
、
御
門
番
相
越
申
聞
、
五
軒
屋
敷
御
下
屋
敷
と
、

五
軒
屋
敷
御
門
下
番
ニ
口
觸
為
レ

致
可
レ

申
。
尤
町
御
奉
行
ゟ
為
レ

知
使
参
り
候
は
ゝ
、
前
同
様
手
續
ニ
而

公
用
人
江
可
二

申
聞
一

事
。 

但
御
番
目
付
ゟ
當
番
御
目
付
江
も
申
越
、
席
觸
、
御
屋
敷
觸
も
可
レ

有
レ

之
。 

一
外
張
迄
町
御
奉
行
御
出
之
節
、
公
用
人
ニ
者
下
屋
敷
江
罷
出
、
御
對
話
ニ
お
よ
ひ
候
間
、
御
番
之
面
〻
御

規
定
之
通
下
座
可
レ

被
レ

有
之
事
。 

但
御
用
人
者
高
張
挑
灯
壱
、
若
當
草
り
取
壱
人
宛
召
連
、
火
事
具
着
用
罷
出
、
尤
書
役
も
相
詰
、
地
目

付
共
も
火
元
見
届
罷
越
可
レ

申
候
。
御
番
之
面
〻
は
大
御
番
所
ゟ
通
達
有
レ

之
候
迄
は
、
火
事
具
着
用
ニ

者
不
レ

及
候
間
、
此
段
も
相
心
得
可
レ

被
レ

申
事
。 

一
御
番
所
向
火
事
具
着
脱
所
、
公
用
方
ゟ
大
御
番
所
江
都
度
〻
〻
通
達
之
事
ニ
候
得
共
、
近
火
等
餘
機
之
儀

者
必
通
達
相
傳
候
斗
ニ
も
有
レ

之
間
敷
候
条
、
猶
勘
弁
可
レ

被
レ

有
候
事
。 

一
御
城
近
邊
之
出
火
者
勿
論
之
儀
、
遠
火
迄
も
三
時
以
上
ニ
お
よ
ひ
候
得
者
、
御
本
丸
百
騎
衆
ゟ
、
尤
御
案

内
之
上
、
御
定
番
、
下
御
加
番
、
上
御
番
頭
、
御
目
付
も
御
出
御
同
道
之
事
。 

但
し
御
挑
灯
之
儀
者
、
御
徒
士
目
付
手
廻
り
小
頭
預
り
、
御
参
殿
中
等
御
挑
灯
時
刻
ニ
お
よ
ひ
候
は
ゝ
、

非
番
之
御
供
目
付
、
當
番
御
徒
目
付
手
廻
り
小
頭
せ
話
致
し
、
書
番
も
持
運
、
御
行
列
帳
員
数
之
通
、

無
二

御
不
都
合
一

様
、
可
レ

被
二

取
斗
一

、
蠟
燭
者
兼
而
御
供
頭
ニ
而
用
意
可
レ

有
レ

之
事
。 

一
三
ヶ
寺
且
八
町
四
方
町
中
出
火
御
人
数
被
二

差
出
一

候
程
合
、
餘
に
時
難
レ

決
候
は
ゝ
、
出
役
之
向
并
御
目

付
等
ゟ
非
番
公
用
人
江
申
談
之
上
、
御
下
屋
敷
御
門
下
番
ニ
、
二
ツ
續
拍
子
木
御
下
屋
敷
、
五
軒
屋
敷
為

二

打
廻
一

可
レ

被
レ

申
事
。 

但
其
所
出
火
之
最
寄
承
り
次
第
、
御
役
所
向
下
役
迄
も
御
下
屋
敷
江
欠
付
、
人
数
等
せ
話
可
レ

被
レ

致
候 

 
 

事
。 

右
者
兼
而
之
心
得
方
迄
ニ
餘
機
急
卒
之
場
合
ゆ
へ
、
其
心
得
ニ
而
御
不
都
合
不
二

相
成
一

候
様
可
レ

被
レ

致
候
。 

右
之
通
大
御
番
所
ゟ
通
達
有
レ

之
。 
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『
大
坂
御
城
御
番
所
勤
方
大
格
』 

<

表
紙>

 

大
坂
御
城
御
番
所
勤
方
大
格 

 
 
 

箕
浦
又
市
殿
ニ
貰
レ

之 
 

市
瀬
正
誼 

<

本
文>

 

罷
掃 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

大
御
番
所 

一
番
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
者
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
大
目
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
馬
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
人 

一
帳
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

 

通
詞
番
足
軽 

 
 
 
 
 
 

 

四
人 

 

下
番
中
間 

 
 
 
 
 
 
 

 

四
人 

一
鉄
炮 

 
 

三
拾
挺 

 
 
 
 

玉
箱
三
荷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胴
乱
三
拾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
縄
三
拾 

一
弓 

 
 
 

弐
拾
挺 

 
 
 
 

矢
箱
二
荷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

靭
弐
拾 

 
 

但
替
弦
靭
之
内
ニ
有
り
。 

一
幕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壱
對
片 

 
 

 

一
番
士
鎗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
本 

 
 

外
ニ 

鉄
炮 

 
 
 

弐
拾
挺 

 
 

胴
乱
弐
拾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
縄
弐
拾 

 
 

弓 
 
 
 
 

拾
張 

 
 
 

靭
十
穂 

 
 

纒 
 
 
 
 

弐
本 

右
急
時
御
用
之
節
た
め
大
番
所
ニ
被
二

差
置
一

。 

一
大
御
門
、
冠
木

カ

ブ

キ

御
門
、
西
之
御
丸
仕
切
扉
之
海
老
者
大
御
番
所
有
レ

之
、
御
太
皷
櫓
下
仕
切
御
門
海
老
は

同
所
仕
切
御
門
御
番
所
ニ
有
レ

之
候
。 

 
 
 
 
 
 

 

一
御
太
皷
櫓
下
仕
切
、
西
之
御
丸
仕
切
、
両
御
丸
扉
之
鍵
は
、
大
御
番
所
ニ
有
レ

之
。
大
御
門
、
冠
木
御
門

両
所
扉
之
鍵
は
、
御
居
間
ニ
被
二

差
置
一

。 

一
平
日
番
頭
膝
代
リ
、
者
頭
、
大
目
付
之
内
相
勤
、
馬
廻
り
西
番
五
人
之
内
。 

一
両
人
膝
代
下
座
之
節
者
、
不
レ

残
相
勤
候
。
地
御
役
人
、
御
代
官
、
大
御
番
御
組
頭
、
大
御
番
御
在
役
之
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御
方
、
惣
御
番
衆
御
門
出
入
之
節
者
、
當
番
使
役
、
馬
廻
り
両
人
之
内
一
人
下
座
、
薄
縁
へ
出
、
御
家
来
御

供
人
数
何
人
与
相
断
候
を
承
レ

之
、
御
主
人
御
會
釈
之
節
御
時
宜
仕
、
惣
番
人
は
下
座
不
レ

仕
候
。 

一
下
座
之
事
、
御
城
代
、
御
定
番
、
大
御
番
頭
、
御
加
番
方
、
町
御
奉
行
、
境
御
奉
行
、
御
舟
手
両
御
目
付

右
之
御
方
へ
番
人
惣
下
座
仕
候
。 

一
御
切
手
、
口
上
書
大
御
番
所
へ
侍
分
持
参
之
節
者
、
右
使
役
之
馬
廻
り
之
内
請
取
ニ
罷
出
候
。
右
御
切
手
、

御
口
上
書
足
軽
持
参
之
節
者
、
通
詞
番
足
軽
請
取
ニ
罷
出
候
。 

一
御
證
文
は
御
上
屋
敷
ゟ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
請
ニ

取
之
一

。 
 

 

一
明
ヶ
六
ツ
御
門
開
之
節
、
御
上
屋
敷
ゟ
明
ヶ
六
ツ
前
ニ
、
家
老
一
人
冠
木
御
門
御
鍵
持
参
、
大
御
番
所
ゟ

番
頭
、
大
目
付
、
足
軽
小
頭
召
連
罷
越
、
御
太
皷
六
ツ
打
切
、
御
門
開
之
海
老
者
大
番
所
番
頭
受
ニ

取
之
一

、

鍵
箱
ニ
入
置
申
候
。
暮
六
ツ
前
ニ
家
老
一
人
御
門
へ
罷
出
候
。
大
御
番
所
ゟ
番
頭
、
大
目
付
、
足
軽
ニ
海

老
為
レ

持
、
冠
木
御
門
へ
罷
出
立
合
六
ツ
打
切
、
海
老
を
お
ろ
し
、
番
頭
海
老
篤
与
〆
り
候
を
見
届
候
。 

一
御
太
皷
櫓
下
仕
切
御
門
扉
御
鍵
、
番
頭
ゟ
使
役
馬
廻
り
へ
相
渡
致
二

持
参
一

、
當
番
之
者
頭
へ
相
渡
立
合
、

明
ヶ
六
打
切
候
而
、
御
門
開
之
御
鍵
大
御
番
所
へ
持
参
立
合
候
義
、
番
頭
へ
相
達
、
御
鍵
番
頭
受
取
申
候

而
、
箱
ニ
入
置
申
候
。 

但
シ
暮
六
御
門
〆
之
節
、
南
仕
切
當
番
者
頭
方
ニ
預
り
置
候
。
海
老
お
ろ
し
申
候
而
、
使
役
馬
廻
り
立

合
ニ
不
二

罷
越
一

候
。 

一
西
御
丸
仕
切
御
門
扉
之
御
鍵
、
當
番
者
頭
ニ
番
頭
ゟ
相
渡
シ
致
二

持
参
一

、
北
仕
切
之
當
番
馬
廻
り
立
合
、

明
ヶ
六
打
切
候
而
、
御
門
開
之
御
鍵
、
海
老
共
ニ
大
番
所
へ
持
参
、
立
合
之
義
番
頭
へ
相
達
候
。
右
之
御
鍵
、

海
老
番
頭
請
ニ

取
之
一

、
何
も
箱
ニ
入
置
申
候
。
暮
六
前
北
仕
切
之
海
老
、
番
頭
ゟ
物
頭
ニ
相
渡
ス
。
致
二

持

参
一

北
仕
切
當
番
之
馬
廻
り
立
合
、
六
打
切
候
而
、
海
老
お
ろ
し
候
を
相
改
メ
罷
帰
ル
。
御
門
〆
り
馬
廻
り

立
合
之
義
、
番
頭
へ
相
達
候
。 

御
太
皷
櫓
下
御
番
所 

一
者
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
馬
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
番
人
足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
人 

一
下
番
中
間 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
人 

一
同
断
御
門
外
箱
番
所
中
間 

 
 

二
人 

右
中
間
は
南
仕
切
番
人
之
内
一
人
、
北
仕
切
番
人
之
内
一
人
、
暮
六
時
ゟ
夜
中
斗
両
人
泊
り
。 

鉄
炮 

 

五
丁 

 
 
 
 
 

玉
箱
一
荷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胴
乱
五
ツ 

幕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片 

是
ヨ
リ
置
附
御
道
具
之
分 

一
三
道
具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
組 

一
熊
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
本 

一
棒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
本 

一
捕
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
筋 
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一
松
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
本 

平
日
人
改
無
レ

之
、
御
城
代
、
御
定
番
、
大
御
番
頭
、
御
加
番
方
、
町
御
奉
行
、
堺
御
奉
行
、
御
舩
手

両
御
目
付
惣
下
座
仕
候
。
地
御
役
人
、
御
代
官
、
大
番
頭
、
組
頭
、
大
御
番
御
在
役
之
御
方
、
惣
大
御

番
衆
御
通
之
節
、
御
會
釈
被
レ

成
候
ニ
付
、
番
所
ニ
其
侭
罷
在
候
而
御
時
宜
仕
候
。 

西
之
御
丸
仕
切
御
番
所 

 
 
 
 
 

 

一
馬
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
人 

一
番
足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
人 

一
下
番
中
間 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
人 

一
鉄
炮 

 
 

五
丁 

 
 
 
 
 

玉
箱
一
荷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胴
乱
五
ツ 

一
幕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片 

従
レ

是
置
附
御
道
具 

一
三
道
具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
組 

一
熊
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
本 

一
棒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
本 

一
捕
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
筋 

一
松
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
本 

平
日
御
時
宜
之
義
、
南
仕
切
勤
方
同
断
、
御
門
御
通
平
日
人
別
改
無
レ

之
候
。 

七
人
番
所 

一
足
軽
小
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
番
人
足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
人 

一
長
柄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
拾
本 

従
レ

是
置
附
御
道
具 

一
三
道
具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

壱
組 

一
熊
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
本 

一
棒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
拾
五
本 

内
弐
拾
本
長
柄
之
脇
ニ
立
掛
置
、
六
本
番
人
之
所
ニ
建
掛
、
残
る
四
拾
本
番
人
之
後
掛
置
。 

一
捕
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
筋 

一
松
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
本 

 
 
 

 

右
當
番
足
軽
御
金
出
入
或
式
御
道
具
、
又
は
長
崎
御
荷
物
、
其
外
人
留
之
節
、
両
人
宛
棒
突ツ

キ

立
番
ニ
罷
出
候
、

并
上
屋
敷
之
方
ゟ
南(

カ)

仕
切
御
門
、
追
手
御
門
両
方
へ
御
通
り
之
御
方
下
座
之
注
進
大
番
所
へ
仕
候
。
夜
中

大
御
門
下
不
寝
番
、
御
門
下
足
軽
与
両
人
宛
一
時
代
り
打
込
ニ
相
勤
申
候
。 

御
門
下 

一
足
軽
小
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
番
人
足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
人 
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一
棒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
本 

御
置
附 

平
日
所
〻
ゟ
被
レ

遣
被
レ

置
候
御
鑑
札
、
小
頭
際
ニ
掛
置
、
御
門
出
入
相
改
申
候
。
小
頭
何
人
与
札
ヲ
讀
、 

次
ニ
罷
在
候
十
人
は
足
軽
何
人
と
答
申
、
五
人
以
上
之
人
数
は
西
番
之
足
軽
人
数
ヲ
算
相
改
三
人
目
足
軽
何

人
与 

   

高
を
合
、
出
入
相
改
通
シ
申
候
。
大
御
番
頭
御
両
判
之
御
門
札
ニ
て
御
家
来
、
又
は
与
力
同
心
御
組
頭
之
御

家
来
、
大
御
番
衆
之
御
家
来
、
御
門
出
入
仕
候
。
御
定
番
方
御
両
人
之
御
門
札
者
御
銘
〻
御
判
を
以
、
御
組

与
力
同
心
御
用
之
節
は
相
通
申
候
。
御
家
来
は
御
門
札
之
上
ニ
、
追
手
、
玉
造
、
京
橋
与
三
ヶ
所
之
書
付
有
レ

之
札
持
参
之
時
は
相
通
し
、
御
一
判
之
札
持
参
之
時
は
相
通
不
レ

申
候
。 

一
御
加
番
方
は
、
御
銘
〻
之
御
判
札
を
以
、
御
門
出
入
相
改
候
而
相
通
申
候
。 

一
迎
送
札
は
、
御
先
ゟ
御
家
来
他
所
へ
被
レ

遣
、
或
御
呼
入
候
節
、
御
證
文
又
は
御
切
手
、
御
番
頭
之
御
家

来
ゟ
口
上
書
等
大
御
番
所
へ
参
候
。
大
御
番
所
ゟ
右
之
趣
書
付
、
御
門
下
へ
差
出
候
。
小
頭
受
ニ

取
之
一

、

迎
札
送
札
へ
引
合
、
人
数
相
改
メ
於
レ

無
二

相
違
一

は
御
門
出
入
相
通
申
候
。 

一
御
番
頭
、
御
加
番
方
平
日
御
城
内
御
小
屋
之
内
、
塵
芥
持
出
候
掃
除
中
間
は
、
札
廻
之
者
平
日
之
札
を
以

相
通
り
申
候
。
其
外
御
小
屋
ゟ
日
用
調
物
ニ
罷
出
候
中
間
、
十
人
以
上
も
出
入
札
を
以
相
通
候
。 

一
御
城
代
之
御
家
来
は
、
右
御
定
番
、
御
番
頭
、
御
加
番
之
御
家
来
御
門
出
入
同
断
ニ
御
座
候
。 

一
下
掃
除
之
百
性
十
人
余
、
折
節
致
二

出
入
一

候
。
此
節
は
、
中
間
小
頭
先
達
而
大
御
番
所
へ
人
数
断
申
達
候

ニ
付
、
人
数
之
断
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
三
ヶ
所
へ
申
達
、
平
日
出
入
札
ヲ
以
、
人
数
相
改
相
通

申
候
。 

一
惣
而
武
器
、
乗
物
、
長
持
、
葛
籠
其
外
之
道
具
類
出
入
共
ニ
相
改
不
レ

申
候
。 

 
 

但
乗
物
は
戸
を
明
さ
せ
候
而
相
通
候
。 

一
下
座
之
節
は
、
御
城
入
御
外
出
と
も
拍
子
木
打
、
舛マ

ス

形
□
相
知
申
候
。 

但
夜
中
者
七
人
番
所
も
打
込
ニ
一
時
代
り
、
両
宛
不
寝
番
相
勤
申
候
。 

舛
形
御
番
所 

一
馬
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人 

一
帳
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人 

一
番
足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
人 

一
下
番
中
間 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
人 

一
鉄
炮 

 
 
 
 
 

五
挺 

 
 

玉
箱
一
荷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胴
乱
五 

一
幕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片 
 
 
 

 

従
レ

是
置
付
ル
道
具 

 
 
 

 

（
付
箋
）
札
を
讀
、
次
ニ
罷
在
候
十
人
者
答
申
候
。
五
人
以
上
之
人
数
は
西
番
之
足
軽
人
数
を
算
相
改
三

人
目
之
足
軽
何
人
与 
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一
三
ツ
道
具 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
組 

一
熊
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
本 

一
棒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
本 

一
捕
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
筋 

一
松
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
本 

平
日
御
門
出
入
改
之
義
、
馬
廻
り
何
人
与
札
を
讀
、
次
ニ
罷
出
候
十
人
足
軽
何
人
与
答
申
候
。
其
外
出

入
改
様
御
門
下
同
断
。
下
座
有
レ

之
節
は
御
城
入
御
外
出
共
、
張
御
番
所
御
門
下
ゟ

柝
シ
ヤ
ウ
キ

打
候
ニ
付
立

合
候
而
、
下
座
仕
候
。
無
二

下
座
一

之
分
、
南
仕
切
、
北
仕
切
御
番
所
同
断
。 

一
御
證
文
、
御
切
手
、
口
上
書
ニ
而
人
数
出
入
、
迎
札
送
札
ヲ
以
相
改
通
シ
申
義
、
御
門
下
同
断
。 

一
終
日
御
門
出
入
書
付
、
暮
六
前
御
帳
大
御
番
所
へ
差
出
、
番
頭
受
ニ

取
之
一

。 

一
宿
次
御
状
箱
并
ニ
長
崎
到
来

御

用

物

之
節
者
、
張
御
番
所
ゟ
通
詞
書
来
候
ニ
付
、
大
御
番
所
へ
遣
レ

之
、
并
長
崎
御

荷
物
入
候
節
は
、
當
番
之
馬
廻
り
一
人
冠
木
御
門
之
立
合
ニ
罷
出
候
。
夜
分
は
臺
挑
灯
一
張
出
レ

之
候
。
棒

突
足
軽
両
人
冠
木
御
門
扉
両
脇
ニ
罷
在
候
。
御
荷
物
持
運
之
人
数
相
改
、
出
入
相
通
申
候
。
昼
之
内
は
馬

廻
立
合
ニ
不
二

罷
出
一

候
。
足
軽
之
勤
方
、
右
同
断
。 

 
 

但
夜
中
足
軽
一
人
宛
ツ
不
寝
相
勤
申
候
。 

張
御
番
所 

 
 

一
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
人 

一
番
人
足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
人 

一
下
番
中
間 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
人 

外
ニ
御
堀
端
立
番
中
間
一
人
宛
ツ
泊
り
申
候
。 

御
城
入
當
日
、
鉄

鉋
（
マ
マ
）

五
挺
玉
箱
締
候
内
、
受
取
之
節
定
候
番
人
之
外
、
大
目
付
罷
出
候
由
。 

置
付
御
道
具 

一
三
ツ
道
具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
組 

一
熊
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
本 

一
長
柄
鎌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
本 

一
棒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拾
本 

一
捕
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
筋 

一
松
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
本 

平
日
御
門
出
入
改
之
徒
士
何
人
与
札
を
讀
分
、
次
ニ
罷
出
候
十
人
は
足
軽
は
何
人
与
答
申
候
。
其
外
出
入
改

様
舛
形
御
門
下
同
断
。 

一
下
座
之
節
、
御
城
入
之
節
は
、
柝
打
、
舛
形
へ
相
知
申
候
。 

一
御
使
者
有
レ

之
節
は
、
御
城
代
、
御
番
頭
、
御
加
番
方
、
御
目
付
方
へ
何
方
ゟ
御
使
者
有
レ

之
旨
、
御
使
者

之
名
、
御
音
物
之
趣
、
通
詞
書
ニ
相
認
、
舛
形
へ
差
越
、
舛
形
ニ
而
受
ニ

取
之
一

、
大
御
番
所
へ
差
越
候
。 
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一
所
〻
御
飛
脚
、
或
は
當
所
飛
脚
宿
ゟ
御
状
箱
并
御
荷
物
等
番
所
迄
進
来
候
節
は
、
御
城
内
先
〻
之
御
小
屋

へ
通
詞
書
相
認
、
舛
形
江
遣
、
舛
形
ゟ
大
御
番
所
へ
差
ニ

遣
之
一

、
他
所
ゟ
来
候
御
状
、
其
外
包
物
等
御
番

所
ニ
而
一
切
受
取
不
レ

申
、
御
城
内
御
小
屋
ゟ
受
取
之
侍
被
二

罷
出
一

受
ニ

取
之
一

被
レ

申
候
。 

一
宿
継
御
状
箱
、
長
崎
御
用
物
到
来
之
節
、
町
御
奉
行
ゟ
御
状
箱
来
候
ニ
付
、
其
品
ニ
通
詞
書
相
認
差
ニ

越

之
一

候
。
長
崎
御
荷
物
夜
中
到
来
之
節
、
三
箇
四
固
迄
は
臺
挑
灯
一
張
御
荷
物
際
ニ
さ
し
置
、
番
人
足
軽

一
人
棒
突
附
置
、
五
固
以
上
は
臺
挑
灯
二
張
御
荷
物
之
後
ゟ
是
ニ
附
置
申
候
。
御
城
内
へ
入
候
節
は
冠
木

御
門
脇
ニ
棒
突
立
番
足
軽
両
人
罷
出
、
御
荷
物

侍
（
マ
マ
）

運
之
人
数
相
改
、
出
入
相
通
し
候
。 

但
御
荷
物
昼
之
内
来
候
節
も
番
人
勤
方
右
同
断
。 

一
御
金
納
之
節
、
張
御
番
所
迄
御
納
被
レ

成
候
御
方
ゟ
御
金
箱
員
数
、
侍
人
之
人
数
書
付
、
御
番
所
へ
持
参
、

右
書
付
舛
形
迄
遣
、
舛
形
ゟ
大
御
番
所
ニ
差
ニ

越
之
一

候
。
御
金
入
候
節
は
棒
突
足
軽
両
人
罷
出
、
人
数
相

改
入
申
候
。
尤
御
番
所
ニ
而
御
銀
箱
之
員
数
書
留
メ
申
候
。 

一
外
向
御
構
之
場
所
、
御
堀
へ
入
落
候
欤
、
其
外
浮
物
等
有
レ

之
節
は
、
御
堀
立
番
中
間
張
御
番
所
へ
相
達

候
ニ
付
、
右
浮
物
之
品
委(

カ)

細
書
付
ニ
相
認
、
大
番
所
へ
差
越
候
。 

（
付
箋
）
行
倒
レ 

一
拾
子
酒
酔
行
倒
レ
乱
心
者
有
レ

之
節
、
當
番
之
徒
士
之
内
壱
人
、
大
御
番
所
へ
罷
出
、
番
頭
へ
委
細
申
達 

 
 

 

 

ス
。 

一
火
事
有
レ

之
候
節
、
火
事
番
之
足
軽
、
御
番
所
へ
何
方
ニ
煙
相
見
へ
候
段
致
二

注
進
一

候
ニ
付
、
御
門
継
ニ

大
御
番
所
へ
申
達
候
。
追
而
火
元
見
之
足
軽
、
御
番
所
へ
相
届
候
ニ
付
、
是
又
大
御
番
所
へ
申
越
候
。 

但
夜
中
は
足
軽
一
人
ツ
ヽ
不
寝
相
勤
申
候
。 

大
御
番
所 

一
御
城
代
御
一
判
、
地
御
役
人
御
子
息
方
御
門
出
入
御
張
紙
一
通
。 

一
御
三
判
、
御
城
入
医
師
御
定
書
一
通
。 

一
御
太
皷
坊
主
家
来
御
門
出
入
札
御
定
書
壱
通
、
二
三
町
人
手
代
并
家
来
中
御
門
出
入
札
御
定
書
壱
通
。 

一
御
定
番
御
一
名
之
御
印
形
、
六
役
与
力
同
心
御
門
出
入
之
御
定
書
壱
通
宛
。 

一
御
番
頭
御
両
印
御
印
鑑
一
枚
、
御
加
番
方
御
銘
〻
之
御
印
鑑
四
枚
、
大
御
番
所
へ
御
差
出
被
レ

置
候
。
右

之
御
書
付
共
、
大
御
番
所
へ
御
差
出
被
レ

置
候
。 

一
御
城
代
、
御
定
番
、
御
番
頭
、
御
加
番
方
、
町
御
奉
行
、
堺
御
奉
行
、
御
舩
手
両
御
目
付
、
地
御
役
人
、

御
代
官
、
右
御
衆
中
御
鑑
札
公
用
役
人
方
ゟ
徒
士
目
付
ヲ
以
大
御
番
所
へ
差
越
候
。
番
頭
受
取
、
徒
士
目

付
衆
所
之
請
取
證
文
遣
レ

之
候
。
即
刻
舛
形
當
番
之
馬
廻
り
壱
人
、
張
御
番
所
ゟ
徒
士
一
人
、
御
門
下
ゟ

小
頭
一
人
呼
寄
、
右
印
鑑
札
三
ヶ
所
へ
相
ニ

渡
之
一

候
。
御
門
出
入
之
訳
共
申
渡
候
。 

一
両
御
目
付
、
三
月
六
日
、
九
月
六
日
大
手
口
ゟ
御
交
代
被
レ

成
候
。
此
節
平
常
之
通
相
替
儀
無
レ

之
、
人

留
メ
仕
迄
ニ
候
。
立
番
等
出
シ
不
レ

申
候
。 

一
両
御
目
付
方
他
所
へ
御
越
被
レ

成
候
節
、
又
は
地
御
役
人
方
江
戸
へ
御
下
り
候
砌
、
御
鑑
札
上
候
趣
被
二

仰
出
一

、
公
用
役
人
方
ゟ
徒
士
目
付
ヲ
以
申
越
候
ニ
付
、
舛
形
、
張
御
番
所
、
御
門
下
、
右
三
ヶ
所
へ
申

遣
、
何
も
御
鑑
札
持
参
、
番
頭
受
ニ

取
之
一

、
徒
士
目
付
へ
相
渡
、
徒
士
目
付
ゟ
御
鑑
札
受
取
之
印
形
、
帳
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面
ニ
為
レ

致
申
候
。
若
御
鑑
札
ニ
御
増
印
有
レ

之
候
而
、
御
鑑
札
引
替
候
節
、
受
取
渡
右
同
断
。 

一
御
城
内
之
御
門
出
入
札
、
若
紛
失
之
節
、
御
城
代
へ
御
届
御
座
候
而
、
公
用
人
ゟ
申
来
候
。
其
節
は
、
右

札
紛
失
之
御
方
ゟ
目
明
三
人
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
被
二

差
出
一

候
而
、
右
之
目
明
見
合
之
上
、

御
家
来
入
申
候
。
御
番
所
番
人
者
人
数
之
高
相
改
、
札
之
義
者
目
明
断
次
第
相
通

ト
ウ
シ

申
候
。 

一
御
城
外
之
御
方
、
御
門
出
入
札
紛
失
之
節
は
、
御
届
有
レ

之
、
公
用
役
人
ゟ
申
越
候
。
目
明
は
無
レ

之
ニ
付
、

御
門
出
入
之
義
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
番
頭
ゟ
早
速
申
談
、
右
之
御
方
之
札
ヲ
以
は
出
入
相
留

メ
申
候
。
若
御
城
内
ニ
罷
在
候
者
は
、
御
城
代
へ
相
伺
、
御
差
圖ズ

次
第
ニ
仕
候
。 

一
御
證
文
は
、
公
用
役
人
方
ゟ
、
徒
士
目
付
大
御
番
所
へ
持
参
、
番
頭
受
ニ

取
之
一

。
當
番
之
物
頭
、
大
目
付

立
合
、
御
印
鑑
ニ
引
合
、
於
レ

無
二

相
違
一

者
、
右
之
趣
書
写

ウ
ツ
シ

、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
遣
置
、
迎

札
或
送
札
見
合
、
出
入
相
済
候
而
、
右
之
書
付
御
門
下
ゟ
大
御
番
所
へ
差
越
、
出
入
相
済
候
段
、
番
頭
江

相
達
候
。
尤
大
御
番
所
帳
面
ニ
其
趣
書
留
申
候
。
右
御
證
文
之
趣
は
、
二
条
御
番
衆
方
御
合
力
米
之
御
金

為
二

御
請
取
一

御
城
内
へ
御
出
入
之
節
は
、
御
番
頭
御
両
印
之
御
證
文
ニ
而
御
通
申
候
。
御
加
番
方
ゟ
之
御

證
文
、
御
在
所
或
他
所
へ
人
数
十
一
人
以
上
被
レ

遣
候
欤カ

、
亦
者
御
城
外
へ
町
用
ニ
罷
出
相
煩
當
日
御
城

入
難
レ

成
、 

 
 
 
 
 

（
付
箋
）
御
構 

町
屋
ニ
一
宿
仕
候
者
、
翌
日
御
呼
入
被
レ

成
候
節
、
或
前
日
御
構
之
場
所
御
用
之
筋
之
義
有
レ

之
ニ
付
、
役
人

御
出
申
候
町
屋
ニ
一
宿
仕
候
者
、
翌
日
御
呼
入
被
レ

成
候
節
欤
、
又
は
御
家
来
病
気
ニ
付
、
町
屋
へ
被
二

差
出

一

、
養
生
被
二

仰
付
一

候
欤

セ
ツ
カ

、
乱
心
ニ
而
即
死
、
病
死
、
桶
櫃
乗
物

ニ
而
御
出
シ
被
レ

成
候
節
は
、
御
證
文

ニ
其
品
申
来
、
迎
札
送
を
以
出
入
仕
候
。
右
出
入
無
レ

滞
相
済
候
而
、
御
證
文
は
徒
士
目
付
ニ
相
渡
、
公
用
方

へ
遣
候
。 

但
御
番
衆
之
御
家
来
町
用
ニ
罷
出
相
煩
、
當
日
御
城
入
難

カ
タ
ク

レ

成
、
町
屋
ニ
一
宿
仕
候
而
、
翌
日
御
呼
入
被

レ

成
候
節
は
、
御
番
頭
ゟ
御
切
手
大
御
番
所
へ
参
候
而
、
迎
札
を
以
入
レ

之
、
御
番
頭
之
御
家
来
一
宿
出
切キ

リ

之
者
、
御
番
頭
之
御
家
来
ゟ
之
断
書
ニ
而
、
迎
札
を
以
入
レ

之
、
御
番
頭
之
与
力
之
家
来
も
家
来
ニ
准
シ
、

断
書
迎
札
を
以
入
レ

之
。 

一
御
番
頭
、
御
加
番
方
馬
落
候
而
御
城
外
へ
出
候
節せ

つ

は
、
御
證
文
来
出
レ

之
。
持
人
は
平
日
之
出
入
札
を
以
廻

シ
之
者
相
断
候
ニ
付
、
御
門
出
レ

之
。
先
前
格
承
候
處
、
御
證
文
不
レ

来
候
而
も
相
通
儀
も
承
傳
候
得
共
、

近
来
御
證
文
、
御
切
手
御
ニ

差
‐
置
之
一

被
レ

成
候
。 

一
乱
心
者
御
城
内
ゟ
御
出
被
レ

成
候
節
者
、
牢
輿
ニ
乗
せ
御
出
シ
被
レ

成
候
。
御
證
文
御
上
屋
敷
大
御
番
所
へ

ア
ン
タ 
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被
レ

遣
レ

之
、
改
様
右
之
通
仕
置
レ

之
候
。
三
ヶ
所
御
番
所
御
門
脇
ニ
、
當
番
之
足
軽
、
棒
突
両
人
宛
出
ス

之
由
承
り
傳
レ

之
候
。 

一
科
人
御
城
外
江(

カ)

被
二

差
出
一

候
節
は
、
小
手
〆
ニ
而
御
出
被
レ

成
候
。
御
證
文
御
上
屋
敷
よ
り
大
御
番
所

へ
被
二

差
遣
一

、
改
様
三
ヶ
所
御
番
所
勤
方
右
同
断
。 

一
手
負
之
儀
先
格
承
レ

之
候
得
共
、
御
城
外
江
御
出
被
レ

成
候
義
、
相
知
レ
不
レ

申
候
。 

一
御
切
手
は
御
番
頭
ゟ
大
御
番
所
へ
直
ニ
被
レ

遣
候
。
右
御
切
手
持
参
之
者
、
侍
分
之
者
ニ
御
座
候
得
者
、
當

番
使
役
之
馬
廻
り
罷
出
請
ニ

取
之
一

、
番
頭
へ
相
渡
。
又
は
御
切
手
持
参
之
者
、
足
軽
ニ
而
候
得
者
、
通
詞

番
之
足
軽
受
取
申
候
。
右
御
切
手
番
頭
、
物
頭
、
大
御
目
付
立
合
、
御
印
鑑
引
合
、
相
違
無
レ

之
候
得
者
、

出
入
其
外
御
證
文
之
通
右
同
断
。
御
切
手
は
大
御
番
頭
、
御
組
頭
并
御
番
衆
方
御
家
来
、
江
戸
御
宿
所
へ

被
レ

遣
候
飛
脚
之
者
、
御
知
行
所
之
被
レ

遣
候
御
家
来
、
又
は
年
季
ニ
被
二

召
抱
一

候
幼
少
之
者
、
御
城
内
へ

御
呼
入
被
レ

成
候
節
欤
、
永
之
暇
被
レ

遣
候
御
家
来
等
、
御
切
手
ニ
其
品
申
来
、
迎
札
送
札
ヲ
以
御
門
出
入

仕
候
。
右
出
入
相
済
候
而
、
御
切
手
は
御
上
屋
敷
へ
差
上
申
候
。 

一
御
番
頭
、
御
加
番
、
御
目
付
、
右
之
御
方
御
知
行
所
ゟ
参
候
百
性
者
、
御
證
文
御
切
手
被
レ

遣
、
迎
札
送

札
を
以
、
御
門
相
通
シ
候
。
但
御
番
頭
ゟ
御
切
手
は
大
御
番
所
へ
被
レ

遣
候
共
、
御
上
屋
敷
へ
相
伺
御
指

圖
之
上
、
御
門
相
通
申
候
。
并
大
御
番
衆
御
知
行
所
ゟ
参
候
百
性
御
呼
入

候
（
マ
マ
）

被
レ

成
候
節
は
御
番
頭
ゟ

御
切
手
被
レ

遣
候
、
右
同
断
。 

一
御
番
頭
ゟ
御
切
手
共
御
番
所
へ
被
レ

遣
候
節
、
平
日
通
シ
来
候
御
文
意
之
外
ニ
相
違
之
品
申
来
候
共
、
御

門
相
通
申
候
而
、
早
速
御
上
屋
敷
へ
申
上
候
。 

一
御
加
番
ゟ
江
戸
或
御
在
所
其
外
他
所
江
被
レ

遣
候
御
家
来
十
人
迄
は
、
御
口
上
書
ニ
而
従
二

御
上
屋
敷
一

徒

士
目
付
持
参
、
番
頭
受
ニ

取
之
一

其
趣
書
写
、
御
門
下
、
桝
形
、
張
御
番
所
へ
差
出
置
、
送
札
或
迎
相
改

御
門
出
入
相
済
、
御
門
下
ゟ
右
御
口
上
書
之
写
大
御
番
所
へ
差
出
、
番
頭
受
取
、
其
趣
帳
面
ニ
書
留
申
候
。

右
御
口
書
は
大
御
番
所
ニ
差
置
申
候
様
、
壱
人
已
上
は
御
證
文
ニ
而
迎
送
札
を
以
出
入
右
同
断
。 

 
 
 

但
御
證
文
ニ
迎
札
送
札
之
訳
ヲ
書
載ノ

セ

参
候
。
若
迎
札
送
札
之
訳
ケ
書
落
有
レ

之
候
得
者
、
御
先
江 

差
戻
シ
認
直
シ
候
而
参
候
。 

一
大
御
番
頭
御
組
与
力
同
心
又
は
御
家
来
十
人
迄
は
、
江
戸
其
外
へ
被
レ

遣
候
得
共
、
御
番
頭
之
御
家
来
ゟ

断
書
御
番
所
へ
直
ニ
差
越
、
通
詞
番
足
軽
請
ニ

取
之
一

、
番
頭
方
ニ
差
ニ

出
之
一

候
。
其
趣
書
写
、
御
門
下
、

舛
形
、
張
御
番
所
へ
差
出
候
送
札
或
は
迎
札
見
合
相
改
、
御
門
出
入
相
済
、
御
門
下
ゟ
右
御
口
上
書
之
写

大
御
番
所
へ
差
出
、
御
番
頭
請
ニ

取
之
一

、
其
旨
帳
面
ニ
書
留
申
候
。
右
断
書
は
大
御
番
所
ニ
差
置
申
候
。

組
（
マ
マ
）

十
一
人
以
上
は
御
番
頭
ゟ
直
之
御
切
手
ニ
而
大
御
番
所
へ
被
レ

遣
、
迎
札
送
札
を
以
出
入
相
通
相
済
候

而
、
右
御
切
手
御
上
屋
敷
へ
上
ニ

ケ
之
一

。 

 
 
 

但
御
組
与
力
者
御
家
来
も
右
同
断
。 

一
御
三
判
御
城
入
醫
師
之
外
為
レ

之
ニ

病
用
一

御
呼
入
被
レ

成
候
醫
師
は
御
證
文
ニ
而
御
上
屋
敷
ゟ
大
御
番
所

へ
来
、
番
頭
、
物
頭
、
大
目
付
立
合
、
御
印
鑑
ニ
引
合
相
改
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
右
之
趣
書
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写
、
送
迎
札
を
以
相
通
申
候
。
日
限
之
極
メ
有
レ

之
候
而
、
御
呼
入
被
レ

成
候
節
、
御
證
文
日
限
書
載
参
候
。

日
限
之
定
無
レ

之
、
毎
日
御
呼
入
被
レ

成
候
節
者
、
其
度
〻
御
證
文
参
候
而
、
迎
送
札
を
以
出
入
相
通
申
候
。 

 
 
 

但
シ
御
三
判
御
城
入
御
醫
師
は
御
呼
入
被
レ

成
候
御
方
ゟ
迎
送
札
ニ
而
出
入
相
通
申
候
。
御
三
判
御

城
入
醫
師
御
加
番
様
へ
御
呼
被
レ

成
候
節
、
其
御
家
来
ゟ
口
上
書
大
御
番
所
迄
来
候
而
、
迎
送
札
ヲ

以
出
入
相
通
申
候
。
西
御
番
頭
之
迎
札
ニ
而
御
呼
入
被
レ

成
候
得
者
、
罷
出
候
節
も
西 

（
付
箋
） 

差
出
し
西
御
番
頭
之
迎
札
ニ
而
入
、
東
御
番
頭 

 
 
 
 
 
 
 

 

差
出
候
西
御
番
頭
之
迎
札
ニ
而
入 

御
番
頭
之
迎
札
ニ
而
御
番
頭
送
札
ニ
て
差
出
候
儀
は
被
二

相
成
一

候
。 

一
御
番
頭
、
御
加
番
并
御
組
頭
方
御
同
道
ニ
而
御
外
出
之
節
は
、
御
番
頭
、
御
加
番
方
ゟ
御
供
廻
り
何
拾
人

之
内
何
拾
人
者
先
達
而
出
ル
、
何
拾
人
は
被
二

召
連
一

候
与
書
付
、
御
供
番
之
侍
大
御
番
所
へ
持
参
仕
候
ニ

付
、
使
番
之
馬
廻
り
罷
出
請
取
、
番
頭
へ
相
渡
候
。
三
ヶ
所
御
番
所
之
右
書
付
之
趣
を
以
、
人
数
相
改
出

入
共
相
通
申
候
。
御
番
頭
、
御
加
番
方
、
御
組
頭
御
通
之
節
は
、
被
二

召
連
一

候
御
供
之
内
ゟ
御
供
廻
り
何

人
与
大
御
番
所
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
御
断
有
レ

之
、
御
通
被
レ

成
候
。
御
城
入
之
節
も
右
同
断
。 

一
町
御
奉
行
、
堺
御
奉
行
、
御
舩
手
両
御
目
付
方
御
城
入
御
外
出
之
節
、
御
供
之
仁(

カ)

大
御
番
所
、
舛
形
、

張
御
番
所
へ
御
供
何
人
与
被
二

召
連
一

候
段
相
断
申
候
ニ
付
、
使
役
馬
廻
り
承
候
而
、
大
御
番
所
帳
面
ニ
書

留
申
候
。 

一
地
御
役
人
方
并
御
在
番
御
役
人
方
、
御
城
入
御
外
出
之
節
も
右
同
断
。
御
主
人
御
會
釈
被
レ

成
候
得
共
、

下
座
薄
縁
ニ
而
直
御
時
宜
仕
候
而
、
番
頭
へ
御
供
何
人
与
相
達
候
ニ
付
、
帳
面
ニ
書
留
申
候
。
但
右
之
御
衆

中
御
通
被
レ

成
候
節
、
御
供
之
断
、
舛
形
、
張
御
番
所
ニ
而
相
断
候
節
、
右
番
人
御
番
所
ニ
其
侭
罷
在
承
レ

之
候
。
御
番
衆
跡
御
登
之
節
、
御
城
入
之
時
、
御
家
来
断
候
得
者
、
御
使
役
出
御
直
御
断
ニ
候
得
者
、
番

頭
出
ル
。
惣
而
御
直
参
之
御
方
、
御
番
所
之
直
御
断
ニ
候
得
者
、
番
頭
罷
出
承
レ

之
候
。 

一
町
御
奉
行
御
組
与
力
同
心
并
御
家
来
、
御
蔵
奉
行
方
之
手
代
并
御
家
来
、
順
ニ
小
掲
之
者
、
御
太
皷
坊
主

之
僕
、
右
者
町
御
奉
行
之
御
判
を
以
、
御
門
出
入
相
通
候
。 

一
御
太
皷
坊
主
六
人 

 
 
 
 
 
 
 

村(

カ)

藤
十
郎
寺
嶋
藤
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尼
崎
文
右
衛
門
寺
嶋
三
兵
衛 

右
者
御
三
判
御
帳
紙
ニ
而
無
札
ニ
而
御
門
出
入
相
通
申
候
。
藤
十
郎
、
藤
兵
衛
手
代
并
家
来
共
は
、
御
三

判
之
札
を
以
御
門
相
通
申
候
。 

一
御
本
丸
御
修
覆
之
節
、
諸
職
人
人
足
御
呼
入
被
レ

成
候
節
は
、
御
番
頭
御
両
判
之
迎
送
札
を
以
、
御
門
平

日
出
入
相
通
シ
候
。
人
数
高
之
儀
は
其
節
御
門
下
へ
右
札
廻
之
者
相
届
候
ニ
付
、
人
数
相
断
相
通
申
候
。 

一
御
加
番
方
御
城
内
御
構
之
場
所
并
御
小
屋
へ
諸
職
人
御
呼
之
節
者
、
趣
御
口
上
書
参
候
ニ
付
、
公
用
役
人

方
ゟ
番
頭
方
へ
差
越
候
。
右
之
趣
書
写
、
三
ヶ
所
御
番
所
へ
申
渡
候
。
御
呼
入
被
レ

成
候
御
方
ゟ
札
廻
之

者
迎
送
り
札
を
以
御
門
出
入
仕
候
。
人
数
高
之
儀
、
御
門
下
改
様
右
同
断
。
但
御
小
屋
へ
御
呼
入
被
レ

成

候
節
、
日
限
何
日
ト
相
極
メ
之
義
は
、
御
口
上
書
ニ
御
書
ニ
御
書
加
被
レ

遣
候
。
若
日
限
相
延
候
儀
有
レ

之

節
は
、
追
而
御
断
可
レ

被
レ

成
候
旨
、
是
又
御
書
加
被
レ

遣
付
、
御
極
之
日
限
之
外
、
翌
日
入
候
節
は
張
御

番
所
ニ
留
置
、
公
用
役
人
迄
申
遣
、
御
城
代
御
差
圖
之
上
ニ
而
右
諸
職
入
申
候
。
亦
は
日
限
御
極
メ
無
レ

之
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分
は
相
済
候
節
、
追
而
御
断
可
レ

有
レ

之
候
旨
、
御
口
上
書
ニ
御
書
加
有
レ

之
、
右
出
入
相
済
候
節
は
札
廻

シ
之
者
御
門
下
へ
今
日
切
ニ
而
職
人
出
入
相
済
候
段
相
届
申
候
。 

一
御
城
代
御
構
之
場
所
ニ
御
破
損
御
修
覆
有
レ

之
節
は
、
諸
職
人
人
足
入
候
得
共
、
破
損
役
人
よ
り
其
趣
申
来

御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
其
旨
申
達
、
迎
送
り
之
札
ヲ
以
、
御
門
出
入
相
通
申
候
。 

一
従
二

江
戸
一

宿
次
御
状
箱
来
候
節
は
、
町
御
奉
行
方
ゟ
御
状
箱
張
御
番
所
迄
来
候
ニ
付
、
御
門
次
ニ
右
御
番

所
ゟ
差
越
候
。
即
刻
公
用
役
人
迄
遣
候
。
其
節
冠
木
御
門
之
御
鍵
家
老
持
参
、
公
用
役
人
壱
人
并
徒
士
目

付
同
道
、
大
御
番
所
ゟ
番
頭
、
大
目
付
、
舛
形
馬
廻
り
一
人
立
合
、
御
門
く
ゝ
り
明
二

御
状
箱
一

徒
士
目

付
請
取
、
公
用
役
人
へ
相
渡
候
。
即
刻
御
門
〆
、
番
頭
海
老
を
見
届
候
。
追
付
町
御
奉
行
之
御
返
書
御
上

屋
敷
ゟ
来
候
ニ
付
、
御
門
次
ニ
其
使
へ
相
渡
申
候
。 

一
御
鷹
野
鳥
参
候
節
、
町
御
奉
行
方
ゟ
御
状
箱
張
御
番
所
迄
来
り
候
ニ
付
、
御
門
次
ニ
大
番
所
へ
差
越
候
。

早
速
公
用
役
人
迄
遣
候
ニ
付
、
御
上
屋
敷
ゟ
家
老
一
人
冠
木
御
門
之
御
鍵
持
参
、
公
用
役
人
一
人
并
徒
士

目
付
両
人
同
道
、
大
御
番
所
ゟ
番
頭
、
大
目
付
、
舛
形
当
番
之
馬
廻
一
人
立
合
、
御
門
披
レ

之
、
御
鷹
野

鳥
家
老
受
ニ

取
之
一

、
右
相
済
、
即
刻
御
門
〆
レ

之
、
町
御
奉
行
方
へ
之
御
返
書
、
御
上
屋
敷
ゟ
来
候
ニ
付
、

御
門
次
ニ
御
使
へ
相
渡
シ
候
。
右
御
番
所
番
頭
、
大
目
付
平
服
ニ
而
立
合
ニ
罷
出
候
。 

一
京
都
従
御
諸
司
代
宿
次
ニ
而
御
状
箱
来
候
節
も
、
町
御
奉
行
方
ゟ
御
状
箱
被
レ

遣
候
。
張
御
番
所
ゟ
大
御

番
所
へ
差
越
候
ニ
付
、
即
刻
公
用
役
人
方
迄
遣
候
。
追
付
徒
士
目
付
罷
出
、
御
門
下
ゟ
御
状
箱
受
取
申
候
。

追
付
町
御
奉
行
方
へ
之
御
報
、
御
上
屋
敷
ゟ
参
候
ニ
付
、
御
門
次
ニ
御
使
へ
相
渡
シ
候
。 

一
長
崎
御
用
物
夜
半
来
候
節
、
町
御
奉
行
ゟ
御
状
箱
張
御
番
所
迄
来
候
ニ
付
、
通
詞
書
ニ
御
荷
物
数
持
人
之

員
数
書
付
、
大
番
所
へ
差
越
候
。
即
刻
公
用
役
人
方
へ
遣
候
。
御
上
屋
敷
ゟ
家
老
一
人
、
公
用
役
人
一
人
、

徒
士
目
付
一
人
、
大
番
所
ゟ
番
頭
、
大
目
付
、
舛
形
当
番
馬
廻
り
一
人
立
合
、
御
門
開
レ

之
、
御
荷
物
は

公
用
役
人
受
取
、
序
御
多
門
江
運
入
候
。
此
節
舛
形
ゟ
臺
挑
灯
一
張
御
門
わ
き
へ
差
出
候
。
御
荷
物
持
人

之
人
数

馬
（
マ
マ
）

冠
木
御
門
両
脇
ニ
棒
突
足
軽
両
人
罷
出
、
人
数
出
入
相
改
申
候
。
出
入
相
済
、
御
門
〆
、
海

老
ヲ
番
頭
見
届
申
候
。
追
付
町
御
奉
行
へ
之
御
返
書
、
御
上
屋
敷
ゟ
来
候
ニ
付
、
御
門
次
ニ
差
ニ

遣
之
一

候
。 

 
 
 
 
 
 

但
昼
之
内
右
御
荷
物
来
候
節
者
、
張
御
番
所
ゟ
通
詞
書
ニ
御
荷
物
之
高
人
数
高
相
認
、
大
御
番
所 

 
 
 
 
 
 

へ
差
越
候
ニ
付
、
公
用
役
人
方
へ
遣
候
。
公
用
役
人
、
徒
士
目
付
、
同
道
ニ
而
罷
出
、
御
荷
物
受
ニ

取
之
一

、
御
多
門
へ
入
申
候
。
尤
立
合
ニ
は
不
二

罷
出
一

候
。
御
門
棒
突
足
軽
人
数
改
様
夜
中
同
断
。

大 

 

御
門
之
内
、
石
垣
之
角
ニ
立
番
両
人
罷
出
、
御
荷
物
御
多
門
へ
納
候
迄
は
人
留
仕
候
。。 

一
御
金
納
候
定
日
、
市
御
多
門
之
鍵
、
大
御
番
所
ニ
有
レ

之
候
。
小
頭
ニ
相
渡
掃
除
申
付
、
御
金
納
候
節
、

張
御
番
所
ゟ
御
金
高
并
御
金
箱
之
員
数
書
付
、
大
御
番
所
へ
差
越
候
ニ
付
、
舛
形
御
番
所
へ
申
通
シ
、
立

番
足
軽
差
出
候
。
大
御
門
前
、
立
番
足
軽
出
レ

之
、
人
留
申
付
候
。 

 
 
 

但
御
金
持
運
之
者
は
、
御
城
代
、
御
定
番
之
中
間
罷
出
、
右
持
人
御
門
下
ニ
而
出
入
相
改
通
シ
申
候
。 

一
臨
時
御
金
出
入
之
節
は
、
前
日
公
用
役
人
ゟ
為
レ

知
候
ニ
付
、
御
多
門
掃
除
小
頭
ニ
申
付
候
。
御
金
出
入
之

節
は
、
定
日
御
金
出
入
之
通
、
立
番
足
軽
等
右
同
断
。 

一
毎
月
市
日
ニ
者
、
大
御
番
衆
、
市
御
多
門
迄
御
出
ニ
付
、
右
市
日
ニ
者
町
人
共
○ 
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（
付
箋
） 

賣
物
之
品
〻
致
二

持
参
一

候
町
人
共
町
所 

町
処
名
書
付
、
御
上
屋
敷
ゟ
兼
而
大
御
番
所
参
候
而
有
レ

之
候
。
町
人
共
来
候
節
は
、
張
御
番
所
、
舛
形

ニ
而
人
数
相
改
、
帳
面
ニ
記
シ
入
申
候
。
大
番
衆
市
御
多
門
へ
御
出
候
節
者
、
公
用
役
人
ゟ
其
旨
大
御
番

所
へ
為
レ

知
候
ニ
付
、
御
門
下
、
舛
形
へ
右
之
段
申
渡
候
。
大
御
番
衆
御
出
之
節
は
、
御
組
頭
御
同
道
ニ
而

御
出
被
レ

成
候
よ
り
御
城
代
火
之
元
見
廻
り
と
し
て
、
徒
士
目
付
一
人
罷
出
候
。
外
ニ
い
ケ
様
之
事
有
レ

之

候
而
も
、
此
方
ゟ
制
ス
ル
事
無
レ

之
候
。 

一
追
手
御
門
御
修
覆
之
節
は
、
公
用
役
人
へ
申
遣
候
。
但
諸
〻
白
壁
等
之
落
候
儀
欤
、
又
は
御
番
所
向
軒
瓦

杯
落
損
、
或
諸
道
具
等
之
損
候
節
は
、
御
破
損
役
人
へ
番
頭
方
ゟ
申
遣
候
。 

一
御
城
内
御
修
覆
之
節
、
御
材
木
冠
木
御
門
く
ゝ
り
通
り
兼
候
節
は
、
御
破
損
御
奉
行
ゟ
御
断
有
レ

之
由
ニ

而
、
公
用
役
人
方
ゟ
大
御
番
所
へ
申
越
候
。
御
上
屋
敷
ゟ
家
老
冠
木
御
門
、
大
御
門
之
御
鍵
持
参
、
大
御

番
所
ゟ
番
頭
、
大
目
付
、
舛
形
ゟ
馬
廻
り
立
合
、
片
扉
開
キ
申
候
。
出
入
相
済
候
而
、
即
刻
右
之
人
数
立

合
、
御
門
〆
レ

之
。 

一
御
太
皷
櫓
下
仕
切
御
門
片
扉
開
き
候
節
、
大
御
番
所
ゟ
使
役
之
馬
廻
り
右
御
門
之
御
鍵
改
致
二

持
参
一

、
當

番
之
者
頭
へ
相
ニ

渡
之
一

、
大
御
番
所
ゟ
大
目
付
罷
越
立
合
、
片
扉
開
レ

之
、
御
出
入
相
済
、
立
合
御
門
〆
、

使
役
之
馬
廻
り
御
鍵
持
参
、
番
頭
へ
其
旨
相
達
候
。 

一
西
御
丸
仕
切
御
門
片
扉
開
候
節
は
、
大
御
番
所
ゟ
當
番
之
者
頭
、
大
御
門
之
御
鍵
致
二

持
参
一

、
西
御
丸
仕

切
御
門
當
番
之
馬
廻
り
立
合
、
片
扉
開
レ

之
、
出
入
相
済
、
御
門
〆
、
御
鍵
持
参
罷
帰
り
、
番
頭
へ
其
旨

申
達
ス
。 

一
御
太
皷
櫓
下
仕
切
御
門
夜
中
通
用
之
義
、
何
方
ゟ
申
来
候
共
其
旨
承
届
、
早
速
御
上
屋
敷
へ
申
遣
ス
。
御

城
代
御
下
知
之
通
相
勧
候
。
尤
く
ゞ
り
通
行
之
義
、
御
上
屋
敷
へ
外
ゟ
用
事
有
レ

之
候
而
は
、
御
下
知
を
受

公
用
役
人
ゟ
く
ゝ
り
明
ケ
通
行
可
レ

有
レ

之
旨
、
申
来
候
節
は
早
束
通
用
為
レ

致
其
趣
即
刻
家
老
共
へ
申
達

候
。
但
夜
中
急
用
ニ
而
右
御
門
下
ゟ
手
紙
状
箱
な
と
通
用
之
義
申
来
候
而
、
通
用
致
さ
せ 

（
付
箋
）
差
而
急
用
ニ
而
無
レ

之
、
明
朝
之
用
儀
ニ
而 

即
刻
家
老
共
へ
申
達
候
。
夜
中
先
へ
通
置
申
度
由
な
と
有
レ

之
類
共
差
留
置
、
一
先
相
尋
候
而
、
了
簡
之

上
右
御
番
所
へ
致
二

指
圖
一

候
。 

一
西
之
御
丸
仕
切
御
門
、
大
手
御
門
勤
方
、
右
同
断
。 

一
御
城
外
昼
四
ツ
時
過
、
大
御
番
所
當
番
之
大
目
付
見
廻
相
勤
、
番
頭
へ
申
達
候
。 

 
 
 

但
大
目
付
見
廻
り
之
外
、
昼
之
内
御
城
内
外
足
軽
見
廻
り
は
無
レ

之
候
。 

一
御
堀
へ
人
落
候
節
、
御
堀
立
番
中
間
、
張
御
番
所
へ
相
達
候
ニ
付
、
其
旨
大
御
番
所
へ
申
越
候
。
尤
破
損

役
人
方
□
も
申
遣
候
。
御
上
屋
敷
御
家
老
方
へ
番
頭
方
ゟ
申
達
候
。
張
御
番
所
へ
番
人
足
軽
附
置
廻
而
、

立
番
之
足
軽
申
付
、
張
御
番
所
ゟ
罷
出
候
足
軽
者
御
番
所
へ
引
取
申
候
。
追
而
破
損
役
人
罷
出
受
取
申
候
。

其
節
張
御
番
所
ニ
兼
而
相
渡
置
候
絹
木
綿
、
綿
入
、
帷
子
、
上
帯
、
下
帯
、
其
者
着
用
之
品
〻
之
通
着
せ

替
申
候
。
右
之
趣
も
張
御
番
所
ゟ
大
番
所
へ
申
越
候
。
但
死
人
浮
上
り
候
節
は
、
張
御
番
所
ゟ
申
越
候
ニ

付
、
立
番
中
間
取
上
ケ
置
、
破
損
役
人
方
へ
申
遣
候
様
致
二

差
圖
一

候
。
御
上
屋
敷
家
老
方
へ
男
女
年
頃
之

義
等
申
遣
候
。
立
番
等
之
儀
右
同
断
。 
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一
御
堀
ニ
生
類
又
は
笠
、
其
外
軽
キ
も
の
ゝ
類
落
有
レ

之
節
は
、
張
御
番
所
ゟ
其
品
大
御
番
所
番
頭
方
へ
申

越
候
ニ
付
、
取
揚
捨
候
様
致
二

差
圖
一

候
。
右
之
外
長
立
候
道
具
類
落
入
有
レ

之
節
は
、
破
損
役
人
方
へ
申

遣
候
。
家
老
共
方
へ
も
申
遣
候
。
立
番
足
軽
差
出
候
義
右
同
断
。 

一
御
城
外
御
構
之
場
所
二
捨
子
有
レ

之
節
、
張
御
番
所
ゟ
男
女
年
頃
之
義
申
遣
、
通
詞
書
を
以
大
御
番
所
へ
申

越
候
ニ
付
、
家
老
共
方
へ
申
遣
候
。
尤
破
損
役
人
方
へ
申
遣
シ
候
様
ニ
致
二

差
圖
一

候
。
立
番
足
軽
之
義
右

同
断
。 

一
乱
心
者
、
酒
酔
、
張
御
番
所
辺
へ
来
候
節
、
大
御
番
所
へ
申
越
候
ニ
付
、
家
老
共
方
へ
申
遣
候
。
張
御
番

所
當
番
之
足
軽
附
置
、
荒
立
不
レ

申
候
様
取
斗
、
腰
掛
へ
可
レ

遣
旨
申
付
候
。
近
止
而
御
上
屋
敷
ゟ
御
差
圖

之
趣
、
張
御
番
所
へ
申
渡
シ
候
。 

 
 
 

但
子
細
有
レ

之
節
は
、
物
頭
を
遣
致
二

吟
味
一

、
其
趣
御
上
屋
敷
へ
申

遣
ツ
カ
ワ
シ

候
。
追
而
立
合
等
も
入
候

節
は
、
大
目
付
罷
出
候
様
申
談
候
。 

一
御
城
之
塵
芥
有
レ

之
節
并
石
垣
之
草
取
候
ニ
付
、
御
ホ
リ
へ
筏
を
お
ろ
し
候
断
、
大
御
番
所
へ
相
届
候
。 

一
御
城
内
御
構
之
御
堀
へ
生
類
落
候
節
は
、
破
損
役
人
方
へ
申
遣
、
取
上
ケ
さ
せ
候
。
家
老
共
方
へ
も
其
段

之
申
遣
候
。 

一
御
本
丸
ゟ
御
道
具
市
御
多
門
ま
て
運
出
候
節
、
南
仕
切
御
門
片
扉
開
レ

之
候
。
尤
立
番
之
足
軽
差
出
、
人

留
申
付
候
。
御
道
具
持
運
候
者
、
破
損
役
人
召
連
罷
通
候
。 

一
冠
木
御
門
く
ゝ
り
鉄
物
損
シ
候
而
御
修
覆
有
レ

之
、
く
ゝ
り
ゟ
出
入
難
レ

成
節
は
、
御
門
片
扉
開
候
。
立
番

之
足
軽
両
人
扉
之
脇
ニ
附
置
、
出
入
相
ニ

通
之
一

候
。 

一
御
城
内
ニ
御
城
代
、
御
定
番
立
合
之
御
破
損
場
所
御
修
覆
有
レ

之
節
は
、
御
城
代
、
御
破
損
役
人
、
両
御

定
番
御
組
御
破
損
役
与
力
之
焼
印
鑑
、
御
番
所
へ
受
取
置
、
諸
職
人
、
人
足
腰
札
ニ
而
相
廻
シ
ニ
不
レ

及
出

入
致
さ
せ
候
様
ニ
御
上
屋
敷
ゟ
大
御
番
所
へ
申
来
、
其
以
後
右
之
鑑
札
共
、
舛
形
、
張
御
番
所
、
御
門
下

へ
渡
置
、
御
門
出
入
相
通
シ
申
候
。
亦
者
御
破
損
御
奉
行
御
三
人
之
御
鑑
札
腰
札
斗
ニ
而
札
廻
シ
無
レ

之
御

門
出
入
相
通
ス
義
も
有
レ

之
候
。 

 
 
 

但
両
御
定
番
御
組
与
力
、
御
破
損
役
両
人
、
御
城
代
御
破
損
両
人
、
右
破
損
役
四
判
之
出
入
札 

ヲ
以
御
修
覆
中
御
門
相
通
シ
候
。 

一
御
弦
指
遠
江
并
伜
半
七
郎
御
用
之
節
は
、
御
弓
奉
行
御
両
判
之
札
ニ
而
出
入
可
二

相
通
一

旨
、
御
上
屋
敷
ゟ

大
御
番
所
へ
申
来
、
三
ヶ
所
御
番
所
へ
申
渡
、
御
門
出
入
相
通
候
。 

一
大
御
番
衆
へ
奉
公
人
女
召
来
入
来
候
。
是
は
御
切
手
ニ
不
レ

及
、
迎
札
ニ
而
入
、
誰
様
之
御
組
誰
様
之
振
袖

之
女
留
袖(

カ)

女
女
食
□
欤
下
女
欤
申
、
其
品
を
帳
面
ニ
記
置
候
。
何
月
何
日
送
札
ニ
而
出
ル
与
書
付
置
候

由
承
傳
候
。 

 
 
 

下
ケ
札 

如
レ

此
記
有
レ

之
候
得
共
、
無
レ

程 

 
 
 
 
 
 
 

御
番
衆
へ
女
出
入
等
無
レ

之
事 

一
毎
年
御
番
所
煤
拂
、
十
二
月
十
三
日
足
軽
中
間
罷
出
、
昼
之
内
南
仕
切
、
北
仕
切
御
門
御
番
所
、
勝
手
次

第
ニ
致
二

掃
除
一

候
。
大
番
所
、
七
人
番
所
は
昼
之
内
七
ツ
過
ゟ
致
二

掃
除
一

候
。
舛
形
御
番
所
、
張
御
番
所

は
札
改
ニ
而
有
レ

之
ニ
付
、
暮
御
門
〆
候
舛
形
へ
御
上
屋
敷
ゟ
足
軽
中
間
罷
越
致
二

掃
除
一

候
。 
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一
正
月
松
飾
之
義
は
、
押
詰
ニ
公
用
役
人
ゟ
追
手
御
門
松
飾
之
義
御
破
損
御
奉
行
ゟ
御
断
有
レ

之
由
、
大
御

番
所
へ
申
来
候
。
尤
下
役
人
諸
御
番
所
へ
致
二

松
飾
一

候
段
、
相
断
申
候
。 

一
正
月
五
日
之
内
、
番
頭
ゟ
馬
廻
帳
付
并
足
軽
小
頭
迄
麻
上
下
着
用
、
但
番
頭
、
物
頭
、
大
目
付
は
の
し
め

着
用
、
七
日
十
五
日
常
服
ニ
而
相
勤
候
。 

一
五
節
句
者
番
頭
ゟ
馬
廻
帳
付
足
軽
小
頭
迄
麻
上
下
着
用
、
但
番
頭
、
物
頭
、
大
目
付
、
七
夕
、
八
朔
、
白

帷
子
着
用
、
七
ツ
時
ゟ
番
士
不
レ

残
着
服
ニ
而
相
勤
申
候
。 

一
追
手
御
番
所
七
ヶ
所
燈
油
之
義
、
従
二

公
儀
一

相
渡
候
左
之
通
。 

 
 
 

短
夜
之
節 

有
明 

 
 

三
ヶ
所 

 
 

一
ヶ
所
ニ 
五
勺
宛 

亥
刻
迄 

 

四
ヶ
所 

 
 

一
ヶ
所
ニ 
弐
勺
宛 

右
七
ヶ
所
油
合
一
夜
ニ
有
亥
ノ
刻
迄
二
合
三
勺
宛 

 

但
一
ヶ
月
ニ 

大
月 

 

六
舛
九
合
宛 

 
 
 
 
 
 
 

小
月 

 

六
舛
六
合
七
勺
ツ
ヽ 

 

右
者
二
月
朔
日
ゟ
七
月
晦
日
迄 

 
 
 

長
夜
之
節 

有
明 

 
 
 

三
ヶ
所 

 
 

一
ヶ
所 

七
勺
宛 

亥
ノ
刻
迄 

 

四
ヶ
所 

 
 

一
ヶ
所 

三
勺
宛 

右
七
ヶ
所
油
合
一
夜
ニ
有
明
亥
ノ
刻
迄
三
合
三
勺
宛 

 

但
一
ヶ
月 

大
月 

 

九
舛
九
合 

 
 
 
 
 
 

小
月 

 

九
舛
五
合
七
勺 

 

右
者
八
月
朔
日
ゟ
翌
正
月
晦
日
迄 

右
之
通
、
従
二

公
儀
一

相
渡
申
候
。
御
用
達
油
や
上
手
代
腰
掛
迄
致
二

持
参
一

候
。
當
番
番
頭
、
證
遣
十
人
者

ニ
為
二

受
取
一

候
。 

 
 
 

油
手
形
認
様
左
之
通 

請
取
申
油
之
事 

 
 
 

油
合
何
舛
何
合 

右
者
大
坂
御
城
追
手
御
門
御
番
所
七
ヶ
所
之
内
、
有
明
三
ヶ
所
亥
刻
迄
四
ヶ
所
、
當
亥
十
月
大
之
分
灯
油
燈

心
共
ニ
受
取
申
所
仍
而
如
レ

件 

 
 

年
号
月 

 
 
 
 
 
 
 

安
藤
對
馬
□
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誰
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

薩
摩
屋
九
兵
衛
殿 

右
之
通
程
付(

カ)

紙
ニ
認
遣
ス
。 

 
 
 

八
月
御
交
代
四
日
青
屋
御
加
番
追
手
ゟ
御
城
入
ニ
付
勤
方 

一
八
月
朔
日
、
四
御
加
番
、
市
正
曲
輪
御
石
火
矢
受
取
并
小
屋
見
分
之
御
家
来
、
翌
二
日
御
城
内
へ
御
入
レ

候
ニ
付
、
先
達
而
合
證
文
御
使
者
ヲ
以
、
張
御
番
所
迄
被
レ

遣
、
御
上
屋
敷
ゟ
取
次
罷
出
受
ニ

取
之
一

、
追

而
右
之
證
文
大
御
番
所
へ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
受
取
置
、
翌
二
日
、
四
御
加
番
方
御
家
来
、
張
御
番
所
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へ
御
城
入
之
御
證
文
銘
〻
持
参
ニ
付
、
御
上
屋
敷
ゟ
取
次
罷
出
請
ニ

取
之
一

、
追
而
右
之
御
證
文
御
上
屋
敷

ゟ
来
候
ニ
付
、
前
日
請
取
置
候
合
證
文
ニ
引
合
、
於
レ

無
ニ

相
違
一

者
御
門
下
、
舛
形
、
帳
御
番
所
へ
申
遣
、

御
門
出
入
相
通
申
候
。
右
御
家
来
御
用
相
済
、
御
城
外
へ
罷
出
候
節
、
御
加
番
方
御
家
来
一
人
宛
大
御
番

所
へ
参
候
而
、
前
日
之
合
證
文
并
當
日
持
参
之
御
證
文
共
ニ
二
通
宛
、
御
加
番
方
御
家
来
へ
銘
〻
番
頭
ゟ

相
ニ

渡
之
一

候
。 

一
同
四
日
、
青
屋
口
御
加
番
御
交
代
ニ
付
、
前
日
御
迎
人
御
呼
入
レ
候
御
證
文
従
ニ

御
上
屋
敷
一

ゟ
参
候
ニ

付
、
書
写
、
三
ヶ
所
御
番
所
へ
遣
置
候
。
人
数
入
候
節
は
御
加
番
ゟ
目
明
之
侍
三
人
、
御
門
下
、
舛
形
、

張
御
番
所
へ
被
ニ

差
出
一

、
腰
札
ニ
而
人
数
相
改
入
申
候
。
尤
立
番
足
軽
出
レ

之
候
。 

一
同
四
日
、
御
加
番
追
手
口
御
交
代
ニ
付
、
固
之
人
数
、
御
城
内
ニ
入
候
人
数
は
、
家
老
共
ゟ
之
證
文
、
前

日
張
御
番
所
へ
差
出
置
、
手
札
持
参
、
大
目
付
相
改
、
御
城
内
へ
入
申
候
。
御
城
内
外
固
、
或
武
器(

カ)

、

諸
士
、
徒
士
、
足
軽
、
中
間
、
臺
挑
灯
等
之
儀
、
委
細
絵
圖
ニ
有
レ

之
候
。
右
固
メ
候
而
大
御
番
所
迄
致
ニ

案
内
一

早
速
御
上
屋
敷
へ
申
遣
し
候
。
以
後
御
城
代
御
番
所
へ
御
出
、
土
橋
先
之
固
メ
御
見
分
ニ
御
出
、

追
付
御
城
入
、
西
御
目
付
方
へ
御
使
者
被
レ

遣
、
早
速
御
越
、
城
外
固
メ
御
見
分
し
て
、
土
橋
先
迄
御
出

為
ニ

御
案
内
一

家
老
一
人
御
先
へ
罷
立
候
。 

一
御
城
代
、
両
御
目
付
、
大
御
番
所
御
着
座
被
レ

遊
候
而
、
番
人
不
レ

残
下
薄
縁
へ
下
罷
在
候
。
舛
形
も
右
同 

 

 

断
。 

一
夜
之
内
七
ツ
時
過
、
御
加
番
方
小
屋
受
取
之
御
家
来
、
張
御
番
所
迄
御
證
文
持
参
ニ
付
、
舛
形
へ
差
越
候
。

舛
形
ニ
罷
在
候
番
頭
受
ニ

取
之
一

相
改
、
大
目
付
ニ
相
渡
シ
、
大
御
番
所
へ
右
之
證
文
致
ニ

持
参
一

、
大
御
番

所
當
番
之
番
頭
、
物
頭
相
改
、
御
證
文
は
大
御
番
所
ニ
差
置
、
大
目
付
は
舛
形
へ
罷
帰
り
候
。
冠
木
御
門

家
老
、
番
頭
、
大
目
付
、
舛
形
當
番
之
馬
廻
り
一
人
、
立
合
開
レ

之
、
右
人
数
右
御
家
来
相
改
入
申
候
。

御
小
屋
迄
之
為
ニ

案
内
一

足
軽
一
人
相
添
遣
候
。 

一
明
六
ツ
前
、
登
り
御
加
番
土
橋
先
迄
御
越
、
御
扣
御
座
候
旨
、
張
御
番
所
迄
御
使
者
来
、
早
速
大
御
番
所

へ
申
越
候
。 

一
明
六
ツ
例
之
刻
限
ゟ
御
太
皷
早
ク
打
可
レ

申
旨
、
御
太
皷
坊
主
方
へ
御
差
圖
有
レ

之
候
。
此
使
、
通
詞
足
軽

遣
候
。 

一
明
六
ツ
打
切
、
御
門
開
レ

之
、
公
用
役
人
伺
レ

之
、
家
老
、
番
頭
御
鍵
為
レ

持
、
大
御
門
江
罷
出
候
。
番
頭

直
ニ
舛
形
へ
罷
在
候
番
頭
之
冠
木
御
門
開
之
義
申
談
、
大
御
門
開
レ

之
、
冠
木
御
門
者
家
老
、
番
頭
、
大
目

付
立
合
、
即
刻
開
レ

之
候
。 

一
明
六
打
切
、
青
屋
口
下
り
御
加
番
へ
御
人
数
御
纏
出
候
様
、
御
使
者
被
レ

遣
、
人
数
段
〻
纏
出
、
畢
而
右

御
加
番
大
御
番
所
へ
御
出
有
レ

之
、
熨
斗
出
、
御
挨
拶
相
済
候
而
、
御
外
出
被
レ

成
候
。 

一
登
り
御
加
番
ニ
御
人
数
御
纏
入
被
レ

成
候
様
ニ
御
使
者
被
レ

遣
、
御
人
数
段
〻
纏
入
、
朋
勢
為
二

案
内
一

足

軽
一
人
相
添
罷
越
候
。
人
数
入
候
而
、
右
御
加
番
御
城
入
被
レ

成
候
。
為
二

御
案
内
一

徒
士
目
付
一
人
土
橋

中
程
迄
罷
出
、
御
供
番
へ
右
之
趣
申
達
、
御
先
へ

へ
（
マ
マ
）

立
申
候
。
大
御
番
所
へ
御
出
、
熨
斗
出
、
御
挨
拶

相
済
、
御
小
屋
へ
御
越
被
レ

成
候
。
御
案
内
、
右
徒
士
目
付
勤
申
候
。
家
老
、
番
頭
、
海
老
為
レ

持
、
大

御
門
へ
罷
出
候
。
舛
形
ニ
罷
在
候
番
頭
へ
直
ニ
申
談
、
冠
木
御
門
〆
さ
せ
、
大
御
門
即
刻
〆
レ

之
、
番
頭
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海
老
相
改
、
御
城
代
、
両
御
目
付
、
大
御
番
所
御
立
被
レ

成
候
。
冠
木
御
門
者
家
老
、
番
頭
、
大
目
付
立

合
〆
レ

之
。 

一
右
御
加
番
御
城
入
相
済
候
而
、
御
供
之
内
、
人
数
御
在
所
へ
御
戻
シ
被
レ

成
候
ニ
付
、
御
證
文
御
上
屋
敷
へ

参
、
追
付
大
御
番
所
へ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
請
ニ

取
之
一

、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
書
写
遣
置
、

人
数
出
候
節
は
目
明
侍
三
人
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
へ
被
ニ

差
出
一

、
腰
札
ニ
而
御
門
出
レ

之
候
。

此
節
、
大
御
門
、
冠
木
御
門
へ
立
番
足
軽
両
人
宛
罷
出
、
人
数
改
メ
相
通
候
。 

一
右
御
加
番
、
御
荷
物
運
入
候
ニ
付
、
御
證
文
是
又
大
御
番
所
へ
御
上
屋
敷
ゟ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
受
ニ

取
之
一

、
三
ヶ
所
御
番
所
へ
写
遣
置
、
目
明
之
侍(

カ)

罷
出
、
腰
札
ニ
而
目
明
之
侍
見
合
次
第
、
御
門
出
入

相
通
候
。 

一
右
御
加
番
ゟ
御
印
鑑
、
御
鑑
札
、
御
上
屋
敷
ゟ
徒
士
目
付
持
参
ニ
付
、
番
頭
受
取
、
御
門
下
、
舛
形
御
番

所
へ
相
渡
候
。 

一
同
五
日
、
中
小
屋
御
加
番
御
交
代
ニ
付
、
御
迎
人
追
手
御
門
ゟ
入
候
ニ
付
、
御
證
文
御
上
屋
敷
ゟ
来
、
書

写
、
三
ヶ
所
へ
遣
置
候
。
目
明
之
侍
被
ニ

附
置
一

、
腰
札
ニ
而
相
改
、
人
数
入
レ

之
。 

一
中
小
屋
御
加
番
ゟ
御
印
鑑
、
御
鑑
札
、
徒
士
目
付
持
参
。
御
印
鑑
は
大
御
番
所
差
置
、
御
鑑
札
は
三
ヶ
所

御
番
所
へ
相
渡
候
。 

一
同
五
日
、
鴈
木
坂
御
加
番
明
六
御
交
代
ニ
付
、
御
迎
人
入
候
ニ
付
、
目
明
腰
札
御
門
出
改
様
右
同
断
。 

一
同
六
日
、
東
御
小
屋
御
番
頭
明
七
日
交
代
ニ
付
、
御
迎
人
御
呼
入
、
目
明
腰
札
御
門
出
入
改
様
右
同
断
。 

一
鴈
木
坂
御
加
番
ゟ
御
供
之
人
数
御
番
所
へ
御
戻
ニ
付
、
御
證
文
御
上
屋
敷
ゟ
来
、
目
明
腰
札
御
門
出
入
改

様
右
同
断
。 

一
同
七
日
、
大
御
番
衆
明
八
日
御
交
代
ニ
付
、
御
迎
人
御
呼
入
、
御
組
頭
之
御
證
文
、
大
御
番
衆
御
銘
〻
御

印
有
レ

之
、
御
番
頭
御
表
印
御
證
文
御
上
屋
敷
ゟ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
受
取
書
写
、
三
ヶ
所
御
番
所
へ

遣
置
、
大
番
衆
ゟ
御
迎
人
御
呼
入
、
御
銘
〻
御
切
手
御
組
頭
御
表
印
ニ
而
壱
通
宛
大
御
番
所
へ
持
参
、
使

役
之
馬
廻
り
受
ニ

取
之
一

、
番
頭
へ
相
渡
、
者
頭
、
大
目
付
立
合
、
右
御
一
紙
御
證
文
ニ
御
印
鑑
引
合
相
改
、

大
御
番
衆
之
御
切
手
は
大
御
番
所
ニ
留
置
、
翌
朝
御
組
頭
へ
家
老
直
ニ
相
渡
ス
。 

一
大
御
番
所
番
頭
判
鑑
、
先
達
而
三
ヶ
所
御
番
所
へ
遣
置
、
大
御
番
衆
御
名
并
御
迎
人
何
人
与
書
、
番
頭
致

ニ

判
形
一

、
御
番
衆
之
御
家
来
ニ
相
渡
、
張
御
番
所
、
舛
形
番
人
ニ
被
ニ

見
せ
一

御
門
下
ニ
右
之
書
付
差
置
候

様
申
付
遣
候
。 

一
同
八
日
、
大
御
番
衆
御
番
代
ニ
付
、
大
御
番
所
へ
家
老
壱
人
麻
上
下
ニ
而
罷
出
、
徒
士
目
付
一
人
相
詰
候
。 

一
固
メ
之
人
数
、
明
七
半
時
過
中
屋
敷
へ
相
揃
、
纏
出
シ
、
御
城
内
へ
入
申
候
。
立
番
足
軽
は
家
老
證
文
先

達
而
張
御
番
所
へ
出
置
、
手
札
持
参
ニ
付
、
張
御
番
所
ニ
而
大
目
付
相
改
、
御
城
内
へ
入
申
候
。
固
メ
之

式
、
諸
士
、
足
軽
、
臺
挑
灯
之
儀
絵
圖
ニ
有
レ

之
。 

一
同
八
日
、
御
番
衆
御
番
代
ニ
付
、
御
外
出
并
御
城
入
之
御
番
衆
、
上
下
何
拾
人
与
有
レ

之
御
證
文
二
通
、

御
上
屋
敷
ゟ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
受
ニ

取
之
一

、
者
頭
、
大
目
付
立
合
相
改
書
写
、
三
ヶ
所
御
番
所
へ

遣
置
、
御
番
衆
へ
、
明
六
打
切
候
而
御
勝
手
次
第
御
外
出
有
レ

之
様
ニ
御
口
上
、
徒
士
目
付
へ
家
老
申
渡
遣

候
。
追
付
御
家
来
一
行
ニ
而
御
城
外
へ
罷
出
候
。
右
相
済
候
而
、
御
城
入
之
御
組
頭
へ
、
御
勝
手
次
第
御

城
入
有
レ

之
様
ニ
御
口
上
、
是
又
家
老
徒
士
目
付
へ
申
渡
、
追
付
御
家
来
之
合
一
行
ニ
而
御
城
内
へ
入
候
。
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此
節
朋
勢
案
内
足
軽
一
人
差
出
、
人
数
入
済
、
御
主
人
は

踏
（
マ
マ
）

ゟ
御
城
入
被
レ

成
候
。 

一
御
番
衆
御
番
代
之
節
は
、
大
御
門
、
冠
木
御
門
は
片
扉
開
レ

之
、
明
六
打
切
、
大
御
番
所
ゟ
家
老
、
番
頭

大
御
門
江
罷
出
、
片
扉
開
キ
、
直
ニ
冠
木
御
門
へ
罷
越
、
舛
形
加
番
罷
在
候
大
目
付
立
合
、
冠
木
御
門
片

扉
為
レ

開
、
家
老
、
番
頭
は
大
御
番
所
へ
直
ニ
引
取
、
大
目
付
は
舛
形
ニ
罷
在
候
。
御
番
代
相
済
、
御
門
〆

之
義
立
合
右
同
断 

 
 
 

但
御
太
皷
櫓
下
御
門
は
、
前
〻
ゟ
両
扉
開
レ

之
、
右
御
門
御
鍵
は
大
御
番
所
ゟ
使
役
之
馬
廻
り
持
参

大
御
番
所
當
番
大
目
付
罷
出
、
物
頭
与
立
合
、
明
六
ツ
打
切
、
両
扉
開
レ

之
候
。
御
番
代
相
済
、
御

門
〆
立
合
等
之
義
右
同
断
。 

一
九
日
、
御
番
衆
御
番
代
ニ
付
、
勤
方
右
同
断
。 

一
十
日
、
右
同
断
。 

一
十
一
日
、
右
同
断
。 

 
 
 

但
御
番
頭
、
明
十
二
日
御
交
代
ニ
付
、
御
迎
人
御
呼
入
ニ
付
、
御
證
文
来
候
。
人
数
入
候
勤
方
、
四

日
同
断
。 

一
十
二
日
、
御
番
頭
追
手
ゟ
御
交
代
、
御
人
数
ゟ
御
先
へ
御
城
入
被
レ

成
候
。
大
御
番
所
へ
御
出
、
御
城
代

御
差
圖
之
上
、
御
人
数
被
ニ

纏
入
一

候
人
数
入
仕
廻
、
御
番
所
御
立
被
レ

成
候
。
勤
方
固
メ
之
式
四
日
同
断
。 

 
 
 

但
御
上
屋
敷
表
御
門
立
番
者
頭
并
足
軽
共
無
レ

之
、
御
上
屋
敷
表
長
屋
角
ゟ
御
堀
端
迄
立
切
足
軽
十

人
罷
出
候
。
北
仕
切
御
門
ニ
加
番
之
者
頭
并
立
番
足
軽
無
レ

之
候
。
南
仕
切
御
門
之
勤
方
右
同
断
。 

一
御
番
頭
御
城
入
相
済
、
御
供
之
人
数
御
在
所
へ
御
戻
ニ
付
、
御
證
文
来
、
者
頭
、
大
目
付
立
合
相
改
書
付
、

三
ヶ
所
御
番
所
へ
遣
置
、
人
数
出
候
目
明
シ
腰
札
人
数
改
様
四
日
同
断
。 

一
右
大
御
番
衆
御
在
役
之
御
書
付
、
御
番
頭
御
両
印
之
御
張
紙
、
御
上
屋
敷
ゟ
徒
士
目
付
持
参
、
番
頭
請
ニ 

取
之
一

書
写
、
御
門
下
、
舛
形
、
張
御
番
所
ニ
差
置
候
。
右
勤
方
、
先
格
之
趣
如
レ

此
御
座
候
以
上
。 
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道
修
町
三
丁
目
文
書 

雑
書 

（
三
二
八
‐
二
九
二-

一
四
八
） 

 
 

文
化
元
子
年
七
月
ヨ
リ
御
支
配
御
勘
定 

太
田
直
次
郎
様
御
宿
一
件 

道
修
町
三
丁
目 

文
化
元
子
年
七
月
ヨ
リ 

御
支
配
御
勘
定 

太
田
直
次
郎
様
御
宿
一
件 

 

道
修
町
三
丁
目 

 

文
化
元
甲
子
八
月
十
五
日
卯
中
刻
御
着
、
同
十
八
日
卯
中
刻
御
出
立 

御
勘
定
大
田
直
次
郎
様
上
下
七
人
御
用
宿 

御
逗
留
中
諸
入
用
一
件 

〈
覚 

四
丁
省
略
〉 

 

文
化
元
甲
子
八
月 

御
勘
定
大
田
直
次
郎
様
御
宿
中
料
理
献
立
控 

八
月
十
五
日
朝
御
着 

献
立 

膾 
 

赤
貝 

若
根 

き
く
ら
け 

汁 
 

花
海
老 

か
い
わ
り 

平 
 

鯛
切
身 

湯
は 

麩 

焼
物 

い
な
背
ひ
ら
き 

膾
御
上
斗 

〆 

此
代
十
七
匁
弐
分
五
厘 

但
し
め
し
と
も 

同
中
飯 

汁 

か
も
う
り 

す
り
胡
麻 

茶
碗 

は
も
あ
ん
平 

御
上
斗

く
わ
し
椀 

た
い
ら
け 

松
た
け 

 

 

焼
も
の 

あ
じ
塩
焼 

〆 

此
代
十
五
匁
四
分
五
厘 

 

御
附
之
御
酒 

雑
煮 

の
し
も
ち 

平
か
つ
を 

青
こ
ん
ふ 

硯
蓋 

か
ま
ほ
こ 

海
老 

玉
子 

か
ら
た
け 

は
し
か
み 

御
上
計
木
具 

吸
物 

茂
魚 

み
る 

大
鉢 

鯛
濱
焼 

同 

作
り
身 

丼
鉢 

し
た
し
も
の 
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〆 
此
代
廿
九
匁
九
分 

善
部 

膾 

す
ゝ
き 
岩
た
け 

大
根
白
髭 

汁 

し
ゅ
ん
さ
い 
赤
貝 

香
物 

な
ら
漬
芥
子 
大
こ
ん 

平 
 

玉
子
す
り
み 

か
ふ
ら 

し
い
た
け 

 

御
上
斗

菓
子
わ
ん 

鯛
骨
葛
き
り 

う
と 

松
露 

焼
物 

鯛
塩
焼 

御
上
者
中
る
い 

〆 

此
代
廿
六
匁
六
分 

 

同
十
六
日
朝 

御
上
斗

猪
口 

百
合
根 

に
く
あ
へ 

汁 
 
 

あ
ら
い
豆
腐 

の
り 

平 
 
 

こ
く
□
□
□
□ 

海
老 

長
い
も 

や
き
麩 

焼
も
の 

は
も
骨
切 

〆 

此
代
拾
壱
匁 

同 

中
飯 

御
上
斗

猪
口 

 

た
ち
魚
作
り
身 

海
そ
う
め
ん 

汁 
 
 

か
い
わ
り 

と
う
か
ら
し 

平 
 
 

は
も
て
ん
ふ
ら 

ふ
き 

松
た
け 

焼
も
の 

魴
付
丁
焼 

〆 

此
代
十
三
匁
三
分 

同 

夕
飯 

御
上
斗

向 
 
 

は
も
て
ん
か
く 

汁 
 
 

身
し
ゝ
め 

め
か
ぶ 

く
わ
し
わ
ん 

こ
ん
ふ 

ほ
ら 

百
合
根 

岩
た
け 

焼
も
の 

 

き
す
こ
弐
疋
つ
ゝ 

い
り
附 

〆 

此
代
十
一
匁
三
分 

 

同
十
七
日
朝 

御
上
斗

猪
口 

 
 

煮
梅 

砂
と
汁 

汁 
 
 

根
い
も 

す
り
胡
麻 

坪 
 
 

し
し
か 

玉
子
衣
う
け 

麩 

焼
も
の 

 

小
た
い 

〆 

此
代
十
四
匁
壱
分 
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一
寸
御
酒
御
上
斗
こ
れ
は
先
格
無
候
へ
と
も
少
々
存
寄
ニ
て 

 
 

此
代
五
匁
六
分 

同 

中
飯 

上
斗

猪
口 

汁 
 
 

は
も
す
り
流 

た
ゝ
き
菜 

平 
 
 

魴 

大
こ
ん 
岩
た
け 

焼
も
の 

 

め
し
ろ
い
り
附 

〆 

此
代
十
四
匁
百
分 

同 

夕 

御
出
立 

膾 
 
 

作
り
身 

く
わ
つ
ら 

海
そ
う
め
ん 

汁 
 
 

身
蛤 

も
そ
く 

香
物 

 

な
ら
漬 

大
こ
ん 

平 
 
 

鯛
切
身 

松
た
け 

長
い
も 

御
上
斗

御
菓
子
椀 

し
ん
し
よ 

す
る
め 

焼
も
の 

 

鯛
塩
焼 

〆 

此
代
弐
十
一
匁
五
分 

御
出
立 

酒
之
部 

硯
蓋 

 

花
海
老 

玉
子
厚
焼 

は
も
て
ん
か
く 

松
た
け 

た
こ 

小
鉢 

 

魴
切
焼 

吸
も
の 

味
噌 

ほ
し
ぼ
ら 

か
ん
さ
ら
し 

鉢 
 

御
上

鯛
切
身 

中

い
な 

下

た
ち
魚 

吸
も
の 

胡
麻 

す
ゝ
き 

白
髯
こ
ん
ふ 

鉢 
 
 

し
た
し
も
の 

吸
も
の 

松
た
け 

鉢 
 
 

玉
子 

か
ま
ほ
こ 

ち
か
ら
梅 

〆 

此
代
四
十
二
匁
七
分 

御
酒
殊
の
外
の
は
す
み
ゆ
へ
雑
費
不
レ

出 

依
レ

之
而
吸
も
の
鉢
有 

先
格
よ
り
餘
分
ニ
相
出
候
事 

 

同
十
八
日 

猪
口 

 

は
も 

木
う
り 

汁 
 
 

と
う
ふ 

浅
草
の
り 

平 
 
 

や
き
鯛 

か
も
う
り 

し
い
た
け 

焼
も
の 

な
し 

 

中
下
之
分
猪
口
ニ
木
う
り
酢
あ
へ 

〆 

此
代
九
匁
三
分 

但
し
飯
代
一
度
上
之
客
右
弐
さ
ら
内
々
付
込
有
レ

之
也 

會
所
へ
書
入
置
も
木
者
不
二

相
用
一 
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蓋 

 

右
之
通
、
首
尾
能
御
出
立
被
レ

遊
、
目
出
度
、
重
畳

〱 

御
見
立 

中
橋
町
境
ニ
柴
屋
忠
介 

小
西
佐
兵
衛 

大
と
屋
新
右
衛
門 

會
所
表
迄 

鳥
飼
屋
楢
蔵 
同 

惣
七 

其
関
迄 

あ
ふ
ら
屋
藤
兵
衛 
ふ
た
屋
忠
兵
衛 

通
候
故
如
レ

此
ニ
て
十
三
ま
て
者
不
レ

行 

右
ニ
候
町
代
惣
代
名
札
ヲ
以
下
役
与
兵
衛
ヲ
遣
ス 

 

追
而 

御
勘
定
方
、
寝
ほ
け
先
生
と
て
高
名
之
御
方
ゆ
へ
、
取
持
之
衆
中
一
統
い
ろ

〱
と
骨
ヲ
折
、
書
を
賞
望

い
た
し
各
申
受
候
。
右
二
付
御
見
舞
人
多
、
客
来
た
へ
不
レ

申
事
故
、
酒
等
い
か
ふ
は
す
み
申
候
而
、
酒
代

殊
之
外
餘
分
与
相
掛
り
申
候
事
。 

別
而
小
に
し
左
兵
衛
、
書
を
殊
之
外
せ
ふ
り
被
レ

申
、
餘
分
に
ニ
被
二

申
受
一

候
。
依
レ

之
而
氷
豆
腐
百
、

銭
別
ニ
被
二

差
出
一

候 

 

追
加 

右
酒
宴
之
節
、
誠
ニ
敵
之
様
ニ
泉
屋
新
兵
衛
と
い
ふ
町
人
の
、
腹
に
何
も
な
き
の
う
れ
ん
大
順
才
者
壱
人
参
、

め
つ
た
む
し
や
う
に
黒
き
顔
し
て
道
三
町
人
共
は
は
る
か
下
ニ
見
て
、
酒
計
ス
ハ

〱
く
ら
い
候
ゆ
へ
、

懐
中
紙
入
は
落
さ
ぬ
や
う
ニ
首
へ
ひ
も
か
け
居
候
。
有
時
ニ 

業
平
と
背
中
を
合
し
て
寒
さ
か
な 

 

然
ル
に
、
其
後
夜
客
来
し
内
ニ
、
か
ぶ
ら
ほ
、
又
は
ば
た
と
や
ら
い
わ
ん
阿
蘭
陀
い
し
や
一
座
ニ
て
、
右
ば

た
絵
一
枚
取
あ
げ
見
る
ニ
、
右
の
和
泉
新
、
夫
は
な
ん
で
こ
さ
る
と
尋
ニ
、
是
は
き
ぬ
た
ヱ
ヽ
成
（
取
）
程

と
い
ふ
様
成
（
取
）。
丸
デ
會
所
清
六
同
様
之
も
の
也
。
ケ
様
な
も
の
は
重
而
見
付
次
第
、
有
合
之
棒
ニ
て

た
ゝ
き
ふ
せ
、
御
宿
中
の
は
ら
い
せ
い
た
す
も
の
也
。
穴
賢

〱 
 

 

 

惣
會
所
之
書
出
シ 

下
書
之
写 

 
 

覚 

一 

百
七
十
弐
匁
弐
分 

 

御
上
下
七
人
八
月
十
五
日
朝
よ
り
十
八
朝
迄
御
賄
料 

但
し
御
着
御
出
立
ま
て
御
壱
人
前
弐
匁
三
分
宛 

平
日
者
壱
人
前
弐
匁
宛 

一 

三
匁 

 
 
 

の
し
代 

一 

七
十
四
匁 

 

御
上
絹
夜
具
三
帖 

蚊
帳
三
張 

寝
こ
さ
一
枚 

下
夜
具
者
壱
帖 

勝
手
方
夜
具
六

帖
か
り
ち
ん 

一 

六
十
弐
匁 

 

御
宿
前
に
人
足
雇
ち
ん 

一 

四
十
五
匁
四
分 

 

御
逗
留
中
油
ろ
う
そ
く 

炭
薪
茶
代 

 
 

 

一 

四
十
一
匁
弐
分 

 

仮
湯
殿
取
繕
風
呂
か
り
ち
ん 

其
外
所
々
取
繕
入
用 
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一 
十
八
匁 

 
 
 
 

御
宿
入
用
處
新
ニ
相
調
壱
人
払
損
候 

〆
四
百
弐
十
二
匁
八
分 

内
金
壱
両 

 
 

御
宿
料
上
下
置
也 

代
六
十
三
匁
八
分 

残
こ
り
三
百
五
十
九
匁 

右
之
通
扣
置
候
事 

 

八
月
廿
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 

柴
屋
忠
介 

月
行
司 

近
江
屋
藤
兵
衛 

小
に
し
左
兵
衛 

年
中 

 

ふ
た
屋
半
衛
門 

と
り
養
屋
惣
七 

ふ
た
屋
忠
兵
衛 

助
役 

 
鳥
飼
屋
楢
蔵 

 

 

文
化
元
子
年
八
月 

御
宿
楊
御
借
物
之
留 

 
 
 
 

道
修
町
三
丁
目 

 
 

覚 

一 

掛
あ
ん
と 

 
 
 
 

近
江
屋
藤
兵
衛
様 

一 

上
あ
ん
と 

弐
本 

 

大
□
□
伊
兵
衛
様 

一 

掛
あ
ん
と 

壱
ツ 

 

右
御
同
人 

一 

上
た
は
こ
盆 

弐
ツ 

近
江
屋
藤
兵
衛
様 

一 

掛
軸 

一
箱 

 
 
 

近
江
屋
藤
兵
衛
様 

一 

袋
入
花
生 

 
 
 
 

右
御
同
人 

一 

手
拭
か
け
箱 

 
 
 

右
御
同
人 

一 

箱
入
料
紙
箱 

 

同 

并
硯
箱 

 
 
 

近
江
屋
藤
兵
衛
様 

一 

春
□
木
具 

大
弐 

 

 
 
 
 
 
 
 

小
壱 

 

右
御
同
人 

一 

御
刀
掛
ケ 

 
 
 
 

右
御
同
人 

一 

箱
入
柳
菓
子
盆 

壱 

右
御
同
人 

一 

手
た
ら
い 

壱 
 
 

鳥
飼
屋
惣
七
様 

一 

刀
掛
二 
 
 
 
 
 

紣
屋
深
左
衛
門
様 

 

文
化
元
年
子
年
八
月 

 
 

道
修
町
三
丁
目 

年
行
司 

御
宿
掛
り
買
物
帳 
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覚 

一
七
月
晦
日 

 
並
粉 

 

代
九
匁 

 
 

九
束 

一同 
 
 

竹
く
き 
代
五 

 
 
 

五
合 

一同 
 
 

手
間 

 

代
弐
厘 

 
 

半
人 

一
八
月
朔
日 

 

椹
粉 

 

代
七
匁 

 
 

五
束 

一同 
 
 

並
粉 

 

代
三
匁 

 
 

三
束 

一同 
 
 

竹
く
き 

代
壱
匁 

 
 

壱
升 

一同 
 
 

手
間 

 

代
四
匁 

 
 

壱
人 

一
八
月
二
日 

 

竹
く
き 

代
五 

 
 
 

五
合 

 
 

○〆
檜
皮
屋
太
郎
兵
衛 

一同 
 
 

木
賊
茶
呑
茶
碗 

代
三
匁
四 

十 
 
 

 

一同 
 
 

大
ち
び
ん 

代
壱
匁
弐 

 

壱 

一同 
 
 

中
ち
び
ん 

代
弐
匁
五
分 

壱 

○〆
善
屋
平
兵
衛 

一
八
月
六
日 

 

本
尺
廻
り
長
弐
間
半
三
□
留
り 

代
十
五
匁
六
分 

 

一同 
 
 

弐
丁
尺
廻
り
長
弐
間
半
割
留
り 

代
七
匁
九
分 

一同 
 
 

弐
丁
同
弐
間
半
割
留
り 

代
五
匁
八
分 

一同 
 
 

壱
丁
本
尺
弐
間
弐
尺 
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代
三
匁
六
分 

 
 

○〆
竹
屋
甚
右
衛
門 

一
八
月
七
日 

 

壱
間
す
た
れ 

 
代
三
百
五
十
文 

弐
枚 

一 
 
 

雪
隠
窓
す
た
れ 
代
百
文 

 
 
 

壱
枚 

 
 

○〆
四
百
五
十
文 

 

葭
屋
善
兵
衛 

一
八
月
五
日
初 

 
 

手
傳 

壱
人 

 

家
根
繕
ひ 

一
同
七
日 

 
 
 

同 
 

弐
壱
人
半

人 

仲
庭
し
つ
く
い 
惣
仕
替 

一
同
八
日 

 
 
 

同 
 

弐
人 

一
同
九
日 

 
 
 

同 
 

三
人 

 

十
日 

弐
人 

〆 

九
人
半 

朔
日
よ
り
二
日
四
日 

 

五
日 

 

六
日 

一
大
工 

 

壱
人 

 
 

半
人 

 

壱
人
半 

 

一七
日 

 

半
人 

 
 

同
八
日 

半
人 

一九
日 

 

壱
人 

一五
日

沢
六
郎
兵
衛
障
子
張 

壱
人 

 

同
六
日 

半
人 

同
八
日 

半
人 

但
し
な
ん
と
類
腰
張
用
と
も 

 
 
 
 
 
 

○〆
弐
人 

○一
美
の
紙 

壱
匁
六
分
か
へ 

壱
束 

代
拾
六
匁 

 

紙
屋
亀
太
郎 

〈
以
下
五
丁
略
〉 

  

文
化
元
年
子
年
八
月 

 
 

掛
り
役
人 

鳥
飼
屋
藤
兵
衛 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
に
し
佐
兵
衛 

御
勘
定
大
田
直
次
郎
様
御
用
宿
之
節
會
所
普
請
方
諸
費
物
一
件
記
レ

之 
 

<

以
下
覚
二
丁
略>
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別
紙 

御
證
文
弐
通
写
遣
レ

之
条
可
レ

得
二

其
意
一

候
以
上 

子
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
田
直
次
郎 

 

人
足
三
人
馬
三
疋
従
二

江
戸
一

肥
前
長
崎
迄
、
上
下
并
九
州
中
國
筋
村
々
之
内
廻
村
御
用
中
、
幾
度
茂 

可
レ

出
レ

之
、
是
者
御
用
二
付
大
田
直
治
郎
罷
越
付
而
相
渡
申
候
者
也 

文
化
元
子
七
月 

 
 

采
女
印 

 
 

二 

大
田
直
治
郎
持
参
之
御
用
書
物
、
長
持
壱
棹
従
二

江
戸
一

肥
前
長
崎
迄
、
上
下
并
九
州
中
國
筋
村
々
之
内 

廻
村
御
用
中
幾
度
急
度
可
二

持
参
一

者
也
。 

子
七
月 

 
 
 

采
女
印 

 

 
 

覚 

御
證
文 

一 

人
足
弐
人 

一 

馬 

三
疋 

同
壱
疋
者
人
足
弐
人
代
ル 

外 

賃
人
足
三
人 

右
者
大
田
直
治
郎
儀
、
肥
前
國
長
崎
御
用
交
代
ニ
付
、
明
廿
五
日
明
ヶ
六
ヶ
時
江
戸
出
立
被
レ

致
候
間
、
書 

面
之
人
馬
之 

 
 

三 

道
中
無
レ

帯
差
出
、
賃
銭
之
分
者
御
定
賃
銭
請
取
、
餘
計
之
人
馬
一
切
差
出
申
間
敷
候
。 

尤
川
越
渡
船
場
等
者
前
後
宿
々
申
合
、
差
支
無
レ

之
様
可
レ

被
レ

致
候
。
此
先
触
早
々
順
達
、
伏
見
宿
よ
り 

大
坂
銅
座
江
可
レ

被
二

相
届
一

候
。
以
上
。 

子
七
月
廿
四
日 

 
 

大
田
直
治
郎
内 

長
谷
川
丹
治 

印 

 

品
川
宿
よ
り 

東
海
道
筋 

大
津 

京
都
廻
り
大
坂
迄 

宿
々
問
屋
年
寄
中 

泊
附 

七
月
廿
五
日 

神
奈
川 

 
 

四 

同
廿
六
日 
 

藤
沢 

同
廿
七
日 

 

小
田
原 

同
廿
八
日 

 

三
嶋 
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同
廿
九
日 

 

蒲
原 

八
月
朔
日 

 

府
中 

同
二
日 

 
 

金
谷 

同
三
日 

 
 

見
附 

同
四
日 

 
 

白
須
賀 

同
五
日 

 
 

岡
崎 

同
六
日 

 
 

宮 

同
七
日 

 
 

関 

同
九
日 

 
 

石
部 

同
十
日 

大
津 

京
都
廻
り
伏
見 

〈
以
下
覚
一
枚
略 

混
在
ヵ
〉 

 

長
崎
御
交
代 

御
支
配
勘
定
方 

太
田
直
次
郎
様 

 

同 

十
一
日 

乗
船 

大
坂
着 

追
而
上
下
被
二

罷
越
一

候
。
泊
宿
ニ
而
者
宿
壱
軒
申
付
置
、
所
有
合
之
品
を
以
相
賄
、
馳
走
ヶ
間
鋪
儀
一
切 

被
レ

致
間
鋪
候
。
以
上
。 

差
上
申
一
札
之
事 

一
此
御
触
書
壱
通
、
昨
三
日
夜
天
龍
川
端
迄
御
着
被
二

遊
下
一

候
處
、
出
水
仕
夜
越
難
レ

仕
、
今
四
日
卯
下
刻

御
渡
船
仕
候
。
為
レ

其
一
札
差
上
申
候
。
以
上
。 

子
八
月
四
日 

 
 
 

□
州
年
寄 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
竜
（
ヵ
） 

太
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
郎
兵
衛 

乍
恐
口
上 

長
崎
御
交
代
御
支
配
勘
定
役 

大
田
直
次
郎
様 

右
御
宿
此
度
西
會
所
へ
被
レ

為
二

仰
付
一

奉
□
候
。
乍
レ

恐
書
付
を
以
御
□
奉
レ

申
候
。
以
上
。 

文
化
元
子
年
七
月
十
三
日 
 
 

紙
屋
忠
助 

御
東 

御
支
配 

 
 
 
 
 

道
三 

御
東
御
請
役 

□
永
喜
弥
太
様 

天
草
□
御
交
代 

小
川
喜
一
郎
様 

右
御
三
人
様
と
も
江
戸
表
當
月
廿
過
之
御
出
立 
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乍
恐
口
上 

御
支
配
御
勘
定
方 

太
田
直
次
郎
様 

 
御
上
下
七
人 

右
者
就
二

御
用
一

従
二

江
戸
表
一

被
レ

為
二

御
登
遊
一
候
ニ
付
、
先
月
十
三
日
丁
内
か
い
所
御
宿
被
レ

為
二

仰
付
置

一
今
卯
中
刻
被
レ

為
二

御
着
遊
一

候
ニ
付
乍
レ

恐
此
段
御
断
奉
二
申
上
一
候
。
以
上
。 

文
化
元
子
年
八
月
十
五
日 

 
 

道
修
町
三
丁
目
年
寄 

紙
屋
忠
助 

御
奉
行
様 

 

〈
以
下
覚
一
枚
略
〉 



 

一 

 

 
 

 

大
阪
府
立
中
之
島

図 

書 

館 

所
蔵

『
萬
色
一
瞤
』
目
録
稿 

―
坤
の
部
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

 

孔 

（
大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学
教
授
） 

岸
末 

悠
子 

（
立
命
館
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
） 

  

天
保
の
未
か
ら
明
治
期
の
も
の
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
の
俳
諧
一
枚
摺
が
、

当
時
の
人
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
て
現
存
す
る
例
は
非
常
に
珍
し
い
。
標
記
の
『
萬

色
一
瞤
』
（
朝
日
新
聞
文
庫 

２
２
６
・
３
―
１
）
は
、
そ
の
時
ど
き
に
趣
向
を

凝
ら
し
、
季
節
や
人
生
の
節
目
な
ど
に
俳
人
間
で
配
布
さ
れ
た
一
枚
も
の
の
摺

物
を
、
大
き
さ
と
年
次
に
よ
っ
て
編
成
し
た
七
分
冊
の
総
称
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
内
訳
を
寸
法
（
表
紙
部
分
を
測
定
、
単
位
は
糎
）
、
枚
数
、
年
次
の
順
に
記

せ
ば
、 

  
 

乾
三
冊 

 
 
 

第
一
冊 

縦
４
１
・
５×

横
２
７
・
５   

167
枚 

 

嘉
永
六
年
至
安
政
五
年 

 
 
 

第
二
冊 

縦
３
９
・
０×

横
２
７
・
８  

72
枚 

 

天
保
十
四
年
至
弘
化
二
年 

 
 
 

第
三
冊 

縦
４
０
・
５×

横
２
８
・
０  

211
枚 

 

弘
化
三
年
至
嘉
永
五
年 

 
 

坤
四
冊 

 
 
 

第
一
冊 

縦
１
９
・
６×

横
２
５
・
７  

136
枚  

天
保
十
一
年
至
天
保
十
三
年 

 
 
 

第
二
冊 

縦
１
８
・
８×

横
２
５
・
４  

176
枚   

天
保
十
四
至
弘
化
二
年 

 
 
 

第
三
冊 

縦
２
２
・
２×

横
２
９
・
８  

115
枚 

 

 

弘
化
二
年
至
明
治
六
年 

 
 
 

第
四
冊 

縦
２
０
・
６×

横
２
８
・
０  

223
枚 

嘉
永
五
年
至
安
政
三
年 

 

の
構
成
で
あ
る
。
乾
・
坤
七
冊
の
各
分
冊
番
号
な
ら
び
に
収
録
枚
数
に
よ
れ
ば
、

年
次
を
逐
っ
て
一
定
量
ご
と
に
分
冊
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
六
年
以
降

の
あ
る
時
期
に
、
ま
と
め
て
編
雄
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
各
分
冊
内
の

一
枚
摺
の
配
列
順
に
、
お
よ
そ
誤
り
ら
し
き
も
の
が
な
い
点
（
月
、
季
節
が
前

後
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
編
雄
上
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
生
じ
た

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
編
雄
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、
飛
来
当
時
か
ら
年
度
ご

と
に
分
類
、
整
理
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
实
際
に
一
枚
摺
を
受
け
取

り
、
そ
の
一
枚
一
枚
に
目
を
通
し
た
当
事
者
に
の
み
で
き
る
編
成
と
い
え
ば
よ

い
か
。 

 

右
の
三
十
四
年
に
わ
た
る
都
合
一
一
〇
〇
枚
の
一
枚
摺
を
取
捨
し
、
編
雄
し

た
人
物
が
松
蔭
こ
と
岸
田
素
屋
（
そ
お
く
）
で
あ
る
。
名
を
禮
助
と
い
う
。
天
保

期
に
は
梅
审
門
と
な
り
、
や
が
て
大
坂
で
は
花
屋
庵
鼎
左
に
次
ぐ
俳
人
大
家
の

列
に
加
え
ら
れ
る
。
後
に
市
中
南
農
人
町
一
丁
目
に
居
住
し
、
南
組
惣
会
所
の



 

二 

 

執
務
を
行
な
う
惣
年
寄
と
な
っ
た
。
公
人
と
し
て
も
著
名
な
人
物
で
、
し
た
が

っ
て
交
流
は
俳
諧
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
広
範
に
及
ぶ
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

に
大
坂
で
生
ま
れ
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
二
月
二
十
一
日
に
六
十
六

歳
で
歿
し
て
い
る
。
一
枚
摺
の
年
次
を
こ
こ
に
照
合
す
れ
ば
、
素
屋
の
数
え
年

二
十
八
か
ら
六
十
一
歳
ま
で
の
期
間
と
な
り
、
お
お
よ
そ
そ
の
俳
歴
と
も
重
な

っ
て
こ
よ
う
。
先
に
『
萬
色
一
瞤
』
の
編
雄
時
期
を
明
治
六
年
以
降
と
記
し
た

が
、
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、
素
屋
の
生
ま
れ
た
文
化
十
年
は
癸
酉
（
み
ず
の
と
と
り
）

の
年
で
、
こ
の
干
支
は
明
治
六
年
で
一
巡
、
、
（
い
ち
じ
ゅ
ん
）
す
る
。
つ
ま
り
、
編

成
・
編
雄
の
動
機
が
、
自
ら
の
還
暦
を
記
念
す
る
と
こ
ろ
に
端
を
発
し
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ち
な
み
に
、
翌
明
治
七
年
に
は
松
蔭
の
号
を
門
人
の
素

梅
に
譲
与
し
た
と
い
う
（
明
治
七
年
七
月
廿
九
日
付
唫
風
宛
素
屋
書
簡
・
加
藤
定
彦
氏
編

『
明
治
俳
壇
消
息
抄
』・
立
教
大
学 

日
末
文
学 

第
九
十
九
号
・
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
。 

 

俳
諧
の
一
枚
摺
は
、
そ
の
時
ど
き
の
挨
拶
や
披
露
の
役
割
を
終
え
る
と
、
再

び
顧
み
ら
れ
る
機
会
の
少
な
い
当
座
性
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
一

〇
〇
枚
に
お
よ
ぶ
一
枚
摺
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
雄
積
さ
れ
、
こ
れ
を
鑑
賞

用
に
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
そ
れ
自
体
稀
有
な
発
想
と
し
て
衆
人
の
目
を
ひ
こ
う
。

ま
た
、
一
枚
一
枚
を
開
き
見
る
後
人
は
、
そ
の
多
様
な
趣
向
に
も
目
を
ひ
き
つ

け
ら
れ
、
一、
瞤、
（
い
ち
じ
ゅ
ん
）
の
体
験
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。 

 

編
雄
に
あ
た
っ
て
は
、
乾
の
三
冊
に
全
紙
大
お
よ
び
縦
半
裁
（
一
部
例
外
が

あ
る
）
の
一
枚
摺
を
収
め
、
全
紙
は
二
ツ
折
、
縦
半
裁
大
は
裏
面
（
の
隅
）
を

糊
で
貼
り
合
わ
せ
、
袋
状
に
表
裏
一
丁
の
体
裁
で
綴
じ
ら
れ
る
。
坤
の
部
四
冊

に
は
、
横
半
裁
大
を
は
じ
め
、
四
裁
、
六
裁
等
の
小
判
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

横
半
裁
大
は
二
ツ
折
、
四
裁
以
下
の
一
枚
摺
は
同
じ
く
裏
面
に
糊
が
用
い
ら
れ

貼
り
合
わ
せ
て
袋
状
の
形
態
と
さ
れ
て
い
る
。
六
裁
以
下
の
小
判
は
、
と
き
に

貼
り
交
ぜ
の
状
態
で
綴
じ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
裁
以
上
の
判
型
で
は
、

裏
面
の
情
報
を
採
取
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
全
七
冊
す
べ
て
に
反
故
紙

（
一
枚
摺
の
袋
が
裏
打
ち
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
）
を
再
利
用
し
た

原
表
紙
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
二
ツ
折
に
さ
れ
た
一
枚
摺
の
多
く
は
、
折
り
目
が
経
年
の
ス
レ
で
損

傷
し
、
二
句
程
度
が
判
読
で
き
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。
同
じ
摺
物
が
他

に
も
存
在
し
、
照
合
の
機
会
を
得
れ
ば
、
こ
の
不
明
箇
所
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
埋

め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
時
点
で
は
い
ま
だ
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

目
録
中
の
同
一
事
例
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご
教
示
を

賜
り
た
い
。
な
お
、
末
目
録
稿
に
掲
載
し
た
書
誌
事
項
に
つ
い
て
の
詳
細
は
〔
凡

例
〕
に
譲
り
、
こ
の
た
び
一
点
一
点
の
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

絵
入
り
多
色
摺
の
形
式
が
定
着
し
て
久
し
い
天
保
以
降
の
一
枚
摺
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
何
よ
り
も
全
体
の
構
図
（
画
文
の
配
置
）
が
想
像
で
き
る
よ
う
項
目
を
用

意
し
た
。
ま
た
、
江
戸
期
未
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
俳
諧
人
名
録
に
も
な

り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
か
ら
、
入
雄
者
の
す
べ
て
の
情
報
を
採
録
す

る
こ
と
に
し
た
。
や
や
煩
雑
な
印
象
を
与
え
る
む
き
も
あ
ろ
う
が
、
趣
向
の
多

様
性
に
も
対
応
す
べ
く
、
情
報
量
の
不
足
の
な
き
よ
う
万
全
を
期
し
た
つ
も
り

で
あ
る
。
乾
三
冊
を
含
め
た
目
録
稿
が
完
成
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
史
に
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
江
戸
後
期
俳
人
の
交
流
の
模
様
や
、
入
雄

頻
度
、
改
号
時
期
、
俳
人
の
歿
年
、
門
流
の
形
成
な
ど
多
く
の
新
た
な
事
实
を

拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

現
在
作
業
中
の
乾
三
冊
の
目
録
化
に
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
す
る



 

三 

 

か
ら
、
そ
の
間
に
も
、
目
録
の
不
備
に
対
す
る
ご
指
摘
、
ご
批
正
を
賜
り
た
い

と
思
う
。
修
正
す
べ
き
点
は
修
正
し
、
よ
り
正
し
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
目
録
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
も
あ
る
。 

 

こ
こ
に
、『
萬
色
一
瞤
』
坤
の
部
四
冊
分
を
公
開
す
る
。 

 

〔
凡
例
〕 

一
、
末
稿
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
『
萬
色
一
瞤
』
全
七
冊
（
朝

日
新
聞
文
庫 

２
２
６
・
３
―
１
）
の
う
ち
、
坤
の
部
四
冊
に
含
ま
れ
る

俳
諧
一
枚
摺
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
配
列
は
、
各
分
冊
原
末
の
順
に
し
た
が
い
、
小
番
号
を
記
し
、
該
当
す

る
年
次
を
冒
頭
に
▼
を
付
し
て
明
示
し
た
。 

一
、
記
載
項
目
は
、
前
記
の
小
番
号
、
分
類
、
判
型
、
为
催
者
、
画
者
、
画

題
、
彩
色
、
画
の
配
置
、
筆
耕
、
入
雄
者
、
句
数
、
行
数
の
順
で
こ
れ

を
示
し
、
必
要
事
項
を
備
考
に
※
を
付
し
て
加
え
た
。 

一
、
分
類
は
、
歳
旦
、
春
興
、
夏
興
、
秋
興
、
冬
興
、
歳
暮
、
追
善
、
慶
賀
、

そ
の
他
と
し
、
そ
の
他
に
分
類
し
た
も
の
は
そ
の
内
容
を
備
考
に
記
し

た
。 

一
、
判
型
は
、
全
紙
、
半
裁
、
三
裁
、
四
裁
、
小
、
変
形
と
し
、
小
な
ら
び

に
変
形
に
分
類
し
た
も
の
は
そ
の
内
容
を
備
考
に
記
し
た
。 

一
、
为
催
者
は
詞
書
な
ど
で
判
明
す
る
場
合
を
除
き
お
お
む
ね
最
終
行
の
人 

名
を
採
録
し
た
。 

一
、
作
品
に
画
が
含
ま
れ
る
場
合
、
画
者
、
画
題
、
彩
色
、
画
の
配
置
を
記

し
た
が
、
画
が
含
ま
れ
な
い
場
合
は
、
画
者
に×

を
付
し
、
残
り
の
画

に
つ
い
て
の
情
報
は
す
べ
て
―
を
記
し
た
。 

一
、
彩
色
は
、
多
色
摺
の
場
合
は
○
を
付
し
、
単
色
摺
の
場
合
は
「
単
」
と

記
し
た
上
で
（ 

 

）
内
に
色
を
示
し
た
。 

一
、
画
の
配
置
は
、
一
枚
摺
を
四
分
割
し
た
場
合
の
右
上
を
ア
、
右
下
を
イ
、

左
上
を
ウ
、
左
下
を
エ
と
し
、
画
像
が
含
ま
れ
て
い
る
箇
所
を
記
号
を

用
い
て
示
し
た
。 

 

【
例
】 

    

   

一
、
画
者
の
情
報
が
な
い
場
合
は
「
画
者
不
明
」
と
記
し
、
現
時
点
で
判
読

で
き
な
い
印
記
が
あ
る
場
合
は
「
画
者
朩
詳
」
と
し
た
上
で
画
像
を
付

し
た
。 

一
、
入
雄
者
は
、
一
枚
摺
に
含
ま
れ
る
作
者
名
を
す
べ
て
採
録
し
た
。
ま
た
、

肩
書
が
あ
る
場
合
は
人
名
の
前
に
（ 

 

）
で
示
し
た
。
連
句
の
場
合

は
、
連
衆
を
□
で
囲
み
、
同
一
の
連
衆
で
繰
り
返
さ
れ
る
連
句
は
二
順

目
以
下
は
省
略
し
た
。
漢
詩
、
和
歌
等
、
俳
諧
以
外
の
作
者
も
□
で
囲

む
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、「
斑
竹
」、「
班
竹
」
等
、
入
雄
者
の
表
記
が

二
種
類
確
認
で
き
る
場
合
は
一
方
に
統
一
し
た
。
な
お
、
同
一
人
物
と

  
 

ア 
 
 

イ 

 
 

  
 

ウ 
 
 

エ 



 

四 

 

お
ぼ
し
き
俳
号
に
表
記
の
ゆ
れ
の
あ
る
場
合
は
、「
ゆ
き
を
」、「
ミ
き
雂
」、

「
多
代
女
」
、
「
き
く
雂
」
、「
起
久
守
」
の
よ
う
に
統
一
を
加
え
た
も
の

が
あ
る
。 

一
、
句
数
は
、
原
則
と
し
て
発
句
を
数
え
、
連
句
な
ど
が
含
ま
れ
る
場
合
は 

そ
の
旨
別
に
明
記
し
た
。
な
お
、
前
項
の
入
雄
者
に
関
連
し
て
、
連
句 

の
場
合
、
同
一
連
衆
で
く
り
返
さ
れ
る
も
の
は
、
た
と
え
ば
、
五
吟
半 

歌
仙
な
ど
と
し
た
。 

 

一
、
行
数
は
、
年
記
、
人
名
、
画
中
詞
お
よ
び
画
に
ま
つ
わ
る
記
載
を
除
い 

た
末
文
と
し
た
。
ま
た
、
段
組
の
あ
る
場
合
は
そ
の
情
報
を
加
え
た
。

な
お
、
全
面
の
散
ら
し
書
き
に
つ
い
て
は
行
数
を
数
え
ず
、×

を
表
示

し
た
。 

 

一
、
備
考
に
は
、
年
記
が
あ
る
場
合
は
原
末
の
通
り
こ
れ
を
採
録
し
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
前
記
の
内
容
を
含
め
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
記
載
を
加

え
た
。 

 

一
、
表
記
は
可
能
な
限
り
原
文
ど
お
り
と
し
た
。
な
お
、
経
年
の
擦
れ
で
判

読
で
き
な
か
っ
た
文
字
、
お
よ
び
想
定
さ
れ
る
文
字
が
表
記
で
き
な
か

っ
た
も
の
に
関
し
て
は
□
で
、
推
定
さ
れ
る
文
字
に
関
し
て
は
〔 

〕

で
示
し
た
。 

     

初
篇 

「
坤
之
初
篇
／
萬
色
一
瞤
／
松
蔭
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

表
紙
見
返
し
に
「
天
保
十
一
子
歳
旦
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／
仝 

十
三
寅
年
尾
至
／
凡
三
年
之
間
／ 

表
裏
合
小
口
ニ

而
／
通
計
七
拾
五
葉
／
是 

に
泄
し
モ
猶
可
在
耶
」
と
あ
る
。
後
表
紙 

に
は
「
薺
生
書
庫
所
蔵
」
と
あ
る
。 

     

▼
天
保
十
一
年 

 １ 

歳
旦 

半
裁 

松
青 

周
鳳 

海
老
・
若
菜
図 

○ 

ア
イ 

×
 

吐
翠
・
菊
尾
・
一
睡
・
莫
笑
・
空
春
・
黄
雲
・
清
茂
・
玉
彦
・
閑
叟
・ 

岱
年
・
梅
审
・
萬
籟
・
松
青 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
３ 

※ 

「
歳
庚
子
元
旦
是
年
亦
對
天
橋
而
試
筆
」 

 
２ 
歳
旦 

四
裁 

荷
少 

土
嶺 

梅
・
折
曲
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
芯
・
紫
金
・
曲
阜
・
禾
木
・
大
梅
・
曽
見
・
渓
斎
・
助
宠
・
小
簔
・ 

伯
遠
・
芥
舟
・
五
株
・
素
伯
・
荷
少 

 
 
 
 
 
 

 

14 

二
段
２
５ 



 

五 

 

※ 

「
庚
子
初
は
る
」 

 ３ 
歳
旦 

四
裁 

桃
审 

應
朗 

鼠
・
巾
着
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 
朝
陽
・
砺
山
・
枩
交
・
素
屋
・
自
然
・
棹
哥
・
守
愚
・
古
鏡
・
都
春
・ 

桃
斎
・
湖
渕
・
枝
雂
・
芦
涛
・
豊
樹
・
桃
审 

 
 
 
 

15 

二
段
１
７ 

 ４ 

歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 
魚
大 

樵
夫
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

 

守
一
・
冬
川
・
乙
鵝
・
乙
鵝
・
冬
川
・
守
一
・
乙
鵝
・
蟻
兄 

8 

１
５ 

 

５ 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

桜
堂 

蒲
公
英
図 

○ 

ア
イ 

し
ぐ
れ
庵 

梅
审
・
林
曹
・
鴬
居
・
桃
审
・
知
風
・
卓
丈
・
古
鏡
・
素
屋 

8 

１
１ 

※ 

「
子
の
春
」 

 

６ 

歳
旦 

四
裁 

花
屋
庵 

公
美 

綱
引
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 
 

耕
春
・
丑
崖
・
竹
枝
・
蘭
秀
・
翠
葉
・
季
楽
・
鼡
三
・
（
南
都
）
李
蠖
・ 

晋
質
・
梅
土喬
・
（
か
ふ
ち
）
李
渓
・
了
々
・
（
亩
海
）
曲
阜
・
（
亩
海
）
竹
理
・ 

秋
月
庵
・
花
屋
庵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16 

２
３ 

 

７ 

追
善 

四
裁 

松
陰
为
人 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

（
亡
）
和
文
雂
・
東
啓
・
宗
林
・
十
交
・
斑
竹
・
其
雀
・
二
鶴
・
貞
嶽
・ 

鴬
宿
・
必
山
・（
洛
）
ノ
翁
・
素
屋
・（
亡
）
春
瓢
・
松
陰
为
人 

14 

２
３ 

※ 

和
文
雂
追
善 

 

８ 

春
興 

四
裁 

鼎
左 

長
水 

筆
・
硯
図 

○ 

イ 
×

 

梅
审
・
平
山
・
杜
鷲
・
松
女
・
卓
丈
・
蘭
秀
・
不
二
門
・
蘭
里
・
其
乙
・ 

鼡
三
・
（
自
然
更
）
悉
川
・
杜
園
・
其
珀
・
耕
雲
・
不
争
・
翠
葉
・
醉
諷
・ 

乕
楽
・
絜
柳
女
・
井
竹
女
・
必
山
・
素
屋
・
湖
旭
・
鼎
左 

 

24 

２
５ 

 

９ 

追
善 

四
裁 

東
溟 

島
寅 

桜
・
稚
児
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

 

梅
审
・
一
肖
・
鼎
左
・
卓
丈
・
杜
鷲
・
朝
陽
・
砺
山
・
岱
年
・
佳
峰
・ 

其
山
・
慈
光
・
東
溟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

２
２ 

※ 

慈
光
愛
子
（
児
）
追
善 

 

10 

春
興 

四
裁 

岳
鳳 

桃
嶺 

嵐
山
春
景
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
杜
鷲
・
卓
丈
・
雲
炭
・
（
さ
が
）
丈
翠
・
（
な
に
は
）
一
肖
・
（
天
王
寺
） 

無
一
・
松
隣
・（
男
山
）
山
鳥
・（
男
山
馬
年
改
）
太
鳳
・（
男
山
馬
勇
改
）
双
鳳
・ 

（
せ
つ
原
田
）
梅
雂
・
（
せ
つ
原
田
）
鶏
雂
・
（
せ
つ
）
鋤
六
・
（
せ
つ
）
竹
窓
・ 

（
せ
つ
）
梅
静
・
（
ふ
し
み
）
方
蓼
・
（
ふ
し
み
）
梅
麻
呂
・
岳
鳳 

19 

２
７ 

 

11 

春
興 

四
裁 

九
斎 

島
寅 

松
・
桜
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 
 



 

六 

 

梅
审
・
素
屋
・
必
山
・
丈
翠
・
島
寅
・
花
炊
・
波
女
・
か
う
ち
・
杜
鷲
・

砺
山
・
馬
原
・
九
斎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12 

１
２ 

 12 

慶
賀 
半
裁 

東
溟 

島
寅 

庭
中
打
水
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

一
肖
・
□
□
・
□
□
・
桃
年
・
鶴
年
・
椿
枝
・
知
流
・
花
調
・
其
山
・ 

蘭
秀
・
其
珀
・
杜
園
・
井
竹
女
・
知
風
・
素
屋
・
必
山
・
鼎
左
・
蒼
虬
・ 

朝
陽
・
杜
鷲
・
卓
丈
・
烏
谷
・
太
老
・
箕
風
・
九
斎
・
砺
山
・
岱
年
・ 

梅
审
・
一
鶆
・
蝉
羅
・
完
穁
・
桃
塢
・
無
極
・
倣
鵞
・
三
峡
・
歌
月
・ 

（
し
か
す
更
）
慈
光
・
東
溟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

39 

４
３ 

※ 

慈
光
改
号
祝 

 

13 

そ
の
他 

半
裁 

鴬
宿 

鴬
宿 

蝙
蝠
図 
単
（
墨
） 

ア 
×

 

一
肖
・
鼎
左
・
蔦
居
・
林
曹
・
残
夢
・
桃
审
・
井
左
・
超
然
・
其
瓏
・ 

秋
水
・
砺
山
・
平
山
・
卓
丈
・
可
大
・
杜
鷲
・
月
江
・
楓
良
・
斑
竹
・ 

良
化
・
必
山
・
素
屋
・
梅
审
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
23 

２
５ 

※ 

芦
の
丸
家
引
退
記
念 

 

14 

夏
興 

四
裁 

一
肖 

×
 

― 

― 

― 
×

 

鼎
左
・
必
山
・
鴬
宿
・
素
屋
・
桃
审
・
其
瓏
・
蔦
居
・
残
夢
・
一
肖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9 

１
１ 

 

 

※ 

「
天
保
庚
子
夏
」
／
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 15 

夏
興 

小 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

一
肖
・
蔦
居
・
素
屋
・
桃
审
・
其
瓏
・
鴬
宿
・
松
隣
・
必
山
・
平
山
・ 

鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
２ 

 

※ 

八
裁
／
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 16 

夏
興 

小 

岳
鳳 

狩
野
永
嶽 

巴
瓦
図 

単
（
墨
） 

ア
ウ 

×
 

（
摂
ハ
ラ
田
）
梅
雂
・
（
摂
ハ
ラ
田
）
鋤
六
・
（
摂
ハ
ラ
田
）
竹
窓
・
（
河
ナ
カ
ヲ
） 

露
渕
・
岳
鳳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
  

５ 

※ 

十
八
裁 

 

17 

夏
興 

四
裁 

為
聲 

斯
承 

郭
公
図 

○ 

イ 
×

 

禾
木
・
大
梅
・
鳳
朗
・
荷
少
・
為
聲
・
為
聲
・
為
聲
・
平
吉
・
竹
里
・ 

為
聲
・
為
聲 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

２
２ 

※ 

「
庚
子
夏
」 

 
18 
秋
興 

四
裁 

遅
流 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

よ
し
香
・
白
桂
・
弄
化
・
渓
斎
・
（
尼
）
千
雪
・
曽
見
・
千
輅
・
素
芯
・ 

遅
流 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 

１
２ 



 

七 

 

※ 

「
子
の
と
し
」
／
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 19 
秋
興 

半
裁 

一
肖 

華
堂 

月
下
水
辺
雁
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

藍
亪
・
國
彦
・
桃
年
・
柳
巵
・
鶴
年
・
五

・
指
香
・
花
調
・
風
月
・ 

九
瓜
・
椿
枝
・
可
樵
・
二
柾
・
蓁
々
・
月
桂
・
半
窓
・
秀
葉
・
杉
古
・ 

其
翠
・
其
有
・
李
蝶
・
知
流
・
春
兮
・
好
月
・
紫
鳳
・
墨
山
・
白
江
・ 

（
兵
ゴ
）
墨
叟
・
（
明
石
）
一
甫
・
廣
流
・
（
三
田
）
冬
岐
・
（
イ
ヨ
）
萶
均
・ 

蒿
居
・
松
隣
・
醉
茶
・
文
鵞
・
乕
尺
・
其
山
・
洗
志
・
佳
峯
・
一
肖 

41 

５
２ 

※ 

「
庚
子
秋
」 

 

20 

秋
興 

四
裁 

素
屋 

南
溟 

盆
踊
図 

○ 
ア
イ
エ 

×
 

東
啓
・
元
之
・
十
交
・
東
雪
・
守
香
・
柳
川
・
双
鶴
・
斑
竹
・
梅
郷
・ 

貞
却
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

11 

１
５ 

 21 

秋
興 

四
裁 

古
鏡 
×
 

― 

― 

― 
×

 
 

梅
审
・
西
月
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
素
屋
・
必
山
・
梅
曦
・
杜
鷲
・
有
節
・ 

岱
年
・
平
山
・
起
久
守
・
秋
光
・
此
槌
・
稲
海
・
古
鏡 

 
 

16 

１
６ 

 

※ 

銀
箔
ち
ら
し
料
紙 

 22 

冬
興 

四
裁 

杜
鷲 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

梅
审
・
杜
鷲
・
箕
風
・
斜
月
・
有
節
・
莟
均
・
蔦
雨
・
太
老
・
ま
つ
女
・ 

か
う
ち
・
九
起
・
桃
五
・
岳
鳳
・
翫
鳥
・
五
株
・
な
み
女
・
丈
翠
・
卓
丈
・ 

梅
南
・
蝸
角 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

20 

２
１ 

※ 

朱
囲
み
枞 

 

23 

そ
の
他 

四
裁 

休
叟 

画
者
不
明 

児
・
宝
珠
見
立
芋
図 

○ 

ア
イ ×

 

梅
审
・
秋
水
・
一
肖
・
鼎
左
・
井
左
・
蔦
居
・
桃
审
・
超
然
・
其
瓏
・ 

鴬
宿
・
素
屋
・
井
資
・
必
山
・
起
久
守
・
梅
左
・
（
双
鶴
更
）
休
叟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

16 

２
４ 

※ 

剃
髪
改
号
記
念 

 

24 

秋
興 

四
裁 

鳴
々 

長
水 

小
川
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

紫
金
・
老
樹
・
曲
阜
・
退
歩
・
一
東
・
鳴
々 

 
 
 

 

6 

二
段
２
４ 

 25 

冬
興 

四
裁 

平
山
・
高
野
山
雲
烟
社 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
鼎
左
・
素
屋
・
閑
那
・
昭
々
・
荷
岳
・
李
山
・
研
露
・
渓
石
・ 

守
一
・
逸
中
・
暁
峯
・
一
雃
・
尺
牙
・
鼎
峯
・
平
山 

 
 
 

16 

２
０ 

※ 

「
庚
子
抄
冬
」
／
薄
茶
刷
毛
目
料
紙 

 

26 

冬
興 

半
裁 

文
鵞 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 



 

八 

 

佳
峰
・
文
鵞
・
可
撨
・
半
窓
・
其
山
・
八
千
坊
・
佳
峰
・
文
鵞 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

両
吟
歌
仙
＋
6 

４
９ 

※ 
「
か
の
え
冬
」
／
天
青
打
曇
料
紙 

 ▼
天
保
十
二
年 

 

27 

歳
旦 

半
裁 

永
久 
自
然
堂 

松
・
鶴
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
杜
鷲
・
柳
絲
・
雲
凌
・
一
肖
・
其
山
・
雨
凌
・
蘭
堂
・
鴬
居
・ 

映
門
・
露
泉
・
鳳
棲
・
卓
池
・
桐
一
・
榎
堂
・
宠
□
・
老
□
・
若
人
・ 

月
外
・
蕪
琴
・
嫌
山
・
乂
々
・
貫
河
・
呂
叟
・
竜
風
・
錦
枝
女
・
瀾
長
・ 

春
鶴
・
四
山
・
史
子
・
臥
息
・
聞
二
・
茶
静
・
真
斎
・
野
堂
・
台
々
・ 

壺
天
・
樹
村
・
百
和
・
馬
朝
・
月
窓
・
洒
一
・
文
老
・
朶
丈
・
冨
梅
・ 

橋
水
・
鶴
翁
・
秀
直
・
冬
峡
・
駿
壹
・
秀
翠
女
・
千
斎
・
晨
支
・
逸
渕
・ 

鳳
朗
・
永
久 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56 

５
６ 

※ 

「
か
の
と
の
丑
春
」 

 

28 

歳
旦 

三
裁 

立
介 

翠
臺 

遠
山
鴉
図 

ア
ウ ×

 

梅
审
・
護
物
・
年
風
・
棹
江
・
芹
斎
・
知
雪
・
春
浦
・
磨
彌
・
月
雂
・ 

ゝ
井
・
清
由
・
豊
涯
・
素
洞
・
三
志
・
柳
壺
・
林
坡
・
一
雂
・
太
甫
・ 

淇
亪
・
立
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

３
２ 

 

29 

歳
旦 

小 

素
屋 

秀
華 

仔
狗
置
物
・
鴬
笛
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
東
雪
・
松
左
・
梅
郷
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
０ 

※ 

「
辛
丑
歳
旦
」
／
六
裁 

 

30 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

一
蕙
美 

懸
想
文
売
図 

○ 

ア
イ 

×
 

東
雪
・
松
左
・
松
人
・
柳
枝
・
多
呑
・
南
枝
・
素
屋 

 
 
 

7 
 
 

８ 

 

31 

そ
の
他 

四
裁 

素
屋 

松
陰
素
屋 

富
士
松
原
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
蟻
兄
・
山
蔭
・
林
曹
・
必
山
・
桃
审
・
鴬
宿
・
淡
叟
・
白
鷗
・ 

鼎
左
・
起
久
守
・
平
山
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

２
０ 

 
 

※ 

平
山
雉
髪
祝
竟 

 

32 

歳
旦 

四
裁 

松
左 

文
麟 

鶏
置
物
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
素
屋
・
松
左
・
松
左
・
松
左 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

5 

１
５ 

 

33 

歳
旦 

四
裁 

斑
竹 

松
陰
素
屋 

山
家
梅
林
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

梅
审
・
必
山
・
鴬
宿
・
素
屋
・
斑
竹 

 
 

 
 
 
 

5 

１
３ 

 

34 

歳
旦 
四
裁 

八
千
坊 

一
鳳 

車
夫
図 

○ 

ア
ウ
エ 

×
 



 

九 

 

五

・
一
居
・
十
乕
・
里
居
・
月
桂
・
其
山
・
乕
尺
・
李
蝶
・
竹
児
・ 

八
千
坊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

10 

二
段
１
６ 

※ 
「
辛
丑
春
」 

 

35 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

乗
合
舟
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

知
堂
・
知
堂
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 

１
０ 

 

36 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

月
鳳 

牛
置
物
図 

○ 

イ 
×

 

梅
审
・
卓
丈
・
士
實
・
松
月
・
橙
花
・
春
塘
・
盆
中
・
月
鳳
・
千
樹
・ 

南
枝
・
艸
乙
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

12 

１
６ 

 

37 

歳
旦 

四
裁 

最
之 

最
之 

常
磐
木
図 
単
（
墨
） 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

西
月
・
平
山
・
可
大
・
来
青
・
最
之 

 
 
 
 
 

 
 

5 
 
 

５ 

※ 

「
保
丑
春
」 

 

38 

歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 

梁
益 

開
花
牧
牛
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 

裏
咲
・
忍
之
・
湖
龍
・
梁
益
・
忍
之
・
裏
咲
・
梁
益
・
湖
龍
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 

１
９ 

 

39 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

猿
曳
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
卓
丈
・
鳳
岡
・
乙
鳥
・
月
窓
・
園
生
女
・
淇
竹
・
一
花
・
梅
時
雨
・ 

竹
端
・
鬼
窓
・
其
雪
・
桜
哉
・
時
人
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 

15 

２
０ 

 

40 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

雪
笹
図 

○ 

ア
ウ
エ 

×
 

縄
子
・
縄
子
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 

６ 

 

41 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

正
月
飾
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

蟻
兄
・
霞
外
・
霞
外
・
霞
外
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
１ 

 

42 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

正
月
箸
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

梅
审
・
桃
晴
・
桃
晴
・
桃
晴
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
０ 

※ 

「
辛
丑
」 

 

43 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

餅
花
図 

○ 

ア
ウ
エ 

×
 

春
風
・
春
風
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

４ 

 

44 

歳
旦 

半
裁 

雨
翠 

義
享 

徳
利
図 

単
（
墨
） 

ア
イ 

×
 

岱
年
・
杜
蓼
・
映
門
・
薺
堂
・
柳
絲
・
九
起
・
祇
白
・
其
山
・
蒋
池
・ 

霞
柳
・
金
菜
・
方
汀
・
黙
池
・
白
椿
・
有
節
・
悠
々
・
梅
癩
・
紅
柳
・ 

鴬
卵
・
楚
夕
・
梅
石
・
蒼
虬
・
雨
翠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

23 

２
３ 



 

一〇 

 

 
45 

歳
旦 

半
裁 

林
曹 

一
鳳 

臥
龍
松
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

樵
雨
・
林
曹
・
青
雲
・
梅
审
・
林
曹 

両
吟
半
歌
仙
＋
3 

２
３ 

 

46 

歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 

×
 

― 

― 

― 
×

 

蟻
兄
・
蟻
兄
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 

１
０ 

※ 

金
格
子
枞 

 

47 

歳
旦 

四
裁 

曲
阜 

運
照
顔 
群
鴉
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

蒼
虬
・
梅
檟
・
梅
审
・
素
屋
・
白
雀
・
十
交
・
烏
塵
・
鼎
左
・
鳳
朗
・ 

杜
有
・
荷
少
・
禾
木
・
紫
金
・
退
歩
・
西
月
・
曲
阜 

 
 
 

16 
 

１
７ 

 

48 

歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 

梁
益 

印
版
図 

○ 

イ
エ 

×
 

守
一
・
李
栖
・
乙
鵝
・
乙
鵝
・
守
一
・
乙
鵝
・
蟻
兄 

 
 
 

7 
 

１
６ 

※ 

「
辛
丑
」 

 

49 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

蜨
睡 

鶴
亀
図 

○ 

ア
イ
エ 

鼎
左 

（
東
江
庵
）
翠
葉
・
（
東
江
庵
）
翠
葉
・
（
花
屋
为
人
）
鼎
左 

 
 
 

3 
 
 

７ 

※ 

「
辛
丑
歳
旦
」 

 

50 

歳
旦 

四
裁 

二
鶴 

画
者
不
明 

貝
合
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

梅
审
・
休
叟
・
木
兄
・
窓
月
・
二
鶴 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

5 
 

１
４ 

 

51 

歳
旦 

四
裁 

花
屋
庵 

蝶
睡 

胡
蝶
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鳳
車
・
友
之
・
杜
園
・
秋
崕
・
月
桂
・
耕
雲
・
英
居
・
其
珀
・
（
糸
海
） 

退
歩
・
（
日
向
）
明
之
・
（
石
見
）
青
池
・
（
茨
木
）
茨
童
・
（
か
ふ
ち
）
月
所
・ 

七
杉
堂
・
花
抱
庵
・
花
屋
庵  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

16 
 

１
６ 

 

52 

慶
賀 

四
裁 

北
仲 

宋
景 

福
寿
草
図 

○ 

イ
エ 

×
 

北
仲
・
必
山
・
鴬
宿
・
素
屋
・
双
鶴 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

5 
 
 

１
５ 

※ 

北
仲
還
暦
の
祝
賀 

 

53 

春
興 

四
裁 

蕙
逸 

太
逸 

春
草
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
洛
）
梅
檟
・
（
洛
）
岱
年
・
（
洛
）
萬
籟
・
（
波
花
）
鼎
左
・
（
波
花
）
鴬
宿
・ 

（
波
花
）
必
山
・
（
波
花
）
蟻
兄
・
（
波
花
）
素
屋
・
（
波
花
）
林
曹
・
梅
审
・ 

（
湖
南
）
蕙
逸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

11 
 

１
３ 

 
54 
慶
賀 

四
裁 

鳳
車 

×
 

― 

― 

― 
×

 
花
屋
庵
・（
寄
生
庵
）
鳳
車 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
 

１
６ 



 

一一 

 

※ 

鳳
車
立
机
披
露
／
天
銀
引
料
紙 

 
55 
そ
の
他 

四
裁 

其
瓏 

×
 

― 

― 

― 
×

 
其
瓏
・
秋
水
・
淡
叟
・
鼎
左
・
白
鷗
・
平
山
・
桃
审
・
超
然
・
起
久
守
・ 

素
屋
・
必
山
・
梅
审
・
其
山
・
空
静
・
秀
里 

 
 
 
 
 
 

15 

１
９ 

※ 

「
天
保
丑
の
と
し
」
／
秀
里
帰
東
餞
別
／
天
銀
引
料
紙 

 

56 

そ
の
他 

半
裁 

秀
里 
一
鳳 

帰
雁
図 

○ 

ア
イ 
×

 

流
水
・
雪
水
・
箕
山
・
昇
鶴
・
一
水
・
一
童
・
井
華
・
空
静
・
秀
里 

9 

１
３ 

※ 

帰
東
離
別
挨
拶 

 

57 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

花
屋 

奇
石
図 

○ 

イ
エ 

×
 

蘭
秀
・
其
珀
・
鼡
三
・
不
二
一
・
井
竹
女
・
醉
諷
・
鼎
左 

 
7 

１
４ 

 

58 

春
興 

四
裁 

蟻
園 

蟻
園 

竹
図 

単
（
金
） 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
蒼
虬
・
有
節
・
卓
丈
・
鼎
左
・
霧
渕
・
粉
良
・
千
塵
・
古
鏡
・ 

老
波
・
半
山
・
蟻
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
６ 

 

59 

春
興 

四
裁 

梅
审 

李
喬 

桜
花
・
紙
雛
図 

○ 

イ 
×
 

 

秋
平
・
寄
峯
・
仁
々
・
桐
園
・
直
江
・
（
ツ
バ
タ
）
鴬
呼
・
北
洞
・
車
休
・ 

素
文
・
白
二
・
佳
年
・
蘭
洲
・
応
叟
・
良
甫
・
作
山
・
路
艸
・
巨
弓
・ 

梅
荘
・
柳
壺
・
西
洋
・
保
丸
・
梅
审 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 

２
２ 

※ 

摺
物
所
の
印
あ
り 

 

60 

そ
の
他 

四
裁 

鼎
左 

花
屋
庵 

水
辺
鴛
鴦
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

（
古
稀
）
幻
芝
道
人
・
蘭
秀
・
雨
外
・
買
山
・
草
居
・
月
人
・
桃
渕
・
其
珀
・ 

不
争
・
精
禾
・
不
二
門
・
す
ゐ
葉
・
井
竹
女
・
万
垣
・
秋
崕
・
其
乙
・ 

都
春
・
左
栗
・
鳳
車
・
平
山
・
鼎
左 

 
 
 
 

 
 

 

21 

三
段
３
７ 

※ 

「
辛
丑
春
三
月
」
／
幻
芝
老
人
送
別 

 61 

春
興 

四
裁 

林
曹 

×
 

― 

― 

― 
×

 

卓
丈
・
紫
莚
・
桃
晴
・
樵
雨
・
桜
哉
・
釣
月
・
松
审
・
素
郷
・
霞
外
・ 

林
曹
・
卓
丈
・
紫
莚
・
桃
晴
・
樵
雨
・
桜
哉
・
釣
月
・
松
审
・
霞
外
・ 

素
郷
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

10
＋
連
句
九
句
＋
題
1 

２
３ 

※ 

「
辛
丑
閏
正
月
未
四
日
遊
城
南
梅
荘
即
興
向
順
者
任
出
作
之
遅
速
」
／ 

天
地
色
違
打
曇
料
紙 

 
62 
春
興 

四
裁 

梅
癩 

来
竟 

小
松
図 

○ 

ア
イ 

×
 

岱
年
・
雨
翠
・
蒋
池
・
其
山
・
一
肖
・
梅
审
・
蒼
虬
・
梅
癩 

 

8 
 

９ 



 

一二 

 

※ 

銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 
63 
春
興 

四
裁 

梅
审 

画
者
不
明 

松
桜
図 

○ 

ア
イ 

×
 

大
帯
・
黄
年
・
此
水
・
芹
斎
・
理
雂
・
素
文
・
保
丸
・
（
少
年
）
萬
是
・ 

（
少
年
）
楠
香
・（
女
）
千
菊
・（
七
尾
）
酒
袋
・
亀
悦
・
澤
山
・
随
行
・
可
由
・ 

ゝ
井
・
柳
壺
・
仁
々
・
梅
审 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19 

１
９ 

 

64 

春
興 

四
裁 

梅
审 
五
竹 

桜
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

芹
斎
・
市
扇
・
亀
巣
・
柳
壺
・
春
涯
・
要
堤
・
梅
审 
 
 
 

7 

１
４ 

 

65 

歳
旦 

小 

遅
流 

×
 

― 

― 

― 
×

 

遅
流
・
曽
見
・
千
輅
・
千
輅
・
遅
流
・
曽
見
・
曽
見
・
千
輅
・
遅
流 

三
ツ
物
三
組 

１
２ 

※ 

「
丑
の
春
」
／
六
裁
／
朱
色
桜
枝
摺
込
料
紙 

 

66 

歳
旦 

小 

箬
風 

東
南 

梅
花
図 

○ 

ア
イ 

×
 

箬
風
・
箬
風
・
箬
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 

１
５ 

※ 

「
か
の
と
の
う
し
」
／
八
裁 

 

67 

春
興 

小 

蟻
兄 

×
 

― 

― 

― 
×

 

乙
鴉
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2  

４ 

※ 

二
十
四
裁
／
早
蕨
囲
み
枞 

 

68 

慶
賀 

小 

斑
竹 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
斑
竹
・
素
屋
・
卓
丈
・
必
山
・
平
山
・
梅
审
・
平
山
・
必
山
・ 

卓
丈
・
素
屋
・
斑
竹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
吟
半
歌
仙
＋
6 

２
７ 

※ 

「
辛
丑
閏
正
月
四
日
」
／
誕
生
祝
／
六
裁
／
薄
茶
刷
毛
目
料
紙 

 

69 

夏
興 

小 

九
起 

平
山 

山
水
図 

単
（
墨
） 

ア
イ
エ 

×
 

白
谷
・
白
谷
・
来
青
・
玉
嶺
・
平
山
・
生
化
・
九
華
・
尋
尺
・
か
う
ち
・ 

花
水
・
九
起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

漢
詩
二
竟
＋
9 

２
７ 

※ 

六
裁 

 

70 

夏
興 

小 

九
起 

平
山 

夕
涼
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

来
青
・
素
屋
・
巨
洲
・
平
山
・
尋
尺
・
政
雂
・
翫
鳥
・
生
化
・
禾
明
・ 

篤
明
・
仙
歩
・
都
岐
雂
・
月
岡
斎
・
豊
丸
・
松
歌
・
蒼
虬
・
九
起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

17 

３
１ 

※ 

六
裁 

 

71 

秋
興 
小 

淡
叟 

×
 

― 

― 

― 
×

 



 

一三 

 

起
久
守
・
白
鷗
・
其
瓏
・
超
然
・
素
屋
・
其
山
・
洗
志
・
二
柾
・
（
少
年
） 

弘
一
・
鼎
左
・
淡
叟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

11 

二
段
２
２ 

 
 

※ 
十
二
裁
／
天
銀
引
料
紙 

 

72 

そ
の
他 
小 
画
者
朩
詳 

松
・
村
雨
図 

単
（
墨
） 

ア
イ
ウ
エ ×

 

0 

０ 

※ 

十
八
裁
／
絵
の
み 

 
 

 

  

73 

春
興 

四
裁 

江
波 

江
波 
辛
夷
花
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

玉
汀
・
素
海
・
五
葉
・
東
川
・
柳
壺
・
江
波 

 
 
 
 
 
 

6 

１
１ 

 

74 

夏
興 

四
裁 

九
起 

彦
松 

艾
・
菖
蒲
図 

○ 

イ 
×

 

梅
审
・
有
節
・
蒼
虬
・
九
起
・
（
ナ
ニ
ハ
）
里
居
・
（
在
亩
）
枕
江
・
（
ア
フ
ミ
） 

素
口
・
（
コ
ナ
ン
）
義
正
・
春
英
・
董
路
・
右
村
・
寛
嶺
・
杜
鷲
・
亀
遊
・ 

霞
莚
・
杜
春
・
い
さ
み
・
か
う
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 

２
３ 

 

75 

春
興 

半
裁 

夜
白 

×
 

― 

― 

― 
×

 

有
節
・
夜
白
・
夜
白 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

両
吟
歌
仙
＋
１ 

４
２ 

※ 

刷
毛
目
霞
に
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 

76 

夏
興 

半
裁 

梅
株 

蜴
堂 

蓮
・
蛙
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
下
原
）
梅
株
・
（
下
原
）
梅
株
・
（
下
原
）
二
山
・
（
下
原
）
二
山
・
（
惣
社
） 

月
湖
・
（
惣
社
）
月
湖
・
（
惣
社
）
一
河
・
（
惣
社
）
一
河
・
（
惣
社
）
碩
志
・ 

（
惣
社
）
碩
志
・
（
惣
社
）
梅
窓
・
（
惣
社
）
梅
窓
・
（
ツ
キ
）
柳
水
・
（
ツ
キ
） 

柳
水
・
（
板
倉
）
可
調
・
（
板
倉
）
可
調
・
（
板
倉
）
春
魁
・
（
宮
内
）
心
雪
・ 

（
宮
内
）
心
雪
・
（
ヲ
サ
キ
）
素
涛
・
（
川
辺
）
青
楓
・
（
川
辺
）
青
楓
・
（
川
辺
） 

緑
煙
・
（
辻
田
）
琴
雨
・
（
辻
田
）
琴
雨
・
（
笠
岡
）
淡
亪
・
（
笠
岡
）
淡
亪
・ 

（
笠
岡
）
史
也
・
（
笠
岡
）
卓
尓
・
（
笠
岡
）
卓
尓
・
（
有
井
）
帰
春
・
（
有
井
） 

帰
春
・
（
ヲ
カ
ダ
）
春
圃
・
（
ヲ
カ
ダ
）
春
圃
・
（
ヲ
カ
ダ
）
簑
月
・
（
ヲ
カ
ダ
） 

器
月
・
（
ヲ
カ
ダ
）
香
雨
・
（
大
坂
）
素
屋
・
（
大
坂
）
淡
叟
・
（
亩
）
有
節 

 
 
 
 

40 

４
４ 

 

77 

夏
興 

四
裁 

梧
庵 

×
 

― 

― 

― 
×

 

可
大
・
閑
那
・
幻
芝
・
鼎
左
・
李
山
・
守
一
・
昭
々
・
雂
岳
・
佐
伯
・ 

五
来
・
茄
三
・
柳
柯
・
岸
苔
・
草
左
・
旦
山
・
逸
中
・
素
江
・
義
明
・ 

荷
岳
・
一
雃
・
鼎
峰
・
平
山
・
梧
庵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

23 

２
３ 

※ 

朱
色
宝
珠
草
蔦
繋
枞 

 

78 

夏
興 

四
裁 

桃
年 

雂
仙 

御
田
植
巫
女
図 

○ 

ア
イ 

×
 

立
逸
・
左
麗
・
淡
叟
・
起
久
守
・
白
鷗
・
乕
尺
・
理
答
・
種
蒔
・
春
湖
・ 

桃
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
１ 

 
 

 



 

一四 

 

79 

夏
興 

四
裁 

冨
子 

東
南 

李
桃
図 

○ 

ア
イ 

×
 

蒼
虬
・
平
山
・
九
起
・
素
屋
・
其
瓏
・
巨
洲
・
必
山
・
五
木
・
林
曹
・ 

暁
梅
・
梅
盧
・
回
風
・
秋
十
・
蓬
壺
・
如
竹
・
文
鷲
・
松
渕
・
冨
子 

18 

２
３ 

 

80 

夏
興 

四
裁 
右
雀 

清
享 

大
文
字
図 

単
（
墨
） 

ア
イ
ウ 
×

 

九
起
・
右
雀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
  

６ 

 

81 

冬
興 

四
裁 

梅
日 

×
 

― 
― 

― 
×

 

鼎
左
・
梅
日
・
鼎
左
・
吟
馬
・
梅
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
両
吟
連
句
六
句
＋
3 

 

１
５ 

※ 

「
辛
丑
初
冬
」
／
枯
薄
囲
み
枞 

 

82 

冬
興 

四
裁 

石
鞁 

方
隠
居 

茶
釜
図 

単
（
金
） 
イ 

×
 

梅
审
・
虚
白
・
月
坡
・
卓
丈
・
杜
鷲
・
鳳
尾
・
石
鞁 

 
 
 

7 
１
２ 

※ 

「
辛
丑
冬
」 

 

83 

歳
暮 

半
裁 

太
良
彦 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

太
良
彦
・
平
山
・
卓
郎
・
餘
力
・
五
嶺
・
三
思
・
里
雪
・
北
雲
・
其
山
・ 

窓
雪
・
菊
丸
・
松
渓
・
東
光
・
恕
月
・
麟
定
・
珪
葉
・
ま
る
ゐ
・
柳
處
・ 

豊
雃
・
松
甫
・
義
景
・
宠
女
・
清
寄
・
梅
外
・
太
郎
彦 

 

半
歌
仙
＋
7 

２
８ 

※ 

「
辛
丑
臘
八
」
／
雲
鶴
図
摺
料
紙 

 

▼
天
保
十
三
年 

 

84 

歳
旦 

小 

素
屋 

松
陰
（
素
屋
） 

富
士
図 

単
（
墨
） 

ア
ウ
エ 

×
 

平
山
・
鼎
左
・
斑
竹
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 

１
７ 

 
 

※ 

八
裁 

 

85 

歳
旦 

小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 

素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

６ 

※ 

十
六
裁
／
青
打
曇
檀
紙 

 

86 

歳
旦 

小 

斑
竹 

是
真 

日
末
橋
・
富
士
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

斑
竹
・
禾
木
・
平
山
・
素
屋
・
九
起
・
鼎
左
・
平
山
・
梅
窓
・
禾
木
・ 

斑
竹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

連
句
三
句
＋
7 

１
９ 

※ 

「
壬
寅
春
」
／
六
裁 

 

87 

歳
旦 
小 

八
千
房 

×
 

― 

― 

― 
×

 



 

一五 

 

月
桂
・
月
桂
・
月
桂
・
八
千
坊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 

１
２ 

※ 

「
壬
寅
歳
旦
」
／
八
裁
／
天
朱
色
引
金
箔
散
ら
し
料
紙 

 

88 

春
興 
小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
淡
叟
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3 
  

３ 

 
 

※ 

十
六
裁 

 

89 

春
興 

小 

助
宠 

是
真 
売
花
図 

○ 

ア
イ 

憲
斎 

 

護
物
・
山
外
・
樸
翁
・
杜
有
・
伯
遠
・
荷
少
・
筆
正
・
可
承
・
北
雃
・ 

平
山
・
渓
斎
・
禾
木
・
助
宠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
５ 

※ 

「
壬
寅
春
」
／
六
裁 

 

90 

歳
旦 

小 

太
良
彦 
×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

三
思
・
北
雲
・
里
雪
・
平
山
・
桓
谷
・
太
良
彦 

 
 
 
 
 

6 
 
 

８ 

※ 

「
壬
寅
」
／
六
裁
／
鳥
蝶
摺
込
料
紙 

 

91 

春
興 

小 

有
節 

東
南 

花
籠
唐
女
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

茶
渓
・
素
峯
・
有
節 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

８ 

 
 

※ 

六
裁 

 

92 

春
興 

小 

可
明 

×
 

― 

― 

― 
×

 

契
他
・
平
葉
・
不
醒
・
可
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 
 
 

８ 

 
 

※ 

六
裁
／
丹
青
墨
三
色
墨
流
し
料
紙 

 

93 

春
興 

四
裁 

素
屋 

塘
雨 

張
子
寅
・
チ
ャ
ル
メ
ラ
図 

○ 

イ
エ ×

 

梅
审
・
九
起
・
松
園
・
途
松
・
東
啓
・
双
靍
・
梅
歩
・
守
香
・
貞
美
・ 

友
枝
・
秋
介
・
元
枝
・
梅
郷
・
十
交
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

15 

２
０ 

 

94 

春
興 

四
裁 

素
屋 

文
喬 

桶
・
梅
・
椿
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

千
来
・
貞
恒
・
芦
水
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 
 
 

４ 

 

95 

春
興 

四
裁 

素
屋 

里
重 

椿
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

松
人
・
東
雪
・
多
呑
・
南
枝
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
１ 

 

96 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

来
竟 

梅
花
・
白
魚
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
洗
雨
・
洗
雨
・
其
春
・
其
春
・
文
貫
・
文
貫
・
淡
叟
・
素
屋 

9 

１
０ 

※ 
「
壬
寅
初
春
」 



 

一六 

 

 
97 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

竹
堂 

老
女
・
破
魔
矢
図 

○ 

ア
イ 

×
 

恒
人
・
恒
人
・
恒
人
・
淡
叟
・
鼎
左
・
秋
水
・
其
瓏
・
素
屋 

8 

１
０ 

 

98 

春
興 

四
裁 

一
雃 

画
者
不
明 

女
官
図 

○ 

ア
イ 

×
 

閑
那
・
荷
岳
・
鼎
峰
・
一
雃
・
素
屋
・
井
竹
女
・
必
山
・
鼎
左
8 

１
３ 

 

99 

春
興 

四
裁 

其
山 

一
鳳 

柳
図 

単
（
緑
） 

ア
ウ
エ 

×
 

岱
年
・
棠
居
・
淡
叟
・
其
山
・
其
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

5 
  

８ 

 

100 

歳
旦 

四
裁 

八
千
房 

應
挙 

虎
衝
立
・
正
月
飾
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ ×

 

（
秋
田
）
國
彦
・
（
作
カ
ツ
山
）
青
州
・
（
備
松
山
雪
居
更
）
松
年
・
（
備
西
大
手
） 

布
国
・
文
鵞
・
半
窓
・
李
蝶
・
瓠
舟
・
指
香
・
其
山
・
八
千
房 

11 

二
段
１
９ 

 

101 

歳
旦 

四
裁 

八
千
房 

一
鳳 

梅
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

帍
尺
・
帍
尺
・
帍
尺
・
佳
峯
・
八
千
房 

 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
２ 

※ 

「
壬
寅
春
」 

 

102 

歳
旦 

四
裁 

八
千
房 

雂
仙 

女
官
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
ア
ハ
）
釣
月
・
（
白
川
）
晋
夫
・
（
白
川
）
鴨
明
・
柳
巵
・
五

・
一
居
・ 

月
桂
・
招
鶴
・
枩
毋
・
耕
春
・
八
千
房 

 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
１ 

 

103 

春
興 

四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 

月
桂
・
耕
雲
・
文
賀
・
松
吟
・
井
竹
女
・
素
屋
・
（
河
内
）
月
所
・
（
河
内
） 

其
乙
・
（
河
内
）
茶
楽
・
（
河
内
）
竹
操
・
（
石
州
）
一
桃
・
（
作
州
）
蕙
圃
・ 

（
能
州
）
荷
月
・
（
郡
山
）
思
月
・
（
郡
山
）
梅
日
・
（
江
戸
）
梅
筆
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 

１
７ 

※ 

花
鳥
帯
摺
（
水
色
）
料
紙 

 

104 

春
興 

四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 

一
寸
為
・
買
山
・
巨
洲
・
其
風
・
士
湖
・
杜
園
・
翠
葉
・
紅
英
・
吟
馬
・ 

文
賀
・
（
さ
か
ひ
）
荒
野
女
・
白
雀
女
・
井
竹
女
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
吉
野
） 

全
柳
・
一
雃
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 

１
７ 

※ 

花
鳥
帯
摺
（
桜
色
）
料
紙 

 

105 

春
興 

四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 

（
在
南
部
）
月
人
・
鷺
雂
・
孤
月
・
翠
葉
・
楓
可
・
素
梅
・
松
好
・
英
居
・ 

（
醉
諷
更
）
桃
雨
・
文
賀
・
秋
崔
・
（
か
ふ
ち
）
不
二
門
・
（
か
ふ
ち
）
雪
翠
・ 

（
か
ふ
ち
）
月
所
・
（
糸
海
）
曲
阜
・
（
津
山
）
松
人
・
（
名
張
）
春
領
・
鼎
左 



 

一七 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

18 

１
８ 

※ 

花
鳥
帯
摺
（
水
色
）
料
紙 

 

106 

春
興 
四
裁 

花
屋
庵 

×
 

― 

― 

― 
×

 

倚
州
・
十
交
・
文
賀
・
素
梅
・
其
珀
・
蘭
秀
・
雨
草
・
奇
撰
・
松
坡
・ 

翠
葉
・
（
か
ふ
ち
）
松
眉
・
（
か
ふ
ち
）
其
乙
・
（
か
ふ
ち
）
孝
亨
・
（
か
ふ
ち
） 

秋
冝
・
都
花
庵
・
七
杉
堂
・
花
屋
庵 

 
 
 

 
 
 

17 

１
７ 

※ 

花
鳥
帯
摺
（
灰
色
）
料
紙 

 

107 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

梅
紅 

初
詣
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

梅
审
・
卓
丈
・
青
雲
・
撨
雨
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
 
 

５ 

 

108 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

一
鳳 

早
蕨
・
鳥
図 

○ 
ア
イ
エ 

×
 

（
枝
猿
更
）
椿
友
・
椿
友
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

４ 

 

109 

春
興 

半
裁 

林
曹 

狩
野
内
記
・
藿
園 

雉
子
・
松
図 

○ 

ア
イ 

×
 

莚
園
・
冬
松
・
頭
洞
・
桜
枝
・
柳
枝
・
豊
鶴
・
如
籍
・
公
鳥
・
霞
雂
・ 

夢
長
・
雃
蓬
・
可
笑
・
蝶
遊
・
菫
園
・
月
窓
・
長
丸
・
其
雪
・
其
撲
・ 

桜
時
雨
・
鬼
窓
・
時
人
・
桜
哉
・
子
烈
・
西
湖
・
梅
审
・
林
曹
26 

２
６ 

 

110 

歳
旦 

小 

松
雨 

画
者
朩
詳 

正
月
飾
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
岱
年
・
十
代
丸
・
九
起
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
雨 

 
 

7 
 
 

９ 

 
 

※ 

八
裁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

111 

春
興 

小 

岳
鳳 

×
 

― 

― 

― 

岳
鳳 

方
圓
斎
・
岳
鳳
・
岳
鳳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

７ 

※ 

八
裁
／
一
部
青
摺
料
紙 

 

112 

春
興 

四
裁 

柳
壺 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
杜
鷲
・
丈
翠
・
風
光
・
か
う
ち
・
斜
月
・
有
節
・
卓
丈
・
九
起
・ 

鼎
左
・
素
屋
・
桃
审
・
林
曹
・
虚
白
・
砺
山
・
護
物
・
風
外
・
遅
流
・ 

禾
木
・
鳳
朗
・
柳
壷 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
１ 

※ 

金
・
朱
の
枝
囲
み
枞 

 

113 

歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 

保
大 

打
出
小
槌
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

蟻
兄
・
蟻
兄
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 
  

６ 

 
114 
歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 

保
大 

神
事
始
図 

○ 

ア
イ 

×
 

豊
水
・
季
雂
・
古
柳
・
立
石
・
白
鵞
・
雲
和
・
乙
鵝
・
蟻
兄 

8 

１
０ 



 

一八 

 

 
 

 
 

115 

歳
旦 

四
裁 

茶
飯
堂 

保
大 

搔
寄
神
官
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

佳
葉
・
芝
雀
・
佳
葉
・
二
及
・
芝
雀
・
二
及
・
呂
竹
・
茶
飯
堂 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

二
段
１
５ 

 

116 

歳
旦 

四
裁 
蟻
兄 

保
大 

鞠
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

豊
水
・
豊
水
・
乙
鵝
・
乙
鵝
・
梅
审
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 
 

6 
 
 

７ 

 

117 

春
興 

四
裁 

二
畳
庵 

應
成 
蛤
香
合
図 

○ 

イ
エ 

×
 

撨
謌
・
有
響
・
松
好
・
修
竹
・
芦
江
・
杉
古
・
（
河
内
）
不
二
門
・
（
河
内
） 

豊
樹
・
素
梅
・
杉
夫
・
茂
雂
・
（
南
ト
カ
ク
）
吟
馬
・
五
葉
・
二
畳
庵 

14 

１
５ 

※ 

「
壬
春
」 

 

118 

春
興 

四
裁 

二
畳
庵 

應
成 

貝
合
弁
天
図 

○ 

イ 
×

 

有
鳳
・
松
好
・（
中
シ
マ
）
松
居
・
竹
雪
・（
河
内
）
不
二
門
・（
河
内
）
南
齢
・ 

（
山
楽
男
十
歳
）
絮
八
・
杉
夫
・
素
陶
・
（
ナ
タ
）
芦
舟
・
（
南
ト
カ
ク
）
吟
馬
・ 

綾
雂
・
素
梅
・
二
畳
庵 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 

１
５ 

※ 

「
壬
寅
」 

 

119 

歳
旦 

四
裁 

紫
金 

×
 

― 

― 

― 
×

 

紫
金
・
呉
厓
・
卓
池
・
紫
金
・
（
夜
半
亪
）
呉
厓
・
（
紫
狐
菴
）
紫
金
・
（
青
々
） 

卓
池 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
句
三
句
＋
4 

１
０ 

※ 

「
天
保
十
三
壬
寅
年
」
／
金
銀
囲
み
枞
／
「
紫
狐
菴
」
の
印
あ
り 

 

120 

春
興 

四
裁 

太
良
彦 

椿
年 

萬
歳
図 

○ 

ア
イ 

×
 

里
雪
・
平
山
・
卓
郎
・
雪
柳
・
雪
松
・
雪
舟
・
三
思
・
里
雪
・
太
良
彦 

 

連
句
三
句
＋
6 

１
１ 

※ 

「
壬
寅
春
」 

 

121 

春
興 

半
裁 

杜
有 

石
湖 

松
竹
梅
図 

単
（
墨
）
ア
イ 

菫
斎
（
盛
義
） 

護
物
・
禾
木
・
露
谷
・
資
喬
・
波
同
・
祖
郷
・
渓
斎
・
平
山
・
逸
渕
・
溶
々
・ 

流
芝
・
瓦
村
・
淇
水
・
除
道
・
呂
岳
・
遊
路
・
秀
之
・
可
承
・
冝
莱
・ 

伯
遠
・
大
鵬
・
助
宠
・
怡
兮
・
氷
狐
・
杜
有 

 
 
 
 
 
 

25 

２
５ 

※ 

「
壬
寅
春
」 

 

122 

春
興 

半
裁 

左
栗 

是
真 

富
士
遠
望
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鳳
朗
・
護
物
・
碓
嶺
・
由
誓
・
一
具
・
得
蕪
・
雪
口
・
伯
遠
・
山
介
・ 

撲
翁
・
風
外
・
逸
渕
・
平
山
・
禾
木
・
淡
叟
・
白
鷗
・
其
瓏
・
桃
审
・ 

必
山
・
素
屋
・
超
然
・
鴬
宿
・
田
丸
・
鳳
車
・
方
珠
・
不
争
・
其
珀
・ 



 

一九 

 

井
竹
女
・
蘭
秀
・
鼎
左
・
月
所
・
松
月
・
瀧
川
・
釣
来
・
松
眉
・
山
楽
・ 

茶
楽
・
月
来
・
其
乙
・
不
二
門
・
左
栗 

 
 
 
 
 
 
 
 

41 

４
１ 

※ 
「
壬
寅
春
」 

 

123 

春
興 

半
裁 

荷
少 

荷
少 

雪
割
草
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
卓
池
・
淡
叟
・
鶴
翁
・
鼎
左
・
紫
金
・
岱
年
・
必
山
・
退
歩
・ 

其
山
・
素
屋
・
白
鷗
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
鳳
朗
・ 

護
物
・
助
宠
・
杜
有
・
伯
遠
・
山
外
・
精
太
・
駿
臺
・
小
簔
・
文
以
・ 

永
久
・
芥
舟
・
呂
叟
・
文
昇
・
荷
了
・
竹
烟
・
晨
支
・
古
春
・
嘯
谷
・ 

仙
華
・
都
雨
・
素
伯
・
平
山
・
氷
狐
・
素
行
・
五
株
・
渓
斎
・
禾
葉
・ 

禾
木
・
荷
少 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47 

４
７ 

※ 

「
壬
寅
春
」 

 

124 

そ
の
他 

四
裁 

梅
價 

×
 

― 

― 

― 
×

 

杜
鷲
・
丈
翠
・
南
渓
・
有
節
・
萬
籟
・
禾
明
・
壽
堂
・
九
起
・
梅
通
・ 

芳
英
・
風
光
・
如
柳
・
風
阿
・
金
菜
・
梅
审
・
杜
蓼
（
欠
席
）
・
梅
價 

16 

２
２ 

※ 

月
次
・
平
安
総
会
二
月
九
日
／
天
金
引
料
紙 

 

125 

そ
の
他 

四
裁 

北
村
菴
（
杜
鷲
） 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
價
・
杜
鷲
・
丈
翠
・
南
渓
・
有
節
・
万
籟
・
禾
明
・
寿
堂
・
九
起
・ 

梅
通
・
芳
英
・
風
光
・
如
柳
・
風
阿
・
金
菜
・
梅
审
・
杜
蓼
（
欠
席
）
・ 

帒
美
・
斜
月
・
（
長
サ
キ
）
岱
雲
・
（
タ
ン
バ
）
蝸
角
・
（
エ
ト
）
杏
斎
・
（
大
ツ
） 

鵂
人
・
か
う
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

23 

２
６ 

※ 

月
次
九
日
会
／
色
違
打
曇
料
紙 

 

126 

そ
の
他 

半
裁 

南
枝 

雀
堂 

芙
蓉
図 

○ 

イ
エ 

仙
鳧 

卓
池
・
流
芝
・
水
竹
・
蓬
宇
・
碧
山
・
漣
山
・
早
恪
・
沙
鷗
・
而
后
・ 

月
底
・
黄
山
・
方
汀
・
夜
白
・
省
吾
・
淇
石
・
桐
一
・
東
宇
・
石
鼎
・ 

虚
白
・
砺
山
・
石
鼓
・
九
起
・
岱
年
・
杜
鷲
・
梅
通
・
多
朗
・
月
撨
・ 

芹
舎
・
帒
美
・
芳
英
・
丈
翠
・
岳
鳳
・
有
節
・
平
山
・
淡
叟
・
其
山
・ 

自
楽
・
白
鷗
・
鼎
左
・
林
曹
・
松
隣
・
祇
白
・
梅
审
・
一
具
・
鳳
朗
・ 

山
外
・
蔭
竞
・
惟
□
・
壺
□
・
風
外
・
抱
琴
・
女
柳
・
溶
々
・
玩
甫
・ 

祖
郷
・
氷
狐
・
惟
草
・
樸
翁
・
禾
木
・
氷
谷
・
抱
儀
・
由
誓
・
麻
交
・ 

太
良
彦
・
崍
舎
・
言
山
・
芦
窓
・
蘆
畝
・
駝
岳
・
箕
年
・
其
丈
・
多
美
古
・ 

豊
見
女
・
留
木
・
紫
水
・
萬
頃
・

堤
・
幻
芝
・
粗
文
・
小
柯
・
松
什
・ 

丁
知
・
石
外
・
玉
圃
・
仙
鳧
・
枝
玉
・
得
蕪
・
南
枝
・
餘
力 

89 

９
４ 

※ 

「
壬
寅
夏
」
／
送
別 

 
127 
夏
興 

四
裁 

鼎
峰 

竹
洞 

三
日
月
図 

○ 

ア
ウ ×

 
鼎
左
・
淡
叟
・
必
山
・
可
大
・
其
山
・
素
屋
・
其
瓏
・
井
竹
女
・
九
起
・ 



 

二〇 

 

平
山
・
米
海
・
五
株 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

12 

１
３ 

 
128 
夏
興 

四
裁 

鼎
峰 

竹
洞 

笹
竹
図 

単
（
墨
） 

ア
イ
ウ
エ ×

 
閑
那
・
杉
露
・
茶
烟
・
素
江
・
昭
々
・
逸
中
・
茄
三
・
柳
柯
・
石
々
・ 

荷
岳
・
一
雃
・
鼎
峰 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

12 

１
２ 

※ 

127
と
同
一
で
あ
っ
た
縦
半
裁
を
二
ツ
に
切
る 

 

129 

秋
興 

半
裁 

平
山 
凌
雲 

水
月
図 

○ 

ア
イ 

仙
鳧 

抱
儀
・
松
什
・
遅
流
・
助
宠
・
杜
有
・
伯
遠
・
冝
莱
・
方
有
・
寿
□
・ 

笑
山
・
籚
布
・
叩
月
・
為
山
・
山
外
・
樸
翁
・
禾
木
・
得
蕪
・
烏
水
・ 

由
誓
・
渓
斎
・
逸
渕
・
卓
郎
・
一
具
・
溶
々
・
見
外
・
碓
嶺
・
護
物
・ 

太
良
彦
・
平
山
・
卓
郎
・
渓
斎
・
禾
木
・
見
外
・
梅
外
・
梅
山
・
交
輝
・ 

珪
葉
・
北
雲
・
桓
谷
・
里
雪
・
太
良
彦
・
平
山 

 
連
句
六
句
＋
36 

４
６ 

※ 

「
壬
寅
仲
秋
」 

 

130 

追
善 

半
裁 

五
株 

石
湖 

水
辺
芦
図 

○ 

ア
イ 

松
軒 

伯
遠
・
五
株
・
山
外
・
荷
少
・
杜
有
・
渓
斎
・
文
昇
・
素
伯
・
平
山
・ 

守
我
・
見
外
・
古
春
・
得
蕪
・
佳
友
・
波
同
・
芥
舟
・
助
宠
・
資
喬
・ 

一
具
・
得
蕪 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

半
歌
仙
＋
2 

２
９ 

※ 

「
禾
木
追
善
」
／
131
と
一
対 

 

131 

追
善 

半
裁 

五
株 

×
 

― 

― 

― 

松
軒 

平
山
・
冝
莱
・
（
下
総
）
之
桂
・
李
蠖
・
波
同
・
見
外
・
渓
斎
・
助
宠
・ 

杜
有
・
樸
翁
・
山
外
・
百
丈
・
資
喬
・
荷
少
・
文
昇
・
芥
舟
・
古
春
・ 

素
伯
・
嘯
谷
・
守
我
・
佳
友
・
雪
香
・
秀
香
・
半
仙
・
仙
芝
・
（
百
丈
奴
） 

鋤
秋
・
三
亀
・
金
生
・
篁
嶺
・
可
承
・
谷
鴋
・
伯
遠
・
護
物
・
五
株 

34 

４
８ 

※ 

「
壬
寅
季
秋
」
／
130
と
一
対 

 

132 

秋
興 

小 

素
屋 

景
文 

紅
葉
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
米
臺
・
貞
美
・
十
交
・
斑
竹
・
素
屋 

 
 
 
 
 

 
 
 

6 
 
 

９ 

※ 

六
裁 

 

133 

秋
興 

小 

梅
审 

夜
潮 

花
売
女
図 

○ 

ア
イ 

×
 

杜
鷲
・
鷺
秋
・
希
成
・
艸
子
・
芦
岸
・
魯
月
・
梅
审 

 
 
 

 
 
 

7 
 
 
 

７ 

 
 

※ 

六
裁 

 

134 

そ
の
他 

小 

花
屑 

蘆
空
（
華
屑
） 

出
帄
図 

○ 

イ
エ 

×
 

惟
草
・
花
屑
・
如
風
・

楽
・
桃
谷
・
可
松
・
惟
草
・

楽
・
桃
谷
・ 

可
松
・
如
風
・
九
起
・
花
屑 

 
 
 
 
 

連
句
六
句
＋
7 

二
段
１
８ 



 

二一 

 

※ 

「
壬
寅
秋
日
」
／
送
別
／
六
裁 

 
135 
冬
興 

四
裁 

桂
眉 

画
者
朩
詳 

羽
根
箒
・
袱
紗
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 
 

梅
审
・
登
象
・
木
容
・
素
屋
・
明
良
・
杜
蓼
・
杜
鷲
・
桂
眉 

8 

１
３ 

  

136 

冬
興 

四
裁 

有
明
雂 

来
竟 

山
茶
花
・
爐
開
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
卓
丈
・
素
屋
・
杜
鷲
・
虚
白
・
如
斎
・
東
邱
・
有
明
雂 

8 

１
６ 

二
篇 

「
坤
之
二
編
／
萬
色
一
瞤
／
松
蔭
」 

         

▼
天
保
十
四
年 

 

1 

歳
旦 

半
裁 

素
屋 

松
陰
・
鴬
宿 

住
吉
浦
遠
望
図 

○ 

ア
イ
ウ ×

 

梅
审
・
米
臺
・
素
屋
・
斑
竹
・
其
春
・
十
交
・
鴬
宿
・
松
園
・
其
春
・ 

一
三
・
花
美
・
東
啓
・
貞
美
・
守
香
・
如
蘭
・
秋
介
・
東
雪
・
南
枝
・ 

誠
之
・
芦
秀
・（
亩
）
素
鶚
・（
カ
ヾ
）
雃
山
・（
備
中
）
松
年
・（
備
中
）
吐
雲
・ 

（
備
中
）
香
雨
・
素
外
・
（
高
野
）
茶
烟
・
一
雃
・
荷
岳
・
鼎
峰
・
米
臺
・ 

梅
郷
・
十
交
・
斑
竹
・
素
屋 

 
 
 

 
 
 
 

連
句
六
句
＋
29 

３
６ 

 

2 

歳
旦 

四
裁 

花
屋
菴 

公
秀 

住
吉
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

草
居
・
李
暁
・
霞
岳
・
秋
崕
・
文
賀
・
松
唫
・
井
竹
女
・（
か
ふ
ち
）
月
所
・ 

（
か
ふ
ち
）
不
二
門
・
（
い
た
み
）
曲
阜
・
（
茨
木
）
柳
月
・
（
津
山
）
霞
涯
・ 

（
作
刕
）

久
山
・（
備
中
）
器
月
・（
高
野
）
閑
那
・
花
屋
菴 

 

16 

１
７ 

 

3 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

画
者
朩
詳 

住
吉
太
鼓
橋
図 

○ 

イ
エ ×

 

鷹
挙
・
玉
堂
・
黄
白
・
東
塘
・
知
堂
・
林
曹 

 
 

6 

一
部
二
段
１
２ 

   

4 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

公
秀 

住
吉
燈
籠
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

（
石
見
）
青
池
・
（
備
中
）
史
也
・
（
い
せ
）
梅
曦
・
（
伯
刕
）
帯
雨
・
（
石
刕
） 

知
鴬
・
（
作
刕
）
一
鴬
・
（
津
山
）
霞
涯
・
（
か
ふ
ち
）
月
所
・
奇
撰
・
蒼
居
・ 

壺
外
・
不
二
一
・
文
賀
・
松
唫
・
起
然
・
鼎
左 

 
 

 

16 

二
段
２
４ 

 

5 

歳
旦 
四
裁 

花
屋
菴 

公
秀 

住
吉
太
鼓
橋
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 



 

二二 

 

（
秋
田
在
坂
）
国
彦
・
（
久
留
米
）
風
歌
・
（
津
山
）
雪
塘
・
（
作
刕
）
耕
雨
・ 

（
高
野
山
）
荷
岳
・
（
か
ふ
ち
）
瀧
川
・
瀧
川
・
（
石
刕
）
計
雀
・
（
石
刕
其
雂
更
） 

帰
松
・
（
大
和
）
梅
冷
・
（
在
石
見
）
蕪
帋
・
（
在
大
坂
）
箕
年
・
（
備
中
在
坂
） 

朩
精
・
井
竹
女
・
素
屋
・
松
隣
・
花
屋
菴 

 
 

 
 
 

17 

二
段
２
７ 

 

6 

歳
旦 

四
裁 
林
曹 

一
鳳 

繁
縷
図 

○ 

イ
エ 

×
 

古
遊
・
豊
雪
・
松
审
・
三
餘
・
紫
莚
・
桜
哉
・
林
曹 

 
 
 

7 
 
 

９ 

 

7 

歳
旦 

四
裁 

林
曹 

應
成 
円
窓
・
正
月
飾
・
鳥
図 

○ 

ア 
×

 

国
彦
・
宜
嵐
・
好
月
・
宜
涼
・
時
人
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 

6 

１
２ 

 

8 

歳
旦 

四
裁 

如
薺 

松
谷 

臨
海
楼
閣
図 
○ 

イ
ウ
エ 

×
 

梅
审
・
素
屋
・
木
容
・
九
起
・
有
明
雂
・
東
邱
・
如
薺 

 
 

7 

１
１ 

 

9 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

春
山 

小
松
図 

○ 

ア
イ 

×
 

茂
卿
・
貞
恒
・
楓
斎
・
梅
审
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
  

６ 

※ 

「
癸
卯
試
筆
」 

 

10 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

巌
松 

雪
兎
・
茶
山
花
図 

○ 

イ 
×

 

真
号
・
山
朝
・
其
春
・
芦
汀
・
途
松
・
梅
审
・
素
屋 

 
 
 

7 

１
３ 

  

11 

歳
旦 

四
裁 

千
来 

文
輝 

弓
・
椿
図 

○ 

イ
エ 

×
 

千
来
・
千
来
・
千
来
・
千
来
・
千
来
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

6 

１
６ 

※ 

「
癸
卯
歳
旦
」 

12 

歳
旦 

小 

其
楽 

岸
弘 

海
老
飾
図 

○ 

イ
エ 

×
 

其
楽
・
其
楽
・
梅
审
・
淡
叟
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
０ 

 
 

※ 

八
裁 

 

13 

歳
旦 

小 

米
山 

上
桂 

若
水
図 

○ 

ア
イ 

松
軒 

穀
露
・
石
居
・
冝
稲
・
左
賀
恵
・
見
外
・
尾
山
女
・
米
山 

 

7 
  

７ 

※ 

「
卯
の
は
る
」
／
八
裁 

 

14 

歳
旦 

小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 

素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

8 
  

７ 

※ 

「
卯
の
正
月
」
／
十
六
裁
／
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 
15 
歳
旦 

小 

斑
竹 

景
文 

蕗
薹
図 

○ 

イ
エ 

×
 

平
山
・
鴬
宿
・
素
屋
・
斑
竹
・
斑
竹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
 
 

７ 



 

二三 

 

※ 

「
癸
卯
春
」
／
八
裁 

 
16 
歳
旦 

小 

林
峰 

×
 

― 

― 

― 
×

 
鼎
左
・
素
屋
・
平
山
・
閑
那
・
荷
岳
・
一
雃
・
林
峰 

 
 
 

7 
 
 

７ 

 
 

※ 

十
六
裁
／
天
青
打
曇
料
紙 

 

17 

歳
旦 

小 

五
株 

×
 

― 

― 

― 
 

松
軒
（
凌
雲
） 

平
山
・
み
ど
り
女
・
伯
遠
・
山
外
・
五
株 

 
 
 
 
 
 
 

5 

１
０ 

※ 

「
卯
の
歳
春
」
／
十
六
裁
／
刷
毛
目
料
紙 

 

18 

歳
旦 

小 

平
山 

凌
雲 

小
松
・
鴬
図 
○ 

ア
イ
エ 

×
 

松
什
・
魯
中
・
墨
堤
・
閑
鷗
・
平
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
３ 

 
 

※ 

八
裁 

 

19 

歳
旦 

四
裁 

其
山 

季
玉 

兎
上
下
図 

○ 

イ 
×

 

淡
叟
・
國
彦
・
箕
年
・
其
山
・
其
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
２ 

※ 

「
う
の
春
」 

 

20 

歳
旦 

四
裁 

國
彦 

季
玉 

兎
筏
士
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

淡
叟
・
鼎
左
・
其
山
・
箕
年
・
國
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
４ 

※ 

「
卯
の
春
」 

 

21 

春
興 

四
裁 

應
叟 

翠
臺 

胡
蝶
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

梅
审
・
虚
白
・
見
外
・
素
屋
・
十
丈
・
立
介
・
年
風
・
柳
壺
・
應
叟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 
 
 

９ 

 

22 

歳
旦 

四
裁 

呂
鳳 

画
者
不
明 

宝
珠
図 

単
（
朱
） 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
護
物
・
林
左
・
素
屋
・
杜
鷲
・
柳
壺
・
竹
塢
・
可
丈
・
平
山
・ 

五
株
・
見
外
・
氷
狐
・
呂
鳳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
５ 

 

23 

歳
旦 

四
裁 

伯
遠 

是
真 

松
・
木
肌
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

松
軒 

山
外
・
伯
遠
・
平
山
・
子
恭
・
文
昇
・
五
株
・
得
蕪
・
み
ど
り
女
・
伯
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
句
八
句
＋
１ 

１
１ 

※ 

「
癸
卯
孟
春
」 

 

24 

慶
賀 

四
裁 

南
枝 

行
年 

橙
皮
顔
・
封
書
図 

○ 

イ
エ 

仙
鳧 

南
枝
・
南
枝
・
崍
舎
・
祖
郷
・
仙
鳧
・
叩
月
・
浄
友
・
萬
古
・
流
芝
・ 

石
外
・
枝
好
・
朩
央
・
枝
玉
・
玉
圃
・
得
蕪 

 
 
 
 
 
 

15 

２
６ 

※ 
「
天
保
癸
卯
如
月
十
八
日
」 



 

二四 

 

 
25 

歳
旦 

半
裁 

杜
有 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

護
物
・
大
鵬
・
露
谷
・
冝
莱
・
見
外
・
祖
郷
・
瓦
村
・
逸
渕
・
石
外
・ 

平
山
・
波
同
・
渓
斎
・
流
芝
・
巧
笑
・
除
道
・
五
株
・
伯
遠
・
氷
狐
・ 

秀
之
・
太
良
彦
・
杜
有 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
２ 

※ 

「
癸
卯
春
」
／
薄
橙
色
空
押
曇
料
紙 

 

26 

春
興 

四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 

惟
草
・
如
風
・
淡
叟
・
平
山
・
超
然
・
其
瓏
・
素
屋
・
白
鷗
・
桃
审
・ 

井
左
・
必
山
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

※ 

青
二
重
囲
み
枞 

 

27 

春
興 

四
裁 

平
山 

凌
雲 

胡
蝶
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

山
外
・
松
什
・
（
草
廬
更
）
折
桂
・
伯
遠
・
杜
有
・
呂
川
・
み
ど
り
女
・ 

五
株
・
平
山
・
平
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
２
１ 

 

28 

そ
の
他 

四
裁 

曲
阜 

二
菫 

八
重
桜
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鼎
左
・
鼎
峰
・
閑
那
・
紫
金
・
退
歩
・
太
乙
・
老
梼
・
必
山
・
鳴
々
・ 

直
二
丸
・
素
白
・
曲
阜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

12 

１
８ 

※ 

餞
別 

 

29 

夏
興 

四
裁 

月
下 

×
 

― 

― 

― 
×

 

岐
鵬
・
芦
汀
・
柏
林
・
梅
翁
・
閑
哉
・
吐
香
・
月
窓
・
狸
友
・
孤
芳
・ 

盧
館
・
雪
暁
・
千
瓢
・
蔦
雂
・
楳
鈴
・
（
石
蓼
更
）
世
外
・
（
大
坂
）
素
屋
・ 

（
大
坂
）
其
山
・
（
亩
）
岱
年
・
（
江
戸
）
鳳
朗
・
（
江
戸
行
脚
）
徐
力
・
鼎
左
・ 

（
日
々
庵
）
月
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

22 

２
７ 

※ 

鳳
凰
牡
丹
花
摺
料
紙 

 

30 

夏
興 

半
裁 

必
山 

画
者
朩
詳 

水
辺
馬
図 

○ 

ア
イ 

×
 

必
山
・
鼎
峰
・
石
々
・
昭
々
・
茶
烟
・
荷
岳
・
鼡
仙
・
一
雃
・
杉
露
・ 

茄
三
・
梅
审
・
鼎
左
・
素
屋
・
閑
那
・（
イ
タ
ミ
）
太
乙
・（
イ
タ
ミ
）
鳴
々
・ 

（
イ
タ
ミ
）
曲
阜
・
鼎
峰
・
昭
々
・
荷
岳
・
鼡
仙
・
茶
烟
・
石
々
・
一
雃
・ 

茄
三
・
必
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

連
句
十
句
＋
16 

２
８ 

  

31 

夏
興 

小 

淡
節 

閑
嶺 

団
扇
・
火
鉢
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

雨
翠
・
亀
渕
・
政
雂
・
文
雂
・
素
屋
・
其
山
・
梅
审
・
九
起
・
鳳
朗
・ 

晨
支
・
淡
節 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

11 

２
４ 

※ 

六
裁 

 

32 

夏
興 
小 

平
山 

×
 

― 

― 

― 
×

 



 

二五 

 

鼎
左
・
其
山
・
半
答
・
素
屋
・
伯
遠
・
縁
園
女
・
折
桂
・
平
山 

8 
 
 

９ 

※ 

八
裁
／
刷
毛
目
格
子
模
様
料
紙 

 

33 

秋
興 
半
裁 

悠
平 

果
庵 

秋
海
棠
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
杜
鷲
・
卓
丈
・
木
容
・
岳
鳳
・
有
節
・
岱
年
・
九
起
・
淡
叟
・ 

鼎
左
・
素
屋
・
林
曹
・
虚
白
・
砺
山
・
沙
鷗
・
而
后
・
卓
池
・
水
竹
・ 

鳳
朗
・
晨
支
・
逸
渕
・
惟
草
・
見
外
・
由
誓
・
年
緒
・
呂
鳳
・
柳
壺
・ 

悠
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

28 

２
８ 

※ 

「
卯
の
は
つ
秌
」 

 

34 

そ
の
他 

半
裁 

鼎
左 

椙
田 

帄
船
図 
○ 

ア
イ 

×
 

平
山
・
淇
斎
・
卓
郎
・
五
株
・
一
具
・
幻
芝
・
楳
翁
・
松
什
・
山
外
・ 

杜
有
・
伯
遠
・
雨
外
・
巨
洲
・
翠
葉
・
文
賀
・
井
竹
女
・
十
交
・
斑
竹
・ 

其
瓏
・
素
屋
・
（
野
山
）
鼎
峰
・
卦
龍
・
鼎
左 

 
 
 
 
 

 

23 

２
７ 

※ 

祈
願
／
船
の
帄
に
定
家
の
「
我
道
を
」
の
一
首
を
載
せ
る 

 

35 

追
善 

半
裁 

伯
遠 

凌
雲
（
松
軒
） 

流
水
三
日
月
図 

○ 

ア
イ
エ ×

 

平
山
居
士
・
杜
有
・
五
株
・
呂
川
・
山
外
・
松
什
・
伯
遠
・
得
蕪
・
渓
斎
・ 

溶
々
・
青
和
・
□
□
・
□
□
・
□
岡
・
富
女
・
満
女
・
折
桂
・
呂
川
・ 

山
外
・
松
什
・
五
株
・
伯
遠 

 
 
 
 

 

連
句
六
句
＋
15 

 

４
７ 

※ 

「
卯
の
葉
月
」 

 

36 

追
善 

半
裁 

半
谷 

一
鳳 

枯
枝
簔
虫
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

平
山
居
士
・
半
谷
・
其
秀
・
雲
耕
・
太
乙
・
墨
雨
・
希
康
・
蒋
池
・
其
秀
・ 

雲
耕
・
太
乙
・
大
洋
・
蒋
池
・
墨
江
・
李
青
・
希
康
・
佳
城
・
鼎
左
・ 

梅
堂
・
半
谷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇
起
連
句
八
句
＋
12 

２
９ 

 

37 

秋
興 

四
裁 

左
掌 

画
者
朩
詳 

登
坂
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

鳳
朗
・
風
外
・
杜
蓼
・
水
田
・
山
月
・
晨
支
・
有
雨
・
左
掌 

8 

１
５ 

※
「
卯
の
秌
」 

  

38 

秋
興 

四
裁 

井
左 

徐
来 

高
台
寺
図 

単
（
墨
） 

ア
イ
ウ 

×
 

桃
审
・
其
瓏
・
素
屋
・
淡
叟
・
鼎
左
・
杜
園
・
徐
来
・
必
山
・
井
左 

9 

１
１ 

※ 

「
癸
卯
」 

 

39 

秋
興 

四
裁 

蕗
村 

起
久
守
（
見
外
） 

鶏
図 

○ 

ア
イ 

松
軒 

賀
堂
・
石
居
・
為
山
・
溶
々
・
五
音
・
百
尺
・
見
外
・
蕗
村 

8 

１
２ 

※ 
「
癸
卯
の
秋
」 



 

二六 

 

 
40 

冬
興 

四
裁 

伯
遠 

是
真 

紅
葉
・
落
葉
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

曲
阜
・
伯
遠
・
松
什
・
山
外
・
呂
川
・
助
宠
・
荷
少
・
五
株
・
伯
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

両
吟
連
句
六
句
＋
7 

２
０ 

※ 

「
卯
初
冬
」 

 

41 

秋
興 

小 

見
外 
起
久
守 

貝
飾
図 

単
（
墨
） 

イ
エ 

松
軒 

良
輔
・
環
池
・
不
争
・
見
外
・
見
外 

 
 
 
 
 
 

5 

１
５ 

※ 

「
癸
卯
秋
」
／
十
六
裁 

 

42 

秋
興 

小 

伯
遠 

×
 

― 

― 

― 
×

 

呂
川
・
山
外
・
伯
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

６ 

※ 

「
卯
秋
」
／
十
六
裁
／
薄
空
押
摺
料
紙 

 

43 

冬
興 

小 

梅
审 
×
 

― 

― 

― 
×

 
 

 
 
 

 

（
粟
津
）
砺
山
・
（
在
亩
）
木
容
・
（
在
亩
）
淡
節
・
（
行
脚
）
碩
水
・
（
甲
斐
） 

岳
中
・
（
江
戸
）
梅
笠
・
（
江
戸
）
荷
了
・
（
上
毛
）
西
馬
・
（
亩
）
杜
鷲
・
（
亩
） 

梅
笠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10 

２
６ 

※ 

「
癸
卯
」
／
八
裁 

 

44 

冬
興 

半
裁 

五
株 

椿
年 

山
居
図 

○ 

ア
イ 

×
 

淡
叟
・
鼎
左
・
紫
金
・
白
雀
・
退
歩
・
素
屋
・
太
乙
・
必
山
・
林
曹
・ 

梅
审
・
助
宠
・
精
太
・
遅
流
・
禾
葉
・
渓
斎
・
為
山
・
伯
遠
・
山
外
・ 

文
昇
・
杜
有
・
松
什
・
芥
舟
・
民
賀
・
李
葉
・
千
末
・
五
株 

26 

２
６ 

 

45 

冬
興 

半
裁 

素
伯 

×
 

― 

― 

― 
×

 

曲
阜
・
荷
少
・
五
株
・
素
伯
・
伯
遠
・
五
株
・
荷
少
・
曲
阜
・
曲
阜
・ 

五
株
・
荷
少
・
荷
少
・
五
株
・
曲
阜
・
荷
少
・
素
伯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
吟
半
歌
仙
＋
和
歌
一
首
＋
10 

４
７ 

※ 

「
癸
卯
孟
冬
」 

 

46 

追
善 

半
裁 

梅
外 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

梅
审
・
淡
叟
・
素
屋
・
鼎
左
・
卓
池
・
多
代
女
・
江
三
・
よ
し
み
・
西
馬
・ 

碩
布
・
護
物
・
由
誓
・
卓
郎
・
其
徳
・
渓
斎
・
逸
渕
・
杜
有
・
顕
住
・ 

光
玉
・
木
顕
・
梅
郷
・
慄
々
・
壽
文
・
伯
遠
・
太
乙
・
得
蕪
・
助
宠
・ 

由
之
・
粗
文
・
南
枝
・
惟
艸
・
盧
布
・
碓
嶺
・
見
外
・
風
外
・
素
磨
・ 

幻
外
・
呂
川
・
石
膽
・
石
外
・
五
株
・
青
和
・
松
什
・
太
良
彦
・
勾
外
・ 

卓
郎
・
渓
斎
・
碓
嶺
・
逸
渕
・
松
什
・
護
物
・
素
麿
・
濱
吉
・（
釈
）
玉
英
・ 

涼
花
・
清
甫
・
種
丸
・
一
石
・
淡
月
・
三
益
・
槐
雪
・
三
英
・
桃
午
・ 

松
渓
・
三
省
・
窓
雪
・
松
甫
・
巣
古
・
魯
水
・
志
一
・
一
亀
・
文
輝
・ 

珪
葉
・
永
長
・
雪
柳
・
東
光
・
葛
堂
・
よ
し
丸
・
梅
山
・
宠
女
・
雪
松
・ 

柳
處
・
義
景
・
遊
澤
・
清
寄
・
里
雪
・
梅
外 

 

連
句
十
句
＋
77 

８
８ 



 

二七 

 

※ 

「
天
保
癸
卯
の
と
し
十
月
十
日
」
／
芭
蕉
百
五
十
回
忌
／
雲
鶴
図
摺 

料
紙 

 

47 

追
善 
半
裁 

杜
有 

×
 

― 

― 

― 
×

 

禾
木
居
士
・
杜
有
・
護
物
・
月
桒
・
平
山
・
波
同
・
流
芝
・
渓
斎
・
撲
翁
・ 

助
宠
・
古
春
・
荷
少
・
山
外
・
文
昇
・
五
株
・
除
道
・
伯
遠
・
田
蓼
・ 

露
谷
・
南
洋
・
喜
川
・
爐
扇
・
護
岳
・
一
陽
・
溶
々
・
為
山
・
大
鵬
・ 

見
外
・
金
令
・
冝
菜
・
谷
鴋
・
祖
郷
・
松
五
・
素
伯
・
一
具
・
呂
川
・ 

護
物
・
山
外
・
伯
遠
・
助
宠
・
松
什
・
渓
斎
・
流
芝
・
呂
川
・
五
株
・ 

杜
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇
起
歌
仙
＋
10 

４
８ 

※ 

「
天
保
癸
卯
冬
」
／
天
地
墨
摺
料
紙 

 

48 

追
善 

半
裁 

山
月 

南
斎 

茅
屋
図 

○ 
ア
イ 

×
 

哦
月
・
素
六
・
梅
审
・
梅
通
・
岱
年
・
九
起
・
鼎
左
・
其
瓏
・
白
鷗
・ 

桃
审
・
淡
叟
・
井
左
・
超
然
・
月
坡
・
素
屋
・
晨
支
・
鳳
朗
・
山
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
歌
仙 
３
０ 

※ 

「
癸
卯
又
無
初
抄
日
」
／
芭
蕉
遠
忌 

 

49 

歳
旦 

小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 

素
屋 

素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

6 
  

５ 

※ 

「
辰
春
」（
〇

注 

弘
化
元
年
）
／
二
十
四
裁
／
天
地
金
引
卍
字
繋
空 

押
料
紙 

 

50 

追
善 

四
裁 

斑
竹 

采
鳳 

枯
薄
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

淡
叟
・
鼎
左
・
白
鷗
・
呂
國
・
鴬
宿
・
杜
鴻
・
具
物
・
素
屋
・
斑
竹 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 

１
６ 

※ 

斑
竹
母
追
善 

 

51 

慶
賀 

四
裁 

杜
鴻 

東
南 

雪
中
仕
掛
図 

○ 

イ
エ 

×
 

淡
叟
・
白
鷗
・
桃
审
・
呂
國
・
其
瓏
・
井
左
・
鴬
宿
・
鼎
左
・
斑
竹
・ 

元
枝
・
具
物
・
守
香
・
素
屋
・
杜
鴻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 

２
９ 

※ 

「
癸
卯
冬
」
／
改
号
祝 

 

52 

秋
興 

半
裁 

素
屋 

翠
亜 

雪
山
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

（
洛
）
梅
审
・
（
洛
）
岱
年
・
（
洛
）
杜
鷲
・
（
洛
）
卓
丈
・
（
洛
）
木
容
・
（
洛
） 

淡
節
・（
洛
）
一
斧
・（
洛
）
松
父
・（
洛
）
轡
角
・（
洛
）
笠
介
・（
洛
）
政
雂
・ 

（
洛
）
此
山
・
（
洛
）
孤
柳
・
（
洛
）
雨
翠
・
（
洛
）
栞
亪
・
（
洛
）
芳
英
・
（
洛
） 

風
光
・（
洛
）
虚
白
・（
ト
バ
）
如
柳
・（
サ
ガ
）
丈
翠
・（
大
坂
）
林
曹
・（
大
坂
） 

白
雀
・
（
大
坂
）
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

23 

２
４ 

 

53 

秋
興 
半
裁 

雨
江 

×
 

― 

― 

― 
×

 



 

二八 

 

（
エ
ド
）
遅
流
・
（
エ
ド
）
茶
静
・
（
エ
ド
）
鳥
吟
・
（
エ
ド
）
梅
笠
・
（
エ
ド
） 

惟
草
・
（
エ
ド
）
得
蕪
・
（
エ
ド
）
風
外
・
（
エ
ド
）
逸
渕
・
（
タ
ン
バ
）
月
撨
・ 

（
タ
ン
バ
）
大
年
・
（
タ
ン
バ
）
蓬
雨
・
（
タ
ン
バ
）
雲
帯
・
（
タ
ン
バ
）
千
丈
・ 

（
タ
ン
バ
）
松
露
・（
タ
ン
バ
）
九
華
・（
カ
ヾ
）
悠
平
・（
カ
ヾ
）
呂
鳳
・（
カ
ヾ
） 

み
つ
女
・
（
カ
ヾ
）
遊
夢
・
（
カ
ヾ
）
素
玉
・
（
カ
ヾ
）
北
山
・
（
カ
ヾ
）
朴
風
・ 

（
カ
ヾ
）
鹿
裘
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
（
大
聖
寺
）
丹
嶺
・
（
フ
シ
ミ
）
護
芳
・ 

（
フ
シ
ミ
）
紅
園
・
（
フ
シ
ミ
）
梅
塢
・
（
フ
シ
ミ
）
五
柳
・
（
フ
シ
ミ
）
木
端
・ 

（
フ
シ
ミ
）
丁
翁
・
（
イ
セ
）
流
芳
・
（
イ
セ
）
探
斉
・
（
イ
セ
）
一
幽
・
（
イ
セ
） 

春
整
・（
イ
セ
）
梅
曦
・（
ヲ
ハ
リ
）
楚
山
・（
タ
ン
マ
）
雨
竹
・（
タ
ン
マ
）
其
頼
・ 

（
タ
ン
マ
）
雃
笑
・
（
タ
ン
マ
）
荋
頼
・
（
タ
ン
マ
）
大
鳳
・
（
ワ
カ
サ
）
微
角
・ 

（
ワ
カ
サ
）
千
翠
・
（
ハ
リ
マ
）
一
簀
・
（
チ
ク
后
）
山
公
・
（
チ
ク
前
）
可
成
・ 

（
雨
香
更
）
雨
江
・
雨
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49 

５
１ 

 

54 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

秋
亪 

棗
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
千
来
・
芦
汀
・
途
松
・
梅
漁
・
東
雪
・
南
枝
・
梅
居
・
如
蘭
・ 

杜
鴻
・
（
具
物
更
）
愚
佛
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
９ 

 

55 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

秋
亪 

棗
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
高
野
）
鼎
峰
・
（
高
野
）
荷
岳
・
吾
柳
・
一
三
・
花
美
・
東
啓
・
元
枝
・ 

涛
鼓
・
秋
介
・
（
具
物
更
）
愚
佛
・
斑
竹
・
素
屋  

 
 
 
 
 

12 

１
８ 

※ 

54
・
56
と
同
一
絵
柄
。
た
だ
し
色
が
異
な
る 

 

56 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

秋
亪 

棗
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

松
園
・
茂
郷
・
貞
恒
・
貞
美
・
萬
壽
人
・
（
玉
川
）
都
春
・
（
高
野
）
茶
烟
・ 

（
高
野
）
茄
三
・
（
備
中
）
香
雨
・
斑
竹
・
杜
鴻
・
素
屋 

 
 

 

12 

１
９ 

 

▼
弘
化
元
年 

 

57 

春
興 

四
裁 

梅
漁 

秋
亪 

梅
花
閑
居
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
淡
叟
・
鼎
左
・
杜
鴻
・
斑
竹
・
如
蘭
・
涛
鼓
・
愚
佛
・
素
屋
・ 

（
守
香
改
）
梅
漁 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10 

２
１ 

※ 

「
甲
辰
春
」 

 

58 

春
興 

四
裁 

素
屋 

春
貝 

面
・
雷
太
鼓
図 

○ 

イ
エ 

 

楓
审
・
松
晴
・
芦
汀
・
一
三
・
途
松
・
枝
月
・
雪
山
・
貞
歳
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

9 

１
９ 

 

59 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

華
山 

飴
売
図 

○ 

イ 
×

 
 

蓮
子
・
孤
松
・
三
千
里
・
途
松
・
枝
月
・
不

又
・
一
三
・
蓮
子
・
孤
松
・ 

三
千
里
・
途
松
・
枝
月
・
不

又
・
一
三
・
素
屋 

 
 

15 

１
７ 

 

60 

歳
旦 
小 

素
屋 

南
溟 

松
ヶ
枝
・
霊
芝
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 



 

二九 

 

千
来
・
千
来
・
千
来
・
素
屋 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

4 

１
５ 

※ 

「
甲
辰
歳
旦
」
／
六
裁 

 

61 

歳
旦 
小 

冬
岐 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

梅
审
・
卓
丈
・
素
屋
・
林
曹
・
停
雲
・
草
居
・
冬
岐 

 
 
 

7 
 
 

７ 

※ 

「
甲
辰
」
／
六
裁
／
一
部
文
字
緑
摺
／
一
部
水
色
料
紙 

 

62 

歳
旦 

小 

鼎
左 

鶯
宿 
鴬
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 
×

 

玉
岡
・
吾
柳
・
和
雄
・
鴬
宿
・
素
屋
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 

6 
 
 

６ 

※ 

六
裁 

 

63 

歳
旦 

小 

見
外 

画
者
朩
詳 

春
山
飛
鳥
図 
○ 
ア
ウ 

松
軒 

米
山
・
尾
山
女
・
爐
扇
・
石
居
・
百
尺
・
見
外 

 
 
 
 

 

6 

１
３ 

※
「
辰
の
春
」
／
六
裁 

 

64 

歳
旦 

小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 
 
 

３ 

※ 

「
甲
辰
」
／
十
八
裁
／
天
銀
引
料
紙 

 

65 

慶
賀 

小 

柿
守 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

素
屋
・
杜
鴻
・
斑
竹
・
愚
佛
・
（
梅
郷
改
）
柿
守 

 
 
 
 
 

5 
 
 

８ 

※ 

「
甲
辰
春
」
／
八
裁
／
梅
郷
改
名
祝
賀
／
橙
囲
み
枞 

 

66 

歳
旦 

小 

ひ
さ
女 

藤
公 

南
天
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 

梅
审
・
曲
阜
・
可
道
・
伯
遠
・
芥
舟
・
素
伯
・
渓
斎
・
荷
少
・
ひ
さ
女 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9 

１
５ 

※ 

「
辰
の
は
る
」
／
六
裁 

 

67 

歳
旦 

三
裁 

鳥
吟 

抱
玉 

小
松
・
文
台
図 

○ 

イ 
×

 

梅
审
・
九
起
・
杜
鷲
・
（
在
亩
）
荷
了
・
梅
通
・
卓
丈
・
淡
節
・
雨
江
・ 

虚
白
・
素
屋
・
黄
山
・
卓
池
・
由
誓
・
一
具
・
祖
郷
・
□
□
・
万
古
・ 

小
柯
・
聴
松
・
瓦
村
・
夷
則
・
溶
々
・
太
珉
・
鴬
阿
・
流
芝
・
大
鵬
・ 

遅
流
・
惟
草
・
渓
斎
・
為
山
・
風
外
・
得
蕪
・
見
外
・
梅
笠
・
弄
化
・ 

春
向
・
幻
外
・
魯
心
・
蓼
戸
・

堤
・
か
の
ふ
・（
李
蠖
更
）
キ
外
・
湘
玉
・ 

南
枝
・
茶
静
・
逸
渕
・
鳳
朗
・
鳥
吟
・
鳥
吟 

 
 
 
 
 
 

49 

４
９ 

※ 

「
甲
辰
春
」 

 
68 
歳
旦 

小 

呂
国 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

呂
国
・
呂
国
・
呂
国 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
  

５ 



 

三〇 

 

※ 

「
甲
辰
」
／
二
十
四
裁
／
前
書
に
「
薙
髪
せ
し
年
の
あ
く
る
春
」
と
あ

る ／
青
囲
み
枞 

 

69 

歳
旦 
小 

埼
玉
菴 

圭
岳 

鶴
飾
図 

○ 

イ
エ 

仙
鳧 

壽
文
・
埼
玉
菴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
 
 

４ 

※ 

「
辰
の
は
る
」
／
八
裁 

 

70 

歳
旦 

小 

素
伯 

文
筌 
萬
歳
図 

○ 

ア
イ 

葎
雲 

梅
审
・
荷
少
・
曲
阜
・
東
一
・
素
伯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
１ 

※ 

「
辰
の
春
」
／
六
裁 

 

71 

歳
旦 

小 

渓
斎 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

渓
斎
・
遅
流
・
為
山
・
為
山
・
渓
斎
・
遅
流
・
遅
流
・
為
山
・
渓
斎 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
ツ
物
三
組 
１
２ 

※ 

「
辰
の
春
」
／
六
裁
／
青
打
雲
料
紙 

 

72 

歳
旦 

小 

斑
竹 

朱
冲 

松
飾
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

素
屋
・
斑
竹
・
斑
竹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

3 

１
１ 

※ 

「
甲
辰
」
／
十
二
裁 

 

73 

春
興 

小 

松
陰 

松
陰 

豆
図 

○ 

イ
エ 

×
 

松
陰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

1 
 
 

８ 

 
 

※ 

二
十
四
裁 

 

74 

歳
旦 

小 

素
屋 

素
玉 

福
寿
草
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
居
・
梅
卿
・
梅
居
・
梅
卿
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

１
５ 

※ 

「
甲
辰
歳
旦
」
／
二
十
四
裁 

 

75 

春
興 

四
裁 

此
方 

小
需
散
人 

柳
図 

単
（
墨
） 

ア
ウ
エ 

×
 

華
实
・
菰
野
女
・
金
江
・
馬
風
・（
な
に
は
）
井
資
・
鼎
左
・
素
屋
・
其
山
・ 

此
松
・
笠
斎
・
此
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
２ 

※ 

「
古
今
堂
梓
」
の
方
印
あ
り 

 

76 

歳
旦 

四
裁 

鶯
宿 

鶯
宿 

宝
珠
・
自
然
薯
図 

○ 

ア
イ 

×
 

斑
竹
・
涛
鞁
・
里
隠
・
可
成
・
李
純
・
素
屋
・
鴬
宿 

 
 
 

7 
 
 

７ 

 

77 

歳
旦 

半
裁 

桃
审 

朱
冲 

草
子
絵
模
写
図 

○ 

ア
イ 

×
 



 

三一 

 

湖
関
・
其
鴬
・
都
月
女
・
巴
聲
・
柳
糸
・
照
婦
女
・
呂
居
・
草
江
女
・ 

紅
雀
・
其
笑
・
哥
月
女
・
里
居
・
美
魚
女
・
井
石
・
登
山
・
路
松
・ 

（
其
月
更
）
梅
家
・
其
梅
・
玉
鳳
・
其
柳
・
椎
好
・
花
月
女
・
吏
砢
・
松
好
・ 

桃
审 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25 

２
８ 

※ 

「
甲
辰
歳
旦
春
興
」 

 

78 

歳
旦 

半
裁 

井
圃
菴 

長
水 

富
士
雲
龍
図 

○ 

イ
ウ
エ 
×

 

（
江
戸
）
芝
暁
・
（
江
戸
）
亀
仙
・
（
江
戸
）
半
斗
・
（
江
戸
）
文
麿
・
（
江
戸
） 

春
人
・
（
江
戸
）
丸
人
・
（
江
戸
）
双
山
・
（
江
戸
）
一
瓢
・
（
江
戸
）
曽
雲
・ 

（
江
戸
）
如
鶴
・
（
江
戸
）
丹
頂
・
直
丸
・
旭
芳
・
嘉
井
・
桃
里
・
春
好
・ 

尽
一
・
不
角
・
其
朝
・
季
月
・
南
草
・
山
笑
女
・
起
廼
女
・
眉
玉
・
保
光
・ 

文
種
・
竟
山
・
眉
水
・
一
朝
・
眉
渓
・
眉
楓
・
荷
村
・
松
斎
・
其
楽
・ 

（
サ
カ
イ
）
此
方
・
素
屋
・
井
資
・
井
圃
菴 

 
 
 
 
 
 
 

38 

３
８ 

 
 

 

79 

歳
旦 

四
裁 

曲
阜 

曲
阜 

富
士
雲
龍
図 

単
（
墨
） 
イ
エ 

×
 

梅
审
・
伯
遠
・
素
伯
・
荷
少
・
助
宠
・
山
外
・
松
什
・
五
株
・
素
屋
・ 

林
曹
・
淡
叟
・
鼎
左
・
曲
阜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 
２
６ 

※ 

「
辰
之
大
」 

 

80 

春
興 

四
裁 

此
山 

岸
郎 

土
筆
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
九
起
・
木
容
・
淡
節
・
雨
江
・
富
勢
・
桂
芽
・
十
丈
・
松
緑
・ 

半
松
・
此
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
３ 

 
 

 

81 

歳
旦 

四
裁 

呂
鳳 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

茶
静
・
金
令
・
見
外
・
伯
遠
・
惟
草
・
卓
郎
・
逸
渕
・
卓
丈
・
素
屋
・ 

鼎
左
・
其
種
・
貴
存
・
春
鷺
・
亀
村
・
柳
堤
・
鶴
居
・
柳
壷
・
悠
平
・ 

呂
鳳
・
呂
鳳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

２
３ 

※ 

朱
飾
枞
／
鳳
凰
空
押
料
紙 

 

82 

歳
旦 

四
裁 

悠
平 

素
玉 

神
社
紅
梅
図 

○ 

イ 
×

 

梅
审
・
鳳
朗
・
風
外
・
茶
静
・
仁
寳
・
呉
城
・
見
外
・
素
屋
・
卓
丈
・ 

杜
鷲
・
北
山
・
晴
江
・（
小
マ
ツ
）
草
紫
・
遊
夢
・
雃
居
・
八
橋
・
み
つ
女
・ 

巴
龍
・
（
在
亩
）
素
玉
・
鹿
恋
・
呂
鳳
・
柳
壷
・
悠
平 

 
 

 

23 

２
６ 

 

83 

歳
旦 

四
裁 

柳
壷 

画
者
不
明 

南
天
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

風
外
・
茶
静
・
呉
城
・
金
令
・
渓
斎
・
逸
渕
・
仁
宝
・
見
外
・
鼎
左
・ 

素
屋
・
克
亪
・
子
用
・
（
梅
素
更
）
木
兄
・
如
蝸
・
五
桒
・
松
兮
・
桐
園
・ 

自
石
・
応
叟
・
悠
平
・
呂
鳳
・
柳
壷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 

２
２ 

 
84 
歳
旦 

四
裁 

北
山 

素
玉 

夫
婦
岩
初
日
出
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

素
信
・
卓
丈
・
風
光
・
雨
江
・
淡
節
・
素
屋
・
見
外
・
呉
城
・
渓
斎
・ 

樸
翁
・
呂
鳳
・
大
夢
・
鹿
恋
・
朴
風
・
好
山
・
桑
因
・
柳
壷
・
晴
江
・ 



 

三二 

 

梅
枝
・
素
玉
・
雪
我
・
悠
平
・
北
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

23 

２
３ 

 
85 
春
興 

四
裁 

呂
鳳 

画
者
朩
詳 

鳩
雌
雂
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・（
金
沢
）
柳
壷
・（
金
沢
）
北
山
・
（
金
沢
） 

悠
平
・
（
エ
ド
）
見
外
・
（
エ
ド
）
伯
遠
・
（
エ
ド
）
金
令
・
（
七
尾
）
竹
塢
・ 

（
ト
キ
）
花
浣
・
（
寺
口
）
重
障
・
（
一
ノ
宮
）
靍
居
・
（
杉
ノ
ヤ
）
柳
堤
・ 

（
ニ
ノ
ミ
ヤ
）
鯉
口
・（
タ
ケ
ベ
）
貴
存
・（
タ
ケ
ベ
）
五
雂
・（
ノ
ト
ヘ
）
其
種
・ 

（
ウ
セ
ツ
）
習
之
・
（
松
ナ
ミ
）
稲
波
・
（
正
院
）
鳳
兮
・
呂
鳳  
 

21 

２
９ 

   

86 

歳
旦 

四
裁 

鴬
呼 

画
者
不
明 

松
・
梅
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

（
亩
）
梅
审
・
九
起
・
杜
鷲
・（
浪
花
）
鼎
左
・
素
屋
・
砺
山
・（
東
武
）
見
外
・ 

氷
壺
・
渓
斎
・（
ト
ヤ
マ
）
樸
翁
・（
大
聖
寺
）
丹
嶺
・
呼
亪
・（
チ
ヾ
）
呂
鳳
・ 

（
所
口
）
竹
塢
・
（
金
沢
）
立
介
・
悠
平
・
柳
壷
・
鴬
呼 

 
 

 

18 

１
８ 

※ 

「
辰
春
」
／
朱
囲
み
枞 

 

87 

歳
旦 

半
裁 

北
山 

作
波 

白
梅
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
杜
鷲
・
卓
丈
・
淡
節
・
木
容
・
雨
江
・
岳
鳳
・
梅
通
・
有
節
・ 

九
起
・
岱
年
・
砺
山
・
玉
脂
・
林
曹
・
素
屋
・
其
山
・
鼎
左
・
淡
叟
・ 

祖
郷
・
惟
草
・
五
株
・
茶
静
・
晨
支
・
金
令
・
鳳
朗
・
呂
鳳
・
稲
波
・ 

竹
塢
・
東
神
・
枩
坡
・
呼
亪
・
丹
嶺
・
柳
壷
・
悠
平
・
北
山 

35 

３
５ 

※ 

「
た
つ
の
新
春
」 

 

88 

春
興 

四
裁 

北
山 

習
謙 

椿
図 

○ 

イ 
×

 

（
亩
）
九
起
・（
エ
ド
）
茶
静
・（
ノ
ト
）
竹
塢
・（
ノ
ト
）
勤
泥
・
文
器
・
悠
平
・ 

（
エ
ツ
中
）
和
鳴
・
（
ノ
ト
）
柳
堤
・
（
ノ
ト
）
寄
鼎
・
（
ノ
ト
）
友
朔
・
（
ノ
ト
） 

亀
遊
・
（
ノ
ト
）
直
知
雂
・
（
ノ
ト
）
美
升
・
小
柳
女
・
□
□
・
北
山 16 

２
２ 

※ 

青
囲
み
枞
／
「
如
月
／
葵
囿
舎
」
／
89
と
一
対
か 

 

89 

春
興 

四
裁 

悠
平 

習
謙 

胡
蝶
図 

○ 

ウ 
×

 

（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・（
ノ
ト
）
荷
月
・（
ノ
ト
）
鯉
桃
・
里
魴
・ 

呼
亪
・
（
ノ
ト
）
史
牧
・
（
ノ
ト
）
花
水
・
芒
翠
・
（
エ
ド
）
卓
郎
・
梅
审
・ 

（
ノ
ト
）
稲
波
・
推
夢
・（
エ
ド
）
見
外
・（
エ
ド
）
風
外
・
悠
平 

16 

２
２ 

※ 

青
囲
み
枞
／
「
如
月
／
葵
囿
舎
」
／
88
と
一
対
か 

 

90 

歳
旦 

半
裁 

竹
塢 

中
山 

林
和
靖
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

鳳
朗
・
一
具
・
由
誓
・
得
蕪
・
逸
渕
・
金
令
・
惟
草
・
山
外
・
祖
郷
・ 

氷
壺
・
助
宠
・
伯
遠
・
為
山
・
仁
寳
・
梅
令
・
南
枝
・
百
丈
・
杜
有
・ 

禾
葉
・
抱
儀
・
五
株
・
卓
郎
・
松
什
・
流
芝
・
見
外
・
茶
静
・
碓
嶺
・ 



 

三三 

 

護
物
・
梅
审
・
卓
丈
・
天
遊
・
素
屋
・
鼎
左
・
嵐
外
・
柳
壷
・
悠
平
・ 

可
丈
・
樸
翁
・
呂
鳳
・
竹
塢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41 

４
２ 

 

91 

歳
旦 
半
裁 

千
丈 

×
 

― 

― 

― 
×

 

秋
水
・
淡
叟
・
鼎
左
・
桃
审
・
鴬
宿
・
素
屋
・
万
利
・
山
麗
・
空
静
・ 

其
山
・
蟻
兄
・
林
曹
・
白
鷗
・
其
瓏
・
風
葉
・
橒
六
・
夏
男
・
其
青
・ 

松
彦
・
流
水
・
雪
水
・
貴
山
・
乙
鵝
・
潮
水
・
馬
禿
・
春
栄
・
霜
鴻
・ 

三
中
・
杉
夫
・
一
来
・
白
雀
女
・
寿
扇
・
竹
水
・
竹
風
・
千
齢
・
子
蝶
・ 

蘿
月
・
直
丸
・
旭
芳
・
芦
巾
・
蜂
化
・
松
人
・
巨
洲
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・ 

甫
旧
・
岱
雲
・
（
筑
前
）
千
丈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47 

５
０ 

※ 

桜
色
・
草
色
天
地
引
料
紙 

 

92 

春
興 

半
裁 

千
尺 

×
 

― 

― 

― 
×

 

白
鷗
・
千
尺
・
其
瓏
・
其
瓏
・
千
尺 

 
 
 
 

三
吟
歌
仙
＋
2 

４
０ 

※ 

「
甲
辰
」
／
桜
色
刷
毛
引
料
紙 

 

93 

歳
旦 

半
裁 

思
文 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
思
文
・
有
節
・
有
節
・
順
海
・
思
文
・
思
文 

 

三
吟
半
歌
仙
＋
和
歌
一
首
＋
4 

２
５ 

※ 

「
甲
辰
春
」
／
金
砂
子
散
ら
し
料
紙 

 

94 

歳
旦 

半
裁 

太
良
彦 

是
真 

活
花
図 

○ 

ア
イ 

仙
鳧 

梅
审
・
九
起
・
素
屋
・
鼎
左
・
其
山
・
淡
叟
・
卓
池
・
乙
良
・
御
風
・ 

松
什
・
卓
郎
・
由
誓
・
風
外
・
伯
遠
・
杜
有
・
見
外
・
呉
城
・
□
□
・ 

□
山
・
渓
斎
・
魯
心
・
逸
渕
・
（
雲
水
）
幻
外
・
呂
川
・
五
株
・
由
之
・ 

玩
甫
・
寿
文
・
慄
々
・
碓
嶺
・
其
山
・
豊
雃
・
窓
雪
・
菊
丸
・
一
石
・ 

兮
阿
・
松
甫
・
種
丸
・
淡
月
・
志
一
・
巣
古
・
魯
水
・
里
雪
・
梅
山
・ 

交
輝
・
珪
葉
・
よ
し
丸
・
東
光
・
葛
堂
・
雪
松
・
柳
處
・
我
葉
・
遊
澤
・ 

雪
柳
・
嘯
月
・
永
長
・
宠
女
・
清
寄
・
千
桜
・
梅
外
・
太
良
彦 

61 

６
２ 

※ 

「
天
保
甲
辰
の
と
し
春
」 

 

95 

歳
旦 

四
裁 

里
雪 

椿
年 

羽
根
・
毬
図 

○ 

イ
エ 

仙
鳧 

梅
山
・
交
輝
・
珪
葉
・
東
光
・
葛
堂
・
よ
し
丸
・
一
石
・
志
一
・
宠
女
・ 

永
長
・
梅
外
・
太
良
彦
・
里
雪
・
里
雪
・
里
雪 

 
 
 
 
 

15 

２
７ 

※ 

「
甲
辰
春
」 

 

96 

歳
旦 

四
裁 

伯
遠 

是
真 

弁
天
嫗
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

松
什
・
助
宠
・
呂
川
・
得
蕪
・
冨
女
・
満
女
・
緑
女
・
五
株
・
杜
有
・ 

折
桂
・
山
外
・
伯
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
５ 



 

三四 

 

 
 

※
「
甲
辰
初
春
」 

 
97 
歳
旦 

四
裁 

交
輝 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

（
洛
）
梅
审
・（
浪
花
）
素
屋
・（
三
河
）
卓
池
・（
ム
ツ
）
鴬
阿
・
伯
遠
・
卓
郎
・ 

由
誓
・
渓
斎
・
已
千
・
幻
外
・
碓
嶺
・
志
一
・
里
雪
・
梅
山
・
東
光
・ 

葛
堂
・
珪
葉
・
太
良
彦
・
交
輝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19 

１
９ 

※ 

「
き
の
え
辰
春
」
／
金
箔
散
ら
し
料
紙 

 

98 

春
興 

四
裁 

孤
村 

是
真 
筧
図 

○ 

ア
イ
ウ 
×

 

呂
川
・
伯
遠
・
久
女
・
錦
賀
・
緑
女
・
栄
女
・
富
女
・
瀧
女
・
さ
ま
女
・ 

芳
女
・
孤
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
３ 

※ 

「
甲
辰
仲
春
」 

 

99 

夏
興 

四
裁 

流
芝 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

 

山
外
・
伯
遠
・
呂
川
・
松
什
・
杜
有
・
清
瀧
・
三
江
・
機
好
・
蓑
甲
・ 

先
考
・
魚
水
・
桃
江
・
以
礼
・
新
・
石
嶌
・
登
景
・
梅
吏
・
可
悦
・
元
風
・ 

ふ
み
女
・
つ
る
女
・
ち
よ
女
・
近
十
・
米
也
・
葊
裡
・
勝
錦
・
流
芝 

26 

３
５ 

※ 

「
辰
の
夏
」
／
剃
髪
記
念
／
色
紙
を
裏
に
用
い
、
両
面
に
銀
箔
を
散 

ら
す
／
贈
答
用
に
谷
折
り
を
し
裏
を
向
け
て
配
布
し
た
も
の 

 

100 

春
興 

四
裁 

山
外 

是
真 

桜
花
实
図 

 

○ 

イ
エ 

×
 

山
外
・
松
什
・
折
桂
・
青
和
・
呂
川
・
伯
遠
・
山
外 

 
 
 

7 

１
４ 

※ 

「
天
保
甲
辰
晩
春
」
／
天
薄
緑
色
刷
毛
引
料
紙 

 

101 

春
興 

四
裁 

野
巣 

圭
岳
・
一
具
・
臥
春 

桜
花
弁
・
鳥
居
・
蜂
巣
合 

作
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

一
具
・
夷
則
・
尊
阿
・
野
巣
・
野
巣
・
野
巣
・
野
巣
・
野
巣
・
野
巣
・ 

野
巣
・
野
巣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
４ 

※ 

「
甲
辰
春
」 

 

102 

歳
旦 

半
裁 

太
良
彦 

椿
年 

花
見
弁
当
図 

○ 

イ 

仙
鳧 

鼎
左
・
素
屋
・
其
山
・
蟻
兄
・
淡
叟
・
九
起
・
杜
鷲
・
梅
审
・
素
麿
・ 

杜
有
・
渓
斎
・
卓
郎
・
太
良
彦
・
伯
遠
・
松
什
・
光
輝
・
呂
川
・
里
雪
・ 

松
什
・
伯
遠
・
呂
川
・
里
雪
・
英
二
・
交
輝
・
珪
葉
・
よ
し
丸
・
葛
堂
・ 

宠
女
・
東
光
・
梅
山
・
里
雪
・
交
輝
・
葛
堂
・
（
其
山
更
）
其
堂
・
嘯
月
・ 

東
光
・
（
永
長
更
）
敬
黒
・
窓
雪
・
梅
山
・
珪
葉
・
伯
遠
・
呂
川
・
幻
外
・ 

松
什
・
太
良
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
句
六
句
＋
39 

５
４ 

※ 

「
甲
辰
春
」 

 



 

三五 

 

103 

そ
の
他 

半
裁 

映
門 

×
 

― 

― 

― 
×

 

映
門
・
竹
處
・
菊
圃
女
・
竹
臣
・
桂
堂
・
雲
泉
・
餘
力
・
呂
国
・
素
屋
・ 

水
月
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
井
左
・
此
方
・
白
鷗
・
桃
审
・
淡
叟
・
其
山
・ 

雨
翠
・
其
山
・
淡
叟
・
桃
审
・
白
鷗
・
此
方
・
井
左
・
鴬
宿
・
鼎
左
・ 

水
月
・
素
屋
・
呂
國
・
餘
力
・
桂
堂
・
竹
處
・
竹
臣
・
菊
圃
女
・
雲
泉
・ 

映
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
歌
仙
＋
19 

４
９ 

※ 

芭
蕉
像
開
眼
記
念
／
薄
茶
刷
毛
目
料
紙 

 

104 

追
善 

半
裁 

柳
水 

祭
魚 
花
簪
図 

○ 

ア
イ 

×
 

南
渓
坊
・
梅
通
・
芳
英
・
黙
池
・
菊
陀
・
筌
凉
・
月
撨
・
芥
舎
・
九
起
・ 

雨
翠
・
不
染
・
若
種
・
壽
堂
・
祭
魚
・
亀
洞
・
梢
蘿
・
南
徳
・
柳
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 

３
２ 

※ 

南
渓
追
善 

 

105 

夏
興 

半
裁 

梅
通 

芥
舟 

三
条
大
橋
擬
宝
珠
・
郭
公
図 
○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

菊
陀
・
柳
水
・
窓
雨
・
湖
青
・
亀
洞
・
盛
美
・
梢
蘿
・
一
涛
・
露
竹
・ 

佳
鳴
・
南
徳
・
梅
通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

 

106 

夏
興 

小 

買
雪 

棟
堂 

河
骨
図 

○ 

イ
エ 

×
 

虚
白
・
鼎
左
・
岱
年
・
馬
良
・
梅
审
・
月
坡
・
買
雪 

 
 
 

7 
 
 

９ 

※ 

六
裁 

 

107 

夏
興 

小 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

鶯
宿
・
素
屋
・
松
隣
・
光
林
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
 
 

７ 

 
 

※ 

十
二
裁
／
天
緑
引
料
紙 

 

108 

秋
興 

四
裁 

養
爪 

呑
舟 

蓮
花
实
図 

○ 

イ
エ 

×
 

岱
年
・
馬
良
・
有
節
・
林
曹
・
い
は
ほ
・
梅
曦
・
夜
白
・
楓
下
・
如
光
・ 

左
琴
・
蓬
审
・
養
爪
・
養
爪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

２
４ 

 

109 

夏
興 

四
裁 

此
松 

×
 

― 

― 

― 
×

 

鼎
左
・
桃
审
・
其
瓏
・
呂
國
・
素
屋
・
餘
力
・
芦
山
・
花
調
・
淡
叟
・ 

此
方
・
藻
雨
・
金
江
・
麦
雨
・
此
松 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 

１
９ 

※ 

桜
色
罫
紙 

 

110 

そ
の
他 

四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 

超
然
・
淡
叟
・
呉
國
・
鴬
宿
・
水
月
・
白
鷗
・
桃
审
・
井
左
・
素
屋
・ 

鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
４ 



 

三六 

 

※ 

送
別
／
天
地
桜
色
緑
色
摺
料
紙 

 
111 
夏
興 

半
裁 

北
山 

雨
鳴 

杜
若
図 

○ 
 

ア
イ 

×
 

鳳
朗
・
由
誓
・
風
外
・
茶
静
・
見
外
・
卓
郎
・
松
什
・
五
株
・
魯
心
・ 

仁
寳
・
呉
城
・
渓
斎
・
梅
令
・
為
山
・
伯
遠
・
氷
壺
・
護
岳
・
祖
郷
・ 

山
外
・
流
芝
・
惟
草
・
金
令
・
逸
渕
・
得
蕪
・
碓
嶺
・
一
具
・
護
物
・ 

卓
池
・
水
竹
・
蓬
宇
・
悠
々
・
杜
鷲
・
岳
鳳
・
素
屋
・
鼎
左
・
淡
叟
・ 

素
信
・
呂
鳳
・
柳
壷
・
悠
平
・
北
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

41 

４
１ 

 

112 

夏
興 

四
裁 

鴬
呼 

蕉
園 
撫
子
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

（
亩
）
梅
审
・
（
亩
）
九
起
・
（
浪
花
）
素
屋
・
（
浪
花
）
其
山
・
（
江
戸
）
逸
渕
・ 

（
江
戸
）
呉
城
・
（
江
戸
）
鳳
朗
・
（
金
沢
）
柳
壷
・
（
金
沢
）
年
風
・
鴬
呼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
０ 

※ 

「
辰
の
初
夏
」
／
「
北
陸
津
幡
」 

 

113 

夏
興 

四
裁 

柳
堤 

画
者
朩
詳 

水
辺
蛍
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
ミ
カ
ハ
）
卓
池
・
（
亩
）
九
起
・
（
亩
）
卓
丈
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
エ
ド
） 

呉
城
・
（
エ
ド
）
仁
寳
・
（
エ
ド
）
米
也
・
（
エ
ド
）
金
令
・
（
江
戸
）
流
芝
・ 

（
エ
ド
）
見
外
・
（
エ
ド
）
風
外
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
（
カ
ヾ
）
悠
平
・
（
カ
ヾ
） 

北
山
・（
大
正
寺
）
丹
嶺
・（
ツ
バ
タ
）
鴬
呼
・（
伏
木
）
和
鳴
・（
ウ
カ
イ
）
生
化
・ 

（
正
院
）
鳳
兮
・
（
松
ナ
ミ
）
稲
波
・
（
中
居
）
寄
鼎
・
（
ト
キ
）
花
渓
・
（
七
尾
） 

竹
塢
・
（
千
洛
）
呂
鳳
・
（
杉
ノ
ヤ
）
柳
堤 

 
 
 
 
 
 
 
 

25 

２
５ 

  

 

114 

夏
興 

四
裁 

笠
斎 

小
虚
散
人 

金
魚
鉢
図 

○ 

ウ 
×

 

華
美
・
桃
枝
・
麦
雨
・
李
山
・
藻
雨
・
此
松
・
此
方
・
笠
斎 

8 
  

８ 

※ 

「
花

西

峯
吉
梓
」
の
方
印
あ
り 

 

115 

秋
興 

四
裁 

藻
雨 

小
虚
散
人 

海
老
提
灯
・
鬼
灯
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
ワ
カ
山
）
一
鵞
・（
ワ
カ
山
）
南
舎
・
蝶
夢
・
酒
仙
・
素
白
・
葎
左
・
稲
花
・ 

井
華
・
其
律
・
藻
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

10 
 

１
０ 

 

116 

秋
興 

四
裁 

李
暁 

狩
野
永
岳 

夜
船
図 

○ 

イ
エ 

×
 

鼎
左
・
永
岳
・
秀
竹
・
柳
柯
・
芦
水
・
杏
斎
・
李
暁 

 
 

 
 

7 

１
１ 

※ 

「
天
保
甲
辰
仲
秋
」 

 

117 

秋
興 

四
裁 

淡
叟 

祭
魚 

案
山
子
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

鼎
峰
・
此
方
・
松
隣
・
其
山
・
光
林
・
花
調
・
桃
审
・
呂
国
・
水
月
・ 

鴬
宿
・
素
屋
・
鼎
左
・
淡
叟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

13 

１
４ 

※ 
「
甲
辰
仲
秋
」 



 

三七 

 

 
118 

秋
興 

小 

太
良
彦 

画
者
朩
詳 

河
畔
図 

○ 

イ
エ 

×
 

卓
郎
・
呂
川
・
敬
黒
・
太
乙
・
太
良
彦 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

5 
 

１
１ 

※ 

「
甲
辰
仲
秋
」
／
十
六
裁
／
画
者
の
印
が
あ
る
も
、
綴
じ
目
で
見
え 

 
 

ず 

 

119 

秋
興 

小 

伯
遠 

×
 

― 

― 

― 
×

 

呂
川
・
山
外
・
伯
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

９ 

※ 

十
六
裁
／
網
目
型
押
天
金
引
薄
青
色
引
料
紙 

 

120 

秋
興 

小 

此
方 

聴
雨
・
小
虚 

月
見
合
作
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ ×

 

麦
雨
・
笠
斎
・
李
山
・
藻
雨
・
此
松
・
此
方 

 
 
 
 
 
 

6 

１
３ 

※ 

六
裁 

 

121 

秋
興 

小 

如
草 

雀
堂 

菊
花
図 

○ 

イ
エ 

×
 

流
芝
・
一
具
・
素
屋
・
其
山
・
玄
子
・
呂
鳳
・
柳
堤
・
山
外
・
一
止
・ 

守
唇
・
為
山
・
勝
錦
・
雨
翠
・
孤
柳
・
祖
郷
・
英
泉
・
桒
湖
・
虚
恵
・ 

由
誓
・
（
来
也
改
）
如
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

３
３ 

※ 

六
裁 

 

 

122 

秋
興 

小 

敬
黒 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

里
雪
・
太
乙
・
太
良
彦
・
卓
郎
・
山
外
・
呂
川
・
幻
外
・
珪
葉
・
敬
黒 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 

２
２ 

※ 

「
甲
辰
秌
」
／
六
裁
／
秋
草
墨
摺
料
紙 

 

123 

秋
興 

半
裁 

丈
翠 

祭
魚 

道
標
・
秋
草
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
杜
鷲
・
梅
通
・
寿
堂
・
如
柳
・
琴
亪
・
祭
魚
・
烏
谷
・
岳
鳳
・ 

卓
丈
・
篤
明
・
仙
歩
・
禾
明
・
風
光
・
有
節
・
岱
年
・
柏
翠
・
富
川
・ 

如
明
・
大
竹
・
一
睡
・
杜
良
・
芳
水
・
丈
翠 

 
 
 
 
 
 

24 

２
６ 

 
 

※ 

「
柳
鴬
社
」 

 

124 

秋
興 

半
裁 

草
居 

花
屋
为
人 

菊
花
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
一
翠
改
）
松
翁
・
雨
外
・
買
山
・
有
声
・
月
人
・
（
赤
穁
）
隠
居
・
聴
洋
・ 

蘿
斎
・
其
珀
・
楓
可
・
井
竹
・
可
就
・
秋
崖
・
夢
石
・
穀
袋
・
霞
岳
・ 

隣
草
・
烏
暁
・
（
我
詠
更
）
素
流
・
耕
夫
・
静
志
・
梅
川
・
桃
舟
・
芦
郷
・ 

芝
耕
・
鼎
左
・
草
居 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27 

３
０ 

 
125 
追
善 

半
裁 

杜
有 

石
湖 

朝
顔
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
其
山
・
素
屋
・
鼎
左
・
九
起
・
岱
年
・
可
大
・
波
同
・
半
谷
・ 



 

三八 

 

黄
山
・
水
竹
・
卓
池
・
素
樸
・
鼎
峰
・
閑
那
・
五
株
・
虚
白
・
遅
流
・ 

徐
道
・
祖
郷
・
溶
々
・
為
山
・
一
具
・
松
什
・
伯
遠
・
折
桂
・
太
良
彦
・ 

叩
月
・
山
外
・
卓
郎
・
友
竹
・
呂
川
・
見
外
・
得
蕪
・
流
芝
・
鏡
亪
・ 

青
和
・
渓
斎
・
杜
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39 

６
４ 

※ 

「
辰
の
と
し
」
／
平
山
一
周
忌 

 

126 

秋
興 

半
裁 

太
良
彦 

抱
一
（
文
村
） 

綿
花
図 

○ 

ア
イ 

仙
鳧 

白
鷗
・
松
什
・
卓
郎
・
交
古
・
杜
有
・
見
外
・
呂
川
・
湖
山
・
幻
外
・ 

祖
郷
・
太
乙
・
蝶
美
・
涼
花
・
清
甫
・
亀
齢
・
楳
賀
・
英
二
・
乕
角
・ 

白
水
・
里
雪
・
交
輝
・
珪
葉
・
東
光
・
葛
堂
・
敬
黒
・
よ
し
丸
・
雪
柳
・ 

遊
澤
・
一
亀
・
栄
古
・
志
一
・
梅
月
・
太
良
彦 

 
 
 
 
 

33 

３
４ 

※ 

「
甲
辰
仲
秋
」 

 

127 

秋
興 

半
裁 

太
乙 

壷
格 

砧
図 

○ 

ア
イ 

仙
鳧 

虚
白
・
梅
审
・
九
起
・
素
屋
・
其
山
・
淡
叟
・
呂
鳳
・
卓
池
・
悠
々
・ 

御
風
・
松
什
・
湖
山
・
杜
有
・
交
左
・
見
外
・
蝶
美
・
涛
々
・
白
鷗
・ 

叩
月
・
由
之
・
青
和
・
伯
遠
・
山
外
・
呂
川
・
魯
中
・
幻
外
・
濱
吉
・ 

石
居
・
百
尺
・
米
山
・
寿
文
・
東
皐
・
静
我
・
里
雪
・
敬
黒
・
珪
葉
・ 

葛
堂
・
友
輔
・
一
僲
・
梅
月
・
稲
豊
・
遊
澤
・
由
誓
・
卓
郎
・
太
良
彦
・ 

太
乙
・
卓
郎
・
太
乙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

45
＋
三
吟
半
歌
仙 

６
４ 

※ 

「
甲
辰
秋
」 

 

128 

慶
賀 

半
裁 

如
草 

×
 

― 

― 

― 

松
軒 

鳳
朗
・
茶
静
・
逸
渕
・
水
由
・
鳥
吟
・
湖
山
・
風
外
・
為
山
・
遅
流
・ 

渓
斎
・
弄
化
・
百
丈
・
双
・
秋
香
・
惟
艸
・
萬
古
・
山
外
・
伯
遠
・
五
株
・ 

助
宠
・
太
乙
・
徐
道
・
杜
有
・
呂
川
・
松
什
・
卓
郎
・
梅
笠
・
氷
壷
・ 

金
波
・
青
和
・
由
之
・
幻
外
・
呂
鳳
・
見
外
・
得
蕪
・
権
陰
・
小
柯
・ 

聴
松
・
魯
心
・
春
峨
・
青
府
・
瓦
村
・
金
令
・
一
具
・
祖
郷
・
溶
々
・ 

臥
春
・
夷
則
・
太
眠
・
勝
錦
・
玄
子
・
流
芝
・
由
誓
・
如
草
・
流
芝
・ 

玄
子
・
一
具
・
祖
郷
・
（
米
也
改
）
如
草 

 
 
 

連
句
六
句
＋
53 

６
２ 

※ 

「
辰
の
冬
」
／
改
号
披
露
／
雲
鶴
図
摺
金
箔
散
ら
し
料
紙 

 

129 

冬
興 

小 

應
知 

鵬
居 

落
葉
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 

可
大
・
李
裳
・
鵬
居
・
一
清
・
應
知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
 
 

６ 

※ 

六
裁
／
前
書
に
「
初
冬
三
日
應
知
亪
に
て
」
と
あ
る 

 

130 

秋
興 

四
裁 

淡
節 

高
雃 

萩
・
薄
図 

○ 

ア
イ 

×
 

黄
山
・
桃
鳥
・
而
后
・
旭
嶂
・
桃
秀
・
李
裳
・
馬
暁
・
芝
石
・
月
底
・ 

鴨
居
・
蓬
陽
・
半
嶺
・
露
井
・
梅
裡
・
金
樵
・
我
竞
・
應
知
・
一
清
・ 

可
大
・
卓
丈
・
淡
節 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
３ 

 

131 

冬
興 
四
裁 

天
遊 

碧
潭 

羽
扇
図 

○ 

イ 
×

 



 

三九 

 

天
遊
・
黄
山
・
蓬
陽
・
適
斎
・
修
竹
・
聴
松
・
渓
居
・
一
貫
・
桃
里
・ 

麦
畝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
２ 

※ 
「
辰
仲
冬
」 

 

132 

冬
興 

四
裁 

天
遊 

高
雃 

狐
天
狗
面
図 

○ 

ア
イ 

×
 

天
遊
・
月
底
・
黄
山
・
桃
鳥
・
而
后
・
鵬
居
・
應
知
・
李
裳
・
一
清
・ 

蓬
弄
・
烏
月
・
桃
秀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

12 

１
４ 

※ 

「
辰
陽
生
」 

 

133 

冬
興 

四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 
― 

素
屋 

九
起
・
卓
丈
・
東
升
・
素
屋
・
桃
审
・
呂
国
・
松
隣
・
湖
雲
・
此
方
・ 

水
月
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
２ 

※ 

「
甲
辰
初
冬
」
／
前
書
に
「
河
東
大
鵬
楼
上
即
興
」
と
あ
る
／ 

薄
茶
引
刷
毛
目
料
紙 

 

134 

冬
興 

四
裁 

養
瓜 

珉
堂 

冬
苺
図 

○ 

ア
イ 

×
 

岱
年
・
九
起
・
淡
節
・
祭
魚
・
砺
山
・
卓
丈
・
梅
审
・
有
節
・
杜
鷲
・ 

素
屋
・
梅
曦
・
楓
下
・
天
遊
・
蓬
审
・
玉
舟
・
し
か
・
き
よ
・
六
峯
・ 

珉
堂
・
左
琴
・
養
瓜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

21 

２
８ 

 

135 

冬
興 

半
裁 

水
月 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
水
月
・
白
鷗
・
素
屋
・
桃
审
・
井
左
・
岱
年
・
呂
國
・
有
節
・ 

淡
叟
・
此
方
・
杜
鷲
・
松
隣
・
烏
谷
・
呉
雀
・
卓
丈
・
杜
蓼
・
淡
節
・ 

鼎
左
・
成
祇
・
九
起
・
岱
月
・
梅
石
・
祭
魚
・
梅
审
・
烏
谷
・
梅
石
・ 

岱
年
・
有
節
・
卓
丈
・
祭
魚
・
岱
月
・
成
祇
・
淡
節
・
九
起
・
杜
鷲
・ 

杜
蓼
・
松
隣
・
呂
國
・
井
左
・
其
山
・
白
鷗
・
淡
叟
・
桃
审
・
呉
雀
・ 

此
方
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
水
月
・
素
屋
・
佳
峯 

連
句
二
十
四
句
＋
27 

５
６ 

※ 

「
甲
辰
神
無
月
十
八
日
」
／
天
地
銀
砂
子
料
紙 

 

136 

そ
の
他 

半
裁 

金
令 

其
一 

水
仙
図 

○ 

ア
イ 

仙
鳧 

呂
鳳
・
由
誓
・
見
外
・
鳳
朗
・
一
具
・
貴
存
・
柳
堤
・
竹
外
・
花
渓
・ 

北
山
・
竹
塢
・
萬
古
・
風
外
・
米
山
・
渓
斎
・
為
山
・
溶
々
・
小
柯
・ 

伯
遠
・
惟
草
・
得
蕪
・
湖
山
・
百
尺
・
松
什
・
鳥
吟
・
茶
静
・
梅
笠
・ 

幻
外
・
石
居
・
太
良
彦
・
逸
渕
・
卓
郎
・
山
外
・
不
争
・
鶴
居
・
鳳
兮
・ 

素
玉
・
生
化
・
悠
平
・
柳
壷
・
祖
郷
・
金
令 

 
 
 
 
 
 

42 

７
３ 

※ 

「
甲
辰
初
冬
」
／
呂
鳳
帰
国
送
別 

 
137 
そ
の
他 

半
裁 

見
外 

凌
雲 

水
仙
・
山
茶
花
図 

○ 

ア
イ 

松
軒 

呂
鳳
・
悠
平
・
北
山
・
木
圭
・
和
鳴
・
季
圓
・
嵐
汐
・
晴
江
・
棋
樵
・ 

松
坡
・
鴬
呼
・
習
之
・
晩
籟
・
稲
波
・
奇
鼎
・
竹
雨
・
淇
洲
・
野
艾
・ 



 

四〇 

 

其
種
・
竹
塢
・
柳
壷
・
大
鵬
・
百
尺
・
米
山
・
（
女
）
尾
山
・
萬
古
・
見
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

27 

４
０ 

※ 
「
甲
辰
の
冬
」
／
呂
鳳
帰
国
送
別 

 

138 

そ
の
他 
半
裁 

徐
道 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

徐
道
・
呂
鳳
・
見
外
・
幻
外
・
護
岳
・
悠
平
・
柳
壷
・
一
具
・
金
令
・ 

太
良
彦
・
杜
有
・
米
山
・
萬
古
・
太
乙
・
石
居
・
惟
草
・
山
外
・
大
鵬
・ 

百
尺
・
伯
遠
・
為
山
・
溶
々
・
冝
菜
・
祖
郷
・
渓
斎
・
松
什
・
卓
郎
・ 

由
誓
・
鳳
朗
・
呂
鳳
・
見
外
・
幻
外
・
護
岳
・
徐
道 

五
吟
半
歌
仙
＋
29 

５
６ 

※ 

「
甲
辰
初
冬
」
／
呂
鳳
帰
国
送
別
／
天
地
薄
茶
引
刷
毛
目
料
紙 

 

139 

そ
の
他 

小 

杜
有 

 
×
 

― 

― 

― 
×

 
 

呂
鳳
・
見
外
・
渓
斎
・
柳
壷
・
悠
平
・
杜
有 

 
 
 
 
 
 

6 

１
２ 

※ 

呂
鳳
帰
国
送
別
／
六
裁
／
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 

140 

春
興 

小 

鶯
宿 

鶯
宿 

印
版
・
白
梅
図 

○ 

ア
イ ×

 

梅
审
・
素
屋
・
（
松
好
更
）
汶
审
・
素
陶
・
神
尊
・
操
居
・
曲
阜
・
為
声
・ 

直
丸
・
旭
芳
・
不
角
・
林
亪
・
里
柳
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 

14 

１
７ 

 
 

※ 

六
裁 

 

▼
弘
化
二
年 

 

141 

歳
旦 

小 

百
丈 

是
真 

紅
梅
・
賽
銭
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
太
乙
・
白
雀
女
・
曲
阜
・
渓
斎
・
五
株
・
芥
舟
・
素
伯
・
荷
少
・ 

百
丈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
９ 

 
 

※ 

六
裁 

 

142 

歳
旦 

四
裁 

富
女 

×
 

― 

― 

― 
×

 

伯
遠
・
立
志
・
孤
村
・
栄
女
・
よ
し
女
・

代
女
・
瀧
女
・
久
女
・ 

さ
ま
女
・
錦
賀
・
富
女 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 
  

×
 

※ 

模
様
入
り
短
冊
・
色
紙
散
ら
し
料
紙 

 

143 

歳
旦 

四
裁 

伯
遠 

是
真 

江
口
遊
女
図 

○ 
 

ア
イ
エ  

松
軒 

助
宠
・
杜
有
・
松
什
・
得
蕪
・
山
外
・
荷
少
・
呂
川
・
五
株
・
富
女
・ 

折
桂
・
伯
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
５ 

※ 

「
乙
巳
初
春
」 

 
144 
歳
旦 

四
裁 

杜
有 

萬
士 

旭
日
雪
中
梅
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

伯
遠
・
大
鵬
・
徐
道
・
見
外
・
五
株
・
渓
斎
・
杜
有 

 
 
 

7 
 
 

７ 



 

四一 

 

※ 

「
乙
巳
孟
春
」 

 
145 
歳
旦 

四
裁 

李
旦 

凌
雲 

湯
呑
図 

○ 

イ 

松
軒 

梅
审
・
其
山
・
素
屋
・
鼎
左
・
淡
叟
・
嵐
々
・
梁
居
・
一
止
・
呂
鳳
・ 

貴
存
・
竹
外
・
甫
山
・
怒
兮
・
其
外
・
其
翼
・
石
鼎
・
呼
牛
・
太
良
彦
・ 

見
外
・
李
旦 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

２
０ 

※ 

「
弘
化
乙
巳
の
春
」 

 

146 

歳
旦 

半
裁 

太
良
彦 

椿
年 
海
苔
・
梅
花
図 

○ 

イ 

仙
鳧 

梅
审
・
九
起
・
鼎
左
・
素
屋
・
其
山
・
淡
叟
・
素
麿
・
松
什
・
杜
有
・ 

卓
郎
・
由
誓
・
流
芝
・
山
峰
・
伯
遠
・
太
乙
・
肆
山
・
眠
牛
・
忍
斎
・ 

祖
郷
・
寿
文
・
五
株
・
見
外
・
由
之
・
呂
川
・
幻
外
・
右
斤
・
叩
月
・ 

為
山
・
碓
嶺
・
（
陸
奥
）
一
止
・
江
三
・
児
川
・
一
照
・
桃
宇
・
梅
渓
・ 

松
甫
・
玉
英
・
白
水
・
駿
龍
・
先
之
・
（
少
年
）
梅
宇
・
青
牛
・
其
堂
・ 

窓
雪
・
菊
丸
・
魯
水
・
志
一
・
交
輝
・
梅
山
・
珪
葉
・
嘯
月
・
葛
堂
・ 

遊
澤
・
よ
し
丸
・
敬
黒
・
雪
柳
・
柳
宇
・
宠
女
・
東
光
・
里
雪
・
太
良
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

61 

６
１ 

※ 

「
弘
化
二
年
乙
巳
春
」 

 

147 

歳
旦 

半
裁 

太
乙 

孤
村 

筧
・
鴬
図 

○ 

ア
イ
ウ 

仙
鳧 

素
麿
・
蝶
美
・
白
鷗
・
千
嶺
・
涛
々
・
忍
斎
・
太
良
彦
・
松
什
・
伯
遠
・ 

折
桂
・
杜
有
・
助
宠
・
青
升
・
金
令
・
徐
道
・
山
外
・
大
鵬
・
由
之
・ 

叩
月
・
為
山
・
竹
山
・
萬
古
・
如
草
・
晴
斎
・
孤
村
・
幻
外
・
呂
川
・ 

右
斤
・
得
蕪
・
見
外
・
渓
斎
・
卓
郎
・
太
乙 

 
 
 
 

 
 

33 

４
４ 

※ 

「
弘
化
巳
の
春
」 

 

148 

歳
旦 

半
裁 

松
軒 

是
真 

笙
・
諸
道
具
図 

○ 

ア
イ
エ 

松
軒 

由
誓
・
一
具
・
得
蕪
・
祖
郷
・
萬
古
・
伯
遠
・
金
令
・
緑
葉
・
松
什
・ 

山
外
・
あ
か
し
・
溶
々
・
太
眠
・
見
外
・
流
芝
・
為
山
・
梅
审
・
杜
鷲
・ 

淡
節
・
卓
丈
・
九
起
・
梅
通
・
祭
魚
・
孤
柳
・
冬
岐
・
岱
年
・
淡
叟
・ 

其
山
・
白
鷗
・
素
屋
・
鼎
左
・
□
□
・
□
□
・
悠
々
・
映
門
・
西
畴
・ 

乙
良
・
北
山
・
悠
平
・
柳
壷
・
呂
鳳
・
野
巣
・
友
甫
・
杜
有
・
秋
香
・ 

惟
草
・
渓
斎
・
聴
松
・
只
涛
・
一
裕
・
蓬
流
・
魯
心
・
夷
則
・
如
草
・ 

勝
錦
・
梅
笠
・
玄
子
・
百
丈
・
萬
里
・
徐
道
・
小
柯
・
鳥
子
・
蒼
明
・ 

台
朗
・
陶
一
・
南
枝
・
風
外
・
三
和
・
鶴
翁
・
千
斎
・
竹
煙
・
西
馬
・ 

焉
哉
・
永
久
・
呂
叟
・
逸
渕
・
鳳
朗
・
鳥
吟 

 
 
 
 
 
 

78 

９
０ 

※ 

「
弘
化
乙
巳
春
」 

 

149 

歳
旦 

四
裁 

雨
青 

×
 

― 

― 

― 

松
軒 

伯
遠
・
見
外
・
五
株
・
由
誓
・
山
外
・
楳
堂
・
石
羊
・
盛
風
・
梅
吏
・ 

舟
仙
・
雨
青 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

11 

１
１ 



 

四二 

 

※ 

「
乙
巳
初
春
」
／
扇
面
仕
様 

 
150 
春
興 

四
裁 

岱
年 

画
者
朩
詳 

椿
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

至
風
・
至
風
・
至
風
・
祇
白
・
白
鷗
・
烏
谷
・
岱
年 

 
 
 

7 

１
５ 

※ 

「
巳
春
」 

 

151 

春
興 

四
裁 

素
屋 
秋
亪 

小
島
・
富
士
遠
望
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
鼎
左
・（
堺
）
此
方
・（
南
山
）
鼎
峰
・
荷
岳
・
器
水
・（
玉
川
）
都
春
・ 

梅
居
・
右
柳
・
東
啓
・
尤
美
・
素
曰
・
林
亪
・
元
枝
・
芦
审
・
柿
守
・ 

杜
鴻
・
斑
竹
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19 

２
４ 

 
 

 

152 

春
興 

四
裁 

素
屋 

秋
亪 

翁
吹
笛
図 
○ 
ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
松
隣
・
鴬
宿
・
松
園
・
茂
卿
・
貞
恒
・
龍
橋
・
一
三
・
途
松
・ 

（
石
見
）
青
池
・
（
備
中
）
香
雨
・
東
啓
・
林
亪
・
可
生
・
松
审
・
貞
美
・ 

秋
介
・
梅
漁
・
愚
佛
・
杜
鴻
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
３ 

 

153 

歳
旦 

四
裁 

愚
佛 

素
屋 

柴
門
・
梅
林
図 

○ 

イ
エ 

×
 

登
旭
・
お
に
丸
・
連
波
・
一
虎
・
和
楽
・
其
若
・
可
生
・
城
之
・
素
屋
・ 

愚
佛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
７ 

 
 

※ 

「
乙
巳
鶏
旦
」 

 

154 

春
興 

四
裁 

素
屋 

秋
亪 

椿
・
花
挿
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

芦
汀
・
蓮
子
・
孤
松
・
三
千
里
・
途
松
・
晴
樹
・
何
龍
・
露
澄
・
一
三
・ 

三
亀
・
貴
徳
・
月
試
・
狆
子
・
文
貫
・
素
屋 

 
 

15 

一
部
二
段
２
６ 

 

155 

歳
旦 

四
裁 

李
暁 

岸
岱 

蛤
・
蜆
図 

○ 

イ
エ 

×
 

鼎
左
・
秀
竹
・
与
加
呂
・
李
暁
・
李
暁 

 
 
 
 
 
 
 

 

5 
 
 

９ 

 

156 

歳
旦 

四
裁 

松
隣 

文
雂 

海
老
・
炭
図 

○ 

イ
エ 

×
 

鼎
左
・
素
屋
・
蘭
秀
・
井
竹
女
・
卦
龍
・（
石
州
）
青
池
・（
か
ふ
ち
）
自
来
・ 

一
東
・
登
柳
・
老
化
・
東
枝
・
梅
霞
・
松
隣 

 
 
 
 
 
 

13 

１
４ 

 

157 

歳
旦 

四
裁 

花
屋
菴 

×
 

― 

― 

― 
×

 

素
屋
・（
英
居
改
）
耳
洗
・（
南
山
）
器
水
・（
か
ふ
ち
）
南
齢
・
春
水
・
松
坡
・ 

三
津
里
・
（
土
佐
）
物
海
・
（
ふ
く
山
）
紅
顔
・
（
兵
庫
）
柏
翠
・
秀
竹
・ 

（
さ
か
ひ
）
此
方
・
（
八
尾
）
秋
宠
・
秋
崕
・
花
屋
菴 

 
 
 
 

15 
 
 ×

 

※ 

梅
紅
葉
等
囲
み
枞
散
ら
し
料
紙 

 
158 
歳
旦 

四
裁 

鴬
宿 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

梅
审
・
素
屋
・
光
林
・
超
然
・
鼎
左
・
里
柳
・
人
笑
・
理
調
・
皎
月
・ 



 

四三 

 

僲
窺
・
芝
月
・
如
光
・
風
光
・
里
玉
・
露
光
・
長
年
・
里
隠
・
鵞
江
・ 

林
亪
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

２
１ 

※ 
「
清
庵
柱
雨
林
」
印
が
あ
る
／
薄
桜
色
料
紙
に
白
抜
き
の
「
鴬
」
の 

字
摺
り
込
み
が
あ
る 

 

159 

春
興 

小 
鼎
左 

鼎
左 

狐
・
宝
珠
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

 

玉
岡
・
和
雄
・
素
屋
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 
  

９ 

 
 

※ 

六
裁 

 

160 

春
興 

小 

冬
岐 

梅
审 

蒲
公
英
図 
○ 

ア
イ
エ 

×
 

虚
白
・
可
松
女
・
其
山
・
素
信
・
冬
岐 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
  

９ 

 
 

※ 

六
裁 

 

161 

歳
旦 

小 

素
屋 

素
屋 

旭
日
松
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
  

６ 

※ 

「
乙
巳
春
」
／
十
二
裁 

 

162 

春
興 

小 

此
方 

小
虚 

木
彫
鳥
型
玩
具
図 

○ 

イ 
×

 

（
浪
華
）
其
山
・
杜
鴻
・
斑
竹
・
素
屋
・
此
方 

 
 
 
 
 

5 
 
 

９ 

 
 

※ 

八
裁 

 

163 

歳
旦 

半
裁 

此
方 

小
虚 

松
原
図 

○ 

ア
ウ
エ 

×
 

 

此
角
・
麦
雨
・
鹿
野
女
・
桃
枝
・
此
松
・
千
枝
・
其
律
・
（
南
）
蘆
月
・ 

馬
風
・
文
岳
・
晴
方
・
浦
住
・
千
塵
・
春
寵
・
笠
斎
・
（
浪
華
）
鼎
左
・ 

素
屋
・
呂
国
・
蘆
山
・
井
資
・
光
林
・
休
叟
・
水
月
・
秋
水
・
其
山
・ 

淡
叟
・（
洛
）
岱
年
・
有
節
・
九
起
・
卓
丈
・
淡
節
・
祭
魚
・
杜
鷲
・
梅
审
・ 

華
實
・
冨
春
・
皷
腹
・
米
汁
・
貴
低
・
徐
下
・
芦
丸
・
奈
可
女
・
一
之
・ 

素
白
・
芦
月
・
木
父
・
（
少
年
）
芦
角
・
雨
尺
・
松
夫
・
江
鳥
・
孤
鳳
・ 

其
風
・
松
庭
・
子
尺
・
五
楓
・
看
雨
・
竜
枝
・
芦
舟
・
此
方 

59 

６
１ 

 

164 

歳
旦 

半
裁 

餘
力 

画
者
不
明 

舟
曳
図 

○ 

イ
ウ 

×
 

梅
审
・
虚
白
・
淡
叟
・
雨
翠
・
史
也
・
凉
呼
・
石
鼎
・
梅
通
・
岱
年
・ 

其
山
・
鼎
左
・
丈
翠
・
九
起
・
素
屋
・
有
節
・
風
光
・
花
調
・
枝
月
・ 

青
崔
・
杜
鴻
・
白
止
・
蘭
秀
・
桂
洲
・
節
之
・
烏
谷
・
轡
角
・
杜
鷲
・ 

布
国
・
淡
亪
・
月
下
・
茶
烟
・
禾
明
・
米
审
・
梢
蘿
・
斑
竹
・
米
山
・ 

文
賀
・
梅
西
・
亀
栖
・
香
山
・
篤
之
・
栗
々
・
翠
葉
・
井
竹
女
・
淇
悠
・ 

桃
审
・
黙
池
・
昌
風
・
桐
一
・
一
具
・
南
枝
・
太
良
彦
・
得
蕪
・
夜
白
・ 

梅
曦
・
孤
柳
・
仙
歩
・
東
宇
・
玉
口旨
・
淡
節
・
燕
川
・
篤
明
・
碩
水
・ 

（
寿
堂
更
）
道
機
・
梅
石
・
餘
力 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

66 

６
９ 

※ 
「
巳
の
は
る
」 



 

四四 

 

 
165 

歳
旦 

半
裁 

月
下 

来
竟 

御
歯
固
之
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
大
坂
）
鼎
左
・（
大
坂
）
素
屋
・（
洛
東
）
九
起
・（
亩
）
梅
审
・
琴
風
・
梅
鈴
・ 

梅
翁
・
晴
林
・
其
泊
・
詠
禾
・
吐
香
・
素
風
・
運
梅
・
翠
賀
・
如
流
・ 

春
諷
・
梅
林
・
南
嶺
・
青
蛾
・
月
窓
・
英
月
・
孤
楓
・
芦
汀
・
素
考
・ 

世
外
・
月
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

26 

２
８ 

 

166 

歳
旦 

四
裁 

光
林 
秋
亪 

胡
蝶
・
辛
夷
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

鼎
左
・
超
然
・
鴬
宿
・
素
屋
・
此
方
・
松
隣
・
蘭
秀
・
荷
涼
・
蘭
操
・ 

其
珀
・
操
居
・
井
竹
女
・
文
賀
・
卦
龍
・
里
柳
・
人
笑
・
里
隠
・
林
亪
・ 

鵞
江
・
風
光
・
光
林 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
１ 

 

167 

慶
賀 

四
裁 

賀
暁 

文
麟 

天
狗
・
福
面
図 
○ 

イ
エ 

×
 

（
千
来
改
）
賀
暁
・
賀
暁
・
賀
暁
・
賀
暁
・
賀
暁
・
素
屋 

 
 

6 

１
５ 

※ 

千
来
改
名
祝 

 

168 

そ
の
他 

半
裁 

徐
道 

圭
岳 

飛
鳥
図 

○ 

ア
エ 

仙
鳧 

淡
叟
・
素
屋
・
鼎
左
・
白
鷗
・
林
曹
・
其
山
・
虚
白
・
九
起
・
節
之
・ 

枝
月
尼
・
梅
通
・
杜
鷲
・
祭
魚
・
寿
堂
・
松
蘿
・
有
節
・
梅
审
・
栃
山
・ 

流
芳
・
而
后
・
月
底
・
黄
山
・
卓
池
・
石
釆
・
水
竹
・
蓬
宇
・
呼
卵
・ 

竹
里
・
碧
山
・
立
宇
・
祖
郷
・
一
具
・
杜
有
・
得
蕪
・
金
令
・
溶
々
・ 

萬
古
・
小
柯
・
見
外
・
渓
斎
・
由
誓
・
徐
道 

 
 
 
 
 
 

42 

４
７ 

※ 

「
弘
化
巳
如
月
」
／
祖
郷
帰
国
送
別 

 

169 

歳
旦 

半
裁 

大
鵬 

凌
雲 

紅
梅
・
水
辺
閑
居
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

遅
流
・
宜
稲
・
奔
蝶
・
護
岳
・
井
之
・
秋
香
・
見
外
・
乙
雂
・
谷
鴋
・ 

釣
雪
・
琴
高
・
萬
古
・
杜
有
・
為
山
・
渓
斎
・
冝
菜
・
大
鵬 

17 

１
８ 

※ 

「
弘
化
乙
巳
孟
春
」 

 

170 

春
興 

半
裁 

渓
斎 

×
 

― 

― 

― 

筆
耕
不
明 

大
鵬
・
静
軒
・
渓
斎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
吟
歌
仙 

３
７ 

※ 

和
漢
聯
句
／
金
銀
箔
散
ら
し
料
紙 

 

171 

春
興 

三
裁 

西
畴 

柳
木 

小
松
・
土
筆
図 

○ 

ア
イ 

渟
堂 

 

由
誓
・
一
具
・
萬
古
・
夜
松
・
風
外
・
卓
池
・
黄
山
・
梅
曦
・
其
山
・ 

斑
竹
・
杜
鴻
・
素
屋
・
梅
通
・
雨
翠
・
岱
年
・
梅
审
・
乙
良
・
□
□
・ 

鷺
眠
・
夏
桐
・
稲
彦
・
秀
女
・
関
伍
・
梅
逸
・
道
雂
・
木
山
・
守
年
・ 

竹
宇
・
古
巶
・
杜
里
・
流
水
・
眉
白
・
梧
葉
・
西
畴 

 
 

 

34 

３
７ 

※ 

「
巳
の
春
」
／
紙
背
は
黄
色
色
紙
に
「
牧
莚
□
□
菴
」
の 

表
題
を
入
れ
た
料
紙
を
継
ぎ
172
と
と
も
に
貼
る 

 



 

四五 

 

172 

歳
旦 

小 

素
屋 

東
南 

豆
人
形
図 

○ 

イ
エ 

×
 

一
三
・
一
三
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

3 

１
２ 

※ 
「
乙
巳
歳
旦
」
／
二
十
四
裁 

 

173 

歳
旦 

四
裁 
呂
鳳 

×
 

― 

― 

― 
×

 

（
エ
ド
）
見
外
・
金
令
・
杜
有
・
徐
道
・
米
山
・
萬
古
・
大
鵬
・
百
尺
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
亩
）
有
節
・
北
山
・
夗
方
・
鶴
居
・
貴
存
・
鴬
叟
・ 

美
升
・
角
招
・
亀
村
・
竹
外
・
疎
石
・
北
鳴
・
大
雂
・
柳
堤
・
柳
壷
・ 

悠
平
・
卓
丈
・
呂
鳳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

27 

２
７ 

※ 

「
巳
の
春
」
／
「
能
登
此
花
連
」
／
宝
珠
空
押
朱
色
飾
枞 

 

174 

春
興 

四
裁 

鴬
呼 

×
 

― 

― 

― 
×

 

（
亩
）
有
節
・
杜
鷲
・
祭
魚
・
九
起
・
（
ナ
ニ
ハ
）
杜
鴻
・
斑
竹
・
其
山
・ 

素
屋
・
（
江
戸
）
呉
城
・
梅
石
・
見
外
・
渓
斎
・
北
山
・
賀
水
・
我
柳
・ 

鹿
恋
・
柳
壷
・
大
夢
・
鴬
呼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
19 
１
９ 

 

※ 

模
様
入
り
短
冊
枞 

 

175 

慶
賀 

変
形 

雀
叟 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
审
・
淡
節
・
雨
江
・
梅
先
・
梅
后
・
一
幽
・
雀
叟 

 
 

 

7 

２
２ 

※ 

「
乙
巳
の
は
る
」
／
俳
号
命
名
入
門
祝
賀
／
半
裁
よ
り
や
や
小
／ 

 
 

金
箔
散
ら
し
料
紙 

 

176 

そ
の
他 

半
裁 

不
明 

画
者
不
明 

社
殿
・
時
鳥
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
淡
節
・
□
大
・
□
岐
雂
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

□
雂
・
□
□
・
□
□
・
霞
□
・
□
□ 

 
 
 
 

 
 

15 

１
９ 

※ 

「
化
夏
」
／
潤
水
留
別 

三
篇 

「
坤
の
部
三
」 

         

▼
弘
化
二
年 

 
1 
冬
興 

四
裁 

泥
牛 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

黄
山
・
桃
鳥
・
應
知
・
桃
秀
・
我
竞
・
李
裳
・
一
清
・
楳
裡
・
芝
石
・ 



 

四六 

 

而
后
・
泥
牛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
１ 

※ 

「
乙
巳
」
／
桜
色
料
紙 

 

2 

秋
興 
四
裁 

木
山 

乙
良 

瓜
図 

○ 

ア
ウ 

渟
堂
幽
人 

由
誓
・
有
節
・
其
山
・
萬
古
・
柳
壷
・
（
在
江
戸
）
鷺
眠
・
素
屋
・
樹
石
・ 

清
民
・
徐
道
・
悠
々
・
風
外
・
一
具
・
亀
友
・
古
巶
・
梧
葉
・
飛
高
女
・ 

眉
白
・
稲
彦
・
道
雂
・
梅
逸
・
雪
良
・
竹
宇
・
菫
沙
・
夏
桐
・
西
畴
・ 

乙
良
・
守
年
・
木
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29 

３
３ 

※ 

「
巳
の
長
月
」 

 

3 

秋
興 

半
裁 

斑
竹 

秋
亪 

南
天
・
簔
虫
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
其
山
・
伯
遠
・
曲
阜
・
松
隣
・
鼎
左
・
渓
斎
・
此
方
・
荷
少
・ 

太
乙
・
可
松
・
呉
城
・
卓
池
・
鼎
峰
・
芦
审
・
應
叟
・
西
畴
・
元
枝
・ 

松
露
・
悠
平
・
芦
江
・
有
節
・
見
外
・
柳
壷
・
茶
烟
・
桜
哉
・
北
山
・ 

柿
守
・
鴬
呼
・
秋
亪
・
藻
雨
・
餘
力
・
淡
叟
・
光
林
・
白
雀
女
・
李
暁
・ 

其
律
・
都
春
・
松
审
・
卦
竜
・
素
曰
・
鴬
宿
・
素
屋
・
杜
鴻
・
斑
竹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45 

４
６ 

※ 

「
乙
巳
秋
」 

 

4 

秋
興 

半
裁 

素
曰 

花
屋
为
人 

椎
茸
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
卓
池
・
一
具
・
伯
遠
・
荷
少
・
五
株
・
九
起
・
有
節
・
鼎
峯
・ 

此
方
・
董
秋
・
柴
人
・
岳
鳳
・
杜
鷲
・
紫
金
・
退
歩
・
退
又
・
舟
路
・ 

樗
太
・
朗
壽
・
曲
阜
・
静
誐
・
藤
涯
・
金
馬
・
鳴
々
・
太
乙
・
白
雀
女
・ 

杜
陵
・
松
緑
・
乙
蟻
・
萬
壽
人
・
異
聲
・
林
曹
・
淡
叟
・
呂
国
・
鴬
宿
・ 

杜
鴻
・
斑
竹
・
芦
江
・
井
竹
女
・
光
林
・
松
隣
・
鼎
左
・
素
伯
・
百
丈
・ 

其
山
・
素
屋
・
素
曰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

48 

５
４ 

※ 

「
乙
巳
秋
」 

 

5 

追
善 

半
裁 

素
屋 

秋
亪 

木
槿
・
空
蝉
図 

○ 

ア
イ 

×
 

杜
有
・
松
什
・
山
外
・
渓
斎
・
卓
郎
・
太
良
彦
・
遅
流
・
荷
少
・
為
山
・ 

得
蕪
・
溶
々
・
見
外
・
一
具
・
梅
审
・
黙
池
・
雨
翠
・
孤
柳
・
可
大
・ 

黄
山
・
我
竞
・
烏
律
・
閑
那
・
鼎
峰
・
茶
烟
・
杉
露
・
九
花
・
可
松
・ 

呂
鳳
・
半
各
・
菫
秋
・
都
春
・
淡
叟
・
其
山
・
水
月
・
此
方
・
卦
竜
・ 

巨
洲
・
杜
鴻
・
斑
竹
・
光
林
・
鴬
宿
・
松
隣
・
伯
遠
・
折
桂
・
五
株
・ 

呂
川
・
九
起
・
鼎
左
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49 

５
８ 

※ 

「
弘
化
乙
巳
秋
」
／
平
山
三
回
忌
追
善 

 

6 

冬
興 

半
裁 

稲
彦 

雪
叟
（
乙
良
） 

椿
・
炭
籠
図 

○ 

ア
イ 

篤
淳
堂 

（
エ
ド
）
由
誓
・
万
古
・
松
什
・
百
丈
・
樹
石
・
見
外
・
（
ラ
ク
）
岱
年
・ 

有
節
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
其
山
・
松
隣
・
鼎
左
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ス
ル
ガ
） 

漣
山
・
（
キ
イ
）
鼎
峰
・
（
イ
セ
）
石
鼎
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
北
山
・
（
ミ
カ
ハ
） 



 

四七 

 

石
釆
・
卓
池
・
飛
高
女
・
眉
白
・
春
成
・
北
里
・
竹
宇
・
道
雂
・
董
沙
・ 

木
山
・
守
秊
・
梧
葉
・
可
邨
・
梅
逸
・
夏
桐
・
西
畴
・
乙
良
・
夕
照
・ 

古
巶
・
稲
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38 

４
０ 

※ 
「
巳
の
冬
」 

 

7 

歳
暮 

半
裁 
眉
白 

雪
叟
（
乙
良
） 

新
年
調
度
図 

○ 

ア
イ 

渟
堂
幽
人 

（
エ
ド
）
由
誓
・
鳳
朗
・
万
古
・
溶
々
・
鷺
眠
・
氷
壷
・
風
外
・
一
具
・ 

（
ヲ
ワ
リ
）
而
后
・
芝
石
・
應
知
・
（
ノ
ト
）
呂
鳳
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
淡
節
・
梅
审
・
春
成
・
北
里
・
竹
宇
・ 

菫
沙
・
木
山
・
可
邨
・
梧
葉
・
梅
逸
・
夕
照
・
古
巶
・
稲
彦
・
（
雪
郎
更
） 

如
好
・
夏
桐
・
飛
亪
女
・
西
畴
・
乙
良
・
道
雂
・
眉
白 

 
 

39 

４
２ 

※ 

「
巳
の
抄
冬
」
／
状
態
悪
く
一
部
推
読
を
含
む 

 

8 

秋
興 

半
裁 

守
年 

圭
岳 

鶉
図 

○ 

ア
イ
ウ 
仙
鳧 

 

由
誓
・
一
具
・
萬
古
・
樹
石
・
伯
遠
・
呉
城
・
機
蝶
・
惟
草
・
風
外
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・
（
ミ
カ
ハ
）
塞
馬
・
（
イ
セ
）
梅
曦
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・ 

英
泉
・
□
斎
・
楓
関
・（
ス
ル
ガ
）
碧
山
・（
ヒ
タ
チ
）
野
巣
・（
デ
ハ
）
松
華
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
サ
ド
）
文
仙
・（
カ
ヾ
）
卓
丈
・
此
山
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・ 

其
山
・
（
ラ
ク
）
梅
通
・
有
節
・
麟
足
・
青
哉
・
青
枝
・
琳
峯
・
素
考
女
・ 

三
免
・
鷺
川
・
十
良
雂
・
暉
翠
・
稲
彦
・
尓
弓
・
飛
高
女
・
古
巶
・
亀
友
・ 

菫
沙
・
竹
宇
・
梅
逸
・
眉
白
・
梧
葉
・
西
畴
・
乙
良
・
木
山
・
守
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

50 

５
１ 

※ 

「
乙
巳
秋
」 

 

9 

夏
興 

四
裁 

悠
平 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

（
山
城
）
有
節
・
祭
魚
・
烏
谷
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
（
大
和
）
髭
雂
・
（
河
内
） 

不
二
門
・
（
和
泉
）
擔
鶴
・
北
方
・
（
摂
津
）
素
屋
・
呂
国
・
杜
鴻
・
斑
竹
・ 

（
三
田
）
冬
岐
・
素
玉
・
朴
陽
・
里
夕
・
三
津
女
・
風
和
・（
高
ま
つ
）
武
亥
・ 

卓
丈
・
悠
平 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
１ 

※ 

牡
丹
空
摺
緑
料
紙 

 

10 

歳
旦 

三
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

梅
审
・
卓
池
・
観
水
・
柏
枝
・
（
松
玉
改
）
琴
雂
・
松
榮
・
岱
年
・
草
居
・ 

玉
輝
・
権
玉
・
一
撨
・
二
郎
・
素
屋
・
鼎
左 

 
 
 

 
 
 

14 

１
４ 

※ 

「
弘
化
第
二
乙
巳
初
春
」
／
天
銀
引
料
紙 

 

11 

夏
興 

小 

松
隣 

冬
雂 

蝸
牛
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 

鼎
左
・
素
屋
・
松
隣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3 
  

８ 

 
 

※ 

八
裁 

 

12 

秋
興 
四
裁 

花
佛 

冨
長
水 

赤
蜻
蛉
図 

○ 

ア
イ 

×
 



 

四八 

 

梅
审
・
九
起
・
卓
池
・
一
具
・
渓
斎
・
伯
遠
・
杜
有
・
見
外
・
此
方
・ 

月
下
・
乙
良
・
淡
叟
・
鴬
宿
・
素
屋
・
光
林
・
井
竹
女
・
松
隣
・
鼎
左
・ 

木
笠
・
馬
脉
・
魚
村
・
花
佛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

22 

２
２ 

※ 
「
乙
巳
七
月
」 

 

13 

秋
興 

四
裁 
徐
道 

凌
雲 

草
花
図 

○ 

ア
イ 

松
軒 

 

柳
壷
・
北
山
・
卓
丈
・
悠
平
・
呂
鳳
・
一
具
・
金
令
・
卓
郎
・
杜
有
・ 

萬
古
・
伯
遠
・
由
誓
・
渓
斎
・
見
外
・
徐
道 

 
 
 
 
 
 

15 

１
５ 

※ 

「
弘
化
乙
巳
と
し
初
秋
」 

 

14 

秋
興 

四
裁 

二
葉 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

一
具
・
為
山
・
見
外
・
伯
遠
・
丈
翠
・
禾
明
・
素
屋
・
多
代
・
溶
々
・ 

玄
子
・
一
止
・
春
审
・
茶
山
・
都
岐
雂
・
祭
魚
・
其
山
・
鼎
左
・
有
節
・ 

黄
山
・
御
風
・
二
葉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

21 

２
２ 

※ 

青
二
重
囲
み
枞 

 

15 

夏
興 

四
裁 

箕
年 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

一
東
・
箕
年
・
春
草
・
可
休
・
重
成
・
金
丸
・
樗
大
・
梅
霞
・
金
丸
・ 

一
東
・
春
草
・
幻
居
・
可
休
・
竹
山
・
重
成
・
有
水
・
此
君
尼
・
登
柊
・ 

其
山
・
素
屋
・
松
隣
・
箕
年 

 
 
 
 
 

連
句
六
句
＋
16 

２
５ 

※ 

「
巳
乃
夏
」
／
青
囲
み
枞 

 

16 

夏
興 

四
裁 

漁
村 

秋
亪 

白
牡
丹
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

鼎
左
・
鴬
宿
・
素
屋
・
松
隣
・
光
林
・
梅
审
・
岱
年
・
物
海
・
馬
脉
・ 

木
笠
・
漁
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

２
２ 

 

17 

春
興 

小 

肆
山 

×
 

― 

― 

― 

仙
鳧 

 

（
浪
花
）
鼎
左
・
素
屋
・
（
武
さ
し
）
太
良
彦
・
肆
山 

 
 

4 

１
５ 

※ 

「
乙
巳
の
は
る
」
／
八
裁
／
刷
毛
目
模
様
料
紙 

 

18 

夏
興 

小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

鼎
左
・
素
屋
・
餘
力
・
杉
露
・
茶
烟 

 
 
 
 
 
 

5 

１
１ 

※ 

九
裁
／
布
目
地
天
銀
引
料
紙 

 

19 

夏
興 

小 

素
屋 

東
南 

駒
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

松
隣
・
餘
力
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 
  

６ 

 
 

※ 

八
裁 

 

20 

冬
興 

四
裁 

一
雨 

長
水 

水
辺
茅
屋
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 



 

四九 

 

由
誓
・
一
具
・
見
外
・
素
屋
・
松
隣
・
吐
屑
・
蘭
秀
・
荷
凉
・
井
竹
女
・ 

其
珀
・
秋
亪
・
光
林
・
鴬
宿
・
鼎
左
・
一
雨 

 
 
 
 
 
 

15 

１
７ 

 

21 

冬
興 
四
裁 

鴬
宿 

方
斎 

時
雨
・
蔦
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

鼎
左
・
松
隣
・
光
林
・
水
月
・
超
然
・
素
屋
・
里
柳
・
風
光
・
鵞
江
・ 

操
居
・
如
光
・
里
隠
・
林
亪
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 

14 

１
８ 

 

22 

冬
興 

四
裁 

一
雨 
文
賀 

法
楽
売
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
岱
年
・
杜
鷲
・
有
節
・
道
機
・
木
容
・
光
林
・
松
隣
・
眉
山
・ 

井
資
・
渓
叟
・
由
誓
・
素
屋
・
水
月
・
其
山
・
暁
雨
・
井
竹
女
・
幸
女
・ 

蘭
秀
・
吐
屑
・
荷
凉
・
鴬
宿
・
枕
窓
・
九
起
・
鼎
左
・
一
雨 

 

26 

一
部
二
段
３
４ 

 

23 

冬
興 

四
裁 

木
笠 

長
水 

小
松
・
鴬
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
审
・
九
起
・
岱
年
・
卓
池
・
一
具
・
渓
斎
・
松
什
・
太
良
彦
・
五
株
・ 

杜
有
・
見
外
・
由
誓
・
淡
叟
・
其
山
・
素
屋
・
光
林
・
井
竹
・
松
隣
・ 

鴬
宿
・
水
月
・
鼎
左
・
魚
村
・
馬
脉
・
花
佛
・
木
笠 

 
 

27 

３
６ 

 

▼
安
政
五
年 

 

24 

冬
興 

半
裁 

菫
波 

葭
亪 

芦
辺
図 

○ 

ア
イ 

×
 

有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
赤
甫
・
文
海
・
公
成
・
梅
通
・
鼎
左
・
林
曹
・ 

松
隣
・
知
風
・
素
屋
・
五
鈴
・
而
后
・
一
清
・
指
石
・
梅
裡
・
蓬
宇
・ 

由
誓
・
芳
艸
・
尋
香
・
魯
心
・
白
亥
・
山
子
・
霞
村
・
明
水
・
靖
路
・ 

田
蓑
・
花
海
・
見
外
・
為
山
・
天
由
・
逸
渕
・
多
代
・
清
民
・
一
止
・ 

舎
用
・
唫
風
・
腄
山
・
乙
良
・
契
史
・
鷗
池
・
左
郊
・
豊
容
・
半
夢
・ 

抱
節
・
蟻
城
・
青
茅
・
天
馬
・
一
外
・
権
居
・
逸
松
・
高
路
・
梧
井
・ 

正
孝
・
帄
風
・
橘
外
・
松
裡
・
青
葉
・
蕗
丘
・
得
二
・
嵐
艸
・
宇
雀
・ 

鯉
勢
・
應
可
・
東
阡
・
草
尺
・
羅
村
・
北
誕
・
茶
番
・
菫
波 

71 

７
１ 

※ 

「
戌
午
冬
」
／
群
鳥
は
画
題
と
せ
ず 

 

25 

慶
賀 

半
裁 

畝
月 

是
真 

真
鯉
図 

○ 

イ
エ 

抱
節
子 

 

守
黒
・
佳
悠
・
由
儀
・
菊
彦
・
畝
月
・
雨
桐
・
秋
里
・
池
鶴
・
素
風
・ 

佳
哥
・
大
雃
・
山
児
・
五
英
・
一
秋
・
美
ふ
ね
・
桃
園
・
柏
翠
・
如
牛
・ 

春
松
・
蓼
山
・
五
雂
・
鴬
谷
・
芹
舎
・
有
節
・
鳥
岳
・
梅
通
・
素
屋
・ 

挙
一
・
鼎
左
・
林
曹
・
而
后
・
抱
儀
・
拙
誠
・
き
く
雂
・
祖
郷
・
明
水
・ 

五
渡
・
不
染
・
花
海
・
由
之
・
氷
壷
・
為
山
・
山
子
・
西
馬
・
瓦
村
・ 

留
木
・
波
鷗
・
抱
叔
・
松
鶴
・
亀
遊
・
五
休
・
完
鷗
・
東
潤
・
由
誓
・ 

美
ふ
ね
・
桃
園
・
和
晴
・
春
松
・
澄
江
・
器
養
・
如
牛
・
大
雃
・ 

是
得
・
田
珁
・
蓼
山
・
素
風
・
桂
歌
・
池
鶴
・
山
児
・
五
雂
・
一
峰
・ 

泰
阜
・
柳
塘
・
貞
寿
・
五
嶺
・
真
斎
・
柳
柯
・
琴
月
・
嘯
斎
・
秋
里
・ 

柏
翠
・
五
英
・
一
秋
・
守
黒
・
由
儀
・
得
蕪
・
（
風
月
堂
）
佳
悠
・
（
律
庵
） 

雨
桐
・
（
静
松
舎
）
菊
彦
・
（
寸
帄
庵
）
畝
月 



 

五〇 

 

連
句
二
十
二
句
＋
68 

１
０
８ 

※ 

「
午
の
季
夏
」
／
改
号
祝 

 

▼
万
延
元
年 

 

26 

歳
旦 

三
裁 
撫
泉 

圭
岳 

正
月
飾
・
烏
帽
子
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

為
山
・
山
子
・
き
く
雂
・
花
海
・
可
嘯
・
泰
山
・
青
柿
・
普
陽
・
雪
香
・ 

山
醍
・
研
月
・
三
交
・
渓
斎
・
卓
郎
・
見
外
・
等
栽
・
露
心
・
永
機
・ 

芳
艸
・
新
甫
・
尋
香
・
氷
壷
・
抱
儀
・（
亩
）
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
赤
甫
・ 

黙
池
・
波
同
・
有
節
・
芹
舎
・
（
大
坂
）
林
曹
・
素
屋
・
松
隣
・
（
兵
庫
） 

可
大
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
（
ト
サ
）
元
史
・
（
キ
イ
）
黍
丘
・
（
近
江
）
帄
道
・ 

乙
也
・（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
而
后
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
遠
江
）
杜
水
・（
サ
ガ
ミ
） 

ゆ
き
を
・
（
ア
ハ
）
あ
や
を
・
（
下
サ
）

年
・
（
ヒ
グ
チ
）
梅
谷
・
（
上
毛
） 

乙
瓢
・（
エ
チ
ゴ
）
鷺
眠
・（
カ
ガ
）
大
夢
・（
デ
ハ
）
御
風
・
玄
子
・
多
代
女
・ 

江
三
・
□
市
・
（
会
津
）
布
山
・
撫
泉
・
仏
孫
・
為
山
・
花
海
・
山
子
・ 

き
く
雂
・
仏
孫
・
凉
洲
・
竹
晴
・
波
雨
・
素
燈
・
撫
泉 

 

63
＋
連
句
六
句 
７
０ 

※ 

「
庚
申
春
」 

 

27 

追
善 

半
裁 

茶
雷 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

青
芽
佛
・
多
代
女
・
清
民
・
蓬
宇
・
一
止
・
為
山
・
鼎
左
・
羅
村
・
鯉
勢
・ 

帄
風
・
蕗
丘
・
而
后
・
一
清
・
半
夢
・
梧
井
・
李
曠
・
芳
艸
・
唫
風
・ 

桃
年
・
橘
外
・
青
□
・
葛
路
・
松
裡
・
婦
牛
・
棹
舟
・
東
阡
・
嵐
艸
・ 

宇
堂
・
蓬
園
・
公
成
・
左
郎
・
一
惺
・
非
々
・
権
居
・
有
節
・
梅
裡
・ 

葉
陽
・
應
可
・
一
水
・
淡
節
・
尋
香
・
素
屋
・
左
一
・
蟻
城
・
芹
水
・ 

菫
坡
・
如
虹
・
其
樟
・
騏
郷
・
草
尺
・
茶
雷 

 
 
 
 

 
 
 

51  

７
２ 

※ 

「
安
政
庚
申
三
月
五
日
」
／
一
挙
園
一
周
忌
追
善
／
天
に
歯
朶
青
摺 

模
様
料
紙 

 

28 

春
興 

半
裁 

留
木 

是
真 

春
草
・
胡
蝶
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

鷗
波 

仙
鳧
・
香
以
・
卜
早
・
山
林
・

提
・
静
冝
・
松
舟
・
か
く
川
・
大
桜
・ 

在
尓
・
阿
雪
・
不
染
・
芦
窓
・
都
嶺
・
為
山
・
鼎
左
・
素
屋
・
赤
甫
・ 

湖
水
・
而
后
・
一
清
・
青
池
・
梅
臣
・
二
鷗
・
梅
裡
・
李
曠
・
市
猿
・ 

契
史
・
香
雪
・
三
巣
・
種
好
・
松
青
・
思
水
・
試
風
・
双
审
・
大
夢
・ 

□
□
・
仏
眼
・
甘
雨
・
如
月
・
魚
念
・
柏
翠
・
雨
桐
・
普
卜
・
御
舟
・ 

桃
園
・
凉
花
・
巣
欢
・
槿
随
・
由
儀
・
等
栽
・
卓
郎
・
露
心
・
山
子
・ 

精
義
・
芳
艸
・
如
泉
・
新
甫
・
樹
石
・
古
笠
・
き
く
雂
・
花
海
・
波
鷗
・ 

文
昇
・
抱
儀
・
多
代
女
・
か
つ
ら
・
ひ
な
も
・
女
柳
・
妙
輝
尼
・
英
子
・ 

小
車
女
・
た
か
女
・
春
友
女
・
ま
つ
女
・
多
ミ
古
・
ち
か
や
・
花
晨
・ 

東
訓
・
完
鷗
・
到
遠
・
一
鼎
・
鳩
峰
・
藤
为
・

来
・
呂
風
・
柳
・
冝
夕
・ 

月
夕
・
只
青
・
五
休
・
白
起
・
竹
賀
・
梅
香
・
蕪
玉
・
菊
丸
・
琴
舟
・ 

楽
之
・
松
鶴
・
留
木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

100 

１
０
０ 

※ 
「
庚
申
春
」 

 



 

五一 

 

29 

追
善 

半
裁 

清
雃 

禾
園 

花
器
・
桜
花
・
短
冊
箱
図 

○ 

ア
イ 

龍
渓 

柳
涯
居
士
・
柳
涯
居
士
・
柳
涯
居
士
・
柳
涯
居
士
・（
山
城
）
楳
通
・
有
節
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
林
左
・
素
屋
・（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・
卓
郎
・
為
山
・（
水
原
）
乙
良
・ 

（
下
シ
ン
）
契
史
・（
五
泉
）
尤
儀
・（
長
丘
）
司
山
・
呉
烟
・（
サ
ク
ラ
松
）
冝
風
・ 

（
小
千
谷
）
野
光
・
（
今
マ
チ
）
雪
潮
・
（
村
マ
ツ
）
市
猿
・
（
三
ツ
ケ
）
实
骨
・ 

逸
交
・
澄
秋
・
岱
鵬
・
北
龍
・
梅
陽
・
貫
古
・
史
郷
・
雲
涛
・
茶
山
・ 

（
ニ
コ
ロ
）
雃
仏
・
（
ア
ツ
タ
）
険
洲
・
（
西
中
ノ
又
）
蕉
丘
・
（
ア
ラ
山
）
長
山
・ 

（
西
中
ノ
又
）
一
点
・（
栃
ほ
う
）
春
畴
・（
畵
所
）
古
志
雂
・
梅
園
女
・
青
甸
・ 

春
洛
・
古
山
・
茶
夕
・
柳
眠
・
西
清
・

山
・
知
石
・
唐
湖
・
二
陽
・ 

可
水
・
文
审
・
尾
静
・
史
仙
・
安
邑
・
里
蛍
・
茂
柳
・
貫
子
・
布
洗
・ 

清
冝
・
白
夜
・
柳
亪
・
柳
外
・
白
圭
・
清
雃 
 
 
 
 
 
 

63 

７
３ 

※ 

「
萬
延
元
年
庚
申
冬
日
」 

 

30 

秋
興 

四
裁 

碧
水 

清
梧 

月
・
薄
図 

○ 

ア
ウ
エ 

×
 

梅
通
・
淡
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
茶
雷
・
悠
平
・
菖
雨
・
旭
斎
・
可
候
・ 

金
陵
・
而
后
・
為
山
・
氷
壺
・
花
海
・
芳
草
・
新
甫
・
等
栽
・
見
外
・ 

朩
足
・
如
風
・
清
良
・
一
雨
・
悰
父
・
帒
一
・
素
山
・
星
佳
・
静
渕
・ 

柳
好
・
清
梧
・
撫
泉
・
御
風
・
唫
風
・
碧
水 

 
 
 
 
 
 

33 

３
３ 

※ 

「
庚
申
の
秋
」 

 

▼
文
久
元
年 

 

31 

歳
旦 

四
裁 

石
居 

守
一 

鶏
几
巾
図 

○ 

ア
イ
エ 

陵
岡 

見
外
・
（
南
都
）
松
壽
・
（
同
）
洗
我
・
守
一
・
三
保
女
・
幾
三
・
不
居 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 
 
 

７ 

※ 

「
酉
の
春
」 

 

32 

歳
旦 

三
裁 

少
錦 

南
岱 

梅
・
鴬
印
板
図 

○ 

ア
イ 

松
仙 

公
成
・
九
起
・
梅
通
・
鼎
左
・
知
風
・
素
屋
・
抱
儀
・
卓
郎
・
甘
志
・ 

為
山
・
見
外
・
而
后
・
一
清
・
梅
裡
・
士
前
・
完
伍
・
蓬
宇
・
春
芙
・ 

□
馬
・
嵐
牛
・
杜
水
・
烏
谷
・
青
坡
・
梅
里
・
馬
丈
・
や
な
女
・
葵
悠
・ 

い
と
女
・
武
栗
・
竹
東
・
烏
孝
・
簫
翁
・
蘭
逸
・
清
暉
・
欢
祇
・
古
洲
・ 

青
蓑
・
蔦
雨
・
ふ
さ
女
・
文
水
・
花
遊
・
其
朝
・
季
斎
・
梧
明
・
芦
角
・ 

雨
席
・
松
蘿
・
琴
郭
・
其
蕉
・
苔
雨
・
斧
年
・
苔
雨
・
少
錦
・
精
知
・ 

斧
年
・
精
知
・
少
錦 

 
 
 
 
 
 
 

四
吟
連
句
八
句
＋
53 

６
３ 

※ 

「
酉
初
春
」 

 

33 

夏
興 

四
裁 

麦
翠 

圭
岳 

藻
刈
図 

○ 

ア
イ
エ 

鷗
波 

為
山
・
花
海
・
き
く
雂
・
新
甫
・
野
井
・
ミ
き
雂
・
芳
艸
・
尋
香
・
抱
儀
・ 

あ
や
を
・

年
・
筩
谷
・
雃
仏
・
丹
嶺
・
素
山
・
江
三
・
多
代
女
・
梅
裡
・ 

一
清
・
李
曠
・
帄
道
・
公
成
・
淡
節
・
黙
池
・
草
僲
・
素
屋
・
麦
鳥
・ 

茶
雷
・
婦
牛
・
習
竹
・
煙
外
・
元
史
・
麦
翠 

 
 
 
 
 

 

33 

３
６ 



 

五二 

 

※ 

「
辛
酉
夏
」 

 
34 
冬
興 

四
裁 

馬
六 

圭
岳 

常
磐
松
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

鷗
波 

公
成
・
有
節
・
梅
通
・
可
大
・
素
屋
・
而
后
・
梅
裡
・
完
伍
・
多
代
女
・ 

抱
儀
・
卓
郎
・
為
山
・
馬
六
・
馬
六 

 
 
 
 
 
 

14 

１
５ 

※ 

「
辛
酉
初
冬
」 

 

35 

春
興 

半
裁 

草
友 

是
真 

旅
萬
歳
休
息
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

有
節
・
梅
通
・
素
屋
・
梅
圓
・
挙
一
・
梅
裡
・
一
清
・
蓬
宇
・
完
伍
・ 

杜
水
・
麦
鳥
・
菫
坡
・
応
可
・
茶
雷
・
薫
岱
・
蒼
湖
・
旭
斎
・
可
候
・ 

西
翁
・

年
・
巣
欢
・
□
□
・（
文
）
□
・
清
民
・
壭
山
・
多
代
女
・ 

布
山
・
盤
斎
・
素
山
・
静
渕
・
久
栄
・
松
圃
・
鷺
眠
・
習
静
・
柳
皐
・ 

常
晴
・
古
棠
・
李
朗
・
文
貞
・
渭
川
・
雲
底
・
省
我
・
龍
湖
・
凉
花
・ 

逸
渕
・
為
山
・
好
以
・
抱
儀
・
花
海
・
等
栽
・
苣
麿
・
氷
壺
・
き
く
雂
・ 

尋
香
・
九
峰
・
不
備
・
新
甫
・
貫
乎
・
左
慶
・
露
心
・
宗
丸
・
錦

・ 

一
雂
・
一
止
・
一
賀
・
潮
甫
・
友
遊
・
葭
洲
・
東
風
・
草
波
・
草
露
・ 

艸
栖
・
草
甫
・
芳
草
・
草
友 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

75 
７
５ 

※ 

「
酉
ノ
春
」 

 

36 

秋
興 

半
裁 

山
士 

圭
岳 

橋
上
月
見
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

抱
儀
・
見
外
・
等
栽
・
氷
壺
・
永
年
・
新
甫
・
雪
年
・
露
心
・
其
葉
・ 

可
嘯
・
然
々
・
ま
と
か
・
小
雲
・
甘
志
・
普
陽
・
花
海
・
好
以
・
泰
山
・ 

き
く
雂
・
睡
鷗
・
芦
城
・
ミ
き
雂
・
芳
草
・
卓
郎
・
為
山
・
立
宇
・
蓬
宇
・ 

完
伍
・
春
芙
・
一
清
・
梅
裡
・
三
楓
・
不
退
・
醉
雨
・
而
后
・
梅
通
・ 

黙
池
・
芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
素
屋
・
露
牛
・
雲
臥
・
期
童
・
清
凉
・ 

単
臥
・
山
士
・
山
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48 

４
８ 

※ 

「
辛
酉
秋
」 

 

37 

秋
興 

半
裁 

花
嬌 

圭
岳 

秋
海
棠
・
蜻
蛉
図 

○ 

ア
イ
ウ 

鷗
波 

（
江
戸
）
為
山
・
見
外
・
野
井
・
陳
良
・
ミ
き
雂
・
芳
草
・
花
海
・
き
く
雂
・ 

可
嘯
・
泰
山
・
其
葉
・
（
ム
サ
シ
）
天
由
・
五
渡
・
（
亩
）
公
成
・
淡
節
・ 

九
起
・
有
節
・
波
同
・
（
大
坂
）
素
屋
・
鼎
左
・
松
隣
・
（
丹
波
）
漁
瀧
・ 

（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・（
キ
イ
）
黍
丘
・（
ビ
ン
ゴ
）
梅
臣
・（
ア
キ
）
甘
古
・（
近
江
） 

帄
道
・（
イ
セ
）
雀
叟
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
梅
裡
・（
ミ
カ
ハ
）
完
伍
・ 

（
遠
江
）
嵐
牛
・
杜
水
・
（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・
ゆ
き
を
・
（
安
房
）
あ
や
雂
・ 

椿
山
・
（
下
サ
）

年
・
月
杵
・
（
ヒ
タ
チ
）
筩
谷
・
（
上
毛
）
乙
瓢
・
琴
堂
・ 

（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・
鷺
眠
・
契
史
・
（
越
中
）
慶
里
・
（
カ
ヾ
）
丹
嶺
・
大
夢
・ 

（
デ
ハ
）
吟
風
・
腄
山
・
（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・
壭
山
・
（
イ
コ
） 

鴬
居
・
（
ア
ハ
チ
）
鷗
池
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
葛
路
・
羅
村
・
麦
鳥
・
禾
田
・ 

草
尺
・
一
外
・
左
一
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・
雲
外
・
み
き
守
・
栄
樹
・
梅
十
・ 

夢
迹
・
婦
牛
・
疎
山
・
麦
翠
・
梢
夕
・
煙
外
・
応
一
・
清
夢
・
元
史
・ 

梅
舎
・
花
嬌 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

81 

８
１ 

※ 
「
辛
酉
秋
」 



 

五三 

 

 
38 

そ
の
他 

半
裁 

幽
止 

柳
斎 

水
辺
鴉
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

（
亩
）
芹
舎
・
公
成
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・ 

我
竞
・
一
清
・（
ミ
カ
ハ
）
完
伍
・
蓬
宇
・（
ス
ル
ガ
）
月
栖
・（
サ
ガ
ミ
）
木
鶏
・ 

富
神
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
葛
路
・
正
孝
・
（
ト
サ
）
雲
外
・
ミ
き
守
・
（
タ
ン
バ
） 

雪
光
・（
チ
ク
ゴ
）
箕
風
・
芝
鶴
・
麦
映
・（
□
□
）
凉
花
・（
安
房
）
あ
や
を
・ 

（
下
サ
）

年
・
月
杵
・
（
ヒ
タ
チ
）
鶴
巣
・
筩
谷
・
（
上
毛
）
乙
瓢
・
梅
郷
・ 

（
下
毛
）
文
窓
・
其
翼
・
（
エ
チ
ゴ
）
古
棠
・
光
栗
・
（
カ
ゞ
）
悠
平
・
（
オ
ク
） 

多
代
女
・
壭
山
・
草
居
・
布
山
・
清
民
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
江
春
・
久
栄
・ 

素
山
・
（
南
部
）
東
岐
・
旭
洋
・
契
一
・
幾
久
丸
・
（
松
前
）
一
翫
・
（
エ
サ
シ
） 

一
鼎
・
（
エ
ド
）
花
海
・
好
以
・
泰
山
・
香
芸
・
可
嘯
・
草
甫
・
甘
志
・ 

卓
郎
・
見
外
・
等
栽
・
尋
香
・
氷
壺
・
新
甫
・
ミ
き
雂
・
陳
良
・
芳
艸
・ 

太
年
・
き
く
雂
・
雪
年
・
普
陽
・
抱
儀
・
為
山
・
稔
市
・
蟻
道
・
也
大
・ 

不
黒
・
露
郷
・
南
交
・
由
池
・
梅
司
・
庭
民
・
竹
舎
・
松
雨
・
卜
二
・ 

唇
風
・
北
猿
・
寒
水
・
衛
之
・
乙
五
・
宇
山
・
幽
止 

 
 
 

91 

９
１ 

※ 

「
文
久
元
辛
酉
初
冬
」
／
四
季
混
在 

 

▼
文
久
二
年 

 

39 

そ
の
他 

半
裁 

杉
郷 

是
真 

鴬
・
手
洗
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

旭
斎
・
杉
郷
・
兎
郷
・
可
候
・
呂
舎
・
季
成
・
芳
艸
・
草
甫
・
芹
舎
・ 

有
節
・
淡
節
・
島
岳
・
文
海
・
素
屋
・
松
隣
・
挙
一
・
梅
裡
・
李
曠
・ 

蓬
宇
・
完
伍
・
大
夢
・
契
史
・
常
晴
・
御
風
・
唫
風
・
素
山
・
浪
兮
女
・ 

一
止
・
白
亥
・
多
代
女
・
清
民
・
為
山
・
新
甫
・
花
海
・
羽
人
・
苣
麿
・ 

き
く
雂
・
花
外
・
抱
叔
・
完
鷗
・
樹
石
・
白
起
・
野
井
・
等
栽
・
甘
茶
・ 

氷
壺
・
露
心
・
ミ
き
雂
・
九
峰
・
草
栖
・
草
友
・
草
甫
・
芳
草
・
月
杵
・ 

季
成
・
有
舎
・
芦
水
・
寥
月
・
保
久
賀
・
南
茂
・
茶
好
・
梅
五
・
石
丸
・ 

瓢
月
・
寿
遊
・
春
風
・
亀
寿
・
春
好
・
其
融
・
清
眠
・
白
斗
・
梅
舎
・ 

桃
翠
・
桐
條
・
た
り
ほ
・
松
栄
・
白
帒
・
三
鳥
・
桃
雨
・
比
古
・
西
翁
・ 

兎
郷
・
可
候
・
旭
斎
・
杉
郷 

 
 
 
 
 

連
句
八
句
＋
77 

９
３ 

※ 

「
文
久
戌
と
し
太
郎
月
」
／
杉
郷
快
気
祝 

 

40 

春
興 

半
裁 

香
嘯 

松
嶺 

花
弁
・
大
木
戸
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
通
・
素
屋
・
麦
鳥
・
梅
裡
・
御
風
・
半
湖
・
寄
三
・
亥
白
・
椿
山
・ 

為
山
・
春
湖
・
貫
乎
・
芳
草
・
五
雀
・
得
水
・
氷
壷
・
以
兄
・
そ
の
女
・ 

可
月
・
□
□
・
至
頌
・
其
岳
・
鳳
翠
・
磯
水
・
柳
水
・
楽
只
・
竹
翠
・ 

花
晴
・
み
さ
を
・
馬
麦
・
鶴
聲
・
木
公
・
曇
仙
・
桃
雨
・
鬼
笑
・
杉
郷
・ 

米
佳
・
藍
水
・
萬
丸
・
美
聲
・
宗
露
・
萩
山
・
可
候
・
梅
五
・
汎
翠
・ 

旭
斎
・
西
翁
・
甫
倖
・
仙
実
・
天
眠
・
梅
雃
・
鳳
秀
・
都
尽
・
（
秀
峯
更
） 

幽
々
・
南
志
・
翠
月
・
暁
期
・
磯
山
・
呉
雷
・
春
渚
・
可
水
・
季
塘
・ 

紫
谷
・
月
汀
・
滄
水
・
花
外
・
ミ
き
雂
・
月
杵
・
（
一
仙
更
）
香
嘯 

70 

７
０ 

※ 

香
嘯
改
号
披
露 

 



 

五四 

 

▼
元
治
元
年 

 
41 
春
興 

半
裁 

一
志 

探
泉 

桜
鯛
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
通
・
有
節
・
文
海
・
淡
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
為
山
・
卓
郎
・
松
朗
・ 

梅
因
・
朩
足
・
多
代
・
風
逸
・
曠
山
・
素
心
・
蕪
畔
・
碧
水
・
唫
風
・ 

素
山
・
御
風
・
友
月
・
竹
童
・
鳳
湖
・
其
麗
・
鶴
揃
・
岡
雨
・
竹
處
・ 

以
元
・
竹
裡
・
千
柳
・
桃
里
・
乕
岩
・
可
笑
・
一
行
・
羽
林
・
其
翠
・ 

花
香
・
之
有
・
市
楓
・
西
湖
・
柳
塘
・
椿
僊
・
句
山
・
羽
嘯
・
其
松
・ 

湖
南
・
帒
一
・
一
志 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48 

５
６ 

※ 

「
甲
子
の
と
し
」
／
空
押
黄
色
枞 

 

42 

歳
旦 

半
裁 

一
叶 

是
真 

厩
図 

○ 
ア
イ 

菫
斎 

一
叶
・
如
木
・
旭
斎
・
（
中
臣
）
忠
顕
・
（
エ
ド
）
春
湖
・
梥
暁
・
完
鷗
・ 

野
井
・
氷
壺
・
卓
郎
・
芳
草
・
等
栽
・
新
甫
・
不
染
・
苣
磨
・
為
山
・ 

（
デ
ハ
）
素
山
・
唫
風
・
御
風
・
（
ム
ツ
）
一
止
・
盤
斎
・
布
山
・
清
花
・ 

多
代
女
・
（
エ
チ
ゴ
）
鷺
眠
・
茶
山
・
（
ヲ
ハ
リ
）
棗
地
・
醉
雨
・
而
后
・ 

一
清
・
梅
裡
・
士
前
・
（
ナ
ニ
ハ
）
松
隣
・
知
風
・
素
屋
・
鼎
左
・
（
ラ
ク
） 

梅
通
・
赤
甫
・
淡
節
・
鳥
岳
・
芹
舎
・
有
節
・
（
下
総
）
如
木
・
真
民
・ 

杉
郷
・
鬼
笑
・
茶
好
・
南
茂
・
被
笑
・
宝
所
・
白
斗
・
一
犂
・
二
石
・ 

春
雨
・
兎
郷
・
米
佳
・
有
舎
・
西
翁
・
梅
庭
・
白
帒
・
梅
舎
・
季
成
・ 

可
候
・
月
杵
・
汎
翠
・
双
鯉
・
竹
友
・
砂
月
・
暉
月
・
知
勇
・
一
羽
・ 

皐
鶴
・
竹
且
・
遠
山
・
丁
志
・
筈
鴬
・
千
之
・
香
興
・
知
黒
・
菅
生
・ 

芳
茶
・
柳
叶
・
湖
叶
・
琢
之
・
旭
斎
・
一
叶
・
一
叶 和

歌
一
首
＋
86 

９
３ 

※ 

「
甲
子
の
春
」 

 

▼
慶
應
元
年 

 

43 

歳
旦 

四
裁 

心
星 

是
真 

梅
・
袱
紗
図 

○ 

ア
イ 

×
 

公
成
・
祭
魚
・
潮
水
・
素
屋
・
梅
裡
・
棗
地
・
老
竹
・
月
杵
・
一
朗
・ 

半
湖
・
笳
言
・
朩
貫
・
寄
三
・
乂
々
・
為
山
・
等
栽
・
見
外
・
春
湖
・ 

古
菱
女
・
得
水
・
秀
奇
・
五
雀
・
白
元
・
乙
雂
・
太
年
・
洒
雂
・
ミ
き
雂
・ 

心
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28 

２
８ 

※ 

「
乙
丑
春
」
／
料
紙
に
「
小
町
」
ほ
か
の
文
字
を
空
押
す
る 

 

▼
元
治
元
年 

 

44 

歳
旦 

四
裁 

心
星 

其
融 

鼠
・
鏡
餅
図 

○ 

ア
イ
エ 

臺
敬 

梅
通
・
有
節
・
公
成
・
鼎
左
・
素
屋
・
柳
壷
・
御
風
・
卓
郎
・
為
山
・ 

春
湖
・
新
甫
・
等
栽
・
ミ
き
雂
・
泰
民
・
有
来
・
得
水
・
見
外
・
心
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

18 

２
５ 

※ 

「
甲
子
之
初
春
」 

 



 

五五 

 

▼
慶
應
元
年 

 
45 
歳
旦 

半
裁 

谷
朗 

是
真 

御
神
木
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

公
成
・
祭
魚
・
素
屋
・
潮
水
・
棗
地
・
梅
裡
・
完
伍
・
蓬
宇
・
杜
水
・ 

竹
外
・
由
儀
・
月
杵
・
巣
欢
・
清
民
・
六
槐
・
老
竹
・
壭
山
・
松
圃
・ 

雷
山
・
鳳
湖
・
佳
山
・
契
吏
・
遊
古
・
蓬
审
・
古
棠
・
李
朗
・
石
香
・ 

裸
来
・
有
来
・
乂
々
・
為
山
・
等
栽
・
五
雀
・
龍
湖
・
鳳
雛
・
汲
古
・ 

弘
湖
・（
在
エ
ド
）
心
星
・
得
水
・
秀
寿
・
明
水
・
洒
雂
・
心
足
・
貫
乎
・ 

半
湖
・
白
亥
・
梅
白
・
移
柳
・
笳
言
・
栞
堂
・
一
朗
・
空
蛍
・
文
谷
・ 

岨
暁
・
宇
塵
・

寝
・
逸
峰
・
ミ
き
雂
・
谷
朗 
 
 
 
 
 

59 

５
９ 

※ 

「
丑
の
春
」 

 

46 

そ
の
他 

半
裁 

思
楽 

見
外 

富
士
図 

単
（
墨
） 

ア
イ 

臺
仙 

杜
鴻
・
轡
角
・
杜
鴻
・
菊
雂
・
思
楽
・
石
叟
・
卓
郎
・
等
栽
・
為
山
・ 

見
外
・
芹
舎
・
兎
□
・
萬
丈
・
黙
池
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
素
屋
・
大
年
・ 

蘭
操
・
知
風
・
卓
郎
・
為
山
・
見
外
・
等
栽
・
春
湖
・
芽
艸
・
寄
泉
・ 

不
染
・
鳳
雛
・
草
友
・
甘
茶
・
大
瓦
・
弘
美
・
竹
叟
・
石
叟
・
芳
泉
・ 

永
年
・
甘
志
・
雃
忠
・
菊
雂
・
思
楽 

 
 
 
 

33
＋
連
句
八
句 

４
５ 

※ 

「
乙
丑
春
」
／
杜
鴻
・
轡
角
送
別 

 

47 

追
善 

半
裁 

此
方 

麓
斎
（
北
洋
） 

撫
子
・
几
息
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
故
人
）
葏
左
・
井
資
・
五
葉
・
一
澄
・
素
屋
・
眉
松
・
此
虹
・
風
丈
・ 

其
石
・
麦
雨
・
亀
遊
女
・
先
春
・
晴
方
・
雨
葏
・
笑
方
・
五
葉
・
み
ち
を
・ 

波
静
・
静
圓
・
静
也
・
磐
鴻
・
其
英
・
梅
暁
・
（
ナ
ニ
ハ
）
杜
鴻
・
眉
屋
・ 

素
江
・
晴
雪
・
其
葏
・
其
逸
・
此
方 

 
 

 
 
 
 

30 

３
３ 

※ 

葏
左
追
善 

 

▼
慶
應
二
年 

 

48 

歳
旦 

半
裁 

寄
三 

華
岳 

行
商
人
・
鳥
几
巾
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

 
 

（
亩
）
有
節
・
公
成
・
（
大
坂
）
素
屋
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
（
エ
ド
）
為
山
・ 

等
栽
・
得
水
・
秀
奇
・
文
女
・
南
池
・
薫
女
・
洒
雂
・
ミ
き
雂
・
（
ム
ツ
） 

清
民
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
青
荷
・
長
洲
・
烏
路
・
修
太
・
髯
史
・
五
渡
・ 

半
湖
・
笳
言
・
言
之
・
半
石
・
虚
反
・
大
椿
・
夏
炉
・
月
叟
・
桑
古
・ 

一
朗
・
歴
山
・
水
明
・
祥
堂
・
栞
堂
・
谷
朗
・
文
右
・
空
螢
・
牧
雂
・ 

烏
暁
・
花
雂
・
真
吟
・
可
適
・
貫
乎
・
履
堂
・
翠
湖
・
孤
月
・
如
水
・ 

如
久
・
雲
縄
・
笑
月
・
如
柳
・
雨
柳
・
梅
楊
・
寿
斗
雂
・
老
池
・
硯
巣
・ 

貟
拙
・
眺
霧
・
青
宜
・
虚
雂
・
一
磨
・
疎
烟
・
南
之
・
慶
虚
・
寄
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

66 

６
６ 

※ 

「
丙
寅
春
」 

 

▼
慶
應
三
年 

 



 

五六 

 

49 

春
興 

半
裁 

右
朗 

華
岳 

越
後
獅
子
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

有
節
・
公
成
・
素
屋
・
梅
裡
・
乂
々
子
・
為
山
・
五
雀
・
秀
寄
・
得
水
・ 

序
流
・
洒
雂
・
等
栽
・
椿
山
・
月
杵
・
未
貫
・
巣
欢
・
清
民
・
芽
山
・ 

老
竹
・
芳
塢
・
柳
志
・
松
央
・
松
陽
・
江
三
・
一
止
・
比
一
・
葱
玉
・ 

一
鼎
・
淇
山
・
御
風
・
江
春
・
桂
仙
・
西
湖
・
雷
山
・
金
英
・
積
翠
・ 

契
史
・
雃
佛
・
古
棠
・
李
朗
・

山
・
寄
三
・
一
朗
・
茄
言
・
真
吹
・ 

福
柳
・
文
河
・
歴
山
・
白
亥
・
半
湖
・
空
蛍
・
文
谷
・
太
逸
・
喜
寝
・ 

林
翠
・
宇
塵
・
嵐
蛍
・
岨
暁
・
冨
柏
・
光
水
・
二
調
・
溟
山
・
逸
峰
・ 

ミ
き
雂
・
谷
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

65 

６
５ 

※ 

「
と
ら
の
春
」 

 

50 

歳
旦 

半
裁 

蕗
淇 

綾
岡
（
輝
松
） 

茶
屋
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

芹
舎
・
有
節
・
公
成
・
文
海
・
黙
池
・
素
屋
・
鼎
左
・
梅
裡
・
士
前
・ 

士
芳
・
桂
仙
・
桃
乙
・
如
風
・
袋
一
・
為
山
・
春
湖
・
不
染
・
芳
草
・ 

き
く
雂
・
ミ
き
雂
・
佳
節
・
見
外
・
等
栽
・
氷
壺
・
雪
貢
・
馬
了
・
竹
亪
・ 

春
生
・
蟻
道
・
梅
南
・
唫
風
・
可
慎
・
宠
机
・
松
成
・
左
右
交
・
蕪
畔
・ 

以
栗
・
指
山
・
湖
柳
・
亀
齢
・
遅
速
・
蘭
風
・
徐
雲
・
鼎
冝
・
風
柯
・ 

素
泉
・
八
橋
・
旭
峯
・
好
之
・
竹
雂
・
文
后
・
鴬
人
・
柳
外
・
暁
霧
・ 

鴬
甫
・
幽
窓
・
蕉
宇
・
古
柳
・
蕗
大
・
素
山
・
蕗
淇 

 
 

61 

６
１ 

※ 

「
丙
寅
春
」 

 

▼
慶
応
二
年 

 

51 

歳
旦 

半
裁 

露
屋 

×
 

― 

― 

― 

綾
岡 

芹
舎
・
黙
池
・
九
起
・
公
成
・
有
節
・
淡
節
・
素
屋
・
林
鴻
・
鼎
左
・ 

松
隣
・
蘭
操
・
為
山
・
露
心
・
菊
雂
・
春
湖
・
洒
雂
・
ミ
き
雂
・
物
外
・ 

乙
雂
・
氷
壺
・
不
染
・
芳
草
・
弘
湖
・
芳
泉
・
五
休
・
永
年
・
鳳
洲
・ 

奇
泉
・
永
機
・
尋
香
・
等
栽
・
大
虫
・
香
以
・
未
足
・
孤
月
・
香
陽
・ 

思
楽
・
見
外
・
春
鷗
・
花
兄
・
蝶
遊
女
・
不
拙
・
露
山
・
素
瓢
・
擇
布
・ 

遊
月
女
・
永
翁
・
露
年
・
九
江
・
有
隣
・
林
隣
・
太
年
・
露
屋 

53 

５
６ 

※ 

「
慶
應
二
寅
年
内
立
春
」
／
金
箔
散
ら
し
料
紙
／
太
年
の
句
の
前
に 

 
 

「
正
親
句
」
の
朱
書
が
入
る 

 

52 

夏
興 

半
裁 

可
慎 

水
寮 

菖
蒲
・
巾
着
図 

○ 

ア
イ 

×
 

可
慎
・
江
平
・
御
風
・
雲
涯
・
素
山
・
落
城
・
梅
通
・
烏
谷
・
公
成
・ 

淡
節
・
有
節
・〔
松
隣
〕・
素
屋
・
鼎
左
・
由
誓
・
逸
渕
・
見
外
・
祖
郷
・ 

萬
古
・
等
栽
・
魯
心
・
完
鷗
・
鳥
吟
・
尋
香
・
西
馬
・
氷
壺
・
為
山
・ 

而
后
・
李
曠
・
我
竞
・
梅
裡
・
一
清
・
醉
雨
・
茶
雷
・
完
湖
・
蓬
花
・ 

心
足
・
禾
月
・
舎
用
・
春
斎
・
清
民
・
多
代
女
・
悠
々
・
雪
鮮
・
落
城
・ 

河
暁
・
雲
涯
・
静
柳
・
素
文
・
唫
風
・
素
山
・
御
風
・
可
慎
・
可
慎 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
句
六
句
＋
48 

５
６ 

 
 

 



 

五七 

 

53 

そ
の
他 

四
裁 

永
年 

綾
岡
（
輝
松
） 

鰰
図 

○ 

イ
エ 

虚
叟 

二
葉
・
素
山
・
小
雲
・
五
休
・
春
湖
・
大
蟲
・
寒
香
・
青
藍
・
花
外
・ 

黙
平
・
甘
志
・
き
く
雂
・
永
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

３
３ 

※ 

「
丙
寅
冬
」
／
佐
藤
小
雲
江
府
へ
の
帰
国
送
別 

 

54 

春
興 

四
裁 
花
兄 

悄
々
侘
斎 

寅
烏
帽
子
・
面
図 

○ 

ア
イ
エ 

旧
瓦 

花
兄
・
氷
壺
・
氷
壺
・
花
兄 

 
 

 
 

両
吟
連
句
六
句
＋
2 

８ 

※ 

「
寅
の
春
」 

 

▼
慶
應
三
年 

 

55 

慶
賀 

四
裁 

春
潮 

春
潮 

老
松
図 

○ 
ア
イ
エ 

×
 

公
成
・
黙
池
・
文
海
・
淡
節
・
九
起
・
芹
舎
・
嵐
牛
・
梅
裡
・
有
節
・ 

見
外
・
ミ
き
雂
・
氷
壺
・
春
湖
・
朩
足
・
無
外
・
為
山
・
素
屋
・
蟻
兄
・ 

鼎
左
・
等
栽
・
春
潮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
21 
２
８ 

※ 

「
丁
卯
の
は
る
」
／
春
湖
初
老
賀 

 

56 

歳
旦 

四
裁 

旭
斎 

是
真 

独
活
・
蜆
図 

○ 

イ
エ 

旧
瓦 

有
節
・
鳥
岳
・
淡
節
・
潮
水
・
漁
藻
・
素
屋
・
梅
裡
・
醉
雨
・
羽
洲
・ 

士
前
・
悠
平
・
契
史
・
素
山
・
唫
風
・
清
民
・
為
山
・
芳
草
・
等
栽
・ 

氷
壺
・
春
湖
・
季
成
・
梅
舎
・
如
木
・
可
候
・
旭
斎 

 
 

25 

２
５ 

※ 

「
丁
夗
春
」 

 

57 

歳
旦 

三
裁 

露
心 

凉
荷 

胡
蝶
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

旧
瓦 

公
成
・
九
起
・
鳥
岳
・
文
海
・
淡
節
・
乙
也
・
素
屋
・
知
風
・
梅
圃
・ 

挙
一
・
潮
水
・
梅
裡
・
素
渓
・
竹
涯
・
静
處
・
士
芳
・
嵐
牛
・
完
伍
・ 

春
芙
・
杜
水
・
蓬
宇
・
文
貞
・
古
棠
・
季
朗
・
葱
玉
・
唫
風
・
素
山
・ 

江
春
・
静
渕
・
盤
斎
・
布
山
・
松
圃
・
杜
山
・
清
民
・
一
止
・
春
處
・ 

乙
瓢
・
旭
斎
・
可
候
・
一
聲
・
一
山
・
水
心
・
為
山
・
香
以
・
き
く
雂
・

春
湖
・
大
蟲
・
五
休
・
花
兄
・
ミ
き
雂
・
太
年
・
永
年
・
千
億
・
見
外
・ 

等
栽
・
香
陽
・
葎
露
・
露
屋
・
可
鴬
・
寿
泉
・
黙
平
・
田
池
・
永
機
・ 

朩
足
・
氷
壺
・
長
冝
・
懶
僻
・
巌
の
末
・
三
巴
・
柴
一
・
只
中
・
其
得
・ 

琴
友
女
・
魯
仙
・
槙
子
・
一
器
・
林
隣
・
山
朶
・
谷
翁
・
唯
翁
・
晋
路
・ 

三
双
・
波
青
・
百
旨
・
松
鶴
・
六
花
・
池
汀
・
全
雂
・
岱
雃
・
中
鼠
・ 

柳
糸
・
露
艸
・
是
心
・
竹
丸
・
厳
哉
・
竹
叟
・
凉
荷
・
二
水
・
竹
枝
・ 

如
洗
・
汲
古
・
仙
松
・
如
月
・
欢
志
・
双
露
・
白
醉
・
糸
川
・
千
竹
女
・ 

田
美
・
芳
草
・
素
訣
・
靖
路
・
守
朗
・
逸
雨
・
蝶
翁
・
腄
水
・
伍
柚
・ 

貴
邦
・
狐
登
・
露
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

120 

１
２
０ 

※ 

「
夗
の
初
春
」 

 

58 

歳
旦 

半
裁 

其
道 

保
大 

杖
・
巾
着
図 

○ 

イ
エ 

×
 



 

五八 

 

（
イ
タ
ミ
）
其
道
・
月
洲
・
秋
水
・
清
々
・
鴬
审
・
梅
遊
・
蟻
兄
・
素
屋
・ 

梅
鼎
・
宇
尺
・
（
ラ
ク
）
指
月
・
（
イ
タ
ミ 

少
年
）
秋
夕
・
（
イ
タ
ミ 

少
年
） 

桃
雂
・（
イ
タ
ミ 

少
年
）
米
因
・（
ア
カ
シ
）
と
く
女
・（
ナ
ダ
）
清
馬
・（
ナ
ダ
） 

望
月
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
水
明
・
桃
兮
・
五
葉
・
杜
鴻
・
桂
香
・
（
ナ
ダ
） 

春
雃
・
梅
屋
・
都
雪
・
甲
嶺
・
初
音
・
梅
雃
・
竹
丸
・
思
外
・
梅
庭
・ 

秋
水
・
其
道
・
月
洲
・
鴬
审 

 
 
 
 
 

連
句
六
句
＋
32 

４
７ 

※ 

「
丁
夗
春
日
」 

 

59 

夏
興 

半
裁 

禾
旭 

林
隣 
藤
・
傘
図 

○ 

ア
イ
エ 

青
洲 

（
亩
）
芹
舎
・
魚
藻
・
淡
節
・（
大
坂
）
素
屋
・
杜
鴻
・
松
隣
・（
阿
ハ
）
如
雪
・ 

和
風
・（
ナ
ゴ
ヤ
）
梅
裡
・
流
翠
・
羽
洲
・（
三
河
）
蓬
宇
・（
サ
ガ
ミ
）
六
窓
・ 

卓
雃
・
草
巴
・
三
千
竹
・（
大
ツ
サ
）
他
山
・
葵
白
・（
下
サ
）

年
・
月
杵
・ 

（
ヒ
タ
チ
）
谷
明
・
一
湖
・
（
上
毛
）
栞
堂
・
（
下
毛
）
巣
欢
・
（
ム
ツ
）
清
民
・ 

壭
山
・
非
老
・
風
者
・
禾
香
女
・（
モ
リ
丘
）
此
一
・
山
厚
・
知
山
・
堂
雨
・ 

一
僊
・
南
江
・
（
デ
ハ
）
素
山
・
江
春
・
松
林
・
唫
風
・
（
エ
チ
ゴ
）
市
猿
・ 

里
三
・
古
棠
・
（
カ
ヒ
）
香
芸
・
（
ム
サ
シ
）
野
井
・
髯
史
・
寿
道
・
為
山
・ 

等
栽
・
菊
雂
・
思
楽
・
春
湖
・
寛
鷗
・
五
休
・
花
外
・
芳
草
・
ミ
き
雂
・ 

狐
登
・
華
兄
・
如
白
・
寄
泉
・
穁
年
・
仙
月
・
寒
香
・
永
機
・
太
年
・ 

露
山
・
林
隣
・
擇
布
・
香
陽
・
不
染
・
洒
雂
・
鳳
雛
・
巴
山
・
素
水
・ 

吾
世
・
弘
湖
・
弘
美
・
梢
雨
・
五
雀
・
成
伍
・
小
雲
・
由
地
・
木
髪
・ 

氷
壺
・
尋
香
・
里
木
・
泰
民
・
序
流
・
大
虫
・
黙
平
・
竹
舎
・
親
和
・ 

香
以
・
見
外
・
朩
足
・
友
史
・
有
せ
つ
・
月
祭
・
立
志
・
大
我
・
徳
応
・ 

渓
宇
・
梅
兵
・
勝
之
・
宇
山
・
禾
旭 

 
 
 
 
 

107 

１
０
７ 

※ 

「
丁
夗
晩
春
」 

 

60 

歳
旦 

半
裁 

露
山 

林
隣 

春
木
・
曳
舟
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

（
亩
）
芹
舎
・
淡
節
・
九
起
・
兎
尺
・
公
成
・
黙
池
・
有
節
・
（
ナ
ニ
ハ
） 

鼎
左
・
素
屋
・
潮
水
・
杜
鴻
・
大
年
・
松
隣
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
羽
洲
・ 

三
楓
・
静
處
・
華
岳
・
醉
雨
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
遠
江
）
杜
水
・
（
カ
ヒ
） 

竹
良
・（
サ
ガ
ミ
）
卓
雃
・
草
巴
・（
ム
サ
シ
）
野
井
・
髯
史
・
正
价
・
五
渡
・ 

（
下
サ
）

年
・
琴
堂
・
乙
瓢
・
（
オ
ク
）
清
民
・
此
一
・
一
止
・
（
江
サ
シ
） 

一
鼎
・
淇
山
・（
ハ
コ
ダ
テ
）
葱
玉
・（
デ
ハ
）
素
山
・
唫
風
・（
エ
チ
ゴ
）
古
棠
・ 

契
史
・
（
シ
ナ
ノ
）
・
渭
川
・
（
越
中
）
野
鶴
・
（
エ
チ
ゼ
ン
）
布
珀
・
為
山
・ 

見
外
・
等
栽
・
尋
香
・
氷
壺
・
菊
雂
・
鳳
鶏
・
ミ
き
雂
・
芳
草
・
不
染
・ 

永
機
・
宇
山
・
洒
雂
・
友
史
・
梅
暁
・
寒
香
・
禾
暁
・
序
流
・
五
休
・ 

甘
志
・
華
兄
・
由
地
・
甘
条
・
如
白
・
春
冝
・
千
億
・
仙
月
・
得
水
・ 

素
水
・
五
雀
・
秀
素
・
思
楽
・
芳
泉
・
黙
平
・
大
虫
・
弘
湖
・
弘
美
・ 

花
外
・
吾
世
・
朩
足
・
春
湖
・
六
造
・
香
陽
・
春
鷗
・
有
隣
・
露
屋
・ 

圓
知
・
佳
年
・
菊
露
・
仙
羽
・
永
翁
・
露
年
・
林
隣
・
擇
布
・
太
年
・ 

露
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

100 

１
０
０ 

※ 

「
慶
應
夗
歳
旦
」 

 

61 

歳
旦 

半
裁 

林
隣 

南
塘 

初
詣
支
度
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 



 

五九 

 

為
山
・
等
栽
・
（
亩
）
芹
舎
・
（
上
毛
）
乙
瓢
・
き
く
雂
・
不
染
・
（
三
河
） 

蓬
宇
・
（
下
毛
）
巣
欢
・
五
休
・
芳
草
・
甘
志
・
（
デ
ハ
）
素
山
・
（
エ
チ
ゴ
） 

古
棠
・
（
遠
江
）
杜
水
・
五
雀
・
如
白
・
芳
泉
・
（
エ
チ
ゴ
）
市
猿
・
（
亩
） 

公
成
・
（
デ
ハ
）
唫
風
・
吾
世
・
友
史
・
（
ム
サ
シ
）
髯
史
・
（
ム
ツ
）
清
民
・ 

（
下
サ
）

年
・
華
兄
・
□
□
・
（
ム
ツ
）
桃
壷
・
悠
平
・
由
池
・
（
ナ
ニ
ハ
） 

松
隣
・（
ヒ
タ
チ
）
谷
明
・（
ナ
ニ
ハ
）
潮
水
・
弘
美
・
序
流
・
か
そ
い
・
洒
雂
・ 

一
止
・
（
ム
ツ
）
雨
橋
・
（
上
毛
）
琴
堂
・
春
湖
・
（
ム
ツ
）
此
一
・
（
ム
サ
シ
） 

正
价
・（
ヲ
ハ
リ
）
醉
雨
・（
ム
ツ
）
清
民
・
梅
暁
・（
ヲ
ハ
リ
）
蘆
雂
・
甘
茶
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
卓
雃
・
（
ム
サ
シ
）
野
井
・
黙
平
・
（
エ
サ
シ
）
一
鼎
・
（
ヲ
ハ
リ
） 

羽
洲
・
（
オ
ク
）
風
志
・
永
機
・
思
楽
・
（
ヲ
ハ
リ
）
三
楓
・
（
亩
）
黙
池
・ 

見
外
・
大
虫
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
（
ナ
ニ
ハ
）
杜
鴻
・
（
亩
）
兎
尺
・
宇
山
・ 

（
ヽ
）
淡
節
・
（
エ
サ
シ
）
淇
山
・
狐
登
・
弘
湖
・
ミ
き
雂
・
氷
壺
・
朩
足
・ 

仙
目
・
青
冝
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
カ
ヒ
）
篤
志
・
禾
暁
・
（
亩
）
鳥
岳
・ 

花
外
・
存
長
・
得
水
・
鳳
雛
・（
ナ
ニ
ハ
）
鴬
宿
・
秀
寄
・（
ム
サ
シ
）
五
渡
・ 

露
山
・
香
陽
・
有
隣
・
圓
知
・
仙
羽
・
佳
年
・
擇
布
・
六
造
・
太
年
・ 

林
隣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

95 

９
６ 

※ 

「
慶
應
三
年
夗
甫
春
」 

 

62 

歳
旦 

半
裁 

寄
三 

東
岳 

画
材
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

 

有
節
・
公
成
・
素
屋
・
梅
裡
・
為
山
・
等
栽
・
得
水
・
秀
寄
・
文
女
・ 

洒
雂
・
ミ
き
雂
・
清
民
・
月
杵
・
青
荷
・
長
洲
・
支
英
・
真
水
・
修
太
・ 

髯
史
・
其
好
・
亜
山
・
素
僲
・
五
渡
・
半
湖
・
一
朗
・
笳
言
・
言
之
・ 

半
碩
・
虚
友
・
大
椿
・
夏
爐
・
乙
瓢
・
朩
审
・
自
叟
・
桑
古
・
歴
山
・ 

水
明
・
祥
堂
・
谷
朗
・
栞
堂
・
牧
雂
・
烏
暁
・
可
適
・
棗
寿
・
如
水
・ 

如
柳
・
如
久
・
雨
柳
・
梅
陽
・
翠
湖
・
晴
浮
・
堤
心
・
三
笑
・
湖
山
・ 

二
通
・
梧
水
・
一
葉
・
助
丸
・
清
兮
女
・
雪
自
女
・
蒼
湖
・
芳
翠
・
頁
拙
・ 

眺
霧
・
旦
睡
・
一
麿
・
青
冝
・
虚
雂
・
疎
烟
・
南
之
・
子
薗
・
應
虚
・ 

寄
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

73 

７
３ 

※ 

「
丁
夗
春
」 

 

63 

そ
の
他 

半
裁 

希
聲 

光
峨 

駕
籠
図 

○ 

ア
イ 

菫
斎 

芹
舎
・
公
成
・
黙
池
・
鳥
岳
・
有
節
・
鼎
左
・
潮
水
・
素
屋
・
梅
裡
・ 

醉
雨
・
香
雪
・
車
明
・
巣
欢
・
蓼
莪
・
水
明
・
霞
松
・
祥
堂
・
清
民
・ 

一
止
・
義
風
・
松
甫
・
南
江
・
米
賀
・
而
遊
・
峰
秀
・
松
圃
・
素
山
・ 

馬
了
・
春
生
・
江
春
・
可
慎
・
向
山
・
一
鼎
・
淇
山
・
葱
玉
・
雲
底
・ 

龍
湖
・
渭
川
・
冝
哉
・
梅
休
・
其
残
・
為
山
・
朩
足
・
香
以
・
狐
登
・ 

寿
泉
・
弘
美
・
宇
山
・
木
和
・
思
楽
・
親
和
・
等
栽
・
露
心
・
氷
壺
・ 

梅
雂
・
梢
雨
・
ミ
き
雂
・
友
史
・
佳
節
・
永
機
・
き
く
雂
・
尋
香
・
春
湖
・ 

見
外
・
梅
崕
・
草
栖
・
草
友
・
鼓
汀
・
芳
艸
・
省
我
・
希
聲 

71 

７
８ 

※ 

「
卯
初
冬
」
／
帰
郷
餞
別 

 
▼
慶
應
四
年 

 

64 

春
興 
三
裁 

露
心 

凉
荷 

胡
蝶
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

旧
瓦 



 

六〇 

 

公
成
・
九
起
・
鳥
岳
・
为
童
・
素
屋
・
梅
圃
・
知
風
・
梅
裡
・
竹
涯
・ 

素
渓
・
素
陽
・
清
民
・
壭
山
・
文
貞
・
其
残
・
省
我
・
素
信
・
乙
瓢
・ 

旭
斎
・
蓬
宇
・
杜
水
・
亀
泉
・
一
山
・
潜
水
・
為
山
・
朩
足
・
馬雪
年
・ 

等
栽
・
思
楽
・
旧
竹
・
き
く
雂
・
永
機
・
香
以
・
花
兄
・
弘
美
・
奇
泉
・ 

千
古
・
宇
山
・
新
聲
・
葎
露
・
存
長
・
ミ
き
雂
・
氷
壺
・
三
巴
・
巌
の
末
・ 

魯
仙
・
只
中
・
唯
翁
・
桂
糸
女
・
紫
一
女
・
琴
友
女
・
其
得
・
三
双
・ 

梅
堂
・
丸
人
・
山
朶
・
林
隣
・
波
青
・
槙
子
・
汶
路
・
楽
哉
・
（
米
司
更
） 

稲
谷
・
遊
糸
・
文
路
・
竹
叟
・
凉
荷
・
梅
里
・
千
松
・
實
の
り
・
花
村
・ 

薮
里
・
霞
晴
・
其
川
・
稲
雀
・
花
扇
・
百
旨
・
双
露
・
調
雨
・
一
峩
・ 

露
草
・
柳
糸
・
千
蝶
・
其
芳
・
山
松
・
是
心
・
白
醉
・
糸
川
・
千
竹
女
・ 

田
美
・
芳
草
・
素
訣
・
靖
路
・
守
朗
・
逸
雨
・
蝶
翁
・
梧
水
・
伍
柚
・ 

貴
邦
・
狐
登
・
露
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100 

１
０
２ 

※ 

「
戊
辰
青
陽
」
／
転
居
披
露
を
兼
ね
る 

 

65 

歳
旦 

半
裁 

石
丈 

石
亪 

神
楽
舞
図 

○ 

ア
イ 

×
 

巌
・
魯
仙
・
永
眺
・
可
谷
・
花
桐
女
・
緑
雪
・
圃
々
・
桐
葉
女
・
知
女
・ 

乂
々
・
古
む
ら
・
有
節
・
黙
池
・
文
海
・
素
屋
・
鼎
左
・
為
山
・
見
外
・ 

太
年
・
朩
足
・
露
心
・
ミ
き
雂
・
謝
徳
・
山
朶
・
図
山
・
弘
湖
・
玉
枝
・ 

杉
尺
・
稲
丸
・

丈
・
柳
舎
・
青
岱
・
了
我
・
霞
夕
・
秀
奇
・
長
湖
・ 

皆
如
・
菊
成
・
紫
馨
・
露
屋
・
松
涛
・
五
休
・
得
水
・
波
平
・
洒
雂
・ 

石
丈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

46 
 
 

４
６ 

※ 

「
戌
辰
春
」 

 

66 

歳
旦 

半
裁 

松
朧 

緑
亪 

書
初
図 

○ 

ア
イ 

松
洲 

春
湖
・
為
山
・
木
和
・
梅
裡
・
素
屋
・
蒼
山
・
市
猿
・
契
史
・
積
翠
・ 

尤
儀
・
志
扇
・
雪
潮
・
百
汲
・
丈
苞
・
奇
遠
・
了
々
・
可
常
・
加
孫
・ 

虚
玄
・
雲
〔
黒
〕・
北
溟
・
逸
交
・
雪
旦
・
春
逸
・
柳
花
・
蕉
丘
・
雲
遊
・ 

桜
橋
・
一
思
・
一
正
・
清
雲
・
松
旧
・
芳
为
・
一
葉
・
史
可
・
竹
塘
・ 

澄
秋
・
雲
朗
・
大
眠
・
竹
陽
・
唫
堂
・
ま
つ
尾
・
梅
陽
・
龍
渓
・
柳
亪
・ 

ミ
つ
く
・
岱
鵬
・
肅
坡
・
雲
丈
・
秋
湖
・
花
山
・
貫
古
・
鴬
里
・
醉
茶
・ 

雲
静
・
餝
悦
・
橅
山
・
梅
枝
・
竹
賀
・
梅
里
・
松
涛
・
雲
涛
・
松
洲
・ 

白
圭
・
雲
峰
・
松
朧 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

66 

７
３ 

※ 

「
戌
辰
春
」 

 

▼
明
治
二
年 

 

67 

春
興 

半
裁 

芳
塢 

是
真 

杜
若
図 

○ 

ア
イ 

菫
斎 

有
節
・
淡
節
・
文
海
・
素
屋
・
潮
水
・
研
露
・
元
史
・
嵐
夕
・
梅
裡
・ 

素
渓
・
蓬
宇
・
嵐
牛
・
杜
水
・
尋
香
・
太
年
・
竹
良
・
悠
平
・
市
猿
・ 

寄
三
・
笳
言
・
半
湖
・
月
杵
・
為
山
・
等
栽
・
見
外
・
春
湖
・
氷
壺
・ 

甘
海
・
弘
美
・
木
和
・
宇
山
・
芳
艸
・
五
休
・
思
楽
・
き
く
雂
・
序
流
・ 

鳳
雛
・
乙
雂
・
子
紹
・
唫
萍
・
五
雀
・
得
水
・
秀
奇
・
と
し
雂
・
故
崕
・ 

壭
山
・
清
知
・
莱
史
・
江
三
・
梅
成
・
一
止
・
松
圃
・
よ
し
風
・
竹
翠
・ 

左
洲
・
潜
虬
・
ミ
き
雂
・
洒
雂
・
左
竹
・
芳
塢 

 
 

60 

６
２ 



 

六一 

 

※ 

「
乙
巳
五
月
」 

 
▼
明
治
三
年 

 

68 

歳
旦 
半
裁 

堯
年 

是
真 

正
月
飾
図 

○ 

ア
イ 

莖
仙
宗
（
宗
祐
） 

竹
堂
・
三
遅
・
伴
廣
・
盛
行
・
真
坂
・
芹
舎
・
黙
池
・
拾
山
・
淡
節
・ 

有
節
・
素
屋
・
潮
水
・
子
紹
・
市
猿
・
大
夢
・
蓬
宇
・
梅
裡
・
一
止
・ 

春
斎
・
素
山
・
吟
風
・
玄
子
・
史
白
・
思
風
・
山
方
・
見
外
・
春
湖
・ 

甘
海
・
き
く
雂
・
万
像
・
洒
雂
・
香
芸
・
逸
外
・
思
楽
・
弘
美
・
為
山
・ 

堯
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

和
歌
三
首
＋
34 

４
２ 

※ 

「
己
乙
之
冬
」 

 

69 

そ
の
他 

三
裁 

為
梁 

是
真 

桶
・
梅
花
図 
○ 

ア
イ 

旧
瓦 

（
西
亩
）
黙
池
・
良
大
・
淡
節
・
文
海
・
卓
志
・
九
起
・
（
大
坂
）
潮
水
・ 

宇
尺
・
海
弥
・
素
屋
・
（
尾
張
）
梅
裡
・
錦
水
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
杜
堂
・ 

（
遠
江
）
嵐
牛
・
十
湖
・
尾
正
・
（
駿
河
）
尋
香
・
鳳
洲
・
得
之
・
ま
ほ
哉
・ 

雪
柯
・
五
拙
・
林
隣
・
露
山
・
太
年
・
（
伊
豆
）
連
水
・
玉
光
・
（
相
模
） 

閑
茶
・
可
金
・
子
紹
・（
武
蔵
）
雪
郎
・
樟
翠
・
三
籟
・
桃
〔
郷
〕・
嵐
〔
松
〕
・ 

（
東
亩
）
見
外
・
等
栽
・
奇
泉
・
洒
雂
・
大
蟲
・
永
機
・
宇
山
・
月
彦
・ 

弘
美
・
松
頂
・
如
白
・
新
聲
・
成
伍
・
存
長
・
か
つ
ら
女
・
芳
泉
・
乙
雂
・ 

木
和
・
芳
草
・
蕉
露
・
ミ
き
雂
・
甘
海
・
春
湖
・
為
山
・
華
兄
・
仙
月
・ 

う
め
を
・
采
芹
・
泰
民
・
芝
月
・
禾
旭
・
美
柚
・
吸
霞
・
其
英
・
栄
昌
・ 

青
冝
・
黙
平
・
護
外
・
思
楽
・
（
信
濃
）
雪
麿
・
か
ね
る
・
（
甲
斐
）
松
月
・ 

乙
蟻
・
月
彦
・
関
彦
・
民
丸
・
（
上
総
）
清
海
・
（
武
蔵
）
皆
如
・
錦
露
女
・ 

東
甫
・
知
音
・
守
白
・
雪
彦
・
思
月
・
紫
道
・
東
郷
・
閑
外
・
易
水
・ 

半
醒
・
月
朶
・
亜
物
・
悟
秋
・
乙
彦
・
（
雂
喜
更
）
為
果 

 

101 

１
０
３ 

※ 

「
庚
午
晩
春
」
／
送
別
／
92
と
同
一 

 

70 

歳
旦 

四
裁 

春
峯 

我
古
山
人 

松
竹
梅
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

枕
山
・
文
成
・
文
成
・
秋
巌
・
我
古
山
人
・
為
山
・
乙
彦
・
草
道
・ 

春
峯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

漢
詩
四
竟
＋
4 

 
 

２
５ 

※ 

「
庚
午
の
は
る
」
／
春
峯
四
十
賀 

 

71 

そ
の
他 

四
裁 

華
兄 

是
真 

旅
嚢
図 

○ 

イ
エ 

月
臺 

春
湖
・
為
山
・
大
蟲
・
芳
泉
・
沙
山
・
奇
泉
・
美

・
逸
外
・
泰
民
・ 

諌
外
・
東
枝
・
千
畝
・
可
三
・
文
昇
・
正
仰
・
三
水
・
梅
枝
・
真
風
・ 

一
厚
・
静
我
・
ち
さ
丸
・
是
三
・
黙
平
・
華
兄 

 
 
 
 

24 
 
 

２
６ 

※ 

「
庚
午
中
秋
」
／
春
湖
餞
別 

 

72 

夏
興 

四
裁 

宇
尺 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

為
山
・
春
湖
・
鳳
雛
・
黙
平
・
奇
泉
・
弘
美
・
乙
彦
・
大
霜
・
甘
海
・ 

芳
泉
・
石
叟
・
亜
物
・
松
民
・
等
栽
・
見
外
・
思
楽
・
芹
舎
・
淡
節
・ 



 

六二 

 

良
大
・
梅
因
・
卓
志
・
黙
池
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
曲
川
・
素
山
・
蕪
畔
・ 

撫
泉
・
知
風
・
翁
笠
・
馬
了
・
可
応
・
太
年
・
方
山
・
連
梅
・
眠
鴦
・ 

可
秀
・
素
屋
・
松
隣
・
眉
年
・
井
資
・
可
兆
・
南
齢
・
徐
来
・
鼎
斎
・ 

碧
中
・
鶴
歩
・
杜
鴻
・
稿
□
・
梅
鼎
・
兎
雪
・
几
堂
・
虚
白
・
可
静
・ 

野
童
・
朝
逸
・
潮
水
・
昇
辰
・
宇
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

59 

５
９ 

※ 

薄
緑
料
紙
に
銀
松
木
摺 

 

73 

夏
興 

四
裁 

宇
尺 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

為
山
・
春
湖
・
鳳
雛
・
黙
平
・
奇
泉
・
弘
美
・
思
楽
・
芹
舎
・
良
大
・ 

卓
志
・
黙
池
・
梅
裡
・
素
山
・
素
屋
・
松
隣
・
杜
鴻
・
碧
中
・
潮
水
・ 

昇
辰
・
宇
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

20 

２
０ 

※ 

茎
葉
銀
摺
料
紙 

 

74 

春
興 

半
裁 

太
年 

南
山 

大
樹
・
遠
山
図 

○ 
ア
イ 

真
斎 

為
山
・
春
湖
・
千
畝
・
寿
紀
女
・
露
屋
・
鳳
雛
・
知
来
・
圓
知
・
杜
水
・ 

嵐
牛
・
蓬
宇
・
醉
雨
・
羽
洲
・
梅
裡
・
宇
尺
・
素
屋
・
潮
水
・
文
海
・ 

芹
舎
・
尋
香
・
仙
羽
・
方
山
・
得
之
・
林
隣
・
雪
柯
・
素
岳
・
ま
ふ
き
・ 

青
渓
・
雨
石
・
夢
南
・
音
ふ
る
・
露
山
・
流
翠
・
月
笑
・
鴬
後
・
歌
丸
・ 

涛
漁
・
晴
年
・
蟻
功
・
楓
暁
・
松
翠
・
太
甫
・
梅
年
・
太
秀
・
花
年
・ 

白
年
・
蝸
屋
・
宗
端
・
太
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49 

５
４ 

※ 

「
午
春
」 

 

75 

春
興 

半
裁 

亜
物 

×
 

― 

― 

― 

旧
瓦 

 

芹
舎
・
黙
池
・
淡
節
・
九
岳
・
良
大
・
文
海
・
卓
志
・
捨
山
・
九
起
・ 

有
節
・
潮
水
・
菊
也
・
宇
尺
・
昇
辰
・
沙
弥
・
松
隣
・
大
年
・
素
屋
・ 

乙
也
・
蟻
洞
・
讀
雲
・
其
悠
・
果
撨
・
閨
美
・
士
前
・
芝
椿
・
静
處
・ 

士
芳
・
高
暁
・
錦
水
・
羽
洲
・
逸
志
・
醉
雨
・
嵐
牛
・
十
湖
・
舒
堂
・ 

尾
正
・
蓬
宇
・
春
芙
・
杜
堂
・
尋
香
・
得
之
・
ま
ほ
き
・
雪
柯
・
五
拙
・ 

林
隣
・
露
山
・
太
年
・
連
月
・
玉
光
・
閑
茶
・
可
金
・
子
紹
・
雲
朗
・ 

三
籟
・
北
斎
・
嵐
松
・
古
麦
・
左
力
・
照
甫
・
一
雨
・
友
昇
・
愛
海
・ 

洒
雂
・
士
光
・
東
松
・
か
き
守
・
其
英
・
栄
昌
・
朩
一
・
甘
雃
・
暮
海
・ 

美

・
弘
魚
・
芳
草
・
正
价
・
美
袖
・
吸
霞
・
う
め
を
・
禾
旭
・
千
畝
・ 

秀
奇
・
素
水
・
新
聲
・
如
白
・
宇
山
・
桂
女
・
是
三
・
（
東
枝
更
）
宗
也
・ 

二
亩
・
き
く
丸
・
一
得
・
瓦
貢
・
采
芹
・
黙
平
・
乙
雂
・
思
楽
・
五
休
・ 

随
所
・
完
車
・
竹
東
・
一
鼎
・
藻
鏡
・
三
水
・
芝
月
・
護
外
・
研
月
・ 

完
鷗
・
如
椽
・
等
之
・
蔦
峯
・
林
甫
・
一
庭
・
泰
民
・
仙
月
・
皆
如
・ 

清
海
・
青
冝
・
錦
露
女
・
東
甫
・
知
昔
・
守
白
・
雪
彦
・
紫
道
・
鈴
丸
・ 

思
月
・
蘿
谷
・
閑
臥
・
東
郷
・
易
水
・
為
梁
・
悟
秋
・
為
山
・
春
湖
・ 

大
蟲
・
（
尾
在
東
亩
）
梅
裡
・
（
洛
在
東
亩
）
得
也
・
（
河
在
東
亩
）
逸
外
・ 

ミ
き
雂
・
月
彦
・
華
兄
・
芳
泉
・
甘
海
・
月
朶
・
玿
頂
・
半
醒
・
謝
葉
・ 

奇
泉
・
等
栽
・
見
外
・
乙
彦
・
亜
物 

 
 
 
 

 

152 

１
６
０ 

※ 

「
庚
午
暮
春
」
／
金
銀
砂
子
散
ら
し
料
紙 

 



 

六三 

 

76 

歳
旦 

半
裁 

藻
鏡 

是
真 

稚
児
・
女
中
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

（
西
亩
）
芹
舎
・
良
大
・
黙
池
・
（
大
坂
）
素
屋
・
潮
水
・
（
八
十
翁
）
蟻
兄
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
羽
洲
・（
ア
ハ
）
逸
外
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
ス
ル
ガ
）
尋
香
・ 

流
翠
・
太
年
・（
サ
ガ
ミ
）
閑
茶
・
草
巴
・（
エ
チ
ゴ
）
契
史
・（
カ
ヒ
）
香
芸
・ 

九
江
・
寿
邨
・
（
上
毛
）
栞
堂
・
（
下
毛
）
薻
外
・
（
カ
ヅ
サ
）
羽
人
・
松
古
・ 

（
セ
ン
ダ
イ
）
宗
古
・
（
一
且
）
芳
塢
・
（
エ
サ
シ
）
一
鼎
・
淇
山
・
綺
石
・ 

（
ム
サ
シ
）
完
鷗
・
泰
眠
・
井
之
・
松
圃
・
岸
杉
・
笠
下
・（
東
亩
）
為
山
・ 

春
湖
・
ミ
き
雂
・
宇
山
・
月
彦
・
雪
松
・
黙
平
・
鳳
雛
・
美

・
完
車
・ 

素
水
・
泰
民
・
梅
雂
・
眠
外
・
竹
東
・
二
柳
・
桃
巵
・
竹
夫
・
か
つ
ら
・ 

桃
仙
・
謝
徳
・
見
外
・
乙
彦
・
甘
海
・
（
羽
州
）
素
山
・
江
春
・
雪
貢
・ 

雷
山
・
金
英
・
雪
山
・
雲
外
・
南
叟
・
五
鳳
・
玄
子
・
（
尾
花
澤
）
雪
堂
・ 

近
成
・
雪
里
・
松
貨
・
一
眼
・
月
窓
・
美
山
・
舞
菴
・
觴
山
・
等
栽
・ 

藻
鏡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

79 

７
９ 

※ 

「
庚
午
春
」 

 

77 

歳
旦 

半
裁 

史
郷 

画
者
朩
詳 

桜
花
・
水
辺
遊
魚
図 

○ 

ア
イ 
随
助
房 

黙
池
・
拾
山
・
素
屋
・
士
前
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
春
湖
・
為
山
・
木
和
・ 

大
蟲
・
等
栽
・（
朩
足
改
）
甘
海
・（
禾
持
改
）
護
道
・
移
柳
・
樗
三
・
桑
古
・ 

良
可
・
市
猿
・
冨
海
・
一
誠
・
左
儀
・
雪
朗
・
琴
□
・
習
静
・
玉
鳴
・ 

清
水
・
積
翠
・
柳
皐
・
南
窓
・
華
敬
・
三
千
代
・
琴
丸
・
泉
嚢
・
桃
李
・ 

蕉
丘
・
柳
塘
・
秋
湖
・
史
僊
・
嘯
雨
・
蕭
坡
・
竹
塘
・
松
涛
・
松
年
・ 

無
満
・
栗
亪
・
竹
陽
・
澄
秋
・
八
九
・
雪
旦
・
冝
静
・
可
保
・
可
静
・ 

有
雪
・（
伺
柳
改
）
養
臥
・
自
厚
・
禾
雲
・
知
秋
・
香
宇
・
（
三
夗
丸
改
） 

爽
暁
・
稲
佳
・
采
可
・
禾
雂
・
契
史
・
史
郷 

 
 
 
 
 
 

64 

７
５ 

※ 

「
庚
午
季
春
」 

  

78 

追
善 

半
裁 

ふ
み
女 

是
真 

薄
小
菊
結
短
冊
図 

○ 

ア
イ
ウ 

旧
瓦 

新
甫
居
士
・
為
山
・
見
外
・
春
湖
・
乙
彦
・
如
白
・
華
兄
・
甘
茶
・
只
青
・ 

林
甫
・
素
水
・
月
彦
・
黙
平
・
木
和
・
洒
雂
・
ミ
き
雂
・
泰
民
・
研
月
・ 

護
外
・
弘
美
・
存
長
・
仙
月
・
采
芹
・
奥

・
沙
山
・
蕉
露
・
呂
風
・ 

正
价
・
是
三
・
大
瓦
・
石
叟
・
梅
姿
・
大
蟲
・
甘
海
・
等
栽
・
杉
裡
・ 

流
翠
・
杜
水
・
蓬
宇
・
杜
堂
・
黙
池
・
良
大
・
素
屋
・
宇
尺
・
朝
逸
・ 

松
隣
・
杜
鴻
・
香
芸
・
市
猿
・
素
山
・
壭
山
・
春
斎
・
袋
蜘
・
五
渡
・ 

友
昇
・
凉
花
・
此
木
・
完
鷗
・
潮
水
・
利
一
・
き
く
雂
・
捻
市
・
思
楽
・ 

芳
泉
・
ふ
み
女 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

65 

６
７ 

※ 

「
庚
午
冬
」
／
新
甫
居
士
七
回
忌
追
善 

 

▼
明
治
四
年 

 

79 

歳
旦 

小 

竹
舎 

東
居 

福
寿
草
鉢
置
図 

○ 

ア
イ 

×
 

素
屋
・
九
起
・
曇
昇
・
竹
舎
・
竹
舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
 
 

５ 

 
 

※ 
八
裁 



 

六四 

 

 
80 

歳
旦 

小 

潮
水 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

梅
裡
・
素
屋
・
松
隣
・
鶴
歩
・
杜
鴻
・
碧
中
・
野
堂
・
庵
白
・
雛
雂
・ 

宇
尺
・
潮
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
３ 

※ 

十
六
裁
／
天
金
引
料
紙 

 

81 

歳
旦 

小 

素
屋 
素
屋 

梅
花
春
日
閑
居
図 

○ 

ア
イ 

素
屋 

為
山
・
春
湖
・
等
栽
・
沙
山
・
梅
裡
・
黙
池
・
潮
水
・
菊
也
・
宇
尺
・ 

梅
鼎
・
兎
雪
・
朝
逸
・
（
秋
田
）
一
壽
・
枕
嶺
・
梅
笠
・
文
秀
・
似
蝶
・ 

草
居
・
素
梅
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

20 

２
７ 

※ 

六
裁 

 

82 

歳
旦 

四
裁 

潮
水 

耕
静 

橙
・
種
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

素
屋
・
松
隣
・
碧
中
・
鶴
歩
・
杜
鴻
・
稲
處
・
素
梅
・
梅
鼎
・
兎
雪
・ 

几
堂
・
庵
白
・
朝
逸
・
兄
魚
・
几
石
・
野
童
・
田
月
・
可
静
・
草
居
・ 

松
泉
・
為
一
・
宇
尺
・
潮
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

22 
２
２ 

※ 

「
辛
朩
春
」
／
菊
花
空
押
料
紙
／
百
里
渓
之
傳
一
部
摺 

 

83 

歳
旦 

半
裁 

宇
鵬 

是
真 

正
月
膳
図 

○ 

ア
イ 

菫
斎 

（
東
亩
）
為
山
・
見
外
・
等
栽
・
春
湖
・
鳳
羽
・
雪
松
・
研
月
・
華
兄
・ 

思
楽
・
黙
平
・
素
風
・
木
和
・
沙
山
・
弘
美
・
□
□
・
（
横
濱
）
愛
海
・ 

友
昇
・
古
麦
・
嵐
松
・
（
相
模
）
子
紹
・
（
伊
豆
）
連
水
・
（
駿
河
）
露
山
・ 

太
年
・
尋
香
・
（
遠
江
）
杜
水
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
杜
堂
・
波
文
・
（
伊
勢
） 

洗
我
・
（
尾
張
）
梅
裡
・
（
岩
代
）
春
斎
・
壭
山
・
（
羽
前
）
鼎
山
・
（
羽
後
） 

江
春
・
（
北
越
）
積
翠
・
（
信
濃
）
有
侭
・
（
上
野
）
乙
瓢
・
狐
登
・
（
下
野
） 

飄
僊
・
（
甲
斐
）
香
芸
・
竹
良
・
寿
邨
・
一
鵞
・
来
々
・
梨
軒
・
（
西
亩
） 

芹
舎
・
文
海
・（
大
坂
）
潮
水
・
松
隣
・
宇
尺
・
素
屋
・
風
虎
・
羅
・
獅
震
・ 

不
二
門
・
桃
兮
・
宇
鵬
・
宇
鵬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58 

５
９ 

※ 

「
明
治
辛
朩
春
」 

 

84 

歳
旦 

半
裁 

芳
泉 

翠
湖 

梅
花
・
遠
山
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

梅
裡
・
静
處
・
は
し
め
・
素
渓
・
流
翠
・
三
楓
・
素
屋
・
宇
尺
・
潮
水
・ 

香
洲
・
蓬
宇
・
杜
水
・
嵐
牛
・
舒
堂
・
尋
香
・
蝸
堂
・
玉
光
・
香
芸
・ 

竹
良
・
雷
石
・
他
山
・
旭
斎
・
塵
外
・
巣
欢
・
泰
眠
・
閑
茶
・
友
昇
・ 

月
朶
・
壭
山
・
漸
風
・
兆
左
・
交
精
・
顕
哉
・
安
□
・
□
秀
・
□
□
・ 

□
□
・
蟻
道
・
里
三
・
（
在
石
□
）
青
冝
・
此
木
・
五
渡
・
完
鷗
・
為
山
・ 

等
栽
・
春
湖
・
乙
彦
・
月
彦
・
蕉
露
・
有
終
・
如
白
・
弘
美
・
存
長
・ 

沙
山
・
ミ
き
雂
・
甘
海
・
見
外
・
き
く
雂
・
半
醒
・
思
楽
・
黙
平
・
華
兄
・ 

仙
月
・
千
畝
・
得
水
・
石
叟
・
以
葉
・
新
聲
・
花
絡
・
竹
東
・
芦
城
・ 

花
第
女
・
甘
茶
・
山
台
・
花
笑
・
大
瓦
・
美

・
林
甫
・
一
厚
・
只
青
・ 

三
笑
・
山
操
・
梅
姿
・
秀
奇
・
逸
外
・
朩
一
・
泰
民
・
総
冝
・
香
城
・ 

亀
得
・
是
三
・
文
昇
・
護
外
・
素
水
・
研
月
・
（
在
東
亩
）
契
史
・
芳
泉 



 

六五 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

96 

９
６ 

※ 

「
辛
朩
春
」 

 

85 

慶
賀 
半
裁 

枕
嶺 

魚
大 

花
童
子
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

宇
尺
・
梅
鼎
・
菟
雪
・
朝
逸
・
雃
古
・
草
居
・
似
蝶
・
野
水
・
素
梅
・ 

薺
屋
・
露
堂
・
浪
雂
・
杜
鴻
・
稲
處
・
碧
中
・
南
齢
・
鶴
歩
・
眉
年
・ 

菊
也
・
松
隣
・
潮
水
・
黙
池
・
素
屋
・
順
仙
女
・
榮
済
女
・
牧
子
・ 

田
鶴
女
・
泉
後
・
我
猿
・
其
友
・
石
惟
・
稲
水
・
素
真
・
如
翠
・
其
壽
・ 

素
吟
・
蕙
香
・
素
水
・
竹
楼
・
蛙
井
・
素
暁
・
芦
村
・
笑
猿
・
錦
枝
・ 

芳
村
・
梅
邑
・
枕
嶺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
歌
三
首
＋
44 

４
９ 

※ 

「
辛
朩
」
／
家
督
嗣
承
祝 

 

▼
文
久
元
年 

 

86 

そ
の
他 

半
裁 

新
甫 

圭
岳 

納
涼
図 

○ 

ア
イ 
鷗
波 

公
成
・
漁
藻
・
黍
丘
・
素
屋
・
麦
鳥
・
梅
裡
・
完
伍
・
蓬
宇
・
杜
水
・ 

月
栖
・
権
山
・
其
渕
・
渭
川
・
鸞
友
・
龍
湖
・
省
晴
・
李
朗
・
古
棠
・ 

布
山
・
盤
斎
・
新
多
・
精
器
・
其
骨
・
松
圃
・
南
江
・
菐
三
・
三
帛
・ 

石
洗
・
悠
月
・
雃
風
・
峰
秀
・
其
翼
・
文
窓
・
巣
欢
・
椿
山
・
由
儀
・ 

柏
翠
・
旭
斎
・
友
甫
・
其
誠
・
凉
屋
・
抱
儀
・
好
以
・
甘
志
・
香
芸
・ 

五
雀
・
不
染
・
尋
香
・
許
十
・
等
栽
・
苣
麿
・
氷
壺
・
祐
之
・
世
員
・ 

波
鷗
・
白
起
・
完
鷗
・
篤
之
・
野
井
・
芳
艸
・
草
栖
・
草
友
・
草
甫
・ 

九
峰
・
留
木
・
樹
石
・
卜
早
・
か
つ
ら
・
稔
市
・
呂
風
・
月
夕
・
只
青
・ 

五
休
・
雪
秀
・
然
々
・
泰
山
・
太
年
・
花
海
・
き
く
雂
・
為
山
・
新
甫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

82 

８
５ 

※ 

「
辛
酉
盛
夏
」
／
新
甫
転
宅
披
露 

 

87 

秋
興 

四
裁 

鴬
居 

画
者
不
明 

雁
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
エ
ド
）
為
山
・
見
外
・
花
海
・
芳
艸
・
野
井
・
新
甫
・
ミ
き
雂
・
泰
山
・ 

露
心
・
然
々
・
其
葉
・
山
美
・
草
甫
・
山
台
・
永
年
・
永
機
・
雪
年
・ 

菊
也
・
春
湖
・
葉
烓
・
氷
壺
・
卓
郎
・
（
ム
サ
シ
）
五
渡
・
正
价
・
天
由
・ 

（
オ
ク
）
多
代
女
・
一
止
・
三
喬
・
風
止
・
清
民
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・ 

（
箱
館
）
葱
玉
・（
エ
チ
ゴ
）
鷺
眠
・（
エ
ツ
中
）
慶
里
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・
悠
平
・ 

（
シ
ナ
ノ
）
雪
麿
・
（
下
サ
）

年
・
（
上
サ
）
乙
瓢
・
（
ヒ
タ
チ
）
筩
谷
・ 

（
ス
ル
ガ
）
青
淇
・（
遠
江
）
嵐
牛
・
牡
水
・（
ミ
カ
ハ
）
寛
伍
・（
ナ
ゴ
ヤ
）
而
后
・ 

一
清
・
李
曠
・
梅
裡
・（
ミ
ノ
）
山
士
・（
近
江
）
帄
道
・（
亩
）
公
成
・
有
節
・ 

波
同
・
黙
池
・
淡
節
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・（
ア
ハ
）
麦
鳥
・
羅
村
・ 

半
夢
・
其
翠
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
・
鴬
居 

 
 
 
 
 
 

65 

６
５ 

 
 

※ 

文
久
頃 

 

▼
文
久
二
年 

 
88 
秋
興 

四
裁 

烟
外 

圭
岳 

水
辺
図 

○ 

イ
エ 

鷗
波 

（
ト
サ
）
嵐
夕
・
松
堂
・
羅
海
・
雲
外
・
ミ
き
守
・
月
器
・
壷
通
・
顆
山
・ 



 

六六 

 

沙
瑮
・
古
柏
・
李
明
・
圭
芝
・
文
芥
・
栄
樹
・
図
南
・
花
嬌
・
梅
舎
・ 

清
夢
・
應
一
・
梢
夕
・
麦
翠
・
習
竹
・
婦
牛
・
元
史
・
烟
外 

25 

２
５ 

※ 
「
戌
仲
秋
」 

 

▼
慶
應
元
年 

 

89 

春
興 

半
裁 

桃
止 

画
者
不
明 

扁
額
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

菫
斎 

（
亩
）
公
成
・
漁
藻
・
淡
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
竹
舎
・
知
風
・
松
隣
・ 

（
ナ
ゴ
ヤ
）
我
竞
・
梅
裡
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
春
芙
・
（
カ
ヒ
）
香
芸
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
其
三
・
（
上
サ
）
由
儀
・
柏
翠
・
塵
白
・
（
下
サ
）

年
・
月
杵
・ 

旭
斎
・（
ヒ
タ
チ
）
谷
雂
・（
ア
フ
ミ
）
九
峰
・（
上
毛
）
乙
瓢
・（
下
毛
）
其
翼
・ 

栄
欢
・
（
ム
ツ
）
清
民
・
壭
山
・
（
ナ
ン
ブ
）
此
一
・
砧
斎
・
（
デ
ハ
）
吟
風
・ 

江
春
・
素
山
・
（
エ
チ
ゴ
）
契
史
・
古
棠
・
雃
仏
・
市
猿
・
（
ア
ハ
）
半
夢
・ 

宇
春
・
（
ム
サ
シ
）
三
千
竹
・
渓
斎
・
（
江
戸
）
為
山
・
等
栽
・
芳
草
・ 

ミ
き
雂
・
太
年
・
弘
湖
・
木
和
・
き
く
雂
・
鳳
雛
・
鼓
汀
・
逸
朝
・
稔
市
・ 

ち
ゑ
女
・
庭
民
・
暒
渡
・
貞
郎
・
草
友
・
甘
茶
・
郎
雃
・
起
春
・
禾
暁
・ 

有
隣
・
花
兄
・
（
少
年
）
い
と
女
・
小
雲
・
龍
枝
・
乙
雂
・
清
之
・
月
茶
・ 

雪
年
・
景
三
・
五
休
・
甫
柳
・
梅
言
・
草
栖
・
岱
々
・
可
房
・
香
陽
・ 

花
外
・
曽
凉
・
黙
平
・
梥
暁
・
荷
少
・
北
露
・
卜
早
・
留
我
・
鼎
也
・ 

五
雀
・
思
楽
・
乙
五
・
弘
美
・
尾
正
・
其
葉
・
洒
雂
・
可
鴬
・
成
伍
・ 

尋
香
・
春
湖
・
氷
壺
・
見
外
・
卓
郎
・
宇
山
・
儀
村
・
其
三
・
文
素
・ 

其
山
・
秋
耳
・
た
つ
女
・
清
花
女
・
亀
遊
女
・
清
風
女
・
（
盲
人
）
桐
葉
・ 

秋
蔦
・
歳
雂
・
連
止
・
鳥
月
・
雨
橋
・
幽
止
・
桃
止 

 
 
 
 

119 

１
１
９ 

※ 

「
乙
丑
春
」
／
扁
額
図
に
句
を
入
れ
る 

 

90 

春
興 

三
裁 

玉
英 

真
一 

春
花
三
種
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

（
亩
）
有
節
・
公
成
・
芹
舎
・
祭
魚
・
淡
節
・
黙
池
・
九
起
・
文
海
・
赤
甫
・ 

鳥
岳
・
自
長
・
波
同
・
拾
山
・
（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
素
屋
・
潮
水
・
挙
一
・ 

麦
舎
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
士
前
・（
三
河
）
完
伍
・
蓬
宇
・（
遠
江
）
嵐
牛
・
杜
水
・ 

聴
雨
・
（
駿
河
）
自
栖
・
漣
山
・
（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
（
江
戸
）
泰
民
・
泰
民
・ 

花
兄
・
蓼
々
・
即
堂
・
為
山
・
卓
郎
・
見
外
・
嗽
石
・
玉
英 

 
 

38 
 
 
 

３
８ 

※ 

「
乙
丑
春
」 

 

▼
安
政
五
年 

 

91 

春
興 

半
裁 

澄
秋 

精
泉 

春
耕
図 

○ 

ア
イ 

夜
泉 

 

芹
舎
・
淡
節
・
素
屋
・
梅
裡
・
為
山
・
木
和
・
春
湖
・
琴
堂
・
朶
古
・ 

移
柳
・
樗
三
・
良
可
・
市
猿
・
契
史
・
積
翠
・
尤
儀
・
陽
一
・
丈
芭
・ 

百
鷗
・
山
計
・
了
々
・
北
池
・
愛
石
・
可
省
・
青
斧
・
雪
潮
・
連
綿
・ 

一
葉
・
蕉
丘
・
松
涛
・
秋
湖
・
花
山
・
竹
塘
・
芳
审
・
雲
潭
・
雲
丈
・ 

桃
屋
・
涛
陰
・
桐
斉
・
谷
川
・
（
溟
海
改
）
横
聲
・
梅
里
・
司
渕
・
筑
水
・ 

知
外
・
春
城
・
雪
西
・
雪
渓
・
雲
照
・
岱
鵬
・
貫
古
・
唫
堂
・
竹
陽
・ 

雪
旦
・
松
朧
・
龍
渓
・
芳
渓
・
八
九
・
雲
峯
・
城
谷
・
春
逸
・
（
松
翠
改
） 



 

六七 

 

鶏
子
・
止
月
・
柳
栽
・
乾
檜
・
（
柳
花
改
）
羽
長
・
松
旧
・
一
里
・
桜
橋
・ 

柳
亪
・
逸
交
・
史
郷
・
雲
涛
・
春
涛
・
先
頼
・
澄
秋 

 

76 
 
 

７
６ 

※ 
「
午
の
孟
春
」 

 

▼
明
治
三
年 

 

92  

そ
の
他 

三
裁 
為
梁 

是
真 

桶
・
梅
花
図 

○ 

ア
イ 

旧
瓦 

（
西
亩
）
黙
池
・
良
大
・
淡
節
・
文
海
・
卓
志
・
九
起
・
（
大
坂
）
潮
水
・ 

宇
尺
・
浅
弥
・
素
屋
・
（
尾
張
）
梅
裡
・
錦
水
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
社
堂
・ 

（
遠
江
）
嵐
牛
・
十
湖
・
尾
正
・
（
駿
河
）
尋
香
・
鳳
洲
・
得
之
・
ま
ほ
哉
・ 

雪
柯
・
五
拙
・
林
隣
・
露
山
・
太
年
・
（
伊
豆
）
連
水
・
玉
光
・
（
相
模
） 

閑
茶
・
可
金
・
子
紹
・
（
武
蔵
）
雪
郎
・
樟
翠
・
三
籟
・
桃
郷
・
嵐
松
・ 

（
東
亩
）
見
外
・
等
栽
・
奇
泉
・
洒
雂
・
大
蟲
・
永
機
・
宇
山
・
月
彦
・ 

弘
美
・
松
頂
・
如
白
・
新
聲
・
成
伍
・
存
長
・
か
つ
ら
女
・
芳
泉
・
乙
雂
・ 

木
和
・
芳
草
・
蕉
露
・
ミ
き
雂
・
甘
海
・
春
湖
・
為
山
・
華
兄
・
仙
月
・ 

う
め
を
・
采
芹
・
泰
民
・
芝
月
・
逸
外
・
禾
旭
・
美
柚
・
吸
露
・
其
英
・ 

栄
昌
・
青
冝
・
黙
平
・
護
外
・
思
楽
・
（
信
濃
）
雪
麿
・
か
ね
る
・
（
甲
斐
） 

松
月
・
乙
蟻
・
月
彦
・
関
彦
・
民
丸
・
（
上
総
）
清
海
・
（
武
蔵
）
皆
如
・ 

錦
露
女
・
東
甫
・
知
音
・
守
白
・
雪
彦
・
思
月
・
紫
道
・
東
郷
・
閑
臥
・ 

易
水
・
半
醒
・
月
朶
・
亜
物
・
悟
秋
・
乙
彦
・
（
磯

更
）
為
梁 101 

１
０
３ 

※ 

「
庚
午
晩
春
」
／
送
別
／
69
と
同
一 

 

93 

そ
の
他 

半
裁 

宗
暁 

是
真 

芭
蕉
句
碑
・
遠
山
図 

○ 

ア
イ
ウ 

旧
瓦 

と
し
雂
・
泰
水
・
甫
山
・
草
巴
・
研
月
・
甘
茶
・
逸
外
・
五
清
・
山
和
・ 

瓢
仙
・

年
・
乙
瓢
・
禾
旭
・
桂
條
・
為
山
・
三
水
・
是
三
・
黙
平
・ 

一
厚
・
梅
年
・
柏
葉
・
尽
村
・
契
史
・
春
湖
・
長
湖
・
冬
翠
・
青
節
・ 

崔
萍
・
井
之
・
樗
成
・
雪
操
・
紫
響
・
洒
雂
・
半
醒
・
悟
秋
・
雪
彦
・ 

花
昔
・
月
朶
・
乙
彦
・
必
貫
・
祖
風
・
釣
月
・
大
蟲
・
茶
逸
・
景
里
・ 

山
月
・
□
□
・
う
め
を
・
澄
雪
・
竹
舎
・
宇
山
・
道
守
・
玿
頂
・
蓼
々
・ 

園
外
・
花
朝
女
・
ま
す
彦
・
友
昇
・
見
外
・
護
外
・
产
斎
・
得
水
・
二
柳
・ 

仙
月
・
泰
民
・
弘
美
・
蘆
城
・
存
長
・
ミ
き
雂
・
木
和
・
奇
泉
・ 

か
つ
ら
女
・
紫
白
・
宠
子
女
・
龍
守
・
随
所
・
雪
松
・
完
車
・
変
鶴
・ 

桃
巵
・
不
求
・
蘆
月
・
勇
賀
・
美
喜
・
完
鷗
・
笠
下
・
静
斎
・
竹
東
・ 

華
兄
・
藻
鏡
・
等
栽
・
芹
舎
・
良
大
・
文
海
・
九
岳
・
黙
池
・
潮
水
・ 

素
屋
・
素
山
・
江
春
・
精
知
・
鳧
水
・
来
々
・
乙
那
・
南
海
・
春
氷
・ 

竹
良
・
琴
堂
・
真
泰
・
藤
麿
・
好
々
・
魯
石
・
布
花
・
可
三
・
呑
海
・ 

泰
眠
・
か
き
守
・
（
雲
水
）
宗
暁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

116 

１
１
７ 

※ 

「
庚
午
夏
」
／
芭
蕉
句
碑
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
啼
や
黒
戸
の
濱
ひ
ざ
し
」 

建
立
記
念 

 
94 
歳
旦 

三
裁 

露
心 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

公
成
・
九
起
・
淡
節
・
文
海
・
鳥
岳
・
素
屋
・
梅
圃
・
知
風
・
潮
水
・ 

梅
裡
・
竹
涯
・
静
處
・
素
渓
・
蓬
宇
・
完
伍
・
奥
美
・
嵐
牛
・
杜
水
・ 



 

六八 

 

清
民
・
杜
山
・
一
止
・
御
風
・
江
春
・
静
渕
・
文
貞
・
古
棠
・
李
郎
・ 

市
猿
・
乙
瓢
・
旭
斎
・
可
候
・
素
心
・
麦
露
・

山
・
蔦
渚
・
一
山
坊
・ 

仁
三
人
・
水
心
・
為
山
・
き
く
雂
・
花
兄
・
等
栽
・
鼓
汀
・
五
休
・
永
機
・ 

大
虫
・
花
外
・
宇
山
・
葎
露
・
北
露
・
香
陽
・
ミ
き
雂
・
思
楽
・
可
尊
・ 

得
水
・
草
友
・
鳳
雛
・
存
長
・
春
湖
・
氷
壺
・
太
年
・
五
柆
・
巌
の
末
・ 

漣
挙
・
三
巴
・
只
中
・
其
得
・
里
女
・
琴
友
女
・
槙
子
・
紫
一
女
・ 

桂
亩
女
・
噡
翁
・
汶
路
・
生
垣
・
有
楽
・
美
の
り
・
雪
洲
・
如
齢
・
雨
蕉
・ 

幽
栖
・
千
億
・
た
か
女
・
松
蘿
・
精
機
・
三
ツ

・
竹
丸
・
可
松
・
其
川
・ 

砂
光
・（
黙
橅
更
）
定
貫
・
新
東
・
三
遊
・
蘆
粕
・（
紫
嵐
更
）
紫
郊
・
鶴
影
・ 

羽
重
女
・
雨
丈
・
泉
舎
・
百
旨
・
千
竹
女
・
文
園
・
柳
糸
・
露
艸
・
双
露
・ 

探
路
・
是
心
・
梅
里
・
三
和
・
竹
叟
・
泰
布
・
凉
荷
・
山
松
・
如
洗
・ 

汲
古
・
二
水
・
千
代
女
・
醉
扇
・
な
の
四
・
一
儀
・
霞
晴
・
調
雨
・
欢
志
・ 

白
醉
・
糸
川
・
田
美
・
芳
草
・
素
訣
・
靖
路
・
守
郎
・
逸
雨
・
蝶
翁
・ 

脇
水
・
伍
柚
・
貴
邦
・
狐
登
・
露
心 

 
 
 
 
 
 
 

137 

１
３
９ 

※ 

年
代
不
明
／
花
蝶
二
色
刷
料
紙 

 

▼
明
治
四
年 

 

95 

歳
旦 

半
裁 

晴
雲 

皃
云 

天
狗
萬
歳
図 

○ 

ア
イ 

子
来 

春
湖
・
見
外
・
甘
海
・
為
山
・
梅
裡
・
士
前
・
芹
舎
・
素
屋
・
栞
堂
・ 

桒
古
・
契
史
・
史
郷
・
尤
儀
・
稲
住
・
化
雪
・
市
猿
・
馬
隠
・
雪
涛
・ 

雪
潮
・
司
茳
・
百
鷗
・
家
嚢
・
良
可
・
東
雲
・
琴
丸
・
桃
李
・
三
千
代
・ 

桒
居
・
以
逸
・
瓢
々
・
流
芳
・
友
徳
・
芳
雲
・
清
寿
・
春
翠
・
梅
園
・ 

柳
皐
・
竹
宇
・
為
節
・
晴
湖
・
静
斎
・
秤
香
・
敷
成
・
木
二
・
静
池
・ 

積
翠
・
玉
鳴
・
市
曲
・
半
橋
・
童
池
・
一
柳
・
江
柳
・

柳
・
秋
皐
・ 

竹
亪
・
漸
至
・
古
柳
・
涛
雲
・
水
涛
・
晴
柳
・
静
里
・
移
柳
・
晴
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

63 

６
４ 

※ 

「
明
治
辛
朩
の
春
」 

 

96 

歳
旦 

半
裁 

乙
彦 

是
真 

桜
・
鮎
図 

○ 

イ
エ 

旧
瓦 

（
亩
）
芹
舎
・
文
海
・
九
岳
・
良
大
・
淡
節
・（
大
坂
）
潮
水
・
宇
尺
・
菊
池
・ 

（
大
谷
）
紫
道
・
浅
弥
・
素
戻
・
（
ア
フ
ミ
）
乙
也
・
（
イ
セ
）
洗
我
・
果
撨
・ 

其
悠
・
績
雲
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
静
處
・
錦
水
・
馬
暁
・
羽
洲
・
（
ミ
カ
ハ
） 

蓬
宇
・
杜
堂
・
半
桂
・
（
遠
江
）
十
湖
・
舒
堂
・
筌
露
・
（
ス
ル
ガ
）
尋
香
・ 

太
年
・
似
水
・
得
之
・
露
山
・
斗
大
・
為
梁
・
（
イ
ヅ
）
速
水
・
朩
證
・ 

三
友
・
梧
桐
・
（
カ
ヒ
）
香
塵
・
不
争
・
九
江
・
一
陽
・
惺
池
・
半
雪
・ 

幾
秋
・
竹
良
・
雷
石
・（
サ
ガ
ミ
）
艸
巴
・
閑
茶
・
魚
眠
・
可
都
良
・
帰
斎
・ 

富
升
・
乙
児
・
以
静
・
子
紹
・（
濱
）
愛
海
・
友
昇
・
嵐
松
・
古
麦
・
三
籟
・ 

月
朶
・
（
上
総
）
呑
海
・
か
き
守
・
（
下
総
）
画
村
・
旭
斎
・
勤
外
・
（
上
毛
） 

琴
堂
・
乙
瓢
・
青
我
・
玄
喜
・
是
了
・
桒
古
・
半
湖
・
（
下
毛
）
茂
精
・ 

巣
欢
・
思
水
・
春
峯
・
薻
外
・
（
岩
シ
ロ
）
壭
山
・
春
斎
・
浙
風
・
（
イ
ハ
キ
） 

桃
壷
・
□
□
・
（
羽
陽
）
素
山
・
春
生
・
吟
風
・
江
雨
・
江
春
・
（
陸
前
） 

青
冝
・
沙
耕
・（
シ
ナ
ノ
）
雪
麿
・
庭
雨
・
龍
湖
・
か
ね
る
・
橅
瓢
・
樹
葉
・ 

（
ム
サ
シ
）
完
鷗
・
此
木
・
等
之
・
皆
如
・
閑
月
・
素
郎
・
凉
花
・
泰
眠
・ 



 

六九 

 

雪
朗
・
五
渡
・
（
東
亩
）
見
外
・
木
和
・
宇
鵬
・
亀
得
・
林
甫
・
翠
峰
・ 

金
羅
・
春
湖
・
芳
泉
・
竹
東
・
泰
民
・
吸
露
・
采
芹
・
ミ
き
雂
・
等
栽
・ 

素
外
・
悟
秋
・
翠
園
・
沙
山
・
弘
美
・
甫
山
・
素
風
・
朴
屋
・
玿
頂
・ 

古
む
ら
・
華
兄
・
露
心
・
永
機
・
黙
平
・
竹
舎
・
千
畝
・
芹
水
・
乙
雂
・ 

栄
昌
・
思
楽
・
新
聲
・
春
松
・
蕉
露
・
宇
山
・
秋
江
・
か
つ
ら
女
・
存
長
・ 

香
宇
・
石
叟
・
素
水
・
逸
外
・
雲
松
・
蔦
峯
・
月
彦
・
謝
徳
・
研
月
・ 

為
山
・
絢
堯
斎
・
半
醒
・
知
昔
・
雪
彦
・
守
彦
・
錦
露
女
・
乙
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

166 

１
６
７ 

※ 

「
辛
朩
春
日
」 

 

97 

そ
の
他 

半
裁 

春
湖 

是
真 

朝
顔
図 

○ 

イ
エ 

菫
斎 

 

芹
舎
・
有
節
・
淡
節
・
良
大
・
祭
魚
・
漁
藻
・
卓
志
・
文
海
・
桧
山
・ 

硯
水
・
黙
池
・
赤
甫
・
乙
也
・
潮
水
・
宇
尺
・
南
齢
・
鼎
石
・
菜
也
・ 

素
屋
・
閑
美
・
其
悠
・
積
雲
・
果
撨
・
茲
池
・
帰
牛
・
桃
雨
・
三
外
・ 

桐
林
・
洋
々
・
介
居
・
桐
斎
・

水
・
犂
春
・
曲
川
・
士
前
・
羽
洲
・ 

静
處
・
流
翠
・
素
渓
・
禾
啓
・
士
芳
・
醉
雨
・
は
し
め
・
立
意
・
柿
谷
・ 

華
岳
・
素
水
・
芝
椿
・
三
楓
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
波
文
・
雪
湖
・
半
桂
・ 

杜
堂
・
嵐
牛
・
木
潤
・
舒
堂
・
古
心
・
守
考
・
甘
谷
・
水
音
・
尺
波
・ 

三
美
・
松
応
・
佳
員
・
壷
春
・
一
試
・
幾
苔
・
十
湖
・
柳
絮
・
塘
雨
・ 

暁
風
・
知
帯
・
杜
水
・
尋
香
・
太
年
・
清
節
・
似
水
・
雪
香
・
九
如
・ 

蝸
堂
・
青
洗
・
連
水
・
朩
澄
・
九
成
・
一
称
・
他
山
・
菁
我
・
尽
村
・ 

史
雂
・
よ
ね
女
・
真
砂
雂
・
抱
江
・
茂
精
・
五
渡
・
知
史
・
素
竹
・
露
明
・ 

文
種
・
梅
年
・
知
泰
・
酉
山
・
琴
松
・
松
圃
・
友
昇
・
古
麦
・
嵐
松
・ 

月
朶
・
登
海
・
蔦
之
・
百
尺
・
此
木
・
為
山
・
乙
彦
・
研
月
・
思
楽
・ 

宇
山
・
き
く
雂
・
永
機
・
か
つ
ら
女
・
弘
美
・
弥
山
・
等
栽
・
見
外
・ 

黙
平
・
華
兄
・
素
水
・
千
畝
・
得
水
・
寿
却
・
芳
泉
・
甘
海
・
二
柳
・ 

如
白
・
秀
寿
・
椿
齢
・
石
叟
・
月
彦
・
有
終
・
ミ
き
雂
・
三
田
郎
・
赤
三
・ 

宠
子
女
・
完
鷗
・
芦
城
・
泰
眠
・
尾
正
・
契
史
・
是
三
・
東
枝
・
春
湖
・ 

木
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

152 

１
５
４ 

※ 

「
辛
朩
仲
夏
」
／
木
和
送
別 

 

98 

追
善 

半
裁 

き
く
雂 

是
真 

鯉
・
菖
蒲
図 

○ 

ア
イ 

菫
斎 

甘
志
居
士
・
小
雲
・
寒
香
・
釣
月
・
い
ち
女
・
精
知
・
他
山
・
琴
堂
・ 

完
鷗
・

年
・
椿
山
・
弘
湖
・
尋
香
・
素
屋
・
黙
池
・
仙
月
・
序
流
・ 

新
聲
・
来
伍
・
宇
山
・
香
城
・
見
外
・
花
外
・
芦
城
・
禾
暁
・
弘
美
・ 

為
山
・
五
休
・
黙
平
・
木
和
・
ち
さ
丸
・
魯
雪
・
昌
可
・
永
年
・
介
我
・ 

（
甘
志
男
）
把
黄
・
沙
山
・
思
楽
・
き
く
雂 

 
 

 
 
 

39 
 
 

４
３ 

※ 

「
明
治
四
歳
次
辛
朩
仲
夏
第
九
日
」
／
甘
志
追
善 

 

99 

冬
興 

四
裁 

有
海 

是
真 

切
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

無
別
（
是
三
） 

芹
舎
・
有
節
・
黙
池
・
良
大
・
淡
節
・
潮
水
・
宇
尺
・
野
童
・
朝
逸
・ 

鶴
歩
・
素
届
・
士
前
・
醉
雨
・
羽
洲
・
流
翠
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
舒
堂
・ 

杜
水
・
為
山
・
等
栽
・
契
史
・
東
枝
・
黙
平
・
華
兄
・
是
三
・
春
湖
・ 



 

七〇 

 

雪
袋
・
柏
葉
・
有
海
・
有
海 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

31 

３
２ 

※ 

「
辛
朩
仲
冬
」 

 

▼
明
治
五
年 

 

100 

歳
旦 

四
裁 
春
湖 

是
真 

扇
面
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

無
別
（
是
三
） 

梅
年
・
柏
葉
・
田
公
・
舒
堂
・
契
史
・
華
兄
・
千
畝
・
美

・
正
价
・ 

ち
さ
丸
・
文
昇
・
是
三
・
黙
平
・
東
枝
・
可
三
・
梅
枝
・
ち
ほ
女
・
董
江
・ 

笠
村
・
春
湖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

20 

２
０ 

※ 

「
壬
申
春
」 

 

101 

そ
の
他 

四
裁 

春
湖 

是
真 

蝶
・
桜
杖
図 
○ 

ア
イ
エ 

無
別
（
是
三
） 

契
史
・
為
山
・
如
白
・
太
年
・
芳
泉
・
連
梅
・
等
栽
・
是
三
・
文
昇
・ 

千
畝
・
黙
平
・
ち
さ
丸
・
一
鼎
・
梅
林
・
東
枝
・
華
兄
・
春
湖
17 

２
１ 

※ 

「
壬
申
晩
春
」
／
契
史
送
別 

 

102 

そ
の
他 

半
裁 

文
寿 

陵
岡 

梅
・
椿
・
句
帳
図 

○ 

ア
イ
エ 

菫
斎 

文
寿
・
小
助
・
小
万
・
乙
彦
・
青
冝
・
芹
舎
・
黙
池
・
九
起
・
漁
藻
・ 

良
大
・
潮
水
・
菊
也
・
紫
道
・
素
屋
・
□
□
・
梅
裡
・
羽
洲
・
士
前
・ 

蓬
宇
・
波
文
・
杜
堂
・
嵐
牛
・
杜
水
・
尋
香
・
連
水
・
月
朶
・
三
籟
・ 

完
鷗
・
塵
外
・
春
斎
・
壭
山
・
漸
風
・
素
山
・
江
春
・
小
雲
・
菫
嶼
・ 

青
香
・
甫
三
・
一
鼎
・
春
湖
・
有
終
・
ミ
き
雂
・
永
機
・
弘
美
・
尾
正
・ 

沙
山
・
如
白
・
月
彦
・
宇
山
・
芳
泉
・
永
年
・
見
外
・
甘
海
・
等
栽
・ 

き
く
雂
・
契
史
・
黙
平
・
東
枝
・
是
三
・
花
祐
・
旧
竹
・
思
楽
・
新
車
・ 

圓
朝
・
二
柳
・
蕉
露
・
研
月
・
華
兄
・
竹
東
・
為
山 

 
 

 

71 

７
３ 

※ 

「
壬
申
春
」
／
「
如
月
」
／
青
冝
送
別 

 

103 

春
興 

半
裁 

莵
雪 

耕
沖 

胡
蝶
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

（
鳥
取
）
一
樹
・
（
鳥
取
）
巴
大
・
（
松
江
）
緑
竹
・
（
松
江
）
石
心
・
（
松
江
） 

暁
風
・
人
召
・
（
鳥
取
）
月
雫
・
宇
尺
・
枕
嶺
・
杜
鴻
・
雃
六
・
薺
屋
・ 

野
水
・
素
梅
・
眉
年
・
南
齢
・
碧
中
・
鶴
歩
・
稲
處
・
史
山
・
潮
水
・ 

燕
石
・
乙
也
・
似
蝶
・
卓
志
・
草
居
・
梅
鼎
・
菊
也
・
素
屋
・
松
隣
・ 

壽
女
・
秀
女
・
黙
池
・
菟
雪
・
菟
雪 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

35 

７
２ 

※ 

明
治
四
年
／
「
辛
朩
春
」 

 

104 

慶
賀 

半
裁 

素
屋 

魚
大 

萬
歳
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

為
山
・
春
湖
・
芹
舎
・
乙
也
・
潮
水
・
稲
處
・
松
隣
・
宇
尺
・
梅
鼎
・ 

菟
雪
・
順
仙
女
・
牧
子
・
栄
子
・
田
鶴
子
・
千
穁
子
・
枕
嶺
・
花
宿
・ 

我
猿
・
其
友
・
石
雂
・
稲
水
・
素
真
・
如
翠
・
其
壽
・
蕙
香
・
素
水
・ 

蛙
井
・
竹
楼
・
素
暁
・
笑
猿
・
芳
村
・
猿
子
・
如
猿
・
月
澄
・
梅
邑
・ 

重
士
・
素
屋
・
素
吟 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

和
歌
三
首
＋
35 

４
５ 



 

七一 

 

※ 

「
壬
申
春
」
／
家
督
嗣
承
祝 

 
105 
歳
旦 

四
裁 

素
屋 

小
斎
生 

洋
傘
・
下
駄
図 

○ 

イ
エ 

×
 

宇
長
・
宇
尺
・
菟
雪
・
桃
兮
・
潮
水
・
素
屋
・
素
屋
・
潮
水
・
桃
兮
・ 

菟
雪
・
宇
尺
・
宇
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

２
６ 

※ 

「
壬
申
小
正
月
」 

 

106  

そ
の
他 

四
裁 

菟
雪 
可
亪 

樹
下
望
丘
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

宇
長
・
黙
池
・
潮
水
・
露
丸
・
草
居
・
松
隣
・
梅
鼎
・
稲
處
・
卓
志
・ 

素
屋
・
菟
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
４ 

※ 

「
壬
申
春
」
／
剃
髪
記
念 

 

107 

歳
旦 

小 

竹
舎 

永
濯 

年
玉
図 

○ 

ア
イ 
青
洲 

九
起
・
良
大
・
潮
水
・
素
屋
・
尋
香
・
友
昇
・
為
山
・
等
栽
・
ミ
き
雂
・ 

乙
彦
・
沙
山
・
か
つ
ら
女
・
良
海
・
香
宇
・
露
待
・
う
め
を
・
宇
山
・ 

竹
舎 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 
２
０ 

※ 

「
申
の
春
暦
」
／
六
裁 

 

108 

歳
旦 

小 

竹
東 

翠
湖 

国
旗
図 

○ 

ア
イ 

菫
斎 

為
山
・
春
湖
・
有
終
・
ミ
き
雂
・
弘
美
・
黙
平
・
契
史
・
華
兄
・
東
枝
・ 

是
三
・
（
大
坂
）
潮
水
・
（
大
坂
）
素
屋
・
（
大
坂
）
宇
長
・
（
エ
サ
シ
）
一
鼎
・ 

青
冝
・
花
祐
・
介
我
・
乙
彦
・
見
外
・
等
栽
・
永
年
・
旧
竹
・
志
洋
・ 

巨
洋
・
竹
東 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

25 

２
５ 

※ 

「
壬
申
春
」
／
六
裁 

 

109 

そ
の
他 

三
裁 

松
隣 

尚
屋 

芭
蕉
堂
図 

○ 

単
（
墨
） 

×
 

菟
雪
・
松
隣
・
素
屋
・
梅
鼎
・
潮
水
・
稲
處
・
草
居
・
露
丸
・
杜
鴻
・ 

流
美
・
為
山
・
春
湖
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
芹
舎
・
黙
池
・
潮
水
・
素
屋
・ 

菟
雪
・
露
丸
・
兄
魚
・
可
兆
・
草
居
・
吾
柳
・
梅
仙
・
松
泉
・
杜
鴻
・ 

稲
處
・
松
隣
・
松
隣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
句
十
句
＋
20 

３
８ 

※ 

芭
蕉
肖
像
譲
渡
記
念 

 

110 

追
善 

四
裁 

菟
雪 

其
翠 

海
棠
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 

春
湖
・
等
栽
・
黙
池
・
露
丸
・
草
居
・
燕
石
・
松
隣
・
素
屋
・
菟
雪
・ 

菟
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

２
７ 

※ 

「
壬
申
中
夏
」
／
菟
雪
父
慶
翁
老
大
人
追
善 

 

111 

そ
の
他 

四
裁 

草
居 

翠
湖 

菓
子
折
図 

○ 

ア
イ
エ 

小
鷗 

蓬
宇
・
梅
裡
・
稲
處
・
潮
水
・
芹
舎
・
黙
池
・
素
屋
・
松
隣
・
菟
雪
・ 

春
湖
・
等
栽
・
竹
東
・
黙
平
・
永
年
・
精
知
・
沙
山
・
為
山
・
草
居
・ 



 

七二 

 

草
居 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

19 

２
３ 

※ 

「
壬
申
水
無
月
」
／
草
居
東
行
祝 

 

112 

春
興 
四
裁 

乙
瓢 

是
真 

胡
蝶
・
急
須
図 

○ 

ア
イ
エ 

菫
斎 

春
湖
・
等
栽
・
弘
美
・
為
山
・
乙
瓢 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

5 
 
 

６ 

※ 

「
壬
申
春
」 

 

▼
明
治
六
年 

 

113 

歳
旦 

四
裁 

春
湖 

是
真 

年
玉
・
玩
具
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

無
別
（
是
三
） 

士
前
・
舒
堂
・
契
史
・
文
昇
・
東
枝
・
黙
平
・
是
三
・
鴬
笠
・
華
兄
・ 

梅
年
・
竹
堂
・
車
雷
・
晩
香
・
一
厚
・
乳
山
・
梅
枝
・
田
公
・
一
芳
・ 

翠
兄
・
雲
外
・
蘆
水
・
亀
遊
・
梅
思
・
登
竹
・
竹
二
・
春
湖 

26 

２
７ 

※ 

「
明
治
六
年
初
春
」 

 

114 

歳
旦 

半
裁 

朩
貫 

是
真 

御
酒
徳
利
図 

○ 

ア
イ 

松
仙 

芹
舎
・
良
大
・
黙
池
・
淡
節
・
潮
水
・
素
屋
・
士
前
・
静
處
・
羽
洲
・ 

梅
裡
・
蓬
宇
・
舒
堂
・
杜
水
・
旭
斎
・
他
山
・
素
山
・
江
春
・
契
史
・ 

雪
潮
・
雪
袋
・
柏
葉
・
為
山
・
見
外
・
等
栽
・
ミ
き
雂
・
有
終
・
き
く
雂
・ 

黙
平
・
華
兄
・
是
三
・
今
山
・
沙
山
・
春
湖
・
野
井
・
五
渡
・
梅
年
・ 

友
昇
・
竹
二
・
翠
兄
・
完
鷗
・
半
湖
・
笳
言
・
桒
古
・
明
順
・
鳥
州
・ 

霞
洞
・
拾
翠
・
一

・
帰
山
・
一
原
・
一
居
・
西
林
・
三
水
・
一
貫
・ 

見
山
・
柳
圃
・
綾
花
・
此
山
・
朩
貫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

59 

６
０ 

※ 

「
明
治
六
年
一
月
」 

 

115 

歳
旦 

三
裁 

露
心 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

淡
節
・
九
起
・
文
海
・
素
屋
・
湖
水
・
松
隣
・
梅
裡
・
素
渓
・
静
處
・ 

竹
涯
・
蓬
宇
・
見
二
・
風
志
・
文
貞
・
江
春
・
壭
山
・
華
雪
・
巾
舎
・ 

一
井
・
錦
里
・
左
由
・
一
山
・
為
山
・
等
栽
・
花
見
・
弘
美
・
士
朗
・ 

葎
露
・
ミ
き
雂
・
素
行
・
舒
石
・
長
冝
・
九
曲
・
掬
水
・
千
竹
女
・
梅
里
・ 

露
艸
・
三
双
・
素
信
・
孝
月
・
池
汀
・
霞
晴
・
是
心
・
亀
禄
・
一
表
・ 

塵
一
・
眠
児
・
梅
桂
・
ゆ
か
り
・
暁
窓
・
山
松
・
伯
露
・
閑
山
・
千
幉
・ 

百
旨
・
糸
川
・
双
露
・
松
鶴
・
白
醉
・
竹
叟
・
欢
志
・
調
雨
・
山
朶
・ 

狐
登
・
貴
邦
・
正
露
・
蝶
翁
・
伍
柚
・
春
訣
・
芳
草
・
露
心 

71 

７
２ 

※ 

「
酉
春
」
／
蝶
柄
料
紙 

四
篇 

「
坤
之
四
篇
／
萬
色
一
瞤
／
薺
生
園
」 

     



 

七三 

 

▼
嘉
永
五
年 

 
1 
歳
旦 

半
裁 

為
山 

圭
岳 

木
馬
図 

○ 

ア
イ 

仙
鳧 

（
亩
）
梅
审
・
岱
年
・
杜
鷲
・
有
節
・
月
坡
・
丈
翠
・
梅
通
・
禾
明
・
芹
舎
・ 

石
外
・
淡
節
・
（
大
坂
）
素
屋
・
松
隣
・
白
鷗
・
鼎
左
・
（
近
江
）
砺
山
・ 

蘆
□
・
月
□
・
楓
下
・
（
大
和
）
可
□
・
（
イ
ガ
）
養
爪
・
（
イ
セ
）
雀
□
・ 

葱
□
・
五
□
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
〔
后
〕・
□
□
・
應
□
・
李
□
・
不
退
・
烏
津
・ 

松
良
・
黄
山
・
月
底
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
三
岳
・
（
遠
江
）
烏
谷
・
杜
水
・ 

嵐
牛
・（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・
千
鶴
子
・
遅
流
・
鳳
棲
・
瓢
鯰
・
松
塘
・
東
左
・ 

對
栗
・
聴
泉
・
弄
化
・
等
栽
・
素
伯
・
荷
少
・
桐
古
・
鳥
吟
・
魯
心
・ 

霞
兄
・
臥
春
・
古
峰
・
少
太
・
樹
石
・
き
く
雂
・
冬
守
・
太
喬
・
菟
明
・ 

白
斎
・
如
石
・
如
鶴
・
文
賀
・
寿
三
丸
・
超
明
・
勢
稼
・
千
可
是
・
鼠
笑
・ 

雪
彩
・
烏
外
・
仙
鳧
・
百
古
・
山
方
・
可
簫
・
波
静
・
山
子
・
為
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

81 

８
１ 

 

2 

春
興 

半
裁 

為
山 

是
真 

鴬
・
子
日
松
図 

○ 

ア
イ 
楳
亪 

（
肥
前
）
悠
々
・
有
両
・
柳
絮
・
（
筑
前
）
雨
貴
・
（
日
向
）
駝
岳
・
双
鳥
・ 

（
伊
与
）
菊
圃
・
（
土
佐
）
婦
牛
・
古
鳳
・
梅
十
・
元
史
・
（
阿
波
）
凉
枝
・ 

万
像
・
思
風
・
茶
雷
・
夷
岳
・
山
が
つ
・
樗
風
・
宇
均
・
桑
葉
・
（
淡
路
） 

希
鱇
・
半
谷
・
（
周
防
）
素
兄
・
長
□
・
柳
□
・
椿
□
・
（
因
播
）
□
□
・ 

□
□
・
（
但
馬
）
起
山
・
（
備
中
）
耘
耔
・
（
播
磨
）
吟
雪
・
（
兵
庫
）
似
菊
・ 

醒
花
・
（
雲
水
）
碩
水
・
桃
五
・
薫
道
・
可
庭
・
北
松
・
茶
瓢
・
野
鶴
・ 

石
堂
・
岳
陰
・
拾
椎
・
桃
支
・
波
同
・
如
息
子
・
逸
渕
・
西
馬
・
四
端
・ 

梅
思
・
渕
叟
・
百
丈
・

継
・
月
村
・
芦
友
・
松
堂
・
暦
外
・
暦
明
・ 

太
年
・
帒
中
・
五
雀
・
半
明
・
月
布
留
・
千
兮
・
帄
風
・
梅
露
・
古
山
・ 

詠
久
・
音
好
・
漣
々
・
山
外
・
念
々
・
卓
節
・
杉
峨
・
龍
守
・
暮
陽
・ 

山
子
・
山
方
・
可
簫
・
波
静
・
為
山 

 
 
 
 
 
 

81 

８
１ 

 
 

3 

歳
旦 

半
裁 

為
山 

雲
将 

鐇
・
庆
図 

○ 

ア
イ 

大
堂 

（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・
舎
用
・
禾
月
・
宗
古
・
紅
三
・
英
泉
・ 

湖
立
・
遊
河
・
如
雲
・
三
泉
・
葎
审
・
梅
成
・
梅
月
・
（
ア
イ
ヅ
）
布
山
・ 

（
ナ
ン
ブ
）
南
江
・（
ツ
ガ
ル
）
冬
松
・
残
春
・
素
席
・
（
マ
ツ
マ
エ
）
小
鯤
・ 

一
帄
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・
唫
風
・
□
□
・
郎
丈
・
西
池
・
閑
林
・ 

二
丘
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
雂
飛
・
友
耕
・
茶
山
・
孤
舟
・
好
静
・ 

古
棠
・
ち
か
ら
・
其
山
・（
サ
ド
）
梅
真真
・
三
省
・
五
風
・
樹
三
・（
エ
ツ
中
） 

怒
兮
・
慶
里
・（
カ
ゞ
）
大
夢
・
江
波
・
柳
壷
・
丹
嶺
・（
エ
チ
ゼ
ン
）
布
珀
・ 

（
ワ
カ
サ
）
柏
石
・
一
具
・
烟
々
・
好
甫
・
祖
郷
・
尋
香
・
卜
早
・
大
鵬
・ 

苣
丸
・
左
山
・
草
宇
・
梅
笠
・
こ
む
ら
・
見
外
・
米
山
・
雪
年
・
雪
哉
・ 

鴬
龍
・
然
々
・
惟
草
・
た
け
女
・
ち
さ
女
・
萬
古
・
大
堂
・
波
静
・
山
子
・ 

山
方
・
可
簫
・
為
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

80 

８
０ 

 
 

 

4 

歳
旦 

半
裁 

為
山 

山
方 

恵
比
寿
暖
簾
図 

○ 

ウ
エ 

竹
窓 

（
常
陸
）
莪
香
・
三
友
・
友
甫
・
一
兆
・
（
下
総
）
交
水
・
鳩
羽
・

年
・ 

そ
の
女
・
江
月
・
以
兄
・
得
老
・
士
明
・
（
上
総
）
朩
成
・
柳
塘
・
霞
雪
・ 



 

七四 

 

（
安
房
）
あ
や
雂
・
（
下
毛
）
嵐
斎
・
一
圭
・
布
山
・

得
・
其
翼
・
竹
雨
・ 

（
上
毛
）
う
め
雂
・
関
市
・
相
漁
・
栞
堂
・
松
月
・
亀
松
・
石
鳴
・
如
松
・ 

快
雃
・
也
谷
・
（
甲
斐
）
為
春
・
雪
底
・
竹
良
・
逸
我
・
（
相
模
）
立
宇
・ 

布
丈
・
木
雃
・
竹
山
・
（
武
蔵
）
天
由
・
桃
郷
・
五
渡
・
淡
斎
・
（
在
府
） 

黍
丘
・
卓
堂
・
鴬
居
・
槙
舎
・
文
器
・
月
山
・
閑
那
・
由
誓
・
得
蕪
・ 

松
什
・
丁
知
・
瓦
村
・
波
鷗
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

一
□
・
祐
之
・
僲
月
・
世
貟
・
羽
人
・
乙
彦
・
叩
月
・
泰
山
・
楼
翁
・ 

秋
香
・
抱
儀
・
槙
園
・
ゆ
き
を
・
み
も
と
・
可
簫
・
波
静
・
山
子
・
山
方
・ 

為
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

81 

８
１ 

 

5 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

誇
大 

高
砂
人
形
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
（
柱
末
）
都
春
・
（
神
戸
）
竹
翠
・
（
南
都
） 

素
鶚
・
春
蔭
・
五
朗
・
枝
鳩
・
亀
年
・
梅
邑
・
稲
處
・
杜
鴻
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

２
３ 

※ 

「
子
春
」 

 

6 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

誇
大 

高
砂
人
形
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
江
戸
）
為
山
・（
江
戸
）
西
馬
・（
デ
ハ
）
御
風
・（
エ
チ
ゴ
）
好
静
・
（
エ
チ
ゴ
） 

孤
舟
・（
エ
チ
ゼ
ン
）
布
珀
・（
イ
セ
）
石
水
・（
イ
ガ
）
養
爪
・（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・ 

（
ア
ワ
ヂ
）
鷗
池
・
（
カ
ハ
チ
）
稲
海
・
（
セ
ツ
）
竹
舎
・
其
山
・
可
兆
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

２
０ 

※ 

「
子
の
春
」 

 

7 

歳
旦 

小 

素
屋 

松
迭
園 

小
松
図 

単
（
墨
） 

イ
エ 

×
 

（
ナ
ラ
）
素
鶚
・
（
ナ
ラ
）
素
鶚
・
（
洛
）
梅
审
・
石
堂
・
（
浪
花
）
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5 
 
 

８ 

 
 

※ 

八
裁 

 

8 

歳
旦 

小 

素
屋 

霞
彩 

鼠
柄
祝
袋
図 

○ 

イ
エ 

×
 

春
渕
・
春
渕
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

９ 

※ 

「
子
歳
旦
」
／
八
裁 

 

9 

歳
旦 

小 

愚
佛 

霞
彩 

梅
・
松
葉
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
月
坡
・
誠
之
・
忠
甫
・
愚
佛 

 
 
 
 
 
 

5 

１
０ 

※ 

花
弁
空
押
／
八
裁 

 

10 

歳
旦 

小 

松
隣 

×
 

― 

― 

― 
×

 

鼎
左
・
鼎
左
・
素
屋
・
素
屋
・
松
隣
・
松
隣
・
松
隣 

 
 

7 
  

７ 

※ 

「
壬
子
の
と
し
」
／
八
裁 

 



 

七五 

 

11 

歳
旦 

四
裁 

逸
中 

秋
亪 

霊
芝
図 

○ 

イ 
×

 

嵐
岱
・
雂
岳
・
杉
里
・
葛
居
・
空
歩
・
磐
舟
・
梅
审
・
鼎
左
・
為
山
・ 

松
隣
・
素
屋
・
閑
那
・
空
歩
・
磐
舟
・
嵐
岱
・
杉
里
・
葛
居
・
雂
岳
・ 

逸
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19 

２
５ 

※ 

「
壬
子
春
」 

 

12 

歳
旦 

四
裁 

春
陰 
華
堂 

鼠
・
正
月
飾
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

閑
那
・
素
屋
・
一
峯
・
霞
仙
・
逸
中
・
起
石
・
伯
素
・
露
堂
・
柯
堂
・ 

秀
旭
・
佳
葉
・
了
逸
・
春
陰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
６ 

※ 

「
子
の
春
」 

 

13 

春
興 

四
裁 

光
月 

×
 

― 

― 

― 
×

 

（
石
見
）
青
池
・
菊
操
・
月
人
・
楓
下
・
梅
圃
・
文
昇
・
枩
花
・
風
光
・ 

一
澄
・
里
柳
・
素
屋
・
光
林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

※ 

桜
と
鳳
凰
柄
枞 

 

14 

歳
旦 

四
裁 

蟻
兄 

誇
大 

鼠
・
夜
燭
図 

〇 

ア
イ 

×
 

素
屋
・
佳
葉
・
冬
川
・
水
哉
・
菊
渕
・
樛
堂
・
芦
江
・
乙
鵞
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 

１
０ 

※ 

「
壬
子
春
」 

 

15 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

画
者
不
明 

群
鼠
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

月
人
・
楓
可
・
花
兄
・
其
松
・
（
ば
な
り
）
枩
領
・
（
か
ふ
ち
）
月
洲
・ 

（
赤
穁
聴
澤
事
）
鼎
跡
・（
尼
ヶ
崎
）
梅
登
・（
高
野
山
）
鼠
仙
・（
高
野
山
）
霞
仙
・ 

（
高
野
山
）
悦
々
・
（
石
見
）
青
池
・
素
屋
・
鴬
宿
・
松
隣
・
鼎
左
16 

１
６ 

 
 

 

16 

歳
旦 

四
裁 

鴬
宿 

了
斎 

群
鼠
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

素
屋
・
春
芳
・
（
ナ
ダ
）
南
景
・
梅
茶
・
其
道
・
義
礼
・
（
ヨ
シ
ノ
）
芦
笛
・ 

（
ヨ
シ
ノ
）
鳩
来
・
一
艸
・
湖
月
・
桜
奥
・
鴬
宿 

 
 

12 

１
４ 

 
 

 

17 

歳
旦 

小 

素
屋 

素
屋 

太
刀
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

5 

１
１ 

※ 

「
壬
子
春
」
／
十
二
裁 

 

18 

春
興 

小 

三
季
女 

霞
彩 

姫
人
形
図 

○ 

イ
エ 

×
 

 

素
屋
・
稲
處
・
可
南
女
・
三
季
女 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 
 
 

８ 

※ 

「
子
の
春
」
／
十
二
裁 

 

19 

歳
旦 
小 

素
屋 

春
山 

宝
珠
図 

○ 

イ
エ 

×
 



 

七六 

 

茂
郷
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
  

７ 

※ 

二
十
四
裁 

 

20 

歳
旦 
小 

素
屋 

画
者
不
明 

月
影
図 

単
（
銀
） 

イ 
×

 

鴬
宿
・
五
朗
・
亀
年
・
杜
鴻
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

5 

１
４ 

 
 

※ 

十
六
裁 

 

21 

慶
賀 

四
裁 

蟻
兄 

水
虎 
八
重
桜
・
霊
芝
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

百
庵
・
柳
美
・
五
朗
・
民
月
・
眉
晴
・
可
保
・
路
松
・
一
起
・
楓
朔
・ 

遊
・
方
竹
・
杜
鴻
・
乙
鵝
・
蟻
兄 

 
 
 
 
 
 

14 

２
０ 

※ 

百
庵
古
稀
祝
賀 

 

22 

歳
旦 

三
裁 

魯
心 

×
 

― 

― 

― 

竹
窓 

（
亩
）
梅
审
・
岱
年
・
九
起
・（
大
坂
）
素
屋
・
松
隣
・
稲
所
・
枝
鳩
・
鼎
左
・ 

（
尾
張
）
黄
山
・
醉
雨
・
（
駿
河
）
漣
山
・
（
奥
）
多
代
女
・
一
止
・
（
越
後
） 

乙
良
・
立
器
・
季
山
・
稲
彦
・
茶
山
・
（
加
賀
）
柳
壷
・
（
日
光
）
朩
足
・ 

鴬
雃
・
（
相
模
）
立
宇
・
楳
堂
・
（
甲
府
）
所
佑
・
芭
雪
・
（
武
蔵
）
寄
三
・ 

桃
郷
・
竹
堂
・
淇
水
・
松
月
・
竹
扉
・
麦
露
・
あ
ら
し
・
由
誓
・
錦
侍
・ 

翠
松
・
松
什
・
漣
挙
・
魯
仙
・
波
鷗
・
桃
月
・
紫
一
・
逸
渕
・
遅
流
・ 

甘
雨
・
柳
雨
・
恵
雨
・
楽
哉
・
五
雪
・
卓
郎
・
山
方
・
可
簫
・
山
子
・ 

風
光
・
素
融
・
氷
壷
・
祖
郷
・
静
寿
・
長
□
・
其
□
・
百
杯
・
簔
甲
・ 

見
外
・
南
々
・
間
旨
・
泉
舎
・
左
栗
・
鯉
水
・
得
蕪
・
四
端
・
佳
尾
・ 

芝
丈
・
万
籟
・
槙
千
・
遊
雀
女
・
梅
笠
・
菊
雂
・
柳
巶
・
萱
洲
・
鶴
歩
・ 

松
谷
・
里
水
・
嵐
明
・
念
々
・
雂
冝
・
呂
椿
・
生
冝
・
猛
乕
・
三
正
・ 

清
雃
・
山
紀
・
山
枩
・
新
月
・
欢
志
・
楽
水
・
三
巴
・
肆
山
・
盛
残
・ 

古
山
・
一
具
・
利
秋
・
楢
路
・
一
甫
・
柳
柴
・
蕪
子
・
琴
友
女
・
松
風
・ 

西
馬
・
為
山
・
玄
明
・
千
竹
女
・
雖
可
・
稀
木
・
揮
石
・
杜
喬
・
素
袂
・ 

洒
山
・
萬
古
・
孤
登
・
狐
堂
・
其
則
・
魯
心 

 
 
 
 
 

122 

１
２
３ 

※ 

「
壬
子
春
」
／
蝶
柄
黄
色
刷
毛
目
料
紙 

 

23 

歳
旦 

半
裁 

見
外 

其
融 

翁
面
・
小
松
図 

○ 

イ 

流
斎 

（
亩
）
梅
审
・
芹
舎
・
有
節
・
（
ナ
ニ
ハ
）
其
雨
・
鼎
左
・
素
屋
・
（
ア
ハ
） 

鳳
棲
・
思
風
・
夷
岳
・
茶
雷
・
万
像
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
ヒ
ム
カ
）
双
鳥
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
完
伍
・
（
キ
イ
）
閑
那
・
（
ヒ
タ
チ
）
一
弄
・
（
エ
ド
在
越
前
）
醉
賀
・ 

（
ヒ
ダ
）
有
美
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
鳩

・
文
彦
・
如
柳
・
（
エ
ツ
中
）
茗
号
・ 

（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
好
静
・
（
上
ワ
ケ
）
松
月
・
（
デ
ハ
）
□
□
・
素
〔
山
〕・ 

唫
〔
風
〕
・
木泰
□
・
（
マ
ツ
マ
ヘ
）
一
□
・
頼
□
・
□
□
・
□
□
・
嶌
月
・ 

亀
六
・
庭
雨
・
き
く
雂
・
樵
類
・
鳥
霞
・
和
春
・
朝
烏
・（
上
毛
）
み
つ
雂
・ 

玉
英
・
魯
三
・
花
然
・
嗽
石
・
白
池
・
五
跡
・
（
掬
月
更
）
如
水
・
正
路
・ 

梅
辰
・
（
下
毛
）
夕
和
・
和
柳
・
寄
月
・
鹿
城
・
其
翼
・
（
上
サ
）
一
澄
・ 

若
水
・
節
守
・
（
ア
ハ
）
静
里
・
（
カ
ヒ
）
雪
底
・
斗
一
・
（
ア
ヒ
ツ
）
松
圃
・ 

（
下
サ
）
そ
の
女
・
一
具
・
由
誓
・
逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
松
什
・
万
古
・ 



 

七七 

 

得
蕪
・
卓
郎
・
四
端
・
紫
端
・
為
心
・
草
居
・
春
水
・
雃
光
・
一
洲
・ 

雃
饗
・
不
一
・
雃
童
・
素
交
・
暁
笠
・
草
笠
・
一
雃
・
見
外 

89 

８
９ 

※ 
「
嘉
永
壬
子
初
春
」 

 

24 

歳
旦 

三
裁 

撫
泉 

筠
斎 

牡
丹
図 

○ 

ア
イ 

得
斎 

梅
审
・
有
節
・
梅
通
・
芹
舎
・
淡
節
・
白
鷗
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
悠
々
・ 

菊
圃
・
蛎
山
・
大
夢
・
柳
壷
・
黄
山
・
応
知
・
梅
裡
・
李
曠
・
乙
良
・ 

立
宇
・
渓
斎
・
南
々
・
寄
三
・
多
代
女
・
清
民
・
舎
用
・
一
具
・
松
什
・ 

為
山
・
西
馬
・
萬
古
・
等
栽
・
祖
郷
・
見
外
・
波
静
・
鳥
吟
・
氷
壺
・ 

尋
香
・
み
も
と
・
遅
流
・
逸
渕
・
由
誓
・
雪
鮮
・
素
山
・
霞
山
・
素
英
・ 

月
撨
・
御
風
・
蕗
城
・
撫
泉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50 

５
０ 

※ 

「
嘉
永
五
壬
子
の
春
」 

 

25 

春
興 

半
裁 

月
岡 

筠
斎 

紅
椿
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
审
・
九
起
・
素
屋
・
有
節
・
其
山
・
龍
守
・
而
后
・
乙
良
・
黄
山
・ 

禾
月
・
多
代
・
悠
々
・
鳥
吟
・
□
□
・
□
□
・
松
什
・
祖
郷
・
為
山
・ 

等
栽
・
由
誓
・
雪
貢
・
雲
岱
・
詠
之
・
其
仙
・
蟻
道
・
其
松
・
桃
审
・ 

大
古
・
醉
月
・
北
臥
・
鶏
五
・
二
葉
・
良
和
・
素
山
・
月
想
・
御
風
・ 

月
岡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37 

３
７ 

※ 

「
子
の
は
る
」 

 

26 

春
興 

三
裁 

宇
均 

真
澄 

急
須
・
白
梅
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

岱
年
・
有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・
其
山
・
松
隣
・
素
屋
・ 

林
曹
・
黄
山
・
逸
渕
・
為
山
・
祖
郷
・
見
外
・
山
子
・
遅
流
・
西
馬
・ 

米
审
・
其
秀
・
鴬
居
・
翠
竹
・
悠
々
・
鳳
棲
・
葉
菊
・
楚
宮
・
木
烏
・ 

羽
長
・
天
馬
・
樗
風
・
東
阡
・
亀
来
・
笋
路
・
夷
岳
・
茶
雷
・
平
蕪
・ 

山
が
つ
・
月
古
・
権
斎
・
宇
均 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40 

４
０ 

※ 

「
壬
子
春
」 

 

27 

歳
旦 

三
裁 

夷
岳 

真
澄 

手
控
末
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

岱
年
・
芹
舎
・
淡
節
・
有
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
悠
々
・
逸
渕
・ 

為
山
・
見
外
・
祖
郷
・
西
馬
・
茶
雷
・
夷
岳 

 
 
 
 
 
 

15 

１
５ 

※ 

「
壬
子
春
」 

 

28 

夏
興 

小 

素
屋 

其
園 

吊
荵
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

文
貫
・
友
亪
・
眉
白
・
無
一
・
百
六
・
祇
桃
・
素
屋 

 
 

7 
  

９ 

※ 

八
裁 

 

29 

そ
の
他 

半
裁 

花
屋
庵 

×
 

― 

― 

― 

華
雨 

五
鈴
・
鼎
左
・
素
屋
・
秋
亪
・
光
林
・
其
山
・
松
隣
・
其
实
・
夢
松
・ 

其
桃
・
梅
宿
・
里
川
・
鳥
帰
・
子
雀
・
井
左
・
梅
月
・
梅
圃
・
五
鈴
・ 



 

七八 

 

素
屋
・
松
隣
・
光
林
・
其
山
・
井
左
・
其
桃
・
里
川
・
夢
松
・
鳥
帰
・ 

梅
宿
・
子
雀
・
梅
圃
・
鼎
左
・
其
实
・
梅
月
・
秋
亪
・
（
サ
カ
イ
）
此
市
・ 

呂
泉
・
此
松
・
梅
审
・
淡
節
・
石
堂
・
秀
何
・
有
節
・
五
鈴
・
五
鈴
・ 

五
鈴
・
花
屋
庵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
歌
仙
＋
28 

６
２ 

※ 

「
嘉
永
五
壬
子
初
夏
」
／
五
鈴
送
別
／
青
竹
柄
緑
枞 

 

30 

追
善 

半
裁 

梅
月 
素
真 

山
桜
図 

○ 

ア
イ 

松
軒 

台
妙
居
士
・
狂
哥
庵
居
士
・
吾
朝
居
士
・
千
柳
亪
・
百
舌
鳥
屋
・
洋
々
亪
・ 

呉
錦
堂
・
隠
□
□
・
□
□
□
・
巌
鷹
子
・
梅
审
・
有
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・ 

素
屋
・
林
曹
・
朩
足
・
素
山
・
二
丘
・
好
静
・
乙
良
・
由
誓
・
卓
郎
・ 

松
什
・
西
馬
・
祖
郷
・
見
外
・
等
栽
・
幻
外
・
丁
知
・
抱
儀
・
逸
渕
・ 

一
具
・
為
山
・
禾
月
・
一
止
・
江
三
・
遜
阿
・
大
費
・
山
甫
・
適
山
・ 

清
民
・
多
代
女
・
謝
葉
・
梅
月 
 

絶
句
一
竟
＋
和
歌
九
首
＋
35 

６
６ 

※ 

「
壬
子
晩
春
」
／
梅
月
父
祖
追
善 

 

31 

夏
興 

四
裁 

香
取 

三
拙 

山
葵
・
茄
子
図 

○ 

ア
イ 
仙
鳧 

芹
舎
・
梅
通
・
多
代
女
・
湖
伯
・
茶
山
・
素
屋
・
鼎
左
・
國
彦
・
完
車
・ 

政
水
・
霞
山
・
蝶
斎
・
丁
知
・
仙
鳧
・
珪
琳
・
叩
月
・
帰
一
・
松
什
・ 

卓
郎
・
氷
壺
・
号
外
・
得
蕪
・
見
外
・
抱
儀
・
一
具
・
由
之
・
（
在
江
） 

香
取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27 

２
７ 

※ 

「
壬
子
の
夏
」 

 

32 

秋
興 

四
裁 

鴬
宿 

可
亪 

舟
中
月
見
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
审
・
春
芽
・
見
薺
・
（
亩
）
淡
節
・
（
亩
）
捨
山
・
（
亩
）
石
堂
・
英
之
・ 

霞
松
・
可
丈
・
素
屋
・
大
年
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 

12 

１
６ 

 
 

 

33 

追
善 

半
裁 

素
屋 

呑
舟 

菊
花
・
香
爐
図 

○ 

ア
イ 

×
 

枝
鳩
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
公
祐
・
奥
々
・
杜
鴻
・
稲
處
・
隆
美
・ 

牧
介
・
梅
邑
・
秋
祐
・
三
季
女
・
芦
旭
・
雪
甫
・
素
屋
・
素
屋
17 

２
３ 

※ 

「
壬
子
初
冬
」
／
枝
鳩
追
善 

 

34 

歳
旦 

四
裁 

井
圃
庵 

長
水 

翁
孫
正
月
買
物
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

恒
麿
・
哥
聲
・（
吸
川
更
）
雀
良
・
松
吟
・
春
智
・
荷
遅
・
眉
芳
・
眉
岳
・ 

（
梅
茶
更
）
眉
鳳
・
素
屋
・
可
庭
・
史
山
・
朝
翠
・
井
圃
庵 

 

14 

１
７ 

 
 

 

35 

歳
旦 

四
裁 

巻
人 

霞
彩 

紅
梅
牧
牛
図 

○ 

ア
イ 

×
 

桃
审
・
素
屋
・
一
三
・
宝
来
・
春
客
・
一
家
・
芦
雀
・
竹
人
・
一
亀
女
・ 

春
水
・
三
ツ
丸
・
苔
丸
・
梅
客
・
玉
雃
・
寿
花
・
豊
人 

 
 

16 

２
２ 

 
▼
嘉
永
六
年 

 



 

七九 

 

36 

歳
旦 

四
裁 

鴬
宿 

椿
下 

正
月
飾
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

素
屋
・
大
年
・
瓢
六
・
（
よ
し
の
一
社
）
子
遊
・
（
哥
好
更
）
乕
丸
・
（
芦
笛
更
） 

鳳
梧
・
井
美
・
竹
栄
・
井
亀
・
柳
士
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 

11 

１
５ 

※ 

「
丑
の
は
る
」 

 

37 

春
興 

四
裁 
鼎
左 

秋
亪 

玉
転
図 

○ 

ア
イ 

×
 

松
塘
・
草
居
・
其
雪
・
清
機
・
美
崎
・
月
人
・
（
さ
か
ひ
）
柳
吾
・
（
南
紀
） 

壽
抱
・
（
枚
方
）
一
表
・
（
素
穁
）
鼎
跡
・
（
南
山
）
水
斎
・
（
石
見
）
霞
松
・ 

一
池
・
素
屋
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

１
５ 

 

38 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

竹
雨 

農
具
・
春
草
図 

○ 

イ 
×

 

士
実
・
其
蔭
・
田
井
女
・
魚
金
・
左
資
・
路
春
・
素
屋 

 
 

7 

１
３ 

 
 

 

39 

歳
旦 

四
裁 

湧
瀧 

東
甫 

寿
老
人
図 

○ 

イ 
×

 

（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
（
サ
ガ
）
百
和
・
（
ヒ
カ
ミ
）
正
翠
・ 

（
ヒ
カ
ミ
）
浦
凉
・
（
ヒ
カ
ミ
）
一
如
・
（
ヒ
カ
ミ
）
瓢
逸
・
（
ヒ
カ
ミ
）
旭
山
・ 

（
ヒ
カ
ミ
）
里
仁
・
（
シ
マ
ダ
）
玉
扇
・
（
生
ノ
）
生
花
・
（
イ
ハ
サ
キ
）
暁
志
・ 

（
ホ
ヲ
ニ
シ
）
養
泉
・（
モ
リ
）
九
價
・
瓢
笛
・
耕
雲
・
梅
雪
・
馬
耳
風
・
（
女
） 

花
の
家
・
乕
杖
・
光
月
・
其
玉
・
梅
處
・
一
掘
・
湧
瀧 

 
 

25 

２
９ 

※ 

「
う
し
の
春
」 

 

40 

慶
賀 

半
裁 

古
撨 

公
圭 

寒
梅
・
鋏
図 

○ 

ア
イ 

×
 

有
節
・
鴬
語
・
文
海
・
百
舌
・
（
在
亩
）
玄
子
・
鼎
左
・
松
隣
・
杜
鴻
・ 

素
屋
・
林
曹
・
太
乙
・
青
水
・
よ
ね
女
・
喜
久
里
・
糖
人
・
旭
亪
・
亀
齢
・ 

春
し
く
・
古
撨
・
曲
阜
・
徐
夕
・
春
照
・
赤
丸
・
呉
遊
・
松
人
・
孝
月
・ 

梅
外
・
桃
雂
・
照
阜
・
曲
阜
・
古
撨 

 
 

両
吟
連
句
六
句
＋
29 

６
３ 

※ 

古
撨
入
門
祝
賀
／
天
緑
引
料
紙 

 

41 

春
興 

小 

葎
左 

三
拙 

か
ん
ろ
梅
・
紅
梅
図 

○ 

イ
エ 

竹
窓 

見
外
・
思
楽
・
素
屋
・
杜
鴻
・
花
暁
・
葎
左 

 
 
 
 
 
 

6 
 
 

８ 

※ 

「
癸
丑
の
春
」
／
六
裁 

 

42 

歳
旦 

小 

如
檉 

春
翠 

丑
角
形
印
図 

○ 

イ
エ 

×
 

有
節
・
梅
通
・
月
坡
・
素
屋
・
蘭
圃
・
花
因
・
易
水
・
如
檉 

8 
  

８ 

※ 

「
丑
春
」
／
八
裁 

 

43 

歳
旦 

小 

青
人 

公
圭 

丑
人
形
図 

○ 

イ 
×

 

玄
千
・
素
屋
・
東
亀
・
松
隣
・
荷
少
・
一
東
・
此
山
女
・
柳
井
・
柳
守
・ 

太
乙
・
よ
ね
女
・
曲
阜
・
青
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
６ 



 

八〇 

 

※ 

六
裁 

 
44 
歳
旦 

小 

素
鶚 

薺
生
（
素
屋
） 

丑
人
形
図 

○ 

イ 
×

 
素
屋
・
素
伯
・
素
鶚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
  

６ 

※ 

十
六
裁 

 

45 

歳
旦 

小 

竹
舎 
画
者
朩
詳 

花
篭
福
寿
草
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

素
屋
・
寒
水
・
寒
水
・
竹
舎
・
竹
舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
  

６ 

※ 

「
丑
の
は
る
」
／
十
二
裁 

 

46 

慶
賀 

小 

素
屋 

松
逸
園 

関
所
図 

○ 
ア
イ 

×
 

素
鶚
・
鴬
宿
・
恒
麿
・
杜
鴻
・
素
伯
・
竹
晴
・
思
月
・
素
屋 

8 

１
３ 

※ 

「
丑
弥
生
」
／
素
鶚
転
居
祝
賀
／
八
裁 

 

47 

歳
旦 

小 

春
渕 

春
翠 

丑
角
形
印
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
文
里
・
春
渕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
  

８ 

※ 

「
丑
の
と
し
」
／
八
裁 

 

48 

歳
旦 

四
裁 

一
瓢 

虫
僲 

松
飾
・
美
人
図 

○ 

ア
イ 

竹
窓 

（
陸
奥
）
多
代
女
・
（
亩
）
有
節
・
（
浪
花
）
素
屋
・
（
出
羽
）
御
風
・
璷
山
・ 

稲
洲
・
如
松
・
怒
号
・
（
加
賀
）
柳
壷
・
如
流
・
（
上
毛
）
松
月
・
竹
麿
・ 

（
越
後
）
月
鴻
・
三
笑
・
（
岩
城
）
三
泉
・
（
武
蔵
）
亀
成
・
（
越
前
）
醉
賀
・ 

素
交
・
見
外
・
一
瓢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

２
０ 

※ 

「
癸
丑
初
春
」 

 

49 

そ
の
他 

四
裁 

思
楽 

画
者
朩
詳 

酒
宴
図 

○ 

ア
イ 

竹
窓 

素
屋
・
杜
鴻
・
素
屋
・
杜
鴻
・
見
外
・
思
楽 

 
 
 
 

 
  

6 

１
３ 

※ 

「
嘉
永
癸
丑
初
春
」
／
素
屋
・
杜
鴻
帰
郷
留
別 

 

50 

歳
旦 

半
裁 

遅
流 

山
方 

松
葉
・
振
々
図 

○ 

ア
イ 

梅
寓 

閑
那
・
為
山
・
遅
流
・
遅
流
・
閑
那
・
為
山
・
為
山
・
遅
流
・
閑
那
・
悠
々
・ 

禾
堂
・
淡
節
・
砺
山
・
可
大
・
鼎
左
・
素
屋
・
雀
叟
・
立
宇
・
ゆ
き
を
・ 

五
渡
・
嵐
斎
・
よ
し
か
・
一
兆
・
乙
良
・
大
夢
・
丹
嶺
・
御
風
・
舎
用
・ 

多
代
女
・
逸
渕
・
西
馬
・
古
山
・
四
端
・
五
雀
・
漣
々
・
山
外
・
雪
年
・ 

弄
化
・
雪
簫
・
荷
少
・
号
外
・
秋
香
・
卜
早
・
見
外
・
叩
月
・
抱
儀
・ 

惟
草
・
得
蕪
・
閑
那
・
渓
斎
・
萬
古
・
波
静
・
可
簫
・
青
柿
・
松
堂
・ 

太
年
・
鳥
吟
・
菊
雂
・
百
丈
・
暮
陽
・
山
方
・
山
子
・
冬
守
・
み
も
と
・ 

芦
友
・
為
山
・
遅
流 

 
 
 
 
 
 

 
 

三
ツ
物
三
組
＋
57 

７
１ 

※ 
「
癸
丑
の
春
」 

 



 

八一 

 

51 

歳
旦 

半
裁 

静
外 

是
真 

神
木
紅
梅
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
淡
節
・
芹
舎
・
木
長
・
一
具
・
逸
渕
・
為
山
・ 

遅
流
・
念
々
・
等
栽
・
見
外
・
寄
三
・
天
由
・
五
雀
・
里
椿
・
白
亥
・ 

均
外
・
由
誓
・
西
馬
・
多
代
女
・
清
民
・（
ナ
ン
ブ
）
李
輔
・（
ナ
ン
ブ
）
錦
節
・ 

禾
月
・
心
阿
・
一
止
・
雨
竹
・
五
雲
・
長
洋
・
一
叟
・
素
帋
・
智
幽
・ 

宗
古
・（
石
ノ
マ
キ
）
南
峰
・
石
芝
・
五
鼎
・
洞
花
・
義
獣
・
一
長
・
一
橋
・ 

桐
葉
・
所
葉
・
可
凉
・
一
洲
・
佳
月
・
一
旦
・
萍
窓
・
如
雲
・
舎
用
・ 

静
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

52 

５
２ 

※ 

「
嘉
永
六
の
春
」 

 

52 

歳
旦 

半
裁 

素
屋 

珉
堂 

羽
子
板
・
達
磨
人
形
図 

○ 

ア
イ ×

 

梅
通
・
閑
那
・
為
山
・
西
馬
・
松
隣
・
鼎
左
・
嶺
月
・
六
監
・
鼠
仙
・
快
々
・ 

梅
茶
・
山
庵
・
雨
猿
・
伯
竟
・
鑑
古
・
（
曦
石
更
）
閑
谷
・
露
仙
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 

１
８ 

※ 

「
癸
丑
春
」 

 

53 

慶
賀 

半
裁 

正
井 

×
 

― 

― 

― 
×

 

花
屋
庵
・
茶
飯
堂
・
柊
庵
・
芦
竹
庵
・
松
蔭
・
落
橙
舎
・
八
千
坊
・ 

辰
一
庵
・
馬
田
江
・
九
竹
園
・
豊
水
・
石
叟
・
芦
笛
・
選
仙
・
山
暁
・ 

利
一
・
楢
香
女
・
井
竹
女
・
保
教
・
梅
弄
・
露
笠
・
芙
蓉
・
笛
丸
・
正
井 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
歌
五
首
＋
19 

５
０ 

※ 

「
嘉
永
癸
丑
春
」
／
梅
花
印
摺
料
紙 

 

54 

歳
旦 

三
裁 

魯
心 

×
 

― 

― 

― 
×

 
 

（
亩
）
淡
節
・
砺
山
・（
大
坂
）
素
屋
・
鼎
左
・
松
隣
・（
尾
張
）
黄
山
・
應
知
・ 

（
越
後
）
乙
良
・
素
会
・
梅
厓
・
季
山
・
立
器
・
（
奥
）
多
代
女
・
一
止
・ 

（
駿
河
）
漣
山
・
（
上
毛
）
関
市
・
（
サ
ガ
ミ
）
孝
哉
・
梅
堂
・
（
武
蔵
）
九
花
・ 

（
川
越
）
竹
扉
・
松
月
・
雪
鵞
・
暉
一
・
麦
露
・
（
淇
水
更
）
魯
丈
・
葵
坂
・ 

甫
月
・
花
友
・
瓦
玉
・
桃
枝
・
不
二
丸
・
青
葉
・
昕
抱
・
宜
稲
・
甘
雨
・ 

呑
亀
・
吾
山
・
一
有
・
柳
雨
・
百
旨
・
泉
舎
・
素
融
・
簔
甲
・
梧
乕
・ 

恵
雨
・
禾
暁
・
南
々
・
稀
木
・
雖
可
・
五
雪
・
路
友
・
閑
雪
・
雪
好
・ 

顧
暁
・
道
栗
・
生
冝
・
花
明
・
楽
哉
・
柳
巶
・
□
挙
・
松
出
斎
・
一
華
・ 

錦
長
女
・
柳
枝
・
葉
一
女
・
錦
枩
・
一

女
・
枝
雪
・
圭
珁
・
琴
友
女
・ 

芝
丈
・
（
萬
羅
更
）
何
之
・
槙
子
・
あ
や
め
・
遊
雀
女
・
許
十
・
梨
器
・ 

其
得
・
長
冝
・
翠
松
・
奇
山
・
魯
夫
・
和
行
・
杜
喬
・
柯
雪
・
里
水
・ 

蛙
仙
・
光
雂
・
鯉
水
・
邦
寿
・
光
丈
・
金
由
・
鶴
歩
・
柳
堂
・
新
史
・ 

呂
調
・
紫
常
・
海
老
丸
・
山
記
・
清
雃
・
三
光
・
泉
酒
・
柳
伯
・
鼠
遊
・ 

谷
水
・
一
甫
・
山
枩
・
利
秋
・
隣
葉
・
豊
川
・
蘇
子
・
呼
笛
・
欢
志
・ 

發
哉
・
石
醒
・
釋
石
・
千
竹
女
・
旦
々
・
松
付
・
為
山
・
氷
壺
・
由
誓
・ 

抱
儀
・
山
子
・
み
も
と
・
得
蕪
・
惟
草
・
瓦
村
・
菊
雂
・
三
正
・
逸
渕
・ 

西
馬
・
山
方
・
有
守
・
祖
郷
・
念
々
・
渓
斎
・
鳥
吟
・
梅
笠
・
桃
月
・ 

香
吟
・
音
好
・
万
古
・
不
倦
・
狐
登
・
狐
堂
・
其
則
・
魯
心
148 

１
４
８ 

※ 
蝶
柄
料
紙 



 

八二 

 

 
55 

歳
旦 

半
裁 

得
蕪 

是
真 

海
苔
図 

○ 

ア
イ 

竹
窓 

（
イ
セ
）
五
鈴
・（
亩
）
芹
舎
・
有
節
・
百
古
・
秀
何
・

川
・（
日
向
）
双
烏
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
其
山
・
松
隣
・
素
屋
・
鼎
左
・
丁
知
・
等
栽
・
瓦
村
・
（
上
サ
） 

金
波
・
一
路
・
月
思
・
草
仙
・
青
梧
・
琴
舟
・
□
□
・
松
什
・
南
枝
・ 

萬
頃
・
樹
石
・
素
良
・
山
子
・（
シ
ナ
ノ
）
梅
春
・
麗
水
・（
サ
ハ
ラ
）
得
冝
・ 

羽
雪
・
蘆
明
・
盧
恵
・
為
山
・
山
方
・
波
鷗
・
斗
甫
・
音
好
・
（
カ
ヌ
マ
） 

荒
城
・
波
静
・
可
簫
・
等
葉
・
範
成
・
抱
儀
・
遅
流
・
白
起
・
東
洲
・ 

松
舟
・
柳
美
・
雪
簫
・
（
足
利
）
亀
友
・
錦
袋
・
西
馬
・
逸
渕
・
由
誓
・ 

来
・
拙
誠
・
蓬
交
・
荷
少
・
多
美
古
・
月
之
・
千
之
・
閑
那
・
一
具
・ 

崍
舎
・
竹
賀
・
松
鶴
・
抱
斎
・
完
鷗
・
亀
遊
・
髯
仙
・
宗
玉
・
楽
之
・ 

留
木
・
得
蕪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

75 

７
５ 

※ 

「
癸
丑
の
と
し
」 

 

56 

春
興 

半
裁 

呉
由 

画
者
不
明 

桜
花
・
萬
菊
丸
鼾
之
図 

〇 

ア
イ
ウ
エ 

竹
窓 

一
具
・
由
誓
・
逸
渕
・
為
山
・
卓
郎
・
得
蕪
・
西
馬
・
抱
儀
・
祖
郷
・ 

氷
壺
・
朩
是
・
尋
香
・
等
栽
・
鳥
吟
・
羽
雪
・
不
流
・
米
山
・
萬
古
・ 

芦
月
・
か
つ
ら
・
卜
早
・
一
瓢
・
叩
月
・
克
禮
・
麗
河
・
柳
翠
・
東
左
・ 

瓢
鯰
・（
亩
）
有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
梅
通
・（
浪
花
）
素
屋
・
鼎
左
・
南
洋
・ 

杜
鴻
・
（
伊
丹
）
□
□
・
（
播
磨
）
可
大
・
（
備
中
）
渓
亪
・
（
出
雲
）
百
年
・ 

（
土
佐
）
梅
十
・
（
日
向
）
双
塢
・
（
伊
豫
）
菊
圃
・
（
阿
波
）
鳳
棲
・
夷
岳
・ 

思
風
・
万
像
・
（
尾
張
）
而
后
・
（
三
河
）
完
伍
・
（
加
賀
）
柳
壷
・
丹
嶺
・ 

（
能
登
）
晩
籟
・
鳳
号
・
（
越
中
）
慶
里
・
然
号
・
（
越
后
）
乙
良
・
立
器
・ 

（
出
羽
）
御
風
・
吟
風
・
魯
長
・
（
陸
奥
）
一
止
・
（
駿
河
）
岱
充
・
（
甲
斐
） 

閑
雃
・（
武
蔵
）
眠
外
・
亀
成
・（
浪
花
在
江
戸
）
蘭
操
・（
加
賀
在
江
戸
）
柯
丈
・ 

真
澄
・
蓬
交
・
担
々
・
一
雃
・
素
交
・
見
外
・
呉
由 

 
 

74 

８
５ 

※ 

「
嘉
永
丑
年
三
月
」
／
「
鼾
之
図
」
に
つ
い
て
は
伝
芭
蕉
筆 

 

57 

春
興 

半
裁 

騏
郷 

葭
亪 

吉
野
西
行
庵
之
図 

〇 

ア
イ 

×
 

（
亩
）
芹
舎
・
淡
節
・
有
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
蟻
兄
・（
エ
ド
） 

逸
渕
・
西
馬
・
半
湖
・
氷
壺
・
為
山
・
（
ム
ツ
）
舎
用
・
如
雲
・
（
ト
サ
） 

元
史
・（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ア
ハ
）
應
吏
・
鳳
棲
・
燕
衣
・ 

里
風
・
石
居
・
大
夢
・
羅
邨
・
佳
長
・
湖
堂
・
左
一
・
笋
路
・
夷
岳
・ 

桑
陽
・
茶
雷
・
騏
郷
・
騏
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33 

３
４ 

※ 

「
癸
丑
春
」 

 

58 

歳
旦 

半
裁 

江
三 

碓
斎 

丑
飾
図 

〇 

ア
イ 

雂
節 

有
節
・
芹
舎
・
九
起
・
鼎
左
・
素
屋
・
其
山
・
松
隣
・
一
具
・
西
馬
・ 

尋
香
・
見
外
・
為
山
・
茶
山
・
乙
良
・
御
風
・
禾
月
・
宗
古
・
塘
水
・ 

湖
立
・
如
雲
・
舎
用
・
松
華
・
三
楫
・
雂
節
・
如
菊
・
李
冠
・
多
代
女
・ 

丁
酉
・
東
里
・
英
泉
・
謝
葉
・
梅
月
・
関
玉
・
三
保
・
守
三
・
桑
五
・ 

直
樹
・
如
流
・
豊
泉
・
春
鵞
・
松
鳴
・
五
秀
・
一
朔
・
南
景
・
宇
明
・ 



 

八三 

 

文
窓
・
分
字
・
西
美
・
一
英
・
桂
舟
・
春
童
・
大
費
・
三
友
・
三
友
・ 

江
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

55 

５
５ 

 

59 

追
善 
半
裁 

大
年 

蜻
洲 

朝
顔
・
空
蝉
図 

〇 

ア
イ 

×
 

龍
渕
仏
・（
江
戸
）
見
外
・（
江
戸
）
南
岱
・（
江
戸
）
玉
松
女
・（
江
戸
）
瀧
三
・ 

（
江
戸
）
弘
運
・
瞻
菴
・
楓
审
・
花
呂
丸
・
天
来
・
松
鳳
・
琴
女
・
一
末
・ 

秋
琴
・
嶌
谷
・
り
う
女
・（
素
貨
事
）
双
年
・
貞
旭
・
大
物
・
蕉
圃
・
國
子
・ 

貞
経
・
素
屋
・
辰
斎
・
芦
秌
・
芦
汀
・
青
洞
・
杜
鴻
・
糸
女
・
思
楽
・ 

大
年 

 
 

和
歌
四
首
＋
七
言
絶
句
一
竟
＋
五
言
絶
句
二
竟
＋
24 

４
１ 

※ 

龍
渕
追
善
／
画
中
の
短
冊
に
龍
渕
の
辞
世
の
句
あ
り 

 

60 

歳
旦 

半
裁 

河
暁 

筠
斎 

花
売
童
子
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梅
通
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有
節
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芹
舎
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淡
節
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左
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素
屋
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松
隣
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万
像
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雷
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思
風
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五
鈴
・
青
松
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李
曠
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而
后
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黄
山
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悠
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大
夢
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丹
嶺
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慶
里
・
乙
良
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か
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舎
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如
雲
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一
止
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宗
古
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代
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布
丈
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市
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渓
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由
誓
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為
山
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見
外
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氷
壺
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祖
郷
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古
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交
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山
方
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み
も
と
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吟
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山
子
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等
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馬
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逸
渕
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遅
流
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一
具
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素
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城
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風
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林
子
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怡
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撫
泉
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鮮
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御
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暁
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河
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半
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梅
通
・
芹
舎
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有
節
・
淡
節
・
公
成
・
素
屋
・
砺
山
・
悠
々
・
五
鈴
・ 

茶
雷
・
一
清
・
而
后
・
黄
山
・
多
代
女
・
舎
用
・
如
雲
・
大
夢
・
丹
嶺
・ 

茶
山
・
桃
郷
・
渓
斎
・
由
誓
・
見
外
・
祖
郷
・
西
馬
・
氷
壺
・
等
栽
・ 

瓦
村
・
山
子
・
鳥
吟
・
逸
渕
・
成
五
・
桃
暁
・
有
交
・
如
柳
・
仙
芝
・ 

應
泉
・
迎
風
・
簟
々
・
松
陽
・
如
春
・
清
梧
・
素
山
・
御
風
・
唫
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半
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樗
風 
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辺
落
雁
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（
亩
）
芹
舎
・
梅
通
・
碩
水
・
公
成
・
也
然
・
向
月
・
淡
節
・
有
節
・（
大
坂
） 

鼎
左
・
蟻
兄
・
挙
一
・
可
庭
・
松
审
・
蓁
々
・
松
隣
・
素
屋
・
（
イ
セ
） 

雀
叟
・
五
鈴
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（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・
李
曠
・
（
エ
ド
）
逸
渕
・
西
馬
・
祖
郷
・ 

氷
壺
・
故
厓
・
半
湖
・
山
子
・
一
琢
・
白
亥
・
音
好
・
尋
香
・
為
山
・ 

（
ム
サ
シ
）
南
々
・（
上
毛
）
米
审
・
栞
臺
・（
ヲ
ク
）
多
代
女
・
如
雲
・
舎
用
・ 

（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・ 

（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・
（
ト
サ
）
元
史
・
（
ア
ハ
）
應
吏
・
鳳
棲
・
思
風
・
文
笠
・ 

瑩
僲
・
左
一
・
葉
陽
・（
七
十
齢
）
木
烏
・
楚
宮
・
天
馬
・
石
居
・
山
賀
都
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蒼
郎
・
青
枝
女
・
羅
邨
・
逸
松
・
雃
郷
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た
ゝ
女
・
山
た
る
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梅
道
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雨
蓼
・
月
古
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亀
年
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東
阡
・
槿
雨
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美
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平
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・
笋
路
・
夷
岳
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茶
雷
・
冬
桂
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樗
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逸
渕
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馬
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節
・
芹
舎
・
鼎
左
・ 

素
屋
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松
隣
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池
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元
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棲
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思
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陽
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夷
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風
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賀
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烏
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阡
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石
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道
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思
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馬
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斎
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香
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亥
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芦
明
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関
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岱
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士
明
・
冬
守
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乙
良
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山
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御
風
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唫
風
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国
彦
・
撫
泉
・
其
仙
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蕗
城
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璷
山
・
二
丘
・
如
雲
・
禾
月
・
遜
阿
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児
川
・
丁
酉
・
東
里
・
英
泉
・
清
民
・
春
斎
・
東
明
・
一
之
・
時
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忠
之
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雨
石
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貞
儀
・
霞
石
・
み
つ
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・
春
路
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千
輅
・
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梅
霞
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霞
柴
・
丁
遊
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呉
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月
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香
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亥
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一
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等
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馬
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李
曠
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丘
・
悠
々
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一
清
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半
湖
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像
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逸
渕
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松
隣
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御
風
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綿
峰
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九
華
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萬
古
・
氷
壺
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鷗
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蓬
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節
・
塞
馬
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雨
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撫
泉
・
英
泉
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大
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明
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祭
魚
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月
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其
山
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公
成
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山
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々
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里
水
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山
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少
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舎
用
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黄
山
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つ
ら
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卜
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慶
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月
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山
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阜
雂
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好
甫
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朩
足
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宗
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月
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徳
隣
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闇
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山
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寄
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审
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椿
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圃
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霞
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亀
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苣
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素
山
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池
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芽
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山
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桃
郷
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五
鈴
・
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谷
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鷗
池
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黙
池
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霞
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芹
舎
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那
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禾
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朶
峰
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吉
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笋
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流
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泰
山
・
岱
充
・
遅
流
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鳳
毛
・
菊
也
・
抱
儀
・
漣
山
・
黄
逸
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帒
中
・
梅
通
・
太
乙
・
以
粛
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亀
年
・
乙
良
・
清
井
・
蒋
池
・
雪
簫
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塘
水
・
祖
郷
・
静
嘉
・
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も
と
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淡
節
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年
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雲
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端
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丁
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・
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玄
堂
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渓
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鳥
吟
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春
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雲
崖
・
山
子
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芦
明
・
貞
山
・
可
久
・
潮
月
・
ち
か
ら
・
其
仙
・
吟
風
・
蕗
城
・
芳
村
・ 

松
橋
・
杉
芽
・
水
竹
・
稲
處
・
大
夢
・
美
交
・
素
屋
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十
二
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畦
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資
昌
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代
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雨
石
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一
乕
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凉
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梅
扇
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清
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梅
年
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亀
國
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陽
篤
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芳
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年
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（
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清
宇
・
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里
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芝
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竹
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和
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（
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清
羅
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清
舎
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守
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米
山
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庚
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山
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文
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一
宠
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壭
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春
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毬
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鼎
左
・
芦
汀
・
芦
汀
・
素
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賀 

小 

素
屋 

竹
渓 
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・
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芦
汀
・
杜
鴻
・
春
蔭
・
素
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（
亩
）
淡
節
・
公
成
・
芹
舎
・（
大
坂
）
素
屋
・
松
隣
・（
紀
伊
）
閑
那
・（
尾
張
） 

黄
山
・
而
后
・
（
奥
）
多
代
女
・
一
止
・
（
越
后
）
乙
良
・
茶
山
・
（
加
賀
） 

大
夢
・
（
出
羽
）
御
風
・
吟
風
・
（
肥
前
）
悠
々
・
（
駿
河
）
漣
山
・
（
上
毛
） 

布
丈
・
（
甲
府
）
逸
魚
・
（
下
総
）

年
・
十
條
・
（
武
蔵
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淡
斎
・
竹
扉
・ 

撫
泉
・
由
誓
・
為
山
・
得
蕪
・
抱
儀
・
朩
足
・
西
馬
・
桃
月
・
卓
郎
・ 

見
外
・
氷
壺
・
尋
香
・
瓦
村
・
遅
流
・
山
子
・
山
方
・
可
簫
・
泰
我
・ 

春
挙
・
躬
幹
・
い
さ
吉
・
三
正
・
肆
山
・
樹
石
・
鳥
吟
・
祖
郷
・
萬
古
・ 

呑
亀
・
楽
哉
・
甘
雨
・
柳
雨
・
恵
雨
・
其
川
・
宜
稲
・
吾
山
・
昕
抱
・
新
・ 

簔
甲
・
猛
乕
・
雪
好
・
顧
暁
・
□
□
・
木
暁
・
生
宠
・
百
旨
・
乍
栗
・ 

泉
其
・
菊
雂
・
錦
松
・
一

女
・
一
華
・
錦
長
女
・
柳
止
・
圭
珁
・ 

琴
友
女
・
哥
侍
倭
・
慎
子
・
あ
や
め
・
花
明
・
三
桜
女
・
桜
雨
女
・
里
水
・ 

長
冝
・
漣
挙
・
晋
路
・
梨
黒
・
竒
山
・
杜
喬
・
柯
雪
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揮
石
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千
醒
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發
哉
・
柳
巶
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鯉
水
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鶴
歩
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楽
水
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呼
笛
・
古
秋
・
友
甫
・
紫
水
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塵
子
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楽
竹
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秀
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芦
水
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芳
川
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了
古
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庭
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・
清
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・
山
記
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一
甫
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種
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・
山
松
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楢
路
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利
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欢
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・
千
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女
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旦
々
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狐
登
・
孤
石
堂
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甲
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其
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魯
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丁
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得
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逸
渕
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西
馬
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見
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為
山
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香
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吟
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簫
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等
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梅
通
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舎
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水
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節
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五
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有
節
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隣
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兆
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宿
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素
屋
・ 



 

八六 

 

井
竹
女
・
玄
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立
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嘯
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跡
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処
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素
兄
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悠
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烏
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漣
山
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雷
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一
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魚
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一
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池
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池
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歩
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素
屋
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ニ
ハ
）
可
庭
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鳳
・
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里
選
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遊
・
梧
鳴
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有
節
・
素
屋
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松
隣
・
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林
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挙
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山
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五
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・
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蘭
操
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居
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鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 

１
７ 

 

76 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

素
屋 

張
子
寅
図 

○ 

イ
エ 

 
×

 

鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
松
隣
・
松
隣
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

8 

１
２ 

※ 

「
甲
寅
初
春
」 

 

77 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

秋
亪 

花
屋
庵
翁
硯
箱
図 

○ 

イ
エ 

×
 

李
暁
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楓
可
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文
景
・（
さ
か
ひ
）
柳
吾
・（
さ
か
ひ
）
緑
池
・（
い
は
み
）
一
桃
・ 

（
土
佐
）
潮
花
・
（
秋
田
）
其
友
・
（
松
前
）
淇
山
・
（
い
よ
）
棹
舟
・
鴬
宿
・ 

素
屋
・
井
資
・
可
兆
・
不
角
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

16 

１
６ 

 

78 

歳
旦 

四
裁 

一
三 

画
者
朩
詳 

子
日
松
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
芦
笛
・
芦
月
・
梅
客
・
苔
丸
・
豊
人
・
梅
笑
・ 

菊
渓
・
一
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
３ 

  
79 
春
興 

四
裁 

素
屋 

竹
渓 

春
景
図 

○ 

イ
エ 

×
 

一
三
・
竹
舎
・
翁
栖
・
梅
邑
・
杜
鴻
・
愚
佛
・
素
屋 

 
 

7 

１
１ 



 

八七 

 

 
 

 
80 

歳
旦 

四
裁 

湧
瀧 

松
嶺 

白
椿
花
立
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
エ
ド
）
為
山
・
（
ミ
チ
ノ
ク
）
北
麟
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
亩
）
淡
節
・ 

（
タ
ナ
ベ
）
宝
翠
・
（
タ
ナ
ベ
）
鶴
前
・
（
タ
ナ
ベ
）
虵
目
・
（
タ
ナ
ベ
）
明
玉
・ 

（
ヒ
カ
ミ
）
浦
月
・
（
ヒ
カ
ミ
）
旭
山
・
（
サ
ゝ
山
）
世
夢
・
（
サ
ゝ
山
）
閑
月 

（
ツ
チ
タ
）
臥
雲
・
（
ホ
ヅ
）
龍
眼
・
其
玉
・
光
月
・
柳
枝
・
梅
處
・
梅
渓
・ 

草
楽
・
一
蘿
・
湧
瀧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 

２
３ 

 

81 

歳
旦 

四
裁 

文
海 

霞
彩 
熨
斗
・
水
引
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
近
江
）
其
草
・
（
近
江
）
青
龍
・
其
祥
・
桃
嶺
・
鷺
月
・ 

清

・
愚
楽
・
其
楽
・
幸
遊
・
鳥
岳
・
文
海 

 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

※ 

「
寅
春
」 

 

82 

春
興 

半
裁 

如
檉 

文
麟 

巫
女
豆
撒
図 

○ 

ア
イ 

×
 

有
節
・
梅
通
・
素
屋
・
芹
舎
・
月
坡
・
淡
節
・
鳥
呉
・
文
海
・
公
成
・ 

菊
圃
・
千
聞
・
雪
畵
・
花
因
・
野
鳥
・
竹
有
・
是
誠
・
松
堤
・
文
石
・ 

献
水
・
雪
之
・
鸞
鳴
・
双
石
・
易
水
・
如
檉 

 
 
 
 
 
 

24 

２
８ 

※ 

「
寅
の
春
」 

 

83 

歳
旦 

半
裁 

柳
花 

有
美 

伊
勢
海
老
図 

○ 

ア
イ ×

 

梅
通
・
禾
明
・
公
成
・
芹
舎
・
芽
英
・
月
坡
・
淡
節
・
丈
翠
・
鼎
左
・ 

其
山
・
松
隣
・
素
屋
・
柳
錦
・
山
朝
・
柳
裳
・
里
扇
・
祭
魚
・
文
海
・ 

鳥
岳
・
有
節
・
梦
跡
・
柳
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 

２
２ 

 

84 

春
興 

小 

竹
舎 

霞
彩 

姫
人
形
図 

○ 

ア
イ 

×
 

素
屋
・
ぬ
か
人
・
竹
舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 

７ 

※ 

二
十
四
裁 

 

85 

慶
賀 

小 

石
雂 

×
 

― 

― 

― 
×

 

鼎
左
・
石
雂
・
素
屋
・
光
林
・
鴬
宿
・
可
兆
・
石
雂 

 

六
吟
歌
仙
＋
１ 

１
０ 

※ 

栖
霞
庵
の
入
門
／
十
六
裁 

 

86 

歳
旦 

小 

稲
處 

画
者
朩
詳 

二
朱
銀
・
紅
梅
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
稲
處 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
 
 

６ 

※ 

十
六
裁 

  
87 
秋
興 

小 

梧
尾 

画
者
朩
詳 

葉
上
蝗
図 

○ 

イ 
×

 
（
浪
花
）
松
陰
・
梧
庵
・
梧
庵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

６ 



 

八八 

 

※ 

「
寅
の
秋
」
／
十
六
裁 

  

88 

春
興 
四
裁 

梅
丘 

圭
岳 

紅
梅
図 

○ 

イ
エ 

鷗
波 

逸
渕
・
公
成
・
有
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
多
代
・
舎
用
・
悠
々
・ 

西
馬
・
忍
和
・
草
支
・
紅
枝
・
一
布
・
樋
瀧
・
南
湖
・
竹
翠
・
可
帒
・ 

雨
柳
・
梅
丘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

２
０ 

※ 

「
甲
寅
の
春
」 

 

89 

歳
旦 

半
裁 

山
子 

圭
岳 

正
月
玩
具
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

公
成
・
淡
節
・
野
鶴
・
有
節
・
可
撨
・
素
屋
・
杜
鴻
・
太
乙
・
可
大
・ 

醒
花
・
茶
雷
・
思
風
・
嵐
夕
・
菊
圃
女
・
双
烏
・（
七
十
九
）
悠
々
・
砺
山
・ 

五
鈴
・
黄
山
・
一
清
・
玄
花
・
李
曠
・
蓬
宇
・
杜
水
・
立
宇
・
布
丈
・ 

ゆ
き
を
・
あ
や
雂
・
冨
曰
・

年
・
交
水
・
忝
丘
・
義
香
・
友
甫
・
関
乕
・ 

竹
雨
・（
七
十
九
）
多
代
女
・
清
民
・
梅
月
・
舎
用
・
□
□
・
月
光
・
御
風
・ 

□
□
・
□
□
・
孤
舟
・
恕
兮
・
大
夢
・
丹
嶺
・
布
珀
・
天
由
・
五
渡
・ 

渓
斎
・
由
誓
・
逸
渕
・
西
馬
・
祖
郷
・
等
栽
・
尋
香
・
見
外
・
卓
郎
・ 

得
蕪
・
抱
儀
・
朩
足
・
氷
壺
・
魯
心
・
古
山
・
美
交
・
不
染
・
瓦
村
・ 

波
鷗
・
祐
宇
・
等
紫
・
荷
少
・
苣
丸
・
北
松
・
卜
早
・
芳
湖
・
好
甫
・ 

里
椿
・
い
さ
吉
・
鳥
吟
・
萬
古
・
四
端
・
瓢
鯰
・（
七
十
六
）
遅
流
・
閑
那
・ 

百
丈
・
松
塘
・
可
簫
・
波
静
・
山
方
・
栗
然
・
花
海
・
泰
我
・
太
年
・ 

青
柿
・
陳
良
・
新
甫
・
少
太
・
山
節
・
古
峰
・
春
挙
・
旂
幹
・
為
山
・ 

山
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

106 

１
０
６ 

※ 

「
寅
春
」 

 

90 

歳
旦
・
慶
賀 

半
裁 

有
交 

臥
春 

杒
・
梅
花
図 

○ 

イ 

鷗
波 

御
風
・
唫
風
・
素
山
・
唫
風
・
素
山
・
御
風
・
素
山
・
御
風
・
唫
風
・ 

芹
舎
・
有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
素
屋
・
茶
雷
・
閑
那
・
五
鈴
・ 

慶
里
・
丹
嶺
・
清
民
・
如
雲
・
舎
用
・
醉
雨
・
黄
山
・
多
代
・
悠
々
・ 

（
行
脚
）
少
歳
・
由
誓
・
西
馬
・
祖
郷
・
逸
渕
・
氷
壺
・
尋
香
・
朩
足
・ 

い
さ
吉
・
萬
古
・
等
栽
・
山
子
・
鳥
吟
・
見
外
・
渓
斎
・
為
山
・
助
松
・ 

鳳
尾
・
幸
英
・
素
道
・
茶
暁
・
鶴
洞
・
有
壁
・
仙
芝
・
如
縁
・
草
園
・ 

成
五
・
東
涛
・
如
柳
・
得
風
・
里
桃
・
汀
亀
・
清
梧
・
御
風
・
唫
風
・ 

蒼
風
・
素
山
・
有
交 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
ツ
物
＋
56 

 
 

６
５ 

※ 

「
寅
年
の
春
」
／
耳
順
の
賀 

 

91 

歳
旦 

半
裁 

梅
月 

素
真 

餅
花
・
毬
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

 

梅
月
・
均
外
・
梅
笠
・
公
成
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
审
・
閑
那
・ 

竹
良
・
抱
儀
・
見
外
・
遅
流
・
四
端
・
祖
郷
・
萬
古
・
鳥
吟
・
里
椿
・ 

五
雀
・
尋
香
・
臥
春
・
半
湖
・
白
亥
・
南
々
・
竹
山
・
梅
笠
・
舎
用
・ 

五
雲
・
遜
阿
・
江
三
・
如
雲
・
一
止
・
み
ゑ
・
文
人
・
二
丘
・
如
松
・ 

鼠
堂
・
左
琴
・
朶
峰
・
石
薺
・
月
山
・
大
費
・
守
三
・
西
美
・
斗
翫
・ 

山
甫
・
洋
々
・
其
堂
・
六
槐
・
清
民
・
多
代
・
謝
紫
・
均
外
・
逸
渕
・ 

為
山
・
西
山
・
寛
女
・
梅
隣
・
梅
月 

 
 
 

三
吟
半
歌
仙
＋
56 

７
５ 



 

八九 

 

※ 

「
甲
寅
春
」 

 
92 
歳
旦 

半
裁 

以
肅 

臥
春 

紅
梅
・
天
狗
・
多
福
面
図 

○ 

ア
イ 

正
斎 

梅
通
・
公
成
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
湧
瀧
・
月
庭
・
蓬
宇
・
烏
谷
・ 

岱
充
・
茶
雷
・
樗
風
・
泰
山
・
悠
々
・
乙
良
・
茂
精
・
亀
成
・
友
甫
・ 

多
代
女
・
清
民
・
布
山
・
遜
阿
・
江
三
・
禾
月
・
年
山
・
如
雲
・
舎
用
・ 

二
丘
・
緑
峰
・
朶
峰
・
唫
風
・
素
山
・
御
風
・
由
誓
・
卓
郎
・
逸
渕
・ 

為
山
・
祖
郷
・
西
馬
・
見
外
・
得
蕪
・
等
栽
・
氷
壺
・
朩
足
・
抱
儀
・ 

閑
那
・
不
染
・
香
雲
・
遅
流
・
萬
古
・
瓦
村
・
波
鷗
・
山
子
・
鳥
吟
・ 

徳
隣
・
美
交
・
里
椿
・
い
さ
吉
・
苣
丸
・
才
葉
・
梅
明
・
伴
夢
・
蓬
宿
・ 

芦
月
・
探
闇
・
北
松
・
茅
洲
・
好
甫
・
尋
香
・
水
車
・
左
葎
・
梅
雃
・ 

月
晴
・
蝶
雃
・
香
風
・
東
水
・
以
肅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

77 

７
７ 

※ 

「
甲
寅
春
」 

 

93 

歳
旦 

半
裁 

得
蕪 

是
真 

鏡
売
図 

○ 

ア
イ 

竹
窓 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
（
洛
）
芹
舎
・
梅
通
・
有
節
・
公
成
・
（
ナ
ニ
ハ
） 

鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
挙
一
・
其
山
・（
日
向
）
双
烏
・（
エ
チ
ゴ
）
水
渓
・ 

（
ス
ハ
）
銀
岱
・
（
ヲ
ク
）
多
代
女
・
逸
渕
・
丁
知
・
東
洲
・
汎
翠
・
完
鷗
・ 

知
登
・
松
舟
・
文
生
・
穁
節
・
花
晨
女
・
和
行
・
（
イ
ハ
ツ
キ
）
美
石
・ 

（
カ
メ
ア
リ
）
抱
竹
・（
サ
ハ
ラ
）
得
冝
・
柳
毫
・
竹
賀
・
峡
舎
・
由
誓
・
為
山
・ 

芦
魚
・
□
□
・
里
春
・
静
譲
・
芽
山
・
め
う
か
・
東
精
・
み
も
と
・
苣
丸
・ 

晴
山
・
可
簫
・
壽
・
真
角
・
白
起
・
祖
郷
・
抱
儀
・
卓
郎
・（
上
サ
）
金
波
・ 

窓
丸
・
一
輅
・
楚
雲
・
月
思
・
（
所
ザ
ハ
）
一
ふ
み
・
（
上
ア
ラ
イ
）
春
月
・ 

草
仙
・
鳩
峰
・
素
良
・
（
カ
ヅ
サ
）
由
儀
・
宗
玉
・
朩
足
・
南
枝
・
西
馬
・ 

梧
井
・
拙
真
・
瓦
村
・
五
休
・
麗
水
・
亀
遊
・
芝
友
・
千
之
・
樹
石
・ 

楽
之
・
有
風
・
盤
雨
・
月
夕
・
峻
路
・
菊
丸
・
梅
年
・
为
拙
・
琴
舟
・ 

来
・
楽
斎
・
留
木
・
多
美
古
・
得
蕪 

 
 

 
 
 
 

89 

８
９ 

※ 

「
甲
寅
の
春
」 

 

94 

歳
旦 

半
裁 

有
交 

餘
斎 

鮭
・
菫
図 

○ 

ア
イ 

×
 

芹
舎
・
有
節
・
黄
山
・
素
屋
・
大
夢
・
等
栽
・
見
外
・
祖
郷
・
西
馬
・ 

為
山
・
葵
旋
・
亀
山
・
枩
笛
・
桃
暁
・
岩
苔
・
一
蟻
・
御
月
・
雨
柳
・ 

有
月
・
琴
月
・
安
之
・
歓
来
・
幸
英
・
其
鷹
・
仙
風
・
草
園
・
正
桃
・ 

其
邑
・
茶
暁
・
下
間
・
季
芳
・
一
恵
・
梅
旭
・
松
汀
・
其
暁
・
如
仙
・ 

汀
亀
・
仙
児
・
羽
人
・
格
雫
・
月
江
・
雪
友
・
素
山
・
唫
風
・
御
風
・ 

葵
風
・
有
交 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47 

４
７ 

※ 

「
と
ら
の
春
」 

 

95 

夏
興 

半
裁 

桐
山 

圭
岳 

盆
栽
図 

○ 

ア
イ 

明
未 

芹
舎
・
梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
公
成
・
太
乙
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・ 

黄
山
・
鳥
津
・
雀
叟
・
蓬
宇
・
立
宇
・
茶
雷
・
泰
山
・
駝
岳
・
悠
々
・ 

霞
雪
・
忝
丘
・
花
外
・
五
渡
・
渓
斎
・
乙
良
・
茶
村
・
茶
山
・
大
夢
・ 

茂
精
・
関
市
・
潤
布
・
米
审
・
多
代
女
・
清
民
・
大
費
・
布
山
・
遜
阿
・ 



 

九〇 

 

禾
月
・
如
雲
・
舎
用
・
一
止
・
璷
山
・
二
丘
・
朶
峰
・
唫
風
・
御
風
・ 

由
誓
・
逸
渕
・
西
馬
・
閑
那
・
萬
古
・
不
染
・
香
雲
・
瓦
村
・
波
鷗
・ 

苣
丸
・
遅
流
・
山
子
・
卜
平
・
卓
郎
・
得
蕪
・
見
外
・
朩
足
・
抱
儀
・ 

美
交
・
鳥
吟
・
北
松
・
月
杵
・
芳
洲
・
好
甫
・
以
甫
・
氷
壺
・
等
栽
・ 

祖
郷
・
為
山
・
尋
香
・
い
さ
え
・
露
菜
・
為
春
・
伴
夢
・
桐
鳴
80 

８
７ 

※ 

「
甲
寅
初
夏
」 

 

96 

夏
興 

半
裁 

草
尺 
黛
山 

団
扇
・
行
燈
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
亩
）
有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
芹
舎
・（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
松
审
・
素
屋
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・
李
曠
・
（
エ
ド
）
逸
渕
・
為
山
・
祖
郷
・
氷
壺
・
見
外
・ 

萬
古
・
鳥
吟
・
月
杵
・
い
さ
吉
・
遅
流
・
西
馬
・
（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
（
デ
ハ
） 

御
風
・
唫
風
・
（
ヲ
ク
）
舎
用
・
如
雲
・
一
止
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
（
イ
セ
）
五 

鈴
・（
上
毛
）
半
湖
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・ 

鷗
池
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・
（
ト
サ
）
元
史
・
梅
十
・
習
竹
・
古
鳳
・
（
ア
ハ
） 

葉
陽
・
北
誕
・
夢
堂
・
文
笠
・
楚
宮
・
木
烏
・
笋
詠
・
月
古
・
平
蕪
・ 

亀
年
・
騏
卿
・
大
夢
・
思
村
・
石
居
・
蘿
丈
・
順
美
・
梅
道
・
蘿
谷
・ 

た
ゝ
女
・
涛
邨
・
有
隣
・
山
賀
津
・
逸
松
・
青
枝
女
・
宇
雀
・
権
雨
・ 

東
阡
・
羅
邨
・
（
樗
風
改
）
思
遠
・
天
馬
・
夷
岳
・
茶
雷
・
雨
蓼
・
草
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

72 

７
２ 

※ 

「
甲
寅
夏
」 

 

97 

秋
興 

半
裁 

大
夢 

南
涯 

薄
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

有
節
・
蒼
仙
・
公
眠
・
素
屋
・
石
叟
・
松
隣
・
蟻
兄
・
其
秀
・
墨
雨
・ 

塘
雨
・
松
丈
・
蘿
彦
・
越
二
・
史
白
・
一
史
・
野
馬
・
て
る
雂
・
楓
笠
・ 

柳
池
・
壙
季
・
季
邨
・
九
江
・
思
風
・
楚
宮
・
紫
山
・
羅
邨
・
左
一
・ 

木
烏
・
亀
年
・
夷
岳
・
東
阡
・
葉
陽
・
茶
雷
・
大
夢 

 
 

34 

３
６ 

※ 

「
甲
寅
の
秋
」
／
「
江
眠
」
の
「
江
」
を
朱
筆
で
「
公
」
と
改
め
る 

 

98 

秋
興 

四
裁 

梅
處 

来
竟 

虫
籠
蟋
蟀
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
亩
）
梅
通
・
（
亩
）
芹
舎
・
（
亩
）
淡
節
・
（
亩
）
有
節
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
松
隣
・
（
ナ
ニ
ハ
）
為
山
・
（
オ
ハ
リ
）
而
后
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・ 

（
サ
ガ
）
丈
翠
・
月
撨
・
湧
瀧
・
梅
處 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
４ 

 

99 

夏
興 

四
裁 

為
栖 

徴
槻 

藤
花
図 

○ 

ア
イ 

×
 

閑
那
・
鼎
左
・
此
方
・
素
屋
・
快
々
・
逸
中
・
雨
遊
・
泉
蛙
・
梅
茶
・ 

水
斎
・
鼠
仙
・
為
栖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

※ 

「
寅
の
初
夏
」 

 

100 

秋
興 

四
裁 

鴬
宿 

了
斎 

蜻
蛉
図 

○ 

ウ 
×

 

而
后
・
梅
通
・
鼎
左
・
素
屋
・
杜
鴻
・
笠
洲
・
桃
翠
・
菊
渓
・
舟
左
・ 

楓
良
・
梅
蒼
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

12 

１
６ 

※ 
「
甲
寅
中
秋
」 



 

九一 

 

 
▼
嘉
永
六
年 

 

101 

秋
興 
四
裁 

鴬
宿 

秋
亪 

秋
虫
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
西
肥
）
舟
左
・
（
ナ
ダ
）
南
景
・
松
涛
・
几
竟
・
霞
松
・
豊
水
・
石
叟
・ 

杜
鴻
・
梅
圃
・
米
老
・
素
屋
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 

 
 

12 

１
８ 

※ 

「
癸
丑
秋
」 

 

▼
安
政
元
年 

 

102 

慶
賀 

半
裁 

亀
成 

圭
岳 

菊
酒
図 
○ 

イ 

鷗
波 

公
歳
・
有
節
・
梅
通
・
鼎
左
・
素
屋
・
禾
月
・
多
代
女
・
遊
阿
・
舎
用
・ 

御
風
・
茶
山
・
清
民
・
愛
山
・
壭
山
・
而
后
・
葛
古
・
由
誓
・
逸
渕
・ 

西
馬
・
祖
郷
・
為
山
・
卓
郎
・
抱
儀
・
得
蕪
・
等
栽
・
氷
壺
・
こ
む
ら
・ 

見
外
・
萬
古
・
則
外
・
尋
香
・
茶
瓢
・
北
松
・
山
子
・
鳥
吟
・
羽
人
・ 

臥
春
・
以
粛
・
友
甫
・
好
甫
・
茗
月
・
東
雲
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
甫
□
・
松
窓
・
一
揃
・
白
泉
・
松
盛
・
中
老
・ 

梅
旭
・
一
杉
・
米
雁
・
遊
舟
・
三
橋
・
梅
霞
・
八
百
里
・
半
草
・
竹
堂
・ 

可
楽
・
酒
泉
・
志
英
・
寛

・
青
隣
・
一
英
・
夢
覚
・
尹
草
・
夢
中
・ 

房
丸
・
梅
枝
・
柳
波
・
栄
寿
・
福
亀
・
光
哉
・
遊
里
・
風
月
・
心
月
・ 

生
徳
・
春
道
・
一
心
・
竹
醉
・
星
磨
・
梅
風
・
沢
聲
・
う
つ
ら
女
・
寿
海
・ 

松
山
・
桃
子
・
つ
る
女
・
山
祐
・
松
夫
・
南
甫
・
菊
丸
・
亀
成
98 

１
０
１ 

※ 

「
寅
き
く
月
」
／
菊
丸
古
稀
祝 

 

103 

追
善 

半
裁 

由
誓 

臥
春 

一
具
追
善
庆
間
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
亩
）
有
節
・
公
成
・
梅
通
・
芹
舎
・
烏
谷
・（
雲
水
）
玄
子
・
波
同
・
荷
了
・ 

桐
古
・
可
大
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
松
隣
・
鼎
左
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ヒ
ウ
ガ
） 

駝
岳
・（
□
□
）
□
□
・
閑
那
・（
タ
ン
バ
）
九
華
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
月
底
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
ス
ル
ガ
）
岱
充
・
碧
山
・
（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
（
ム
サ
シ
） 

護
民
・
花
外
・
渓
斎
・
（
デ
ハ
）
朶
峰
・
水
竹
・
鳳
兮
・
朝
可
・
一
草
・ 

璷
山
・
御
風
・
（
ム
ツ
）
芦
帄
・
梅
月
・
壭
山
・
布
山
・
風
聲
・
禾
山
・ 

如
雲
・
（
マ
ツ
前
）
和
好
・
逸
渕
・
松
冝
・
雲
崖
・
瓦
村
・
卓
郎
・
朩
足
・ 

抱
儀
・
香
芸
・
不
染
・
遅
流
・
見
外
・
い
さ
吉
・
江
戸
住
・
探
布
・
蓬
交
・ 

梅
岐
・
由
誓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

59 

６
１ 

 

104 

追
善 

半
裁 

臥
春 

圭
岳 

一
具
墓
碑
図 

○ 

ウ
エ 

以
粛 

（
イ
セ
）
雀
叟
・（
在
ビ
ン
ゴ
）
素
山
・（
シ
ナ
ノ
）
龍
湖
・
松
郭
・（
上
サ
）
霞
雪
・ 

（
ヒ
タ
チ
）
友
甫
・
鶴
巣
・（
エ
チ
ゴ
）
ち
か
ら
・
大
栗
・
五
具
・
乙
良
・（
カ
ヾ
） 

大
夢
・
（
デ
ハ
）
二
丘
・
閑
淋
・
緑
挙
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
清
民
・
静
夫
・ 

愛
山
・
分
字
・
大
費
・
西
美
・
遊
阿
・
江
三
・
（
雲
水
）
良
湖
・
（
ム
ツ
） 

樗
影
・
禾
月
・
（
ム
サ
シ
）
五
渡
・
亀
成
・
為
山
・
節
之
・
在
爾
・
祖
郷
・ 

み
つ
る
・
探
誓
・
卜
早
・
春
召
・
呉
渓
・
晋
水
・
居
山
・
梅
明
・
以
粛
・ 

好
甫
・
桃
支
・
山
子
・
□
□
・
□
□
・
等
栽
・
芳
洲
・
荷
少
・
西
馬
・ 

美
交
・
徳
隣
・
氷
壺
・
得
蕪
・
芦
月
・
尋
香
・
夷
則
・
北
松
・
太
眠
・ 



 

九二 

 

臥
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

61 

６
２ 

※ 

「
甲
寅
仲
冬
」
／
一
具
追
善 

 

105 

冬
興 
半
裁 

騏
卿 

南
涯 

大
根
売
馬
曳
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
亩
）
有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
丈
翠
・
月
坡
・
霞
川
・
硯
水
・
黙
池
・ 

芹
舎
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
公
眠
・
松
审
・
素
屋
・
（
イ
セ
）
五
鈴
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
李
曠
・
逸
渕
・
西
馬
・
祖
郷
・
萬
古
・
鳥
吟
・ 

梅
笠
・
尋
香
・
五
休
・
肅
畵
・
見
外
・
為
山
・
（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・ 

（
上
毛
）
米
审
・
関
市
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
如
雲
・
清
民
・
舎
用
・
（
デ
ハ
） 

御
風
・
唫
風
・（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・ 

柳
壷
・
（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
イ
ヨ
） 

菊
圃
女
・
棹
舟
・
（
ト
サ
）
習
竹
・
古
鳳
・
（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
希
鯨
・
（
ア
ハ
） 

葉
陽
・
左
一
・
松
年
・
楚
宮
・
夷
岳
・
石
居
・
亀
年
・
月
古
・
東
阡
・
雨 

蓼
・
草
尺
・
梅
道
・
思
村
・
有
隣
・
青
枝
女
・
大
夢
・
羅
邨
・
た
ゝ
女
・ 

逸
松
・
蘿
丈
・
宇
雀
・
完
湖
・
蘿
谷
・
順
美
・
平
蕪
・
北
誕
・
笋
路
・ 

思
遠
・
天
馬
・
木
烏
・
茶
雷
・
崎
邨
・
騏
卿 

 
 
 
 
 
 

87 

８
７ 

※ 

「
甲
寅
冬
」 

 

▼
安
政
二
年 

 

106 

歳
旦 

小 

素
屋 

霞
彩 

姫
人
形
図 

○ 

イ 
×

 

桐
斎
・
梅
下
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 

７ 

※ 

「
卯
の
は
る
」
／
十
六
裁 

 

107 

歳
旦 

小 

素
屋 

画
者
不
明 

兎
図 

単
（
朱
） 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

９ 

 
 

※ 

十
六
裁 

 

108 

歳
旦 

小 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 

梅
邑
・
梅
邑
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 

９ 

※ 

「
卯
の
は
る
」
／
二
十
四
裁 

 

109 

春
興 

小 

梅
邑 

竹
渓 

台
上
蛤
・
羽
箒
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
梅
邑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

６ 

※ 

十
六
裁 

 

110 

春
興 

小 

松
画 

夢
斎 

青
楓
図 

○ 

イ
エ 

×
 

素
屋
・
松
画
・
松
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 

９ 
※ 
十
六
裁 

 



 

九三 

 

111 

歳
旦 

四
裁 

如
檉 

東
挙 

白
梅
・
烏
帽
子
図 

○ 

イ 
×

 

梅
通
・
有
節
・
月
坡
・
淡
節
・
烏
谷
・
文
海
・
素
屋
・
鼎
左
・
蘭
圃
・ 

雪
畵
・
竹
有
・
花
因
・
野
鳥
・
雪
之
・
易
水
・
如
檉 

 
 

16 

１
８ 

※ 

「
夗
の
春
」 

 

112 

春
興 

四
裁 
秋
卿 

文
麟 

蜆
・
独
活
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
通
・
素
屋
・
白
化
・
其
石
・
鬼
外
・
二
麦
・
硠
水
・
篁
居
・
卜
水
・ 

秋
卿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
０ 

※ 

「
夗
春
」 

 

113 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

東
山 

恵
方
棚
図 
○ 

ア
エ 

×
 

芦
汀
・
眉
山
・
可
兆
・
五

・
知
風
・
月
人
・
不
角
・
眉
年
・
黙
池
・ 

月
坡
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
１ 

※ 

「
夗
の
春
」 

 

114 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

東
山 

恵
方
棚
図 

○ 

ア
エ 

×
 

鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
子
友
・
一
三
・
竹
舎
・
杜
鴻
・
梅
邑
・
稲
處
・ 

素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

２
０ 

※ 

「
夗
の
春
」 

 

115 

春
興 

四
裁 

石
雂 

奇
山 

子
守
女
・
仔
狗
図 

○ 

イ
エ 

×
 

閑
那
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
為
山
・
杜
鴻
・
此
方
・
此
枩
・
鼎
跡
・ 

素
屋
・
石
雂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
２ 

※ 

「
夗
の
は
る
」 

 

116 

歳
旦 

四
裁 

一
三 

東
山 

梅
花
・
兎
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
素
屋
・
素
屋
・
一
三
・
一
三 

 
 

7 
 
 

７ 

※ 

「
乙
夗
春
」 

 

117 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

秋
亪 

遠
射
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

為
山
・

長
・
梅
栄
・
蘭
月
・
松
彦
・
草
居
・
月
人
・
艸
洲
・
（
亩
海
） 

曲
阜
・
（
赤
穁
）
鼎
跡
・
（
赤
穁
）
百
尺
・
（
津
山
）
遊
楽
・
（
影
山
）
花
嘯
・ 

素
屋
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

１
５ 

 
 

118 

歳
旦 

四
裁 

眉
山 

秋
亪 

玉
兎
梼
仙
薬
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

松
蔭
・
一
水
庵
・
哥
聲
・
兎
園
・
弥
専
女
・
唇
風
・
梅
一
・
欽
山
・
眉
紫
・ 

眉
翠
・
草
弘
・
眉
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

※ 
「
安
政
夗
」 

 



 

九四 

 

119 

歳
旦 

四
裁 

鴬
宿 

此
花
小
隠 

萬
歳
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

貞
恒
・
楓
年
・
公
祐
・
杜
鴻
・
舟
左
・
笠
洲
・
春
工
・
乙
祇
・
素
屋
・ 

鴬
审
・
梅
雃
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
７ 

※ 

「
夗
の
春
」 

 

120 

歳
旦 

四
裁 
都
春 

都
春 

梅
・
花
模
様
図 

単
（
緑
）
イ 
×

 

素
屋
・
黙
池
・
蘿
蔭
・
重
方
・
元
右
・
扇
風
・
柳
柯
・
周
南
・
青
山
・ 

表
卯
・
笑
化
・
藍
香
・
青
甫
・
木
奴
・
呉
山
・
春
之
・
春
樹
・
か
の
・ 

都
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19 

３
１ 

※ 

「
夗
春
」
／
朱
囲
み
枞 

 

121 

歳
旦 

四
裁 

碩
大 

×
 

― 

― 

― 
×

 

素
屋
・
杜
鴻
・
不
角
・
知
風
・
眉
年
・
黙
池
・
月
撨
・
梅
通
・
（
石
苔
更
） 

碩
大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 
  

９ 

※ 

「
卯
春
」
／
金
箔
散
ら
し
裏
白
空
押
料
紙 

 

122 

歳
旦 

四
裁 

不
角 

子
好 

釣
魚
紙
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

鼎
左
・
鴬
宿
・
素
屋
・
荷
村
・
杜
鴻
・
舟
左
・
五

・
梅
芽
・
乃
瓜
・ 

浦
雪
・
扇
風
・
竹
堂
・
瓜
月
・
梅
賀
・
青
良
・
其
隠
・（
東
）
花
月
・
蝶
雲
・ 

賀
柳
・
笠
洲
・
不
角 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
８ 

 

123 

歳
旦 

四
裁 

月
人 

保
大 

萬
歳
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

眉
山
・
月
人
・
鼎
左
・
素
屋
・
鴬
宿
・
挙
一
・
月
人 

 
 

7 

１
２ 

※ 

「
乙
夗
春
」
／
眉
山
五
十
賀
を
兼
ね
る 

 

124 

そ
の
他 

四
裁 

月
人 

×
 

― 

― 

― 
×

 

鼎
左
・
月
人
・
素
屋
・
挙
一
・
公
眠
・
可
兆
・
鴬
宿
・
松
隣
・
月
人
・ 

月
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

10 

１
４ 

※ 

「
乙
夗
春
日
」
／
脇
宗
匠
祝
／
竹
梅
花
松
葉
繋
文
様
枞 

 

125 

歳
旦 

小 

梅
處 

×
 

― 

― 

― 
×

 

 
 

（
ナ
ニ
ハ
）
林
曹
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・（
ナ
ニ
ハ
）
杜
鴻
・（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・（
亩
） 

淡
節
・
（
サ
ガ
）
丈
翠
・
湧
瀧
・
梅
渓
・
耕
雲
・
風
外
・
梅
處
・
梅
處 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

１
２ 

※ 

六
裁
／
朱
囲
み
枞 

 

126 

歳
旦 

小 

松
隣 

×
 

― 

― 

― 
×

 

松
隣
・
素
屋
・
松
隣
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 
 
 

６ 
※ 
「
夗
の
春
」
／
六
裁
／
布
目
地
料
紙 

 



 

九五 

 

127 

歳
旦 

小 

閑
那 

東
山 

辛
夷
・
蜂
図 

○ 

ア
イ 

×
 

為
山
・
素
屋
・
閑
那 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 
 

６ 
※ 
「
乙
夗
春
」
／
六
裁 

 

128 

春
興 

四
裁 
鼎
左 

秋
亪 

桜
花
図 

○ 

イ
エ 

×
 

杜
鴻
・
了
然
・
蘭
月
・
可
蕉
・
素
堂
・
梅
圃
・
（
秋
田
）
国
彦
・
（
江
戸
） 

可
簫
・
（
池
田
）
可
春
・
（
姫
路
）
淡
香
・
（
荒
間
津
）
桃
古
・
（
福
山
）
狐
齢
・ 

素
屋
・
此
松
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

１
５ 

 
 

129 

春
興 

四
裁 

月
人 

画
者
朩
詳 
松
葉
図 

○ 

イ
エ 

×
 

得
蕪
・
有
節
・
鴬
宿
・
白
鷗
・
素
屋
・
可
兆
・
公
眠
・
挙
一
・
鼎
左
・ 

月
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

２
０ 

 

 

130 

歳
旦 

半
裁 

笑
花 

香
園 

扇
・
凧
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鼎
左
・
素
屋
・
公
眠
・
貞
巴
・
瓢
六
・
岳
鳳
・
祭
魚
・
翠
翁
・
杜
泉
・ 

米
朝
・
梅
洞
・
梅
翁
・
巴
童
・
船
月
・
春
人
・
太
冨
・
三
朝
・
成
美
・ 

其
順
・
春
翠
・
呂
調
・
巴
水
・
梅
隣
・
都
山
・
玉
翠
・
湖
暁
・
石
雌
・ 

秋
人
・
笑
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

29 

３
７ 

※ 

「
安
政
夗
の
は
る
」 

 

131 

そ
の
他 

四
裁 

傠
笠 

如
雄 

桜
樹
花
図 

○ 

ア
イ
ウ 

竹
窓 

閑
那
・
素
屋
・
鼎
左
・
杜
鴻
・
梅
通
・
淡
節
・
有
節
・
公
成
・
芹
舎
・ 

砺
山
・
而
后
・
醉
雨
・
李
曠
・
一
清
・
蓬
宇
・
由
誓
・
完
鷗
・
氷
壷
・ 

抱
儀
・
由
也
・
聞
蕉
・
叩
月
・
宗
羽
・
草
仙
・
小
艸
・
五
休
・

年
・ 

泰
我
・
山
子
・
為
山
・
朩
精
・
来
遊
・
学
斎
・
桂
子
・
艸
意
・
美
交
・ 

三
幹
・
徳
隣
・
傠
笠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39 

一
部
二
段
３
２ 

※ 

「
安
政
乙
夗
春
」
／
金
色
囲
み
枞 

 

132 

歳
旦 

四
裁 

由
儀 

如
雄 

松
ヶ
枝
・
霊
芝
図 

○ 

ア
イ
エ 

竹
窓 

拙
侏
・
味
舎
・
松
鶴
・
畒
月
・
柏
翠
・
五
英
・
守
黒
・
芦
窓
・
亀
遊
・ 

五
休
・
羽
雪
・
不
染
・
千
之
・
留
木
・
由
誓
・
丁
知
・
西
馬
・
為
山
・ 

芹
舎
・
有
節
・
素
屋
・
鼎
左
・
醉
車
・
得
蕪
・
由
儀 

 
 
 

25 

２
５ 

※ 

「
夗
の
春
」 

 

133 

歳
旦 

三
裁 

魯
心 

×
 

― 

― 

― 

竹
窓 

（
亩
）
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
（
大
坂
）
素
屋
・
松
隣
・
（
近
江
）
砺
山
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
キ
イ
）
閑
那
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
（
デ
ハ
） 

御
風
・
吟
風
・（
奥
）
多
代
女
・（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
（
下
毛
） 

年
・
錦
袋
・
十
條
・
（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
竹
扉
・
来
序
・
魯
丈
・
麦
露
・ 

遅
流
・
由
誓
・
逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
抱
儀
・
祖
郷
・
得
蕪
・
氷
壺
・ 



 

九六 

 

菊
雂
・
鳥
吟
・
み
も
と
・
可
筩
・
山
子
・
泰
我
・
之
啓
・
月
杵
・
平
路
・ 

桃
月
・
盛
洲
・
三
正
・
物
外
・
萬
古
・
呑
亀
・
東
哉
・
甘
雨
・
柳
雨
・ 

窓
雨
・
非
栗
・
百
旨
・
泉
舎
・
字
普
・
靖
路
・
十
鵞
・
袖
丸
・
乕
丸
女
・ 

松
花
女
・
白
鶴
女
・
梅
月
女
・
龍
子
女
・
雀
雪
女
・
巫
瓢
女
・
千
瓢
女
・ 

照
月
女
・
梧
乕
・
簔
甲
・
糸
川
・
有
静
・
巴
雪
・
宠
秀
・
昕
抱
・
宜
稲
・ 

生
宜
・
漣
挙
・
一
花
・
錦
長
女
・
柳
枝
・
紫
一
女
・
□
賂
・
翠
賂
女
・ 

三
柳
女
・
一

女
・
長
宜
・
芝
丈
・
圭
珁
・
三
夕
・
琴
友
女
・
柳
糸
女
・ 

白
枝
・
柳
止
・
遊
雀
女
・
あ
や
め
・
椿
子
・
哥
待
和
・
梨
黒
・
楫
石
・ 

（
水
ツ
）
里
水
・
花
明
・
燕
子
・
柳
巶
・
慶
寿
・
竹
宇
・
其
川
・
顧
暁
・ 

鯉
水
・
里
産
・
松
露
・
素
道
・
砂
光
・
鶴
歩
・
紫
一
・
千
代
延
・
鳳
来
・ 

貞
鱗
・
里
水
・
五
株
・
萬
久
・
欢
志
・
竹
夫
・
竹
子
・
山
秋
・
芦
水
・ 

三
光
・
楢
路
・
利
秋
・
山
侘
・
山
松
・
乙
水
・
千
竹
女
・
竒
山
・
旦
々
・ 

芳
艸
・
松
登
・
孤
堂
・
其
則
・
魯
心 
 
 

 
 
 
 
 
 

139 

１
３
９ 

※ 

「
乙
夗
春
」
／
蝶
柄
料
紙 

 

134 

歳
旦 

三
裁 

山
子 

圭
岳 

羽
根
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

公
成
・
梅
通
・
淡
節
・
松
隣
・
素
屋
・
閑
那
・
忝
丘
・
茶
雷
・
秦
山
・ 

双
烏
・（
八
十
翁
）
悠
々
・
五
鈴
・
而
后
・
完
伍
・
杜
水
・
布
丈
・
あ
や
雂
・ 

年
・
和
南
・
其
翼
・
よ
し
香
・
五
渡
・
淇
斎
・
乙
良
・
□
□
・
□
□
・ 

怒
兮
・
大
夢
・
柳
壷
・
緑
峰
・
唫
風
・
御
風
・
南
江
・
米
花
・
舎
用
・ 

如
雲
・
禾
月
・
樗
影
・
風
聲
・
梅
月
・
清
民
・（
八
十
才
）
多
代
女
・
由
誓
・ 

瓦
村
・
波
鷗
・
祖
郷
・
尋
香
・
卜
早
・
氷
壺
・
亀
得
・
秋
之
・
等
栽
・ 

苣
丸
・
北
松
・
魯
心
・
漣
々
・
月
杵
・
西
馬
・
宗
羽
・
完
鷗
・
得
蕪
・ 

朩
精
・
美
交
・
拙
義
・
瓢
鯰
・（
七
十
七
翁
）
遅
流
・
萬
古
・
鳥
吟
・
き
く
雂
・ 

山
方
・
青
柿
・
松
堂
・
淇
青
・
雪
年
・
可
簫
・
栗
熊
・
秦
我
・
冬
守
・ 

良
湖
・
之
啓
・
ミ
も
と
・
為
山
・
山
子 

 
 
 
 
 

83 

８
４ 

※ 

「
乙
卯
春
」 

 

135 

歳
旦 

半
裁 

樗
影 

素
雪 

雉
子
・
遠
山
来
迎
図 

○ 

イ
ウ 

×
 

（
洛
）
有
節
・
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
芹
舎
・
（
ナ
ニ
ハ
）
林
曹
・
素
屋
・ 

鼎
左
・
白
鷗
・
（
エ
ド
）
為
山
・
祖
郷
・
西
馬
・
尋
香
・
萬
古
・
鳥
吟
・ 

遅
流
・
山
子
・
山
方
・
月
杵
・
年
木
・
八
巣
・
（
雲
水
）
均
外
・
良
湖
・ 

（
ア
ハ
）
茶
雷
・（
イ
セ
）
五
鈴
・
蕙
雨
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・ 

（
下
フ
サ
）

年
・（
デ
ハ
）
御
風
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・ 

丹
嶺
・
多
代
女
・
遜
阿
・
江
三
・
梅
成
・
舎
用
・
心
阿
・
宗
古
・
一
止
・ 

杉
芽
・
如
雲
・
五
雲
・
道
子
・
三
恵
女
・
白
水
・
素
丈
・
玉
哉
・
里
松
・ 

一
雂
・
知
定
・
其
山
・
柏
葉
・
文
居
・
布
三
・
禾
山
・
禾
月
・
樗
影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

60 

８
１ 

※ 

「
卯
の
と
し
」 

 

136 

そ
の
他 

半
裁 

松
雲 

素
真 

旅
嚢
・
筆
・
蒲
公
英
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

西
馬
・
松
雲
・
逸
渕
・
ミ
き
雂
・
少
哉
・
均
外
・
（
亩
）
公
成
・
淡
節
・ 

（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・ 



 

九七 

 

（
ア
ハ
）
茶
雷
・
（
ヲ
ハ
リ
）
醉
雨
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・ 

（
上
毛
）
心
足
・
一
朗
・
米
审
・
（
ム
サ
シ
）
寄
三
・
天
由
・
由
誓
・
抱
儀
・ 

見
外
・
祖
郷
・
萬
古
・
為
山
・
一
夢
・
□
□
・
五
雀
・
呂
兆
・
桃
路
・ 

木
鴬
・
汲
古
・
鳥
吟
・
慶
専
・
鳳
葉
・
月
杵
・
梅
笠
・
音
好
・
洒
雂
・ 

白
亥
・
ミ
き
雂
・
均
外
・（
ム
ツ
）
舎
用
・
一
止
・
如
雲
・
樗
影
・
三
恵
女
・ 

大
素
・
于
喬
・
万
女
・
梅
月
・
清
民
・
多
代
女
・
御
風
・
桂
風
・
桂
僲
・ 

鶴
樹
・
峰
丸
・
朶
峰
・
璷
山
・
二
丘
・
水
竹
・
緑
峯
・
鼠
堂
・
梅
芽
・ 

旭
岑
・
其
勇
・
如
圓
・
春
風
・
川
澄
・
梅
園
・
稲
州
・
西
馬
・
松
雲 

77 

８
３ 

※ 

「
安
政
乙
卯
春
」
／
澗
水
庵
改
名
披
露 

 

137 

歳
旦 

半
裁 

如
雲 

素
真 

梅
花
・
文
車
図 

○ 

ア
イ
エ 

鷗
波 

芹
舎
・
公
成
・
文
海
・
鼎
左
・
素
屋
・
悠
々
・
双
烏
・
茶
雷
・
婦
牛
・ 

元
史
・
完
伍
・
蓬
宇
・
茶
山
・
乙
良
・
心
足
・
米
审
・
心
星
・
笳
言
・ 

朩
洋
・
寄
三
・
朗
月
・
天
由
・
為
山
・
遅
流
・
氷
壺
・
見
外
・
萬
古
・ 

鳥
吟
・
き
く
雂
・
祖
郷
・
等
栽
・
一
夢
・
四
端
・
晩
成
・
呂
兆
・
巴
雪
・ 

月
杵
・
五
雀
・
星
林
・
少
哉
・
白
亥
・
洒
雂
・
ミ
き
雂
・
均
外
・
逸
渕
・ 

御
風
・
唫
風
・
遊
阿
・
太
素
・
梅
月
・
多
代
女
・
禾
月
・
東
各
・
五
雲
・ 

呉
春
・
豊
李
・
南
成
・
三
無
・
好
々
・
蔦
山
・
由
己
・
醉
夢
・
み
ゑ
女
・ 

雨
竹
・
西
馬
・
舎
用
・
如
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

67 

６
７ 

※ 

「
卯
ノ
春
」 

 

138 

歳
旦 

半
裁 

以
粛 

臥
春 

独
活
・
木
彫
鳥
型
玩
具
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
通
・
淡
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
林
曹
・
李
曠
・
五
鈴
・
蓬
宇
・ 

閑
那
・
茶
雷
・
亀
年
・
泰
山
・
悠
々
・
乙
良
・
西
畴
・
市
猿
・
大
夢
・ 

松
郭
・
茂
精
・
潤
布
・
桐
鳴
・
景
三
・
友
甫
・
鶴
巣
・
多
代
女
・
登
山
・ 

壭
山
・
清
民
・
布
山
・
精
器
・
兮
字
・
遊
阿
・
禾
月
・
樗
影
・
禾
山
・ 

如
雲
・
璷
山
・
新
甫
・
二
丘
・
水
竹
・
緑
峰
・
朶
峯
・
唫
風
・
御
風
・ 

亀
成
・
完
鷗
・
由
誓
・
逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
抱
儀
・
見
外
・
得
蕪
・ 

好
甫
・
芳
洲
・
香
告
・
不
染
・
瓦
村
・
拙
誠
・
山
子
・
月
杵
・
美
交
・ 

伴
夢
・
露
節
・
梅
明
・
芦
月
・
太
珉
・
北
松
・
鳥
吟
・
遅
流
・
萬
古
・ 

等
栽
・
祖
郷
・
尋
香
・
香
風
・
左
葎
・
水
車
・
蝶
雃
・
月
晴
・
東
水
・ 

梅
雃
・
以
粛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

83 

８
３ 

※ 

「
安
政
乙
卯
新
正
」 

 

139 

春
興 

半
裁 

一
瓢 

虫
僲 

茶
釜
図 

○ 

イ 

竹
窓 

（
亩
）
有
節
・
（
三
河
）
完
伍
・
（
陸
奥
）
多
代
女
・
（
能
登
）
花
渓
・
（
加
賀
） 

柳
壷
・
（
加
賀
）
一
立
・
（
出
羽
）
御
風
・
（
出
羽
）
唫
風
・
（
阿
波
）
茶
雷
・ 

（
灘
）
一
徳
・（
雲
水
）
孤
南
・（
相
模
）
旭
松
・（
武
蔵
）
勇
賀
・（
武
蔵
）
五
渡
・ 

（
武
蔵
）
保
内
・（
上
サ
）
一
澄
・（
安
房
）
静
里
・（
□
）
□
□
・（
浪
花
）
素
屋
・ 

鼎
左
・
由
誓
・
祖
郷
・
卓
郎
・
西
馬
・
萬
古
・
等
栽
・
氷
壺
・
不
染
・ 

呉
由
・
月
杵
・
花
朝
女
・
楽
鴬
・
一
笑
・
雛
守
女
・
い
ろ
と
・
舜
雃
・ 

ひ
さ
守
・
一
嘯
・
市
心
・
鳥
吟
・
抱
儀
・
得
蕪
・
為
山
・
逸
渕
・
見
外
・ 

一
瓢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

46 

４
７ 



 

九八 

 

※ 

「
安
政
乙
卯
初
春
」 

 
140 
歳
旦 

半
裁 

吏
川 

素
真 

兎
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径
・
田
花
・
野
風
・
崎
邨
・
有
隣
・
蘿
谷
・
宇
雀
・
思
村
・ 

松
霞
・
應
可
・
蘿
丈
・
草
尺
・
羅
邨
・
月
古
・
大
夢
・
騏
郷
・
茶
雷
・ 

木
烏
・
北
延 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

71 

７
１ 

※ 

「
乙
卯
春
」 

 

153 

秋
興 

半
裁 

茶
雷 

南
涯 

群
雀
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

（
亩
）
有
節
・
梅
通
・
黙
池
・
淡
節
・
公
成
・
烏
谷
・
向
月
・
丈
翠
・
霞
川
・ 

碩
水
・
月
坡
・
芹
舎
・
（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
松
隣
・
公
眠
・
月
人
・
蓁
々
・ 

松
审
・
挙
一
・
素
屋
・
（
イ
カ
）
養
爪
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
雀
・
（
ヲ
ハ
リ
） 

而
后
・
李
曠
・
醉
雨
・
一
清
・
梅
裡
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・ 

（
ト
ウ
ツ
ウ
ミ
）
杜
水
・（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・（
エ
ド
）
逸
渕
・
西
馬
・
抱
儀
・
祖 

郷
・
遅
流
・
月
杵
・
ミ
き
雂
・
菊
雂
・
山
子
・
萬
古
・
音
好
・
み
も
と
・ 

鳥
吟
・
貫
乎
・
四
端
・
等
栽
・
五
休
・
竹
烟
・
尋
香
・
見
外
・
為
山
・ 

（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・
寄
三
・
（
上
毛
）
心
足
・
分
尾
・
米
审
・
栞
堂
・ 

半
湖
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・
唫
風
・
河
暁
・
撫
泉
・ 

（
ム
ツ
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・
愛
山
・
文
起
・
舎
用
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・ 

茶
山
・
（
デ
ハ
）
璷
山
・
（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
大
夢
・
（
ヒ
ゼ
ン
） 

悠
々
・
駝
岳
・
双
烏
・（
ア
キ
）
甘
古
・（
ハ
リ
マ
）
鼎
跡
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・ 

黙
翁
・
（
ア
ハ
チ
）
其
秀
・
鷗
池
・
（
ア
ハ
）
葉
陽
・
夷
岳
・
大
夢
・
亀
年
・ 

騏
郷
・
月
古
・
羅
邨
・
東
阡
・
平
蕪
・
蘿
丈
・
思
風
・
木
烏
・
楚
宮
・ 

茶
雷
・
思
遠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

103 

１
０
３ 

※ 

「
乙
卯
秋
」 

 

154 

夏
興 

半
裁 

花
戒 

清
暉 

滝
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
エ
ド
）
為
山
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・（
ア
ハ
ヅ
）
砺
山
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
亩
） 

梅
通
・
芹
舎
・
烏
谷
・
禾
明
・
蘿
隠
・
玉
碗
・
野
雀
・
淡
節
・
（
今
治
） 

春
窓
・
半
窓
・
橘
甫
・
雃
楽
輔
・
蘓
澄
・
坡
堂
・
（
銅
山
）
雲
审
・
竹
屏
・ 

梅
操
・
杏
雲
・
持
香
・
松
蘿
・
雲
洞
・
糸
遊
・
露
横
・
笑
好
・
昇
雲
・ 

文
郷
・
（
西
条
）
旭
堂
・
莞
尓
・
青
稿
・
雲
岱
・
石
圃
・
瓶
岱
・
其
松
・ 

芦
渕
・
一
江
・
克
堂
・
現
夏
・
巨
松
・
器
水
・
梅
好
・
烏
丈
・
児
笑
・ 

景
笠
・
一
笠
・
立
竝
・
花
戒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

50 
 
 

５
０ 

※ 

「
夗
の
夏
」 

 

155 

春
興 
小 

葎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 



 

一〇二 

 

此
角
・
翠
山
・
此
松
・
素
屋
・
杜
鴻
・
思
楽
・
此
方
・
葎
左 

8 
 
 

８ 

※ 

「
癸
丑
の
春
」
／
十
二
裁
／
緑
紫
二
重
囲
み
枞 

 

156 

春
興 
小 

松
齢 

竹
渓 

春
景
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
洛
）
月
坡
・
梅
厳
・
梅
通
・
（
大
坂
）
素
屋
・
暁
雨
・
松
齢
・
松
齢 

 

7 
 
 

９ 

※ 

「
卯
春
」
／
八
裁 

 

157 

夏
興 

四
裁 

梅
芽 

秋
亪 
餅
搗
兎
玩
具
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鴬
宿
・
素
屋
・
鴬
审
・
月
人
・
挙
一
・
公
眠
・
兎
雪
・
其
雪
・
梅
圃
・ 

秋
亪
・
井
竹
女
・
秋
崕
・
鼎
左
・
梅
芽
・
梅
芽 

 
 

15 

１
８ 

 
 

 

158 

歳
旦 

半
裁 

茶
山 

画
者
不
明 

巻
子
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

龍
渓
山
人 

梅
通
・
鼎
左
・
素
屋
・
多
代
女
・
み
ち
よ
・
雪
幸
・
梅
子
・
右
水
・
為
山
・ 

万
古
・
西
馬
・
乙
良
・
鷺
眠
・
晴
楓
・
清
水
・
市
猿
・
君
郷
・
夏
洞
・ 

令
東
・
其
城
・
梅
路
・
孫
保
・
応
久
・
北
溟
・
鴬
聲
・
乙
洋
・
泰
安
・ 

八
代
恵
・
三
亪
・
良
花
・
芦
汀
・
司
筍
・
撨
路
・
司
□
・
醉
茶
・
石
庭
・ 

雪
機
・
雪
恵
・
霧
湖
・
雪
潮
・
静
古
・
梧
鳳
・
余
遊
・
里
蝶
・
支
山
・ 

瓠
舟
・
可
晁
・
司
山
・
四
芽
・
雲
月
・
虚
玄
・
柳
涯
・
葉
園
・
冝
静
・ 

淡
水
・
北
嶺
・
柳
外
・
一
斎
・
逸
交
・
岱
鵬
・
雲
浪
・
珠
水
・
花
月
・ 

鴬
里
・
花
暁
・
竹
陽
・
澄
秋
・
三
光
・
鳳
梧
・
筍
志
・
貫
古
・
春
香
・ 

久
雂
・
雲
涛
・
茶
山 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

74 

７
４ 

※ 

「
乙
卯
春
」
／
「
年
の
か
さ
し
」
と
題
す
る
巻
子
図
に
文
字
を
い
れ 

 
 

る 

 

159 

秋
興 

四
裁 

公
眠 

文
麟 

白
川
女
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
越
前
）
布
珀
・
五

・
十
圃
・
和
来
・
石
夫
・
桃
里
・
仙
露
・
亀
柳
・ 

餘
亪
・
柳
枝
・
梧
岳
・
素
屋
・
鼎
左
・
公
眠 

 
 
 
 
 
 

14 

１
５ 

 
 

 

160 

秋
興 

四
裁 

鴬
宿 

秋
亪 

粟
・
色
鳥
図 

○ 

ア
イ 

×
 

素
屋
・
鴬
审
・
興
々
（
ナ
ダ
）
南
景
・
白
鷹
・
桃
雃
・
桃
翠
・
（
金
益
社
） 

哥
松
・
（
仝
）
其
雀
・
乙
祇
・
米
老
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 

12 

１
３ 

※ 

「
夗
の
秌
」 

 

161 

秋
興 

四
裁 

左
郊 

南
涯 

芙
蓉
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
為
山
・
西
馬
・ 

茶
雷
・
北
延
・
鯉
勢
・
田
花
・
桃
志
・
三
径
・
玉
臺
・
大
耳
・
完
湖
・ 

左
郊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

19 

２
０ 

※ 

「
乙
卯
仲
秋
」 

 

162 

追
善 
四
裁 

鼎
左 

×
 

― 

― 

― 
×

 



 

一〇三 

 

鴬
宿
・
素
屋
・
松
隣
・
井
資
・
眉
山
・
可
兆
・
月
人
・
挙
一
・
蘭
操
・ 

鴬
居
・
秋
崕
・
井
竹
女
・
秋
亪
・
文
賀
・
里
柳
・
我
江
・
梅
子
・
如
光
・ 

文
昇
・
林
亪
・
風
光
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 

２
８ 

※ 
「
安
政
二
乙
夗
菊
月
」
／
光
林
居
士
小
祥
忌
／
天
に
青
引
梅
菊
金
摺 

模
様 

 

163 

秋
興 

半
裁 

月
人 
呑
舟 

高
雂
紅
葉
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

芹
舎
・
月
人
・
霞
洋
・
悠
呼
・
耕
夫
・
素
月
・
柴
月
・
道
雂
・
鼎
左
・ 

丈
翠
・
芹
舎
・
月
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

２
１ 

※ 

「
卯
の
秋
」 

 

164 

秋
興 

半
裁 

其
雪 

秋
亪 

司
召
図 

○ 
ア
イ 

×
 

伯
應
子
・
梅
通
・
半
各
・
寿
抱
・
左
栗
・
鴬
宿
・
井
左
・
瓢
六
・
素
屋
・ 

松
隣
・
萬
利
・
可
兆
・
肖
年
・
松
朗
・
草
洲
・
潮
水
・
起
雪
・
挙
一
・ 

吏
砢
・
黄
雪
・
井
竹
女
・
秋
亪
・
碧
中
・
几
昇
・
鉄
撨
・
千
百
九
・
梅
芽
・ 

蘭
操
・
草
居
・
兎
雪
・
梅
栄
・
清
機
・
秋
崕
・
月
人
・
鼎
左
・
其
雪
・ 

其
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

37 

４
２ 

※ 

「
安
政
二
乙
夗
仲
秋
」 

 

165 

秋
興 

半
裁 

松
隣 

簣
山 

月
薄
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

逸
渕
・
得
蕪
・
祖
郷
・
丁
知
・
北
松
・
故
厓
・
荷
少
・
完
鷗
・
山
子
・ 

き
く
雂
・
可
簫
・
北
洞
・
舎
用
・
一
止
・
禾
月
・
江
三
・
湖
立
・
登
山
・ 

雨
竹
・
文
起
・
宗
古
・
遜
阿
・
璷
山
・
撫
泉
・
唫
風
・
素
山
・
御
風
・ 

茶
山
・
乙
良
・
文
帯
・
為
栖
・
茶
雷
・
騏
江
・
乙
也
・
黙
翁
・
湧
瀧
・ 

蓬
宇
・
一
清
・
其
岳
・
淡
節
・
月
坡
・
国
彦
・
舟
左
・
梅
芽
・
其
雪
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
草
居
・
月
人
・
可
兆
・
曲
阜
・
為
山
・
尋
香
・
等
栽
・
月
杵
・ 

鳥
吟
・
い
さ
え
・
魯
心
・
西
馬
・
而
后
・
醉
雨
・
其
岳
・
露
牛
・
清
民
・ 

閑
那
・
羅
邦
・
一
枝
・
梅
處
・
兎
雪
・
秋
崕
・
梅
栄
・
蘭
操
・
杜
鴻
・ 

肖
年
・
鴬
宿
・
素
屋
・
鼎
左
・
松
隣
・
松
隣 

 
 

 
 
 
 

78 

８
４ 

 
 

 

166 

春
興 

半
裁 

萬
古 

圭
岳 

为
従
花
見
帰
路
図 

○ 

ア
イ 

×
 

為
山
・
逸
渕
・
祖
郷
・
月
杵
・
江
山
・
閑
窓
・
有
節
・
烏
谷
・
淡
節
・ 

碩
水
・
芹
舎
・
梅
通
・
公
成
・
春
湖
・
丈
翠
・
曲
阜
・
閑
那
・
卜
早
・ 

亀
得
・
夢
遊
・
墨
芳
・
朩
足
・
鼎
左
・
林
曹
・
月
人
・
素
屋
・
松
隣
・ 

禾
明
・
弥
延
・
丹
彦
・
枝
女
・
ミ
も
と
・
海
了
・
北
扇
・
顕
雂
・
波
青
・ 

渓
斎
・
花
外
・
天
由
・
杉
暁
・
桐
鳴
・
一
瓢
・
鳳
丘
・
可
簫
・
漣
々
・ 

北
因
・
草
宇
・
由
之
・
御
風
・
吟
風
・
素
山
・
撫
泉
・
立
宇
・
楳
堂
・ 

雨
興
・
豊
山
・
九
花
・
千
代
丸
・
梅
笠
・
草
仙
・
祐
之
・
柳
壷
・
丹
嶺
・ 

大
夢
・
仙
鳧
・
肆
山
・
故
崖
・
得
山
・
桃
里
・
雲
里
・
均
外
・
山
子
・ 

得
蕪
・
萬
古 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

76 

７
６ 

 

167 

夏
興 

半
裁 

十
鵞 

其
融 

水
辺
芦
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 



 

一〇四 

 

由
誓
・
遅
流
・
卓
郎
・
乙
良
・
素
明
・
茶
山
・
積
翠
・
清
水
・
半
橋
・ 

西
畴
・
市
猿
・
季
朗
・
文
帯
・
斗
玉
・
鷺
眠
・
尋
香
・
素
行
・
波
鷗
・ 

芳
所
・
岳
鳳
・
五
鈴
・
菊
圃
女
・
関
市
・
栞
堂
・
一
朗
・
一
春
・
桐
光
・ 

世
貞
・
五
風
・
蘭
岱
・
桃
郷
・
心
足
・
亀
成
・
布
丈
・
其
兆
・
麦
露
・ 

西
馬
・
宗
晋
・
圭
顆
・
真
武
・
禾
哉
・
冝
稲
・
汶
路
・
岱
水
・
悠
々
・ 

甘
雨
・
百
旨
・
柳
雨
・
硯
寿
・
而
后
・
一
清
・
月
底
・
李
曠
・
醉
雨
・ 

太
年
・
物
外
・
生
冝
・
十
條
・
秋
美
・
永
機
・
巴
雪
・
香
以
・
鳥
吟
・ 

峯
旭
・
き
く
雂
・
美
交
・
平
路
・
十
鵞 

 
 
 
 
 
 

69 

６
９ 

 
 

 

168 

夏
興 

半
裁 

魯
心 

可
庵 
夏
山
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

多
代
女
・
清
民
・
舎
用
・
江
三
・
梅
月
・
樗
影
・
一
心
・
禾
月
・
禾
山
・ 

東
郭
・
氷
壺
・
丁
知
・
見
外
・
貫
乎
・
泰
我
・
三
為
・
護
岳
・
五
渡
・ 

竹
山
・
茶
暁
・
湖
月
・
曳
二
・
葛
路
・
等
栽
・
不
染
・
樹
石
・
芦
月
・ 

一
長
・
居
山
・
花
海
・
婦
牛
・

年
・
旭
斎
・
交
水
・
薫
岱
・
五
休
・ 

完
鷗
・
可
大
・
砺
山
・
苣
丸
・
四
端
・
瓦
村
・
拙
誠
・
徳
隣
・
蓬
宇
・ 

漣
山
・
新
・
宗
羽
・
友
松
・
荷
少
・
栄
雷
・
羅
神
・
亀
年
・
蘿
丈
・
弦
郷
・ 

北
誕
・
□
□
・
鳳
洲
・
三
正
・
盛
州
・
千
古
・
欢
志
・
不
二
丸
・
青
葉
・ 

竹
童
・
一
竹
・
袖
丸
・
鯉
水
・
千
代
延
・
真
蛙
・
梧
月
・
不
醒
・
蓬
仠
・ 

白
馬
・
竹
夫
・
竹
子
・
雲
山
・
陏
居
・
梅
居
・
禾
郷
・
花
明
・
二
水
・ 

泰
布
・
平
礎
・
簔
笠
・
哥
詩
和
・
千
竹
女
・
芳
草
・
狐
登
・
狐
堂
・
其
則
・ 

貴
邦
・
素
訣
・
靖
路
・
魯
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

95 

９
８ 

 

169 

冬
興 

半
裁 

羅
村 

南
涯 

松
売
図 

○ 

ア
イ 

×
 

芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
五
鈴
・
醉
雨
・ 

逸
渕
・
為
山
・
祖
郷
・
萬
古
・
ミ
き
雂
・
鳥
吟
・
魯
心
・
ミ
も
と
・
尋
香
・ 

西
馬
・
月
杵
・
半
湖
・
御
風
・
多
代
女
・
清
民
・
文
起
・
愛
山
・
舎
用
・ 

茶
山
・
悠
々
・
葉
陽
・
（
大
夢
更
）
半
夢
・
騏
郷
・
應
可
・
宇
雀
・
蘿
丈
・ 

魚
村
・
平
蕪
・
玉
臺
・
苔
庅
・
有
隣
・
逸
松
・
蘿
谷
・
祷
千
・
三
径
・ 

崎
邨
・
鯉
勢
・
三
崎
・
桃
志
・
芝
山
・
五
栄
・
鴬
里
・
月
江
・
石
居
・ 

東
阡
・
月
古
・
笋
路
・
木
烏
・
天
馬
・
北
誕
・
完
湖
・
順
美
・
草
尺
・ 

廉
座
・
梧
井
・
蒼
風
・
た
ゝ
女
・
嘉
幸
・
素
英
・
正
孝
・（
松
霞
更
）
露
丘
・ 

一
聲
・
田
花
・
推
居
・
野
風
・
青
枝
女
・
梅
道
・
嵐
石
・
雨
蓼
・
亀
年
・ 

魚
遠
・
楚
宮
・
夷
岳
・
茶
雷
・
梅
雪
・
羅
村 

 
 

 
 
 
 

83 

８
３ 

※ 

「
乙
夗
冬
」 

 

170 

歳
旦 

小 

竹
舎 

×
 

― 

― 

― 
×

 

素
屋
・
寒
水
・
竹
舎
・
竹
舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 
 
 

９ 

※ 

「
卯
の
春
」
／
二
十
四
裁 

 

171 

秋
興 

小 

月
人 

×
 

― 

― 

― 
×

 

鼎
左
・
素
屋
・
白
鷗
・
月
人
・
秋
崕
・
鼎
左
・
白
鷗
・
素
屋
・
秋
崕
・ 

鼎
左
・
鴬
宿
・
草
居
・
（
江
戸
）
可
簫
・
（
亩
）
有
節
・
月
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

連
句
六
句
＋
9 

２
１ 

※ 
八
裁
／
丹
青
天
地
刷
毛
引
料
紙 



 

一〇五 

 

  
172 
秋
興 

小 

素
屋 

永
恭 

帰
雁
図 

○ 

ア
イ 

×
 

東
耕
・
挙
一
・
素
鷗
・
楳
下
・
楚
城
・
桐
斎
・
暉
峯
・
菫
舎
・
専
風
・ 

松
窓
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

１
２ 

※ 

「
乙
夗
秋
」
／
六
裁 

 

▼
安
政
三
年 

 

173 

歳
旦 

小 

素
屋 

画
者
朩
詳 
天
蓋
図 

○ 

イ 
×

 

稲
處
・
稲
處
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
  

７ 

※ 

二
十
四
裁 

 

174 

歳
旦 

小 

素
屋 

画
者
不
明 

烏
図 

○ 

ウ 
×

 

梅
邑
・
梅
邑
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
  

７ 

※ 

十
六
裁 

 

175 

歳
旦 

小 

芝
船 

画
者
不
明 

文
字
絵
（
春
で
天
狗
） 

単
（
金
） 

ウ
エ ×

 

有
節
・
梅
通
・
芹
舎
・
素
屋
・
松
堂
・
不
角
・
五
鈴
・
為
山
・
ミ
も
と
・ 

多
代
・
麦
山
・
清
民
・
御
風
・
一
清
・
玄
至
・
五
峯
・
其
岳
・
□
山
・ 

醉
雨
・
芝
船 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 

２
０ 

※ 

「
丙
辰
春
」
／
六
裁 

 

176 

歳
旦 

三
裁 

魯
心 

林
斎 

萬
歳
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

漣
挙
・
清
音
楼
・
抱
儀
・
為
山
・
巴
雪
・
公
成
・
十
鵞
・
草
雨
・
瓦
村
・ 

祖
郷
・
素
屋
・
物
外
・
淡
節
・
山
子
・
鳥
吟
・
如
水
・
長
冝
・
柳
止
・ 

乙
良
・
波
鷗
・
泰
我
・
御
風
・
見
外
・
西
馬
・
哥
詩
和
・
一
竹
・
竹
童
・ 

泉
友
・
鼠
眼
・
庄
司
・
太
年
・
柳
塵
・
糸
川
・
芳
所
・
平
路
・
松
隣
・ 

醉
雨
・
三
止
・
吟
風
・
欢
志
・
利
秋
・
猶
路
・
二
水
・
禾
郷
・
北
因
・ 

茶
山
・

年
・
萬
久
・
清
子
・
竹
夫
・
竹
子
・
月
杵
・
氷
壺
・
琴
友
女
・ 

柳
糸
女
・
千
竹
女
・
万
古
・
靖
路
・
素
訣
・
貴
邦
・
芳
草
・
狐
登
・
孤
堂
・ 

其
則
・
魯
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

64 

６
４ 

※ 

「
丙
辰
の
春
」 

 

177 

歳
旦 

四
裁 

松
隣 

服
哉 

簔
亀
・
霊
芝
図 

○ 

イ
エ 

×
 

芹
舎
・
茶
雷
・
湧
瀧
・
一
徳
・
泰
山
・
素
屋
・
挙
一
・
井
竹
女
・
杜
鴻
・ 

月
人
・
鼎
左
・
松
隣
・
松
隣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 

１
５ 

※ 

「
丙
辰
初
春
」 

 

178 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

画
者
不
明 

松
樹
水
楼
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 



 

一〇六 

 

鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
月
人
・
公
眠
・
眉
山
・
可
兆
・
（
一
三
更
）
素
梅
・ 

五
朗
・
杜
鴻
・
竹
舎
・
梅
邑
・
稲
處
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

14 

１
９ 

 
 

 

179 

歳
旦 
四
裁 

素
屋 

×
 

― 

― 

― 
×

 

松
隣
・
松
隣
・
松
隣
・
素
屋
・
素
屋
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

6 
  

６ 

※ 

梅
空
押
・
竹
笹
籠
図
入
松
葉
囲
み
料
紙 

 

180 

歳
旦 

四
裁 

月
人 

東
山 

画
中
昇
龍
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

月
人
・
素
屋
・
鼎
左
・
月
人
・
素
屋
・
鼎
左
・
鼎
左
・
素
屋
・
月
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

連
句
六
句
＋
3 

１
０ 

※ 

「
辰
歳
旦
」 

 

181 

歳
旦 

四
裁 

鴬
宿 

了
斎 

昇
龍
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

楓
年
・
梅
弟
・
（
イ
タ
ミ
）
鳴
々
・
杜
鴻
・
卜
隣
・
白
鷹
・
一
澄
・
素
屋
・ 

月
人
・
梅
蒼
・
笠
洲
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 
１
３ 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 

182 

歳
旦 

四
裁 

鼎
左 

秋
亪 

梅
花
・
提
酒
樽
図 

○ 

イ
エ 

×
 

梅
鼎
・
梅
栄
・
節
一
・
其
雪
・
仙
麗
・
松
荷
・
草
居
・
（
姫
路
）
悟
一
・ 

（
河
内
）
公
然
・
（
福
山
）
春
野
・
（
あ
か
ほ
）
鼎
跡
・
（
亩
海
）
曲
阜
・
素
屋
・ 

月
人
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

１
８ 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 

183 

歳
旦 

四
裁 

笠
洲 

春
星 

熨
斗
・
小
松
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

素
屋
・
其
雀
・
黙
池
・
哥
松
・
一
考
・
白
鷹
・
梅
蒼
・
蘆
鳥
・
舟
左
・ 

笠
洲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

１
６ 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 

184 

春
興 

四
裁 

可
兆 

秋
亪 

魚
介
寄
居
虫
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

素
屋
・
眉
山
・
鴬
审
・
井
資
・
（
大
和
）
月
喬
・
一
千
・
松
岳
・
芳
冝
・ 

秋
亪
・
桃
里
・
花
笠
・
路
外
・
栖
香
女
・
可
松
・
可
兆 

 
 

15 

１
６ 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 

185 

春
興 

四
裁 

眉
山 

秋
亪 

蛤
・
蜃
気
楼
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

瓢
六
・
荷
村
・
素
屋
・
三
辰
・
梅
水
・
梅
方
・
荷
橘
・
梅
枝
・
亀
園
・ 

芦
荻
・
久
丸
・
千
里
・
素
梅
・
眉
翠
・
一
澄
・
眉
山 

 
 

16 

１
７ 

 
 

 
186 
歳
旦 

四
裁 

公
眠 

寛
斎 

布
袋
・
児
図 

○ 

ア
イ 

×
 

可
丈
・
吾
輩
・
大
賀
・
可
蕉
・
楓
年
・
素
月
・
野
木
・
錦
賀
・
照
子
・ 

素
屋
・
月
人
・
潮
水
・
鴬
宿
・
石
叟
・
公
眠 

 
 
 
 
 
 

15 

１
５ 



 

一〇七 

 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 
187 
歳
旦 

四
裁 

素
屋 

東
山 

恵
方
棚
・
煙
草
盆
図 

○ 

イ
ウ 

×
 

楳
臣
・
東
耕
・
雨
香
・
挙
一
・
素
鷗
・
青
莪
・

水
・
梅
下
・
暉
峰
・ 

松
窓
・
菫
舎
・
桐
斎
・
鼎
左
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

14 

１
４ 

※ 

「
辰
の
は
る
」 

 

188 

夏
興 

四
裁 

鴬
宿 

春
星 

月
・
郭
公
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鼎
左
・
素
屋
・
（
ラ
ク
）
烏
舟
・
（
洛
）
黙
池
・
翠
江
・
（
イ
バ
ラ
キ
）
竹
房
・ 

竹
三
・
蟻
洞
・
蘭
窓
・
桃
翠
・
舟
左
・
梅
蒼
・
笠
洲
・
鴬
宿 

14 

１
４ 

※ 

「
辰
乃
夏
」 

 

189 

歳
旦 

半
裁 

兎
雪 

画
者
不
明 

能
舞
図 

○ 
ア
イ
ウ
エ 

×
 

鴬
宿
・
素
屋
・
挙
一
・
松
隣
・
可
兆
・
眉
年
・
眉
山
・
井
資
・
不
角
・ 

鴬
审
・
辰
斎
・
草
洲
・
（
小
倉
）
梅
年
・
（
左
海
）
ミ
と
り
・
清
好
・ 

井
竹
女
・
清
機
・
秋
亪
・
鬼
笑
・
梅
友
・
花
郷
・
紫
光
・
一
聲
・
卜
隣
・ 

蘭
操
・
其
雪
・
（
梅
弟
改
）
梅
鼎
・
梅
栄
・
月
人
・
秋
崕
・
草
居
・
鼎
左
・ 

兎
雪
・
兎
雪
・
兎
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35 

３
９ 

※ 

「
丙
辰
初
春
」
／
画
者
名
な
し
秋
亪
か 

 

190 

歳
旦 

半
裁 

梅
鼎 

秋
亪 

小
林
入
道
図 

○ 

ア
イ 

×
 

花
屋
庵
・
花
雨
庵
・
鴬
宿
・
素
屋
・
松
隣
・
可
兆
・
挙
一
・
眉
年
・
不
角
・ 

鴬
审
・
辰
斎
・
月
人
・
草
洲
・
鼎
左
・
（
清
友
社
）
蘭
操
・
草
居
・
梅
栄
・ 

兎
雪
・
其
雪
・
清
機
・
秋
崕
・
井
竹
女
・
秋
亪
・
卜
隣
・
（
郡
山
）
花
嘯
・ 

（
赤
穁
）
鼎
跡
・
（
石
見
）
青
池
・
（
平
白
社
）
梅
季
・
器
水
・
光
人
・
錦
賀
・ 

乙
三
・
其
松
・
竹
窓
・
松
月
・
文
賀
・
梅
实
・
竹
弄
・
東
笑
・
蕪
山
・ 

芦
舟
・
露
道
・
松
子
・
（
梅
弟
改
）
梅
鼎
・
梅
鼎  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

44 

５
４ 

※ 

「
丙
辰
初
春
」 

 

191 

歳
旦 

三
裁 

其
雪 

蕪
外 

蓬
莱
簔
亀
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鴬
宿
・
井
左
・
素
屋
・
松
隣
・
井
資
・
眉
山
・
可
兆
・
辰
斎
・
肖
年
・ 

草
洲
・
湖
水
・
挙
一
・
吏
砢
・
黄
雪
・
鉄
撨
・
其
泊
・
枩
樹
・
素
洛
・ 

鉄
撨
・
松
風
・
季
川
・
六
花
・
李
青
・
桂
河
・
佳
友
女
・
几
昇
・
蘭
操
・ 

（
梅
弟
改
）
梅
鼎
・
梅
栄
・
兎
雪
・
草
居
・
清
機
・
井
竹
女
・
秋
亪
・
卜
隣
・ 

秋
崕
・
（
少
年
）
壷
雪
・
壷
洲
・
月
人
・
鼎
左
・
其
雪
・
其
雪 

42 

４
６ 

※ 

「
丙
辰
初
春
」 

 

192 

歳
旦 

半
裁 

梅
栄 

秋
亪 

正
月
飾
・
遊
具
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鴬
宿
・
白
鷗
・
素
屋
・
松
隣
・
井
資
・
眉
山
・
可
兆
・
眉
年
・
不
角
・ 

桃
号
・
辰
斎
・
青
山
・
月
人
・
草
洲
・
松
彦
・
淡
水
・
仙
夢
・
雨
外
・ 

買
山
・
井
竹
女
・
卜
隣
・
梅
圃
・
秋
亪
・
蘭
芽
・
芝
雀
・
佳
仙
・
香
雪
・ 



 

一〇八 

 

對
文
・
曲
阜
・
糠
人
・
古
撨
・
春
湖
・
呉
東
・
霞
城
・
木
公
・
松
遊
・ 

梅
窓
・
左
筆
女
・
草
居
・
蘭
操
・（
梅
弟
改
）
梅
鼎
・
兎
雪
・
秋
崕
・
鼎
左
・ 

梅
栄
・
梅
栄
・
梅
栄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48 

５
３ 

 

193 

歳
旦 
四
裁 

金
英 

一
日
菴 

蛤
図 

○ 

イ 
×

 

公
成
・
有
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
為
山
・
祖
郷
・
西
馬
・
（
願
懸
連
）
素
憐
・ 

梅
繁
・
不
二
・
春
人
・
不
曲
・
江
流
・
梅
軒
・
金
紅
・
松
花
・
菜
再
・ 

江
三
・
旭
峰
・
中
龍
・
金
英 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

２
８ 

※ 

「
丙
辰
の
と
し
」 

 

194 

春
興 

半
裁 

朩
暁 

雲
斎 

弓
・
梅
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

梅
通
・
有
節
・
公
成
・
月
坡
・
芹
舎
・
蟻
兄
・
素
屋
・
奇
哉
・
逸
渕
・ 

祖
郷
・
見
外
・
西
馬
・
為
山
・
卓
郎
・
抱
儀
・
由
誓
・
而
后
・
黄
山
・ 

真
さ
雂
・
魁
園
・
桂
子
・
雲
斎
・
志
水
・
友
松
・
遊
之
・
雨
耕
・
其
尤
・ 

美
中
・
枕
山
・
雪
撨
・
松
涛
・
岱
月
・
仙
翅
・
朩
暁 

 
 

34 

３
４ 

※ 

「
卯
の
春
」 

 

195 

春
興 

半
裁 

朩
暁 

併
春 

大
黒
図 

単
（
金
） 

ア
イ 

×
 

梅
通
・
公
成
・
月
坡
・
芹
舎
・
有
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
醉
雨
・
而
后
・ 

逸
渕
・
抱
儀
・
西
馬
・
祖
郷
・
萬
古
・
見
外
・
為
山
・
卓
郎
・
真
さ
雂
・ 

魁
園
・
桂
子
・
志
水
・
友
松
・
游
之
・
呼
風
・
而
畊
・
水
音
・
小
蝶
・ 

嘯
山
・
其
尤
・
美
中
・
枕
山
・
松
涛
・
雪
撨
・
岱
月
・
仙
翅
・
朩
暁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36 

３
６ 

※ 

「
た
つ
の
走
る
」 

 

196 

春
興 

四
裁 

二
鷗 

千
乕 

萬
歳
図 

○ 

イ 
×

 

（
ラ
ク
）
芹
舎
・（
ラ
ク
）
有
節
・（
ラ
ク
）
淡
節
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
ナ
ニ
ハ
） 

照
雂
・
（
エ
ド
）
見
外
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
如
槿
・
（
イ
セ
）
雪
当
・
擔 

水
・
鶴
叟
・
静
嘉
・
士
前
・
英
斎
・
一
珪
・
芳
淡
・
梅
裡
・
錦
水
・
坡
東
・ 

二
鷗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28 

２
８ 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 

197 

歳
旦 

四
裁 

一
徳 

如
雄 

香
合
・
印
図 

○ 

イ
エ 

竹
窓 

梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
曲
阜
・
草
居
・
松
隣
・ 

素
屋
・
為
山
・
西
馬
・
見
外
・
勇
賀
・
幸
女
・
等
葉
・
荷
少
・
等
栽
・ 

仙
叟
・
琴
水
・
蘭
审
・
草
筑
・
一
瓢
・
竹
洞
・
蟻
邑
・
仙
渓
・
六
守
・ 

洒
雂
・
逸
渕
・
一
徳
・
一
徳
・
一
徳 

 
 
 
 
 
 

32 

３
５ 

※ 

「
丙
辰
の
春
」 

 
198 
歳
旦 

半
裁 

古
通 

×
 

― 

― 

― 
×

 
梅
通
・
芹
舎
・
淡
節
・
拾
山
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
不
角
・
蓬
陽
・ 



 

一〇九 

 

素
屋
・
閑
那
・
米
友
・
養
瓜
・
雀
叟
・
五
鈴
・
吉
波
雂
・
布
珀
・
晴
江
・ 

蓬
宇
・
完
伍
・
為
山
・
萬
古
・
月
杵
・
西
馬
・
茶
嘯
・
潮
月
・
多
代
女
・ 

清
民
・
二
丘
・
一
正
・
舎
用
・
唫
風
・
御
風
・
而
后
・
李
曠
・
欢
尚
・ 

一
清
・
静
嘉
・
櫓
水
・
錦
水
・
桃
里
・
梅
南
・
蒿
渚
・
醉
雨
・
梅
裡
・ 

古
通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

46 

４
６ 

※ 

桜
色
囲
み
枞 

 

199 

春
興 

半
裁 

茶
莚 
画
者
朩
詳 

桜
花
図 

○ 

ウ
エ 
×

 

芹
舎
・
有
節
・
碩
水
・
文
海
・
月
坡
・
烏
谷
・
鼎
左
・
素
屋
・
挙
一
・ 

松
隣
・
曲
阜
・
春
湖
・
恵
雨
・
而
后
・
李
曠
・
醉
雨
・
芝
船
・
其
岳
・ 

梅
裡
・
岩
月
・
柏
石
・
旦
来
・
丹
嶺
・
都
盤
・
東
明
・
桑
居
・
乙
良
・ 

祖
郷
・
為
山
・
西
馬
・
悠
平
・
茶
莚
・
茶
莚 

 
 
 
 
 
 

33 

３
７ 

 
 

 

  

200 

春
興 

半
裁 

北
誕 

南
涯 

貫
古
・
画
帖
・
挟
板
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
ム
ツ
）
舎
用
・
清
民
・
（
江
戸
）
逸
渕
・
西
馬
・
月
杵
・
鳥
吟
・
萬
古
・ 

為
山
・（
イ
セ
）
五
鈴
・（
亩
）
芹
舎
・
梅
通
・
淡
節
・
有
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・ 

蓁
々
・
松
隣
・
素
屋
・
茶
雷
・
左
郊
・
完
湖
・
苔
庅
・
桃
志
・
梅
可
・ 

東
翠
・
玉
臺
・
葉
夫
・
玉
馨
・
三
径
・
田
花
・
夏
月
・
大
川
・
烏
斎
・ 

素
英
・
蒼
風
・
梧
泉
・
鯉
勢
・
北
誕 

 
 
 
 
 
 

37 

５
３ 

※ 

「
辰
と
し
」 

 

201 

歳
旦 

半
裁 

宇
雀 

南
涯 

若
葉
売
図 

○ 

ア
イ 

×
 

芹
舎
・
有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
松
审
・
雀
叟
・ 

五
鈴
・
醉
雨
・
蓬
雨
・
逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
尋
香
・
幹
雂
・
萬
古
・ 

鳥
吟
・
月
杵
・
半
湖
・
乙
良
・
唫
風
・
多
代
女
・
清
民
・
舎
用
・
其
秀
・ 

悠
々
・
葉
陽
・
楚
宮
・
夷
岳
・
北
誕
・
石
居
・
亀
年
・
思
遠
・
東
阡
・ 

草
尺
・
思
村
・
完
湖
・
梅
専
・
蘿
丈
・
應
可
・
月
古
・
騏
郷
・
羅
村
・ 

木
烏
・
左
郊
・
（
大
夢
更
）
半
夢
・
茶
雷
・
宇
雀
・
宇
雀 

 
 

51 

５
１ 

※ 

「
丙
辰
春
」 

 

202 

歳
旦 

半
裁 

草
尺 

桃
挙 

凧
揚
図 

○ 

ア
イ 

×
 

有
節
・
公
成
・
（
月
坡
更
）
赤
甫
・
淡
節
・
梅
通
・
鼎
左
・
松
隣
・
蓁
々
・ 

松
审
・
素
屋
・
五
鈴
・
梅
裡
・
李
曠
・
静
嘉
・
醉
雨
・
蓬
宇
・
逸
渕
・ 

為
山
・
祖
郷
・
見
外
・
尋
香
・
萬
古
・
鳥
吟
・
幹
雂
・
西
馬
・
天
由
・ 

月
杵
・
半
湖
・
李
郷
女
・
御
風
・
吟
風
・
素
山
・
多
代
女
・
一
止
・
清
民
・ 

舎
用
・
乙
良
・
茶
山
・
青
池
・
大
夢
・
悠
々
・
駝
岳
・
双
烏
・
甘
古
・ 

菊
圃
女
・
棹
舟
・
元
史
・
婦
牛
・
其
秀
・
鷗
池
・
楚
宮
・
北
誕
・
夷
岳
・ 

半
夢
・
東
阡
・
完
湖
・
梧
井
・
露
丘
・
鯉
勢
・
推
居
・
宇
雀
・
騏
郷
・ 

蓬
園
・
應
可
・
蟻
城
・
羅
村
・
亀
年
・
左
郊
・
木
烏
・
茶
雷
・
草
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

71 

７
１ 

※ 

「
辰
の
春
」 



 

一一〇 

 

 
203 

歳
旦 

半
裁 

汲
古 

素
真 

梅
花
・
印
籠
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
サ
ツ
マ
）
桃
戴
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
サ
ヌ
キ
）
天
莱
・ 

（
ト
サ
）
古
鳳
・
凉
掃
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
松
隣
・
（
亩
） 

公
成
・
（
ヲ
ハ
リ
）
醉
雨
・
一
清
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
遠
州
）
杜
水
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・
（
□
□
）
□
□
・
（
下
サ
）
月
□
・
（
ヒ
タ
チ
）
季
□
・ 

（
デ
ハ
）
御
風
・
（
オ
ク
）
舎
用
・
清
民
・
（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・
鷺
眠
・ 

乙
良
・
（
シ
ナ
ノ
）
天
随
・
（
上
毛
）
心
足
・
一
朗
・
米
审
・
笳
言
・ 

（
ム
サ
シ
）
寄
三
・
天
由
・
（
エ
ド
）
一
夢
・
四
端
・
五
雀
・
香
以
・
草
宇
・ 

鳥
吟
・
晩
成
・
乙
雂
・
明
水
・
花
明
・
慶
敷
・
得
水
・
音
好
・
白
夷
・ 

均
外
・
六
守
・
浪
兮
・
ミ
き
雂
・
逸
渕
・
西
馬
・
汲
古 

 
 

53 

５
３ 

※ 

「
安
政
三
丙
辰
春
」 

 

204 

歳
旦 

半
裁 

春
和 

餘
斎 

兎
・
土
筆
図 

○ 
ア
イ 

×
 

逸
渕
・
見
外
・
等
栽
・
萬
古
・
鳥
吟
・
祖
郷
・
西
馬
・
氷
壺
・
為
山
・ 

梅
通
・
芹
舎
・
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
悠
々
・
茶
雷
・
李
曠
・
而
后
・ 

多
代
女
・
（
行
脚
）
江
平
・
茗
圃
・
雪
鮮
・
唫
風
・
秋
峩
・
其
谷
・
有
雪
・ 

蟻
道
・
落
城
・
撫
泉
・
雪
貢
・
鶴
園
・
有
柳
・
淇
奥
・
月
岡
・
二
葉
・ 

竹
雂
・
玉
翠
・
北
臥
・
梅
南
・
葎
下
・
南
好
・
詠
之
・
無
心
・
月
想
・ 

大
古
・
静
極
・
冬
秀
・
雪
岱
・
素
山
・
御
風
・
（
一
江
改
）
春
和
52 

５
２ 

※ 

「
辰
の
春
」 

 

205 

歳
旦 

半
裁 

桑
居 

画
者
朩
詳 

神
楽
舞
扇
鈴
図 

○ 

ア
イ 

子
成 

由
誓
・
抱
儀
・
見
外
・
西
馬
・
為
山
・
萬
古
・
梅
通
・
芹
舎
・
烏
谷
・ 

文
海
・
淡
節
・
鼎
左
・
白
鷗
・
松
隣
・
素
屋
・
可
大
・
砺
山
・
駝
岳
・ 

双
烏
・
鴬
居
・
閑
那
・
茶
雷
・
而
后
・
李
曠
・
蓬
宇
・
立
宇
・
柳
壷
・ 

悠
平
・
遜
阿
・
清
民
・
舎
用
・
禾
月
・
御
風
・
緑
峰
・
吟
風
・
多
代
女
・ 

鷺
眠
・
茶
山
・
朩
足
・
桃
五
・
元
・
文
溟
・
梅
雪
・
角
貞
・
岱
月
・
雂
飛
・ 

可
村
・
采
乃
・
半
橋
・
乙
良
・
桑
居 

 
 
 
 
 
 

51 

５
１ 

※ 

「
安
政
三
と
せ
の
春
」 

  

206 

秋
興 

四
裁 

蕉
林 

秋
亪 

月
光
弁
天
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

 

素
屋
・
鴬
宿
・
翠
江
・
鶴
翠
・
蘭
月
・
蕉
林 

 
 
 
 
 
 

6 
  

８ 

※ 

「
辰
の
秋
」 

 

207 

秋
興 

四
裁 

鴬
宿 

春
星 

月
見
休
息
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

梅
通
・
素
屋
・
舟
左
・
杜
鴻
・
蕉
林
・
世
外
・
竹
三
・
其
雀
・
鶴
翠
・ 

（
イ
タ
ミ
）
椅
陰
・
（
イ
タ
ミ
）
龍
女
・
鴬
宿 

 
 

 
 
 
 
 

11 

１
７ 

※ 

「
辰
秋
」 

 

208 

秋
興 
半
裁 

素
屋 

箕
山 

月
薄
図 

○ 

ア
イ 

×
 



 

一一一 

 

雲
庵
・
田
竹
女
・
能
夫
女
・
千
栄
女
・
受
月
女
・
勢
井
女
・
美
知
女
・ 

桃
園
・
奈
美
女
・
子
直
・
松
子
・
智
清
・
士
甫
・
路
春
・
里
祥
・
魚
全
・ 

重
一
・
朗
光
・
秋
介
・
左
資
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 

21 

３
０ 

※ 
「
丙
辰
中
秋
」 

 

209 

歳
旦 

四
裁 
素
屋 

東
山 

梅
花
・
急
須
図 

○ 

イ
エ 

×
 

芦
秋
・
芦
盛
・
芦
醉
・
芦
洲
・
甫
月
・
一
水
・
梅
笑
・
菊
渓
・
梅
客
・ 

（
一
三
更
）
素
梅
・
素
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

１
８ 

 

210 

歳
旦 

四
裁 

素
屋 

東
山 

梅
花
・
急
須
図 

○ 

イ
エ 

×
 

鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
（
一
三
更
）
素
梅
・
素
梅
・
素
梅
・
素
屋
7 

１
９ 

 

211 

春
興 

半
裁 

素
山 

餘
斎 

梅
花
・
衣
衍
図 
○ 
ア
イ 

×
 

梅
通
・
公
成
・
烏
谷
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
枩
隣
・
李
曠
・
醉
雨
・ 

一
清
・
梅
裡
・
而
后
・
悠
々
・
鷗
池
・
茶
雷
・
布
国
・
禾
月
・
舎
用
・ 

清
民
・
多
代
女
・
見
外
・
祖
郷
・
西
馬
・
氷
壺
・
鳥
吟
・
魯
心
・
み
も
と
・ 

□
□
・
□
□
・
萬
古
・
為
山
・
唫
風
・
有
柳
・
秋
峩
・
春
和
・
鶴
園
・ 

有
雪
・
路
之
・
落
城
・
其
僊
・
河
暁
・
洗
耳
・
文
好
・
梅
南
・
雪
鮮
・ 

雲
岱
・
蟻
道
・
枩
塢
・
大
古
・
静
柳
・
素
文
・
栗
堂
・
良
和
・
月
岡
・ 

抱
山
・
藤
谷
・
茶
暁
・
松
陽
・
如
春
・
（
行
脚
）
江
平
・
（
行
脚
）
茗
圃
・ 

（
在
江
戸
）
撫
泉
・
（
在
坂
）
国
彦
・
御
風
・
素
山 

 
 

64 

６
４ 

※ 

「
丙
辰
の
春
」 

 

212 

春
興 

半
裁 

節
之 

淇
水 

闘
鶏
図 

○ 

ア
イ 

×
 

由
誓
・
逸
渕
・
見
外
・
等
栽
・
萬
古
・
魯
心
・
尋
香
・
鳥
吟
・
祖
郷
・ 

西
馬
・
氷
壺
・
為
山
・
梅
通
・
烏
谷
・
松
隣
・
素
屋
・
鼎
左
・
柳
壷
・ 

梅
裡
・
李
曠
・
完
伍
・
李
郷
女
・
雀
叟
・
五
鈴
・
茶
雷
・
羅
村
・
清
民
・ 

多
代
女
・
（
行
脚
）
江
平
・
（
在
江
）
撫
泉
・
（
在
坂
）
国
彦
・
可
慎
・
其
友
・ 

河
暁
・
秋
峩
・
茶
暁
・
春
和
・
文
好
・
其
山
・
翠
雃
・
一
峯
・
五
扇
・ 

夏
風
・
鶴
遊
・
亀
既
・
應
山
・
有
柳
・
麦
谷
・
静
柳
・
有
雪
・
梅
南
・ 

其
仙
・
月
岡
・
蟻
道
・
冬
秀
・
唫
風
・
御
風
・
素
山
・
栗
堂
・
素
文
・ 

節
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

61 

６
１ 

※ 

「
辰
の
晩
春
」 

 

213 

夏
興 

半
裁 

守
黒 

是
真 

雀
行
水
図 

○ 

ア
イ 

抱
節
子 

由
誓
・
抱
儀
・
五
休
・
完
鷗
・
不
染
・
亀
遊
・
峡
舎
・
松
鶴
・
平
民
・ 

琴
舟
・
為
山
・
白
起
・
卓
郎
・
留
木
・
雪
朗
・
天
由
・
圭
圃
・
蒼
布
・ 

東
洲
・
逸
渕
・
芹
舎
・
有
節
・
南
枝
・
西
馬
・
瓦
村
・
萬
古
・
等
栽
・ 

見
外
・
宗
玉
・
楽
之
・
帰
風
・
千
之
・
言
山
・
多
代
女
・
清
民
・
遜
阿
・ 

一
止
・
舎
用
・
江
三
・
禾
月
・

来
・
（
雲
水
）
芋
臺
・
竹
賀
・
素
屋
・ 

挙
一
・
鼎
左
・
五
英
・
冝
山
・
素
悠
・
龍
枝
・
豊
川
・
晴
里
・
東
鳴
・ 

み
ふ
ね
・
桃
園
・
一
蝶
・
梧
岳
・
抜
山
・
可
瀬
芳
・
鴬
谷
・
江
山
・
文
雂
・ 

菊
重
・
山
児
・
竹
麿
・
五
雂
・
山
碩
・
舎
竟
女
・
桑
路
・
青
松
・
菊
貞
・ 



 

一一二 

 

圃
月
・
椿
山
・
雨
桐
・
翠
巌
・
柏
翠
・
丁
知
・
由
儀
・
得
蕪
・
菊
彦
・ 

佳
悠
・
守
黒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

82 

８
２ 

※ 

「
丙
辰
晩
夏
」 

 

214 

秋
興 
半
裁 

徳
斎 

素
真 

染
刷
毛
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

梅
裡
・
季
曠
・
我
竞
・
静
嘉
・
茶
雷
・
騏
郷
・
草
尺
・
應
可
・
蓬
圓
・ 

唫
風
・
素
山
・
禾
月
・
茶
山
・
完
鷗
・
等
栽
・
由
誓
・
鼎
左
・
素
屋
・ 

清
民
・
江
三
・
撫
泉
・
月
杵
・
旭
斎
・
完
湖
・
柳
處
・
至
楽
・
亩
一
・ 

白
亥
・
き
く
雂
・
魯
心
・
抱
儀
・
西
馬
・
公
成
・
有
節
・
松
隣
・
亀
年
・ 

羅
邨
・
蟻
城
・
鯉
勢
・
思
遠
・
北
誕
・
禾
山
・（
雲
水
）
蘆
城
・
香
以
・ 

山
子
・
草
宇
・
万
古
・
逸
渕
・
而
后
・
一
清
・
醉
雨
・
御
風
・
多
代
女
・ 

舎
用
・
樗
影
・
（
雲
水
）
朩
足
・
半
夢
・
見
外
・
ミ
き
雂
・
泰
我
・
柳
絮
・ 

氷
壺
・
由
之
・
為
山
・
鳥
吟
・
徳
斎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

66 

６
６ 

※ 

「
安
政
三
辰
の
初
秋
」 

 

215 

秋
興 

半
裁 

芳
艸 

是
真 

雀
送
別
図 

○ 

ア
イ 

抱
節
子 

由
誓
・
瓦
村
・
拙
誠
・
白
起
・
菊
雂
・
波
鷗
・
逸
渕
・
鼎
左
・
林
曹
・ 

松
隣
・
白
鷗
・
梅
圃
・
月
人
・
素
屋
・
西
馬
・
月
杵
・
四
端
・
祐
之
・ 

亀
得
・
曽
玩
・
□
□
・
多
代
女
・
清
民
・
舎
用
・
一
止
・
禾
月
・
禾
山
・ 

東
郊
・
樗
影
・
茶
雷
・
思
遠
・
蘿
丈
・
羅
邦
・
柳
壷
・
悠
平
・
萬
古
・ 

古
友
・
斗
玉
・
平
路
・
宜
稲
・
勇
賀
・
等
栽
・
為
山
・
山
子
・
ミ
も
と
・ 

泰
我
・
可
簫
・
芳
所
・
抱
儀
・
梅
通
・
淡
節
・
有
節
・
祭
魚
・
文
海
・ 

公
成
・
芹
舎
・
而
后
・
□
□
・
李
□
・
□
□
・
□
□
・
唫
風
・
御
風
・ 

見
外
・
苣
丸
・
不
染
・
富
艸
・
鳥
吟
・
由
之
・
卓
郎
・
乙
良
・
朩
足
・ 

市
猿
・
契
史
・
鷺
眠
・
双
烏
・
悠
々
・
祖
郷
・
十
鵞
・
田
麓
・
暁
鶏
・ 

楳
堂
・
一
朗
・
尋
香
・
五
渡
・
旭
斎
・
清
泉
・
報
聲
・
平
礎
・
如
泉
・ 

花
外
・
宗
普
・
盛
洲
・
苔
礎
・
晴
甫
・
泰
布
・
靖
路
・
魯
心
・
芳
艸 

99 

二
段
６
７ 

※ 

「
丙
辰
秋
」 
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秋
興 

半
裁 

公
眠 

半
山 

行
李
紬
絹
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
エ
ド
）
逸
渕
・
（
ア
ウ
メ
）
梅
笠
・
（
ス
ル
ガ
）
推
陰
・
（
ウ
ラ
ガ
）
乙
居
・ 

（
セ
ン
ダ
イ
）
米
花
・
（
モ
リ
オ
カ
）
左
月
・
（
ト
ヤ
マ
）
卜
少
・
（
ヒ
ゴ
）
隼
也
・ 

（
ビ
ツ
中
）
羽
賣
・
（
ビ
ツ
中
）
梅
居
・
（
ビ
ツ
中
）
池
旭
・
（
ビ
ツ
中
）
翠
木
・ 

（
ビ
ツ
中
）
青
牛
・
（
ビ
ゼ
ン
）
無
為
・
（
ビ
ゼ
ン
）
鯉
涛
・
（
ア
ハ
）
草
尺
・ 

（
ア
カ
シ
）
と
く
女
・
（
遊
歴
）
米
水
・
（
サ
カ
イ
）
此
松
・
（
サ
カ
イ
）
一
器
・ 

（
カ
ウ
ベ
）
祇
山
・
（
キ
ノ
ベ
）
木
居
・
（
ナ
ラ
）
洗
我
・
（
亩
）
梅
通
・
素
屋
・ 

不
角
・
鴬
审
・
瓢
六
・
月
人
・
珁
雪
・
暁
月
・
鴬
泉
・
十
圃
・
化
实
・ 

眠
外
・
金
鳥
・
春
門
・
賀
柳
・
卜
隣
・
可
蕉
・
全
九
・
春
霞
・
一
昇
・ 

一
枝
・
忠
甫
・
大
賀
・
其
雀
・
夜
雪
・
丹
柯
・
江
宇
・
公
眠 

50 

５
０ 

※ 

「
丙
辰
秋
」 
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秋
興 

四
裁 

鼎
左 

秋
亪 

菊
花
・
牡
丹
餅
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

鴬
宿
・
素
屋
・
松
隣
・
井
資
・
眉
山
・
可
兆
・
不
角
・
辰
斎
・
舟
左
・ 



 

一一三 

 

梅
蒼
・
笠
洲
・
草
洲
・
方
石
・
公
眠
・
挙
一
・
鼎
左 

 
 
 

16 

１
６ 

 
 

 
218 
秋
興 

四
裁 

方
石 

尉
貟 

月
下
鹿
鳴
図 

○ 

ア
イ 

×
 

鴬
宿
・
舟
左
・
笠
洲
・
素
屋
・
杜
鴻
・
路
松
・
五
郎
・
一
考
・
可
調
・ 

梅
美
・
郎
光
・
鴬
水
・
寿
月
・
其
石
・
千
位
・
方
石 

 
 

16 

１
６ 

※ 

「
丙
辰
秋
」 
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秋
興 

半
裁 

椅
陰 

秋
亪 

蛙
・
水
辺
秋
草
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
奇
泉
・
菫
子
・
公
成
・
赤
甫
・
芹
舎
・
（
尾
ハ
リ
） 

而
后
・
梅
裡
・
李
曠
・
士
前
・
（
オ
ク
）
多
代
女
・
（
シ
ナ
ノ
）
長
宇
・
（
兵
庫
） 

可
大
・
醒
花
・
其
隣
・
寸
松
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
眉
年
・
舟
左
・
笠 

洲
・
月
人
・
草
洲
・
鴬
宿
・
林
曹
・
蟻
兄
・
祇
白
・
梅
栄
・
草
居
・
五

・ 

仙
夢
・
知
風
・
梅
雂
・
井
竹
女
・
挙
一
・
（
イ
タ
ミ
）
古
撨
・
三
木
女
・ 

（
行
脚
）
芦
十
・
龍
女
・
椅
陰
・
椅
陰 

 
 
 
 
 
 

44 

４
４ 

※ 

「
丙
辰
晩
秋
」 
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そ
の
他 

四
裁 

千
之 

抱
儀 

菊
花
紅
葉
会
釈
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

竹
窓 

鼎
左
・
素
屋
・
挙
一
・
芹
舎
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
有
節
・
丁
知
・ 

逸
渕
・
西
馬
・
見
外
・
祖
郷
・
等
栽
・
卓
郎
・
為
山
・
抱
儀
・
由
誓
・ 

不
染
・

来
・（
亀
遊
更
）
只
青
・
楽
斎
・
呂
風
・
三
光
・
朩
精
・
南
雂
女
・ 

平
民
・
五
休
・
帰
風
・
羽
雪
・
萬
古
・
由
儀
・
守
黒
・
柏
翠
・
留
木
・ 

叩
月
・
蘿
斎
・
完
鷗
・
瓦
村
・
松
鶴
・
宗
玉
・
楽
之
・
龍
吟
・
琴
舟
・ 

竹
賀
・
南
枝
・
疎
舎
・
得
蕪
・
千
之 

 
 
 
 
 
 

49 

５
４ 

※ 

「
丙
辰
の
と
し
」
／
得
蕪
送
別
／
金
囲
み
枞 
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冬
興 

四
裁 

處
舟 

×
 

― 

― 

― 
×

 

林
曹
・
素
屋
・
知
風
・
芦
十
・
挙
一
・
祇
白
・
梅
通
・
淡
節
・
祭
魚
・ 

升
悉
・
（
イ
ヨ
）
半
窓
・
拾
山
・
奇
泉
・
辰
丸
・
野
鶴
・
黍
丘
・
處
舟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 

１
８ 

※ 

「
丙
辰
の
冬
」
／
緑
金
囲
み
枞
／
印
文
「
野
鶴
」
と
あ
り 

 

222 

冬
興 

半
裁 

鴬
宿 

秋
亪
・
南
山 

遠
山
紅
葉
狩
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

素
屋
・
素
屋
・（
洛
）
升
悉
・
升
悉
・
芝
雪
・
芝
雪
・
桃
園
・
桃
園
・
茶
袋
・ 

茶
袋
・
蕉
林
・
蕉
林
・
翠
江
・
翠
江
・
雪
渓
・
雪
渓
・
芳
可
・
芳
可
・ 

蘭
月
・
蘭
月
・
鶴
翠
・
鶴
翠
・
鴬
宿
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 

24 

２
８ 

※ 

「
辰
初
冬
」 
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追
善 

半
裁 

草
守 

其
融 

炭
・
白
椿
図 

○ 

ア
イ 

×
 

惟
草
居
士
・
（
池
草
更
）
草
守
・
見
外
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・ 

（
長
サ
キ
）
一
化
・
（
ビ
ゼ
ン
）
布
国
・
（
イ
ナ
バ
）
柏
葉
・
（
ナ
ガ
ト
）
涼
□
・ 

（
サ
ヌ
キ
）
木
□
・（
ア
ハ
）
茶
雷
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
挙
一
・
鼎
□
・
□
□
・ 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 



 

一一四 

 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・ 

（
出
羽
）
御
風
・
唫
風
・
（
ヲ
ク
）
舎
用
・
登
久
二
・
（
南
部
）
文
河
・ 

（
松
前
）
徐
蓬
・
蕉
雫
・
由
誓
・
得
蕪
・
卓
郎
・
為
山
・
氷
壺
・
祖
郷
・ 

西
馬
・
等
栽
・
抱
儀
・
氷
谷
・
良
女
・
千
枝
女
・
喜
月
・（
少
年
十
才
）
銅
女
・ 

見
外
・
草
守 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
ツ
物
＋
52
（
推
定
） 

５
６
（
推
定
） 
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   編集後記 

 

    大阪府立図書館紀要 第 41 号をお届けします。 

    府立図書館 108 年の重みが原稿の重みと重なったようで、今回は 259 頁となり 

ました。あらためて当館所蔵資料の凄さを感じました。 

当館が行っているサービスについても 1点掲載できました。 

今後とも所蔵資料の研究や紹介の原稿を広く頂戴したいと思いますので、よろ 

しくお願いします。 

また、次号に向け職員一同日々研鑽に励んでいきたいと存じますので、引き続 

きご愛読いただけますようお願い申し上げます。 

   なお、当紀要に登載された著作物に係る著作権は執筆者に属し、その著作の使 

用に関しては大阪府立図書館は著作権者の了解を得ています。 
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